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1 
 
序章 
 
0.0 はじめに 
 
 本稿は「日本語と韓国語の授受表現に関する対照研究―小説における授受表現用例に関
する考察を中心に―」と題し、日本語と韓国語の授受表現について対照を行うことで、両
言語の授受表現の共通点と相違点を明らかにすることを目指している。 
 本稿で研究対象とする日本語の授受表現は「やる」、「てやる」、「あげる」、「てあげる」、
「さしあげる」、「てさしあげる」、「くれる」、「てくれる」、「くださる」、「てくださる」、「も
らう」、「てもらう」、「いただく」、「ていただく」が含まれた表現のことを言う。本稿では、
「やる」、「てやる」、「あげる」、「てあげる」、「さしあげる」、「てさしあげる」を「ヤル」
系表現とし、「くれる」、「てくれる」、「くださる」、「てくださる」を「クレル」系表現とし、
「もらう」、「てもらう」、「いただく」、「ていただく」を「モラウ」系表現とする。 
 本稿で対象とする韓国語の授受表現は「주다/juda/」、「～어(아) 주다/～e(a)juda/」、
「드리다/deurida/」、「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」、「주시다/jusida/」、「～어(아) 
주시다/～e(a)jusida/」、「달라/dalla/」、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」、「받다/batda/」、
「받으시다/badeusida/」が含まれた表現である。其のうち「주다/juda/」、「～어(아) 주다/
～e(a)juda/」、「드리다/deurida/」、「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」、「주시다/jusida/」、
「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」、「달라/dalla/」、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」を
「주다/juda/」系表現とし、「받다/batda/」、「받으시다/badeusida/」を「받다/batda/」
系表現とする。 
 本稿では、上記の授受表現が含まれた用例を各言語の小説から抽出し、その用例が翻訳
本ではどのように扱われているかについて考察行い、日本語と韓国語の授受表現に関する
対照研究の目的を実現する。 
 本稿では、各授受表現がその言語の小説において現れた回数を数え、その数がその言語
の小説における授受表現全体の数に占める割合を算出することにする。本稿では、その算
出された割合を出現率とする。 
 本稿では、日本語と韓国語の時代別小説を用いて、各言語の授受表現が時代の流れによっ
てどのような変化が生じたのか、つまり通時的観点から日本語と韓国語の授受表現につい
て考察を行い、日本語と韓国語の授受表現の変化過程における共通点と相違点を明らかに
したい。 
 
 
2 
 
0.1 日本語と韓国語の授受表現に関する対照研究の意義 
 
 対照研究はの意義は、一つの言語だけを見た時には気付かなかったことが、二つの言語
について対照を行うことにより、今まで把握している情報について内省を行うと同時に新
しい発見に出会うことにある。 
 日本語と韓国語の授受表現について対照を行うことにより、両言語の授受表現について
内省を行うと同時に、互いにどのように対応するのかを明らかにすることが可能になる。 
 また、本稿では、小説とその翻訳本を用いたことで、文法的な対応関係だけでなく、実
際の使用場面に則した対応関係を明らかにすることが可能である。 
 それから、本稿では日本語と韓国語の時代別小説における各授受表現について考察を行
い、両言語の授受表現の変化過程における共通点と相違点を明らかにすることにより、今
後の発展方向の予測にも役立つであろう。 
 さらに、韓国語母語話者が日本語の授受表現を習得する際に、母語による理解を行うこ
とで、日本語の授受表現の習得に役立つに違いない。 
 
0.2 本論文の構成 
 
 本論文は、序章から 12章までの構成となっている。 
 序章では、本論文の研究目的と、研究意義、論文の構成について述べる。 
 第 1章では、先行研究をまとめ、本研究について位置づけを行う。 
 第 2 章では、日本語の小説におけるヤル系表現とその翻訳本における対応する韓国語に
ついてまとめる。 
まず、第 2 章ではヤル系表現が本研究の調査に用いた 4 冊の日本語の小説において現れ
た回数を数え、その数が本研究の調査に用いた日本語の小説の中の授受表現全体に占める
割合、つまり序章の 0.1で述べた出現率を算出した。 
次に、第 2章では、日本語の小説のヤル系表現に関する韓国語の翻訳例について調べた。
その韓国語による翻訳例の分類方法は以下の方法を用いた。 
韓国語による翻訳例は、序章の 0.1 で述べた韓国語の授受表現で翻訳されたものとその
韓国語の授受表現で翻訳されていないものに分類した。韓国語の授受表現で翻訳されてい
ないものをすべて「意訳」とし、さらにその「意訳」を逐語訳と文脈による翻訳に分け、
文脈による翻訳を「その他」とした。韓国語の翻訳例のうち、日本語のヤル系授受表現の
部分が翻訳されていなく省略された例も存在するが、本研究では、単独の「省略」という
項目も設けた。 
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上記の方法を用いて研究を行った結果、第 2章では以下のことが明らかになった。 
日本語のヤル系授受表現はクレル系授受表現とモラウ系授受表現に比べるとその出現率
が低いことが明らかになった。また、日本語のヤル系表現のうち、本動詞のヤル系表現は
韓国語では主に「주다/juda/」に翻訳されており、補助動詞のヤル系表現は主に「～어（아）
주다～/～e(a) juda/」に翻訳されていることが明らかになった。それから、日本語の「て
やる」用例と「てあげる」用例の翻訳に「～다 주다／～da juda／」に翻訳されたものも
あり、韓国語では日本語の授受表現を「恩恵行為」として捉えるのではなく、物事が進む
順序として捉えている側面が存在するという結果も得られた。 
 第 3 章では、日本語の小説における「クレル」系表現とその翻訳本における対応する韓
国語についてまとめた。 
まず、第 3 章ではクレル系表現が本研究の調査に用いた 4 冊の日本語の小説において現
れた回数を数え、その数が本研究の調査に用いた日本語の小説の中の授受表現全体に占め
る割合、つまり序章の 0.1で述べた出現率を算出した。 
次に、第 3 章では、日本語の小説のクレル系表現に関する韓国語の翻訳例について調べ
た。その韓国語による翻訳例の分類方法は以下の方法を用いた。 
韓国語の翻訳例に関する分類方法は第 2 章の分類方法と同じ手法を用いた。韓国語によ
る翻訳例は、序章の 0.1 で述べた韓国語の授受表現で翻訳されたものとその韓国語の授受
表現で翻訳されていないものに分類した。韓国語の授受表現で翻訳されていないものをす
べて「意訳」とし、さらにその「意訳」を逐語訳と文脈による翻訳に分け、文脈による翻
訳を「その他」とした。韓国語の翻訳例のうち、日本語のクレル系表現の部分が翻訳され
ていなく省略された例も存在するが、本研究では、単独の「省略」という項目も設けた。 
 上記の方法を用いて研究を行った結果、第 3章では以下のことが明らかになった。 
 日本語のクレル系表現は、ヤル系表現やモラウ系表現に比べてその出現率が一番高いこ 
とが明らかになった。また、クレル系表現のうち、本動詞のクレル系表現は「주다/juda/」 
とその命令形である「달라/dalla/」、尊敬形式である「주시다/jusida/」に翻訳されてお
り、 
補助動詞のクレル系表現は主に「～어（아） 주다/～e(a) juda/」とその命令形である「～ 
어（아）달라/～e(a) dalla /」、順序を表す「～다 주다/～da juda/」などに翻訳されて
お 
り、会話文ほど敬語を用いて翻訳される傾向であることが明らかになった。 
 第 4 章では、日本語の小説におけるモラウ系表現とその翻訳本における対応する韓国語
についてまとめた。 
まず、第 4 章ではモラウ系表現が本研究の調査に用いた 4 冊の日本語の小説において現
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れた回数を数え、その数が本研究の調査に用いた日本語の小説の中の授受表現全体に占め
る割合、つまり序章の 0.1で述べた出現率を算出した。 
次に、第 4 章では、日本語の小説のモラウ系表現に関する韓国語の翻訳例について調べ
た。その韓国語による翻訳例の分類方法は以下の方法を用いた。 
韓国語による翻訳例は、序章の 0.1 で述べた韓国語の授受表現で翻訳されたものとその
韓国語の授受表現で翻訳されていないものに分類した。韓国語の授受表現で翻訳されてい
ないものをすべて「意訳」とし、さらにその「意訳」を逐語訳と文脈による翻訳に分け、
文脈による翻訳を「その他」とした。韓国語の翻訳例のうち、日本語のモラウ系授受表現
の部分が翻訳されていなく、省略された例も存在するが、本研究では、単独の「省略」と
いう項目も設けた。 
 上記の方法を用いて研究を行った結果、以下のことが明らかになった。 
 まず、日本語のモラウ系表現はクレル系表現に継いで 2 番目に出現率が高いことが明ら
かになった。また、モラウ系表現のうち、本動詞のモラウ系表現は、「実物を受け取る」場
合は主に「받다／batda／」に翻訳されており、日本語のモラウ系表現の受益性が顕著に現
れる場合は意訳が多い傾向であることが明らかになった。それから、モラウ系表現のうち、
補助動詞のモラウ系表現は、韓国語の「받다／batda／」の補助動詞形が存在しないことか
ら、意訳を含む多様な形式で翻訳されることが明らかになった。 
 第 5 章では、韓国語の小説における「주다/juda/」系表現とその翻訳本における対応す
る日本語についてまとめた。 
まず、第 5 章では「주다」系表現が本研究の調査に用いた 4 冊の韓国語の小説において
現れた回数を数え、その数が本研究の調査に用いた韓国語の小説の中の授受表現全体に占
める割合、つまり序章の 0.1で述べた出現率を算出した。 
次に、第 5 章では、韓国語の小説の「주다」系表現に関する韓国語の翻訳例について調
べた。その日本語による翻訳例の分類方法は以下の方法を用いた。 
日本語による翻訳例は、序章の 0.1 で述べた日本語の授受表現で翻訳されたものとその
日本語の授受表現で翻訳されていないものに分類した。日本語の授受表現で翻訳されてい
ないものをすべて「意訳」とし、さらにその「意訳」を逐語訳と文脈による翻訳に分け、
文脈による翻訳を「その他」とした。日本語の翻訳例のうち、韓国語の「주다」系表現の
部分が翻訳されていなく、省略された例も存在するが、本研究では、単独の「省略」とい
う分類項目も設けた。 
 上記の方法を用いて研究を行った結果、第 5章では以下のことが明らかになった。 
 まず、韓国語の「주다」系表現が韓国語の授受表現に占める割合が 80％ほどであること
が明らかになった。また、本動詞の「주다」系表現は、地の文では主に「あたえる」に翻
5 
 
訳されており、会話文では日本語の授受表現によって翻訳される傾向であることが明らか
になった。補助動詞の「주다」系表現は、日本語では主に授受表現で翻訳されており、地
の文と会話文の観点からみると、地の文の中の補助動詞の「주다」系表現は日本語では省
略される傾向であり、会話文の中の補助動詞の「주다」系表現は日本語の授受補助動詞で
翻訳される傾向であることが明らかになった。 
 第 6章では、韓国語の小説における「받다/batda/」系表現とその翻訳本における対応す
る日本語についてまとめた。 
まず、第 6章では「받다/batda/」系表現が本研究の調査に用いた 4冊の韓国語の小説に
おいて現れた回数を数え、その数が本研究の調査に用いた韓国語の小説の中の授受表現全
体に占める割合、つまり序章の 0.1で述べた出現率を算出した。 
次に、第 6章では、韓国語の小説の「받다/batda/」系表現に関する韓国語の翻訳例につ
いて調べた。その日本語による翻訳例の分類方法は以下の方法を用いた。 
日本語による翻訳例は、序章の 0.1 で述べた日本語の授受表現で翻訳されたものとその
日本語の授受表現で翻訳されていないものに分類した。日本語の授受表現で翻訳されてい
ないものをすべて「意訳」とし、さらにその「意訳」を逐語訳と文脈による翻訳に分け、
文脈による翻訳を「その他」とした。日本語の翻訳例のうち、韓国語の「받다/batda/」系
表現の部分が翻訳されていなく、省略された例も存在するが、本研究では、単独の「省略」
という分類項目も設けた。 
 上記の方法を用いて研究を行った結果、第 6章では以下のことが明らかになった。 
まず、韓国語の「받다／batda／」系表現が「抽象的な物の移動」を表す際に、日本語で
は「受身形」や「うける」を用いて翻訳されており、韓国語の「받다／batda／」表現が「具
体的な物の移動」を表す際は、日本語では「受け取る」を用いて翻訳されており、「受身形」
も「受け取る」もその基本的な意味は「うける」であることから、韓国語の「받다／batda
／」系表現は日本語の「うける」に近い意味用法を持っていることが明らかになった。 
 第 7章では、日本語の時代別小説における「ヤル」系表現について通時的研究を行った。 
 まず、第 7 章では、通時的研究を行うに当たり、現代語について以下の 3 つの時代区分
を行った。 
 つまり、言文一致の完成前期である明治 20 年～大正 11 年（1887 年～1922 年）、言文一
致体の完成後期である大正 12 年～昭和 20 年（1923 年～1945 年）、第二次世界大戦後であ
る昭和 21年以降（1946年～）である。 
 第７章では、現代語について上記の３つの時代区分を行い、その時代ごとの小説からヤ
ル系表現を抽出し、時間の流れによってその出現状況と意味用法にどのような変化が生じ
たのかについて検証を行った。 
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 出現状況については序章の 0.1で述べた出現率を用いて検証を行った。 
 意味用法に関する検証では、本動詞と補助動詞に分けて検証を行った。 
 本動詞のヤル系表現の用例に関する分類には、移動するものによって「具体的な物の移
動」、「抽象的な物の移動」、「人間の移動」という３つ意味用法に分類することにした。本
研究で言う「具体的な物」は「実際に形を有する目に見える実物のこと」を指す。本研究
では、「具体的な物」以外のものを「抽象的な物」とする。「人間」に関しては「具体的な
物」であると言う意見もあるが、本研究では、考察の上での煩わしさを避けるため、分類
を別にすることにした。 
 補助動詞のヤル系表現の用例に関する分類には、「行う行為」が「恩恵行為」であるか、
それとも「非恩恵行為」であるかによって分類することにした。本研究での「恩恵行為」
とは、「与え手が行う行為がその行為の受け手にとって利益になること」を指し、「与え手
が行う行為がその行為の受け手にとって不利益になること」を「非恩恵行為」とする。 
 また、第 7章では、ヤル系表現を会話文、心話文、地の文に分けて検証を行った。 
 上記の方法を用いて研究を行った結果、第 7章では以下のことが明らかになった。 
ヤル系表現の全体の状況からみると、時代の流れによってその出現率は減少する傾向に
あることが明らかになった。特に、「てやる」の出現率は明治 20年から大正 11年までの小
説と昭和 21年以降の小説を比べると著しく減少していることが分かった。このような出現
率の減少に伴い、「てやる」の意味用法にも変化をもたらし、今では、目下や動植物に具体
的な物を与える際にしか用いられなくなっていることが明らかになった。 
 第 8 章では、日本語の時代別小説における「クレル」系表現について通時的研究を行っ
た。 
まず、第 8 章では、通時的研究を行うに当たり、現代語について以下の 3 つの時代区分
を行った。 
 つまり、言文一致の完成前期である明治 20 年～大正 11 年（1887 年～1922 年）、言文一
致体の完成後期である大正 12 年～昭和 20 年（1923 年～1945 年）、第二次世界大戦後であ
る昭和 21年以降（1946年～）である。 
 第 8 章では、現代語について上記の３つの時代に区分し、その時代ごとの小説からクレ
ル系表現を抽出し、時間の流れによってその出現状況と意味用法にどのような変化が生じ
たのかについて検証を行った。 
 出現状況については序章の 0.1で述べた出現率を用いて検証を行った。 
 意味用法に関する検証では、本動詞と補助動詞に分けて検証を行った。 
 本動詞のクレル系表現の用例に関する分類には、移動するものによって「具体的な物の
移動」、「抽象的な物の移動」、「人間の移動」という３つ意味表法に分類することにした。
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本研究で言う「具体的な物」は「実際に形を有する目に見える実物のこと」を指す。本研
究では、「具体的な物」以外のものを「抽象的な物」とする。「人間」に関しては「具体的
な物」であると言う意見もあるが、本研究では、考察の上での煩わしさを避けるため、分
類を別にすることにした。 
 補助動詞のクレル系表現の用例に関する分類には、「行う行為」が「恩恵行為」であるか、
それとも「非恩恵行為」であるかによって分類することにした。本研究での「恩恵行為」
とは、「与え手が行う行為がその行為の受け手にとって利益になること」を指し、「与え手
が行う行為がその行為の受け手にとって不利益になること」を「非恩恵行為」とする。 
 また、第 8章では、クレル系表現を会話文、心話文、地の文に分けて検証を行った。 
 上記の方法を用いて研究を行った結果、第 8章では以下のことが明らかになった。 
クレル系授受表現について、まず出現率の観点からみると、「てくれる」、「くださる」、「て
くださる」は結果的に増加する傾向にあるが、一方で、「くれる」の出現率は減少している
ことが明らかになった。また、「くれる」の中で遠心方向の意味を表す用法は明治 20 年か
ら大正 11年までの小説では少数ではあるがその用例はあったが、それ以降の年代の小説で
はその用法は見当たらなかったことが明らかになった。 
 第 9 章では、日本語の時代別小説における「モラウ」系表現について通時的研究を行っ
た。 
まず、第 9 章では、通時的研究を行うに当たり、現代語について以下の 3 つの時代区分
を行った。 
 つまり、言文一致の完成前期である明治 20 年～大正 11 年（1887 年～1922 年）、言文一
致体の完成後期である大正 12 年～昭和 20 年（1923 年～1945 年）、第二次世界大戦後であ
る昭和 21年以降（1946年～）である。 
 第 9 章では、現代語について上記の３つの時代に区分し、その時代ごとの小説からモラ
ウ系表現を抽出し、時間の流れによってその出現状況と意味用法にどのような変化が生じ
たのかについて検証を行った。 
 出現状況については序章の 0.1で述べた出現率を用いて検証を行った。 
 意味用法に関する検証では、本動詞と補助動詞に分けて検証を行った。 
 本動詞のモラウ系表現の用例に関する分類には、移動するものによって「具体的な物の
移動」、「抽象的な物の移動」、「人間の移動」という３つ意味用法に分類を行うことにした。
本研究で言う「具体的な物」は「実際に形を有する目に見える実物のこと」を指す。本研
究では、「具体的な物」以外のものを「抽象的な物」とする。「人間」に関しては「具体的
な物」であると言う意見もあるが、本研究では、考察の上での煩わしさを避けるため、分
類を別にすることにした。 
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 補助動詞のモラウ系表現の用例に関する分類には、「行う行為」が「恩恵行為」であるか、
それとも「非恩恵行為」であるかによって分類することにした。本研究での「恩恵行為」
とは、「与え手が行う行為がその行為の受け手にとって利益になること」を指し、「与え手
が行う行為がその行為の受け手にとって不利益になること」を「非恩恵行為」とする。 
 また、第 9章では、モラウ系表現を会話文、心話文、地の文に分けて検証を行った。 
 上記の方法を用いて研究を行った結果、第 9章では以下のことが明らかになった。 
モラウ系表現は全体としてその出現率は時間の流れによって、増加する傾向にある。ま
た、「もらう」の意味用法の中で「人間の移動」を表す用例は昭和 20年まではその用例が
あったが、昭和 21年以降の小説にはその用例がなくなっていることが明らかになった。そ
れから、昭和 20年までは「ていただく」の用例には、「ていただく」と「ていただきたい」
の二種類しかなかったが、昭和 21年以降は「ていただく」には「お（ご）～いただく」と
いう新しい形式が出現しており、「ていただきたい」には「お（ご）～いただきたい」とい
う新しい形式が出現していることが明らかになった。 
 第 10章では、韓国語の時代別小説における「주다/juda/」系表現について通時的研究を
行った。 
 第 10章では、通時的研究を行うため、以下の時代区分を行った。 
つまり、言文一致の運動が始まった 20世紀初頭から 1945年までの時期と、「ハングル専
用」運動が始まった 1945年以後の時期に区分した。 
第 10章では、上記の２つの時代区分を行い、その時代ごとの小説から「주다/juda/」系
表現を抽出し、時間の流れによってその出現状況と意味用法にどのような変化が生じたの
かについて検証を行った。 
出現状況については序章の 0.1で述べた出現率を用いて検証を行った。 
 意味用法に関する検証では、本動詞と補助動詞に分けて検証を行った。 
 本動詞の「주다/juda/」系表現の用例に関する分類には、日本語同様に移動するものに
よって「具体的な物の移動」、「抽象的な物の移動」、「人間の移動」という３つ意味用法に
分類を行うことにした。本研究で言う「具体的な物」は「実際に形を有する目に見える実
物のこと」を指す。本研究では、「具体的な物」以外のものを「抽象的な物」とする。「人
間」に関しては「具体的な物」であると言う意見もあるが、本研究では、考察の上での煩
わしさを避けるため、分類を別にすることにした。 
補助動詞の「주다/juda/」も授恵の意味用法を持っていることから、「주다/juda/」系表
現の用例に関する分類にも、「行う行為」が「恩恵行為」であるか、それとも「非恩恵行為」
であるかによって分類を行うことにした。本研究での「恩恵行為」とは、「与え手が行う行
為がその行為の受け手にとって利益になること」を指し、「与え手が行う行為がその行為の
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受け手にとって不利益になること」を「非恩恵行為」とする。 
また、第 10 章では、「주다/juda/」系表現を会話文、心話文、地の文に分けて検証を行
った。 
 上記の方法を用いて研究を行った結果、第 10章では以下のことが明らかになった。 
まず、時間の流れによって「～어/아 주다」、「드리다」、「～어/아 주시다」は増加傾
向にあるが、その他の「주다/juda/」系表現は時間の流れによって減少傾向にあることが
明らかになった。本動詞の「주다/juda/」系表現は時間の流れによって主に「抽象的な物
の移動」を表す意味用法が増加する傾向にあり、補助動詞の「주다/juda/」系表現は主に
「恩恵行為」を表す意味用法が多くなる傾向であることが明らかになった。 
 第 11 章では、韓国語の時代別小説における「받다/batda/」系表現について通時的研究
を行った。 
第 11章では、通時的研究を行うに当たり、以下の時代区分を行った。 
つまり、言文一致の運動が始まった 20世紀初頭から 1945年までの時期と、「ハングル専
用」運動が始まった 1945年以後の時期に区分した。 
第 11 章では、上記の２つの時代区分を行い、その時代ごとの小説から「받다/batda/」
系表現を抽出し、時間の流れによってその出現状況と意味用法にどのような変化が生じた
のかについて検証を行った。 
出現状況については序章の 0.1で述べた出現率を用いて検証を行った。 
 意味用法に関する検証では、本動詞と補助動詞に分けて検証を行った。 
 本動詞の「받다/batda/」系表現の用例に関する分類には、日本語同様に移動するものに
よって「具体的な物の移動」、「抽象的な物の移動」、「人間の移動」という３つ意味用法に
分類することにした。本研究で言う「具体的な物」は「実際に形を有する目に見える実物
のこと」を指す。本研究では、「具体的な物」以外のものを「抽象的な物」とする。「人間」
に関しては「具体的な物」であると言う意見もあるが、本研究では、考察の上での煩わし
さを避けるため、分類を別にすることにした。 
また、第 11章では、「받다/batda/」系表現を会話文、心話文、地の文に分けて検証を行
った。 
 上記の方法を用いて研究を行った結果、第 11章では以下のことが明らかになった。 
まず、「받다」系表現の全体の状況からみると、その出現率は時間の流れによって減少傾
向にあることが明らかになった。また、「받다」の用例どの時代でも「抽象的な物の移動」
を表す用例が「具体的な物の移動」を表す用例を上回っていることが明らかになった。そ
れから、「받으시다」用例は、どの時代でも「抽象的な物の移動」を表す用例が「具体的な
物の移動」を表す用例を上回っていて、主に会話文で使われていることが明らかになった。 
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 第 12章では、本論文の研究結果について総まとめを行い、今後の課題と展望を述べた。 
 第 12章は、本論文の全体のまとめ部分となっている。まとめ部分として、日本語の授受
表現に対応する韓国語表現に関するまとめ、韓国語の授受表現に対応する日本語表現に関
するまとめ、通時的観点による研究のまとめという３つの部分で構成されている。 
日本語の授受表現に対応する韓国語表現に関するまとめでは、日本語のヤル系表現とク
レル系表現は主に韓国語の「주다/juda/」系表現に対応することが明らかになった。日本
語のモラウ系表現、特に授受補助動詞のモラウ系表現に関しては、韓国語では意訳に頼る
傾向であることが明らかになった。 
韓国語の授受表現に対応する日本語表現に関するまとめでは、韓国語の本動詞の
「주다/juda/」系表現は、日本語の「あたえる」に一番近い意味合いを持っていることが
明らかになった。また、補助動詞の「주다/juda/」系表現は日本語の「てやる」、「てあげ
る」、「てくれる」などの授受補助動詞に相当することが明らかになった。韓国語の「받다」
系表現に関しては、日本語の「うける」に相当することが明らかになった。 
通時的観点による研究のまとめでは、日本語でいうと、ヤル系表現、特に「てやる」の
用例の減少、クレル系表現の遠心方向を表す用例の消失、新しい敬語表現の出現などが明
らかになった。韓国語では、新しい敬語形式の出現などの現象を含む時間の流れによる変
化は少なく、安定性が保たれていることが明らかになった。 
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第1章 先行研究 
 
1.0 はじめに 
 
 日本語の授受動詞について、『日本文法小辞典』(1989)では、「授受動詞は一種の移動他
動詞であり、「与え手」が「受け手」に対して「事物」を移動させるわけてあって、「与え
手」と「受け手」は「売り手」と「買い手」であったり、「貸し手」と「借り手」であった
り、「教師」と「生徒」であったりし、両者の間を移動する「事物」は「商品」であったり、
「金」であったり、「知識」であったりする。」と定義している。 
上野（1978）では、「やり・もらい」を表す三種の動詞「あげる」、「くれる」、「もらう」
はそれぞれ「誰々が」「誰々に」「何々を」といった名詞句と共に単文「～ガ～二～ヲ V」（V
は動詞）という文型に用いられる動詞であって、「ガ名詞句」から「二名詞句」に何かが移
動する場合は「あげる」或いは「くれる」を使い、「二名詞句」から「ガ名詞句」に何かが
移動する場合は「もらう」を使うと述べている。 
また、「あげる」を使う場合は「ガ名詞句」に視点が置かれ、「くれる」を使う場合は「二
名詞句」に視点が置かれ、「もらう」を使う場合は「あげる」と同様に「ガ名詞句」に視点
が置かれると述べている。 
 庵(2001)では、日本語には「あげる、やる、くれる、もらう、さしあげる、くださる、
いただく」など７つの授受動詞が存在しており、これらの授受動詞は「視点」に基づく制
約を持っていると述べている。 
それに、授受動詞は人称とも深く関わっており、通常の１人称、２人称、３人称といっ
た区別ではなく、「私」及び「私の・・・」の形の名詞句で表されるものは「ウチ」、それ
以外のものは「ソト」として区別すると述べている。 
また、庵（2001）では、授受動詞は「てあげる」、「てくれる」、「てもらう」などの形で
補助動詞として使われ、恩恵の授受を表し、ものの授受の場合と同様に視点制約が存在す
ると述べている。 
 市川(2005)では、授受補助動詞を「動作のやりもらい」と命名し、「動作のやりもらい」
はだれがだれのためにしたかという利益・恩恵の移動関係、そこから得られる感謝の気持
ちなどを表すと述べている。まず、「てあげる/てさしあげる」について、利益・恩恵を与
えるときに使うが押しつけがましく聞こえることがあるので注意が必要であり、上の人に
対しては「てさしあげる」を用いずに、別の表現を使うようにすると述べている。「てもら
う/ていただく」については、利益・恩恵を受けるときに用い、上の人から受けるときは「て
いただく」、対等の人、及び、下の人からは「てもらう」を使うと述べている。また、「て
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もらう/ていただく」には上記の意味以外に「てもらえる/ていただける」の形で依頼の意
味で使えるし、「てもらいたい/ていただきたい」の形で要求の意味でも使え、「まずここで
着替えていただきます。」などの表現で指示としても使えると述べている。それから、「て
くれる/てくださる」については、話し手以外の第三者(聞き手を含める)が、話し手(私)や
話し手の家族・仲間などに利益・恩恵を与えるときに用いると述べている。 
 韓国語の授受表現について、최（1937）と남・고（1998）などでは、韓国語の授受動詞
には、「주다」、「드리다」、「받다」、の３つしかなく、そのうち「받다」だけは補助動詞と
して認知されていないとしている。 
油谷(1988)は、「やりもらい」の関係を示す動詞を授受動詞と呼ぶが、韓国語では「やる」
と「くれる」とを区別せずに同じ言語形式で表現しており、前後関係に応じて「주다」を
「やる」或いは「くれる」というように訳し分けなければならないと述べている。 
 また、油谷は『日韓対照言語学入門』（2005）の中で敬語について述べており、「日本語
のように相手によって敬語の用法を変える体系を相対敬語、韓国語のように敬語使用の有
無が相手に関係なく一定している体系を絶対敬語と呼ぶ」としている。 
日本語と韓国語の授受表現はその種類の多さや、包括している内容が複雑であることか
ら、多くの研究者たちの研究対象となり、大きな研究成果を収めている。授受表現に関す
る日本語と韓国語の対照研究も近年多数研究が行われている。以下、授受表現に関する代
表的な日韓対照研究を紹介する。 
 
1.1 日本語と韓国語の授受表現に関する対照研究 
 
 日本語と韓国語の授受表現に関する対照研究で必ず取り上げられる研究として林(1980)
がある。林(1980)では、「受給表現」という表現を使用し、日本語と韓国語の受給表現につ
いて対照研究を行なった。その結果、日本語の「やる、あげる、くれる」は韓国語では
「주다/juda/」であり、「もらう」は「받다/batda/」、「あげる、さしあげる」は「드리다/deurida 
/」、「くださる)は「주시다/jusida/」であり、「받다/batda/」は日本語の「もらう」と違
って授受補助動詞としては使えないことを述べた。また、日本語の受益表現には「話し手
の関与」の問題が出て来るが、韓国語の場合は「話し手の関与」という点が作用しないと
述べている。林(1980)は、早い時期から小説の用例を用いて、対照を行うことで、実際の
使用場面に則した研究であり、日本語と韓国語の授受表現について体系的にまとめていて、
後の日本語と韓国語ｚｙず湯表現に関する対照研究に基礎となる研究であると言えよう。 
 また、日本語と韓国語の授受表現の中で、対応関係において相違点が一番顕著なものと
して注目されるのが日本語の「てもらう」とそれに対応する韓国語のことである。以下に
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紹介する徐(2007)がその研究の一つである。 
 徐(2007)では、日本語の小説とその韓国語の翻訳本を用いて、日本語「Ｖてもらう」が
韓国語ではいかに現れるかについて考察を行っている。「てもらう」対訳資料を用いて分析
した結果、形式として現れたパターンは①「－e(a) juda」②「N（名詞）＋batda」③要求
を表す「dalla」④依頼表現の添加の４つに分けられ、これらのパターンを意味で分けると
①は恩恵、②は受動、③と④は使役になり、4つの出現要因が「てもらう」の多義性と関係
があることを明らかにした。また、徐（2007）では、意訳、単純省略、反意語関係にある
動詞のペアの使用などのような「てもらう」の訳例もあると述べている。徐(2007)は小説
の用例を用いて、使用状況に則した研究を行い、日本語の「てもらう」に対応する韓国語
について詳細にまとめている。 
 上記の二つの論文は、韓国語の「～어(아) 받다/～e（a）batda/」が非文法的である立
場から述べた先行研究である。一方で、韓国語の「～어(아) 받다/～e（a）batda/」の有
用性について述べた先行研究もある。 
 中島・文（1986）では、韓国語の「～어(아) 받다/～e（a）batda/」に下接する動詞に
は強い制限を持っていて、新たに物を作り出すという意味を持つ動詞だけに下接しうると
述べている。 
 黄（1994）では、韓国語の「～어(아) 받다/～e（a）batda/」は、実生活では比較的広
範囲に使用していると述べており、若年層でより幅広く使用していると述べている。 
 谷守・林（2001）では、韓国語の辞典を対象に、日本語のテモラウがどのように訳され
ているかを調べ、日本語のテモラウに値する「～어(아) 받다/～e（a）batda/」は特殊な
場合にはもっとも有用である可能性があると述べている。 
  
1.2 本研究の位置づけ 
 
 本研究で取り入れた対照研究の方法である、日本語の小説とその翻訳本、さらに韓国語
の小説とその翻訳本を用いる方法は、日本語と韓国語のそれぞれの小説と翻訳本を用いる
ことにより、日本語に対応する韓国語という立場だけではなく、韓国語に対応する日本語
という立場から対照研究が実現できたと考えられる。 
また、授受表現が含まれた文を地の文、会話文、心話文に分けて、分析を行ったことが
一つ斬新な試みであると考えられる。 
 それから、日本語と韓国語の時代別小説を用いて、各言語における授受表現の変化過程
について考察を行い、さらにその過程について対照を行ったことも、一つ斬新な試みであ
ると考えられる。 
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第 2 章 日本語の「ヤル」系表現と対応する韓国語 
―日本語の小説における「ヤル」系表現のその韓国語訳に関する考察を中心に― 
 
2.0 はじめに 
 
 日本では、今まで授受表現1についての研究が盛んに行われてきた。その結果、日本語
の授受動詞は「やる/あげる」、「さしあげる」、「もらう」、「いただく」、「くれる」、「くださ
る」など他の言語に比べ多様な形式を持っており、どれも授受補助動詞として使われてい
ることも、また、その形式が多様であるだけでなく、物や好意の移動方向や授受行為の参
加者間の上下・親疎関係などの要素が複雑に絡んでいることが明らかになっている。 
近年、授受表現における日韓対照研究も盛んに行われており、その韓国語の授受動詞に
は「주다/juda/2（やる、あげる、くれる）」「받다/batda/（もらう）」「드리다/deurida /
（あげる、さしあげる）」「주시다/jusida/(くださる)」、「받으시다/badeusida/」などがあ
って、その中でも「받다/batda/（もらう）」は授受補助動詞としての使用は非文法的3であ
ることが判明した。このような研究成果を踏まえて、さらに、日本語の「～てもらう」文
は韓国語でどのように訳されるかという研究も多く行われている。このような研究成果に
より日本語と韓国語の授受表現の様子が徐々に明らかになっている。 
本章では、いままでの先行研究を踏まえて、日本語の小説における「ヤル」系表現が韓
国語ではどのように扱われているかを調べることにする。 
 
2.1 先行研究 
 
 日本語と韓国語の授受表現の対照研究で、多く取り上げられるのは林(1980)である。 
林(1980)では、「受給表現」という表現を使用し、日本語と韓国語の受給表現について対
照研究を行なった。その結果、日本語の「やる、あげる、くれる」は韓国語では「주다/juda/」
であり、「もらう」は「받다/batda/」、「あげる、さしあげる」は「드리다/deurida/」、「く
ださる」は「주시다/jusida/」であり、「받다/batda/」は日本語の「もらう」と違って授
受補助動詞としては使えないことを述べた。また、日本語の受益表現には「話し手の関与」
の問題が出て来るが、韓国語の場合は「話し手の関与」という点が作用しないと述べてい
                                                 
1 本研究では、授受の本動詞と授受補助動詞を含めて授受表現とする。 
2 ローマ字表記は、2000 年大韓民国文化観光部告示第 2000-8 号「国語のローマ字表記法（국어의  
로마자 표기법）」によるものである。 
3 韓国語では「～ 어（아） 받다 ／～e（a）batda／」の形式は非文である。 
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る。林(1980)は日本語と韓国語の授受表現について体系的にまとめているため、後の日本
語と韓国語の対照研究の基礎にもなり、多くの問題点を提起した論文であることは間違い
ない。 
徐（2007）では、日韓対訳資料を用いて、「てもらう」を分析した結果、形式として現れ
たパターンは①「－e(a) juda」4②「N（名詞）＋/batda/」③要求を表す「dalla」5④依頼
表現の添加の４つに分けられ、これらのパターンを意味で分けると①は恩恵、②は受動、
③と④は使役になり、4つの出現要因が「てもらう」の多義性と関係があることを明らかに
した。 
本研究では、先行研究を参考にし、日本語の小説とその翻訳本を用いて、対照研究を行
うことにする。 
 
2.2 研究方法 
 
本研究では、日本語の「ヤル」系表現が韓国語でどのように扱われているかについて調
べるため、日本語の小説とその小説の韓国語翻訳本を用いる。そして、日本語の小説から
「ヤル」系表現を抽出し、韓国語によるその翻訳例を調べることにする。本研究で使用す
る小説とその翻訳本の概要は以下の表 2.1のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
4 「－e(a) juda」は日本語の「あげる」と「くれる」に相当する韓国語「주다」の補助動詞形。 
5 「dalla」は自分に何かをくれることを他人に要求する、或いは頼むこと。日本語の「くれる」の命令形
「くれ」に相当する。（三省出版社『새 우리말 큰사전』<増補版>Ｐ785 より引用） 
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表 2.1 日本語の小説とその翻訳本概要 
 
作品名 著者 刊行時期 翻訳者 翻訳本刊行時期 
『東京タワー 
オカンとボクと、
時々、オトン』 
リリー・ 
フランキー 
2005 年 
양윤옥 
（ヤンユンオク） 
2007 年 
『ダンス・ダン
ス・ダンス』（上） 村上春樹 1971 年 
유유정 
（ユユジョン） 
1994 年 
『窓ぎわのトッ
トちゃん』 黒柳徹子 1981 年 
김난주 
（キムナンジュ） 
2000 年 
『草枕』 夏目漱石 1905 年 
오석윤 
（オスォクユン） 
2005 年 
 
また、本稿では、序章で述べたとおり、各授受表現がその言語の小説において現れた回
数を数え、その数がその言語の小説における授受表現全体に占める割合を算出することに
する。本稿では、その算出された割合を出現率とする。 
 本研究では、翻訳例の分類の方法として、本研究の対象となった授受表現以外の表現で
翻訳されたものはすべて意訳とし、さらにその意訳を逐語訳と文脈による翻訳に分け、文
脈による翻訳を「その他」とする。翻訳例において、授受表現の翻訳の部分が省略された
用例も存在するが、考察上の便宜を図るため、本稿では、「省略」されたものを「意訳」に
入れないで単独の一つの項目とする。 
 
2.3 小説における「ヤル」系表現とその韓国語訳 
 
2.3.1 小説における日本語の授受表現 
 
 本章の「ヤル」系表現が授受表現全体における様相を把握するため、まず、本研究の研
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究対象となった日本語の小説における授受表現の全体の状況を取り上げる。以下の表 2.2
は、本研究の日本語の小説における授受表現全体の状況である。 
 
表 2.2 小説における日本語の授受表現全体の状況 
 
 
 
（表 2.2 の中の「東京」は『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』、「ダン
ス」は『ダンス・ダンス・ダンス（上）』、「トット」は『窓ぎわのトットちゃん』の略であ
り、表の中の数字は各授受表現の用例の数である。（ ）の中の数字は、各授受表現の用例
は全体の授受表現用例に占める割合を表している。本章では「出現率」と呼ぶことにする。） 
本研究の結果を授受表現別にみると「ヤル」系授受表現（「やる」、「てやる」、「あげる」、
「てあげる」、「さしあげる」「てさしあげる」を含む）の使用例が一番少なく、「クレル」
系授受表現（「くれる」、「てくれる」、「くださる」、「てくださる」表現を含む）の用例が 322
例と一番多く、「モラウ」系授受表現（「もらう」、「てもらう」、「いただく」、「ていただく」
を含む）の用例が 175例で 2番目に多い。 
文構造レベルからみると、授受表現の補助動詞の用例が本動詞の使用を上回っているこ
とが分かった。特に、待遇表現である「さしあげる」、「くださる」の本動詞としての使用
例は 0であり、「いただく」においても一例しかない。用例が一番多い授受表現は「てくれ
る」で、264例であり、次に使用例が多い授受表現は「てもらう」で、132例であった。 
文の種類によって「てくれる」の用例をみると、「てくれる」用例のうち、会話文と地の
文
の
種
類
小
説
や
る
て
や
る
あ
げ
る
て
あ
げ
る
さ
し
あ
げ
る
て
さ
し
あ
げ
る
く
れ
る
て
く
れ
る
く
だ
さ
る
て
く
だ
さ
る
も
ら
う
て
も
ら
う
い
た
だ
く
て
い
た
だ
く
合
　
計
東京 0 12 0 5 0 0 5 22 0 14 4 25 1 0 88
ダンス 0 2 0 12 0 0 0 53 0 8 1 19 0 2 97
草枕 0 4 3 7 0 0 0 9 0 6 5 2 0 2 38
トット 0 1 1 3 0 0 1 2 0 12 1 7 0 2 30
東京 0 0 0 6 0 0 0 2 0 0 2 1 0 0 11
ダンス 0 1 0 2 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 6
草枕 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3
トット 0 1 1 4 0 0 0 6 0 2 1 3 0 0 18
東京 0 1 0 8 0 0 4 85 0 0 16 61 0 0 175
ダンス 0 4 0 0 0 0 1 47 0 0 1 8 0 0 61
草枕 0 4 0 0 0 0 0 4 0 0 0 1 0 0 9
トット 0 0 0 2 0 0 1 29 0 4 1 5 0 4 46
0(0%) 31(5.33%) 5(0.86%) 49(8.42%) 0(0%) 0(0%) 12(2.06%) 264(45.36%
)
0(0%) 46(7.90%) 32(5.50%) 132(22.68%
)
1(0.17%) 10(1.72%) 582(100%)合　　計
会
話
文
心
話
文
地
の
文
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文の割合はそれぞれ 32.6%と 62.5％であり、地の文が会話文を 30％ほど上回っている。「て
もらう」用例のうち会話文と地の文の割合はそれぞれ 40.2％と 56.8％であり、地の文が会
話文を 16％ほど上回っている。小説における「てくれる」と「てもらう」ともに地の文で
の出現率が高い。 
 
2.3.2 小説における「ヤル」系表現 
 
 以下の表 2.3 は「ヤル」系表現の用例の数と全体の授受表現に占める割合を文の種類別
にまとめたものである。 
「ヤル」系表現は、全体の授受表現の 14.61%を占めていて、「クレル」系表現や「モラウ」
系表現に比べると比較的少ない。 
 「ヤル」系表現の中で、用例数が一番多かったのが「てあげる」で、授受表現全体の 8.42%
を占めている。その次に多かったのは「てやる」の用例で、授受表現全体の 5.33%を占めて
いる。三番目に多かったのが「あげる」の用例で、全体の授受表現の 0.86%占めている。 
 本研究の対象となった小説では、「やる」、「さしあげる」、「てさしあげる」の用例はなか
った。 
 
表 2.3 小説における「ヤル」系表現の状況 
 
 
 
2.3.2.1 小説における「てやる」の用例とその韓国語訳 
 
本研究の研究対象となった小説では本動詞の「やる」の用例はなかった。 
文
の
種
類
小
説
や
る
て
や
る
あ
げ
る
て
あ
げ
る
さ
し
あ
げ
る
て
さ
し
あ
げ
る
合
　
計
東京 0 12 0 5 0 0 17
ダンス 0 2 0 12 0 0 14
草枕 0 4 3 7 0 0 14
トット 0 1 1 3 0 0 5
東京 0 0 0 6 0 0 6
ダンス 0 1 0 2 0 0 3
草枕 0 1 0 0 0 0 1
トット 0 1 1 4 0 0 6
東京 0 1 0 8 0 0 9
ダンス 0 4 0 0 0 0 4
草枕 0 4 0 0 0 0 4
トット 0 0 0 2 0 0 2
0(0%) 31(5.33%) 5(0.86%) 49(8.42%) 0(0%) 0(0%) 85(14.61%)
会
話
文
心
話
文
地
の
文
合　　計
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補助動詞「てやる」の用例は 31例で、授受表現全体の 5.3％を占める。 
そのうち、韓国語で「～어(아) 주다/～e(a) juda/」に翻訳されたものが 20 例で、「て
やる」の用例全体の 64.52％を占めており、韓国語の翻訳において日本語の「てやる」が翻
訳されていないものが８例で、「てやる」の用例全体の 26％ほど占めており、「～다 주다/
～da juda/」に翻訳されたものが 3 例で、「てやる」の用例全体の 9.68%を占めている。そ
の内訳は以下の表 2.4のとおりである。 
 
表 2.4 「てやる」用例の韓国語訳状況 
 
     韓国語訳 
日本語の用例 
～어(아）주다 
/～e(a) juda/ 
～다 주다 
/～da juda/ 
省略 
会話文 12 3 4 
心話文 1 0 2 
地の文 7 0 2 
合計(31 例) 20 例（64.52％） 3 例（9.68％） 8 例（26％） 
 
次の（1）は日本語の「てやる」用例が韓国語で「～어(아)주다～e(a) juda／」に 
翻訳された例文である。 
 
（１） 僕がカフカの小説のあらすじを漁師に説明してやったが、 
나 는 카프카 소설 의 줄거리 를 어부 에게 설명해  주었으나, 
私 は カフカ 小説 の あらすじ を 漁師 に  説明して  あげたが、 
（『ダンス・ダンス・ダンス』上） 
 
 次の（2）は韓国語の翻訳において日本語の「てやる」が省略された例文である。 
 
（２） その内容はどうやって人々を笑わせてやろうかというもので、 
그   내용 은  어떻게 하면  사람들 을  웃게할것인가  하는  
その  内容  は  どう  やったら 人々  を   笑わせるか   という  
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것이였다。 
ものだった。 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
林(1980)では、日本語の「てやる」の用法には「自己意志の顕示・強調」または、「実際、
話者とは無関係の一方的な主観的表現」があり、もとになる動詞を強める機能をしている
が、省略しても意味上何の変化もないと述べている。本研究においても、「てやる」が省
略された用例をみると、「てやる」に前接する動詞が「笑わせる」、「食べさせる」のよ
うな「動詞の使役形」の場合や、「連れて行く」、「救う」のように動詞自体に話者の意
志が含まれる場合に多く現れている。このような結果は、林（1980）で述べている「てや
る」の用法と一致するのである。 
次の（3）は、日本語の「てやる」用例が韓国語では「～다 주다/～da juda/」に翻訳さ
れた例文である。 
 
（３） 送ってやろうと思うております。 
바래다  줄까   하고  생각하고 있습니다． 
送ってから 上げようか  と   考えて   います。 
（『草枕』） 
 
「てやる」が「～다 주다/～da juda/」に翻訳されたものは 3 例しかなかったが、とて
も興味深い結果でもある。韓国語において、「～다 주다/～da juda/」の中の「～다」は「一
つの動作が終って、それから」という意味であるため、この場合の「주다/juda/」は補助
動詞ではなく、本動詞である。このような結果は、韓国語では日本語の「てやる」を物事
の順序として捉える傾向があることを示唆する。 
 
2.3.2.2 小説における「あげる」の用例とその韓国語訳 
 
本研究において、本動詞「あげる」の使用例は 5例あった。そのうち、韓国語で「주다/juda/」
に翻訳したものが 2 例で、「드리다/deurida/」に翻訳したものが 1 例、残りの 2 例が授受
表現を使用しない意訳であった。その内訳は以下の表 2.5のとおりである。 
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表 2.5 「あげる」用例の韓国語訳状況 
 
     韓国語訳 
日本語の用例 
주다 
/juda/ 
드리다 
/deurida/ 
意訳 
会話文 1 1 2 
心話文 1 0 0 
地の文 0 0 0 
合計（5 例） 
2 例 
（40%） 
1 例 
（20%） 
2 例 
（40%） 
 
 次の（4）は、日本語の「あげる」用例が韓国語で「주다/juda/」に翻訳された例文であ
る。 
 
（４） 葬式饅頭、持ってきて、みんなにあげます！！ 
장례식  만두  가져 와서  모두 에게  주겠습니다! 
葬式   饅頭  持って 来て  みんな に   あげます   
（『窓ぎわのトットちゃん』） 
 
 次の（5）は、日本語の「あげる」が韓国語で「드리다/deurida/」に翻訳された例文で
ある。 
 
（５） 幾つでも上げましょ。 
몇 개 라도  드리죠. 
幾つ  でも  さしあげましょ 
（『草枕』） 
 
日本語の「あげる」は韓国語の「주다/juda/」に相当するというのは今までの先行研究
でも多く言われている。例(5)の会話文は初対面の主人公に対する「蜜柑取り」の発話文で
ある。日本語では「あげる」を使うのに比べ韓国語では日本語の「さしあげる」に相当す
22 
 
る「드리다/deurida/」が選択されている。本研究での使用例が少ないことから明言はでき
ないが、直接会話において日本語より韓国語の方が敬語を選択する傾向にあるのではない
かと思われる。 
 
2.3.2.3 小説における「てあげる」の用例とその韓国語訳 
 
本研究において「てあげる」の用例は全部で 49例あった。そのうち韓国語で「～어（아）
주다/～e(a) juda/」に翻訳したものが 31例で、「てあげる」の用例全体の 63％を占めてお
り、「～어（아 ）드리다/～e(a) deurida/」に翻訳したものが 9例で、「てあげる」の用例
全体の 22％を占めており、「てあげる」の部分が省略されたものは６例で、「てあげる」の
用例全体の 12％を占めており、「―다 주다/～da juda/」に翻訳したものが 1 例で、「てあ
げる」用例全体の２％を占めており、意訳で翻訳したものが２例で、「てあげる」の用例全
体の４％を占めている。その内訳は以下の表 2.6のとおりである。 
 
表 2.6 「てあげる」用例の韓国語訳状況 
 
  韓国語訳 
日本語用例 
어(아)주다 
e(a) juda 
어(아 )드리다 
e(a) deurida 
～다 주다 
da juda 
省略 意訳 
会話文 14 9 0 3 1 
心話文 10 0 0 2 0 
地の文 7 0 1 1 1 
合計（49 例） 
31 例 
63% 
9 例 
(22%) 
1 例 
(2%) 
6 例 
(12%) 
2 例 
(4%) 
 
次の（6）は、日本語の「てあげる」用例が韓国語で「～어（아）주다/～e(a) juda/」
に翻訳された例文である。 
 
（６） オカンにタンスや指輪や着物を買ってあげたらしい。 
엄니 에게 서랍장 이며 반지 며 기모노 도 사 준 모양이었다. 
オカン に  タンス  や  指輪  や 着物  も 買ってあげた 様子だった。
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（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
次の例（7）は、日本語の「てあげる」用例が韓国語で「～어（아）드리다/～e(a) deurida/」
に翻訳された例文である。 
 
  （７） 今火を焚いて乾かして上げましょ。 
지금  불 을  때서  말려  드리지요． 
 今   火  を 焚いて 乾かして さしあげましょ 
（『草枕』） 
 
 日本語の「てあげる」が韓国語で「～어（아）드리다／～e(a) deurida／」に翻訳し
た９例はすべて会話文であった。聞き手が主に「お客さん」であることから敬語を使用し
ていると考えられる。もう一つの特徴は、9例のうち 7例が女性の発話文であった。このこ
とから韓国語では女性の会話に敬語が多く現れると考えられる。 
次の（8）は、日本語の「てあげる」用例が韓国語に翻訳する際に「てあげる」部分が省
略された例文である。 
 
（８） 私、大きくなったら、この学校の先生に、なってあげる。必ず。 
저,  크   면   이  학교  선생님 이  되겟어요. 꼭이요． 
私 大きくなっ たら  この  学校  先生  に   なります  必ず 
（『窓ぎわのトットちゃん』） 
 
例（8）からも分かるように、この例の中の「てあげる」は「学校の先生になる」という
「私」の自己意志の強調である。このような場合、「てあげる」の部分が省略されても文全
体の意味は通じるという観点は林（1980）でも述べられており、韓国語の翻訳において省
略される傾向にある。 
次の（9）は、日本語の「てあげる」用例が韓国語で「―다 주다/～da juda/」に翻訳さ
れた例文である。 
 
（９） 花をむしってあげたり、 
꽃 을   꺽어다   주거나、 
花 を  むしってから あげたり  
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
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「てあげる」が「～다 주다/～da juda/」に翻訳したことは 2.3.2.1 で述べたように、
韓国語では日本語の授受補助動詞を行為の移動として捉えるのではなく、順序として捉え
ている見方が存在することを示唆する。 
 
2.4 まとめ 
 
 本稿の日本語の「やる」系表現と対応する韓国語について、以下のようにまとめること
ができる。 
１）「ヤル」系表現は、その出現率が全体の授受表現の 14.61%を占めていて、「クレル」系
表現や「モラウ」系表現に比べると比較的少ない。 
２）日本語の「てやる」用例は韓国語で主に「～어（아）주다/～e(a) juda/」に翻訳さて
おり、その他に順序を表す「～다 주다/～da juda/」に翻訳された場合もある。日本
語の「てやる」が翻訳において省略された例も少なくないが、それは「てやる」がも
とになる動詞を強める機能を果たしている場合に多く見られる。 
３）日本語の「あげる」用例は韓国語で主に「주다/juda/」に翻訳されており、その他に、
会話文においては「드리다/deurida/」翻訳された場合もある。 
４）日本語の「てあげる」用例は、韓国語で主に「～어（아）주다～/～e(a) juda/」に翻
訳されており、その他に「～어（아）드리다/～e(a) deurida/」や「～다 주다/～da juda/」
に翻訳された場合もある。「てあげる」の翻訳においても、「てあげる」の部分が省略
されたものが少なくないが、このようなことは「てやる」同様に「てあげる」がもと
になる動詞を強める機能を果たしている場合に多く見られる。 
５）日本語の「てやる」用例と「てあげる」用例の翻訳に「～다 주다/～da juda/」に翻
訳された場合があるが、このような結果は、韓国語では日本語の授受表現を「恩恵行
為」として捉えるのではなく、物事が進む順序として捉えている場合もあることを示
唆する。 
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第 3 章 日本語の「クレル」系表現と対応する韓国語 
―日本語の小説における「クレル」系表現のその韓国語訳に関する考察を中心に― 
 
3.0 はじめに 
 
日本では、今まで授受表現についての研究が盛んに行われてきた。その結果、日本語の
授受動詞は「やる／あげる」、「さしあげる」、「もらう」、「いただく」、「くれる」、「くださ
る」など他の言語に比べ多様な形式を持っており、どれも授受補助動詞として使われてい
ることも、また、その形式が多様であるだけでなく、物や好意の移動方向や授受行為の参
加者間の上下・親疎関係などの要素が複雑に絡んでいることが明らかになっている。 
近年、授受表現における日韓対照研究も盛んに行われており、その韓国語の授受動詞に
は「주다/juda/（やる、あげる、くれる）」「받다/batda/（もらう）」「드리다/deurida /（あ
げる、さしあげる）」「주시다/jusida/(くださる)」、「받으시다/badeusida/」などがあって、
その中でも「받다/batda/（もらう）」は授受補助動詞としての使用は非文法的であること
が判明した。このような研究成果を踏まえて、さらに、日本語の「～てもらう」文は韓国
語でどのように訳されるかという研究も多く行われている。このような研究成果により日
本語と韓国語の授受表現の様子が徐々に明らかになっている。 
本章では、いままでの先行研究を踏まえて、日本語の小説における「クレル」系表現が
韓国語ではどのように扱われているかを調べることにする。 
本章の先行研究は、2.1 で述べたとおりである。研究方法としては、日本語の「クレル」
系表現が韓国語でどのように扱われているかについて調べるため、日本語の小説とその小
説の韓国語翻訳本を用いる。そして、日本語の小説から「クレル」系表現を抽出し、韓国
語によるその翻訳例を調べることにする。本研究で使用する小説は２章と同じである。日
本語の小説とその翻訳本の概要は第 2 章の表 2.1 のとおりである。翻訳例の分類方法にお
いても、第 2章の研究方法と同様である。 
 
3.1 小説における「クレル」系表現とその韓国語訳 
 
3.1.1 小説における「クレル」系表現 
 
 本章の研究対象となった日本語の小説における授受表現全体の状況は第 2 章の表 2.2 に
示したとおりである。 
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 本章で取り扱う日本語の小説における「クレル」系表現の状況は以下の表 3.1 のとおり
である。表の（ ）の中の数字は全体の授受表現に占める割合を表しており、本章でも出
現率と呼ぶことにする。 
 
表 3.1 小説における「クレル」系表現の状況 
 
 
 
 日本語の小説における「クレル」系表現が全体の授受表現に占める割合 55.32%であり、
「ヤル」系表現や「モラウ」系表現に比べてと、出現率が一番高い。特に、「てくれる」用
例は全体の授受表現の 45.36%を占めていて、出現率が一番高い。 
 
3.1.1.1 小説における「くれる」の用例とその韓国語訳 
 
 本研究において日本語の「くれる」の使用例は全部で 12例あった。そのうち、韓国語で
「주다/juda/」に翻訳したものは 7例で、「くれる」の使用例全体の 58％を占めており、韓
国語で「주다/juda/」の命令形である「달라/dalla/」に翻訳したものが 2例で、「くれる」
の使用例全体の 17％を占めており、「～다 주다/～da juda/」に翻訳したものが 1例で、「く
れる」の使用例全体の 8％を占めており、韓国語で「주다/juda/」の尊敬語である
「주시다/jusida/」に翻訳したのが 1 例で、「くれる」の使用例全体の 8％を占めている。
その内訳は以下の表 3.2のとおりである。 
 
 
文
の
種
類
小
説
く
れ
る
て
く
れ
る
く
だ
さ
る
て
く
だ
さ
る
合
 
計
東京 5 22 0 14 41
ダンス 0 53 0 8 61
草枕 0 9 0 6 15
トット 1 2 0 12 15
東京 0 2 0 0 2
ダンス 0 3 0 0 3
草枕 0 2 0 0 2
トット 0 6 0 2 8
東京 4 85 0 0 89
ダンス 1 47 0 0 48
草枕 0 4 0 0 4
トット 1 29 0 4 34
12(2.06%) 264(45.36%) 0(0%) 46(7.90%) 322(55.32%) 
会
話
文
心
話
文
地
の
文
合　　計
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表 3.2 「くれる」用例の韓国語訳状況 
 
  韓国語訳 
文の種類 
주다 
juda 
달라 
dalla 
～다 주다 
～da juda 
주시다 
jusida 
意訳 
会話文 
3 2 0 0 1 
心話文 
0 0 0 0 0 
地の文 
4 0 1 1 0 
合計（12 例） 
7 例 
（58%） 
2 例 
（17%） 
1 例 
（8%） 
1 例 
（8%） 
1 例 
（8％） 
 
 次の（10）は、日本語の「くれる」用例が韓国語で「주다/juda/」に翻訳された例文で
ある。 
 
  （10） お願いしたけど、切符をくれなかったこと。 
부탁 했는데도  표  를  주지   않았다  는   얘기． 
 お願い したけど  切符 を  くれ    なかった という  話 
（『窓ぎわのトットちゃん』） 
 
 次の例（11）は、日本語の「くれる」用例が韓国語で「주다/juda/」の命令形である
「달라/dalla/」に翻訳された例文である。 
 
（11） そのお金をくれと言うつもりじゃないが、 
혹시  있었다  해도  그  돈 을  달라고  할  마음은  없었지만, 
もし  あったと しても その お金 を  くれと 言う  つもりは なかったが 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
 上記の例（11）の日本語では「くれる」の命令形である「くれ」を使用していて、それ
に伴い韓国語でも「주다/juda/」の命令形である「달라/dalla/」に翻訳されている。 
次の（12）は、日本語の「くれる」が韓国語で「～다 주다/～da juda/」に翻訳された
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例文である。 
 
（12） いつも帰って来た時には鳩サブレをお土産にくれた。 
고향 을  찾을  때마다  사브레 를  선물 로   사다   주었다. 
      故郷  を 訪れる たびに   サブレ  を お土産 に  買ったから くれた 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』より） 
 
 上記の（12）の、日本語の「くれる」用例が韓国語で「～다 주다/～da juda/」に翻訳
されたことは、第 2 章で述べたとおり、日本語の「てやる」と「てあげる」と同様に日本
語の授受表現を恩恵行為の移動として捉えるのではなく、物事が進む順序として捉えたも
のである。 
 次の（13）は、日本語の「くれる」が韓国語で「주다/juda/」の尊敬語である「주시다 
/jusida/」に翻訳された例文である。 
 
  （13） ばあちゃんの買い物かごを持って買い物を手伝うと、少し小遣いをくれるの 
で、 
할머니 의 시장바구니 를 들고 장보는  일을  도와주면  용돈 을  
ばあちゃん の 買物かご  を 持って 買物する ことを 手伝うと 小遣い を 
조금씩  주셨기  때문에、 
      少しずつ くださった ので  （『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
上記の（13）のように、日本語では「ばあちゃん」は身内であるため「くれる」を用い
るのに比べ、韓国語は素材敬語であるため、目上であれば身内に対しても敬語を用いる。 
 
3.1.1.2 小説における「てくれる」の用例とその韓国語訳 
 
 本研究において、「てくれる」の用例は 264 例あった。そのうち、韓国語で「～어（아）
주다/～e(a) juda/」に翻訳したものが 174例で、「てくれる」の用例全体の 65.91％を占め
ており、韓国語で「～어（아）달라/～e(a) dalla/」で翻訳されたものが 18 例で、「てく
れる」の用例全体の 6.82％を占めており、韓国語で「～다 주다/～da juda/」に翻訳した
ものが 12例、「てくれる」の用例全体の 4.55％を占めており、韓国語で尊敬形式である「～
어（아）주시다/～e(a) jusida/」に翻訳したものが 9例で、「てくれる」の用例全体の 3.41％
を占めており、「てくれる」の部分が省略されたのが 33例で、「てくれる」の用例全体の
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12.5％を占めており、意訳のものが 18 例で、「てくれる」の用例全体の 6.82％を占めてい
る。その内訳は以下の表 3.3のとおりである。 
 
表 3.3 「てくれる」用例の韓国語訳状況 
 
  韓国語訳 
日本語用例 
어(아)주다 
e(a) juda 
어(아)달라 
e(a) dalla 
다 주다 
da juda 
어(아)주시다 
e(a) jusida 
省略 意訳 
会話文 39 15  4 9 10 9 
心話文 9 1 0 0 1 2 
地の文 126 2 8 0 22 7 
合計 
（264 例） 
174 例 
65.91% 
18 例 
6.82% 
12 例 
4.55% 
9 例 
3.41% 
33 例 
12.5% 
18 例 
6.82% 
 
 次の（14）は、日本語の「てくれる」用例が韓国語で「～어（아）주다/～e(a) juda/」
に翻訳された例文である。 
 
  (14)  すぐに私立病院への紹介状を書いてくれて、 
     즉시 시립병원 에  소개장 을  써  주었다. 
     すぐ  私立病院 へ  紹介状  を 書いて くれた （『東京タワー ―オカンとボク
時々、オトン―』） 
 
 次の例（15）は、日本語の「てくれる」用例が韓国語で「～어（아）달라/～e(a) dalla 
/」に翻訳された例文である。 
 
(15)  そのアルバムは自分のだと思うから返してくれと言ったが、 
그  앨범 은  내  것이니   돌려  달라 고   말했지만, 
その アルバム は 自分 のだから  返して  くれ と   言ったが 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
 次の（16）は、日本語の「てくれる」が韓国語で「～다 주다/～da juda/」に翻訳され
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た例文である。 
 
  (16)  僕を渋谷のアパートまで送ってくれた。 
나 를  시부야 의  아파트 까지  바래다  주었다. 
 僕 を  渋谷   の  アパート まで  送ってから くれた 
（『ダンス・ダンス・ダンス』上） 
 
次の（17）は、日本語の「てくれる」用例が韓国語で尊敬形式である「～어（아）주시다/
～e(a) jusida/」に翻訳された例文である。 
 
(17)  まぁ丁寧に診てくれるけん、心配しなさんな。 
뭐, 꼼꼼하게  봐  주시니께   걱정하지마라. 
まあ  丁寧に  診て  くれるから   心配しないで 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
上記の（17）のような日本語の「てくれる」が「～어（아）주시다/～e(a) jusida/」に
翻訳された用例はすべて会話文である。そのうち、「お医者さん」や「学校の先生」の行為
を表すものが 4 例あった。このことは、韓国語は素材敬語であることを証明している。残
りの 5例は「私の話を信じてくれる？」「きいてくれる？」などのように、話し手が聞き手
に直接何かを依頼する会話文であった。この５つの例文の聞き手には「お客さん」もいれ
ば「旅館の仲居」もいた。このことは韓国語の会話文では、相手が目下、目上に関わらず、
その相手に何かを依頼する場合、敬語を使用する傾向があると考えられる。 
 次の（18）は、日本語の「てくれる」用例において、韓国語に翻訳する際に「てくれ
る」の部分が省略された例文である。 
 
  （18） 前野君がいつもすぐに会いに来てくれる。 
      항상  마에노  군 이  즉각  나 를  만나러  왔다. 
      いつも 前野   君  が  すぐ  僕 を  会いに  来た 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
日本語においては語り手が「てくれる」を用いて、「会いに来る」という行為について「有
難い」という気持ちを表現する。それに比べると韓国語では「会いに来る」という行為に
対する語り手の気持ちは表現せず、その事実だけを淡々と述べている傾向がある。このよ
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うな傾向は地の文（22 例）だけでなく、会話文（10 例）でも同じ傾向が見られた。また、
韓国語の翻訳で「てくれる」が省略される 33例を概観すると、前接する動詞に「連れて行
く」、「帰ってくる」「会いに来る」「貸す」「借金する」「売る」「思い出す」など、「動詞自
体」に一定の方向性が含まれるものが多い。韓国語の翻訳で「てくれる」が省略されるこ
ととその前接する動詞との関係性については今後の課題とする。 
 
3.1.1.3 小説における「てくださる」の用例とその韓国語訳 
 
 本研究において、「てくださる」の用例は 46例あった。そのうち、「てください」の用例
は 36例で、「てくださる」用例全体の 78%を占めている。一方、「てくださる」用例は 10例
で、「てくださる」用例全体の 22%を占めている。韓国語訳については「てください」用例
と「てくださる」用例に分けて分析を行うことにする。 
 
3.1.1.3.1 小説における「てください」の用例とその韓国語訳 
  
本研究の小説に現れた日本語の「てください」用例 36例は、すべて会話文である。その
うち、韓国語で命令・依頼を表す「～어(아)요/～e(a) yo/」に翻訳したものが 20例で、「て
くださる」の使用例全体の 43%を占めており、「～어（아）주세요/～e(a) juseyo/」に翻訳
したものが 15 例で、「てくださる」の使用例全体の 33%を占めており、「～어（아）달라/
～e(a) dalla /」翻訳したものが 1例で、2％を占めている。その内訳は次の表 3.4のとお
りである。 
 
表 3.4 「てください」用例の韓国語訳状況 
 
   韓国語訳 
日本語用例 
어(아)주세요 
～e(a) juseyo 
어(아)달라 
～e(a) dalla 
어(아)요 
～e(a)yo 
会話文 15 1 20 
心話文 0 0 0 
地の文 0 0  
合計 
（36 例） 
15 例 
32.61％ 
1 例 
2.17％ 
20 例 
43.48％ 
 
 次の（19）は、日本語の「てください」用例が韓国語で「～어（아）요/～e(a)yo/」に
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翻訳された例文である。 
 
  （19） 早よ上がってゆっくりしてください。 
      어서  들어가서   편히    쉬어요. 
      早く  入って     ゆっくり  休みなさい 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
次の（20）は、日本語の「てください」用例が韓国語で「～어（아）주세요/～e(a) juseyo/」
に翻訳された例文である。 
 
  （20） 私のこと、変な風に思わないでくださいね。 
      저 를  이상하게  생각지말아  주세요. 
      私 を  変な風に   思わないで   ください （『ダンス・ダンス・ダンス』上） 
 
 韓国語では、「～어(아)요/～e(a)yo/」と「～어（아）주세요/～e(a) juseyo/」は両者
とも依頼・命令の意味を表す。しかし、「～어（아）주세요/～e(a) juseyo/」の方が丁重
表現（공손한 포현）であるため、「他人に依頼する場合は、単純な命令文より、「～어（아）
주세요/～e(a) juseyo/」の方がふさわしいのである。(『국어문법』서정수편を参照) 
このような違いから、日本語の「てください」が単なる指示や命令の意味が強い場合、
韓国語では「～어(아)요/～e(a)yo/」に翻訳される傾向がある。一方で、「先生私の画を
かいて下さいな」、「私のこと、変な風に思わないでくださいね。」など依頼の意味が強
い場合、韓国語では「～어（아）주세요/～e(a) juseyo/」に翻訳される傾向があった。 
次の（21）は、日本語の「てください」用例が韓国語で「～어（아）달라/～e(a) dalla 
/」に翻訳された例文である。 
 
  （21） 一番わるい洋服を着させてください、というお願いだった。 
      가장  허름한  옷 을  입혀   보내  달라 는  부탁이었다. 
      一番  悪い   服  を  着させて 送って くれ という お願いだった 
（『窓ぎわのトットちゃん』） 
 
3.1.1.3.2 小説における「てくださる」の用例とその韓国語訳 
 
 本研究において、「てくださる」という基本形として現れたものは 10例で、「てくださる」
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の用例全体の 22％を占めている。そのうち韓国語で「～어（아） 주다/～e(a)juda/」に翻
訳されたものが 5例で、「てくださる」の使用例全体の 11％を占めており、韓国語で「～어
（아） 주다/～e(a) juda/」の尊敬形式である「～어（아）주시다/～e(a) jusida/」に翻
訳されたものが 1 例で、「てくださる」の使用例全体の 2％を占めており、意訳で翻訳され
たものが 4 例で、「てくださる」の使用例全体の 9％を占めている。その内訳は次の表 3.5
のとおりである。 
 
表 3.5 「てくださる」用例の韓国語訳状況 
 
    韓国語訳 
文の種類 
어(아)주다 
e(a)juda 
어(아)주시다 
e(a) jusida 
意訳 
会話文 0 1 3 
心話文 1 0 1 
地の文 4 0 0 
「てくださる」用例 
10 例(22%) 
5 例 
(11%) 
1 例 
(2%) 
4 例 
(9%) 
 
 次の（22）は、日本語の「てくださる」用例が韓国語で「～어（아）주다/～e(a)juda/」
に翻訳された例文である。 
 
  （22） ひとりずつ確かめてくださるのが、うれしかったし、 
      한 사람 씩   확인해 주는   것이  우선  즐거웠고, 
      一人   ずつ  確かめて くれる  のが  一先ず  うれしかったし 
（『窓ぎわのトットちゃん』） 
 
次の（23）は、日本語の「てくださる」が韓国語で「～어（아）주다/～e(a) juda/」の
尊敬形式である「～어（아）주시다/～e(a) jusida/」に翻訳された例文である。 
 
  （23） なんでも教えてくださるからね 
      뭐든지  가르쳐   주실  거야. 
      何でも  教えて   くださる だろう  
（『窓ぎわのトットちゃん』） 
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 日本語の「てくださる」は韓国語で主に「～어（아）주다/～e(a) juda/」に翻訳して
おり、「～어（아）주시다/～e(a) jusida/」という尊敬形式で翻訳したものは 1 例しかな
かった。このような結果は、日本語の「てくださる」のような尊敬形式は、素材敬語を使
用する韓国語においては必ず敬語形式が選択されるだろうという予想とは異なる結果であ
った。 
 
3.2 まとめ 
 
 本章では、日本語の小説における「クレル」系表現とその韓国語訳について考察を行っ
た結果、以下のようにまとめることができる。 
 
１）日本語の「くれる」は韓国語では「주다/juda/」とその命令形である「달라/dalla/」、
尊敬形式である「주시다/jusida/」に翻訳される。 
２）日本語の「てくれる」は韓国語では「～어（아） 주다/～e(a) juda/」とその命令形
である「～어（아）달라/～e(a) dalla /」、順序を表す「～다 주다/～da juda/に翻
訳される。会話文における「てくれる」は韓国語で「～어（아）주시다/～e(a) jusida/」
に翻訳される傾向がある。 
３）日本語の本動詞「くださる」はあまり使用されない。 
日本語の「てくださる」は主に「てください」と「てくださる」という二つの形式で
現れる。日本語の「てください」は主に会話文で使用されており、韓国語の「～어（아）
요/～e(a)yo/」と丁重表現（공손표현）である「～어（아）주세요/～e(a) juseyo/」
に翻訳される。日本語の「てくださる」は韓国語では主に「～어（아）주다/～e(a) juda/」
に翻訳されており、「～어（아）주시다/～e(a) jusida/」という尊敬形式で翻訳され
ることもある。 
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第 4 章 日本語の「モラウ」系表現と対応する韓国語 
―日本語の小説における「モラウ」系表現のその韓国語訳に関する考察を中心に― 
 
4.0 はじめに 
 
 日本では、今まで授受表現についての研究が盛んに行われてきた。その結果、日本語
の授受動詞は「やる／あげる」、「さしあげる」、「もらう」、「いただく」、「くれる」、「くだ
さる」など他の言語に比べ多様な形式を持っており、どれも授受補助動詞として使われて
いることも、また、その形式が多様であるだけでなく、物や好意の移動方向や授受行為の
参加者間の上下・親疎関係などの要素が複雑に絡んでいることが明らかになっている。 
近年、授受表現における日韓対照研究も盛んに行われており、その韓国語の授受動詞に
は「주다/juda/（やる、あげる、くれる）」「받다/batda/（もらう）」「드리다/deurida /（あ
げる、さしあげる）」「주시다/jusida/(くださる)」、「받으시다/badeusida/」などがあって、
その中でも「받다/batda/（もらう）」は授受補助動詞としての使用は非文法的であること
が判明した。このような研究成果を踏まえて、さらに、日本語の「～てもらう」文は韓国
語でどのように訳されるかという研究も多く行われている。このような研究成果により日
本語と韓国語の授受表現の様子が徐々に明らかになっている。 
本章では、いままでの先行研究を踏まえて、日本語の小説における「モラウ」系表現が
韓国語ではどのように扱われているかを調べることにする。 
本章の先行研究は、2.1 で述べたとおりである。研究方法としては、日本語の「クレル」
系表現が韓国語でどのように扱われているかについて調べるため、日本語の小説とその小
説の韓国語翻訳本を用いる。そして、日本語の小説から「モラウ」系表現を抽出し、韓国
語によるその翻訳例を調べることにする。本研究で使用する小説は２章と同じである。日
本語の小説とその翻訳本の概要は第２章の表 2.1のとおりである。 
 
4.1 小説における「モラウ」系表現とその韓国語訳 
 
4.1.1 小説における「モラウ」系表現 
 
 本章の研究対象となった日本語の小説における授受表現全体の状況は第 2 章の表 2.2 に
示したとおりである。 
 本章で取り扱う日本語の小説における「モラウ」系表現の状況は以下の表 4.1 のとおり
である。表の（ ）の中の数字は全体の授受表現に占める割合を表しており、本章でも出
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現率と呼ぶことにする。 
 
4.1 小説における「モラウ」系表現の状況 
 
 
 
 本研究の小説において、「モラウ」系表現は 175例あって、それは授受表現全体の 30.07%
を占めている。第 2章の表 2.2からも分かるように、「モラウ」系表現は「クレル」系表現
に継いで二番目に多い。 
 「モラウ」系表現だけをみると、「てもらう」の用例が 132例で一番多く、授受表現全体
の 22.68%を占めている。次に、「もらう」の用例が 32 例あって、授受表現全体の 5.50%を
占めている。「ていただく」の用例が 10例で三番目に多く、授受表現全体の 1.72%を占めて
いる。「いただく」の用例が一番少なく、1例しかなかった。 
 
4.1.1.1 小説における「もらう」の用例とその韓国語訳 
 
本研究において、日本語の「もらう」の使用例は 32例あった。そのうち、韓国語で「받다
／batda／」に翻訳したものが 18例で、「もらう」の用例全体の 56％を占めており、意訳で
翻訳したものが 14 例で、「もらう」の用例全体の 44％を占めている。その内訳は以下の表
4.2のとおりである。 
 
 
文
の
種
類
小
 
説
も
ら
う
て
も
ら
う
い
た
だ
く
て
い
た
だ
く
合
　
計
東京 4 25 1 0 30
ダンス 1 19 0 2 22
草枕 5 2 0 2 9
トット 1 7 0 2 10
東京 2 1 0 0 3
ダンス 0 0 0 0 0
草枕 0 0 0 0 0
トット 1 3 0 0 4
東京 16 61 0 0 77
ダンス 1 8 0 0 9
草枕 0 1 0 0 1
トット 1 5 0 4 10
32(5.50%) 132(22.68%) 1(0.17%) 10(1.72%) 175 (30.07%) 合　　計
会
話
文
心
話
文
地
の
文
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表 4.2 「もらう」用例の韓国語訳状況 
 
      韓国語訳 
日本語の用例 
받다            
batda 
意訳 
会話文 6 5 
心話文 1 2 
地の文 11 7 
合計 
32 例（100%） 
18 例 
（56%） 
14 例 
（44%） 
 
 次の（24）は、日本語の「もらう」用例が韓国語で「받다/batda/」に翻訳された例文で
ある。 
 
  （24） 七十五歳のじいさんにネックレスを貰ったとか、 
      일흔다섯살 의  할아버지 에게  목걸이 선물 을  받았다는   둥, 
      七十五歳  の  お爺さん   に  ネックレス プレゼント を もらった とか 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
今までの先行研究でも、日本語の「もらう」は韓国語の「받다/batda/」に相当すると述
べている。本研究においても日本語の「もらう」表現は韓国語で「받다/batda/」に翻訳し
たものが一番多い結果となっている。 
 次の例（25）は、日本語の「もらう」用例が意訳で翻訳された例文である。 
 
  （25） 残りの半分をまたオカンに貰って十五万円を用意した。 
      나머지  반은  다시  엄니에게  손을 벌려 15만  엔을  준비했다. 
      のこり  半分は また  オカンに   手をひろげて 15万  円を  用意した 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
 日本語の「もらう」を意訳で翻訳したものが 14例と比較的多いという結果は、日本語
の「もらう」と韓国語の「받다/batda/」の意味にずれがあることを示唆している。例（25）
の「もらう」を韓国語で「받다/batda/」に翻訳した場合、その韓国語の文の意味は「母か
ら 15万円を受け取った」という意味にしかならず、日本語の「もらう」の有難さを表現で
きない。韓国語の「받다/batda/」は「実物を受け取る」という意味が強いため、日本語の
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「もらう」の繊細なニュアンスを完全に網羅することが難しいことから、韓国語に翻訳す
る場合は意訳が多くなるのであると考えられる。 
 
4.1.1.2 小説における「てもらう」の用例とその韓国語訳 
 
 本研究において、「てもらう」の使用例は全部で 132例あった。そのうち、韓国語で「～
어（아）주다/～e(a) juda/」に翻訳したものが 32例で、「てもらう」の用例全体の 24.24％
を占めており、「어(아) 주시다」に翻訳したものが 2例で「てもらう」の用例全体の 1.52％
を占めており、本動詞「받다/batda/」で翻訳したものが 28例で、「てもらう」の使用例全
体の 21.21％を占めており、「～어（아）달라/～e(a) dalla/」に翻訳したものが 13 例で、
「てもらう」の使用例全体の 9.85％を占めており、日本語の「てもらう」が翻訳されず、
省略された用例が 3 例あって、「てもらう」の用例全体 2.27％を占めており、「使役形」で
翻訳したものが 6 例で、4.55％を占めており、「名詞＋받다/batda/」形の複合動詞で翻訳
したものが 4例で、「てもらう」の用例全体の 3.03％を占めており、意訳で翻訳したものが
44例で、「てもらう」の使用例全体の 33.33％を占めている。その内訳は以下の表 4.3のと
おりである。 
 
表 4.3 「てもらう」用例の韓国語訳状況 
 
韓国語    
  訳 
 
文の種類 
어(아)주다 
e(a) juda 
어(아) 
주시다 
e(a)jusida 
받다 
batda 
어（아）
달라 
e(a)dall
a 
省略 意   訳 
使役形 名詞 
＋
받다/batda/ 
その他 
会話文 9 2 10 5 3 2 2 20 
心話文 1 0 0 1 0 0 0 2 
地の文 22 0 18 7 0 4 2 22 
合計 
132例 
32 
24.24％ 
2 
1.52％ 
28 
21.21％ 
13 
9.85％ 
3 
2.27％ 
6 
4.55％ 
4 
3.03％ 
44 
33.33％ 
 
 次の（26）は、日本語の「てもらう」用例が韓国語で「～어（아）주다/～e(a) juda/」
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に翻訳された例文である。 
 
  （26） 高校生くらいの女の子にボクは遊んでもらっていたのだが、 
      고등학생 쯤  되는  누나가  내내  나랑  놀아 주었는데, 
      高校生 くらいの なる お姉さんが ずっと 僕と  遊んで くれたが 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
次の（27）は、日本語の「てもらう」用例が韓国語で「～어（아）주시다/～e(a) jusida/」
に翻訳された例文である。 
 
  (27)  だからもし今回のことで連絡をつけてもらえたら、 
      만일  이번에  이  일로  연락을  취하게   해  주신다  면, 
       もし  今回の  この  ことで 連絡を するように  して くださる  なら 
 (『ダンス・ダンス・ダンス』上) 
 
次の例（28）は、日本語の「てもらう」用例が韓国語では本動詞「받다/batda/」に翻訳
された例文である。 
 
  （28） 前野君のお父さんに買って貰ったその時計だけは、 
      마에노 군 의  아버지 에게서  받은  그   시계 만  은、 
      前野  君 の  お父さん に    貰った その  時計  だけ  は 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
 例（28）のように実際の物の移動が伴う場合、日本語の「てもらう」が韓国語では
「받다/batda/」などの本動詞で翻訳される傾向がある。 
次の（29）は、日本語の「てもらう」用例が韓国語で「～어（아）달라/～e(a) dalla/」
に翻訳された例文である。 
 
（29） ＢＣＬのラジオ付きのラジカセを買ってもらって、 
      단파 라디오（ＢＣＬ）가  딸린  카세트 를  사  달라 고 해서． 
       短波 ラジオ     が  付いた カセット を  買って くれ と して 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
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次の（30）は、日本語の「てもらう」用例が韓国語では、「てもらう」が翻訳されず省略
されたに例文である。 
 
  (30)  でも我々は任意同行してもらって、ごく簡単な質問をしてるだけですよ。 
      하지만 우리 는 임의로 동행해 지극히 간단한 질문을 하고 있을 뿐  
      でも  我々 は 任意に 同行して 極   簡単な 質問を して いる だけ  
이예요． 
ですよ。  
(『ダンス・ダンス・ダンス』上) 
 
次の（31）は、日本語の「てもらう」用例が韓国語で使役形に翻訳された例文である。 
 
（31） 東京でのことを、友達に聞いてもらって、 
      도쿄 이야기를  친구가  대신   나서서  물어보게   하고． 
      東京  話を    友達が 代りに  乗り出て  聞くように   して 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
日本語の「てもらう」表現には、相手が自分のために何かをするように仕向けるという
意味合いが含まれている。このような意味は使役形と通ずるところがある。そのため、例
（31）のように韓国語で使役形で翻訳される場合があると考えられる。 
次の例（32）は、日本語の「てもらう」用例が韓国語では「名詞＋받다/batda/」の複合
動詞に翻訳された例文である。 
 
  （32） 知り合いからスバル・レオーネを安く譲ってもらった。 
      아는 사람 에게서 스바루 레오네 를  싼  값 으로  양도받았다. 
      知る 人  から  スバル  レオーネ を 安い 値段 で   譲渡された 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
本研究では、「양도（譲渡）받다」以外にも「소개(紹介)받다,진찰(診察)받다」などの
例もあった。徐（2007）でも、この点に言及しており、「名詞＋받다/batda/」は受動の意
味を表すと述べている。本研究の実例を分析すると、日本語の「紹介してもらう」は「紹
介される」と、「診察してもらう」は「診察される」と類似した意味を持っている。このこ
とから、日本語の「てもらう」の用例が韓国語では受動の意味を持っている「名詞＋
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받다/batda/」に翻訳されていると考えられる。 
次の（33）は、日本語の「てもらう」用例の韓国語翻訳において、意訳の中の「その他」
に属する例文である。 
 
（33） 前野君のところで飼ってもらっていた犬だ。 
      마에노  집 에   맡긴  개  였다. 
      前野   宅  に  任せた  犬  だった 
（『東京タワー ―オカンとボクと、時々、オトン―』） 
 
例（33）で、「犬を前野君が飼っている」という事実は日本語の文でも韓国語の文でも同
じであるが、日本語の文では「動作の主体は前野君」であるのに比べ、韓国語の翻訳文で
は「動作の主体は私」になっている。同じ結果であっても日本語の「てもらう」文と韓国
語の翻訳文で汲みとれる意味合いは異なる。このように日本語の「てもらう」用例の韓国
語の翻訳において、意訳が多いという結果は、日本語の「てもらう」に完全に合致する韓
国語はなく、その都度日本語の「てもらう」表現の意味を汲み取って翻訳するしかないこ
とを物語っている。 
 
4.1.1.3 小説における「いただく」の用例とその韓国語訳 
 
 本研究において、「いただく」の本動詞としての実例は何かを食べる時の決まり文句であ
る「いただきまーす。」という 1例しかなかった。 
 
4.1.1.4 小説における「ていただく」の用例とその韓国語訳 
 
 本研究において、日本語の「ていただく」の使用例は全部で 10例あった。そのうち、韓
国語で「～어（아）주다/～e(a) juda/」に翻訳したものが 3 例で、「ていただく」の使用
例全体の 30％を占めており、韓国語で「～어（아）주시다/～e(a) jusida/」に翻訳したも
のが 2例で、「ていただく」の使用例全体の 20％を占めており、韓国語で「～어（아）달라/
～e(a) dalla/」に翻訳したものが 1 例で、「ていただく」の使用例全体の 10％を占めてお
り、意訳で翻訳したものが 4 例で、40％を占めている。その内訳は以下の表 4.4 のとおり
である。 
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表 4.4 「ていただく」用例の韓国語訳状況 
 
   韓国語訳 
日本語用例 
어(아)주다 
e(a) juda 
어(아)주시다 
e(a) jusida 
어(아)달라 
e(a) dalla 
意 訳 
会話文 ０ ２ １ ３ 
心話文 ０ ０ ０ ０ 
地の文 ３ ０ ０ １ 
合計      
10 例(100%) 
3 例 
（30%） 
2 例 
(20%) 
1 例 
(10%) 
4 例 
(40%) 
 
 次の（32）は、日本語の「ていただく」用例が韓国語で「～어（아）주다/～e(a) juda/」
に翻訳された例文である。 
 
  （32） 校長先生から教えていただいた自分の教室である。 
      교장선생님 이  일러  주신    전철  교실． 
      校長先生   が  教えて くださった  電車  教室 
（『窓ぎわのトットちゃん』） 
 
次の（33）は、日本語の「ていただく」用例が韓国語で「～어（아）주시다/～e(a) jusida/」
に翻訳した例文である。 
 
  （33） まあ出来れば署の方においでいただきたいということなんです。 
      되도록이면 서 까지  함께  가   주셨으면  하는  것입니다. 
      できれば  署  まで  一緒に 行って くだされば  という  ことです 
（『ダンス・ダンス・ダンス』上） 
 
次の（34）は、日本語の「ていただく」用例が韓国語で「～어（아）달라/～e(a) dalla 
/」に翻訳された例文である。 
 
  （34） こうやって、やめていただきたい、とお願いはいたしません！！ 
      제 가  이렇게  학교 를 그만둬 달라 고  부탁드리지 도 않죠! 
      私 が このように 学校  を やめて くれ  と お願い申しあげ も しない  
（『窓ぎわのトットちゃん』） 
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 次の（35）は意訳の「その他」に属する例文である。 
 
  （35） あなたは、まだ、この学校に入れていただいてないんだから。 
      넌    아직   이  학교  에  다니지  않으니까. 
       あなたは まだ  この  学校  に  通って  いないから 
（『窓ぎわのトットちゃん』） 
 
林(1980)では、韓国語には日本語の「「いただく」と「ていただく」に相当する謙譲語は
存在しないと述べている。このことから日本語の「ていただく」表現を韓国語で翻訳する
際は文全体の意味に頼るしかなく、当然のことながら意訳が多くなるのである。 
 
4.2 まとめ 
 
 本章では、日本語の小説における「モラウ」系表現とその韓国語訳について分析を行っ
た結果、以下のようにまとめることができる。 
１）日本語の「もらう」は韓国語では主に「받다/batda/」などの本動詞で翻訳される。ま
た、韓国語の「받다/batda/」は「実物を受け取る」の意味が強く、日本語の「もらう」
の受益性を表現することが困難であるため、日本語の「もらう」は韓国語では意訳に
頼る傾向がある。 
２）日本語の「てもらう」は韓国語では「～어（아）주다/～e(a) juda/」、「～어（아）달라/
～e(a) dalla/」、本動詞「받다/batda/」、「使役形」、「名詞＋받다/batda/」の複合動
詞など多様な形式で翻訳される。また、韓国語の「받다/batda/」は補助動詞として使
えないことから、意訳が多くなる傾向がある。 
３）日本語の「いただく」は食べ始める時の決まり文句である「いただきます」という形
式以外はあまり使用されていない。 
４）日本語の「ていただく」は韓国語では主に「～어（아）주다/～e(a) juda/」、「～어（아）
주시다/～e(a) jusida/」、「～어（아）달라/～e(a) dalla /」といった「～어（아）
주다/～e(a) juda/」の関連形式に翻訳されることが多い。また、韓国語には日本語の
「ていただく」に相当する謙譲語がないことから、日本語の「ていただく」を韓国語
に翻訳する場合には意訳に頼る傾向がある。 
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第 5 章 韓国語の「주다」系表現と対応する日本語 
―韓国語の小説における「주다」系表現のその日本語訳に関する考察を中心に― 
 
5.0 はじめに 
 
 日本語と韓国語というと、ひとまず、同じく膠着言語であり、文法が類似しているとい
う印象をもつだろう。類似点はいつも多く知られていて注目を浴びるが、相違点はあまり
知られていなくて類似点に比べると影の存在になりやすい。また、両言語のある項目が類
似するといっても、どの程度類似しているかというのを明確にする必要がある。本研究で
取り上げている授受表現についても同じことが言えるだろう。日本語の「くれる」「あげる」
は韓国語では「주다/juda/」であり、「もらう」は「받다/batda/」であるというふうに簡
単に済ませるものではない。両言語の授受表現に対応するものがあるといっても、それが
完全に対応するということか、それとも一部分だけが対応するということかを明確にすべ
きである。 
 このような背景から、本研究では、韓国語と日本語の授受表現はどのように対応するか、
つまり韓国語と日本語の授受表現の類似点と相違点を明らかにすることを目的する。 
 本研究では、目的を検証するため、韓国語の小説から「주다」系表現を取り上げて、そ
の小説の日本語による翻訳本ではどのように扱われているかを調べ、検証を行うことにす
る。 
 
5.1 先行研究 
 
 日本語と韓国語の授受表現の対照研究で、多く取り上げられるのは林(1980)である。 
林(1980)では、「受給表現」という表現を使用し、日本語と韓国語の受給表現について対
照研究を行なった。その結果、日本語の「やる、あげる、くれる」は韓国語では「주다/juda/」
であり、「もらう」は「받다/batda/」、「あげる、さしあげる」は「드리다/deurida /」、「く
ださる)は「주시다/jusida/」であり、「받다/batda/」は日本語の「もらう」と違って授受
補助動詞としては使えないことを述べた。また、日本語の受益表現には「話し手の関与」
の問題が出て来るが、韓国語の場合は「話し手の関与」という点が作用しないと述べてい
る。林(1980)は日本語と韓国語の授受表現について体系的にまとめていて、後の日本語と
韓国語の対照研究の基礎にもなり、多くの問題点を提起した論文であることは間違いない。 
宋(2009)でも日本語と韓国語のやりもらい構文について分析を行い、韓国語のやりもら
い動詞には視点性がないと述べている。しかし、宋(2009)でも、検証に用いた例文は作例
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であることから実用性に欠けていて、また、日本語と韓国語のやりもらいの様相を明らか
にするまでは至っていない。 
徐（2007）では、「겨울연가（冬のソナタ）」の対訳資料を用いて、「てもらう」対訳資料を
用いて分析した結果、形式として現れたパターンは①「～e(a) juda」②「N（名詞）＋batda」
③要求を表す「dalla」④依頼表現の添加の４つに分けられ、これらのパターンを意味で分
けると①は恩恵、②は受動、③と④は使役になり、4つの出現要因が「てもらう」の多義性
と関係があることを明らかにした。また、徐（2007）では、意訳、単純省略、反意語関係
にある動詞のペアの使用などのような「てもらう」の訳例もあると述べている。 
 
5.2 研究方法 
 
本研究では、韓国語の「주다」系表現が日本語でどのように扱われているかについて調
べるため、韓国語の小説とその小説の日本語翻訳本を用いる。そして、韓国語の小説から
「주다」系表現の文を抽出し、その翻訳例を調べることにする。本研究で使用する小説と
その翻訳本の概要は以下の表 5.1のとおりである。 
 
表 5.1 韓国語の小説とその翻訳本の概要 
 
小説名 作者 出版時期 翻訳本名 翻訳者 翻訳本 
出版時期 
『우리들의 
일그러진 영웅』 
이문열 
(李文烈) 
1992 年 『われらの歪
んだ英雄』 
藤本敏和 1992 年 
『달콤한 나의 
도시』 
정이현 
(チョンイ
ヒョン) 
2006 年 『マイスウィ
ートソウル』 
清水由希子 2007 年 
『도가니』 
 
공지영 
(孔枝泳) 
2009 年 『トガニ』 蓮池薫 2012 年 
『아랑은 왜』 
 
김영하 
(金英夏) 
2010 年 『 阿 娘 は な
ぜ』 
森本由紀子 2008 年 
 
本研究で取り扱う韓国語の「주다」表現には「주다/juda/」、「드리다/deurida/」、
「주시다/jusida/」、「～어(아) 주다/～e(a)juda/」、「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」、
「～어/아 주시다/～e(a)jusida/」、「달라/dalla/」、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」が含
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まれる表現に限定する。 
  
5.3 小説における「주다」系表現とその日本語訳 
 
5.3.1 小説における韓国語の授受表現 
 
 本研究では、小説の文を文の種類によって会話文、心話文、地の文に分けて分析を行う
ことにした。文の種類による韓国語の小説の授受表現の状況は表 2のとおりである。 
表２から分かるように、本研究で用いた韓国語小説の中の授受表現で、一番多く使われ
たものは「～어(아) 주다/～e(a)juda」であり、443 例と全体（798 例）の 55.51％を占め
ている。その次に多かったのは「받다/batda/」であり、151 例と全体の 18.92％を占めて
いる。それから「주다/juda/」が 72 例で全体の 9.02％を占めており、「～어(아) 주시다/
～e(a)jusida/」が 66例で全体の 8.27％を占めている。 
 
表 5.2 小説における韓国語の授受表現状況 
 
 
文の種類 小説名 주다
/juda/
어/아 주다
/e(a)juda/
드리다
/durida/
어/아 드리다
/e(a)durida/
주시다
/jusida/
어/아 주시다
/e(a)jusida/
달라
/dalla/
어/아 달라
/e(a)dalla/
받다
/batda/
받으시다
/badusida/
合計
달콤한 나의 도
시(マイスイート
ソウル）
5 43 1 1 2 3 0 3 15 1 74
도가니（トガ
ニ） 17 60 7 10 4 49 0 19 20 3 189
아랑은 왜（阿娘
はなぜ） 2 18 0 0 3 11 0 1 7 2 44
우리들의 일그러
진 영웅（われら
の歪んだ英雄）
0 25 0 1 1 0 3 1 4 0 35
달콤한 나의 도
시(マイスイート
ソウル）
0 8 0 0 0 0 0 0 4 0 12
도가니（トガ
ニ） 0 9 1 0 0 2 0 2 4 0 18
아랑은 왜（阿娘
はなぜ） 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3
우리들의 일그러
진 영웅（われら
の歪んだ英雄）
0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3
달콤한 나의 도
시(マイスイート
ソウル）
11 105 0 0 0 0 0 0 40 0 156
도가니（トガ
ニ） 11 40 0 0 0 1 0 0 11 0 63
아랑은 왜（阿娘
はなぜ） 9 71 0 0 0 0 0 0 24 0 104
우리들의 일그러
진 영웅（われら
の歪んだ英雄）
17 58 0 0 0 0 0 0 22 0 97
72
(9.02%)
443
(55.51%)
9
(1.13%)
12
(1.50%)
10
(1.25%)
66
(8.27%)
3
(0.38%)
26
(3.26%)
151
(18.92%)
6
(0.75%)
798
(100%)
会
話
文
心
話
文
地
の
文
合　　　計
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会話文における韓国語の授受表現をみると、全体の授受表現と同じく「～어（아 ）주다/
～e(a) juda/」が 146例で一番多かった。これは会話文全体（342例）の 42.69％を占めて
いる。その次に多かったのは「―어/아 주시다/e(a)jusida/」で、63 例と会話文における
授受表現全体の 18.42％を占めており、「받다/batda/」が 46 例で会話文における授受表現
全体の 13.45％を占めている。 
 地の文における韓国語の授受表現をみると、全体の授受表現と同じく「～어（아 ）주다/
～e(a) juda/」が 274例で、地の文における授受表現全体（420例）の 65.24％を占めてい
る。その次に多かったのは「받다/batda/」で、97例と地の文における授受表現全体の 23.10％
を占めている。それから、「주다/juda/」が 48 例であり、地の文における授受表現全体の
11.43％を占めている。地の文における授受表現では「～어（아）주다/～e(a) juda/」、
「받다/batda/」、「주다/juda/」が全体の 99.77％を占めており、この 3 種類の授受表現以
外の使用は比較的少ない。 
 会話文と地の文を比較してみると、全体の授受表現の総数は地の文が会話文より多い。
しかし、「드리다/deurida/」、「주시다/jusida/」、「받으시다/badeusida/」、「～어(아) 
주시다/～e(a)jusida/」、「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」などの敬語形式の授受表現
は殆ど会話文で使用されており、地の文での使用は少なかった。これは会話文では聞き手
が存在することから、話し手が聞き手を考慮し、会話の敬語度が上がることが原因である
と思われる。 
 
5.3.2 小説における「주다」系表現 
 
 本研究で取り扱う韓国語の「주다」系表現には「주다/juda/」、「드리다/deurida/」、
「주시다/jusida/」、「～어(아) 주다/～e(a)juda/」、「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」、
「～어/아 주시다/～e(a)jusida/」、「달라/dalla/」、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」が含
まれる。 
 以下の表 5.1 は、本研究の研究対象となった韓国語の小説における「주다」系表現をま
とめたものである。表の中の数字は用例の数を表す。表の( )の中の数字は、韓国語の小
説の中の授受表現全体に占める割合を表している。前章と同じように出現率と呼ぶことに
する。 
 表 5.3 から分かるように、本研究における「주다」系表現は全体の授受表現の 80.32%を
占めており、「주다」系表現は韓国語の授受表現の中で大変重要な役割を担っていることが
見受けられる。特に、「～어(아) 주다/～e(a)juda/」の用例は 443 例もあって、授受表現
全体の 55.51%を占めている。その次に出現率が高かったのは、本動詞「주다/juda/」の用
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例で、全体の授受表現の 9.02%を占めている。 
 
表 5.3 小説における「주다」系表現の状況 
 
 
 
 三番目にその出現率が高かったのは「～어/아 주시다/～e(a)jusida/」の用例で、授受
表現全体の 8.27%を占めている。四番目にその出現率が高かったのは「～어(아) 달라/～
e(a)dalla/」用例で、授受表現全体の 3.26%占めている。五番目にその出現率が高いのは「～
어(아) 드리다/～e(a)deurida/」の用例で、授受表現全体の 1.50%占めている。六番目に出
現率が高いのは「주시다/jusida/」の用例で、授受表現全体の 1.25%占めている。七番目に
その出現率が高いのは「드리다/deurida/」用例で、授受表現全体の 1.13%を占めている。
「주다」系表現の中でその出現率が一番低かったのは「달라/dalla/」の用例で、授受表現
全体の 0.38%を占めている。 
 また、補助動詞の出現率がすべてその本動詞の出現率を上回っている。 
 
 
 
文の種類 小説名 주다
/juda/
어/아 주다
/e(a)juda/
드리다
/durida/
어/아 드리다
/e(a)durida/
주시다
/jusida/
어/아 주시다
/e(a)jusida/
달라
/dalla/
어/아 달라
/e(a)dalla/
合　　計
달콤한 나의 도
시(マイスイート
ソウル）
5 43 1 1 2 3 0 3 58
도가니（トガ
ニ） 17 60 7 10 4 49 0 19 166
아랑은 왜（阿娘
はなぜ） 2 18 0 0 3 11 0 1 35
우리들의 일그러
진 영웅（われら
の歪んだ英雄）
0 25 0 1 1 0 3 1 31
달콤한 나의 도
시(マイスイート
ソウル）
0 8 0 0 0 0 0 0 8
도가니（トガ
ニ） 0 9 1 0 0 2 0 2 14
아랑은 왜（阿娘
はなぜ） 0 3 0 0 0 0 0 0 3
우리들의 일그러
진 영웅（われら
の歪んだ英雄）
0 3 0 0 0 0 0 0 3
달콤한 나의 도
시(マイスイート
ソウル）
11 105 0 0 0 0 0 0 116
도가니（トガ
ニ） 11 40 0 0 0 1 0 0 52
아랑은 왜（阿娘
はなぜ） 9 71 0 0 0 0 0 0 80
우리들의 일그러
진 영웅（われら
の歪んだ英雄）
17 58 0 0 0 0 0 0 75
72
(9.02%)
443
(55.51%)
9
(1.13%)
12
(1.50%)
10
(1.25%)
66
(8.27%)
3
(0.38%)
26
(3.26%)
641
(80.32%)
会
話
文
心
話
文
地
の
文
合　　　計
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5.3.2.1 小説における「주다」の用例とその日本語訳 
 
 本研究で用いた韓国語小説の中で「주다/juda」の用例は 72例あった。その 72例の日本
語による翻訳の状況は次の表 5.4のとおりまとめることができる。 
 
 
表 5.4 「주다/juda/」用例に日本語訳状況 
 
日
本
語
訳 
 
 
文
の
種
類 
く
れ
る 
て
く
れ
る 
あ
げ
る 
や
る 
て
や
る 
も
ら
う 
い
た
だ
く 
意      訳 
あたえ
る 
わた
す 
提供
する 
その
他 
会 
話  
文 
5 1 3 2 1 0 1 6 2 0 3 
心  
話  
文 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
地  
の  
文 
1 2 2 1 0 1 0 25 0 1 15 
合  
計 
6   
8.33% 
3 
4.17% 
5 
6.94% 
3 
4.17% 
1 
1.39% 
1 
1.39% 
1 
1.39% 
31 
43.06% 
2 
2.78% 
1 
1.39% 
18 
25% 
 
韓国語の「주다/juda/」は日本語の「くれる」、「あげる」、「やる」に相当する（林（1980）、
谷守・林（2001））。このようなことから、韓国語の「주다/juda/」は日本語に翻訳した場
合、「くれる」、「あげる」、「やる」のような翻訳例が存在する。 
 次の（36）は韓国語の「주다/juda/」用例が日本語で「くれる」に翻訳された例文であ
る。 
 
（36） 저 는  가지않으려고  했지만  과자를  준다고   했어요. 
  私 は  行かないように  したが  お菓子を  くれると  言いました 
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私は行きたくなかったけど、お菓子をくれると言われました。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
次の（37）は韓国語の「주다/juda/」用例が日本語で「あげる」に翻訳された例文であ
る。 
 
（37） 서유진 은  아이들 에게  주려고  준비한  빵 과  우유 를  
      ソユジン は  子供たち に  あげようと 準備した パン と 牛乳 を 
내밀었다. 
      差し出した  
ユジンは子どもたちにあげようと、来る途中に買ってきたパンと牛乳を広げ
た。  
（『도가니（トガニ）』） 
 
次の（38）は韓国語の「주다/juda/」用例が日本語で「やる」に翻訳された例文である。 
 
（38） 그 가  라이터 를  석대 에게  준  것이   아니라  빼앗긴  
       彼 が  ライター を  ソクテ に  あげた のでは  なく   奪われた 
것이라는   부분만은  명백히   하게    했다. 
      のだという   部分は    明確に   するように  した 
少なくとも彼がそのライターをソクテにやったのではなく奪われたのだとい
う部分だけははっきりとさせた。 
（『우리들의 일그러진 영웅（われらの歪んだ英雄）』） 
 
 本研究において、韓国語の「주다/juda/」が日本語では「くれる」、「あげる」、「やる」
に翻訳されたのは 10 例であり、「주다/juda/」の翻訳例全体の 14％を占めている。韓国語
の「주다/juda/」が日本語の「くれる」、「あげる」、「やる」に翻訳した例（36）から例（38）
までをみると、移動するものが実物であることが共通点であった。 
本研究において、韓国語の「주다/juda/」の用例が日本語で「てくれる」や「てやる」
などの補助動詞に翻訳された用例も存在する。 
次の（39）は韓国語の「주다/juda/」用例が日本語で「てくれる」に翻訳された例文で
ある。 
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（39） 시어머니 가  돈  주는  거야? 
姑さん  が  お金 くれる のか 
姑さんが、お金を出してくれるの？ 
（『달콤한 나의 도시(マイスウィートソウル）』) 
 
次の（40）は時韓国語の「주다/juda/」用例が日本語で「てやる」に翻訳されたもので
ある。 
 
（40） 겁   을   좀   주었지요. 
脅かし  を   少し  あげましたよ 
ちょっと怖がらせてやったのです。  
（『도가니（トガニ）』） 
 
 本研究において、韓国語の「주다/juda/」用例が日本語で「もらう」や「いただく」に
翻訳されたものも一例ずつあった。次の（41）は韓国語の「주다/juda/」用例が日本語で
「もらう」に翻訳された例文である。 
 
（41） 유모 는 통인  이  돈 을 주고  꼬드기자  아랑 을    
      乳母 は  通引き が  金 を 渡して そそのくと  阿娘 を 
내아(内衙) 밖 으로  유인해  범인 에게  넘긴다. 
 内衙     外 に    誘引して 犯人 に   渡した 
その乳母は、通引に金をもらってそそのかされると、 
（『아랑은 왜（阿娘はなぜ）』） 
 
韓国語の「주다/juda/」は視点がないが例（41）の場合、韓国語の文章で最初に「유모
（乳母）は」を主語に持ってきて、今から乳母について話をするということを提示してい
る。このようなことから、日本語では「乳母」の立場、つまり「乳母」に視点があると判
断をし、受け手である「乳母」の立場に立って「もらう」を選択したと考えられる。 
 次の（42）は韓国語の「주다/juda/」用例が日本語では「いただく」に翻訳された例文
である。 
 
（42） 나 한테  시간 을  좀  줄래요?   
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      私  に  時間  を  少し くれますか 
私に少し、時間をいただけませんか？ 
（『달콤한 나의 도시(マイスウィートソウル）』) 
 
 例（42）では、「나（私）」という視点がはっきりしていることから、「時間がほし
い私」の立場を取って翻訳したと考えられる。また、例（42）は依頼疑問形であり、日
本語の「もらう/いただく」は「くれる/くださる」より依頼の意味が強いことから、例
（42）の翻訳では丁寧形である「いただく」が選択されたと考えられる。 
韓国語の「주다/juda/」は日本語と違って視点が存在しなく、主語である動作主が動作
の受け手である対象に何かをあたえるという意味が強い。表 5.4 からも見受けられるよう
に韓国語の「주다/juda/」は日本語では「あたえる」に翻訳される場合が一番多い。特に、
地の文での使用が圧倒的多いことが分かった。その実例は以下の（43）は、韓国語「주다
／juda／」用例が日本語で「あたえる」に翻訳された例文である。 
 
（43） 아이들 에게  적지않은   영향 을  주었다. 
子供たち  に  少なからず   影響 を  与えた 
担任の先生のそのような態度は、子供たちに少なからぬ影響を与えた。
（『우리들의 일그러진 영웅（われらの歪んだ英雄）』） 
 
韓国語の「주다/juda/」用例が日本語で「あたえる」に翻訳された例文は、移動するも
のが実物ではなく「影響」、「印象」、「感じ」、「情報」、「罰」「ショック」など抽象的なもの
の場合、多く現れる。抽象的なものが移動する例文は 27 例で、「あたえる」に翻訳された
例文全体の 87％を占めている。 
また、あたえるに翻訳したもののうち、会話文は 6例で、地の文は 25例あった。このよ
うな結果は会話文ではある程度視点を決めることが容易であるが、地の文においては会話
文より視点を定めることが困難であることがら、地の文では視点がない「あたえる」が多
く選択されるのであると考えられる。「あたえる」以外にも「わたす」に翻訳された例文が
2例と「提供する」に翻訳された例文が 1例あった。 
本研究では韓国語の「주다/juda/」用例が意訳の中の「その他」に属する例文が 18例も
あって、「주다/juda/」用例全体の 25％を占めている。その中でも地の文に 15 例あった。
次の（44）は「その他」に属する翻訳例文である。 
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（44） 그토록 힌트 를 주었건만   이제    그로서도    더   손 을    
      あれほどヒント を あげたのに いまになって 彼としても  これ以上  手  を 
       쓸   수가  없었다. 
      使う   術が  なかった 
こうなっては警視としても手の打ちようがなかった。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
 上記の具体的例についての分析から分かるように、韓国語の「주다/juda/」を日本語に
翻訳する際、移動するものが実物の場合「くれる」、「あげる」、「やる」に翻訳する場合が
多い。一方で、移動するものが抽象的なものである場合、視点の制約が存在しない「あた
える」、「わたす」、「提供する」などが多く用いられる。また、会話文より地の文で視点制
約が存在しない動詞が選択される傾向にある。 
 
5.3.2.2 小説における「～어(아) 주다」の用例とその日本語訳 
 
 本研究で用いた韓国語の小説の中で、「～어（아 ）주다/～e(a) juda/」の用例が一番多
く、443 例あった。韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」用例の日本語による翻訳の
状況は次の表 5.5のとおりである。 
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表 5.5 「～어(아) 주다/～e(a)juda/」用例の日本語訳状況 
 
日
本
の
訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
文
の
種
類 
て
く
れ
る 
て
や
る 
て
あ
げ
る 
て
も
ら
う 
て
く
だ
さ
い
・ 
て
く
だ
さ
る 
く
れ
る 
省
略 
意    訳 
て
あ
た
え
る 
て
ち
ょ
う
だ
い 
あ
た
え
る 
そ
の
他 
会  
話  
文 
45 16 20 5 3 0 26 0 2 0 29 
心   
話   
文 
7 3 6 0 0 0 2 0 0 0 5 
地   
の   
文 
109 32 9 4 0 1 70 1 0 1 47 
合  
計 
161 
36.34% 
51 
11.51% 
35 
7.90% 
9 
2.03% 
3 
0.68% 
1 
0.23% 
98 
22.12% 
1 
0.23% 
2 
0.45% 
1 
0.23% 
81 
18.28% 
 
韓国語の「～어（아 ）주다/～e(a) juda/」は「주다/juda/」同様に日本語の「てくれ
る」「てあげる」、「てやる」に相当する（林 1980）。このようなことから韓国語の「～어（아 ）
주다/～e(a) juda/」を日本語では「てくれる」、「てやる」、「てあげる」に翻訳したものが
全体の 55.75％を占めている。 
韓国語の「～어（아 ）주다/～e(a) juda/」が日本語では「てくれる」に翻訳したもの
ものは 161例と一番多く、「～어（아）주다/～e(a) juda/」例文全体の 36.34％を占めてい
る。次の（45）は韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」が日本語では「てくれる」に
翻訳された例文である。 
 
（45） 내가 당장 자살하겠다고 난리법석을 떨었을 때 내  옆에  있어준  건  
      私が 今すぐ 自殺すると 騒ぎを   立てた  時 私の 隣に いてくれた のは   
유희와   재인이었다. 
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       ユヒと   ジェインだった 
今すぐ死んでやると騒ぎ立てたとき、ずっとついていてくれたのは、ユヒと
ジェインだった。  
（『달콤한 나의 도시(マイスウィートソウル）』) 
 
 韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」用例が日本語では「てやる」に翻訳されたも
のは、51例で、「～어（아）주다/～e(a) juda/」の例文全体の 11％を占めている。 
次の例（46）は韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」用例が日本語では「てやる」
に翻訳された例文である。 
 
（46） 다른 아이들 에게는  그  전날  가만히  알려주어  나만  갑자기  
      他の 子供たち には   その 前の日 ごっそり 教えてあげて 私だけ 突然 
당하는     꼴이  되는  위생  검사나, 
      不意打ちされる  無様に  なる 衛生   検査とか 
他の子供たちには前の日にそっと教えてやり、私だけが不意打ちされる衛生
検査とか、  
（『우리들의 일그러진 영웅（われらの歪んだ英雄）』） 
 
韓国語の「～어（아 ）주다/～e(a) juda/」が日本語では「てあげる」に翻訳したもの
は 35例で、「～어（아 ）주다/～e(a) juda/」の例文全体の 7％を占めている。 
 次の（47）は韓国語の「～어（아 ）주다/～e(a) juda/」が日本語では「てあげる」に
翻訳したものである。 
 
（47） 내 앞의 단무지 그릇 을 밀어 주었지만, 그녀는 그 뒤부터 단무지  
      私の 前の たくあん 皿 を 押して あげたが 彼女は その 後から たくあん 
쪽에 젓가락도 대지 않았다. 
       側に お箸も  触れ なかった 
私のたくあん皿を少し近づけてあげたのに、彼女はその後、たくあんには見
向きもしなくなった。  
（『달콤한 나의 도시(マイスイートソウル）』) 
 
韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」が日本語では「てもらう」に翻訳したものは
9例で、韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」の例文全体の 2％を占めている。 
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 次の（48）は韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」が日本語では「てもらう」に翻
訳された例文である。 
 
（48） 자기 가   사  준  옷을  입고  있으니  늘  함께  있는  
      あなた が  買って くれた 服を 着て   いると いつも 一緒に いる 
것같잖아. 
       のようだね 
ウンスさんに買ってもらった服をきていると、いつも一緒にいる気分になれ
るんです。  
（『달콤한 나의 도시(マイスイートソウル）』) 
 
韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」が日本語には「てください・てくださる」に
翻訳したものが 3例あった。「てください・てくださる」が尊敬語であることからこの 3例
はすべて会話文であった。次の（49）は韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」が日本
語では「てください・てくださる」に翻訳したものである。 
 
（49） 내 가  뭘   잘못했는지  알려주어야지요. 
     私 が  何を  間違ったのか  教えてくれよ 
私がどんな悪いことをしたのか教えてください。  
（『도가니（トガニ）』） 
 
一方で、日本語の翻訳文において、韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」に相当す
る部分が省略されている用例も少なくない。次の（50）は「～어（아）주다/～e(a) juda/」
の部分が省略された例文である。 
 
（50） 서유진  에게  슬며시  쪽지 를  전해주었다. 
      ソ・ユジン  に  そっと  メモ  を   渡してくれた 
しばらくして誰かがソ・ユジンにそっとメモ書きを渡した。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」は視点がないため、それを日本語に翻訳する
場合、視点が存在する日本語の授受補助動詞では視点を定めるのが難しくなる。特に会話
文より地の文の場合視点を定めるのが困難である。本研究に現れた「～어（아）주다/～e(a) 
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juda/」に相当する部分が翻訳されず、省略された翻訳文では、会話文が 26例で、地の文
が 70例であった。 
韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」が日本語では「てちょうだい」に翻訳したも
のは 2例あった。次の（51）は韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」が「てちょうだ
い」に翻訳したものである。 
 
（51） 정간사, 내일 아침 일찍 우리 간사들, 자문위원들  되는대로   다    
      チョン幹事 明日 朝 早く 我ら 幹事達  諮問委員達  できるだけ  みんな 
소집해  줘. 
 召集して  くれ 
明日の朝早く幹事たちや諮問委員たちをできるだけ大勢召集してちょうだい。 
（『도가니（トガニ）』より 
  
「てちょうだい」は主に会話文で使われるため、本研究で現れた「てちょうだい」に翻
訳された「～어（아）주다/～e(a) juda/」用例もすべて会話文であった。 
 韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」用例が日本語では「てあたえる」に翻訳され
た用例も 1例あった。次の（52）はその具体例である。 
 
（52） 그러니  우리 의 김억균 이  참외  하나  먹고  천 을   잘라    
だから  我ら の 金億均  が マクワ瓜 一つ  食べて  布 を   切って 
줄   수는   없는   노릇   아닌가. 
       与える  ことが  ない   ことでは   ないか 
だからといって、われらが億均がマクワ瓜一つの代価として、布を切って与
えるわけにもいかないではないか。  
（『아랑은 왜（阿娘はなぜ）』） 
 
韓国語の「～어（아）주다/～e(a) juda/」用例の翻訳において、意訳の「その他」に属
する用例は 81 例で、全体の 18.28％を占めている。次の（53）は意訳の「その他」に属す
る翻訳例である。 
 
（53） 김영수  로부터  최소한  저녁을  사  주고  싶어 할  정도 의  
       キム・ヨンス から  少なくとも  夕食を 買って  あげ たく する 程度 の   
점수 는   얻고   있다는   확신이  왔다. 
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点数  は  稼いで   いるという  確信が   来た 
私はキム・ヨンスから、少なくとも夕食を奢る気になるくらいの点数は稼げ
たらしい。  
（『달콤한 나의 도시(マイスイートソウル）』) 
 
5.3.2.3 小説における「드리다」の用例とその日本語訳 
 
 本研究で用いた韓国語の小説の中で「드리다/deurida/」表現は 9例あった。日本語によ
る翻訳の状況は以下の表 5.6のとおりである。 
 
表 5.6 「드리다/deurida/」用例の日本語訳状況 
 
  日本語訳 
文の種類 
申し上げる 渡す その他 
会話文 1 1 6 
心話文 0 0 1 
地の文 0 0 0 
合 計 1（11.11%） 1（11.11%） 7(77.78%） 
 
韓国語の「드리다/deurida/」は日本語の「あげる」、「やる」に相当する「주다／juda／」
の謙譲語である。表 5.6から分かるように、「드리다/deurida/」の謙譲語としての性質か
ら、韓国語では主に会話文に現れている。 
 韓国語の「드리다/deurida/」が日本語では「申し上げる」に翻訳したものが 1例あった。
次の（54）は韓国語の「드리다/deurida/」用例が日本語では「申し上げる」に翻訳された
例文である。 
 
（54） 담임선생님 으로서  정말  드릴 말이    없습니다. 
      担任先生   として  本当に 申しあげる言葉が  ありません 
担任として申し上げる言葉もありません。  
（『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「드릴 말」は日本語では謙譲語である「申し上げる言葉」に相当する。これは
主に、韓国語で「말（言葉）」と「드리다/deurida/」が結びついた時に適応する翻訳例で
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ある。 
また、韓国語の「드리다/deurida/」用例が日本語では「渡す」に翻訳されたものが一例
あった。次の（55）がその具体例である。 
 
（55） 이 편지  드리고   나면  부끄러워서 내일  뵐  수   있을까요. 
この 手紙 さしあげた 後は  恥ずかしくて 明日 合うことが できるでしょうか 
この手紙を渡したら、明日恥ずかしくて会えなくなるかもしれません。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
絶対敬語を使う韓国語では、先生にあげる手紙のことなので「드리다/deurida/」で表現
しているが、日本語では「差し上げる」を避けて「渡す」という中立的に事実を表現する
言葉が選択されている。 
それから、韓国語の「드리다/deurida/」を日本語に翻訳する場合、その翻訳例が「その
他」に属する用例が 7例もあった。次の（56）はその具体例である。 
 
（56） 삼학년 겨울방학이 지난 다음 담임선생님께  말씀을  드렸어요. 
      三年生  冬休みが 過ぎた 後  担任先生に   お言葉を さしあげました 
三年生の冬休みが終わったときに、担任の先生に話しました。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
また、本研究において、韓国語の「드리다/deurida/」は単独動詞としての使用以外に
「말씀+드리다/deurida/」のような複合動詞として使用された例が 8例あった。次の（57）
はその具体例である。 
 
（57） 내가 선생님께 말씀드린  걸  급사가 석대에게  알려주었습니다. 
      僕が 先生に  申しあげた のを 給仕が  ソクテに   教えました 
私が先生にお話ししたことを、給仕がソクテに言いつけたんです。 
（『우리들의 일그러진 영웅（われらの歪んだ英雄）』） 
 
「말씀+드리다/deurida/」は日本語に翻訳する際、主に「申し上げる」、「お～する」と
いった謙譲の形式で翻訳されている。その他に、「전화드리다（電話をさしあげる）」
「사죄드리다謝罪申し上げる」といった用例もあった。 
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5.3.2.4 小説における「～어(아) 드리다」の用例とその日本語訳 
 
 本研究で用いた韓国語の小説の中で、「～어(아) 드리다/～e(a) deurida/」の用例は 12
例あった。その日本語訳の状況は次の表 5.7のとおりである。 
 
表 5.7 「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」用例の日本語訳 
 
日本語訳 
    
文の種類 
てさしあげる てあげる 
ていただ
く 
てもらう 省略 
意  訳 
お～する その他 
会話文 1 1 1 1 1 1 6 
心話文 0 0 0 0 0 0 0 
地の文 0 0 0 0 0 0 0 
合 計 
1 
（8.33%） 
1 
（8.33%） 
1 
（8.33%） 
1 
（8.33%） 
1 
（8.33%） 
1 
（8.33%） 
6 
（50%） 
 
韓国語の「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」は謙譲の意味を持っていることから日本
語に翻訳する際に、「てさしあげる」に翻訳されたものが一例あった。次の（58）はその
具体例である。 
 
（58） 지난달 에도  제가  잘  처리해   드리지   않았습니까? 
先月   にも  僕が うまく 処理して  さしあげた  ではありませんか 
先月もちゃんと処理して差し上げたんじゃありませんか。 
（『도가니（トガニ）』） 
  
韓国語の「～어(아) 드리다/～e(a) deurida/」用例が日本語では「てもらう」と「てい
ただく」に翻訳された例文が一例ずつあった。 
 次の（59）は韓国語の「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」が日本語では「てもらう」
に翻訳された例文である。 
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（59） 부탁해서   어머니도  링거를    놔    드렸어. 
お願いして   母にも  リンゲルを   打って   さしあげた 
お願いして母にも打ってもらった。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
次の（60）は韓国語の「～어(아) 드리다/～e(a) deurida/」が日本語では「ていただく」
に翻訳された例文である。 
 
（60） 돼지를 두 마리  잡아서   선생님들   잡숫게   해드렸는데, 
      豚を 二 頭  ほふって 先生達  召上るように してさしあげたのに 
豚を二頭持って行って召し上がっていただいたんですが、 
（『도가니（トガニ）』） 
 
例（60）のように、韓国語では「私」が「母」に「注射をするようにして差し上げた」
のに比べ、日本語による翻訳では「母に注射をする」というお医者さんの行為を「私」が
受け取ることになっている。絶対敬語を使っている韓国語では自分の「母」に対しても「て
差し上げる」が使えるのに対して、日本語では身内においては敬語を避けることから、日
本語では「てさしあげる」は回避し、「ていただく」が選択されていると考えられる。 
 韓国語の「～어(아) 드리다/～e(a) deurida/」が日本語では「てあげる」に翻訳された
ものが一例あった。次の（61）はその具体例である。 
 
（61） 어머니  를  많이  이해  해드려요。 
お母さん  を  沢山  理解  してさしあげてね 
お母さんのこと、わかってあげてくださいね。 
（『달콤한 나의 도시(マイスイートソウル)』） 
 
韓国語の「～어(아) 드리다/～e(a) deurida/」用例が日本語では翻訳されず、省略され
たものも一例あった。次の（62）はその具体例である。 
 
（62） 카네이션     달아   드리러요. 
     カーネーション  つけて   さしあげにね 
先生の胸にカーネーションをつけに。  
（『도가니（トガニ）』） 
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次の（63）は韓国語の「～어(아) 드리다/～e(a) deurida/」用例が日本語では「お～す
る」に翻訳されたものである。 
 
（63） 이거  아버지 께    돌려   드려. 
これ   お父さん に   返して  さしあげて 
これ、お父さんにお返ししろ。 
（『우리들의 일그러진 영웅（われらの歪んだ英雄）』） 
 
一方で、韓国語の「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」用例の翻訳例が意訳の「その他」
に属するものが 6例あって、「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」用例全体の半分を占めて
いる。次の（64）はその具体例である。 
 
（64） 아이 만  맡겨놓고   해드리는   것이  없어서  죄송해요. 
       子供 だけ  任せといて してさしあげる ことが  なくて  申し訳ありません 
子どもを預けっぱなしで何の役にも立てず申し訳ありません。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
5.3.2.5 小説における「주시다」の用例とその日本語訳 
 
 本研究で用いた韓国語小説の中で「주시다/jusida/」の用例は 10例あった。その日本語
訳の状況は次の表 5.8のとおりである。 
 
表 5.8 「주시다/jusida/」用例の日本語訳状況 
 
日本語訳 
 
文の種類 
ください   
・     
くださる 
くれる ていただく 
てください 
・     
てくださる 
意    訳 
与える 
ちょうだ
い 
その他 
会話文 3 1 1 2 1 1 1 
心話文 0 0 0 0 0 0 0 
地の文 0 0 0 0 0 0 0 
合 計 3(30%) 1(10%) 1(10%) 2(20%) 1(10%) 1(10%) 1(10%) 
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本研究においては、韓国語の「주시다/jusida/」用例はすべて会話文に用いられている。 
韓国語の「주시다/jusida/」用例が日本語では「ください・くださる」に翻訳されたも
のが３例あった。次の（65）は「주시다/jusida/」用例が日本語では「ください・くださ
る」に翻訳された例文である。 
 
（65） 며칠 만  시간 을  주십시오. 
       数日 だけ 時間  を  ください 
数日間だけ時間をください。  
（『아랑은 왜（阿娘はなぜ）』） 
 
韓国語の「주시다/jusida/」用例が日本語では「くれる」に翻訳したものが 1例あった。
次の（66）はその具体例である。 
 
（66） 그래  얼마나  주실  거유, 하고   내가  물었지. 
       それで いくら  くれる  のよ  と   私が  聞いたのよ 
で、いくらくれるんですかって訊いたんですよ。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「주시다/jusida/」用例が日本語では「てください・てくださる」に翻訳され
たものが 2例あった。次の（67）はその具体例である。 
 
  （67） 우리 가  간절히  원하면  주님 은  모두   주신다. 
      私達  が  切に   願うと  神様  は すべて  くださるのだ 
切に願えば神はすべてを叶えてくださる。  
（『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「주시다/jusida/」用例が日本語では「ていただく」に翻訳されたものが 1例
あった。次の（68）はその具体例である。 
 
（68） 예약 을   주셨어야죠. 
      予約 を   くださらないとです 
予約をしていただければよかったのですが。 
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（『달콤한 나의 도시(マイスイートソウル)』） 
 
韓国語の「주시다/jusida/」用例が日本語では「与える」に翻訳されたものが 1例あっ
た。次の（69）はその具体例である。 
 
（69） 백만  원을   주시면서   이백만 원짜리   컬리티로   만들라고  
       百万 ウォンを  くださりながら 二百万 ウォンほど クオリティで 作れと 
하는 건   애초부터  말이  안 되는 거죠. 
いう ことは  最初から  話に  ならないことですよ 
百万ウォンだけ与えておいて、二百万ウォンレベルのクオリティで作れとい
うのは、最初から筋が通らないんじゃないでしょうか。 
（『달콤한 나의 도시(マイスイートソウル)』） 
 
韓国語の「주시다/jusida/」用例が日本語では「ちょうだい」に翻訳されたものが１例
あった。次の（70）はその具体例である。 
 
（70） 돈   좀   주세요. 
お金  少し  ください 
お金、ちょうだい。  
（『아랑은 왜（阿娘はなぜ）』） 
 
韓国語の「주시다/jusida/」用例の翻訳例が意訳の「その他」に属する例文が１例あっ
た。次の（71）はその具体例である。 
 
（71） 그건 그렇습니다만, 우선  아이를  수업에  참석하게    하고  
それは そうですが   まず  子供を  授業に   参加するように して 
이따가 방과후에 주의를  주셔도・・・ 
       後ほど 放課後に  注意を くださっても 
それはそうですが、まずは子どもを授業に出させて、放課後に注意すれば・・・ 
（『도가니（トガニ）』） 
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5.3.2.6 小説における「～어（아）주시다」の用例とその日本語訳 
 
本研究で用いた韓国語小説の中で、「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例は 66例と
比較的多かった。その日本語訳の状況は次の表 5.9のとおりである。 
 
表 5.9 「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例の日本語訳状況 
 
日本語
訳 
 
文の 
種類 
てくれ
る 
てくださ
い 
てくださ
る 
てあげる てもらう 
ていただ
く 
お～くだ
さい 
省略 
意   訳 
尊敬の     
れる・ 
られる 
その他 
会話文 13 28 1 2 7 2 2 2 6 
心話文 0 1 0 0 0 0 0 0 1 
地の文 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
合 計 
13 
(19.70
%) 
29 
(43.94%) 
1 
(1.52%) 
2 
(3.03%) 
7 
(10.61%) 
2 
(3.03%) 
2 
(3.03%) 
2 
(3.03%) 
8 
(12.12%) 
 
本研究において、韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」は主に会話文で使用さ
れている。 
韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例が日本語では「てくれる」に翻訳さ
れたものは 13例で、「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例全体の 20％を占めている。
次の（72）は韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例が日本語で「てくれる」
に翻訳されたものである。 
 
（72） 요즘 집값이   너무   올라서   일단 전세로  얻어  주신다고. 
       この頃 住宅価額が あまりにも 跳ね上がって 一先ず 賃貸で 借りて くださると 
ここのとこ、住宅価額が跳ね上がってるから、とりあえず、賃貸で借りてく
れるってさ。  
（『달콤한 나의 도시(マイスイートソウル)』） 
 
韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例が日本語では「てください・てくだ
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さる」に翻訳されたものが 29 例で一番多く、「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」例文全
体の 44％を占めている。次の例（73）は韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用
例が日本語では「てください・てくださる」に翻訳されたものである。 
 
（73） 대답하시기   힘들더라도 진실을 위해  증언해주시기   바랍니다. 
       答えなさることが 難しくても 真実の ために 証言してくださるのを 願います 
答えにくくても真実のために証言してくださるようお願いします。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例が日本語では「てあげる」に翻訳さ
れたものが 1例あった。次の（74）はその具体例である。 
 
（74） 선생님 이  유리  업어주셨잖아요. 
      先生   が  ユリ  おぶってくださったじゃないですか 
先生がおんぶしてあげたじゃないですか。  
（『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例が日本語では「てもらう」に翻訳さ
れたものは 2例で、「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例全体の 3％を占めている。次
の（75）は韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例が日本語では「てもらう」
に翻訳された例文である。 
 
（75） 한번   봐주시면    어떨까   하고. 
       一度  みてくださったら  どうかな   と 
できたら一度見回ってもらえれば・・・  
（『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例が日本語では「ていただく」に翻訳
されたものが 7例あって、「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例全体の 11％を占めてい
る。次の（76）は韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例が日本語で「ていた
だく」に翻訳されたものである。 
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（76） 우리 학원이 가엾은   아이들의  진정한  배움터가  되도록  
 我が 学園が かわいそうな 子供たちの 真正な  学び場に  なるように 
해주시기     바랍니다. 
してくださるのを   願います 
そしてわが学院が、かわいそうな子どもたちの本当の学びの場になるように
していただきたいと思います。  
（『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例が日本語で「ていただく」に翻訳さ
れたものは、話者が自分の希望を表したり、依頼を表す際に多く用いられている。本研究
の 7例もすべて後ろに「～たい」「～ば」「～ありがたい」という希望や依頼を表す表現と
結びついて現れている。このような翻訳例が現れることは、日本語の「ていただく」は依
頼の意味を含むということがその背景にあると考えられる。 
韓国語の「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」用例が日本語で「お～ください」に翻訳さ
れたものが 2例あって、「～어（아） 주시다/～e(a)jusida/」用例全体の 3％を占めている。
次の（77）は韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例が日本語で「お～くださ
い」に翻訳された例文である。 
 
（77） 저희  믿고   돌아가주세요. 
       私達  信じて   帰ってください 
わたしどもを信じてお帰りください。  
（『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」は尊敬形式であることから、日本語に翻
訳する際、それに相応する尊敬形式である「お～ください」に翻訳されたと考えられる。 
韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例が日本語では尊敬の意味を持つ「れ
る・られる」形に翻訳されたものが 2例あって、「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」用例
全体の 3％を占めている。次の（78）は韓国語の「～어（아）주시다/～e(a)jusida/」が日
本語では尊敬の意味を持つ「れる・られる」に翻訳された例文である。 
 
（78） 그 사람들  지금  재판을  받고  있는데  혹여  합의서라는  것에  
       その 人たち 今   裁判を  受けて  いるのに 万が一 示談書という ものに 
싸인을  해주시면    사건은  없는   것이   되어버립니다. 
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       サインを  してくださると  事件は  なかった ことに  なってしまいます 
もし彼らの示談書にサインをされたら、事件はないものになってしまいます。
（『도가니（トガニ）』） 
 
 韓国語の「～어/아 주시다/～e(a)jusida/」用例が日本語では「～어/아 주시다/～
e(a)jusida/」部分が翻訳されず、省略したものが 2例あって、韓国語の「～어/아 주시다/
～e(a)jusida/」用例全体の 3％を占めている。次の（79）は韓国語の「～어/아 주시다/
～e(a)jusida/」が日本語では省略された例文である。 
 
（79） 돈 한푼도 안  받고  애들  그렇게  맡아주시고    가르쳐주시고, 
      お金 一銭も ない 取る 子供たち そのように あずかりくださって  教えて 
一銭のお金も取らずに、子どもを預かり勉強させてくれたんです。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
 韓国語の「～어/아 주시다/～e(a)jusida/」用例の翻訳例が「その他」に属する翻訳例
が 8例あって、「～어/아 주시다/～e(a)jusida/」用例全体の 12％を占めている。次の（80）
は韓国語の「～어/아 주시다/～e(a)jusida/」用例の翻訳例が「その他」に属するもので
ある。 
 
（80） 교무부장이  가르쳐주었다는  말을  강조하기도  했다. 
       教務部長が   教えてくれたという 言葉を 強調したりも した 
教務部長の名前を持ち出したのもそのためだった。  
（『도가니（トガニ）』） 
 
5.3.2.7 小説における「달라」の用例とその日本語訳 
 
本研究で用いた韓国語の小説の中で、「달라/dalla/」用例は 3 例あった。その３つの用
例はすべて会話文でおり、日本語ではすべて「くれ」に翻訳されている。   
次の（81）は韓国語の「달라/dalla/」が日本語では「くれ」に翻訳された例文である。 
 
（81） 석대가   달라 는데. 
       ソクテが  くれ  というのに 
ソクテがくれというのに。  
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（『우리들의 일그러진 영웅（われらの歪んだ英雄）』） 
 
5.3.2.8 小説における「～어/아 달라」の用例とその日本語訳 
 
本研究で用いた韓国語の小説の中で、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」表現は 26例あっ
た。その翻訳の状況は次の表 5.10のとおりである。 
 
 
表 5.10 「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例の日本語訳状況 
 
 日本語訳 
文の種類 
てくれ てください 省略 
意    訳 
使役形 意訳 
会話文 14 1 2 1 2 
心話文 1 0 0 0 0 
地の文 3 0 0 0 2 
合 計 18(69.23%) 1(3.85%) 2(7.69%) 1(3.85%) 4(15.38%) 
 
韓国語の「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」が日本語では「てくれ」に翻訳したものが 18
例あって、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」例文全体の 69.23％を占めている。次の（82）
は韓国語の「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例が日本語では「てくれ」に翻訳されたも
のである。 
 
（82） 카드  값  이백만  원만    꿔달라던      옛  남친 고릴라. 
     カード 費用 二百万 ウォンだけ  貸してくれとしてた   昔  彼氏 ゴリラ。 
カードの引き落とし代金二百万ウォンを貸してくれと言ってきた元カレのゴ
リラ。              
（『달콤한 나의 도시(マイスイートソウル』） 
 
 韓国語の「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例が日本語で「てください」に翻訳された
ものが 1例あって、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例全体の 3.85％を占めている。次の
（83）は韓国語の「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例が日本語では「てください」に翻
訳されたものである。 
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（83） 지켜달라고   말하고  싶었다. 
守ってくれと   言い   たかった 
どうか守ってください、  
（『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例が日本語では使役形で翻訳されたものが 1
例あって、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例全体の 3.85％を占めている。次の（84）は
韓国語の「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例が日本語では使役形で翻訳されたものであ
る。 
 
（84） 어떻게  그  아이들  부모에게  돈을  가지고  합의서  써달라는 
どのように  その 子供達  両親に  金を  持って  示談書  書いてくれと 
말을  하러  갈수 있지? 
 話を  しに  行けるのか 
両親に金で示談書を書かせようとしているのか。      
（『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「～어(아) 달라/～ e(a)dalla/」用例が日本語では「～어(아) 달라/～
e(a)dalla/」部分が翻訳されず省略した用例が 2例あって、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」
用例全体の 7.69％を占めている。次の（85）は韓国語の「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」
が日本語では省略された例文である。 
 
（85） 부끄러워서  그만  내려달라고  하고  싶었는데, 
 恥ずかしくて これで 下ろしてくれと  言い たかったのに 
恥ずかしくてすぐに下ろしてって言いたかったんだけど、 
（『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例の翻訳例が意訳の「その他」に属するが
翻訳例は 4 例あって、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例全体の 15.38％を占めている。
次の例（86）は韓国語の「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」が日本語では意訳で翻訳したも
のである。 
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（86） 목사님  모두  행복하게  해달라구요. 
       牧師様  みんな  幸せに   してくれよ 
みなさんが幸せでいられますように、           
（『도가니（トガニ）』） 
 
5.4 まとめ 
 
１）林（1980）では、韓国語の「주다」は日本語の「くれる」、「やる」に相当すると述べ
ている。本研究の結果からみると、韓国語の「주다」は日本語の授受表現による翻訳
では、主に「くれる」と「やる、あげる」、それ以外に「もらう、いただく」にも翻訳
されている。このような授受表現による翻訳例は会話文が 13例あって、地の文が 7例
あった。一方、授受表現以外の翻訳をみると、日本語の「あたえる」に翻訳されたも
のが一番多く、韓国語の「주다」用例全体の 43.06%を占めている。また、「あたえる」
に翻訳された例文の 80.66%を占める 25例が地の文で用いられている。このような結果
は、韓国語の「주다」は視点が存在しないことから地の文では視点の制約を受けない
「あたえる」を用いやすく、視点の制約がない「주다」でも会話文で用いた場合は「だ
れ」の立場での発話であるか特定しやすいことから、会話文「주다」は日本語の授受
表現で翻訳されやすいと考えられる。 
２）韓国語の「～어（아）주다/～e(a)juda/」は、「授恵（수혜）」補助動詞に属する
（『국어문법』서정수編）。韓国語の「授恵補助動詞」は主動詞の行為が誰かに利益
や恩恵を提供する意味を表す。韓国語の「授恵」補助動詞である「～어（아）주다/～
e(a)juda/」は日本語の授受補助動詞と近い意味合いを持っている。そのため、本研究
においても、韓国語の「～어（아）주다/~e(a)juda/」は用例が日本語の補助動詞で翻
訳されたものが 58.69%を占めている。「～어（아） 주다/~e(a)juda/」用例の翻訳にお
いて特徴的なものは「～어（아） 주다/～e(a)juda/」の部分が省略されたものが 22.12%
を占めていることである。特に、地の文での省略した翻訳が「～어（아）주다/~e(a)juda/」
の省略全体の 71.43%を占めている。このように、韓国語の「～어（아）주다/～e(a)juda/」
は視点が存在しないことから、地の文のような事実や状況だけを述べる場合は「～어
（아）주다/～e(a)juda/」の部分の翻訳を回避する傾向にある。 
 
３）韓国語の「드리다/durida/」は「주다/juda/」の謙譲語である。本研究おける
「드리다/durida/」は、主に会話文で現れている。本研究では、韓国語において、「말씀
（을）（言葉を）＋ 드리다/durida/（さしあげる）」と表現が 3例あって、「드릴（申
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し上げる）말씀（言葉）」という表現が 1 例あった。日本語では、相手に何かを「言
う」ということは「申し上げる」という固有の謙譲語が存在するがすることから、
「말씀을（言葉を）＋ 드리다/durida/（さしあげる）」を「申しあげる」という謙譲
語で翻訳したものが 1 例あった。また、韓国語の「드리다/durida/」は自分（側）の
行為に使う謙譲語として視点の制約が存在するが、翻訳例のうち「手紙」という実物
の移動を表す場合、日本語では視点の制約が存在しない「渡す」を用いて翻訳してい
る。それから、韓国語の「드리다/durida/」用例は意訳の「その他」に属する翻訳が
多かった。 
 
４）本研究における「～어（아） 드리다/~e(a)durida/」の用例はすべて会話文で現れて
いる。日本語で「てさしあげる」、「てあげる」、「ていただく」、「てもらう」など授受
表現で翻訳されたのは 4例であった。また、「お～する」という謙譲の形式でほんやく
されたのも 1例あった。このようなことは「～어（아）드리다/～e(a)durida/」には
謙譲表現であることが原因であると考えられる。それから、意訳の「その他」に属す
る翻訳が 50%を占めている。 
 
５）韓国語の「주시다/jusida/」は「주다/juda/」の尊敬語である。本研究における韓国
語の[주시다/jusida/」の用例はすべて会話文で現れている。「주시다/jusida/」用例
の翻訳において「ください・くださる」という尊敬語による翻訳例が 30%占めている。
また、「てください・てくださる」に翻訳されたものも 20%を占めている。それから、
「ていただく」を用いて翻訳することによって、「주시다/jusida/」が持っている尊敬
の意味を表している。 
韓国語の「주시다/jusida/」は尊敬語であるため、視点の制約を受ける。このような
ことから日本語に翻訳する際に視点の制約を受ける授受表現を用いて翻訳したものが
70%を占めていて、比較的多い。 
 
６）本研究における「어(아) 주시다/～e(a)jusida/」の用例は 95.45%が会話文で現れてい
る。韓国語の「어(아) 주시다/～e(a)jusida/」用例を日本の授受表現を用いて翻訳し
たものは 78.8%を占めている。このようなことは、「어(아) 주시다/～e(a)jusida/」は
尊敬語であるため、視点の位置を判断するのが容易であったと考えられる。また、「て
ください・てくださる」、「お～ください」「尊敬のれる・られる」に翻訳されたものは
50%を占めている。このようなことは韓国語の「어(아)주시다/～e(a)jusida/」は尊敬
の表現であることを反映する結果である。 
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７）本研究における「달라/dalla/」用例はすべて間接会話文で現れている。「달라/dalla/」
は自分に何かをくれるようにと相手に要求するか、または願う命令の意を表すことか
ら、日本語ではすべて「くれ」に翻訳されている。 
 
８）「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」は依頼・命令を表す表現であるため、本研究において
も、「てくれ」に翻訳されたものが 69.23％を占めている。また、依頼・命令の表現は
相手に  何かをさせるという使役の意味も含まれていることから、日本語では「使役形」
で翻訳されたものもある。それから「てください」という依頼・命令を表す尊敬の形式
で翻訳されたものもある。翻訳において「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」が省略された
用例は 2例とも「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」に前節する動詞を直接命令形に変えて
翻訳している。 
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第 6 章 韓国語の「받다」系表現と対応する日本語 
―韓国語の小説における「받다」系表現のその日本語訳に関する考察を中心に― 
 
6.0 はじめに 
 
日本語と韓国語というと、ひとまず、同じく膠着言語であり、文法が類似しているとい
う印象をもつだろう。類似点はいつも多く知られていて注目を浴びるが、相違点はあまり
知られていなくて類似点に比べると影の存在になりやすい。また、両言語のある項目が類
似するといっても、どの程度類似しているかというのを明確にする必要がある。本研究で
取り上げている授受表現についても同じことが言えるだろう。日本語の「くれる」「あげる」
は韓国語では「주다/juda/」であり、「もらう」は「받다/batda/」であるというふうに簡
単に済ませるものではない。両言語の授受表現に対応するものがあるといっても、それが
完全に対応するということか、それとも一部分だけが対応するということかを明確にすべ
きである。 
 このような背景から、本研究では、韓国語と日本語の授受表現はどのように対応するか、
つまり韓国語と日本語の授受表現の類似点と相違点を明らかにすることを目的する。 
 本研究では、目的を検証するため、韓国語の小説から「받다」系表現を取り上げて、そ
の小説の日本語による翻訳本ではどのように扱われているかを調べ、検証を行うことにす
る。 
本章の先行研究は、5.1で述べたとおりである。研究方法としては、韓国語の「받다」系
表現が日本語でどのように扱われているかについて調べるため、韓国語の小説とその小説
の日本語翻訳本を用いる。そして、韓国語の小説から「받다」系表現を抽出し、日本語の
翻訳例を調べることにする。本研究で使用する小説は 5 章と同じである。韓国語の小説と
その翻訳本の概要は第 5章の表 5.1のとおりである。 
 
6.1 小説における「받다」系表現とその韓国語訳 
 
6.1.1 小説における「받다」系表現 
 
本章の研究対象となった韓国語の小説における授受表現全体の状況は第 5 章の表 5.2 に
示したとおりである。 
 本章で取り扱う韓国語の小説における「받다」系表現の状況は以下の表 6.1 のとおりで
ある。表の（ ）の中の数字は全体の授受表現に占める割合を表しており、本章でも出現
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率と呼ぶことにする。 
表 6.1 小説における「받다/batda/」系表現の状況 
 
 
 
上記の表 6.1から分かるように、「받다」系表現のうち、「받다」の用例は 151例あって、
韓国語の授受表現全体の 18.92%を占めている。「받으시다/badusida/」の用例は全部で 6例
あって、韓国語の授受表現全体の 0.75%を占めている。この「받으시다/badusida/」の用例
はすべて会話文で現れている。 
 
 
文の種類 小説名 받다
/batda/
받으시다
/badusida/
合計
달콤한 나의 도
시(マイスイート
ソウル）
15 1 16
도가니（トガ
ニ） 20 3 23
아랑은 왜（阿娘
はなぜ） 7 2 9
우리들의 일그러
진 영웅（われら
の歪んだ英雄）
4 0 4
달콤한 나의 도
시(マイスイート
ソウル）
4 0 4
도가니（トガ
ニ） 4 0 4
아랑은 왜（阿娘
はなぜ） 0 0 0
우리들의 일그러
진 영웅（われら
の歪んだ英雄）
0 0 0
달콤한 나의 도
시(マイスイート
ソウル）
40 0 40
도가니（トガ
ニ） 11 0 11
아랑은 왜（阿娘
はなぜ） 24 0 24
우리들의 일그러
진 영웅（われら
の歪んだ英雄）
22 0 22
151(18.92%) 6(0.75%) 157(19.67%)
会
話
文
心
話
文
地
の
文
合　　　計
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6.1.1.1 小説における「받다」の用例とその日本語訳 
 
本研究における韓国語の小説の中で「받다/batda/」の用例は 162例あった。日本語に
よる翻訳の状況は次の表 6.2のとおりである。 
 
表 6.2 「받다/batda/」用例の韓国語訳状況 
 
 
 
林（1980）では、韓国語の「받다/batda/」は日本語の「もらう」に相当すると述べてい
る。本研究の調査結果をみると、韓国語の「받다/batda/」が日本語では「もらう」に翻訳
したものは 9例であり、「받다/batda/」用例全体の 5％しか占めていない。 
次の（87）は韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「もらう」に翻訳された例文で
ある。 
 
（87） 이 정도는 보너스는 받을  자격이  있다는  생각을  했겠지.  
この 程度の ボーナスは 受ける 資格が あるという 考えを しただろう 
いまそのくらいのボーナスをもらう資格はあるはずだと考えたんでしょうね。 
 （『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「もらう」に翻訳された９つの用例のうち、
8例は上記の（87）のように「ボーナス」や「給料」など「お金」と関連のある用例であっ
て、１例だけが「手紙をもらう」という用例であった。 
また、韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では補助動詞である「てもらう」に翻訳さ
れたものが 1例あった。 
 次の（88）は韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「てもらう」に翻訳された例文
である。 
受身形 受ける 受け取る 受け止め
る
賜る 得る 浴びる とる 生じる・
感じる
電話に
出る
その他
会話文 4 0 4 7 8 1 0 0 1 0 6 0 2 13
心話文 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 2
地の文 3 1 3 22 32 8 1 1 0 2 0 1 9 14
合　計
8
(5.30%)
1
(0.66%)
7
(4.64%)
30
(19.87%
41
(27.15%
9
(5.96%)
2
(1.32%)
1
(0.66%)
1
(0.66%)
3
(1.99%)
6
(3.97%)
2
(1.32%)
11
(7.28%)
29
(19.21%
文の種類 もらう てもらう 省略
意　　　　　　　　　　　　　　　訳
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（88） 대형 거울로 둘러싸인 방에서  메이크업을  받고  있었다. 
大型 ミラーに 囲まれた 部屋で メイクアップを 受けて いた 
大型ミラーに囲まれた部屋でメイクをしてもらっていた。 
（『달콤한 나의 도시(マイスイートソウル)』） 
 
 本研究において、韓国語の「받다/batda/」用例の「받다/batda/」の部分が日本語では
翻訳されていなく、「받다/batda/」の部分の翻訳が省略されたものが 7例あった。      
次の例（89）は韓国語の「받다/batda/」が日本語では翻訳されていないものである。 
 
（89） 시험에서 엄석대가    받는   점수는  어때? 
試験で  オム・ソクテが  もらう  点数は   どう 
オム・ソクテの点数はどうなんだ。 
（『우리들의 일그러진 영웅（われらの歪んだ英雄）』） 
 
韓国語の「받다/batda/」が日本語において翻訳されていない用例をみると、強いて翻訳
しなくても前後の文脈から「받다/batda/」の意味を汲み取ることができる。このようなこ
とから、日本語に翻訳する場合、「받다/batda/」の部分が省略される傾向にあると考えら
れる。 
表 6.2から分かるように韓国語の「받다/batda/」用例を日本語で翻訳した場合、一番多
かったのは「受ける」に翻訳したもので、41例と「받다/batda/」文全体の 27％を占めて
いる。 
次の例（90）は韓国語の「받다／batda／」を日本語では「うける」に翻訳したものであ
る。 
 
（90） 빈정대는  말투    때문에  충격을   받은  것  같다.    
皮肉る    言葉使いの せいで  ショックを  受けた の ようだ。 
高飛車に突っかかってくる私の態度にショックを受けたようだ。 
（『달콤한 나의 도시(マイスイートソウル） 
 
 韓国語の「받다/batda/」用例が日本語で「受ける」に翻訳された 41例のうち、例（90）
のように、「抽象的な物の移動」を表す際に用いられた用例が 36例もあって、「うける」に
翻訳された用例全体の 87.80%を占めている。 
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また、韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では受身形で翻訳されたものも 30例あ
って、「받다/batda/」用例全体の 19.87％を占めており、比較的多い。 
次の（91）は韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では受身形で翻訳された例文である。 
 
（91） 하나님  믿고  구원   받으면  참  좋을  텐데… 
        神様  信じて  救いを  受けると 本当に いい  のに 
神様を信じて救わればいいんだけど… 
（『도가니（トガニ）』） 
 
 日本語の「受身」はその根底にある意味は「何かをうける」である。このようなことか
ら、「受身形」と「うける」は互いに通ずる点が多いと考えられる。そのため、「受身形」
に翻訳されたものと「うける」に翻訳されたものは基本的に同じ意味に属すると言えよう。 
本研究の結果からも、上記のことが証明できる韓国語の「받다/batda/」用例が「受身形」
で翻訳された 30例のうち、28例が「抽象的なものの移動」を表す用例であった。これは、
韓国語の「받다/batda/」用例が「うける」に翻訳されたもののうち、87.80%が「抽象的な
ものの移動」を表す用例であった結果と同じ傾向である。 
それから、韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「受け取る」、「受けとめる」など
の複合動詞に翻訳されたものもあった。その中で、日本語で「受けとる」に翻訳されたも
のが 9例あって、「받다/batda/」用例全体の 6％を占めている。 
 次の（92）は韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「受けとる」に翻訳された例文
である。 
 
（92） 물론  내가  부케를  받고  싶었다는  뜻은, 절대로  아니다. 
もちろん 私が  ブーケを 受け取り たいという 意味は 決して  ない 
もちろん、私がブーケを受け取りたかったわけでは、けっしてない。 
（『달콤한 나의 도시(マイスイートソウル） 
 
韓国語の「받다/batda/」用例が日本語で「受け取る」に翻訳された 9つの用例は、すべ
て上記の（92）のように、実物の移動を伴う際に用いられている。 
 韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「受けとめる」に翻訳されたものは 2例あっ
て、「받다/batda/」用例全体の 1.32%を占めている。 
 次の（93）は韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「受けとめる」に翻訳された例
文である。 
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（93） 이해하라는   충고  또한  고맙게  받겠다.   
理解しろという  忠告  同じく 有難く   受ける 
わかってあげなさいという忠告も、ありがたく受け止めよう。 
（『달콤한 나의 도시(マイスイートソウル） 
 
韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「得る」に翻訳されたものも 1例あった。次
の（94）はその具体例である。 
 
（94） 그럼   저기   앉아  있는  호장을  매질한다면  자복을  
それでは そちらに  座って いる   戸長を  打つと    自白を 
받아 낼수  있겠습니까? 
得る  出す ことができるでしょうか 
戸長を？打ちでもすれば自白を得ることができるでしょうか？ 
（『아랑은 왜（阿娘はなぜ）』） 
 
韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「賜る」に翻訳されたものが 1例あった。次
の（95）はその具体例である。 
 
（95） 호조로부터는 목면 네 필, 쌀과  콩  닷  말씩,  암치 
戸長から     木綿 四 疋 お米 大豆  五  升   ニベ 
(배를 갈라 말린 민어 암놈),  굴비   세 두름을 받았다. 
（お腹を裂いて乾かしたニベのメス）  いしもち 三 束を  受け取った。 
ニベの塩漬け、いしもちの干物三束を賜ったという。 
（『아랑은 왜（阿娘はなぜ）』） 
 
上記の（95）は時代背景を考慮に入れ、日本語では「賜る」を選択したと思われる。日
本語で「賜る」を使うことによって、どの時代であるかということを読者に知らせる役割
を果たした。 
韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「とる」に翻訳されたものは 6例あった。「と
る」に翻訳したこの 6例はすべて会話文であった。次の（96）は韓国語の「받다/batda/」
が日本語では「とる」に翻訳された例文である。 
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（96） 자복을  받았기에  시체나마  찾았던  것이지요. 
自白を   受けたから  死体でも  捜せた  のですよ 
自白をとりましたゆえ、死体を捜し出すことができたのでございます。 
      （『아랑은 왜（阿娘はなぜ）』） 
 
韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「とる」に翻訳された 6例のうち、「自白を
とる」と「陳述をとる」が 4例を占めている。 
 韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「浴びる」に翻訳されたものが 3 例あった。
次の（97）は韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「浴びる」に翻訳された例文であ
る。 
 
（97） 판사는 이 사건이 얼론의 주목을  받고  있다는  사실을 충분히  
       判事は この 事件が 言論の 注目を 受けて いるという 事実を 十分に 
의식해서인지、 
       意識してたのか、 
判事はこの事件がマスコミの注目を浴びていることを意識してか、 
（『도가니（トガニ）』） 
 
日本語で「浴びる」に翻訳しされた用例の中には、「非難を浴びる」、「注目を浴びる」、「ス
ポットライトを浴びる」などの例文もあった。 
 韓国語において「전화를 받다」が日本語では「電話に出る」に翻訳されたものが 11 例
と比較的多い。次の（98）はその具体例である。 
 
（98） 내 전화를 받은  엄마는 땅이 꺼져라   안도의 한숨을 내쉬었다. 
     私 電話を 受けた 母は  地面が へこむほど 安堵の 一息を 吐き出した 
私の電話に出た母は、ほっと安堵のため息をついた。 
（『달콤한 나의 도시(マイスウィートソウル)』） 
  
上記の例（98）のように韓国語の「전화를 받다」は日本語では「電話に出る」という決
まり文句に値するのである。 
韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「生じる」と「感じる」に翻訳されたものが
1 例ずつあった。次の（99）は韓国語の「받다/batda/」用例が日本語では「感じる」に翻
訳された例文である。 
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（99） 엄마는 고통을  받고  있을까?  
       母は  苦痛を  受けて  いるのかな 
母は苦痛を感じているだろうか。 
（『달콤한 나의 도시(マイスイートソウル)』） 
 
韓国語の「받다/batda/」用例の翻訳文が意訳の「その他」に属する用例が 29例あった。
これは「받다/batda/」用例全体の 19％を占めている。次の（100）は韓国語の「받다/batda/」
用例の翻訳文が意訳の「その他」に属する具体例である。 
 
（100）  서른네 해를 살고도, 그렇게   수없이   패배하고도 아직  그걸  
34   年を 生きてて そんなに 数ええきれない 敗北しても  まだ それを 
모른다면   너 역시 지적장애 3급 판정을 받을  거야. 
 分からないなら 君 やはり 知的障害 3級 判定を 受ける だろう。 
三十四年間生きながらあれほど失敗を重ねてきて、それがまだわからぬよ 
うなら、本当に救いようがない。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
本研究において、韓国語の「받다/batda/」用例の翻訳例が、意訳の「その他」に属する
ものが 19％と、比較的多い結果とまっている。 
 
6.1.1.2 小説における「받으시다」の用例とその日本語訳 
 
 本研究でおける韓国語小説の中で、「받으시다/badeusida/」用例は 6例あった。その 6
例はすべて会話文で現れている。その翻訳の状況は次の表 6.3のとおりである。 
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表 6.3 「받으시다/badeusida/」用例の日本語訳状況 
 
   日本語訳 
文の種類 
とる 
受身     
れる・られる 
「受け取る」の  
尊敬形 
その他 
会話文 1 1 1 3 
心話文 0 0 0 0 
地の文 0 0 0 0 
合 計 1（16.67%） 1（16.67%） 1（16.67%） 3（50%） 
 
 表 6.3から分かるように、「받으시다/badeusida/」用例の日本語訳はすべて日本語の授
受表現を使用していない意訳で翻訳されている。 
 韓国語の「받으시다/badeusida/」用例が日本語では「とる」に翻訳されたものは 1例あ
って、「받으시다/badeusida/」用例全体の 17％を占めている。次の（101）は韓国語の
「받으시다/badeusida/」用例が日本語では「とる」に翻訳された例文である。 
 
（101） 그러면   진술서를   받으시겠어요? 
       そうしたら  陳述書を   取られますか 
陳述をとるということですね。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「받으시다/badeusida/」が日本語では受身の意味である「れる・られる」に翻
訳されたものが 1例あって、韓国語の「받으시다/badeusida/」用例全体の 17％を占めてい
る。次の（102）は韓国語の「받으시다/badeusida/」用例が日本語では受身形の「れる・
られる」に翻訳された例文である。 
 
（102） 두   형제를  고발하는 위치에  서면  오해를  받으시게  
二人  兄弟を  告発する 位置に  立つと  誤解を  受けることに 
되어  있는  것입니다. 
        なって いる  ものです 
あのふたりを告発したとしたら、誤解される余地があるのです。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
韓国語の「받으시다/badeusida/」用例が日本語の「受けとる＋尊敬のれる・られる」に
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翻訳されたものが 1例あって、韓国語の「받으시다/badeusida/」用例全体の 17％を占めて
いる。次の（103）はその具体例である。 
 
（103） 대본 받으셨죠? 
        台本 受け取られたでしょう 
台本、受け取られましたか？ 
（『아랑은 왜（阿娘はなぜ）』） 
 
韓国語の「받으시다/badeusida/」用例の日本語による翻訳が意訳の「その他」に属する
翻訳例が 3 例あって、「받으시다/badeusida/」用例全体の 50％を占めている。次の（104）
は韓国語の「받으시다/badeusida/」用例の日本語訳が「その他」に属する具体例である。 
 
（104） 연두    아버지가  다시  수술   날짜를  받으셨다니까요. 
        ヨンドゥ お父さんが  再び  手術の   日を   もらいましたよ 
ヨンドゥの父さんの手術日が決まったんです。 
（『도가니（トガニ）』）    
 
林（1980）では、韓国語の「받으시다/badeusida/」は尊敬語でり、日本語の「おもらい
になる」などに相当すると述べている。しかし、日本語の「もらう」は「相手」から「自
分（側）」に何かが移動することを表していることから、相対敬語である日本語では、自分
側のことを述べる「もらう」に尊敬形式である「お～になる」をつけることは矛盾が生じ
る。つまり、韓国語の「받으시다/badeusida/」に意味用法が合致する日本語はないと考え
られる。このようなことから、韓国語の「받으시다/badeusida/」用例を日本語に翻訳する
際、意訳に頼るしかないことを物語っている。 
 
6.2 まとめ  
 
本研究では、韓国語の「받다」系表現が日本語ではどのように取り扱われているか調べ
るために、その日本語訳を対象に分析を行った。その結果を以下のようにまとめることが
できる。 
１） 韓国語の「받다/batda/」用例が日本語の「もらう」に翻訳されたものは「받다 
/batda/」用例全体の 5.30%しか占めていない。「てもらう」という補助動詞に翻訳され
たものを合わせても「받다/batda/」用例全体の 6%も満たない。その内容をみると、主
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に「給料」、「ボーナス」など「お金」と関連がある内容を表す際に、日本語では「もら
う」を用いて翻訳している。このようなことは、自分の労働の報酬として当然「給料」
や「ボーナス」を受けるべきであるのにもかかわらず、日本語では、「給料」や「ボー
ナス」を出す側に対する有難い気持ちを表すという人間の心理を表す結果であると考え
られる。 
２） 韓国語の「받다/batda/」用例が「抽象的な物の移動」を表す際に、日本語では「受
身形」や「うける」を用いて翻訳している。韓国語の「받다/batda/」用例が「具体的
な物の移動」を表す際に、日本語では「受け取る」を用いて翻訳している。「受身形」
も「受け取る」もその基本的な意味は「うける」である。本研究の韓国語の「받다/batda/」
用例のうち「受身形」、「うける」、「うけとる」の3種類から翻訳されたものは「받다/batda/」
用例全体の 52.98%を占めている。このようなことは、韓国語の「받다/batda/」は日本
語の「うける」に近い意味用法を持っていると考えられる。 
３） 韓国語の「받으시다/badeusida/」用例は 6 例あって、その出現率は 0.75%しかな
い。この 6 例はすべて会話文である。韓国語の「받으시다/badeusida/」用例を日本語
に翻訳する際は、意訳が多く、「具体的な物の移動」を伴う場合は「受け取る」の尊敬
形式である「受け取られる」が用いられ、「抽象的な物の移動」を伴う場合は受身形の
「れる・られる」が用いられている。 
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第 7 章 日本語の「ヤル」系表現に関する通時的研究 
―時代別小説における「ヤル」系用例に関する考察を中心に― 
 
7.0 はじめに 
  
言語は時間の流れによって、変化が生じるものである。意味に変化が生じたり、文法に
変化が生じたり、或は消失したり、新しく生み出したりとその変化は様々である。日本語
の授受表現はその種類が多く、また多くの要素と深くかかわっている。今現在でも日本語
の授受表現の意味用法は日々変化している。「～（さ）せていただく」表現の過剰使用など
がその変化の具体的例の一つであると言えよう。 
 本稿では、日本語の授受表現の「ヤル」系表現に焦点を当て、時間の流れによってその
使用状況と意味にどのような変化が生じたかを調べることを目的とする。 
 
7.1 先行研究 
 
浅川（2013）では、日本語について時代区分を行い、さらに広義的意味の現代語につい
ては、言文一致体が成立し、確立されていく過程を観察して明治時代から現在までを以下
の四期に細区分している。その具体的区分は「言文一致体の発生期：明治元年～明治 19年
（1868 年～1886 年）、言文一致の完成前期：明治 20 年～大正 11 年（1887 年～1922 年）、
言文一致体の完成後期：大正 12 年～昭和 20 年（1923 年～1945 年）、第二次世界大戦後：
昭和 21年以降（1946年～）」である。浅川（2013）では、第二次世界大戦後、つまり 1946
年からを狭義の現代語としている。本稿では、浅川（2013）の現代語の時代区分に従うこ
とにする。 
由井（1996）では、動詞ヤルが表す授受とは、具体物と所有権が行為者から他者に遠心
方向に移動するということで、〈具体物・所有権の移動〉〈行為者が起点〉〈他者が着点〉〈遠
心方向〉という意味成分を抽出し、ヤルの意味成分を以下の図 1のように整理している。 
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遣 る        ヤ ル       恩恵Ｖテヤル      行為の影響 
            《恩恵》       《恩恵》 
〈移動＝人間〉   〈移動＝具体物・所有権〉 〈移動＝行為〉     〈行為の影響〉 
〈起点＝行為者地点〉 〈起点＝行為者〉    〈起点＝行為者〉    〈起点＝Ф 〉 
〈着点＝空間地点〉  〈着点＝他者〉     〈着点＝他者〉     〈着点＝他者〉 
〈方向＝遠心〉    〈方向＝遠心〉     〈方向＝遠心〉     〈方向＝遠心〉 
 
                    方 向           意 志 
 
                  〈移動＝行為〉      〈移動＝行為・事態〉 
                  〈起点＝Ф 〉       〈起点＝Ф 〉 
                  〈着点＝Ф 〉       〈着点＝願望達成〉 
                  〈方向＝遠心〉      〈方向＝遠心〉 
 
              図 1 「ヤルの意味の関連」 
 
由井（1990）では、クレルの遠心的方向を持つことを述べている。 
 由井（1996）では、クレルの求心的方向を持つものについて以下の図 2 のようにまとめ
ている。 
クレル 
《恩恵》 
〈移動＝具体物・所有権〉 
〈起点＝他者・行為者〉 
〈着点＝自分（側）〉 
〈方向＝求心〉 
恩恵のＶテクレル         恩恵事態            行為の影響 
《恩恵》             《恩恵》           
〈移動＝行為〉          〈移動＝事態〉      〈移動＝行為の影響〉 
〈起点＝他者・行為者〉      〈起点＝Ф〉        〈起点＝Ф〉 
〈着点＝自分（側）〉       〈着点＝自分〉       〈着点＝自分〉 
〈方向＝求心〉          〈方向＝求心〉       〈方向＝求心〉 
 
図 2 「クレルの意味の関連」 
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由井（1996ｂ）では、モラウの意味について以下の図 3のようにまとめている。 
 
本動詞             恩恵の補助動詞          行為の影響 
〈移動＝具体物・所有権〉    〈移動＝行為〉         〈移動＝事態〉 
〈起点＝他者〉         〈起点＝他者〉         〈起点＝Ф〉 
〈着点＝自分側〉        〈着点＝自分側〉        〈着点＝自分側〉 
〈方向＝求心〉         〈方向＝求心〉         〈方向＝求心〉 
〈働きかけ＝自分側から〉 〈働きかけ＝自分側から〉    〈働きかけ＝自分側から〉 
 
図 3 「モラウの意味関連｣ 
 
由井(1990)、由井(1996a)、由井(1996b)では、上記の図 1図 3までのように「ヤル」、「ク
レル」、「モラウ」とその補助動詞について意味の観点からまとめている。 
 上記の先行研究から、日本語の「ヤル」、「クレル」、「モラウ」の本動詞は、移動するも
のの種類によって区別があることと、その補助動詞は「行う行為」が「恩恵行為」である
か、それとも「非恩恵行為」であるかに大別されると判断し、本研究では、本動詞の用例
に関する分類には移動するものによって「具体的な物の移動」、「抽象的な物の移動」、「人
間の移動」に分類を行うことにする。本研究で言う「具体的な物」は「実際に形を有する
目に見える実物のこと」を指す。本研究では、「具体的な物」以外のものを「抽象的な物」
とする。「人間」に関しては「具体的な物」であると言う意見もあるが、本研究では、考察
の上での煩わしさを避けるため、分類を別にすることにする。また、補助動詞の分類にお
いては、「行う行為」が「恩恵行為」であるか、それとも「非恩恵行為」であるかによって
分類を行うことにする。本稿で言う「恩恵行為」とは、「与えてが行う行為がその行為の受
け手にとって利益になること」を指し、「与え手が行う行為がその行為の受け手にとって不
利益になること」を「非恩恵行為」とする。 
 本稿では、日本語の授受表現だけではなく、韓国語の授受表現の意味分類には上記の分
類方法を用いることとする。 
 
7.2 研究方法 
 
 本稿では、小説を対象にして、その小説で現れた授受表現を調べることにする。まず、
小説の中の授受表現を文の種類、つまり会話文、心話文、地の文に分けて分析を行うこと
にする。 
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 また、本稿では通時的観点から授受表現の変化を調べるために、浅川（2013）の時代区
分に従い、言文一致体の完成前期である明治 20 年から大正 11 年、言文一致体の完成後期
である大正 12年から昭和 20年まで、第二次世界大戦後である 1946年以降の３つの時代に
分けて、その時代ごとの小説を対象にする。その時代別小説の概要は以下のとおりである。 
 表 1 は、本稿の研究対象となった言文一致体の完成前期である明治 20 年から大正 11 年
小説の概要である。 
 
表 7.1 明治 20年から大正 11年（1887年～1922年）の小説概要 
 
小説名 作者 発表時期 出身地 
『坊ちゃん』 夏目漱石 1906 年 東京 
『草枕』 夏目漱石 1906 年 東京 
『羅生門』等 芥川龍之介 1914 年～1917 年 東京 
 
表 1 の『羅生門』等には、芥川龍之介の初期の作品である『老人』、『ひょっとこ』、『仙
人』、『羅生門』などを含む 17 作品を研究対象にしている。（すべて 1914 年から 1917 年の
間の作品であり、本稿では以下『羅生門』等にする。） 
 表 2 は、本稿の研究対象となった言文一致体の完成後期である大正 12 年から昭和 20 年
までの小説の概要である。 
 
表 7.2 大正 12年～昭和 20年（1923年～1945年）の小説概要 
 
小説名 作者 発表時期 出身地 
『痴人の愛』 谷崎潤一郎 1925 年 東京 
『美しい村』 堀辰雄 1933 年 東京 
『風立ちぬ』 堀辰雄 1936 年～1937 年 東京 
 
 表 3は、本稿の研究対象となった昭和 21年以降の小説の概要である。 
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表 7.3 昭和 21年以降（1946年～）の小説概要 
 
小説名 作者 発表時期 出身地 
『旅人の木』 辻 仁成 1995 年 東京 
『別れの十二か月』  梅田 みか 1993 年 東京 
『五体不満足』 乙武洋匡 1998 年 東京 
『セカンドバージン』 大石 静 2010 年 東京 
 
 それから、本稿では授受表現の使用状況を調べるために、時代別に各授受表現の数を数
え、各授受表現がその時代の全体の授受表現において占める割合を計算することにする。
これを本稿では出現率とし、その出現率をもって時代別に比較を行うことにする。 
 
7.3 結果と考察 
 
7.3.1 時代別小説における授受表現の全体様相 
 
7.3.1.1 明治 20年から大正 11年の小説における授受表現 
 
 言文一致体の完成前期である明治 20年から大正 11年（1887年～1922年）の小説におけ
る授受表現の全体の状況は表 4 のとおりである。表 4 では授受表現が含まれている文を会
話文、心話文、地の文に分けて、各授受表現の数と出現率を算出した。 
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表 7.4 明治 20年～大正 11年の小説における授受表現 
 
 
  
表 4から分かるように、明治 20年から大正 11年までの小説における、授受表現のうち、
出現率が一番高いのは「てやる」であり、89 例でその時代の授受表現全体の 31.12％を占
めている。その次に出現率が高いのは「てくれる」で、79例と全体の授受表現の 27.6％を
占めている。その次は本動詞「もらう」の出現率が 3 番目に高く、27 例で、その時代の授
受表現全体の 9.44％を占めている。「てもらう」は 19例でその時代の授受表現全体の 6.64%
を占めている。本動詞「くださる」と「てさしあげる」の使用例は０である。 
 また、文の種類別にみると、全体の授受表現の出現率は会話文が地の文を上回っている。 
 
7.3.1.2 大正 12年～昭和 20年の小説における授受表現 
 
 大正 12年から昭和 20年（1923年～1945年）までの小説における授受表現全体の状況は
表 7.5もとおりである。 
 
 
 
 
 
作品名 やる てやる あげる てあげる さしあげる てさしあげる くれる てくれる くださる てくださる もらう てもらう いただく ていただく 合計
坊ちゃん 7 24 2 3 0 0 1 34 0 15 9 5 3 2 105
草枕 0 4 3 7 0 0 0 9 0 0 5 2 0 2 32
羅生門等 0 1 3 0 2 0 2 0 0 0 1 1 2 3 15
坊ちゃん 1 22 0 0 0 0 0 6 0 0 2 4 0 0 35
草枕 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3
羅生門等 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
坊ちゃん 4 31 0 0 1 0 3 24 0 0 8 3 2 0 76
草枕 0 4 0 0 0 0 0 4 0 0 0 1 0 0 9
羅生門等 1 2 0 0 0 0 2 0 0 0 2 3 0 0 10
13（4.55％） 89
（31.12％）
8（2.80％） 10（3.50％） 3（1.05％） 0（0%） 9（3.15％） 79(27.62%) 0(0%) 15(5.24%) 27(9.44%) 19(6.64%) 7（2.45%） 7（2.45%） 286
会話文
心話文
地の文
合計
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表 7.5 大正 12年～昭和 20年の小説における授受表現 
 
 
 
大正 12年から昭和 20年（1923年～1945年）までの小説における授受表現で、出現率が
一番高かったのは「てくれる」で、154 例あり、授受表現全体の 37.38%を占めている。二
番目に高いのは「てやる」で、121 例であり、授受表現全体の 29.37%を占めている。三番
目に高いのは「てもらう」で、36例であり、授受表現全体の 8.7%を占めている。その次は
「てあげる」が 34例で、四番目に出現率が高かった。五番目に高いのは「てくださる」で、
32例あり、授受表現全体の 7.77%を占めている。 
また、本動詞と補助動詞を比べると、「さしあげる」と「てさしあげる」を除くとすべて
補助動詞の出現率がその本動詞の出現率を上回っている。 
文の種類により比較を行うと、会話文における授受表現の出現率が一番高く、その次が
地の文での出現率を上回っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
作品名 やる てやる あげる てあげる さしあげる てさしあげる くれる てくれる くださる てくださる もらう てもらう いただく ていただく 合計
痴人の愛 0 47 1 32 1 0 0 89 0 26 4 17 0 7 224
美しい村 0 0 0 1 0 0 2 1 0 3 1 0 0 0 8
風立ちぬ 0 5 0 1 0 0 0 4 0 3 1 2 0 0 16
痴人の愛 0 17 0 0 0 0 0 13 0 0 1 3 0 0 34
美しい村 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 3
風立ちぬ 0 1 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7
痴人の愛 1 47 0 0 0 0 1 26 0 0 6 10 0 0 91
美しい村 2 1 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 8
風立ちぬ 6 3 0 0 0 0 0 7 0 0 1 4 0 0 21
9(2.18%) 121(29.37%) 1(0.24%) 34(8.25%) 1(0.24%) 0(0%) 3(0.73%) 154(37.38%) 0(0%) 32(7.77%) 14(3.40%) 36(8.74%) 0(0%) 7(1.70%) 412(100%)
会話文
心話文
地の文
合計
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7.3.1.3 1946年以後の小説における授受表現 
  
 1946年以降の小説における授受表現全体の状況は表 6のとおりである。 
 
表 7.6 1946年以後の小説における授受表現 
 
 
 
 1946 年以降の小説における授受表現の状況は、「てくれる」が 279 例で授受表現全体の
51.86%と出現率が一番高い。その次に出現率が高いのは、「てもらう」が 76 例で、授受表
現全体の 14.13%を占めている。三番目に出現率が高いのは、「てくださる」であり、58 例
と授受表現全体の 10.78%を占めている。四番目に出現率が高いのは、「てあげる」であり、
35例と授受表現全体の 6.51%を占めている。五番目に出現率が高いのは「てやる」であり、
26例と授受表現全体の 4.83%を占めている。 
 また、本動詞と補助動詞を比較すると、「さしあげる」と「てさしあげる」の 0例を除く
と、すべて補助動詞がその本動詞の出現率を上回っている。 
 
7.3.2 時代別小説における「ヤル」系授受表現の結果 
 
 本稿では、「やる、てやる、あげる、てあげる、さしあげる、てさしあげる」の総称とし
て「ヤル系授受表現」とする。表 7 は、時代別の小説におけるヤル系授受表現の用例の数
と出現率をまとめたものである。 
作品名 やる てやる あげる てあげる さしあげる てさしあげる くれる てくれる くださる てくださる もらう てもらう いただく ていただく 合計
旅人の木 0 0 0 5 0 0 0 9 2 2 0 5 0 1 24
セカンドバージン 0 9 1 13 0 0 0 31 1 40 0 12 2 15 124
別れの十二か月 0 3 1 1 0 0 2 13 0 3 0 2 0 1 26
五体不満足 0 2 1 5 0 0 0 15 1 10 0 7 0 2 43
旅人の木 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 5
セカンドバージン 1 5 0 0 0 0 0 15 0 0 0 7 0 0 28
別れの十二か月 0 1 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 4
五体不満足 0 2 0 2 0 0 0 14 0 0 0 9 0 1 28
旅人の木 1 0 0 0 0 0 1 13 0 0 0 3 0 0 18
セカンドバージン 1 1 1 0 0 0 3 29 0 0 4 7 0 0 46
別れの十二か月 0 2 0 0 0 0 0 11 0 0 5 4 0 0 22
五体不満足 0 1 2 9 0 0 2 122 0 2 12 20 0 0 170
3(0.56%) 26(4.83%) 6(1.12%) 35(6.51%) 0(0%) 0(0%) 8(1.49%) 279(51.86%) 4(0.74%) 58(10.78%) 21(3.9%) 76(14.13%) 2(0.37%) 20(3.72%) 538(100%)
会話文
心話文
地の文
合計
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表 7.7 時代別小説におけるヤル系授受表現 
 
授受表現 
 
 
時代区分 
やる てやる あげる てあげる 
さしあげ
る 
てさしあ
げる 
合計 
明治 20年
～大正 11
年 
13
（4.55％） 
89 
（31.12%） 
8 
（2.80％） 
10
（3.50％） 
3 
（1.05％） 
0 
（0%） 
123 
(43.02%) 
大正 12年
～昭和 20
年 
9 
(2.18%) 
121 
(29.37%) 
1 
(0.24%) 
34 
(8.25%) 
1 
(0.24%) 
0 
(0%) 
166 
(40.28%) 
昭和 21年  
以降 
3 
(0.56%) 
26 
(4.83%) 
6 
(1.12%) 
35 
(6.51%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
70 
(13.02%) 
 
 本稿の時代別小説におけるヤル系授受表現の全体的出現率をみると、「てあげる」だけは
時間の推移によって小幅ではあるが増えたぐらいで（てさしあげるは 3 つの時代とも 0 例
である）、その他の授受表現はすべて出現率が低くなる傾向にある。これは、明治 20 年か
ら大正 11 年までの小説におけるヤル系授受表現の出現率は 43.02%だったものが、昭和 21
年以降の小説では、ヤル系授受表現の出現率が 13.03%になった結果からも見受けられるこ
とである。 
 その中で出現率の減少が一番顕著なのは「てやる」である。明治 20 年から大正 11 年ま
での出現率は 31.12%だったものが、昭和 21 年以降は 4.83%となり、その出現率は 26%ほど
減少している。 
 このような結果は、時間の流れによって、ヤル系授受表現の使用は少なくなっているこ
とを説明している。 
 
7.3.2.1 時代別小説における「やる」について 
 
 由井（1996）では、動詞ヤルが表す授受とは、具体物と所有権が行為者から他者に遠心
方向に移動するということで、〈具体物・所有権の移動〉〈行為者が起点〉〈他者が着点〉〈遠
心方向〉という意味成分を抽出している。 
 本稿では、由井（1996）と本稿の小説の中の「やる」の用例に関する分析を通じて、「や
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る」の用例を移動するものが「具体的な物」であるか「抽象的なもの」或いは「人間」で
あるかによって、小説の「やる」の用例について分類を行うことにした。 
 
表 7.8 時代別小説における「やる」の分類 
 
     意味分類 
 時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 人間の移動 
明治 20年～大正 11年 13 0 0 
大正 12年～昭和 20年 2 6 1 
昭和 21 年  以降 3 0 0 
 
 明治 20 年から大正 11 年までの小説の中の「やる」の用例はすべて具体的な物の移動を
表す授受表現であった。次の（105）、（106）はその具体例である。 
 
(105) 宿屋へ五円やったから財布の中には九円なにがししかない。（夏目漱石『坊ち      
ゃん』） 
(106) 手紙はやはり、馴染みの女のところへやったのである。（芥川龍之介『ひょっ  
とこ』） 
 
特に、例（1）のように、具体的な物が「お金」である場合の用例が 13例中 10例もあっ
た。このような結果は、明治 20 年から大正 11 年までの小説では、「お金を支払う」と意
味で「やる」が使われた可能性が高い。 
 大正 12 年から昭和 20 年までの小説における「やる」の用例は、全部で 9 例あった。そ
のうち具体的な物の移動を表す用例が 2 例で、抽象的な物の移動を表す用例が 6 例、人間
の移動を表す用例が 1 例であった。次の（107）、（108）、（109）は、それぞれ大正 12 年か
ら昭和 20年までの小説における具体的な物の移動を表す用例、抽象的なものの移動を表す
用例、人間の移動を表す用例である。 
 
(107) 種を蒔いたり、水をやったりしましたけれど、（谷崎潤一郎『痴人の愛』より） 
(108) 裏の雑木林の方へ目をやって見ると、（堀辰雄『風立ちぬ』より） 
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(109) お前をすこし先にやりながら、（堀辰雄『風立ちぬ』より） 
  
明治 20 年から大正 11 年までの小説では、「やる」は具体的な物の移動にしか使われて
いなかったものが、大正 12 年から昭和 20 年までの小説ではその意味用法の種類が増えて
いる。 
 昭和 21年以降の小説における「やる」の用例は 3例しかなかった。次の（110）、（111）
はその具体例である。 
 
(110) 踊るヤスダの姿は″天国の楽園″で植物達に水をやる男とは別人のようだっ   
た。（辻仁成『旅人の木』） 
(111) 猫に餌をやったり、トイレの始末をするくらいなら私にもできる。（大石静『セ 
カンドバージン』） 
 
 昭和 21 年以降の小説における「やる」の用例は、3 例とも具体的な物の移動を表してい
る時に使われている。その上、その 3 例はすべて具体的な物を受け取る相手が「動物・植
物」の場合であった。 
 上記の 3 つの時代の用例の分析から、「やる」は昭和 20 年までは、その意味用法が多様
であったが、現在に至っては主に具体的な物が「動植・植物」に移動する場合に使われて
いることが判明した。このようなことが、前節で述べたようにヤル系授受表現の減少の一
因であると考えられる。 
 
7.3.2.2 時代別小説における「てやる」について 
 
 授受表現の「てやる」はその本来の意味は、恩恵行為が話者から聞き手側に移動するこ
とである。しかし、由井（1996）でもその本来の恩恵的な意味から逸脱した、非恩恵的な
用法も存在する。本稿の用例の中でもその非恩恵行為を表す用例が存在した。このような
ことから、本稿では、「てやる」の用例を「恩恵行為」を表すものと、「非恩恵行為」を表
すものに分類し分析を行うことにした。表の( )の数字は同じ時代の「てやる」用例の中
で占める割合を表す。前節での出現率と区別するため、割合と呼ぶことにする。 
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表 7.9 時代別小説における「てやる」用例の分類 
 
     意味分類 
時代区分 
恩恵行為 非恩恵行為 
明治 20 年～大正 11 年 51（57.30%） 38（42.70%） 
大正 12 年～昭和 20 年 100（82.64%） 21（17.36%） 
昭和 21 年  以降 20（76.92%） 6（23.08%） 
 
次の（8）、（9）は明治 20年から大正 11年までの小説における「てやる」の「恩恵行為」
を表す用例と「非恩恵行為」を表す用例である。 
 
(112) 大学病院に入院したので、先生もついでながら、一二度見舞いに行ってやった  
ことがある。（芥川龍之介『手巾』） 
(113) 痛かったから勘太郎を垣根へ押しつけておいて、あしがらをかけて向こうへ倒 
してやった。（夏目漱石『坊ちゃん』） 
 
 次の（10）、（11）は大正 12 年から昭和 20 年までの小説における「てやる」の「恩恵的
行為」を表す用例と「非恩恵的行為」を表す用例である。 
 
(114) ついでに君の体も診ておいてやるんだったな。（堀辰雄『風立ちぬ』） 
(115) （お金に困っていることを故郷の母に）田舎に云ってやればいいのに、（谷崎     
潤一郎『痴人の愛』） 
  
 次の（114）、（115）は昭和 21年以降の小説における「てやる」の「恩恵行為」を表す
用例と「非恩恵行為」を表す用例である。 
 
(116) 鈴木行はもう誰も味方がいないんだから、るいちゃんが愛してやんなきゃさ」 
（大石静『セカンドバージン』より） 
(117) 大事にしているものを失う哀しみを、あの女にも与えてやろう。（大石静『セ  
カンドバージン』より） 
 
 上記の時代別の「てやる」の用例についての分析と表 9を合わせてみると、明治 20年か
ら大正 11年までの小説では、「てやる」の「恩恵行為」を表すものと「非恩恵行為」を表
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すものの差は 14.6%であったが、昭和 21 年以降の小説では「恩恵行為」を表すものと「非
恩恵行為」を表すものの差は 53.84%に至っている。このような結果は、「てやる」は現在
では主に「恩恵行為」を表す役割を果たしていると考えられる。 
 また、時代別の「てやる」の出現率は「恩恵行為」にしても「非恩恵行為」にしても全
体的に減少傾向にあることが判明した。 
 
7.3.2.3 時代別小説における「あげる」について 
 
 本稿では、「あげる」においても「やる」同様に移動するものが「具体的な物」か「抽象
的な物」であるかによって分類を行った。本稿の用例では、人の移動を表す用例が存在し
なかったことから、「人間の移動」という分類項目は設けないことにする。次の表 10 は時
代別小説における「あげる」の分類とその用例の分布を表している。 
 
表 7.10 時代別小説における「あげる」用例の分類 
 
   意味分類 
時代分類 
具体的な物 抽象的な物 
明治 20 年～大正 11 年 8 0 
大正 12 年～昭和 20 年 1 0 
昭和 21 年  以降 5 1 
 
 次の(118)は明治 20年から大正 11年までの小説における「具体的な物の移動」を表す「あ
げる」の用例である。 
 
(118) せっかくあげるのに自分で書かなくちゃ、坊ちゃんにはすまないと思って。（夏  
目漱石『坊ちゃん』） 
 
 次の(119)は大正 12 年から昭和 20 年までの小説における「具体的な物の移動」を表
す「あげる」の用例である。 
 
(119) 僕の月給をみんなお前にあげてもいいが。（谷崎潤一郎『痴人の愛』） 
 
 次の（120）、（121）は、それぞれ昭和 21年以降の小説における「具体的な物の移動」を
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表す「あげる」と「抽象的な物の移動」を表す「あげる」の用例である。 
 
(120) その日の給食で出たゼリーのボクの分を、彼にあげてしまった。（乙武洋匡『五 
体不満足』より） 
(121) だからあれから、もう一年も猶予をあげたじゃない。(梅田みか『別れの十二 
か月』より) 
 
 上記の「あげる」の用例に関する分析と表 10 を合わせてみると、昭和 20 年までは「あ
げる」は主に「具体的な物の移動」の場合に用いられる。昭和 21年以降も同じく「具体的
な物の移動」の場合に用いられるが、新しく「抽象的な物の移動」の場合にも用いられる
ようになっていた。 
 
7.3.2.4 時代別小説における「てあげる」について 
 
 本稿では、「てやる」同様に「てあげる」の用例を「恩恵行為」を表すものと「非恩恵行
為」を表すものに分けて分析を行うことにする。 
 
表 7.11  時代別小説における「てあげる」用例の分類 
 
       意味分類 
時代分類 
恩恵行為 非恩恵行為 
明治 20 年～大正 11 年 10 0 
大正 12 年～昭和 20 年 34 0 
昭和 21 年  以降 33 2 
 
 次の(122)は明治 20年から大正 11年までの小説における「恩恵行為」を表す「てあげる」
の用例である。 
 
(122) 清はさっそく竹の棒を捜してきて、取ってあげますと言った。(夏目漱石『坊 
ちゃん』より) 
  
次の(123)は大正 12年から昭和 20年までの小説における「恩恵行為」を表す「てあげる」
の用例である。 
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  (123) もう直ぐピアノも買って上げるから。（谷崎潤一郎『痴人の愛』） 
   
 次の（124）、（125）はそれぞれ昭和 21年以降の小説における「恩恵行為」を表す用例
と「非恩恵行為」を表す用例である。 
 
（124） ママが追い払ってあげるから、マリちゃんはここにいなさい。（大石静『セ 
カンドバージン』） 
（125） だから私もふたりに罰を与えてあげたのよ。（大石静『セカンドバージン』） 
 
 昭和 20 年まで、「てあげる」は主に「恩恵行為」を表す場合に用いられていた。昭和 21
年以降も「てあげる」は主に「恩恵行為」の場合に用いられているが、一方で新しく「非
恩恵行為」にも用いられるようになってきていることが分かった。 
 
7.3.2.5 時代別小説における「さしあげる」について 
 
 本稿の小説において、「さしあげる」の用例は、明治 20 年から大正 11 年までの小説に 3
例あって、大正 12 年から昭和 20 年までの小説に１例あって、昭和２１年以降の小説には
「さしあげる」の用例がなかった。この４例の「さしあげる」はすべて具体的な物の移動
を表す際に用いられていた。 
 また、「さしあげる」の用例４例中３例が会話文で用いられていて、１例だけが地の文で
用いられていた。 
 
表 7.12 会話文と地の文における「さしあげる」用例 
 
       文の種類 
時代区分 
会話文 地の文 
明治 20 年～大正 11 年 2 1 
大正 12 年～昭和 20 年 1 0 
昭和 21 年  以降 0 0 
合計 3 1 
 
 次の（126）は会話文における「さしあげる」の用例である。 
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（126） では、私も奮発して、何でもあなたの仰有るものを、差し上げましょう。（芥
川龍之介『煙草と悪魔』） 
 
 次の（127）は地の文における「さしあげる」の用例である。 
 
（127） うらなり君がおれの前へ来て、一つ頂戴いたしましょうと袴のひだを正して
申し込まれたから、おれも窮屈にズボンのままかしこまって、一盃差し上
げた。（夏目漱石『坊ちゃん』） 
 
 「さしあげる」は「やる」や「あげる」の敬語であることから、聞き手との直接的会話
において用いられる傾向がある。しかし、（23）のように地の文において用いられることに
より、「うらなり君」の平素の丁寧でまじめな人柄であることを際立たせる役割を果たすと
ともに、その場面において、登場する人物の間の丁寧な遣り取りを詠み手に感じさせる役
割を果たしている。 
 また、「さしあげる」の用例は全体的少なく、昭和 21 年以降にはあまり用いられていな
いことが分かった。 
 本稿で用いた小説においては「てさしあげる」の用例はなかった。このような結果は、
どの時代においても、「てさしあげる」限定的な場面にしか用いられていなく、普段はあま
り使用しない授受表現であると考えられる。 
 
7.4 まとめ 
 
 １）ヤル系授受表現の全体の状況からみると、時代の流れによってその出現率は減少す
る傾向にある。 
   特に、「てやる」の出現率は明治 20 年から大正 11 年までの小説と昭和 21 年以降の
小説を比べると著しく減少していることがわかった。このような出現率の減少に伴
い、「てやる」意味用法にも変化をもたらし、今では、目下や動植物に具体的な物を
与える際にしか用いられなくなっていることが判明した。 
２）「やる」の用例内部をみると、「やる」は主に「具体的な物の移動」を表す時に用い
られていたが、大正 12年から昭和 20年の間には、「具体的な物の移動」を表す用例
を上回って「抽象的なものの移動」を表す時にもっとも多く用いられていたが、昭
和 21年以降は、再び「具体的な物の移動」を表す際にしか用いられなくなっている。
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「人間の移動」を表す「やる」の用例は真ん中の大正 12 年から昭和 20 年までの小 
説にしか現れていなく、その割合も比較的低い。 
「てやる」の用例内部をみると、「恩恵的行為」を表す用例の割合は時間の流れによ
って増加しているが、「非恩恵的行為」を表す用例の割合は時間の流れによって減少
している。 
３）「あげる」の用例内部をみると、昭和 20 年までは「あげる」は主に「具体的な物の
移動」を表す際にしか用いられていなかったが、昭和 21年以降は用例数は少なかっ
たが「抽象的なものの移動」を表す場合でも用いられるようになっていた。 
「てあげる」の用例内部をみると、昭和 20年までは主に「恩恵的行為」を表す際に
用いられていたが、昭和 21年以降に「非恩恵的行為」を表す際にも用いられるよう
になっていた。 
４）「さしあげる」の用例内部をみると、主に「具体的な物の移動」を表す際に用いられ
ており、敬語という性質から主に会話文で用いられている。 
   「てさしあげる」は 3つの時代ともその用例がなかった。 
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第 8 章 日本語の「クレル」系表現に関する通時的研究 
―時代別小説における「クレル」系用例に関する考察を中心に― 
 
8.0 はじめに 
 
 日本語の「くれる」系の授受表現は 7章の表 7.4、表 7.5表 7.6から分かるように、日本
語の授受表現の中での出現率が高く、どの時代の小説でも多く現れている。このようなこ
とは日本語の「クレル」系授受表現は日本語の中で重要な役割を果たすに違いない。本研
究では、「クレル」系表現に焦点を当て、時間の流れによってどのような変化が生じたのか
を明らかにしたい。 
 先行研究と研究方法は第 7章と同じであるため、7.1と 7.2の内容をそのまま利用するこ
とにする。 
 
8.1 時代別小説におけるクレル系授受表現について 
 
 本稿では、「くれる、てくれる、くださる、てくださる」の総称として「クレル系授受表
現」とする。次の表 13は、小説における各クレル系授受表現の数とその出現率を時代別に
まとめたものである。 
 
表 8.1 時代別小説におけるクレル系授受表現 
 
  授受表現 
時代区分 
くれる てくれる くださる てくださる 合計 
明治20年～大
正 11 年 
9 
(3.15%） 
79 
(27.62%) 
0 
(0%) 
15 
(5.24%) 
103 
(36.01%) 
大正12年～昭
和 20 年 
3 
(0.73%) 
154 
(37.38%) 
0 
(0%) 
32 
(7.77%) 
189 
(45.88%) 
昭和21年以降 
8 
(1.49%) 
279 
(51.86%) 
4 
(0.74%) 
58 
(10.78%) 
349 
(64.87%) 
 
 クレル系授受表現の全体の状況からみると、明治 20 年から大正 11 年までの小説におい
ては、クレル系授受表現が全体の授受表現の 36.01%を占めていたが、昭和 21年以降の小説
においては、クレル系授受表現が全体の授受表現の 64.87%を占めている。このような結果
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は、クレル系授受表現は時間の流れによって増加していて、現在では授受表現全体の 6 割
以上を占めていることから、クレル系授受表現は大変重要な役割を果たしていると考えら
れる。 
 そのうち、「てくれる」の出現率の増加が一番著しい。「てくれる」の出現率は時間の流
れによって増加しており、昭和 21 年以降では全体の授受表現の 51.86%を占めている。「て
くれる」の出現率の増加はクレル系授受表現増加に 1番寄与していると考えられる。 
 クレル系授受表現のうち、「てくださる」の出現率も増加の幅は緩やかではあるが、時間
の流れによって増加する傾向にある。 
 「くださる」の用例は昭和 20年まではなかったが、昭和 21年以降の小説では 4例あ 
った。しかし、その出現率でみると、授受表現全体の 0.74%しか占めていないことから、「く
ださる」はどの時代でもその出現率は低いことが分かった。 
 クレル系授受表現において減少傾向にあるのは、「くれる」だけである。明治 20 年から
大正 11年までの小説においてその出現率は 3.15%であったが、昭和 21年以降の小説におい
てはその出現率が 1.49%になっている。「くれる」は近代でも全体の授受表現に占める割合
が少なかったが、現在でもその出現率は減少する一方である。 
 
8.1.1 時代別小説における「くれる」について 
 
 由井（1996）では、本動詞「くれる」について「具体物或は所有権が他者・行為者から
自分（側）に移動する意味である」と述べている。これが「くれる」の本来的意味であり、
このような方向を求心方向とする。また、由井（1990）では、「くれる」には上記の遠心方
向だけではなく、本来話し手、つまり自分側に向かうべき方向が聞き手側に向かう用法も
あると述べている。このような方向を遠心方向と言う。 
 本稿では、由井（1990）と（1996）の結果と、本稿の用例についての分析の結果を踏ま
え、次のように分類を行うことにした。 
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表 8.2 時代別小説における「くれる」用例の分類 
 
    意味分類 
 
時代区分 
 
遠心方向 
求心方向 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 
明治 20年～大正 11年 3 5 1 
大正 12年～昭和 20年 0 2 0 
昭和 21 年  以降 0 6 2 
  
まず、「くれる」の遠心方向の用例は明治 20年から大正 11年までの小説に 3例だけあった。
次の（128）はその具体例である。 
 
  （128） 銀の煙管をくれてやるのに、未練のあるべきはずはない。（芥川龍之介『煙 
管』） 
 
由井（1990）では、本動詞「くれる」の遠心方向の用例は必ず「くれてやる」という形
式でしか現れないと述べていたが、本稿の用例の 3 例もすべて「くれてやる」という形式
で現れている。 
求心方向の「くれる」は、その移動するものが具体的な物であるか抽象的なものである
かによって分類する。 
 次の（129）、（130）はそれぞれ明治 20 年から大正 11 年までの小説における求心方向の
「くれる」の具体的な物の移動を表す用例と抽象的な物の移動を表す用例である。 
 
  （129） 清がものをくれる時には必ずおやじも兄もいない時に限る。（夏目漱石『坊
ちゃん』） 
  （130） 急に，いわれもなく、性の知れない不安を呉れること。（夏目漱石『坊ちゃ
ん』） 
 
 次の（131）は大正 12年から昭和 20年までの小説における「くれる」の求心方向の具体
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的な物の移動表すものである。 
 
  （131） 別れるときにその花束をいつも私にくれるのでした。（谷崎潤一郎『痴人の
愛』） 
 
 次の（132）、（133）はそれぞれ昭和 21年以降の小説における「くれる」の求心方向で
具体的な物の移動を表す用例と求心方向で抽象的な物の移動を表す用例である。 
 
  （132） 母方の北海道の伯母が、二人におこづかいをくれることになった。（辻仁成
『旅人の木』より） 
  （133） その後のボクの恋愛に大きな勇気をくれたのは紛れもなく彼女だ。（乙武洋
匡『五体不満足』） 
 
 上記の例文から分かるように、どの時代でも「くれる」は主に、求心方向で具体的な物
の移動を表す際に用いられることが分かった。「くれる」の遠心方向の用例は、明治 20年
から大正 11年までの小説ではその用例があったが、それ以降はなかった。このような結果
から、「くれる」の遠心方向の意味用法は普段あまり目にしない用法であると考えられる。 
 
8.1.2 時代別小説における「てくれる」について 
 
 「てくれる」は恩恵の行為が行為者から自分側に移動することを表す補助動詞である。
しかし、「てくれる」の意味には「恩恵行為」の移動を表すものだけではなく、「非恩恵行
為」を表すものも存在する。この非恩恵行為の移動については由井(1996)でも言及してい
る。 
 本稿では、先行研究と本稿の小説の用例について分析を行った結果を踏まえ、「てくれる」
を「恩恵行為」を表すもの、「非恩恵行為」を表すもの、「依頼・命令」を表すものなどで
分類を行う。「依頼・命令」を表すものにはその形の違いが存在することから、その形によ
ってさらに分類を行った。表の( )の中の数字は同じ時代の「てくれる」用例の中で占め
る割合を表す。本節でも、割合と呼ぶことにする。 
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表 8.3 時代別小説における「てくれる」用例の分類 
 
 意味分類 
 
 
時代区分 
恩恵行為 非恩恵行為 
依頼・命令 
てくれ ておくれ 
てくれたま
え 
てくれろ 
明治 20 年
～大正 11
年 
42 
(53.16%) 
2 
(2.53%) 
25 
(31.66%) 
3 
(3.78%) 
7 
(8.86%) 
0 
(0%) 
大正 12 年
～昭和 20
年 
121 
(78.57%) 
0 
(0%) 
16 
(10.39%) 
12 
(7.79%) 
0 
(0%) 
5 
(3.25%) 
昭和 21 年  
以降 
256 
(91.76%) 
2 
(0.72%) 
21 
(7.53%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
 
 まず、明治 20年から大正 11年までの小説の「てくれる」用例の分類状況をみよう。 
 明治 20 年から大正 11 年までの小説における「恩恵行為」を表す「てくれる」の用例は
全体の 53.16%を占めている。次の(134)はその具体例である。 
 
  (134)  こんなにいろいろ世話をしてくれるところを見ると、わるい男でもなさそう
だ。(夏目漱石『坊ちゃん』) 
 明治 20 年から大正 11 年までの小説における「非恩恵行為」を表す「てくれる」の用例
は「てくれる」用例全体の 2.53%しか占めていない。次の(135)はその具体例である。 
 
(135)  君がもしここで乱暴を働いてくれると、僕は非常に迷惑する。(夏目漱石『坊 
ちゃん』) 
 
 明治 20 年から大正 11 年までの小説において依頼・命令を表す「てくれ」の用例は同じ
時代の「てくれる」用例全体の 31.66%を占めている。次の(136)はその具体例である。 
 
  (136)  校長さんがちょっと来てくれと古賀さんにお言いよるけれ、(夏目漱石『坊ち
ゃん』） 
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 明治 20 年から大正 11 年までの小説において依頼・命令を表す「ておくれ」の用例は同
じ時代の「てくれる」用例全体の 3.78%を占めている。次の(137)はその具体例である。 
 
  (137)  どうぞ毎月いただくものを、今少しふやしておくれんかてて、あなた(夏目漱
石『坊ちゃん』) 
  
 明治 20 年から大正 11 年までの小説において依頼・命令を表す「てくれたまえ」の用例
は同じ時代の「てくれる」用例全体の 8.86%を占めている。次の(138)はその具体例である。 
 
  (138)  ここが我慢だと思って、しんぼうしてくれたまえ。(夏目漱石『坊ちゃん』） 
 
上記の命令・依頼を表す 3 つの形の「てくれる」用例は「てくれる」用例全体の 44.3%
を占めている。このような結果から、明治 20 年から大正 11 年までの小説において「てく
れる」の用例は恩恵行為を表すもの 53.16%で一番多く、「依頼・命令」を表す３つの形の用
例を全体の 44.3%を占めていて、非恩恵行為を表すものが 2.53%と一番少ない。また。この
時代の「依頼・命令」を表す「てくれる」には３つのパターンが存在する。 
  
大正 12年から昭和 20年までの小説における「てくれる」の用例のうち、「恩恵行為」を
表すものが 78.57%を占めている。次の(139)はその具体例である。 
 
  (139)  節子の容態をかなり細かに私に説明してくれた。(夏目漱石『坊ちゃん』） 
 
 大正 12 年から昭和 20 年までの小説における「てくれる」の用例のうち、「非恩恵行為」
を表す用例はなかった。 
 大正 12 年から昭和 20 年までの小説における「てくれる」の用例のうち、依頼・命令を
表す「てくれ」の用例は同じ時代の「てくれる」用例全体の 10.39%を占めていて、同じく
依頼・命令を表す「ておくれ」は 7.79%を占めており、もう一つの依頼・命令を表す「てく
れろ」は 3.25%を占めている。この３つの依頼・命令を表す用例は「てくれる」用例全体の
21.43%を占めている。次の(140)、(141)、(142)は、それぞれ大正 12年から昭和 20年まで
の小説における「てくれ」、「ておくれ」、「てくれろ」の具体例である。 
 
  (140)  いつかのように己の背中へ乗っかってくれ、(谷崎潤一郎『痴人の愛』) 
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  (141)  けれども私に助力はしておくれ、（堀辰雄『風立ちぬ』より） 
  (142)  一遍お前の身内の人に会わしてくれろう。(谷崎潤一郎『痴人の愛』より) 
 
 昭和 21年以降の小説において、「恩恵行為」を表す「てくれる」の用例は 91.76%も占め
ている。次の(143)はその具体例である。 
 
  (143)  この先生は、日頃からボクを気に留めてくれていて、(乙武洋匡『五体不満足』） 
 
 昭和 21 年以降の小説において、「非恩恵行為」を表す「てくれる」の用例は 0.72%しか
占めていない。次の(144)はその具体例である。 
 
(144) しかも、その痛みを与えてくれたのは兄であり、(辻仁成『旅人の木』) 
 
 昭和 21年以降の小説において、依頼・命令を表すのは「てくれ」一種類しかない。この
依頼・命令を表す「てくれ」の用例は同じ時代の「てくれる」用例全体の 7.53%を占めてい
る。次の(145)はその具体例である。 
 
  (145)  これ以上、何も言わずに見過ごしてくれ。(大石静『セカンドバージン』） 
 
上記の分析から分かるように、「てくれる」の用例の中で、「恩恵行為」を表す「てくれ
る」の用例が占める割合は増加する傾向にある。「非恩恵行為」を表す用例はどの時代でも
その割合は少なかった。「てくれる」の用例のうち、依頼・命令を表す用例が占める割合も
時間の流れによって減少する傾向にある。依頼・命令を表す形もだんだん減少していて、
昭和 21年以降の小説おいては「てくれ」しか残っていない。 
 
8.1.3 時代別小説における「くださる」について 
 
 「くださる」は「くれる」の尊敬語である。本稿では、昭和 21年以降の小説に「くださ
る」の用例が 4 例あって、その他の時代の小説では用例がなかった。その 4 例はすべて依
頼・命令を表す「ください」の形で用いられている。次の(146)はその具体例である。 
 
  (146)  「サインを下さい」と手帳を広げ始めた。(乙武洋匡『五体不満足』より） 
 
109 
 
 上記の結果から「くださる」は 21 年以前はあまり使われていなく、昭和 21 年以降もそ
の使用は少ないことが分かった。また、「くださる」は主に依頼・命令を表す「ください」
の形で用いられることが判明した。 
 
8.1.4 時代別小説における「てくださる」について 
 
 「てくださる」は「てくれる」の尊敬表現である。本稿の「てくださる」の用例を分析
すると、主に以下の表 16で示した 4つの形式で現れている。表の( )の中の数字は同じ時
代の「てくださる」用例の中で占める割合を表す。本節でも、割合と呼ぶことにする。 
 
表 8.4 時代別小説における「てくださる」用例の分類 
 
      授受表現 
時代区分 
てください てくださる お～ください お～くださる 
明治 20 年～大正 11 年 
10 
(66.67%) 
3 
(20%) 
1 
(6.67%) 
1 
(6.67%) 
大正 12 年～昭和 20 年 
15 
(46.88%) 
14 
(43.75%) 
2 
(6.25%) 
1 
(3.13%) 
昭和 21 年  以降 
44 
(75.86%) 
7 
(12.17%) 
5 
(8.62%) 
2 
(3.45%) 
 
 明治 20 年から大正 11 年までの小説において、依頼・命令を表す「てください」の用例
が一番多く、「てくださる」用例全体の 66.67%を占めている。「てくださる」の用例は全体
の 20%を占めている。また、「お～ください」の形式で現れた用例は「てくださる」用例全
体の 6.67%を占めている。それから「お～くださる」の形で現れた用例は「てくださる」用
例全体の 6.67%を占めている。次の(147)、(148)、(149)、(150)は明治 20年から大正 11年
までの小説における「てください」、「てくださる」、「お～ください」、「お～くださる」の
具体例である。 
 
  (147)  うちでもう一ぺん考え直してみてください。(夏目漱石『坊ちゃん』) 
  (148)  あら坊ちゃん、よくまあ、早く帰って来てくださったと涙をぽたぽたと落と
した。(夏目漱石『坊ちゃん』) 
  (149)  善後策について腹蔵のないことを参考のためにお述べください。(夏目漱石
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『坊ちゃん』) 
  (150)  諸先生がたが小生のためにこの盛大なる送別会をお開きくださったのは、ま
ことに感銘のいたりにたえぬしだいで、(夏目漱石『坊ちゃん』) 
  
 大正 12年から昭和 20年までの小説において、依頼・命令を表す「てください」の用例 
が一番多く、「てくださる」用例全体の 46.88%を占めている。「てくださる」の用例は２ 
番目に多く、「てくださる」用例全体の 43.75%を占めている。大正 12年から昭和 20年ま 
での小説においては、「てください」と「てくださる」の割合はそれほど差がない。「お 
～ください」の割合は 6.25%であり、「お～くださる」の割合は 3.13%である。次の 
(151)、(152)、(153)、(154)は、それぞれ大正 12年から昭和 20年までの小説における「て
ください」、「てくださる」「お～ください」、「お～くださる」の用例である。 
 
  (151)  どうか笑わないで聞いてください。（谷崎潤一郎『痴人の愛』） 
  (152)  お父様がなかなか私を離して下さらないわ。（堀辰雄『風立ちぬ』） 
  (153)  あなたの別荘のお庭をぶらつくことをお許し下さい。(堀辰雄『美しい村』) 
  (154)  ようこそお越し下さいました。（谷崎潤一郎『痴人の愛』） 
 
 昭和 21 年以降の小説において、「てください」の用例が一番多く、全体の 75.86%を占め
ている。その次の多いのが「てくださる」で、全体の 12.17%を占めており、「お～くださ
い」は全体の 8.62%、「お～くださる」は全体の 3.45%をしめている。次の(155)、(156)、
(157)、(158)はそれぞれ「てください」、「てくださる」、「お～ください」、「お～く
ださる」の具体例である。 
 
  (155)  こんな電話を掛けてしまったことゆるしてください。（辻仁成『旅人の木』
より） 
  (156)  しゃべって下されば、ライターが文章を起こします。（大石静『セカンドバ
ージン』より） 
  (157)  あとは私どもで面倒を見ますから、どうぞお引き取りください。（乙武洋匡
『五体不満足』より） 
  (158)  あちらでも小説お書き下さいますよね。（大石静『セカンドバージン』より） 
 
 「てくださる」はどの時代でも、主に「てください」という形で依頼・命令を表す際に
用いられることが判明した。「お～ください」の用例も合わせればどの時代でも半分以上
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が依頼・命令の意味を表す際に用いられていることが分かった。「てくださる」と「お～
くださる」は、結果的に減少傾向であることが分かった。 
 
8.2 まとめ 
 
 第 8章の結果は以下のとおりである。 
１）クレル系授受表現について、まず出現率の観点からみると、「てくれる」、「くださる」、
「てくださる」は結果的に増加する傾向にある。一方で、「くれる」の出現率は減少し
ていることが分かった。 
２）「くれる」用例の内部をみると、「くれる」の遠心方向の意味は明治 20 年から大正 11
年までの小説では少数ではあるがその用例はあった。しかし、それ以降の年代の小説
ではその用法は見当たらなかった。求心方向の「くれる」の意味は主に具体的な物の
移動を表す際に用いられるが、少数ではあるが抽象的なものの移動を表す場合にも用
いられることが分かった。その用法は時代の流れによる変化は少なかった。 
「てくれる」用例の内部をみると、「恩恵行為」を表す「てくれる」の用例の割合は増
加する傾向にある。「非恩恵行為」を表す用例はどの時代でもその割合は少なかった。
「てくれる」の用例のうち、依頼・命令を表す用例の割合も時間の流れによって減少
する傾向にある。依頼・命令を表す形もだんだん減少していて、昭和 21年以降の小説
においては「てくれ」しか残っていない。 
 ３）「くださる」はどの時代でも、その出現率は低く、昭和 21 年以降の小説にあった用
例はすべて会話文で、依頼・命令を表す「ください」の形で用いられることが分か
った。 
   「てくださる」は時代の流れによってその出現率は増加している。そのうち、どの
時代も依頼・命令の意味の「てください」、「お～ください」で用いられた用例が半
数以上を占めていて、昭和 21年以降では、84.48%が依頼・命令の意味を表す用法で
あった。また、「てくれる」の用例の分析から分かるように、「てくれる」の依頼・
命令を表す用例は昭和 21年以降は「てくれ」の一つの種類に絞られ、その割合は減
少しているが、その代わりに「てくれる」の用例における「てください」と「お～
ください」の割合は増える傾向にある。 
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第 9 章 日本語の「モラウ」系表現に関する通時的研究 
―時代別小説における「モラウ」系用例に関する考察を中心に― 
 
9.0 はじめに 
 
 日本語において、「モラウ」系表現の出現率は「クレル」系に次いで 2番目に多い表現と
なっていて、大変重要な役割を果たす表現であると考えられる。 
また、近年、「～（さ）せてもらう」や「～（さ）せていただく」などの表現が多く用い
られていることも多数の先行研究で言われている。このような現象は「モラウ」系表現の
変化の一種であると思われる。本研究では、日本語の「モラウ」系表現に焦点を当て、時
間の流れによってどのような変化が生じたのかを明らかにしたい。 
 先行研究と研究方法は第 7章と同じであるため、7.1と 7.2の内容をそのまま利用するこ
とにする。 
 
9.1 時代別小説におけるモラウ系授受表現について 
 
 本稿では、「もらう、てもらう、いただく、ていただく」を総称して「モラウ系授受表現」
とする。以下の表 17は、モラウ系授受表現の出現率を時代別にまとめたものである。 
 
表 9.1 時代別小説におけるモラウ系授受表現 
 
  授受表現 
時代区分 
もらう てもらう いただく ていただく 合計 
明治20年～大
正 11 年 
27(9.44%) 19(6.64%) 7（2.45%） 7（2.45%） 60(20.98%) 
大正12年～昭
和 20 年 
14(3.40%) 36(8.74%) 0(0%) 7(1.70%) 57(13.84%) 
昭和21年以降 21(3.9%) 76(14.13%) 2(0.37%) 20(3.72%) 119(22.12%) 
 
 モラウ系授受表現は全体として、小幅ではあるが、増加も傾向である。そのうち「もら
う」と「いただく」の本動詞は減少傾向にあるが、「てもらう」と「ていただく」は増加傾
向にある。また、明治 20 年から大正 11 年までの小説では「もらう」の出現率が「てもら
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う」の出現率を上回っていたが、昭和 21 年以降の小説では、「てもらう」の出現率が「も
らう」の出現率を上回っていた。「いただく」と「ていただく」も明治 20年から大正 11年
までは出現率が変らなかったが、昭和 21年以降の小説では、僅かながら「ていただく」の
出現率が「いただく」の出現率を上回っていた。 
 
9.1.1 時代別小説における「もらう」について 
 
 由井(1996)では、「もらう」は具体物・所有権が他者から自分側に移動することを表すと
述べている。本稿では、由井（1996）と、本稿の用例を分析を通じて、「もらう」の用例は
移動するものの性質によって「具体的な物の移動」、「抽象的なものの移動」、「人間の移動」
に分類することにした。表の( )の中の数字は同じ時代の「もらう」用例の中で占める割
合を表す。本節でも、割合と呼ぶことにする。 
 
表 9.2 時代別小説における「もらう」用例の分類 
 
         意味分類 
時代区分 
具体的な物 抽象的な物 人間 
明治 20 年～大正 11 年 20(76.92%) 0 6(23.08%) 
大正 12 年～昭和 20 年 8(57.14%) 1(7.14%) 5(35.71%) 
昭和 21 年  以降 11(52.38%) 10(47.62%） 0 
 
 明治 20 年から大正 11 年までの小説では、具体的な物の移動を表す用例が「もらう」用
例全体の(76.92%)を占めていて、その他に人間の移動表す用例が「もらう」用例全体の
(23.08%)を占めていた。しかし、抽象的な物の移動を表す用例はなかった。次の(159)、(160)
は明治 20 年から大正 11 までの小説における「具体的物の移動」と「人間の移動」を表す
具体例である。 
 
  (159)  親類のものからナイフをもらってきれいなきれいな刃を日にかざして、友達
に見せていたら、（夏目漱石『坊ちゃん』） 
  (160)  それにしても早くうちを持ての、妻をもらえの、来て世話をするのと言う。
（夏目漱石『坊ちゃん』） 
 
 大正 12年から昭和 20年までの小説では、「具体的な物の移動」を表す用例が「もらう」 
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用例全体の 57.14%を占めており、「抽象的なものの移動」を表す用例が「もらう」用例全 
体の 7.14%を占めており、「人間の移動」を表す用例が「もらう」用例全体の 35.71%を占
めている。次の(161)、(162)、(163)は、それぞれ大正 12年から昭和 20年までの小説にお
ける「具体的な物の移動」、「抽象的なものの移動」、「人間の移動」を表す具体例であ
る。 
 
  (161)  私は当時月給百五十円を貰っている。(谷崎潤一郎『痴人の愛』) 
  (162)  会社の方は十日間の休暇を貰い、(谷崎潤一郎『痴人の愛』) 
  (163)  どうしたってお前を貰いに行くから、(堀辰雄『風立ちね』) 
 
昭和 21年以降の小説では、「具体的な物の移動」を表す用例「もらう」用例全体の 52.38% 
を占めており、「抽象的な物の移動」を表す用例は「もらう」用例全体の 47.62%を占め 
ており、「人間の移動」を表す用例はなかった。次の(164)、(165)は昭和 21年以降の小説
における「具体的な物の移動」、「抽象的な物の移動」を表す具体例である。 
   
  (164)  タクシーの領収証をもらわない人は大好きだ。（梅田みか『別れの十二か月』
より） 
  (165)  担当していた先生方からは、お誉めの言葉までもらったそうだ。（乙武洋匡
『五体不満足』より） 
 
 上記の分析からみると、「もらう」の用例のうち「具体的な物の移動」を表す用例が占
める割合は時間の流れによって減少する傾向である。一方で、「抽象的な物の移動」を表
す用例の割合は時間の流れによって増加の傾向にある。「人間の移動」を表す用例は昭和
20までの小説では用例があったが、昭和 21年以降の小説ではそのような用例はなくなって
いる。 
  
9.1.2 時代別小説における「てもらう」について 
 
 由井(1996)では、「てもらう」について、「恩恵行為」が他者から自分側に移動するよう
に働きかけをするものと述べている。本稿では、由井(1996)の本稿の用例に関する分析の
結果、「てもらう」の用例を以下の表 19 のように分類することにした。表の( )の中の数
字は同じ時代の「てもらう」用例の中で占める割合を表す。本節でも、割合と呼ぶことに
する。 
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表 9.3 時代別小説における「てもらう」用例の分類 
 
   意味分類 
時代区分 
恩恵行為 非恩恵行為 （さ）せてもらう てもらいたい（希望） 
明治 20 年～大
正 11 年 
12(63.16%) 2(10.53%) 0 5(26.32%） 
大正 12 年～昭
和 20 年 
28(77.78%) 0 0 8(22.22%) 
昭和 21 年  以
降 
63(82.89%) 3(3.95%) 6(7.89%) 4(5.26%) 
 
明治 20年から大正 11年までの小説において、「恩恵行為」を表す用例が「てもらう」用
例全体の 63.16%を占めており、「非恩恵行為」を表す用例は「てもらう」用例全体の 10.53%
を占めており、「希望」を表す「てもらいたい」の用例は「てもらう」用例全体の 26.32%
を占めている。次の(166)、(167)、(168)は、それぞれ明治 20年から大正 11年までの小説
における「恩恵行為」、「非恩恵行為」、「てもらいたい」の具体例である。 
 
  (166)  彼は、その時、老人に書いてもらった、四句の語を出して示すのである。(芥
川龍之介『仙人』) 
  (167)  そんな裏表のあるやつから、氷水でもおごってもらっちゃ、おれの顔にかか
わる。(夏目漱石『坊ちゃん』) 
  (168)  代わりのあるまでどうかやってもらいたい。(夏目漱石『坊ちゃん』) 
 
 大正 12年から昭和 20年までの小説において、「恩恵行為」を表す用例は「てもらう」 
用例全体の 77.78%を占めており、希望を表す「てもらいたい」の用例は「てもらう」用例 
の 22.22%を占めているが、「非恩恵行為」と「～させてもらう」の用例はなかった。次の 
(169)、(170)は大正 12年から昭和 20年までの小説における「恩恵行為」と「てもらいた 
い」の具体例である。 
  
(169) 一度節子の病状を診て貰うことにした。(堀辰雄『風立ちぬ』) 
(170) 僕は第一にそれを聞かして貰いたいんだ。（谷崎潤一郎『痴人の愛』） 
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 昭和 21年以降の小説において、「恩恵の行為」を表す用例は「てもらう」用例全体の 82.89%
を占めており、「非恩恵の行為」の用例は「てもらう」用例全体の 3.95%をしめており、「～
させてもらう」の用例は「てもらう」用例全体の 7.89%を占めており、希望を表す「てもら
いたい」の用例は「てもらう」用例全体の 5.26%を占めている。次の(171)、(172)、(173)、
(174)は、それぞれ昭和 21 年以降の小説における「恩恵行為」、「非恩恵行為」、「～させて
もらう」、「てもらいたい」の具体例である。 
 
  (171)  中学の入学祝いに父親にせがんで買ってもらったニコンで、まだ二、三度し
か使っていない。（梅田みか『別れの十二か月』） 
  (172)  自分一人で羽ばたいたと思ってもらっては困る。(大石静『セカンドバージ
ン』) 
  (173)  やっぱり一緒にやらせてもらいます。（乙武洋匡『五体不満足』） 
  (174)  後は正直なところ、早く出ていってもらいたいがね。（辻仁成『旅人の木』） 
 
 上記の用例に関する分析からみると、「てもらう」の用例のうち、「恩恵の行為」を表 
す用例が「てもらう」用例の中で占める割合が時間の流れによって増加する傾向にあるこ 
とが分かった。 
「非恩恵の行為」を表す用例はどの時代でもその割合が少なかった。特に、 
大正 12年から昭和 20年までの小説にはその用例がなかった。 
「させてもらう」の用例は昭和 21年以降の小説にしかなかった。最後に「てもらいたい」 
の用例は時間の流れによって減少する傾向であった。 
 
9.1.3 時代別小説における「いただく」について 
 
 「いただく」は「もらう」の待遇表現である。本稿では、「もらう」同様に「いただく」
の用例を「具体的な物の移動」と「抽象的なものの移動」と「人間の移」の観点から分類
を行ったが、本稿の「いただく」の用例はすべて「具体的な物の移動」を表すものであっ
た。 
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表 9.4 時代別小説における「いただく」用例の分類 
 
 
             意味分類 
時代区分 
具体的な物 
明治 20年～大正 11年 7 
大正 12年～昭和 20年 0 
昭和 21年  以降 2 
 
 明治 20年から大正 11年までの小説において、「いただく」の用例はすべて具体的な物の
移動を表す用例であった。次の(175)はその具体例である。 
 
  (175)  その代り、私が勝ったら、その花の咲く草を頂きます。(芥川龍之介『煙草と
悪魔』) 
 
 大正 12年から昭和 20年までの小説には「いただく」の用例はなかった。 
 昭和 21 年以降の小説においても、「いただく」の用例はすべて「具体的な物の移動」を
表す用例であった。次の(176)はその具体例である。 
 
  (176)  鈴木は、もう手紙はいただきたくないと言ってます。(大石静『セカンドバー
ジン』) 
 
 上記の「いただく」の用例についての分析をみると、「いただく」は主に「具体的な物の
移動」を表す際に用いられることが分かった。 
 
9.1.4 時代別小説における「ていただく」について 
 
 本稿では、「ていただく」の用例に関する分析から、以下の表 21 のように分類すること
にした。表の( )の中の数字は同じ時代の「ていただく」用例の中で占める割合を表す。
本節でも、割合と呼ぶことにする。 
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表 9.5 時代別小説における「ていただく」用例の分類 
 
  授受表現 
時代区分 
ていただく 
お（ご）～い
ただく 
ていただき
たい 
お（ご）～い
ただきたい 
（さ）せてい
ただく 
明治 20年～
大正 11年 
4(57.14%) 0 3(42.86%) 0 0 
大正 12年～
昭和 20年 
4(57.14%) 0 3(42.86%) 0 0 
昭和 21年  
以降 
6(30%) 6(30%) 3(15%) 3(15%) 2(10%) 
 
 昭和 20 年から大正 11 年までの小説において、「ていただく」形の用例は「ていただく」
用例全体の 57.14%を占めており、「ていただきたい」という希望を表す用例は「ていただく」
用例全体の 42.86%を占めている。次の(177)、(178)はその具体例である。 
 
  (177)  ほほほほ。父は道具を人に見て頂くのが大好きなんですから。（夏目漱石『草
枕』） 
  (178)  おやじの代から使っていた番頭が、若旦那に手紙を一本書いていただきたい
と言う。(芥川龍之介『ひょっとこ』) 
 
 大正 12年から昭和 20年までの小説において、「ていただく」形の用例は「ていただく」 
用例全体の 57.14%を占めていて、「ていただきたい」の用例は「ていただく」用例全体の 
42.86%を占めている。次の(179)、(180)はその具体例である。 
 
  (179)  それを調べて戴く訳には行かないでしょうか。（谷崎潤一郎『痴人の愛』） 
  (180)  若し出来るなら伝えて戴きたいんですがね。（谷崎潤一郎『痴人の愛』） 
 
 昭和 21年以降の小説においては、「ていただく」の形の用例は「ていただく」用例全体
の 30%を占めていて、「お（ご）～いただく」の用例が「ていただく」用例全体の 30%を占
めていて、「ていただきたい」の用例が「ていただく」用例全体の 15%を占めていて、「お
（ご）～いただきたい」の用例も「ていただく」用例全体の 15%を占めていて、「（さ）せ
ていただく」の用例は「ていただく」用例全体の 10%を占めている。次の（181）、（182）、
（183）、（184）、（185）は、それぞれ昭和 21 年以降の小説における「ていただく」、
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「お（ご）～いただく」、「ていただきたい」、「お（ご）～いただきたい」、「（さ）
せていただく」の具体例である。 
 
  （181） 来週は、だめになった社会党について、各方面の皆様に集まって頂きます。
（辻仁成『旅人の木』） 
  （182） 本日はお忙しい中、夫鈴木行のためにご会葬いただきまして、誠にありがと
うございます。（大石静『セカンドバージン』） 
  （183）  もし、興味のある方にはぜひ見ていただきたい。（乙武洋匡『五体不満足』） 
  （184） 先生にお書きいただきたいのは、老いをテーマにした小説です。（大石静『セ
カンドバージン』） 
  （185） お帰りまで、外で待たせていただきます。（大石静『セカンドバージン』） 
 
 「ていただく」の用例の分析からみると、明治 20年から大正 11年までの小説と大正
12年から昭和 20年までの小説では主に「ていただく」と「ていただきたい」の 2種類
の用例があって、その割合も全く同じであって、それぞれ 57.14%と 42.86%を占めてい
る。それに比べて昭和 21年以降の小説においては、その用例の種類が多くなっている。
特に「お（ご）～いただく」と「お（ご）～いただきたい」、「（さ）せていただく」
の 3つの表現は昭和 21年以降の小説にしかない表現である。 
 
9.2 まとめ 
 
 第 9章の結果は以下のとおりである。 
１）モラウ系授受表現は全体としてその出現率は時間の流れによって、増加する傾向にあ
る。また、「もらう」と「いただく」は時間の流れによって、減少傾向であるが、「て
もらう」と「ていただく」はその出現率が増加する傾向にある。 
２）「もらう」の用例内部をみると、「具体的な物の移動」を表す用例の割合は減少する
傾向にある。「人間の移動」を表す用例は昭和 20年まではその用例があったが、昭和
21 年以降の小説にはその用例がなくなっている。その一方で、「抽象的な物の移動」
を表す用例の割合はわずかではあるが、増加傾向にある。 
  「てもらう」の用例内部をみると、「恩恵の行為」を表す用例の割合は時間の流れに
よって増加する傾向である。その一方で、「非恩恵の行為」を表す用例の割合はどの
時代でもその割合は少なく、時間の流れによって減少する傾向である。「てもらいた
い」の用例も時間の流れによって減少する傾向にある。それから、「（さ）せてもら
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う」用例は昭和 20 年までの小説ではなかったが、昭和 21 年以降の小説でその用例が
あった。この現象は、「てもらう」の新しい意味用法の出現であると言えよう。 
３）「いただく」の用例内部をみると、「いただく」は主に「具体的な物の移動」を表す際
に用いることが分かった。 
  「ていただく」の用例内部をみると、昭和 20年までは「ていただく」の用例には、「て
いただく」と「ていただきたい」の二種類しかなかったが、昭和 21年以降は「ていた
だく」には「お（ご）～いただく」という新しい形式が出現しており、「ていただきた
い」には「お（ご）～いただきたい」という新しい形式が出現し、「ていただく」、「て
いただきたい」と同等の割合を占めている。また、昭和 21 年以降には「（さ）せてい
ただく」という新しい形式が出現している。 
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第 10 章 韓国語「주다」系表現に関する通時的研究 
―時代別小説における「주다」系用例に関する考察を中心に― 
 
10.0 はじめに 
 
 韓国語の「주다/juda/」系表現には、その種類が多く、第 5 章の表 5.2 からも分かるよ
うにその出現率も高く、韓国語の授受表現において欠かせない存在であると考えられる。
本研究では、韓国語の「주다/juda/」系表現に焦点を当て、時間の流れによってどのよう
な変化が生じたのかを明らかにしたい。 
 
10.1 研究方法 
 
 本稿では、小説を対象にして、その小説に現れた授受表現を調べることにする。まず、
小説の中の授受表現を文の種類、つまり会話文、心話文、地の文に分けて分析を行うこと
にする。 
 また、本稿では通時的観点から授受表現の変化を調べるために、言文一致の運動が始ま
った 20 世紀初頭から 1945 年までの時期と、「ハングル専用」運動が始まった 1945 年以後
の時期に分けて、その時代ごとの小説を対象にする。その時代別小説の概要は以下のとお
りである。 
 表 1は本稿の研究対象になった 20世紀初頭から 1945年までの小説の概要である。（以下
「1945年以前」とする。） 
 
表 10.1 1945年以前の小説概要 
 
小説名 作者 発表時期 出身地 
『무정』（『無情』） 이광수（李光洙） 1917年 정주（定州） 
『삼대』（『三代』） 염상섭（廉想渉） 1931年 서울（ソウル） 
『탁류』（『濁流』） 채만식（蔡萬植） 1937年  군산（群山） 
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 表 2は、本稿の研究対象となった 1945年以後の小説の概要である。 
 
表 10.2 1945年以後の小説概要 
 
小説名 作者 発表時期 出身地 
『달콤한 나의 도시』 
（『マイスウィートソウ
ル』） 
정이현 
(チョンイヒョン) 
2006年 서울（ソウル） 
『도가니』 
（『トガニ』） 
공지영 
（孔枝泳） 
2009年 서울（ソウル） 
『우리들의 일그러진 
영웅』（『われらの歪
んだ英雄』） 
이문열 
（李文烈） 
1987年 서울（ソウル） 
 
それから、本稿では、韓国語の授受表現の使用状況を調べつために、時代別に各授受表
現の数を数え、各授受表現がその時代の全体の授受表現に占める割合を計算することにす
る。これを本稿では出現率とし、その出現率をもって時代別に現れる授受表現ついて比較
を行うことにする。 
 
10.2 結果と考察 
 
10.2.1 時代別小説における授受表現の全体の様相 
 
10.2.1.1 韓国語の 1945年以前の小説における授受表現 
 
 本稿の言文一致の運動が始まった 20 世紀初頭から 1945 年までの小説にいおける授受表
現全体の状況は表 3 のとおりである。表 3 では、授受表現が含まれている文を会話文、心
話文、地の文に分けて、各授受表現の数を数え、その授受表現が全体に占める割合を算出
し、出現率をもとめた。 
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表 10.3 1945年以前の小説における授受表現 
 
 
  
表 3から分かるように、1945年以前の小説における授受表現で出現率が一番高いのは「～
어(아) 주다/～e(a)juda/」であって、全体の授受表現の 40.82%を占めている。その次に高
いのは、「받다/batda/」であって、全体の授受表現の 22.19%を占めている。三番目に出現
率が高いのは「주다/juda/」であって、全体の授受表現の 18.89%を占めている。四番目に
出現率が高いのは「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」であって、全体の授受表現の 6.34%を占
めている。五番目に出現率が高いのは「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」であって、全体
の授受表現の 5.68%を占めている。一番出現率が低いのは「받으시다/badeusida/」であっ
て、全体の授受表現の 0.26%を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文の種類 作品名 주다 어/아주다 드리다 어/아 드리다 주시다 어/아 주시다 달라 어/아 달라 받다 받으시다 合　　計
무정 7 7 0 2 4 12 1 4 9 1 47
삼대 29 53 2 10 7 20 2 24 11 1 159
탁류 17 29 1 8 0 11 2 17 4 0 89
무정 7 20 0 2 0 0 0 3 25 0 57
삼대 1 9 0 0 0 0 0 0 8 0 18
탁류 0 7 0 0 0 0 0 0 5 0 12
무정 23 31 1 0 0 0 0 0 44 0 99
삼대 40 74 1 0 0 0 1 0 28 0 144
탁류 19 79 0 0 0 0 0 0 34 0 132
143(18.89%) 309(40.82%) 5(0.66%) 22(2.91%) 11(1.45%) 43(5.68%) 6(0.79%) 48(6.34%) 168(22.19%) 2(0.26%) 757合        計
会話文
心話文
地の文
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10.2.1.2 1945年以後の小説における授受表現 
 
 1945年以後の小説における授受表現の全体の状況は以下の表 10.4のとおりである。 
 
表 10.4 1945年以後の小説における授受表現 
 
 
 
表 4から分かるように、1945年以後の小説における授受表現で出現率が一番高いのは「～
어(아) 주다/～e(a)juda/」であって、全体の授受表現の 51.08%を占めている。二番目に出
現率が高いのは「받다/batda/」であって、全体の授受表現の 18.58%を占めている。三番目
に出現率が高いのは「주다/juda/」であって、全体の授受表現の 12.54%を占めている。四
番目に出現率が高いのは「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」であって、全体の授受表現の
8.51%を占めている。五番目に出現率が高いのは「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」であって、
全体の授受表現の 3.87%を占めている。六番目に出現率が高いのは「～어(아) 드리다/～
e(a)deurida/」であって、全体の授受表現の 1.86%を占めている。七番目に出現率が高いの
は「드리다/deurida/」であって、全体の授受表現の 1.39%を占めている。八番目に出現率
が高いのは「주시다/jusida/」であって、全体の授受表現の 1.08%を占めている。九番目に
出現率が高いのは「받으시다/badeusida/」であって、全体の授受表現の 0.62%を占めてい
る。出現率が一番低いのは「달라/dalla/」であって、全体の授受表現の 0.46%を占めてい
る。 
 
文の種類 作品名 주다 어/아주다 드리다 어/아 드리다 주시다 어/아 주시다 달라 어/아 달라 받다 받으시다 合     計
달콤한 나의 도
시 12 36 1 1 2 3 0 2 15 1 73
도가니 21 55 7 10 4 49 0 17 20 3 186
우리들의 일그러
진 영웅 2 23 0 1 1 0 3 1 4 0 35
달콤한 나의 도
시 0 8 0 0 0 0 0 0 4 0 12
도가니 0 9 1 0 0 2 0 1 4 0 17
우리들의 일그러
진 영웅 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3
달콤한 나의 도
시 15 101 0 0 0 0 0 1 40 0 157
도가니 13 38 0 0 0 1 0 3 11 0 66
우리들의 일그러
진 영웅 18 57 0 0 0 0 0 0 22 0 97
81(12.54%) 330(51.08%) 9(1.39%) 12(1.86%) 7(1.08%) 55(8.51%) 3(0.46%) 25(3.87%) 120(18.58%) 4(0.62%) 646(100%) 
会話文
心話文
地の文
合　　　計
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10.2.2 時代別小説における授受表現別の結果 
 
10.2.2.1 時代別小説における「주다」系表現について 
 
 本研究では、「주다/juda/」、「～어(아) 주다/～e(a)juda/」、「드리다/deurida/」、「～
어(아) 드리다/～e(a)deurida/」、「주시다/jusida/」、「～어/아 주시다/～e(a)jusida/」、
「달라/dalla/」、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」を「주다/juda/」系表現とする。 
表 5 は時代別小説における「주다/juda/」系表現の用例の数と出現率をまとめたものであ
る。 
 
表 10.5 時代別小説における「주다/juda/」系表現 
 
授受表現 
 
時代区分 
주다 
어/아
주다 
드리다 
어/아 
드리다 
주시다 
어/아 
주시다 
달라 
어/아 
달라 
合計 
1945 年
以前の
小説 
143 
(18.89%) 
309 
(40.82%) 
5 
(0.66%) 
22 
(2.91%) 
11 
(1.45%) 
43 
(5.68%) 
6 
(0.79%) 
48 
(6.34%) 
587 
(77.54%) 
1945 年
以降の
小説 
81 
(12.54%) 
330 
(51.08%) 
9 
(1.39%) 
12 
(1.86%) 
7 
(1.08%) 
55 
(8.51%) 
3 
(0.46%) 
25 
(3.87%) 
522 
(80.79) 
 
 本稿の「주다/juda/」系表現の全体の出現率をみると、1945 年以前の小説における
「주다/juda/」系表現の出現率は 77.84%ではあったが、1945年以後の小説では 80.97%とな
り、3.13%増加している。 
 まず、時間の流れによって増加傾向にある表現をみよう。「～어(아) 주다/～e(a)juda/」
は 1945 年以前の小説における出現率は 40.82%であったが、1945 年以後の小説における出
現率は 51.08%となり、10.26%増加している。「드리다/deurida/」は 1945 年以前の出現率
は 0.66%であったが、1945年以後は 1.39%となり、0.73%増加している。「～어/아 주시다/
～e(a)jusida/」は 1945年以前の出現率は 5.68%であったが、1945年以後の出現率は 8.51%
となり、2.83%増加している。 
 次は、時間の流れによって減少傾向にある表現をみよう。「주다/juda/」は出現率は 1945
年以前は 18.89%であったが、1945 年以後は 12.54%となり、6.35%減少している。
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「주시다/jusida/」は 1945 年以前の出現率は 1.45%であったが、1945 年以後の出現率は
1.08%となり、0.37%減少している。「달라/dalla/」は 1945年以前の出現率は 0.79%であっ
たが、1945 年以後は 0.46%となり、0.33%減少している。「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」
は 1945年以前の出現率は 6.34%であったが、1945年以後は 3.87%となり、2.47%減少してい
る。「달라/dalla/」と「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」は本動詞も補助動詞も時間の流れ
によって減少傾向であった。 
 それから、どの時代においても、補助動詞の出現率は本動詞の出現率を上回っている。 
 
10.2.2.1.1 時代別小説における「주다」について 
 
 林（1980）では、韓国語の「주다/juda/」は、日本語の「やる」、「くれる」に相当す
ると述べている。本研究では、前章での「やる」と「くれる」の分類と、本稿の研究対象
になった小説における「주다/juda/」の用例について分析を行った結果、「주다/juda/」
の用例について移動する物が「具体的な物」か「抽象的な物」かそれとも「人間」である
かによって分類を行うことにした。表のお中の（ ）の中の数字は同じ時代の「주다」用
例の中で占める割合を表す。前節での出現率と区別するため、割合と呼ぶことにした。 
 
表 10.6 時代別小説における「주다/juda/」用例の分類 
 
      意味分類 
時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 人間の移動 
1945 年以前の小説 87(60.84%) 47(32.87%) 9(6.29%) 
1945 年以降の小説 30(37.04%) 39(48.15%) 12(14.81%) 
 
 1945 年以前の小説において、「具体的な物の移動」を表す用例は 87 例で、「주다/juda/」
用例全体に占める割合は 60.84%である。「抽象的な物の移動」を表す用例は 47 例で、
「주다/juda/」用例全体に占める割合は 32.87%である。「人間の移動」を表す用例は 9 例
で、「주다/juda/」用例全体に占める割合は 6.29%である。次の、（186）、（187）、（188）
はそれぞれ 1945年以前の小説における「具体的な物の移動」、「抽象的な物の移動」、「人
間の移動」を表す具体例である。 
 
（186） 친히  숟가락 을  들어   형식을  준다. 
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自ら  スプーン  を  取って  ヒョンしくに   渡す。 
（『무정（無情）』） 
 
（187） 딴판인   인상을  주는  것이었다． 
別人のような 印象を  与える  ものだった。 
        （『삼대（三代）』） 
 
（188） 명님이를  기생집의 수양녀로  주려고   하는   것을  알고  
ミョンニムを 妓生房の  養女として あげようと している のを  知って。 
나서부터다   
からだ。      
（『탁류（濁流）』） 
 
 1945年以後の小説において、「具体的な物の移動」を表す用例は 30例で、「주다/juda/」
用例全体に占める割合は 37.04%である。「抽象的な物の移動」を表す用例は 39 例で、
「주다/juda/」用例全体に占める割合は 48.15%である。「人間の移動」を表す用例は 12例
で、「주다/juda/」用例全体に占める割合は 14.81%である。次の、（189）、（190）、（191）
はそれぞれ 1945年以後の小説における「具体的な物の移動」、「抽象的な物の移動」、「人
間の移動」を表す具体例である。 
 
(189)  나는  꾸역꾸역  내게  주어진   일들을  했다.   
      私は  黙々と、   私に  与えられた  仕事を こなした 
    （『달콤한 나의 도시（マイスウィートソウル）』） 
       
(190)  운명은  인간에게  감당할  만큼의 시련만을  준다는   얘기를    
運命は  人間に  耐えられる ほどの 試練だけを 与えるという  話を 
어디선가 주워들었다. 
どこかで   耳にしたことがある 
    （『달콤한 나의 도시（マイスウィートソウル）』） 
 
(191)   같이  가요.    데려다  줄게.  
       一緒に 行きましょ。 送って  あげるから 
    （『달콤한 나의 도시（マイスウィートソウル）』） 
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 表 10.6 から分かるように、1945 年以前の小説と 1945 年以後の小説を比べると、「具体
的な物の移動」を表す用例の割合は時間の流れによって 23.80%減少しているが、「抽象的
なものの移動」を表す用例の割合は時間の流れによって 15.28%増加している。「人間の移
動」を表す用例の割合も時間の流れによって 8.52%増加している。 
また、1945 年以前の小説では、「具体的な物の移動」を表す用例の割合が「抽象的な物
の移動」を表す用例の割合を 27.97%上回っていたが、1945年以後の小説では逆転して「抽
象的な物の移動」を表す用例の割合が「具体的な物の移動」を表す用例の割合を 11.11%上
回っている。 
 
10.2.2.1.2 時代別小説における「～어(아) 주다」について 
 
 林(1980)では、韓国語の「～어(아) 주다/～e(a)juda/」は日本語の「てやる」と「てく
れる」に相当すると述べている。本稿では、前章の「てやる」と「てくれる」の分類と本
稿の「～어(아) 주다/～e(a)juda/」の用例についての分析に基づいて、「～어(아) 주다/
～e(a)juda/」の用例を「恩恵行為」と「非恩恵行為」、「依頼・命令」の意味を表すもの
に分類する。表 7は、「～어(아) 주다/～e(a)juda/」用例について分類を行った結果であ
る。表の（ ）の中の数字は同じ時代の「～어(아) 주다/～e(a)juda/」用例の中で占める
割合を表す。本節では、割合と呼ぶことにする。 
 
表 10.7 時代別小説における「～어(아) 주다/～e(a)juda/」用例の分類状況 
 
意味分類 
時代区分 
恩恵行為 非恩恵行為 依頼・命令 
1945 年以前の小説 266(86.08%) 30(9.71%) 13(4.21%) 
1945 年以降の小説 306(92.73%) 11(3.33%) 13(3.94%) 
 
 1945 年以前の小説において、「恩恵行為」を表す用例は 266 例で、「～어(아) 주다/～
e(a)juda/」用例全体に占める割合は 86.08%である。「非恩恵行為」を表す用例は 30例で、
「～어(아) 주다/～e(a)juda/」用例全体に占める割合は 9.71%である。「依頼・命令」の
意味を表す用例は 13例で、「～어(아) 주다/～e(a)juda/」用例全体に占める割合は 4.21%
である。次の、(192)、(193)、(194)は、それぞれ 1945年以前の小説における「恩恵行為」、
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「非恩恵行為」、「依頼・命令」の具体例である。 
 
  (192) 작년  봄에   이   군산지점으로   전근을   시켜주었다.  
      去年の 春に  この  グンサン支店に    転勤を   させてくれた。 
（『탁류（濁流）』） 
 
  (193) 골을  올려주니   눈에   불이  나는  것이다.  
怒りを 助長するので  目から   火が  出る  ものだ。 
      （『삼대（三代）』） 
 
(194) 어쨌든  그렇게  준비를  해주게. 
      何しろ そのように 準備を   してくれ 
      （『삼대（三代）』） 
 
1945 年以後の小説において、「恩恵行為」を表す用例は 306 例で、「～어(아) 주다/～
e(a)juda/」の用例全体に占める割合は 92.73%である。「非恩恵行為」を表す用例は 11 例
で、「～어(아) 주다/～e(a)juda/」用例全体に占める割合は 3.33%である。「依頼・命令」
の意味を表す用例は 13例で、「～어(아) 주다/～e(a)juda/」用例全体に占める割合は 3.94%
である。次の、(195)、(196)、(197)は、それぞれ 1945年以後の小説における「恩恵行為」、
「非恩恵行為」、「依頼・命令」の具体例である。 
 
（195） 네  편이  되어  주지  않는다고   반   아이들   모두와  
       お前の 味方に なって くれ ないからと  クラス  子供たち  みんなと 
싸우려    하거나 
闘おうと   したり 
    （『우리들의 일그러진 영웅（われらの歪んだ英雄）』） 
 
  （196） 테이블  아래로 발등을  밟아줄까 하다가     참았다.  
         テーブル  下で   足を  踏んで  やろうとしたが  こらえた 
（『달콤한 나의도시（マイスウィートソウル）』） 
          
  （197） 오늘  저녁에는  스테이크  사줘.  
       今日  夜は    ステーキ  買ってくれ 
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（『달콤한 나의도시（マイスウィートソウル）』） 
 
 表 7から分かるように、1945年以前の小説と 1945年以後の小説を比べると、「恩恵行為」
を表す用例の割合は時間の流れによって 6.65%増加している。「非恩恵行為」を表す用例の
割合は時間の流れによって 6.38%減少している。「依頼・命令」を表す用例の割合も時間の
流れによって 0.27%減少している。 
 
10.2.2.1.3 時代別小説における「드리다」について 
 
 「드리다/deurida/」は、日本語の「さしあげる」に相当する韓国語「주다/juda/」の敬
語である。本稿では、用例についての分析の結果、「드리다/deurida/」用例を移動するも
のによって「具体的な物の移動」と「抽象的な物の移動」に分けることにした。表 8 は
「드리다/deurida/」用例についての分類状況である。表の（ ）の中の数字は、同じ時代
の「드리다/deurida/」用例に占める割合を表す。本節では、割合と呼ぶことにする。 
 
表 10.8 時代別小説における「드리다/deurida/」用例の分類状況 
 
         意味区分 
時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 
1945 年以前の小説 4(80%) 1(20%) 
1945 年以降の小説 3(33.33%) 6(66.67%) 
 
 1945年以前の小説において、「具体的な物の移動」を表す用例は 4例で、「드리다/deurida/」
用例全体に占める割合は（80%）である。「抽象的な物の移動」を表す用例は 1 例で、
「드리다/deurida/」用例全体に占める割合は 20%である。次の（198）、（199）はそれぞ
れ 1945年以前の小説における「具体的な物の移動」と「抽象的な物の移動」の具体例であ
る。 
 
  （198） 그   왜투  벗어서  이  양반  드리게。  
       その コートを 脱いで  この 方に  さしあげて。 
      （『삼대（三代）』） 
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  （199） 낫게    해달라고  기도를   드린   뒤부터 
       治るように してくれと  祈りを  さしあげた 後から 
      （『삼대（三代）』） 
 
 1945年以後の小説において、「具体的な物の移動」を表す用例は 3例で、「드리다/deurida/」
用例全体に占める割合は 33.33%である。「抽象的な物の移動」を表す用例は 6 例で、
「드리다/deurida/」用例全体に占める割合は 66.67%である。次の（200）、（201）は
それぞれ 1945 年以後の小説における「具体的な物の移動」を表す用例と「抽象的な物
の移動」を表す用例の具体例である。 
 
（200） 서간사님  좀  앉으세요.  거기・・・뭐  차라도  한잔   드릴까요? 
      ソ幹事さん ちょっと 座りなさい あのう  何か お茶でも 一杯 さしあげようか。 
       （『도가니（トガニ）』） 
 
  （201） 누군가를   향해   기도를   드리고  싶어졌다.  
       誰かに   向かって  祈りを   さしあげ  たくなった。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
 表８から分かるように、1945 年以前の小説と 1945 年以後の小説を比べると、「具体的な
物の移動」を表す用例はの割合は時間の流れによって 46.67%減少しているが、「抽象的な物
の移動」を表す用例の割合は時間の流れによって 46.47%増加している。1945年以後は「抽
象的な物の移動」を表す用例の割合が「具体的な物の移動」を表す用例の割合を 33.34%上
回っている。 
 
10.2.2.1.4 時代別小説における「～어(아) 드리다」について 
 
 韓国語の「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」は目上の人のために何かの動作をするこ
とを意味する（『국어대사전』より）。本稿の「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」の用例
について分析を行った結果、「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」用例はすべて目上の
人のために何をするという「恩恵行為」を表す用例であった。一つの明確な特徴として
は、表 10.9のように主に会話文に出現していることである。 
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表 10.9 文の種類による「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」用例の分類状況 
 
     文の種類 
時代区分 
会話文 心話文 地の文 
1945 年以前の小説 20 2 0 
1945 年以降の小説 12 0 0 
 
 次の（202）、（203）は 1945 年以前と 1945 年以後の小説における「어/아 드리다」の具
体例である。 
 
  （202） 제가  에이, 비, 시, 디를  써    드릴것이니、 
       僕が  Ａ   Ｂ  Ｃ  Ｄを  書いて  さしあげるので、 
（『무정（無情）』） 
                      
  （203） 지난달에도 제가 잘   처리해  드리지     않았습니까? 
      先月にも   僕が うまく 処理して さしあげたのでは  ありませんか。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
 前節の表 5からも分かるように、「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」用例の出現率は時
間の流れによって減少している。また、「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」用例は主に
会話文で使われており、1945年以前の小説では心話文の場合でも使われていた。 
 
10.2.2.1.5 時代別小説における「주시다」について 
 
 林（1980）では、韓国語の「주시다/jusida/」は日本語の「くださる」に相当すると述
べている。前節の「くださる」の意味分類と本稿の「주시다/jusida/」用例についての分
析の結果、「주시다/jusida/」用例について以下の表 10 のように分類を行うことにした。
表の（ ）の中の数字は、同じ時代の「주시다/jusida/」用例の中に占める割合を表す。
本節でも、割合と呼ぶことにする。 
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表 10.10 時代別小説における「주시다/jusida/」用例の分類状況 
 
     意味分類 
時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 依頼・命令 
1945 年以前の小説 3(27.27%) 3(27.27%) 5(45.45%) 
1945 年以降の小説 4(57.14%) 2(28.57%) 1(14.29%) 
 
 1945 年以前の小説において、「具体的な物の移動」を表す用例は 3 例で、「주시다」用例
全体に占める割合は（27.27%）である。「抽象的な物の移動」を表す用例も 3例で、「주시다」
用例全体に占める割合は（27.27%）である。「依頼・命令」の意味を表す用例は 5 例で、
「주시다」用例全体に占める割合は 45.45%である。次の（204）、（205）、（206）はそれ
ぞれ 1945年以前の小説における「具体的な物の移動」を表す用例と、「抽象的な物の移動」
を表す用例、「依頼・命令」の意味を表す用例の具体例である。 
 
（204） 말   없이  주신     게   잘못이지요. 
       断り  なく  くださった  のが  間違いですよ。 
（『삼대（三代）』） 
 
  （205） 하늘이  사람에게  주신   가장  거룩한  즐거움이라   하였다. 
       神が   人に   下さった  一番   偉大な   快楽であると  いった。 
（『무정（無情）』） 
 
  （206） 공책과  연필을  주십시오.  
      ノートと  鉛筆を  ください。 
（『무정（無情）』） 
 
 1945年以後の小説において、「具体的な物の移動」を表す用例は 4例で、「주시다」用例
全体に占める割合は（57.14%）である。「抽象的な物の移動」を表す用例も 2例で、「주시다」
用例全体に占める割合は（28.57%）である。「依頼・命令」の意味を表す用例は 1 例で、
「주시다」用例全体に占める割合は 14.29%である。次の（207）、（208）、（209）はそれ
ぞれ 1945年以前の小説における「具体的な物の移動」を表す用例と、「抽象的な物の移動」
を表す用例、「依頼・命令」の意味を表す用例の具体例である。 
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  （207） 삼촌이   아버지께   선물로      주신   거거든. 
         叔父さんが  お父さんに プレゼントとして  くださった  ものなの 
         （『우리들의 일그러진 영웅（われらの歪んだ英雄）』） 
 
  （208） 그건  그렇습니다만,우선 아이를  수업에 참석하게   하고  이따가  
         それは そうですが、  まず 子どもを 授業に 参加するように して  後ほど 
방과후에  주의를   주셔도 
放課後に  注意を  くださっても 
（『도가니（トガニ）』） 
 
  （209） 아이들 머리 한번 더  쓰다듬어주려고  한  것이  성폭행이라면  
      子供達  頭 一遍 もっと なでてあげようと した ことが  性的暴力ならば 
저와  아우에게  벌을  주십시오. 
       僕と   弟に    罰を  ください。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
 表 5 から分かるように「주시다/jusida/」用例の出現率は僅かではあるが、1945 年以前
には 1.45%であったが、1.08%に減少している。また、「주시다/jusida/」用例の出現率はど
の時代でも低いことが分かった。 
 表 10から分かるように、1945年以前の小説と 1945年以後の小説を比べると、「具体的な
物の移動」を表す用例の割合は時間の流れによって 29.87%増加している。「抽象的な物の移
動」を表す用例の割合は時間の流れによって 1.30%増加している。「依頼・命令」の意味を
表す用例の割合は時間の流れによって 31.16%減少している。 
 それから、1945年以前の小説では、「依頼・命令」の意味を表す用例の割合が一番高く、
「具体的な物の移動」と「抽象的な物の移動」を表す用例の割合は同じであったが、1945
年以後の小説では、「依頼・命令」を表す用例の割合が一番少なく、それに代わって「具
体的な物の移動」を表す用例の割合が一番高くなっている。 
 
10.2.2.1.6 時代別小説における「～어(아) 주시다」について 
 
 林（1980）では、韓国語の「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」は日本語の「てくださ
い」に相当すると述べている。前節の「てくださる」の分類と本稿の「～어(아) 주시다/
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～e(a)jusida/」用例についての分析を行った結果、次の表 11のように分類することが
できる。表の（ ）の中の数字は同じ時代の「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」用例に
占める割合を表す。本節でも、割合と呼ぶことにする。 
 
表 10.11 時代別小説における「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」用例の分類状況 
 
         意味分類 
時代区分 
恩恵行為 依頼・命令 
1945 年以前の小説 11(25.58%) 32(74.42%) 
1945 年以降の小説 32(58.18%) 23(41.82%) 
 
 1945 年以前の小説において、「恩恵行為」を表す用例は 11 例で、「～어(아) 주시다/～
e(a)jusida/」用例全体に占める割合は（25.58%）である。「依頼・命令」の意味を表す用
例は 32例で、「어/아 주시다」用例全体に占める割合は（74.42%）である。次の（210）、
（211）はそれぞれ 1945 年以前の「恩恵行為」と「依頼・命令」の意味を表す具体例であ
る。 
 
  （210） 저는  길러내주신   은혜를 잊지 않습니다． 
          私は  育てて下さった  御恩を 忘れていません 
（『삼대（三代）』） 
 
  （211） 제발   좀    살려주세요． 
       どうか  ちょっと  助けて下さい 
（『탁류（濁流）』） 
 
 1945 年以後の小説において、「恩恵行為」を表す用例は 32 例で、「～어(아) 주시다/～
e(a)jusida/」用例全体に占める割合は（58.18%）である。「依頼・命令」の意味を表す用
例は 23 例で、「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」用例全体に占める割合は（41.82%）で
ある。次の（212）、（213）はそれぞれ 1945年以前の「恩恵行為」と「依頼・命令」の意
味を表す具体例である。 
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  （212） 요즘   집값이   너무   올라서       일단    
         このころ 住宅価額が あまりにも 跳ね上がってるから  とりあえず 
전세로   얻어주신다고.  
賃貸で   借りてくださるって。 
（『달콤한 나의도시（マイスウィートソウル）』） 
 
  （213） 저   남자아이를  좀   진정시켜주세요.  
その  男の子を   少し  落ち着かせてください 
（『도가니（トガニ）』） 
 
 表 11 から分かるように、1945 年以前の小説と 1945 年以後の小説を比べると、「恩恵行
為」を表す「어/아 주시다」の用例は時間の流れによって 32.60%増加している。「依頼・
命令」の意味を表す「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」の用例は時間の流れによって 32.60%
減少している。 
 また、1945 年以前の小説では「依頼・命令」の意味を表す用例の割合が「恩恵行為」を
表す用例の割合より高かったが、1945 年以後の小説では、逆転して「恩恵行為」を表す用
例の割合が「依頼・命令」の意味を表す用例の割合を上回っている。 
 
10.2.2.1.7 時代別小説における「달라」について 
 
 林(1980)では、韓国語の「달라/dalla/」は自分に何かをくれるようにと相手に要求する
か、または願う命令の意を表す無活用動詞である述べている。本稿では、「달라/dalla/」
の用例を以下の表 12のように分類を行った。 
 
表 10.12 時代別小説における「달라/dalla/」用例の分類状況 
 
         意味分類 
時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 
1945 年以前の小説 5 1 
1945 年以降の小説 3 0 
 
 1945 年以前の小説において、「具体的な物の移動」を表す「달라/dalla/」の用例は 5 例
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で、「抽象的な物の移動」を表す「달라/dalla/」の用例は 1例である。次の（214）、（215）
はそれぞれ 1945年以前の小説における「具体的な物の移動」と「抽象的な物の移動」を表
す「달라/dalla/」の具体例である。 
 
（214） 윤희는  이번에도  제호의  전화거든  저를  달라고  따라온다.  
      ユンヒは  今度も  ジェホの  電話だったら 自分に くれと  ついて来る。 
（『탁류（濁流）』） 
 
  （215） 댁을   알아다달라는    사람이  있어서   학교로   갔다가    
      お宅を  調べてきてくれという   人が  いたので  学校の方に いってから 
이리   왔습니다.  
こちらに  きました 
（『삼대（三代）』） 
 
 1945 年以後の小説において、「달라/dalla/」の用例はすべて「具体的な物の移動」を
表す用例である。次の（216）はその具体例である。 
 
  （216） 그는  내게서  무엇을  빼앗기는커녕      달라는   법조차   
       彼は   私から 何かを 奪うということはもちろん、 くれと言う  ことさえ  
없었다. 
なかった。 
（『우리들의 일그러진 영웅（われらの歪んだ英雄）』） 
 
 前節の表 5から分かるように、「달라/dalla/」用例はどの時代でもその出現率は低く、
その出現率は時間の流れによって減少傾向にある。 
 また、「달라/dalla/」の用例は主に「具体的な物の移動」を表す際に用いられる。 
 
10.2.2.1.8 時代別小説における「～어(아) 달라」について 
 
 林(1980)では、韓国語の「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」は一方的な願望・命令を表す
用法であると述べている。本稿では、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」の用例を以下の表
13 のように分類を行った。表の( )の中の数字は同じ時代の「어/아 달라」用例全体に占
める割合を表す。本節でも割合と呼ぶことにする。 
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表 10.13 時代別小説における「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例の分類状況 
 
      文の種類 
時代区分 
会話文 心話文 地の文 
1945 年以前の小説 45（93.75%） 3（6.25%） 0 
1945 年以降の小説 23（92%） 2（8%） 0 
 
 1945 年以前の小説において、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例が会話文であるのは
45例で、1945年以前の小説における「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例全体に占める割
合は 93.75%である。「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例が心話文であるのは３例で「～
어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例全体に占める割合は 6.25%である。次の（217）、（218）
はそれぞれ 1945年以前の小説における「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例が会話文であ
るものと心話文であるものの具体例である。 
 
（217） 한  시간씩  와   달라기에   오늘  처음  가는  길일세． 
       一 時間ずつ  来て くれと言われて  今日  初めて  行く  道だ 
（『무정（無情）』） 
 
  （218） 내  자손에게  그렇게  하여  달라는   뜻이  아니며,  
      自分の 子孫に    そう  して  くれという  意味では ないし、 
（『무정（無情）』） 
 
 1945 年以後の小説において、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例が会話文であるのは
23例で、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例全体に占める割合は 92%である。「～어(아) 
달라/～e(a)dalla/」用例が心話文であるのは 2 例で、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」
用例全体に占める割合は 8%である。次の（219）、（220）はそれぞれ 1945年以後の小
説における「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例が会話文であるのものと心話文である
ものの具体例である。 
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  （219） 용서 해달라  는   말, 안  할게요. 정말   미안해요. 
       許す してくれ  という  話  ない する   本当に  申し訳ない 
（『달콤한 나의도시（マイスウィートソウル）』） 
 
  （220） 아무  택시나   타고   와서 아파트단지 앞에서 돈을 빌려달라고  
      どんな  タクシーでも 乗って  来て アパート団地 前で お金を 貸してくれと 
하면   될   일이지   싶었던  것이다.  
       すれば  なる  ことなのにと  思った   ものだ。 
（『도가니（トガニ）』） 
 
 前節の表 5から分かるように、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例も時間の流れによっ
て減少する傾向にある。また、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例は殆ど会話文で使わ
れており、心話文に使われる場合もある。それから、会話文と心話文に割合は時間の流れ
によって少しの変動はあったが、その状況はあまり変らないと言ってもよいだろう。 
 
10.3 まとめ 
 
 第 10章の結果は以下のとおりである。 
１）本稿の「주다/juda/」系表現の全体の出現率をみると、1945 年以前の小説における
「주다/juda/」系表現の出現率は 77.84%ではあったが、1945年以後の小説では 80.97%
となり、3.13%増加している。 
  まず、時間の流れによって増加傾向にある表現をみよう。「～어(아) 주다/～e(a)juda/」
は 1945 年以前の小説における出現率は 40.82%であったが、1945 年以後の小説におけ
る出現率は 51.08%となり、10.26%増加している。「드리다/deurida/」は 1945 年以前
の出現率は 0.66%であったが、1945 年以後は 1.39%となり、0.73%増加している。「～
어(아) 주시다/～e(a)jusida/」は 1945 年以前の出現率は 5.68%であったが、1945 年
以後の出現率は 8.51%となり、2.83%増加している。 
  次は、時間の流れによって減少傾向にある表現をみよう。「주다/juda/」は出現率は 1945
年以前は 18.89%であったが、1945 年以後は 12.54%となり、6.35%減少している。
「주시다/jusida/」は 1945年以前の出現率は 1.45%であったが、1945年以後の出現率
は 1.08%となり、0.37%減少している。「달라/dalla/」は 1945年以前の出現率は 0.79%
であったが、1945 年以後は 0.46%となり、0.33%減少している。「～어(아) 달라/～
e(a)dalla/」は 1945年以前の出現率は 6.34%であったが、1945年以後は 3.87%となり、
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2.47%減少している。「달라/dalla/」と「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」は本動詞も
補助動詞も時間の流れによって減少傾向であった。 
それから、どの時代においても、補助動詞の出現率は本動詞の出現率を上回っている。 
２）表 6 から分かるように、1945 年以前の小説と 1945 年以後の小説を比べると、「具体的
な物の移動」を表す「주다/juda/」用例の割合は時間の流れによって 23.80%減少して
いるが、「抽象的な物の移動」を表す用例の割合は時間の流れによって 15.28%増加して
いる。「人間の移動」を表す用例の割合も時間の流れによって 8.52%増加している。 
また、1945年以前の小説では、「具体的な物の移動」を表す用例の割合が「抽象的な物
の移動」を表す用例の割合を 27.97%上回っていたが、1945年以後の小説では逆転して
「抽象的な物の移動」を表す用例の割合が「具体的な物の移動」を表す用例の割合を
11.11%上回っている。 
３）表 7 から分かるように、1945 年以前の小説と 1945 年以後の小説を比べると、「恩恵行
為」を表す「～어(아) 주다/～e(a)juda/」用例の割合は時間の流れによって 6.65%増
加している。「非恩恵行為」を表す「～어(아) 주다/～e(a)juda/」用例の割合は時間
の流れによって 6.38%減少している。「依頼・命令」を表す「～어(아) 주다/～e(a)juda/」
用例の割合も時間の流れによって 0.27%減少している。 
４）表８から分かるように、1945 年以前の小説と 1945 年以後の小説を比べると、「具体的
な物の移動」を表す「드리다/deurida/」用例はの割合は時間の流れによって 46.67%
減少しているが、「抽象的な物の移動」を表す「드리다/deurida/」用例の割合は時間
の流れによって 46.47%増加している。1945 年以後は「抽象的な物の移動」を表す
「드리다/deurida/」用例の割合が「具体的な物の移動」を表す「드리다/deurida/」
用例の割合を 33.34%上回っている。 
５）前節の表 5からも分かるように、「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」用例の出現率は
時間の流れによって減少している。また、「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」用例
は主に会話文で使われており、1945年以前の小説では心話文の場合でも使われていた。 
６）表 5 から分かるように「주시다/jusida/」用例の出現率は、1945 年以前には 1.45%で
あったが、1.08%に減少している。また、「주시다/jusida/」用例の出現率はどの時代
でも低いことが分かった。 
  表 10から分かるように、1945年以前の小説と 1945年以後の小説を比べると、「具体的
な物の移動」を表す「주시다/jusida/」用例の割合は時間の流れによって 29.87%増加
している。「抽象的な物の移動」を表す「주시다/jusida/」用例の割合は時間の流れに
よって 1.30%増加している。「依頼・命令」の意味を表す「주시다/jusida/」用例の割
合は時間の流れによって 31.16%減少している。 
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それから、1945 年以前の小説では、「依頼・命令」の意味を表す「주시다/jusida/」
用例の割合が一番高く、「具体的な物の移動」と「抽象的な物の移動」を表す
「주시다/jusida/」用例の割合は同じであったが、1945 年以後の小説では、「依頼・
命令」を表す「주시다/jusida/」用例の割合が一番少なく、それに代わって「具体的
な物の移動」を表す「주시다/jusida/」用例の割合が一番高くなっている。 
７）表 11 から分かるように、1945 年以前の小説と 1945 年以後の小説を比べると、「恩恵
行為」を表す「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」の用例は時間の流れによって 32.60%
増加している。「依頼・命令」の意味を表す「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」の用
例は時間の流れによって 32.60%減少している。 
  また、1945 年以前の小説では「依頼・命令」の意味を表す「～어(아) 주시다/～
e(a)jusida/」用例の割合が「恩恵行為」を表す「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」
用例の割合より高かったが、1945年以後の小説では、逆転して「恩恵行為」を表す「～
어(아) 주시다/～e(a)jusida/」用例の割合が「依頼・命令」の意味を表す「어/아 주시다」
用例の割合を上回っている。 
８）前節の表 5から分かるように、「달라/dalla/」用例はどの時代でもその出現率は低く、
その出現率は時間の流れによって減少傾向にある。 
  また、「달라/dalla/」の用例は主に「具体的な物の移動」を表す際に用いられる。 
９）前節の表 5から分かるように、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例も時間の流れによ
って減少する傾向にある。また、「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例は殆ど会話文
で使われており、心話文に使われる場合もある。それから、会話文と心話文に割合は
時間の流れによって少しの変動はあったが、その状況はあまり変らないと言ってもよ
いだろう。 
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第 11 章 韓国語「받다」系表現に関する通時的研究 
―時代別小説における「받다」系用例に関する考察を中心に― 
 
11.0 はじめに 
 
 韓国語の「받다/batda/」系表現は韓国語の授受表現において欠かせない存在であり、
「주다/juda/」系表現とともに韓国語の表現に重要な役割を果たす表現であると考えられ
る。本研究では、韓国語の「받다/batda/」系表現に焦点を当て、時間の流れによってどの
ような変化が生じたのかを明らかにしたい。 
 本研究の研究方法は、第 10章と同じであることから、10.1の内容を変えず、利用するこ
とにする。 
 
11.1 時代別小説における「받다」系表現について 
 
 本稿では「받다/batda/、받으시다/badeusida/」の総称として「받다」系表現とする。
次の表 14は「받다/batda/」系表現の出現率をまとめたものである。 
 
表 11.1 時代別小説における「받다/batda/」系表現 
 
   授受表現 
時代区分 
받다/batda/ 받으시다/badeusida/ 合  計 
1945 年以前の小説 168(22.19%) 2(0.26%) 170(22.45%) 
1945 年以降の小説 120(18.55%) 4(0.62%) 124(19.17%) 
 
「받다/batda/」系表現の全体の状況からみると、「받다/batda/」系表現の出現率は、1945
年以前の小説では 22.45%であったが、1945年以後の小説では 19.17%となり、時間の流れに
よって 3.28%減少している。 
「받다/batda/」の用例は、1945年以前の小説ではその出現率が 22.19%であったが、1945
年以後は 18.55%となり、時間の流れによって 3.64%減少している。 
 「받으시다/badeusida/」用例は、1945年以前の小説ではその出現率が 0.26%であったが、
1945年以後は 0.62%となり、時間の流れによって 0.36%増加している。 
 また、「받으시다/badeusida/」用例はどの時代でもその出現率は低い。 
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11.1.1 時代別小説における「받다」について 
 
 林（1980）では、韓国語の「받다/batda/」は日本語の「もらう」に相当すると述べてい
る。本稿では、林（1980）と前章の「もらう」に関する分類を参考にし、韓国語の「받다/batda/」
用例について表 15のように分類を行った。 
 
表 11.2 時代別小説における「받다/batda/」用例の分類状況 
 
        意味分類 
時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 
1945 年以前の小説 63(37.5%) 105(62.5%) 
1945 年以降の小説 49(40.83%) 71(59.17%) 
 
 1945年以前の小説において、「具体的な物の移動」を表す「받다/batda/」用例は 63例で
1945 年以前の小説における「받다/batda/」用例全体に占める割合は 37.5%である。「抽象
的な物の移動」を表す「받다/batda/」用例は 105 例で、1945 年以前の小説における
「받다/batda/」用例全体に占める割合は 62.5%である。1945年以前の小説では「抽象的な
物の移動」を表す用例の方が「具体的な物の移動」を表す用例を大幅に上回っている。次
の（221）、（222）は 1945年以前の小説における「具体的な物の移動」を表す「받다/batda/」
用例と「抽象的な物の移動」を表す「받다/batda/」用例の具体例である。 
 
  （221） 차장은  형식의     차세를  받고   딸랑하면서    유심히  
      運転手は  ヒョンシクの   運賃を 受け取って チャラんと鳴らして じっくり    
형식의    얼굴을  본다.  
      ヒョンシクの  顔を   見る 
（『무정』（『無情』』） 
 
  （222） 자선이나 동정 같은  것은  받는  사람의 프라이드를 뺏는  
       慈善とか 同情 類な ものは 受ける  人の   プライドを 奪う 
경우두 있는 법이거든． 
場合も ある  ものだ 
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（『탁류（濁流）』） 
 
 1945 年以後の小説おいて、「具体的な物の移動」を表す「받다/batda/」用例は 49 例で、
1945年以後の小説における「받다/batda/」用例全体に占める割合は 40.83%である。「抽象
的な物の移動」を表す「받다/batda/」用例は 71 例で、1945 年以後の小説における
「받다/batda/」用例全体に占める割合は 59.17%である。1945年以後の小説では、「具体的
な物の移動」を表す「받다/batda/」用例の割合が増えてはいるものの、依然として「抽象
的な物の移動」を表す「받다/batda/」用例が「具体的な物の移動」を表す用例を上回って
いる。次の（223）、（224）はそれぞれ 1945年以後の小説における「具体的な物の移動」を
表す「받다/batda/」用例と「抽象的な物の移動」を表す「받다/batda/」用例の具体例で
ある。 
 
  （223） 석대 는  고맙다는   말  한마디  없이  그것 들 을  받았다.  
      ソクテ は  ありがとうの 言葉  一言   なく  それ ら  を  受取った 
（『우리들의 일그러진 영웅（われらの歪んだ英雄）』） 
 
（224） 청혼을    받은  그  남자는  대답을  뒤로  미루었다.  
       プロポーズを 受けた その  男は   回答を  後に  後回しにした 
（『달콤한 나의도시（マイスウィートソウル）』） 
 
 「具体的な物の移動」を表す「받다/batda/」用例の割合は、1945年以前の小説では 37.5%
であったが 1945 年以後の小説では 40.83%となり、その割合は 3.33%増加している。「抽象
的な物の移動」を表す「받다/batda/」用例の割合は、1945年以前には 62.5%であったが 1945
年以後小説では 59.17%となり、その割合は 3.33%増加している。しかし、どの時代でも、「抽
象的な物の移動」を表す「받다/batda/」用例が「具体的な物の移動」を表す「받다/batda/」
用例を上回っている。 
 
11.1.2 時代別小説における「받으시다」について 
 
 林（1980）では、韓国語の「받으시다/badeusida/」は「받다/batda/」に主体尊敬補助
語幹「시[si]」をつけて出来た尊敬語であり、日本語の「おもらいになる」に相当すると
述べている。 
 本稿では、「받으시다/badeusida/」の用例を「具体的な物の移動」と「抽象的な物の移
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動」に分類ことにした。以下の表 16はその分類状況である。 
 
表 11.3 時代別小説における「받으시다/badeusida/」用例の分類状況 
 
        意味分類 
時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 
1945 年以前の小説 0 2 
1945 年以降の小説 1 3 
 
 本稿の 1945 年以前の小説における「받으시다/badeusida/」用例は 2 例あって、その 2
例とも「抽象的な物の移動」を表す用例であった。次の(225)はその具体例である。 
 
  (225)  참   은혜  많이  받으셨삽네다． 
      本当に  恩恵  沢山  受け取られました 
（『무정』（『無情』』） 
 
 1945年以後の小説における「받으시다/badeusida/」用例は「具体的な物の移動」を表す
用例が 1 例で、「抽象的な物の移動」を表す用例が 3 例あった。次の(226)、(227) 
「받으시다/badeusida/」用例の「具体的な物の移動」を表す用例と「抽象的な物の移動」
を表す用例の具体例である。 
 
  (226)  그럼   우리 가 자애원 에  이야기 해서  피해학생  을  
      そうしたら 私ら が 慈恵院  に  話   して   被害学生  を 
데려다주면,    그러면   진술서를  받으시겠어요? 
連れてきてあげたら  そうしたら  陳述書を   取られますか 
（『도가니（トガニ）』） 
 
  (227)   두  형제 를  고발하는  위치에  서면   오해를   받으시게  
      二人 兄弟  を 告発する   位置に  立つと   誤解を  受けられるように 
되어   있는  것입니다. 
 なって  いる  ものです。 
（『도가니（トガニ）』） 
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 表 14から分かるように、「받으시다/badeusida/」用例はどの時代でもその出現率は低か
った。また、その出現率は僅かではあるが、時間の流れによって増加する傾向にある。そ
れから、どの時代でも、「抽象的な物の移動」を表す用例が「具体的な物の移動」を表す用
例を上回っている。本稿の「받으시다/badeusida/」用例はすべて会話文で現れていたのも
一つの特徴である。 
 
11.2 まとめ 
 
 第 11章の結果は以下のとおりである。 
１）「받다/batda/」系表現の全体の状況からみると、その出現率は時間の流れによって減
少傾向にある。 
２）「받다/batda/」の用例の出現率は「받다/batda/」系表現の出現率と同じく減少傾向に
ある。また、「받다/batda/」の用例内部をみると、どの時代でも「抽象的な物の移動」
を表す用例が「具体的な物の移動」を表す用例を上回っている。時間の流れによって
「具体的な物の移動」を表す用例の割合が増加してはいるが、依然として「抽象的な
物の移動」を表す用例が「具体的な物の移動」を表す用例を上回っている。 
３）「받으시다/badeusida/」の用例の出現率は時代の流れによって僅かではあるが、増加
傾向にある。「받으시다/badeusida/」用例の内部をみると、どの時代でも「抽象的な
物の移動」を表す用例が「具体的な物の移動」を表す用例を上回っている。 
それから「받으시다/badeusida/」用例は主に会話文で使われている。 
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第 12 章 日本語と韓国語の授受表現に関する対照 
 
12.0 はじめに 
 
 日本語と韓国語の授受表現については、前の 2 章から 4 章では日本語の授受表現につい
て小説の用例とその翻訳例を用いて分析を行った。5章と 6章では韓国語の授受表現につい
て小説の用例とその翻訳例を用いて分析を行った。また、7章から 9章までは日本語の授受
表現について時代別の小説における用例を用いて通時的研究を行った。10 章と 11 章では、
韓国語の授受表現について時代別の小説における用例を用いて通時的研究を行った。本章
では、2章から 11章までの研究成果をまとめることにする。 
 
12.1 日本語と韓国語の授受表現に関する対照のまとめ 
 
12.1.1 小説の授受表現とその翻訳例による対照 
 
12.1.1.1 「あげる」、「くれる」と「주다」について 
 
 小説における「あげる」の用例とその翻訳例による対照を行うため、まず、表 2.5 を借
用し、本節ではそれを表 12.1とする。 
 
表 12.1（表 2.5） 「あげる」用例の韓国語訳状況 
 
     韓国語訳 
文の種類 
주다 
juda 
드리다 
deurida 
意訳 
会話文 1 1 2 
心話文 1 0 0 
地の文 0 0 0 
合計（5 例） 
2 例 
（40%） 
1 例 
（20%） 
2 例 
（40%） 
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表 12.1から分かるように、小説における日本語の「あげる」は韓国語において主に「주다/ 
juda/」に翻訳されており、「주다/juda/」の待遇表現である「드리다/deurida/」にも翻訳
されている。このような結果は、日本語の「あげる」は韓国語の「주다/juda/」に相当す
るという従来の説を支持する結果であると言えよう。 
 小説における「くれる」の用例とその翻訳の状況から対照を行うため、表 3.2を借用し、
本節では 12.2とする。 
 
表 12.2（表 3.2） 「くれる」用例の韓国語訳状況 
 
  韓国語訳 
文の種類 
주다 
juda 
달라 
dalla 
～다 주다 
～da juda 
주시다 
jusida 
意訳 
会話文 
3 2 0 0 1 
心話文 
0 0 0 0 0 
地の文 
4 0 1 1 0 
合計（12 例） 
7 例 
（58%） 
2 例 
（17%） 
1 例 
（8%） 
1 例 
（8%） 
1 例 
（8％） 
 
表 12.2から分かるように、日本語の「くれる」は主に、韓国語の「주다/juda/」に翻訳
されたている。このような結果から、日本語の「くれる」は韓国語の「주다/juda/」に相
当すると言えよう。 
 小説における韓国語の「주다/juda/」用例とその翻訳例による対照を行うため、表 5.4
を借用し、本節では表 12.3とする。 
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表 12.3（表 5.4） 「주다/juda/」用例の日本語訳状況 
 
日
本
語
訳 
 
 
 
 
文
の
種
類 
く
れ
る 
て
く
れ
る 
あ
げ
る 
や
る 
て
や
る 
も
ら
う 
い
た
だ
く 
意      訳 
あたえ
る 
わたす 
提供す
る 
その
他 
会 
話  
文 
5 1 3 2 1 0 1 6 2 0 3 
心  
話  
文 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
地  
の  
文 
1 2 2 1 0 1 0 25 0 1 15 
合  
計 
6   
8.33% 
3 
4.17% 
5 
6.94% 
3 
4.17% 
1 
1.39% 
1 
1.39% 
1 
1.39% 
31 
43.06% 
2 
2.78% 
1 
1.39% 
18 
25% 
 
韓国語の「주다/juda/」は用例の翻訳状況からみると、主に「くれる」、「やる」、「あげ
る」に相当すると言えよう。しかし、韓国語の「주다/juda/」は用例の翻訳状況をみると、
「あたえる」に翻訳されたものが全体の 43.06％占めており、突出して多い。韓国語の
「주다/juda/」は「話し手の関与」つまり視点が存在しないことは今までの先行研究で述
べている。視点が存在しない韓国語の「주다/juda/」は視点が存在する日本語の「くれる」
や「やる」、「あげる」よりは、視点の制約がない「あたえる」に近い意味用法を持ってい
る。このようなことから、韓国語の「주다/juda/」は日本語の「あたえる」に相当すると
言えよう。 
 
12.1.1.2 「さしあげる」と「드리다」について 
 
 本研究において、日本語の「さしあげる」の用例はなかった。そのため、まず韓国語の
「드리다/deurida/」の用例の翻訳の状況からみることにする。韓国語の「드리다/deurida/」
用例とその翻訳例による対照を行うため、表 5.6を借用し、本節では表 12.4とする。 
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表 12.4（表 5.6） 「드리다/deurida/」用例の日本語訳状況 
 
    日本語訳 
文の種類 
申し上げる 渡す その他 
会話文 1 1 6 
心話文 0 0 1 
地の文 0 0 0 
合 計 1（11.11%） 1（11.11%） 7(77.78%） 
 
韓国語の「드리다/deurida/」は「주다/juda/」の謙譲語である。謙譲語の性質から、
「드리다/deurida/」は日本語の「さしあげる」に近い意味用法を持っている。しかし、本
研究の実際の翻訳例からみると、「말씀을（お言葉）＋ 드리다（さしあげる）」という場合
に「申し上げる」という「言う」の謙譲語が用いる他は、謙譲の意味を持っている表現は
用いられていない。このような結果から、文法上は日本語の「さしあげる」と
「드리다/deurida/」は近い意味用法を持っていると言えるが、実際の使用場面では、殆ど
対応する用例がなく、お互い近い意味用法を持っていると言い難い。このようなことは、
日本語の「さしあげる」は謙譲語ではあるが、「さしあげる」を使用することによって「相
手に押しつけがましいという印象を与える」という日本語の対者敬語の性質と韓国語の素
材敬語の違いから来るものであると考えられる。 
 
12.1.1.3 「てやる、てあげる、てくれる」と「～어(아)주다」について 
 
 日本語の「てやる、てあげる」の用例とその翻訳例による対照を行うため、第 2 章の表
2.4と表 2.6を借用し、本節では、それぞれ表 12.5、表 12.6とする。 
 
表 12.5（表 2.4） 「てやる」用例の韓国語訳状況 
     韓国語訳 
文の種類 
～어（아 ）주다 
／～e(a) juda／ 
～다 주다 
／～da juda／」 
省略 
会話文 12 3 4 
心話文 1 0 2 
地の文 7 0 2 
合計(31 例) 20 例（64.52％） 3 例（9.68％） 8 例（26％） 
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 表 12.5から分かるように日本語の「てやる」は韓国語の「～어(아)주다/～e(a) juda/」
に相当することが分かった。 
 
表 12.6（表 2.6） 「てあげる」用例の韓国語訳状況 
 
  韓国語訳 
文の種類 
어(아)주다 
e(a) juda 
어(아 )드리다 
e(a) deurida 
～다 주다 
da juda 
省略 意訳 
会話文 14 9 0 3 1 
心話文 10 0 0 2 0 
地の文 7 0 1 1 1 
合計（49 例） 
31 例 
63% 
9 例 
(22%) 
1 例 
(2%) 
6 例 
(12%) 
2 例 
(4%) 
 
表 12.6 をみると、日本語の「てあげる」は韓国語の「～어(아)주다/～e(a) juda/」と
その待遇表現である「어(아)드리다/e(a) deurida/」に相当すると言えよう。 
 日本語の「てくれる」用例とその翻訳による対照を行うため、表 3.3 を借用し、本節で
は表 12.7とする。 
表 12.7（表 3.3） 「てくれる」用例の韓国語訳状況 
 
   韓国語訳 
文の種類 
어(아)주다 
e(a) juda 
어(아)달라 
e(a) dalla 
다 주다 
da juda 
어(아)주시다 
e(a) jusida 
省略 意訳 
会話文 39 15  4 9 10 9 
心話文 9 1 0 0 1 2 
地の文 126 2 8 0 22 7 
合計 
（264 例） 
174 例 
65.91% 
18 例 
6.82% 
12 例 
4.55% 
9 例 
3.41% 
33 例 
12.5% 
18 例 
6.82% 
 
日本語の「てくれる」は韓国語の「～어(아) 주다/～e(a)juda/」に相当する。会話文に
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限って「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」に相当する場合もある。「てくれ」形で現れた
場合、韓国語の「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」に相当する。 
次に、韓国語の「～어(아) 주다/～e(a)juda/」用例とその翻訳例による対照を行うため、
表 5.5を借用し、本節では表 12.8にする。 
 
表 12.8（表 5.5） 「～어(아) 주다/～e(a)juda/」用例の日本語訳状況 
 
日
本
語
訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文
の
種
類 
て
く
れ
る 
て
や
る 
て
あ
げ
る 
て
も
ら
う 
て
く
だ
さ
い
・ 
て
く
だ
さ
る 
く
れ
る 
省
略 
意    訳 
て
あ
た
え
る 
て
ち
ょ
う
だ
い 
あ
た
え
る 
そ
の
他 
会  
話  
文 
45 16 20 5 3 0 26 0 2 0 29 
心   
話   
文 
7 3 6 0 0 0 2 0 0 0 5 
地   
の   
文 
109 32 9 4 0 1 70 1 0 1 47 
合  
計 
161 
36.34％ 
51 
11.51% 
35 
7.90% 
9 
2.03% 
3 
0.68% 
1 
0.23% 
98 
22.12% 
1 
0.23% 
2 
0.45% 
1 
0.23% 
81 
18.28% 
 
 表 12.8 で分かるように、韓国語の「～어(아) 주다/～e(a)juda/」は日本語の「てくれ
る」、「てやる」に相当すると言えよう。韓国語の本動詞「주다/juda/」日本語の「あたえ
る」に相当すると言うことは前節で述べたが、補助動詞の場合は、「てあたえる」のではな
く、日本語の授受補助動詞と近い意味用法を持ち、実際の場面でも、日本語の授受表現で
あると同じ役割を果たしている。このような結果は、韓国語の「～어(아) 주다/～e(a)juda/」
が授恵表現であることと密接な関係があると考えられる。 
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12.1.1.4 「てさしあげる」と「～어(아) 드리다」について 
 
 日本語の「てさしあげる」と韓国語の「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」の対照を行
うため、表 5.7を借用し、本節では表 12.9とする。 
 
表 12.9（表 5.7） 「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」用例の日本語訳 
 
文の   
種類 
てさしあ
げる 
てあげる 
ていただ
く 
てもらう 省略 
意  訳 
お～する その他 
会 話 文 1 1 1 1 1 1 6 
心 話 文 0 0 0 0 0 0 0 
地 の 文 0 0 0 0 0 0 0 
合 計 1（8.33%） 1（8.33%） 1（8.33%） 1（8.33%） 1（8.33%） 1（8.33%） 6（50%） 
 
本研究における日本語の「てさしあげる」の用例はなかった。韓国語の「～어(아) 드리다/
～e(a)deurida/」は「てさしあげる」と「てあげる」に相当すると言えよう。しかし、実
際の場面では、意訳によるものが多い。このようなことは前節の「드리다/deurida/」と同
じく、日本語と韓国語の対者敬語と素材敬語の違いがもたらした結果であると考えられる。 
  
12.1.1.5 「くださる」と「주시다」について 
 
 本研究において、日本語の「くださる」の用例はなかった。韓国語の「주시다/jusida/」
用例とその翻訳例による対照を行うため、表 5.8を借用し、本節では、表 12.10とする。 
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表 12.10（表 5.8） 「주시다/jusida/」用例の日本語訳状況 
 
文 
の 
種 
類 
ください   
・     
くださる 
くれる 
ていただ
く 
てくださ
い 
・     
てくださ
る 
意    訳 
与える 
ちょうだ
い 
その他 
会話文 3 1 1 2 1 1 1 
心話文 0 0 0 0 0 0 0 
地の文 0 0 0 0 0 0 0 
合 計 3(30%) 1(10%) 1(10%) 2(20%) 1(10%) 1(10%) 1(10%) 
表 12.10をみると、韓国語「주시다/jusida/」は主に日本語の「くださる」に翻訳された
ものもが一番多いことから、「くださる」に相当すると言えよう。しかし、韓国語の
「주시다/jusida/」は実際使用されているのに比べて、日本語の「くださる」は実際あま
り使用されないことが相違点である。 
 
12.1.1.6 「てくださる」と韓国語の「～어(아) 주시다」について  
 
 日本語の「てくださる」の用例とその翻訳例による対照を行うため、表 3.4 と表 3.5 を
借用し、それぞれ 12.11、12.12とする。 
表 12.11（表 3.4） 「てください」用例の韓国語訳状況 
 
    韓国語訳 
日本語用例 
어(아)주세요 
e(a) juseyo 
어(아)달라 
e(a) dalla 
어(아)요 
e(a)yo 
会話文 15 1 20 
心話文 0 0 0 
地の文 0 0 0 
合計 
36 例 
15 例 
32.61％ 
1 例 
2.17％ 
20 例 
43.48％ 
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 日本語の「てくださる」が依頼・命令形式の「てください」の形で出現した場合、韓国
語ではその命令・依頼の意味を持つ意訳で翻訳される場合も多いが、「～어(아) 주시다/～
e(a)jusida/」の命令形である、また丁重表現である「～어(아)주세요/～e(a)juseyo/」に
翻訳されている。このようなことから、日本語の「てください」はその意味と実際の使用
場面から韓国語の「～어(아)주세요/～e(a)juseyo/」に相当すると言えよう。 
 
表 12.12（表 3.5） 「てくださる」用例の韓国語訳状況 
 
     韓国語訳 
日本語用例 
어(아)주다 
e(a)juda 
어(아)주시다 
e(a) jusida 
意訳 
会話文 0 1 3 
心話文 1 0 1 
地の文 4 0 0 
「てくださる」用例 
10 例(22%) 
5 例 
(11%) 
1 例 
(2%) 
4 例 
(9%) 
 
表 12.12 から分かるように、日本語の「てくださる」は地の文で現れた場合は、韓国語
の「～어(아) 주다/～e(a)juda/」に相当し、会話文の場合は「～어(아) 주시다/～e(a) 
jusida/」に相当すると言えよう。 
 韓国語の「～어/아 주시다/～e(a)jusida/」の用例とその翻訳例による対照を行うため、
表 5.9を借用し、本節では表 12.13とする。 
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表 12.13（表 5.9） 「～어/아 주시다/～e(a)jusida/」用例の日本語訳状況 
 
文
の
種
類 
てくれる 
てくださ
い・ てく
ださる 
てあげ
る 
てもら
う 
ていただ
く 
お～く
ださい 
省略 
意   訳 
尊敬の     
れる・ 
られる 
その他 
会
話
文 
13 28 1 2 7 2 2 2 6 
心
話
文 
0 1 0 0 0 0 0 0 1 
地
の
文 
0 0 0 0 0 0 0 0 1 
合
 
計 
13 
(19.70%) 
29 
(43.94%) 
1 
(1.52%) 
2 
(3.03%) 
7 
(10.61%) 
2 
(3.03%) 
2 
(3.03%) 
2 
(3.03%) 
8 
(12.12%) 
 
 表 12.13 から分かるように、韓国語の「～어/아 주시다/～e(a)jusida/」は主に「てく
ださい・てくださる」に翻訳されたおり、その結果から、、韓国語の「～어/아 주시다/～
e(a)jusida/」日本語の「てくださる」に相当すると言えよう。 
 
12.1.1.7 「もらう」と「받다」について 
 
 日本語の「もらう」の用例とその翻訳例による対照を行うため、表 4.2 と表 6.2 を借用
し、本節ではそれぞれ表 12.14と表 12.15とする。 
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表 12.14（表 4.2） 「もらう」用例の韓国語訳状況 
 
         韓国語訳 
文の種類 
받다            
batda 
意訳 
会話文 6 5 
心話文 1 2 
地の文 11 7 
合計 
32 例（100%） 
18 例 
（56%） 
14 例 
（44%） 
 
 表 12.14から分かるように、日本語の「もらう」は韓国語では主に「받다/batda/」に翻
訳されており、その結果から日本語「もらう」は韓国語の「받다/batda/」に相当すると言
えよう。 
 
表 12.15(表 6.2) 「받다/batda/」用例の韓国語訳状況 
 
 
 
 表 12.15から分かるように、韓国語の「받다/batda/」は「もらう」に翻訳されたものは
5.30％しかなく、「受身形」や「受ける」、「受け取る」、「受け止める」など本動詞「受ける」
と関連があるものに翻訳されたものが 54.3％を占めている。韓国語の「받다/batda/」は視
点の制約が存在しないことから、日本語の「もらう」よりは「受ける」に相当すると言っ
た方が正確であろう。 
 
受身形 受ける 受け取る 受け止め
る
賜る 得る 浴びる とる 生じる・
感じる
電話に
出る
その他
会話文 4 0 4 7 8 1 0 0 1 0 6 0 2 13
心話文 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 2
地の文 3 1 3 22 32 8 1 1 0 2 0 1 9 14
合　計
8
(5.30%)
1
(0.66%)
7
(4.64%)
30
(19.87%
41
(27.15%
9
(5.96%)
2
(1.32%)
1
(0.66%)
1
(0.66%)
3
(1.99%)
6
(3.97%)
2
(1.32%)
11
(7.28%)
29
(19.21%
文の種類 もらう てもらう 省略
意　　　　　　　　　　　　　　　訳
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12.1.1.8 「てもらう」について 
 
 日本語の「てもらう」の用例とその翻訳例による対照を行うため、表 4.3 を借用し、本
節では表 12.16とする。 
 
表 12.16(表 4.3） 「てもらう」用例の韓国語訳状況 
 
韓国
語訳 
 
文の 
種類 
어(
아)
주
다 
 
어(
아)
주
시
다 
받
다 
 
어
（
아
）
달
라 
 
省
略 
意   訳 
使役形 名詞 
＋
받다/batda/ 
そ
の
他 
会話文 9 2 10 5 3 2 2 20 
心話文 1 0 0 1 0 0 0 2 
地の文 22 0 18 7 0 4 2 22 
合計 
132例 
32 
24.24％ 
2 
1.52％ 
28 
21.21％ 
13 
9.85％ 
3 
2.27％ 
6 
4.55％ 
4 
3.03％ 
44 
33.33％ 
 
 韓国語の現代文法の補助動詞には「받다/batda/」は含まれていない。このような背景か
ら、日本語の「てもらう」は主に「～어(아)주다/～e(a) juda/」に翻訳されている。また、
韓国語の本動詞「받다/batda/」に翻訳されたものも「てもらう」用例全体の 21.21％を占
めている。「받다/batda/」に翻訳された「てもらう」の翻訳例をみると、主に日本語「受
ける」や「受身形」に相当するものであった。このような結果は、日本語の「てもらう」
が「他者から話者側に恩恵行為が移動する」ことを「行為を受ける」、或いは「行為を受け
る受身形」として理解し、韓国語では「받다/batda/」に翻訳されたのである。その他に「て
もらう」用例は韓国語で「～어（아）달라/～e(a) dalla/」や「使役形」に翻訳されたも
のも 14％ほどあった。このことは日本語の「てもらう」の「働きかけ」に焦点を当て翻訳
したものであると考えられる。 
 このように。日本語に「てもらう」に対応する韓国語ないことから、その翻訳の際には
「てもらう」を構成する意味の一側面に焦点を当て翻訳を行っている。 
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12.1.1.9 「いただく」について 
 
 本研究における日本語の「いただく」の用例は一つだけで、何かを食べる前に言う決ま
り文句である「いただきます」であり、韓国語では意訳で翻訳されている。韓国語のは、
日本語の「いただく」とまったく意味用法が合致する言葉はなく、その都度意訳で翻訳さ
れていると言えよう。 
 
12.1.1.10 「ていただく」について 
 
 日本語の「ていただく」の用例とその翻訳例による対照を行うため、表 4.4 を借用し、
本節では 12.17とする。 
表 12.17(表 4.4） 「ていただく」用例の韓国語訳状況 
 
   韓国語訳 
日本語用例 
어(아)주다 
e(a) juda 
어(아)주시다 
e(a) jusida 
어(아)달라 
e(a) dalla 
意 訳 
会話文 ０ ２ １ ３ 
心話文 ０ ０ ０ ０ 
地の文 ３ ０ ０ １ 
合計      
10 例 
3 例 
 
2 例 
 
1 例 
 
4 例 
 
 
 日本語の「ていただく」は地の文の場合は韓国語の「～어(아)주다/～e(a)juda/」に翻
訳されている。日本語の「ていただく」が会話文で現れた場合、韓国語では「～어(아 )주시다 
/～e(a)jusida/」に翻訳されている。また、「てもらう」同様に「てもらう」の「働きかけ」
に焦点を当てた「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」に翻訳した例もある。このように、日本
語の「ていただく」の一側面に焦点を当てた翻訳が目立つ。 
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12.1.1.11 「달라」について 
 
本研究における韓国語の「달라/dalla/」の用例は 3例あって、その 3例はすべて「くれ」
に翻訳されている。このような結果から、韓国語の「달라/dalla/」は日本語の「くれる」
の依頼・命令形である「くれ」に相当すると言えよう。 
 
12.1.1.12 韓国語の「～어(아)달라」について 
 
 韓国語の「～어(아) 달라/e(a)dalla/」の用例とその翻訳例による対照を行うため、表
5.10を借用し、本節では表 12.18とする。 
 
表 12.18(表 5.10） 「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」用例の日本語訳状況 
 
  日本語訳 
文の種類 
てくれ てください 省略 
意    訳 
使役形 意訳 
会話文 14 1 2 1 2 
心話文 1 0 0 0 0 
地の文 3 0 0 0 2 
合 計 18(69.23%) 1(3.85%) 2(7.69%) 1(3.85%) 4(15.38%) 
 
 表 9.18から分かるように、韓国語の「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」は主に日本語の「て
くれ」に翻訳されている。このような結果から、韓国語の「～어(아) 달라/～e(a)dalla/」
は日本語の「てくれ」に相当すると言えよう。 
 
12.1.1.13 「받으시다」について 
 
 表 12.19 は 6 章の表 6.3 を借用したものであり、「받으시다/badeusida/」用例の日本語
訳の状況を表したものである。 
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表 12.19(表 6.3） 「받으시다/badeusida/」用例の日本語訳状況 
 
  日本語訳 
文の種類 
とる 
受身     
れる・られる 
「受け取る」の  
尊敬形 
その他 
会話文 1 1 1 3 
心話文 0 0 0 0 
地の文 0 0 0 0 
合 計 1（16.67%） 1（16.67%） 1（16.67%） 3（50%） 
 
韓国語の「받으시다/badeusida/」は「받다/batda/」に主体尊敬補助語幹である「시/si/」
をつけてできた尊敬語である。このようなことから「받으시다/badeusida/」は日本語の「受
け取る」の尊敬形式である「受け取られる」に相当すると言えよう。また、受身形の「れ
る・られる」に相当する場合もある。 
 
12.1.2 日本語と韓国語の授受表現に関する通時的研究のまとめ 
 
12.1.2.1 意味に関する通時的研究のまとめ 
 
12.1.2.1.1 本動詞の意味に関する通時的研究のまとめ 
 本研究では、日本語と韓国語の授受表現の本動詞の意味による分析では、主に「具体的
な物の移動」と「抽象的な物の移動」、「人間の移動」に分けて分析を行った。対照を行う
ため、本節では、前の章の表などを借用し、説明を行うことにする。 
 
表 12.20（表 7.8） 時代別小説における「やる」の分類 
 
     意味分類 
 時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 人間の移動 
明治 20年～大正 11年 13 0 0 
大正 12年～昭和 20年 2 6 1 
昭和 21 年  以降 3 0 0 
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表 12.21（表 7.10） 時代別小説における「あげる」用例の分類 
 
       意味分類 
時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 
明治 20 年～大正 11 年 8 0 
大正 12 年～昭和 20 年 1 0 
昭和 21 年  以降 5 1 
 
表 12.22（表 8.2） 時代別小説における「くれる」用例の分類 
 
     意味分類 
 
時代区分 
遠心方向 
求心方向 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 
明治 20年～大正 11年 3 5 1 
大正 12年～昭和 20年 0 2 0 
昭和 21 年  以降 0 6 2 
 
表 12.23（表 10.6） 時代別小説における「주다/juda/」用例の分類 
 
     意味分類 
時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 人間の移動 
1945 年以前の小説 87(60.84%) 47(32.87%) 9(6.29%) 
1945 年以降の小説 30(37.04%) 39(48.15%) 12(14.81%) 
 
 上記の表 12.20 から表 12.23 までの日本語と韓国語の本動詞「やる」、「あげる」、「くれ
る」と「주다/juda/」の意味の変化をみると、日本語の「やる」。「あげる」、「くれる」は
どの時代でも「具体的な物の移動」表すものが多いが、韓国語の「주다/juda/」は「具体
的な物の移動」を表すものが時間の流れによって減少していき、その代り「抽象的な物の
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移動」を表すものが増加している。一方、「人間の移動」を表すものは、日本語ではどの時
代もその出現率も低いが、韓国語では、時間の流れによってその出現率は上昇しているこ
とが分かった。 
 
表 12.24（表 9.2） 時代別小説における「もらう」用例の分類 
 
      意味分類 
時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 人間の移動 
明治 20 年～大正 11 年 20(76.92%) 0 6(23.08%) 
大正 12 年～昭和 20 年 8(57.14%) 1(7.14%) 5(35.71%) 
昭和 21 年  以降 11(52.38%) 10(47.62%） 0 
 
表 12.25（表 11.2） 時代別小説における「받다/batda/」用例の分類状況 
 
       意味分類 
時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 
1945 年以前の小説 63(37.5%) 105(62.5%) 
1945 年以降の小説 49(40.83%) 71(59.17%) 
 
 日本語の「もらう」と韓国語の「받다/batda/」の意味の変化をみると、両言語とも時間
の流れによって、「抽象的な物の移動」を表すものの出現率が上昇しており、一方「具体的
な物の移動」を表すものの出現率は減少している。相違点をみると、日本語は昭和 20年ま
では「人間の移動」を表すものが存在したが、昭和 21年以後の小説では見かけなくなって
いる。韓国語の「받다/batda/」は「人間の移動」を表すものの出現率はどの時代でも低い
ことが分かった。 
 
12.1.2.1.2 補助動詞の意味に関する通時的研究のまとめ 
 
 本研究では、日本語と韓国語の授受表現の本動詞の意味による分析では、主に「恩恵行
為」と「非恩恵行為」に分けて分析を行った。その分析に当たっては、前の章で扱った表
を借用し、本節独自の番号を付けて分析を行う。表題の（ ）の中の表の番号は前の説で
の番号を表す。 
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表 12.26（表 7.9） 時代別小説における「てやる」用例の分類 
 
       意味分類 
時代区分 
恩恵行為 非恩恵行為 
明治 20 年～大正 11 年 51（57.30%） 38（42.70%） 
大正 12 年～昭和 20 年 100（82.64%） 21（17.36%） 
昭和 21 年  以降 20（76.92%） 6（23.08%） 
 
表 12.27（表 7.11）  時代別小説における「てあげる」用例の分類 
 
        意味分類 
時代区分 
恩恵行為 非恩恵行為 
明治 20 年～大正 11 年 10 0 
大正 12 年～昭和 20 年 34 0 
昭和 21 年  以降 33 2 
 
表 12.28（表 8.3） 時代別小説における「てくれる」用例の分類 
 
 意味分類 
 
時代区分 
恩恵行為 非恩恵行為 
依頼・命令 
てくれ ておくれ 
てくれたま
え 
てくれろ 
明治 20 年
～大正 11
年 
42 
(53.16%) 
2 
(2.53%) 
25 
(31.66%) 
3 
(3.78%) 
7 
(8.86%) 
0 
(0%) 
大正 12 年
～昭和 20
年 
121 
(78.57%) 
0 
(0%) 
16 
(10.39%) 
12 
(7.79%) 
0 
(0%) 
5 
(3.25%) 
昭和 21 年  
以降 
256 
(91.76%) 
2 
(0.72%) 
21 
(7.53%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
0 
(0%) 
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表 12.29（表 10.7） 時代別小説における「어/아 주다」用例の分類状況 
 
     意味分類 
時代区分 
恩恵行為 非恩恵行為 依頼・命令 
1945 年以前の小説 266(86.08%) 30(9.71%) 13(4.21%) 
1945 年以降の小説 306(92.73%) 11(3.33%) 13(3.94%) 
 
 日本語の「てあげる」と「てくれる」をみると、時間の流れによって「恩恵行為」を表
すものの出現率は上昇し、「非恩恵行為」を表すものの出現率は減少している。「てあげる」
だけは時間の流れによって「非恩恵行為」の出現率が増加している。このような結果は「て
あげる」は「てやる」の待遇表現であることから、昭和 20年までは、あまり「非恩恵行為」
の場面では用いられなかったが、その待遇度が時間の流れによって低くなり、昭和 21年以
後は「非恩恵行為」を表す場合にも用いられる場面が出現したと考えられる。しかし、結
果的に「恩恵行為」を表すものが「非恩恵行為」を表すものを上回っていることには変わ
りない。韓国語の「～어(아) 주다/～e(a)juda/」も「恩恵行為」を表すものは時間の流れ
によって増加傾向にあるが、「非恩恵行為」は時間の流れによって減少している。 
 また、日本語の「てくれる」の依頼・命令を表すものをみると、時間の流れによって、
その種類も出現率も減少していることが分かった。韓国語の「～어(아) 주다/～e(a)juda/」
の依頼・命令を表すものも時間の流れによってその出現率は減少しているが、その種類に
は明確な変化がなかった。 
 
表 12.30（表 9.3） 時代別小説における「てもらう」用例の分類 
 
   意味分類 
時代区分 
恩恵行為 非恩恵行為 （さ）せてもらう てもらいたい（希望） 
明治 20 年～大
正 11 年 
12(63.16%) 2(10.53%) 0 5(26.32%） 
大正 12 年～昭
和 20 年 
28(77.78%) 0 0 8(22.22%) 
昭和 21 年  以
後 
63(82.89%) 3(3.95%) 6(7.89%) 4(5.26%) 
 
166 
 
 日本語の「てもらう」も上記の「てやる」「てくれる」と同じく、時間の流れによって「恩
恵行為」を表すものの出現率が高くなり、「非恩恵行為」を表すものも結果的に減少したと
言える。本研究における「（さ）せてもらう」表現は昭和 20 年までの作品では出現しなか
ったが、昭和 21年以後の小説ではその用例があった。このような結果は、時間の流れによ
って「（さ）せてもらう」表現の使用が増えたことを説明している。 
 
12.1.2.2 日韓授受表現の敬語に関する通時的研究のまとめ 
 
12.1.2.2.1 本動詞の敬語に関する通時的研究のまとめ 
 
 日本語と韓国語の授受表現の中の敬語表現について通時的分析を行うため、前の章の表
などを借用し、分析を行うことにする。本節でも表題の（ ）の中の表の番号は前の章で
取り扱った表の番号である。本節では授受表現のうち、本動詞の敬語表現について分析を
行う。 
以下の表 12.31は「さしあげる」の用例を会話文と地の文に分けた表である。本研究にお
ける「さしあげる」の用例はすべて「具体的な物の移動」を表す際に用いられている。 
 
表 12.31（表 7.12） 会話文と地の文における「さしあげる」用例 
 
       文の種類 
時代区分 
会話文 地の文 
明治 20 年～大正 11 年 2 1 
大正 12 年～昭和 20 年 1 0 
昭和 21 年  以降 0 0 
 
 表 12.31からも分かるように、「さしあげる」はその出現率はどの時代も比較的低く、ま
た、主に会話文で用いられている。 
 本研究における「くださる」は、昭和 21年以後の小説に 4例あって、その他の時代の小
説では用例がなかった。その 4 例はすべて依頼・命令を表す「ください」の形で会話文で
用いられている。 
 下記の表 12.32 は「いただく」の用例は時代別に、また文の種類によって分類した表で
ある。本研究における「いただく」のすべての用例も「具体的な物の移動」を表す際に用
いられている。 
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表 12.32（表 9.4） 時代別小説における「いただく」用例の分類 
 
        文の種類 
時代区分 
会話文 地の文 
明治 20 年～大正 11 年 5 2 
大正 12 年～昭和 20 年 0 0 
昭和 21 年  以後 2 0 
 
 表 12.32から分かるように、「いただく」の用例もその出現率は低く、また、主に会話文
で用いられている点では「さしあげる」と「くださる」と同じである。 
 以下の表 12.33は韓国語の「드리다/deurida/」用例に関する分類の状況である。 
 
表 12.33（表 10.8） 時代別小説における「드리다/deurida/」用例の分類状況 
 
         意味分類  
時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 
1945 年以前の小説 4(80%) 1(20%) 
1945 年以降の小説 3(33.33%) 6(66.67%) 
 
表 12.34（表 10.10） 時代別小説における「주시다/jusida/」用例の分類状況 
 
       意味分類 
時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 依頼・命令 
1945 年以前の小説 3(27.27%) 3(27.27%) 5(45.45%) 
1945 年以降の小説 4(57.14%) 2(28.57%) 1(14.29%) 
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表 12.35（表 11.3） 時代別小説における「받으시다/badeusida/」用例の分類状況 
 
       意味分類 
時代区分 
具体的な物の移動 抽象的な物の移動 
1945 年以前の小説 0 2 
1945 年以降の小説 1 3 
前の 8 章の表 8.3 と表 8.4 から分かるように、韓国語の「드리다/deurida/」と
「주시다/jusida/」、「받으시다/badeusida/」は主に会話文で用いられており、時間の経
過による変化は少ない。 
しかし、日本語では、本動詞としての敬語の授受表現は、主に「具体的な物の移動」を
表していたが、韓国語の本動詞としての敬語の授受表現は「具体的な物の移動」を表すも
のも「抽象的な物の移動」を表すものも存在する。また、韓国語の「드리다/deurida/」と
「주시다/jusida/」は、時間の流れによって、「抽象的な物の移動」を表すものが増加傾向
にある。韓国語の「받으시다/badeusida/」は時間の流れによって増加傾向にあるとは言え
ないものの、時間が経過しても「抽象的な物の移動」を表すものが「具体的な物の移動」
を表すものを上回っていることには変わりない。 
 
12.1.2.2.2 補助動詞の敬語に関する通時的研究のまとめ 
 
 日本語と韓国語の授受表現の中の敬語表現について通時的分析を行うため、前の章の表
などを借用し、分析を行うことにする。本節でも表題の（ ）の中の表の番号は前の章で
取り扱った表の番号である。本節では授受表現のうち、補助動詞の敬語表現について分析
を行う。 
下記の表 12.36は、「てくださる」を時代別と表現形式によって分類を行った表である。 
下記の表 12.37は、「ていただく」を時代別と表現形式によって分類を行った表である。 
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表 12.36（表 8.4） 時代別小説における「てくださる」用例の分類 
 
    授受表現 
時代区分 
てください てくださる お～ください お～くださる 
明治 20 年～大正
11 年 
10 
(66.67%) 
3 
(20%) 
1 
(6.67%) 
1 
(6.67%) 
大正 12 年～昭和
20 年 
15 
(46.88%) 
14 
(43.75%) 
2 
(6.25%) 
1 
(3.13%) 
昭和 21 年  以降 
44 
(75.86%) 
7 
(12.17%) 
5 
(8.62%) 
2 
(3.45%) 
 
表 12.37（表 9.5） 時代別小説における「ていただく」用例の分類 
 
  授受表現 
時代区分 
ていただく 
お（ご）～い
ただく 
ていただきた
い 
お（ご）～い
ただきたい 
（さ）せてい
ただく 
明治20年～大
正 11 年 
4(57.14%) 0 3(42.86%) 0 0 
大正12年～昭
和 20 年 
4(57.14%) 0 3(42.86%) 0 0 
昭和21年  以
降 
6(30%) 6(30%) 3(15%) 3(15%) 2(10%) 
 
 前の 7章の表 7.4、表 7.5表 7.6から分かるように、「てくださる」と「ていただく」は、
どの時代でも主に会話文で用いられている。表 12.36の「てくださる」をみると、「お～く
ださい」と「お～くださる」は昭和 21 年以後の小説と昭和 21 年以前の小説を比べるとそ
の出現率が昭和 21年以後に増えていることが分かる。表 12.37の「ていただく」をみると、
「お（ご）～いただく」と「お（ご）～いただきたい」という表現形式が昭和 21年以後の
小説において、それ以前の小説に比べて増えていることが分かった。このような結果は、
一つの敬語表現を長く使っていると、その敬語の待遇度はだんだん下がって、それに代わ
る新しい敬語が出現することを表す。 
また、本研究における小説では、「ていただく」用例に、昭和 21 年以後の小説に「（さ）
せてもらう」の出現率が増えていることが分かる。 
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 次の表 12.38と表 12.39は韓国語の「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」と「어/아 주시다」
に関する分類の表である。 
 
表 12.38（表 10.9）文の種類による「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」用例の分類状況 
 
     文の種類 
時代区分 
会話文 心話文 地の文 
1945 年以前の小説 20 2 0 
1945 年以降の小説 12 0 0 
 
本研究における「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」の用例はすべて「恩恵的行為」を
表すものであった。韓国語の「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」は時間の流れによる変
化が少ない。 
 
表 12.39（表 10.11）時代別小説における「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」用例の 
分類状況 
 
        意味分類 
時代区分 
恩恵行為 依頼・命令 
1945 年以前の小説 11(25.58%) 32(74.42%) 
1945 年以降の小説 32(58.18%) 23(41.82%) 
 
上記の表 12.39から分かるように、韓国語の「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」用例は
主に、「恩恵行為」を表すものと「依頼・命令」を表すものがあり、「恩恵行為」を表す
ものが時間の流れによって増加している。 
 
12.2 本論文のまとめ 
 
 本論文について以下の 3つの部分に分けてまとめることにする。 
まず、日本語の授受表現に対応する韓国語表現について以下のようにまとめる。 
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１）本研究において「やる」の用例はなかった。従来の研究からまとめると日本語の「や
る」は韓国語の「주다/juda/」に相当する。 
日本語の「あげる」は主に韓国語の「주다/juda/」に相当する。「あげる」が「やる」
の待遇表現であるとことから、会話文の場合には謙譲語である「드리다/deurida/」に
も相当する。 
日本語の「さしあげる」の用例は本研究において見当たらなかった。文法の面からみ
ると、従来の先行研究のとおり韓国語の「드리다/deurida/」に相当すると言えよう。
しかし、その用例があまりないという事実は実際の使用場面では出現率が低い表現で
あると言えよう。 
補助動詞の「てやる」は韓国語「～어(아)주다/～e(a) juda/」に相当する。 
補助動詞「てあげる」は韓国語の「～어(아)주다/～e(a) juda/」に相当する。会話文
に限って待遇表現である「어(아)드리다/e(a) deurida/」に相当する場合もある。 
補助動詞「てさしあげる」の用例は見当たらなかった。文法上「てさしあげる」は韓
国語の「～어(아)드리다/～e(a) deurida/」に相当すると言えるが、その用例があま
りないという事実は「さしあげる」同様、実際の使用場面では出現率が低い表現であ
ると言えよう。 
２）日本語の「くれる」は韓国語の「주다/juda/」に相当する。 
日本語の「くださる」の日本語の使用例はなかったが、韓国語の「주시다/jusida/」
の日本語訳が主に「くださる」に翻訳されていることから、日本語の「くださる」は
実際の使用場面ではその出現率は低いが、韓国語の「주시다/jusida/」に相当すると
言えよう。 
補助動詞「てくれる」は、韓国語の「～어(아) 주다/～e(a)juda/」に相当する。会話
文に限って「～어(아)주시다/～e(a) jusida/」に相当する場合もある。「てくれ」形
で現れた場合、韓国語の「～어(아)달라/e(a) dalla/」に相当する。日本語の「てく
れる」が前節する動詞を強調する働きをする場合、韓国語では翻訳されず省略する傾
向がある。 
補助動詞「てくださる」は「てください」と「てくださる」に分かれるが、「てくださ
い」の場合は、韓国語の依頼・命令形である「～어(아)주세요/～e(a) juseyo/」に相
当する。「てくださる」の場合は、地の文で現れた場合は、韓国語の「～어(아)주다/
～e(a)juda/」に相当し、会話文で現れた場合は「～어(아)주시다/～e(a) jusida/」
に相当すると言えよう。 
３）日本語の「もらう」は韓国語の「받다/batda/」に相当する。しかし、意訳も多く、日
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本語の「もらう」と韓国語の「받다/batda/」にずれも存在することを示唆する。 
日本語の「いただく」の用例は決まり文句である「いただきます」しかなかった。し
かし、表 9.3 「주다/juda/」用例の日本語訳状況から推移すると「いただく」は韓国
語の「주다/juda/」に相当すると言えよう。 
補助動詞「てもらう」は主に韓国語の「～어(아)주다/～e(a) juda/」に相当する。ま
た、日本語の「受身形」や「受ける」の意味を持つ本動詞「받다/batda/」に相当する
場合もある。また、「てもらう」は「自分に何かをするように働きかけを行う」という
「働きかけ性」によって、命令形の「～어（아）달라/～e(a) dalla/」や「使役形」
に相当する場合もある。 
日本語の「ていただく」は、地の文の場合は韓国語の「～어(아)주다/～e(a) juda/」
に相当する。日本語の「ていただく」が会話文で現れた場合、韓国語では「어(아)주시다/
～e(a) jusida/」に相当する場合が多い。また、「てもらう」同様に「てもらう」の「働
きかけ」に焦点を当てた「～어(아)달라/e(a) dalla/」に相当する場合もある。この
ように、日本語の「ていただく」は、その一側面に焦点を当てた翻訳が目立つ。 
次に、韓国語の授受表現に対応する日本語について以下のようにまとめる。 
 
４）韓国語の「주다/juda/」は日本語「くれる」「やる」「あげる」はもちろん「もらう」「い
ただく」にも相当する場合もあるし、さらに「てくれる」「てやる」といった補助動詞
に相当する場合があるが、一番近い意味合いを持っている韓国語は「あたえる」であ
る。 
韓国語の「드리다/deurida/」は、謙譲語であることから日本語の「あげる」や「さし
あげる」に相当するのではないかと予測したが、実際の使用場面では、予測と違って
いた。このようなことは、日本語の「さしあげる」は謙譲語ではあるが、「さしあげる」
を使用することによって「相手に押しつけがましいという印象を与える」という日本
語の対者敬語と韓国語の素材敬語の相違点がもたらした結果ではないかと考えられる。
韓国語の 「주시다/jusida/」は主に日本語の「くださる」に相当する。また、「くれ
る」に相当する場合もある。 
それから補助動詞「てくださる」に相当する場合もある。韓国語の「～어(아) 주다/
～e(a)juda/」は主に日本語の「てくれる」、「てやる」、「てあげる」に相当する。会話
文に限って「てくださる」に相当する場合もある。また、授恵表現であることから「て
もらう」に相当する場合もある。 
韓国語の「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」は日本語の「てさしあげる」、「てあげ
る」に相当する。また、実際行為を行う側が話者ではない場合、「ていただく」や「て
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もらう」に相当する。 
韓国語の「～어/아 주시다/～e(a)jusida/」は主に日本語の「てくださる」に相当す
る。また、日本語の「てくれる」にも相当する。韓国語の「～어/아 주시다/～e(a)jusida/」
が授恵表現であることから、「てもらう」と「ていただく」に相当する場合もある。そ
れから、「恩恵の行為」が目上から第三者に向かう場合は「てあげる」に相当するので
ある。 
韓国語の「달라/dalla/」は日本語の「くれる」の依頼・命令形である「くれ」に相当
すると言えよう。 
韓国語の「～어(아)달라/～e(a) dalla/」は主に日本語の「てくれ」に相当する。会
話文に限っては「てください」に相当する場合もある。また、命令の意味を持ってい
ることから、日本語の「使役形」に相当する場合もある。 
５）韓国語の「받다/batda/」は日本語の「受身形」や「受ける」、「受け取る」、「受け止め
る」など本動詞「受ける」と密接な関連があり、日本語の「受ける」に相当すると言
えよう。また、「給料」や「ボーナス」、「特別勤務手当」などを受け取る場合は日本語
の「もらう」に相当する。 
韓国語の「받으시다/badeusida/」は「받다/batda/」に主体尊敬補助語幹である「시/si/」
をつけてできた尊敬語である。このようなことから「받으시다/badeusida/」は日本語
の「受け取る」の尊敬形式である「受け取られる」に相当すると言えよう。また、受
身形の「れる・られる」に相当する場合もある。 
次に、日本語と韓国語の授受表現に関する通時的研究について以下のようにまとめる。 
 
６）日本語と韓国語の本動詞「やる」、「あげる」、「くれる」と「주다/juda/」の意味の変
化をみると、日本語の「やる」。「あげる」、「くれる」はどの時代でも「具体的な物の
移動」表すものが多いが、韓国語の「주다/juda/」は「具体的な物の移動」を表すも
のが時間の流れによって減少していき、その代り「抽象的な物の移動」を表すものが
増加している。一方、「人間の移動」を表すものは、日本語ではどの時代もその出現率
も低いが、韓国語では、時間の流れによってその出現率は上昇していることが分かっ
た。 
７）日本語の「もらう」と韓国語の「받다/batda/」の意味の変化をみると、両言語とも時
間の流れによって、「抽象的な物の移動」を表すものの出現率が上昇しており、一方「具
体的な物の移動」を表すものの出現率は減少している。相違点をみると、日本語は昭
和 20 年までは「人間の移動」を表すものが存在したが、昭和 21 年以後の小説では見
かけなくなっている。韓国語の「받다/batda/」は「人間の移動」を表すものの出現率
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はどの時代でも低いことから、韓国語の「받다/batda/」は「人間の移動」を表す用法
がないと言えよう。 
８）日本語の「てあげる」と「てくれる」をみると、時間の流れによって「恩恵的行為」
を表すものの出現率は上昇し、「非恩恵的行為」を表すものの出現率は減少している。
「てあげる」だけは時間の流れによって「非恩恵的行為」の出現率が増加している。
このような結果は、「てあげる」は「てやる」の待遇表現であることから、昭和 20 年
までは、あまり「非恩恵的行為」の場面では用いられなかったが、その待遇度が時間
の流れによって低くなり、昭和 21年以後は「非恩恵的行為」を表す場合にも用いられ
る場面が出現したと考えられる。しかし、結果的に「恩恵的行為」を表すものが「非
恩恵的行為」を表すものを上回っていることには変わりない。韓国語の「～어(아) 
주다/～e(a)juda/」も「恩恵行為」を表すものは時間の流れによって増加傾向にある
が、「非恩恵行為」は時間の流れによって減少している。このように、日本語と韓国
語の補助動詞は時間の流れによって同じ変化傾向を見せている。 
  また、日本語の「てくれる」の依頼・命令を表すものをみると、時間の流れによって、
その種類も出現率も減少していることが分かった。韓国語の「～어(아) 주다/～
e(a)juda/」の依頼・命令を表すものも時間の流れによってその出現率は減少している
が、その種類には明確な変化がなかった。 
９）日本語の「さしあげる」、「くださる」、「いただく」と韓国語の「드리다/deurida/」、
「주시다/jusida/」、「받으시다/badeusida/」は主に会話文で用いられており、時
間の経過による変化は少ない。相違点をみると、日本語では本動詞としての敬語は、
主に「具体的な物の移動」を表しており、時間の流れによる変化は少ない。 
しかし、韓国語の本動詞としての敬語の授受表現は「具体的な物の移動」を表すもの
も「抽象的な物の移動」を表すものも存在しており、そのうち、韓国語の
「드리다/deurida/」と「주시다/jusida/」は、時間の流れによって、「抽象的な物の
移動」を表すものが増加傾向にある。 
韓国語の「받으시다/badeusida/」は時間の流れによって「抽象的な物の移動」を表す
ものが増加傾向にあるとは言えないものの、時間が経過しても「抽象的な物の移動」
を表すものが「具体的な物の移動」を表すものを上回っていることには変わりない。  
10）「てくださる」と「ていただく」は、どの時代でも主に会話文で用いられている。日本
語の「お～ください」と「お～くださる」表現について、昭和 21年以後の小説と昭和
21 年以前の小説を比べるとその出現率が昭和 21 年以後には増えていることが分かる。
日本語の「ていただく」をみると、「お（ご）～いただく」と「お（ご）～いただきた
い」という表現形式も昭和 21年以後の小説における出現率がそれ以前の小説に比べて
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増えていることが分かった。 
このような結果は、一つの敬語表現を長く使っていると、その敬語の待遇度は低下し、
それに代わる新しい敬語が出現することを表す。このようなことは新しい敬語が誕生
するいち原因でもあると考えられる。 
また、本研究における小説では、「ていただく」用例に、昭和 21 年以後の小説に「～
（さ）せてもらう」の出現率が増えていることが分かる。 
  韓国語の「～어(아) 드리다/～e(a)deurida/」も日本語の敬語補助動詞同様に、主に
会話文で用いられており、すべて「恩恵的行為」を表すものであった。韓国語の「～
어(아) 드리다/～e(a)deurida/」は時間の流れによる変化が少ない。 
韓国語の「～어(아) 주시다/～e(a)jusida/」用例は主に、「恩恵行為」を表すものと
「依頼・命令」を表すものがあり、「恩恵的行為」を表すものが時間の流れによって
増加している。     
しかし、韓国語の敬語の補助動詞は時間の流れによる新しい敬語形式の出現などの現
象はなかった。韓国語の敬語としての補助動詞は時間の流れによる変化が少なく、安
定性が保たれていると言えよう。 
全体の結果からみると、日本語と韓国語の授受表現は視点の制約の有無という要素に
よって、互いの授受表現の意味用法にはずれが生じていることが明らかになった。 
また、通時的観点による研究の結果、日本語は相対敬語であることから、日本語の授
受表現の形式には時代の流れによる変化が生じ易く、韓国語は絶対敬語であることか
ら時代の流れによる変化が生じ難いということが明らかになった。 
 
12.3 今後の課題 
 
 本研究では、日本語と韓国語の授受表現について、小説の用例とその翻訳例についての
分析を通じて対照を行った。また、その授受表現について、通時的観点から、両言語の授
受表現の変化過程にどのような共通点と相違点があるかについて分析を行った。両言語の
授受表現に関しては、文法上の対応と実際の応用の場での対応の状況には隔たりが生じて
いることもある。このようなことは、外国語の習得の場面で、文法は習得できても、実際
の運用の場面では誤用が生じることと同じである。今後、両言語の授受表現の対照から得
た結果をどのように教育の現場に盛り込み、どのように実際の運用の場面での習得を図る
かが重要な課題になっている。 
 今後、本研究の結果が日本語の教育現場に役立つものになるよう努めたい。 
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添付資料
添付資料１：日本語の小説における授受表現と翻訳例
日本語の小説における「てやる」の用例
小説名 番号 ページ 原文 韓国語訳 訳例ページ
東京タワー 1 32
それはオカンがどこかに連れて行っ
てやれと、指示を出したのだろう。
아마도 엄니가 어딘가 데려가 주라
고 지시를 내린모양이였다.
28
東京タワー 2 198 オマエにも紹介してやるけん、 너한테도 소개해줄 테니께 164
東京タワー 3 299
お弁当を作ってやりたいんやけど
ねぇ・・・
도시락을 갖다 주는 일을 허고 싶은
데・・・
245
東京タワー 4 307
「もう閉まっとるけん、今度連れて
行ってやるよ」
오늘은 벌써 닫아버렸으니까 이담에
함께 가자.
251
東京タワー 5 330
「かえってやりよ、最後に顔見せて
やり」
엄니,가봐.마지막으로 얼굴을 봐야
지.
271
東京タワー 6 331
帰ってやったら、おいちゃんも喜ぶ
よ。
엄니가 참석해 주면 외삼촌도 기뻐
하실 거야.
271
東京タワー 7 331
お疲れさまって言うてやったらえ
え」
수고 많았다고 한 마디 해주는 게
좋잖아?
271
東京タワー 8 342
ちゃんと面倒みてやらんのやったら
飼いなさんな！」 잘 봐주지 않을 거면 기르지 말어!
280
東京タワー 9 352
「駅前のマッサージ、予約してやる
けん行っておいで」
역 앞의 마사지 집,예약해 둘 테니
까 갔다 와.
288
東京タワー 10 361 「後ろ、してやろうか」 뒤는 내가 해줄까? 294
東京タワー 11 363
ちゃんと気をつけてみてやらんとい
けんのよ」 신경 써서 잘 돌봐줘야 하는겨.
296
東京タワー 12 363 「小屋の掃除もしてやりなさいよ」 우리 청소도 꼭 해줘라이? 296
東京タワー 13 377
その内容はどうやって人々を笑わせ
てやろうかというもので、
그 내용은 어떻게 하면 사람들을 웃
게 할 것인가 하는 것이였다.
308
180
ダンス・ダンス・ダン
ス
14 57
それで僕は無駄というものは、高度
資本主義社会における最大の美徳な
のだと彼に教えてやった。
그래서 나는 낭비라는 건,고도 자본
주의 사회에서는 최대 미덕이라고
그에게 가르쳐주었다.
51
ダンス・ダンス・ダン
ス
15 137
もし銀座のクラブに行きたいんなら
今度一度つれていってやってもいい
ぜ。」
만일 긴자의 클럽에 가고 싶다면 이
번에 한번 데리고 가지.
113
ダンス・ダンス・ダン
ス
16 356
僕がカフカの小説のあらすじを漁師
に説明してやったが、その内容はあ
まり彼の興味を引かなかったよう
だった。
나는 카프카 소설의 줄거리를 어부
에게 설명해 주었으나,그 내용은 그
다지 그의 흥미를 끌지 못했던 것
같다.
282
ダンス・ダンス・ダン
ス
17 404
彼女の心を開いてやることのできる
人間はいない。
그녀의 마음을 열어줄 수 있는 사람
이 없어요.
319
ダンス・ダンス・ダン
ス
18 404
その傷を癒してやることのできる人
間がいない。
그 상처를 치유해 줄 수 있는 사람
이 없어요.
319
ダンス・ダンス・ダン
ス
19 404
きちんとかまってやれば、まともに
育つ」
제대로 돌봐주면 온전하게 자랄 겁
니다.
319
ダンス・ダンス・ダン
ス
20 33 救ってやろうと思って、 그녀를 구하려고 38
草枕 21 49
この海老と蕨の色を一寸ターナーに
見せてやりたい。
이 새우와 고사리의 빛깔을 잠깐 터
너에게 구경시키고 싶다.
55
草枕 22 57
「年寄りだから、褒めてやれば、嬉
しがりますよ」 늙은이니까 칭찬해주면 좋아하시죠.
63
草枕 23 59
あれが来るたびに長良の話をして聞
かせてやりました。
할멈이 올 적마다 나가라의 얘기를
들려주었죠.
65
草枕 24 88
呼びかけて、うつつの裡から救って
やろうかと思った。
불러서 환각으로부터 꺼내줄까 하는
생각을 했다.
95
草枕 25 110
「隠居さん。吉田まで送って御や
り」
주인 영감,요시다까지 바래다주세
요.
119
草枕 26 110 送ってやろうと思うております」
바래다줄까 하고 생각하고 있습니
다.
119
草枕 27 122
私が居れば中途から帰してやったん
ですが・・・」
내가 있었으면 중간에 보내주었을
겁니다만・・・
131
草枕 28 126 一つ抛り込んでやる。 하나를 바로 앞에 던져 넣어주었다. 136
草枕 29 131 余は燐寸を借してやる。 나는 성냥을 빌려준다. 140
181
窓際のトットちゃん 30 50
「定期を見せて、おどろかせてやろ
うかな？」 정액권을 보여주고 놀래켜 줄까?
37
窓際のトットちゃん 31 178
トットちゃんにも、たべものを、お
腹いっぱい、たべさせてやれるだろ
うことは、わかっていた。
토토한테도 맛있는 것을 배불리 먹
일 수 있다는 것을 누구보다 잘 알
고 있었다.
255
日本語の小説における「あげる」の用例
小説名 番号 ページ 原文 韓国語訳 訳例ページ
草枕 1 99 御茶を上げようと思って、 차를 대접할까 하는 생각으로 108
草枕 2 121 御礼に何を上げましょう」 무엇으로 답례를 할까요? 129
草枕 3 153 幾つでも上げましょ、 몇 개라도 드리죠, 163
窓際のトットちゃん 4 10
大切に握っていた切符をあげちゃう
のは、もったいないなと思った。
소중하게 쥐고 있던 표를 줘 버리기
가 어쩐지 아까웠다.
12
窓際のトットちゃん 5 196
葬式饅頭、持ってきて、みんなにあ
げます！！」
장례식 만두 가져와서 모두에게 주
겠습니다!
270
日本語の小説における「てあげる」の用例
182
小説名 番号 原文 韓国語訳 訳例ページ
東京タワー 1 24
「遊んであげてね」とボクの両肩を
押して前に出した。
「사이좋게 놀아 줘라」라며 내 어
깨를 잡아 앞으로 내밀었다.
21
東京タワー 2 31
では教えてあげると言われても聞き
たくはない。
그렇다고 누군가 「정 궁금하면 알
려　줄까?」하고 나선다면,물론 ,전
혀,하나도 알고 싶지 않다.
27
東京タワー 3 50
息子と同じ腕時計を買ってあげるな
んてことは、
마에노 군과 똑같이 한 쌍으로 사준
손목시계였다.
42
東京タワー 4 59
自分の子供にもそうしてあげようと
思っていたのかもしれない。
내 자식에게도 해주겠다고 생각했는
지도.
50
東京タワー 5 69 花をむしってあげたり 꽃을 꺽어다 주거나 58
東京タワー 6 133
オカンを自由にしてあげなければと
いう気持ち、
엄니를 자유롭게 해주어야 한다는 마
음,
110
東京タワー 7 134
オカンをひとりにさせてあげなけれ
ばという気持ちと、
엄니를 혼자가 되게 해주어야 한다는
마음,
111
東京タワー 8 135
オカンにタンスや指輪や着物を買っ
てあげたらしい。
엄니에게 서랍장이며 반지며 기모노
도 사준 모양이었다.
121
東京タワー 9 70
その日のうちにオカンにあげざるを
得なかった。
그 날안으로 엄니에게 보여주지 않을
수 없었다.
58
東京タワー 10 202 私がつないであげるから。 내가 소개 해줄 테니까. 167
東京タワー 11 202
どこでも好きな局に入れてあげるか
ら」
어디든 자네 마음에 드는 방송국으로
넣어줄 테니.
167
東京タワー 12 321
手術をしろと言う他に、なにを言っ
てあげられるでもない。
수술하라는 말밖에 다른 어떤 말도
해 줄 수 없는 상황이었다.
262
東京タワー 13 332
何かかけてあげる言葉も見つから
ず、
뭔가 한 마디 해줄 말이 생각나지 않
아서
272
東京タワー 14 334
その横の棚にはボクがリハビリ用に
買ってあげたニューバランスのピン
クのスニーカーが置いてあった。
그 곁의 선반에는 내가 재활 회복용
으로 쓰라고 사준 핑크빛 운동화가
놓여 있었다.
273
183
東京タワー 15 342
昨日もベランダーにいるぶどうを見
てあげてはいなかった。
그 전날에도 포도를 내다보지 못했
다.
280
東京タワー 16 346
オカンは、あんたも料理を憶えて旦
那さんになんか作ってあげなさいと
ハッパをかけていた。
엄니는 멍텅구리 사장에게 부지런히
요리를 배워서 남편에게 밥 좀 해주
라고 기합을 넣었다.
283
東京タワー 17 370
どれだけ親孝行してあげたとして
も、
아무리 부모에게 효도를 했어도 언젠
가는 분명 후회할 것이다.
302
東京タワー 18 370
あれも、これもしてあげればよかっ
たと。
이것도해주고 저것도 해줄 것을,하
고.
302
東京タワー 19 392
極力安らかに送ってあげたいと考え
るのは当然だろう。
최대한 편히 보내 주는 게 좋다고 생
각하는 것도 당연한 일일 것이다.
319
ダンス・ダンス・ダン
ス
20 173
だから詳しいことは何も教えてあげ
られない。
그러니까 자세한 건 아무것도 알려줄
수가 없어.
142
ダンス・ダンス・ダン
ス
21 180
どれだけあんたを助けてあげられる
ものか、おいらにもよくわからな
い。
얼마만큼 자네를 도와줄 수 있을는
지 나도 잘 모르곘어.
148
ダンス・ダンス・ダン
ス
22 182
一度足が停まったら、もうおいらに
は何ともしてあげられなくなってし
まう。
한 번 발이 멎으면 이미 나로선 어떻
게도 도와주지 못하게 되고 말아.
149
ダンス・ダンス・ダン
ス
23 183
そうすればおいらもあんたのこと
を、手伝ってあげられるかもしれな
い。
그렇게 하면 나도 자네를 도와줄 수
있을지도 몰라.
150
ダンス・ダンス・ダン
ス
24 186
いろんなことをもっと上手く説明し
てあげられたらとは思う。
여러가지를 좀더 자세히 설명해 주고
는 싶어.
152
ダンス・ダンス・ダン
ス
25 186
おいらに教えてあげられるのはそれ
だけだよ。
내가 가르쳐줄 수 있는 건 그것뿐이
거든.
152
ダンス・ダンス・ダン
ス
26 222 「今度会った時に教えてあげる」 다시 만날 때에 알려드릴게요 181
ダンス・ダンス・ダン
ス
27 239
僕が車で君を赤坂のアパートまで
送ってあげる。
그 다음에 내가 차로 나를 그 아카사
카의 아파트까지 데려다주지.
192
ダンス・ダンス・ダン
ス
28 243
気紛れで私を一緒に北海道に連れて
いってあげるって連れていって、連
れていったのはいいけど毎日私はホ
テルの部屋でウォークマンばかり聴
いていて、
변덕쟁이라서 나를 홋카이도로 데려
가서는,거기가진 좋은데 매일같이 날
호텔방에서 워트맨만 듣게 하고는
243
ダンス・ダンス・ダン
ス
29 249
僕に出来ることだったらやってあげ
るから」
내가 할 수 있는 일이라면 도와줄 테
니까.
200
ダンス・ダンス・ダン
ス
30 262
私の方から伝えてあげますよ、と相
手は言った。
전해 드리지요,라고 상대는 말했다. 210
184
ダンス・ダンス・ダン
ス
31 310
うまく表現できたらすごく親切にし
てあげる。」
잘 표현한다면 최고의 서비스를 해드
리죠.
248
ダンス・ダンス・ダン
ス
32 361
でもね、メイ、僕が君にしてあげら
れることは今のところ何もない。
하지만 말이야,메이,내가 너에게 해
줄 수 있는 일이란 지금 같아선 아무
것도 없어.
286
ダンス・ダンス・ダン
ス
33 362 でも僕には何もしてあげられない。
하지만 나로선 아무것도 해줄 수가
없어.
287
草枕 34 19 今火を焚いて乾かして上げましょ」 지금 불을 때서 말려 드리지요 24
草枕 35 19 「へえ、只今焚いて上げます。 예,이제 때어드리죠. 24
草枕 36 24
「何か買物があるなら頼まれて上げ
よ」
뭐 사올 물건이 있으면 부탁하세요. 29
草枕 37 58
「御望みなら、出して上げましょ
う」
원하신다면 보여드리죠 64
草枕 38 120
わざわざ、見せて上げたんじゃあり
ませんか」
일부러 보여드렸잖아요. 129
草枕 39 149 「門まで送ってあげよう。 문까지 바래다드리지요. 159
草枕 40 172 「書いてあげましょう」 그려드리죠. 183
窓際のトットちゃん 41 104
（わあー、みんなにお話してあげる
のなんか、スッコク好き）
와아!모두에게 내 얘기를 할 수 있다
니・・・너무 신난다!
134
窓際のトットちゃん 42 146
僕のお嫁さんには、してあげないか
らね！」
내 색시 삼지 않을 거야! 209
窓際のトットちゃん 43 148
毎日、鉛筆をけずってあげるくらい
好きな人を、
날마다 연필을 깎아줄 정도로 좋아하
는 사람을
209
窓際のトットちゃん 44 148
（でも、明日から、やっぱり、鉛筆
は、けずってあげよう）
그래도 연필 깎아주는 건 계속해야
지・・・
210
窓際のトットちゃん 45 158 大さわぎで、教えてあげた。 야단스럽게 떠들며 가르쳐 주었다. 233
窓際のトットちゃん 46 170
看護婦さんは、注射なんか、してあ
げてたじゃない？
간호사 언니가 주사 같은 것도 놓고
그랬었지!
250
185
窓際のトットちゃん 47 172
一体、どんなことを、いってあげら
れるだろうか。
나는 대체 무슨 말을 해줄 수 있을
까?
252
窓際のトットちゃん 48 182
「私、大きくなったら、この学校の
先生に、なってあげる。必ず」
저,크면 이 학교 선생님이 되겟어요.
꼭이요!
258
窓際のトットちゃん 49 198 なおして、あげるから」 제가 치료해 줄 테니까요. 271
日本語の小説における「くれる」の用例
小説名 番号 原文 韓国語訳 訳例ページ
東京タワー 1 43
中古自転車を修理してボクにくれた
ものだが、
아저씨가 헌 자전거를 고쳐 내게 준
것인데,
37
東京タワー 2 78
ばあちゃんの買い物かごを持って買
い物を手伝うと、少し小遣いをくれ
るので、
할머니의 시장바구니를 들고 장보는
일을 도와주면 용돈을 조금씩 주셨
기 때문에
65
東京タワー 3 202 連絡をくれればいい。 나한테 연락을 하라구. 167
東京タワー 4 205
似顔絵一枚描いたら三千円もくれる
んよ。
초상화 한 장 그리면 3천 엔이나 준
다니께.
169
東京タワー 5 263 会うたびに小遣いをくれた。 나를 만날 때마다 용돈을 주었다. 215
東京タワー 6 313
そのお金をくれと言うつもりじゃな
いが、あいにくこちらにも貯金と呼
べるようなものはない。
혹시 있었다 해도 그 돈을 달라고
할 마음은 없었지만,안타깝게도 나
역시 저금이라고 할 만한 게 없었
다.
256
東京タワー 7 322 こうやったら「金くれ」よ」 이렇게 하면 [돈 줘] 264
186
東京タワー 8 327 「お茶くれ」 차 한잔 다오 327
東京タワー 9 330
いつも帰って来た時には鳩サブレを
お土産にくれた。
고향을 찾을 때마다 사브레를 선물
로 사다쥬었다.
270
ダンス 10 66
またにっこり微笑んでカード式のキ
イをくれた。 카드식 키를 주었다.
59
窓際のトットちゃん 11 36
お願いしたけど、切符をくれなかっ
たこと。
부탁했는데도 표를 주지 않았다는
얘기・・・
29
窓際のトットちゃん 12 198
みんなに、「くれる」、と約束して
たんだけど、
모두에게 주겠다!고 약속하곤 했지
만
270
日本語の小説における「てくれる」の用例
小説名 番号 ページ 原文 韓国語訳 訳例ページ
東京タワー 1 11
すぐに私立病院への紹介状を書いて
くれて、
즉시 시립병원에 소개장을 써 주었
다.
10
東京タワー 2 11
今後の生活に少なからず支障を来す
場合もあるということを覚悟してお
いてくれと言われていた。
앞으로 살아가는 데  적지 않은 지
장이 생길수도 있다,그 점을 미리
각오해 달라고 했다고 한다.
10
東京タワー 3 11
どうかエレキ浣腸が腸を貫通してく
れとオカンは祈ったそうだ。
엄니는 제발 일렉트릭 관장이 장을
시원하게 뚫고 지나가게 해　달라고
간절히 기원했다.
10
東京タワー 4 14
ボクに殻付きのウニを食べさせてく
れた。
내게 껍데기 달린 성게도 대접해 주
셨다.
13
東京タワー 5 15
その頃にハイカラだったものを買っ
て来てくれるのでボクはとてもなつ
いていたのだけど、
그 무렵에는 하이칼라였던 것을 자
주 사다 주었는지라 내가 몹시 좋아
하고 따랐는데,
13
187
東京タワー 6 18
オカンが見せてくれた若い頃の写真
を見て推して知るべきというか、
엄니가 보여　준 젊은 시절의 사진
을 통해 가히 짐작이 간다고 할까,
16
東京タワー 7 20
至極当たり前の言葉で話してくれた
が、 지극히 당연한말만 했지만,
17
東京タワー 8 21
オカンはボクのために本棚を買って
くれた。 엄니는 나를 위해 책장을 사주었다.
19
東京タワー 9 21 そして座布団を作ってくれた。
그리고  손수 방석도 만들어 주었
다.
19
東京タワー 10 22
オカンがそういう風にしてくれたの
だと思う。
엄니가 그런 식으로 분위기를 조성
해 주었던 것이리라.
19
東京タワー 11 32
オトンが動物園に連れて行ってくれ
るということになった。
하루는 아버지가 동물원에 데려가
준다고 했다.
28
東京タワー 12 37
流れたゆく時間がハリボテの「家
庭」くらいは作ってくれる。
흘러가는 시간이 종이를 겹겹이 붙
여 만든 연극 소품 같은「가정」
정도는 만들어 준다.
32
東京タワー 13 39 すぐ、帰って来てくれる。 곧바로 돌아와 주었다. 34
東京タワー 14 39
そばに「居る」ということでボクを
安心させてくれる存在だった。
아무튼「잇다」라는 것으로 안심시
켜주는 존재였다.
34
東京タワー 15 44 新品の自転車を買ってくれた。 새 자전거를 사 주었다. 37
東京タワー 16 48 そんな状況を気遣ってくれたのか、 그런 내 처지를 헤아려 주었던지, 40
東京タワー 17 48
今日は泊っていきなさいと言ってく
れる。
오늘은 자고 가라고 하면서 붙잡았
다.
40
東京タワー 18 48 今日は中川君が来てくれたやけん、 오늘은 나카가와 군도 와있겠다, 41
東京タワー 19 50 腕時計を買ってくれた。 손목시계를 사주었다. 42
東京タワー 20 51
仕事が失くなってしまった人たちの
話を聞かせてくれた。
일자리를 잃은 사람들의 이야기를
들려주었다.
43
東京タワー 21 52
オカンが取り返しに行ってくれるの
ではないだろうか、 엄니가 찾아줄 것이다,
44
188
東京タワー 22 52 そうはしてくれなかった。 엄니는 그렇게 해주지 않았다. 44
東京タワー 23 53
そのアルバムは自分のだと思うから
返してくれと言ったが、
그 앨범은 내 것이니 돌려달라고 말
했지만,
44
東京タワー 24 59
ほしいと言った次の日には買ってく
れた。
갖고 싶다고 말한 그 다음 날에는
제꺽 사주었다.
49
東京タワー 25 59 渡してくれたのだそうだ。 건네주셨다고 한다. 50
東京タワー 26 59
おじいちゃんがしてくれたように自
分の子供にも
외할아버지가 해주신 것 처럼 내 자
식에게도
50
東京タワー 27 64
料理を作ってくれた人に対する敬意
を持つマナーである。
요리를 해준 사람에 대한 최대한 경
의를 표하는 것이 매너일 것이다.
54
東京タワー 28 68 言えば買ってくれるだろう。 말을 하면 사줄 터였다. 57
東京タワー 29 69
何にも言わずに二千円ばかり都合し
てくれないかね
아무 말도 하지 말고 2천 엔만 마련
해 줄 수 없겠느냐고
58
東京タワー 30 74
ゲームの機械に小銭を入れてくれた
り、 게임기에 동전도 넣어주고
62
東京タワー 31 81
小倉の市場の人たちは、ばあちゃん
に連れられたボクを見掛けると
「おーっ。マーくんね。大きくなっ
てねぇ。夏休みで帰って来とるん
ね」と声を掛けてくれたが、
다정한 인사를 건네주었지만 67
東京タワー 32 81
夏休みの僕がいる時は「プラッ
シー」も一緒に注文してくれたの
で、
여름방학에 내가 가 있을 때는 청량
음료인 플러시도 함께 주문해 주었
기 때문에
67
東京タワー 33 87
そのたび、オカンは「なにをしよる
んやろうかね？」と答えてはくれな
かった。
그때마다 엄니는「글쎄다, 뭘 하는
지...」라며 제대로 대답해주지 않
았다.
73
東京タワー 34 88
コック服を着た人が、目の前のきれ
いな鉄板で肉を焼いてくれる。
요리사 옷을 입은 사람이 눈앞의 깨
끗한 철판에 고기를 구워주었다.
73
東京タワー 35 95
「おじいちゃんも、こうやって、
色々、作って、くれよった
のぉ・・・」
「네 할아버지도 이렇게 이거저거 많
이 만들어 줬고만・・・」
78
東京タワー 36 97
なぜ、船を完成させてくれなかった
のかはわからないが、
어째서 끝까지 만들어 주지 않았는
지 모르지만,
80
東京タワー 37 103
能力は成功をもたらしてくれても、
幸福を招いてくれるとは限らない。
능력이 성공을 가져다 준다고 해도
반드시 행복을 가져다 준다고는 할
수 없지 않은가・・・
86
189
東京タワー 38 106
筑豊の町はボクにたいそう優しくし
てくれた土地だったが、
치쿠호는 내게 몹시 다정하게 대해
준 곳이었지만,
88
東京タワー 39 110
式当日の教室では先生がボクを教壇
に上げて、「違う町に行ってもみん
な忘れないでね」と言ってくれた。
졸업식 당일,고실에서는 선생님이
나를 교단위로 불러내「다른 도시로
가더라도 우리를 잊지 말아라」라고
말씀해 주셨다.
91
東京タワー 40 110
みんなで泣いてサヨナラしてくれ
た。
모두 함께 엉엉 울며,안녕이라는 인
사를 해주었다.
91
東京タワー 41 122
小倉駅から直接、電気屋へ連れて
行ってくれるとばかり思っていた
ら、
코구라 역에서 곧장 전자 대리점으
로 데려갈 줄 알았더니,
102
東京タワー 42 125
もとの娘の　十八に　返してくれた
ら　別れます
원래의 열 여덟 아가씨로 되돌려 준
다면 헤어집시다
104
東京タワー 43 127
オカンが二万円で買ってくれたモー
リスのギターを毎日、タコができる
まで弾いた。
엄니가 2만 엔에 사준 모리스 기타
를 날마다 손에 못이 박히도록 쳤
다.
105
東京タワー 44 127
オカンは町に出るたびに、ビートル
ズのレコードを一枚ずつ、買って来
てくれた。
엄니는 시내에 나갈 때마다 비틀스
의 레코드를 한 장씩 사다주었다.
106
東京タワー 45 129
三年の恐ろしい先輩たちは県大会の
予選をあっさりと一回戦で負けてく
れたものだから、
무시무시한 3학년 선배들은 현 대회
예선전에서 1회전부터 왕창 져버렸
는지라 여름방학 초순에 일찌감치
은퇴했고 우리는 비로소 개운하게
야구를 할 수 있었다.
107
東京タワー 46 129
先輩はボクらをベンチの前に集め、
チェリオをおごってくれながら、ひ
と講釈たれるのである。
그 선배는 우리를 벤치 앞에 집합시
키고 초코 아이스바를 하나씩 사주
고는 한 말씀을 내려주시는 것이었
다.
107
東京タワー 47 137
せっかく別府まで来てくれたんやけ
ん 기왕 이렇게 벳푸까지 오셨는데.
114
東京タワー 48 140
先生は玄関先でボクを見送ってくれ
ながらそういった。
화가 선생은 현관 앞까지 배웅해 주
며 내게 말했다
116
東京タワー 49 141 町のカメラを買ってくれた。
시내 카메라 가게에서 엄니가 카메
라를 사주었다.
117
東京タワー 50 150
炭坑の人たちは話を聞かせてくれた
ものだが、
탄광 사람들은 자주 옛 이야기를 했
지만,
124
東京タワー 51 153
毎日御馳走を作ってくれるオカンの
表情、
날마다 맛있는 것을 만들어 주는 엄
니의 표정,
126
東京タワー 52 156
オカンが起こしてくれることもな
い。 엄니가 깨워 주는 것도 아니니
128
東京タワー 53 157
おばさんは「何杯でもおかわりしな
さいよ」と言ってくれるけど、
아주머니는 얼마든지 떠다 먹으라고
했지만
130
190
東京タワー 54 158
毎日おいしい料理を作ってくれたオ
カンのありがたみがよくわかった。
날마다 맛있는 요리를 해준 엄니의
고마움을 알았다.
130
東京タワー 55 161
その返事はこの公園では言わないで
くれと念を押したのは、この初めて
いる二人の時間を最大限長く楽しい
気持ちで続けたかったのであり、
대답은 이 공원에서 하지 말아달라
고 요청했던 것은 처음으로 갖게 된
둘만의 시간을 최대한 오래오래 즐
거운 마음으로 이어가고 싶었기 때
문이다.
132
東京タワー 56 161
おとなしいTさんはコクリと頷いてく
れたのだ。
얌전하기만 한 Ｔ는 꾸벅 고개를 끄
덕여 주었다.
132
東京タワー 57 162
前野君がいつもすぐに会いに来てく
れる。
항상 마에노 군이 즉각 나를 만나러
왔다.
133
東京タワー 58 168
オカンは正月に新品のバイクを買っ
てくれた。
엄니는 결국 정월에 신품 오토바이
를 사주었다.
138
東京タワー 59 181
ママは歌を褒めてくれた後、カセッ
トを入れて、店内にを流した。
마담은 노래를 잘한다고 한바탕 칭
찬을 해준 다음에 카세트로 가게 안
의 음악을 틀었다.
149
東京タワー 60 182 「ボク、一緒に踊ってくれんね？」 얘,함께 춤춰 줄래? 149
東京タワー 61 193
ボクを育ててくれたのは、オカン一
人なのだから。
나를 키워준 것은 엄니 한 사람이므
로.
159
東京タワー 62 193 オトンは面倒を見てくれるけど、 아부지는 이따금 돌봐주기는 했지만 159
東京タワー 63 193
ジョンのように育ててはくれなかっ
た。
존 레논처럼 자식을 키워주지는 않
았다.
159
東京タワー 64 193
そのための時間を持ってはくれな
かった。
그러기 위한 시간을 가져주지 않았
다.
159
東京タワー 65 193
それは、ボクに自分の人生を切り分
けてくれたからなのだ。
그건 자신의 인생을 뚝 잘라 나에게
나눠주었기 때문인 것이다.
159
東京タワー 66 201
Aさんは頑として、もらってくれと言
う。
A씨는 고집스럽게 제발 받아달라고
했다.
166
東京タワー 67 203 「おう、チビ。火、貸してくれ」 어이,꼬맹아,불 좀 빌리자. 167
東京タワー 68 222
三万円のアパートすら貸してくれな
い。
3만 엔짜리 싸구려 아파트 한 칸 빌
리기가 어렵다.
183
東京タワー 69 222
どの不動産屋を訪ねても無職という
ことで貸してはくれなかった。
어떤 부동산 중개소를 찾아가도 무
직이라는 것 때문에 빌려주지 않았
다.
183
191
東京タワー 70 223
老女はお茶と茶菓子を出してくれ
て、
부동산 할머니는 차와 과자를 대접
하며
184
東京タワー 71 223 丁寧に接客してくれる。 정중히 응대해 주었다. 184
東京タワー 72 223
無職だと言えば、貸してはくれない
だろう。
무직이라고 했다가는 분명 빌려주지
않을 터였다.
184
東京タワー 73 225
ボクらのことをさんざん心配してく
れた挙句、
할머니는 우리를 어지간히 걱정해준
끝에
185
東京タワー 74 228 大家さんに口を利いてくれて、 집주인에게 말을 해주어 187
東京タワー 75 229
「ばあちゃんの病院まで、乗せて
行ってくれんね」 외할머니 병원까지 태워다 주라.
189
東京タワー 76 238
ばあちゅんが鍬で穴を掘ってくれ
た。
외할머니가 함께 밭에 나가 괭이로
구덩이를 파주었다.
195
東京タワー 77 242
「二着買うから一万五千円にまけて
くれ」
두 벌을 살 테니 만 5천 엔에 깎아
달라고 해서
198
東京タワー 78 244
サラ金はもうどこも貸してはくれな
い。
대출은 이미 어디서도 받을 수 없었
다.
200
東京タワー 79 251 布団を温めてくれていた。 이불 속을 따스하게 덥혀주곤 했다. 206
東京タワー 80 255
お茶漬けの用意をしとってくれち、
お母さんに言うとけ」 오차츠케 준비해 놓으라고 해
209
東京タワー 81 264
ボクと一緒に隔離病棟に入ってくれ
たオカン。
나와 함께 격리병동에 들어와 주었
던 엄니.
216
東京タワー 82 272 みんなをそこに案内してくれた。 우리를 안내해 주었다. 223
東京タワー 83 280
銀行に金を貸してくれないかと頼み
に行ったところ、 은행에 대출을 부탁하러 찾아갔지만
230
東京タワー 84 288
えのもとの借金してくれた金で借り
た部屋だというのに、
그가 빚을 낸 돈으로 빌린 집이었지
만
236
東京タワー 85 288
オカンが病気であることも気遣って
そうしてくれようとしているのだろ
う。
엄니가 아프다는 것을 감안해서 마
음을 써준 것이었다.
236
192
東京タワー 86 288
悪いけど、そうしてくれる
か・・・。 미안하지만 그렇게 해 줄래?
236
東京タワー 87 291
それは止めどなく繰り返されてくれ
るのだろうと、うんざりした眼で眺
めている。
그것들이 쉬는 일도 없이 반복적으
로 찾아오겠지,하고 짜증난 눈으로
바라본다.
238
東京タワー 88 292
自分の腕時計だけでは運命が許して
はくれない時が。
나 자신의 손목시계만으로는 운명이
허락해 주지 않는 시간이 반드시 찾
아온다.
239
東京タワー 89 301
注射器をパーんと弾いてくれてね
え。 주사기를 타악 쳐버렸어.
247
東京タワー 90 305
ひとつまみだけ口に運んで後は残し
てくれてもいい。
단 한 저가락이라도 먹어보고 그런
다음에 남기는 게 예의가 아닌가.
250
東京タワー 91 305
それを作ってくれた人の気持ちも汲
めず、汚いもののように、まるでそ
こにないもののようにされることに
は強く憤りを感じる。
음식을 만든 사람의 마음을 헤아리
지 못하고 마치 무슨 더러운 것인
양 못 본 척 무시하는 데는 강한 분
노를 느낀다.
250
東京タワー 92 308
東京近隣に暮らすオカンの親戚、友
達はオカンを気に掛けてくれては足
を運んでくれる。
도쿄 가까이에 사는 친척과 친구들
이 엄니를 걱정하여 자주 찾아와 주
었다.
253
東京タワー 93 308
まるで上京した子供にそうするよう
な荷物を宅配便で届けてくれる。
마치 상경한 자식에게 보내듯 소포
택배로 부쳐 주었다.
253
東京タワー 94 317
しかし、がん細胞の方は、自分がオ
カンに巣くっていることを忘れてく
れてはいないようだった。
하지만 암세포는 엄니의 몸에 둥지
를 틀었다는 것을 전혀 잊지 않은
모양이었다.
260
東京タワー 95 321
えてして、やる気のない時ほど数字
は揃ってくれるもので、
그렇게 별로 할 마음이 없는 때일수
록 숫자가 척척 맞아떨어지는 법이
라
263
東京タワー 96 324 紹介状を書いてくれたのである。 소개장을 써주었다. 265
東京タワー 97 325
たまたま、いいタイミングで帰国し
たというT先生を紹介してくれたので
ある。
우연히 딱 맞는 시기에 귀국한 T선
생을 소개해 주었던 것이다.
265
東京タワー 98 326
今回は前任の医師が紹介状を書いて
くれる懐を持っていたことと、
그때는 담당의사가 다른 전문의에게
소개장을 써주는 도량을 가진 분이
었고,
267
東京タワー 99 332
その注射だけはしっかり打ってく
れ、と心の中で強く祈った。
그 주사만은 부디 정확하게 놔줘,라
고 마음속으로 간절히 빌었다.
272
東京タワー 100 336
T先生はなにかあったらすぐにと携帯
の番号を教えてくれていたが、
T선생은 무슨 일이 생기면 즉각,이
라며 휴대전화 번호를 알려주었지만
275
東京タワー 101 337
それはとりあえず気にしなくてもい
いと先生は言ってくれた。
그건 우선 그리 신경 쓰지 않아도
괜찮다고 선생은 말해 주었다.
276
193
東京タワー 102 338
彼女は「お母さんと一緒に居よう」
と言ってくれる。
여자친구가 나서서 어머님하고 함께
지내자고 말해 주었다.
277
東京タワー 103 349
「あの先生は丁寧に診てくれるし、
ちゃんと話も聞いてくれる」
거기 의사 선생은 진찰을 꼼꼼히 해
주시고,얘기도 찬찬히 잘 들어 주시
느만
285
東京タワー 104 351
「先生も色々、話は聞いてくれよる
し、薬も出してもろうとるんやんけ
ど、
거기 의사 선생이 말도 잘 들어주시
고 갈 때마다 약도 타오는데 왜 그
런지 모르겠다.
287
東京タワー 105 352
まぁ丁寧に診てくれるけん、心配し
なさんな」
뭐,꼼꼼하게 봐주시니께 걱정하지
마라.
288
東京タワー 106 354
「えのもと君も、おんなじもの買う
てきてくれたんよ」
에노모토 군도 똑같은 선물을 가져
왔더라니께.
289
東京タワー 107 356
また、今年もお餅を持って来てくれ
てね、 올해도 또 떡을 보내줘서
291
東京タワー 108 356
九州出身の知人が実家から送ってき
た丸餅を分けてくれていた。
규슈 출신의 친구가 고향집에서 보
내온 둥근 떡을 나눠주곤 했다.
291
東京タワー 109 364
みんな滅茶苦茶にしてくれればいい
のにと思っていた。
모두 엉망진창으로 무너지면 좋겠다
고 생각했었다.
297
ダンス 110 25 トーストを焼いてくれる？ 토스트를 구워줄래요? 25
ダンス 111 42
彼らはすぐにいくつかの仕事をまわ
してくれた。
그들은 이내 몇 가지 일을 내게 돌
려주었다.
39
ダンス 112 43 彼らは僕に親切にしてくれたし、
그들은 나에게  친절을 베풀어주었
으며,
40
ダンス 113 43
これから先もどんどん仕事を回すか
らといってくれた。
앞으로도 계속 일거리를 주겠노라고
했다.
43
ダンス 114 43 二十枚書いてくれと言われれば、
원고지 20장을 써달라는 주문을 받
으면
40
ダンス 115 45 前もって教えてくれと言った。 미리미리 알려달라고 했다. 41
ダンス 116 48 人々は僕に信頼感を抱いてくれた。
사람들은 나에게 신뢰를 가져주었
다.
44
ダンス 117 48
何人かは僕に好意のようなものを抱
いてくれた。
몇몇 사람은 내게 호감 비슷한 것을
보이기도 했다.
44
194
ダンス 118 50
だから、結局みんな了承してくれ
た。 그래서 결국은 다들 양해해 주었다.
45
ダンス 119 51
僕のような仕事をしている人間のた
めに様々な調査をしてくれる組織が
ある。
나 같은 작업을 하는 사람을 위해
갖가지 조사를 해주는 조직이 있다.
46
ダンス 120 51 たいていのことは調べてくれる。 대개의 일은 조사해 준다. 46
ダンス 121 51 かなりの量を集めてくれる。 상당한 양을 수집해 준다. 46
ダンス 122 54
これで僕がいなくても他の人間があ
との仕事を引き継いでやってくれる
ことになっていた。
이러면 내가 없어도 다른 사람이 뒷
일을 인계해서 해주기로 되어 있었
다.
48
ダンス 123 55
それについて何かを説明してくれる
んじゃないか、というような感じ
で。
거기에 관해서 무엇인가를 설명해
주지나 않을까,하는 느낌으로.
50
ダンス 124 57
いろいろと詳しく僕に教えてくれ
た。
이것저것 소상하게 나에게 이야기해
주었다.
51
ダンス 125 57 彼は僕に教えてくれた。 나에게 알려주었다. 51
ダンス 126 66
彼女が来てくれたことで僕はちょっ
とほっとした。
그녀가 와주었다는 데서 나는 약간
안도했다.
58
ダンス 127 71 彼女は丁寧に教えてくれた。 그녀는 정중하게 알려주었다. 62
ダンス 128 82 言ってくれるのを待った。 말해 주기를 기다렸다. 71
ダンス 129 82 でも誰も言ってくれなかった。 하지만 아무도 말해 주지 않았다. 71
ダンス 130 86
僕の髪を切ってくれたのは二十歳過
ぎくらいの若い理髪師だった。
내 머리카락을 잘라준 사람은 스무
살이 갓 넘어 보이는 젊은 이발사였
다.
75
ダンス 131 92
運転手は黙って僕をその店の前まで
運んでくれた。
운전사는 잠자코 고개를 끄덕이고는
나를 약속 장소까지 데려다주었다.
79
ダンス 132 97
みんなを順番に家に送り届けてくれ
るの。
모두를 순서에 따라 집까지 보내주
어요.
83
ダンス 133 104
早く音楽をかけてくれないかなと僕
は思った。
어서 음악을 틀어주었으면 하고 나
는 생각했다,
88
195
ダンス 134 106
あの時笑いとばしてくれればよかっ
たのよ。
그렇게 웃어넘겨 버리지나 않을까
하면서요.
89
ダンス 135 108
「でも今君が話してくれたこととは
たぶん直接的な関係はないと思うん
だ」
하지만 지금 아가씨가 이야기해 준
것과는 아마 직접적인 관계는 없을
거라고 생각해.
91
ダンス 136 108
「役に立てなくて申し訳ないね。
せっかく話してくれたのに」
도움이 되지 않아 미안하군.어렵게
이야기를 해주었는데
92
ダンス 137 109 「ねえ、私の話を信じてくれる？」 저기요.제 이야기 믿어주시는 거죠? 92
ダンス 138 111
彼女は自分自身について話してくれ
た。
그녀는 자기 신상에 관한 이야기를
해주었다.
93
ダンス 139 114
「そんなことして死んでも誰も同情
してくれない」
그런 짓을 하고 죽으면 아무도 동정
하지 않을 거야.
95
ダンス 140 116
彼女はその週刊誌の名前を教えてく
れた。
그녀는 그 주간지의 이름을 알려주
었다.
97
ダンス 141 118
彼女はすごくあっさりそのジレンマ
を解消してくれた。
그녀가 아주 시원스럽게 그 갈등을
해소해 주었다.
99
ダンス 142 118
彼女は悪いけれど怖いので、ドアの
前までついてきてくれないかと僕に
言った。
그녀는 미안하지만 무서워서 그러니
문앞까지 바래다주지 않겠느냐고 나
에게 말했다.
99
ダンス 143 118
僕は運転手に五分で戻るからここで
待っていてくれと言って、
나는 운전사에게 5분이면 돌아올 테
니까 기다려달라고 말하고,
99
ダンス 144 121
「てっきりあとはいいから帰ってく
れっていわれると思ったんだけど
ね。
필경 이젠 됐으니 그냥 가달라고 할
줄 알았는데요.
101
ダンス 145 122
札幌で一番大きい図書館に行ってく
れと言うと
삿포로에서 제알 큰 도서관으로 가
달라고 했더니
102
ダンス 146 122 ちゃんと連れていってくれた。  어김없이 데려다주었다. 102
ダンス 147 122
図書館で僕は彼女の教えてくれた週
刊誌のバックナンバーを調べてみ
た。
도서관에서 나는 그녀가 알려준 주
간지를 찾아보았다.
102
ダンス 148 132
「そちらの電話番号を教えてくれな
いかな」 그쪽 전화번호를 알려주게.
109
ダンス 149 137 「行くと税理士が褒めてくれる」 가면 회계사가  칭찬해 준다고. 113
196
ダンス 150 148
ちょっとびっくりはしたけど、来て
くれて嬉しいよ。 좀 놀라긴 했지만,와줘서 기뻐.
121
ダンス 151 176
でも羊男はそれには答えてくれな
かった。
하지만 양사나이는 그 말에는 대답
해 주지 않았다.
144
ダンス 152 187
彼は足をひきずりながら廊下の曲が
り口まで僕を送ってくれた。
그는 다리를 질질 끌면서 복도 모퉁
이까지 나를 배웅해 주었다.
153
ダンス 153 188
天井に埋めこまれたスピーカーから
流れるヘンリー・マンシーニの
「ムーン・リヴァー」が僕を出迎え
てくれた。
천장에 붙어 있는 스피커에서 흐르
는 헨리 맨시니의 문 리버가 나를
맞아주었다.
153
ダンス 154 193 誰も答えてはくれない。 아무도 대답해 주지 않는다. 159
ダンス 155 194
誰も「正解」とは褒めてはくれな
かった。
아무도 맞아라고 칭찬해 주지는 않
았다.
159
ダンス 156 203 誰も答えてはくれなかった。 아무도 대답해 주지 않았다. 166
ダンス 157 219
「そのつもりだよ。飛んでくれさえ
すればね。
그럴 작정이야.결항만 아니라면 말
야.
178
ダンス 158 219 きいてくれる？ 들어주시겠어요? 178
ダンス 159 219
その子をちゃんと東京まで連れて
行ってくれないかしら？
그 아이를 도쿄까지 꼭 좀 데리고
가주셨으면 해요.
178
ダンス 160 220
彼女は空港まで運んでくれればあと
は一人で帰れるからって気楽に言う
んだけど、
그녀는 공항까지만 데려다주면 그
다음은 혼자서 돌아갈 수 있다고 마
음 편한 소리를 하지만,
179
ダンス 161 221
もちろん時によっては自分が考える
ほど相手が面白がってくれないこと
もある。
물론 때에 따라선 내가 생각하는 것
만큼 상대가 재미있어하지 않는 수
도 있어.
180
ダンス 162 224
気のきいたことも言ってくれるし、
女の子には親切なの。
재치있는 말도 해주고,여자에겐 친
절해.
182
ダンス 163 225
僕には一枚も進めてはくれなかっ
た。 나에겐 단 한 개도 권하지 않았다.
183
ダンス 164 225
儀礼的に進めてくれたっていいん
じゃないかという気はした。
의례적으로 한 번쯤은 권해도 좋지
않을까 하는 기분은 들었다.
183
ダンス 165 229
カウンターの女性はすぐに手続きし
てくれた。
카운터의 여직원은 곧 수속을 밟아
주었다.
186
197
ダンス 166 246
わざわざ口に出して褒めてくれる人
は世間にあまりいないけど」
일부러 칭찬해 주는 사람은 세상에
그다지 없지만.
198
ダンス 167 249
今度はユキはちゃんと僕にそのア
パートの場所を教えてくれた。
이번에 유키는 나에게 제대로 그 아
파트의 장소를 가르쳐주었다.
200
ダンス 168 249
「飛行機代はお母さんが戻ってきて
から返してくれればいい。
비행기표는 어머니가 돌아와서 돌려
주면 돼.
200
ダンス 169 251
僕をドアのところまで送ってくれ
た。 나를 문까지 나와서 배웅해 주었다.
202
ダンス 170 260
彼女は僕と一度も寝てくれなかっ
た。
그녀는 나와 한 번도 잠자리를 함께
해 주지 않았다.
208
ダンス 171 261
それでも五反田君の所属するプロダ
クションの電話番号を教えてくれ
た。
그래도 고탄다가 소속된 프로덕션의
전화번호를 가르쳐주었다.
209
ダンス 172 262
名前を聞かせてくれ、と相手は言っ
た。 이름을 말해 달라고 상대는 말했다.
210
ダンス 173 263
そちらの電話番号を教えてくれと彼
は言った。
그쪽 전화번호를 알려달라고 그는
말했다.
210
ダンス 174 271
すぐに出られるように準備しといて
くれよ。
곧 나올 수 있게끔 준비하고 있으라
구.
217
ダンス 175 271
そして相手がこういうシックさを理
解してくれればいいのだがと思っ
た。
그리고 상대방이 이러한 멋을 이해
해 주면 좋으련만 싶었다.
217
ダンス 176 272
運転手がかしゃっという気持ちの良
い音を立ててドアを開けてくれて、
僕は中に入った。
운전사가 찰깍하는 기분 좋은 소리
를 내며 문을 열어주었다.
218
ダンス 177 273
必要な時にプロダクションが貸して
くれるんだ。
필요할 때에 프로덕션이 빌려준는
거지.
218
ダンス 178 274 つきあってくれるかな？」 자네도 괜찮겠나? 219
ダンス 179 277
五反田君が連れていってくれたのは
六本木のはずれの静かな一角にある
見るからに高級そうなステーキハウ
スだった。
고탄다가 데리고 간 곳은,롯폰기 변
두리의 조용한 한 모퉁이에 있는,보
기만 해도 고급스러운 스테이크 하
우스였다.
222
ダンス 180 284 電話一本で来てくれる。 전화 한 통이면 와주거든 227
ダンス 181 284
プロダクションの人間が紹介してく
れたんだ。
프로덕션의 작자가 소개해 줬단 말
이야.
227
198
ダンス 182 291 先生も褒めてくれる。 선생님도 칭찬해 주시지. 232
ダンス 183 292 視聴者は僕を信頼してくれる。 시청자들은 나를 신뢰해 주지. 233
ダンス 184 294
いつもサッカーの試合を応援しにき
てくれて、それで知り合ったんだ。
늘 축구시합을 응원하러 와주었는
데,그래서 알게 됐거든.
234
ダンス 185 294
新入りだったけど、良い役も回して
くれた。
신참이었지만,좋은 역도 맡겨주더
군.
235
ダンス 186 298
指を二本上げてウェイターを呼び、
勘定をしてくれと言った。
손가락을 두 개 치켜세우고 웨이터
를 부르더니,계산을 해달라고 했다.
238
ダンス 187 300
「このマンションは離婚して家を追
い出された時に事務所が買ってくれ
たんだ」
이 맨션은 이혼하고 집에서 쫓겨났
을 때에 사준 거야
240
ダンス 188 304
彼女がいてくれさえしたら、それで
いい。 그녀가 있어주기만 하면 그걸로 돼.
243
ダンス 189 306
ちゃんとクリーンなぴかぴかの領収
書を切ってくれるんだ。
제법 정확하면서도 화려한 영수증을
끊어준단 말일세.
245
ダンス 190 309
どうして私を誘ってくれなかった
の？ 어째서 날 유혹해 주지 않았죠?
247
ダンス 191 314 これ信じてくれる？」 이거 믿어줄래요? 251
ダンス 192 315
みんな私たちのことを楽しませてく
れるし。 다들 우리를 즐겁게 해주고,
252
ダンス 193 317
もし何かわかったら電話をかけてく
れと言った。
만일 무엇이건 알게 된다면 전화를
걸어달라고 당부했다.
253
ダンス 194 319
僕を渋谷のアパートまで送ってくれ
た。
나를 시부야의 아파트까지 바래다주
었다.
255
ダンス 195 319
彼は近くだからと言って送り届けて
くれた。
그가 가깝다면서 끝내 바래다주었던
것이다.
255
ダンス 196 329
君の赤坂のマンションの電話番号を
教えてくれないかな？」
너의 그 아카사카 맨션의 전화번호
를 알려주지 않겠어?
262
ダンス 197 330 結局番号を教えてくれた。 결국은 번호를 알려주었다. 263
199
ダンス 198 337
答えてくれたって損はないで
しょ？」
대답해 준대서 손해 볼 거 없지 않
소?
268
ダンス 199 339
実質的なものの考え方ができる人な
らきっとちゃんと応えてくれます
よ。
실리적인 사람이라면 필시 제대로
응해 주겠지요.
269
ダンス 200 340
「とにかくどういうわけで僕がここ
に連れてこられたか教えてくれない
うちは何も喋りたくないですね。
어쨌든 무슨 이유로 내가 여기로 연
행됐는지 알려주지 않는 한 아무 말
도 하고 싶지 않소.
270
ダンス 201 341
あんたが昨日の夜どこにいて何して
たかそれを教えてくれたら、それ以
上何も要求しない。
당신이 어젯밤에 어디에 있었고 무
엇을 했는지 그것만 말해 준다면,그
이상 아무것도 요구하지 않겠소.
271
ダンス 202 342
どうして簡単なことで協力してくれ
ないんです。
어째서 이런 간단한 일도 협력해 주
지 않소.ｐ２７１
271
ダンス 203 343
そこにあんたが出てきてつっぱら
かって何も答えてくれない。
거기에 당신이 와가지고 버티기만
하면서 아무 대답도 해주지 않는 거
야.
272
ダンス 204 349
「じゃあ、あんたが昨日何処で何を
してたかを教えてくれますか？」
그럼 이제 당신이 어제 어디서 무엇
을 하고 있었는지를 말해 주겠소?
277
ダンス 205 351
「他に思い出せることがあったら思
い出してくれますか？
그밖에 생각나는 것이 있으면 떠올
려보겠소?
279
ダンス 206 353 「電話を貸してくれませんか？」 전화를 써도 되겠소? 280
ダンス 207 355
六時半に彼らは近くの仕出し屋から
弁当をとってくれた。
여섯 시 반에 그들은 근처 음식점에
서 도시락을 주문해 주었다.
282
ダンス 208 355
食事が終ると、文学が薄くて生温い
お茶を持ってきてくれた。
식사가 끝나자,문학이 싱겁고 미지
근한 차를 갖다주었다.
282
ダンス 209 359
協力してくれれば、そういうあらっ
ぽい措置は取りません」
협력해 준다면,그런 거친 조치는 취
하지 않겠소
285
ダンス 210 359
漁師が僕をその仮眠室に連れていっ
てくれた。 어부가 그 가면실로 데려다주었다.
285
ダンス 211 361
でも彼は僕を友達として信用して、
遇してくれた。
하지만 그는 나를 친구로서 신용하
고 대접해 주었어.
287
ダンス 212 415 悪いがユキの面倒は見てくれ。 미안하지만 유키를 돌봐주게. 327
草枕 213 19
「そこをもう少し燃し付けてくれれ
ば、あたりながら乾かすよ。
불만 더 지켜주시면 쪼이면서 말리
지요.
24
200
草枕 214 31
普段使っている部屋で我慢してくれ
と云った。
평소 사용하는 방을 참고 써달라고
말했다.
31
草枕 215 62
御願だから、もう少し湯か石鹸をつ
けてくれ」
부탁이니까 좀더 더운물이나 비누칠
을 해주세요.
68
草枕 216 66
「おい、もう一遍石鹸をつけてくれ
ないか。
이봐요,한 번 더 비누칠 해주지 않
겠어요.
72
草枕 217 84 出てくれない様な気がする。 나와 주지 않는 기분이다. 90
草枕 218 88
穏やかに寝かして呉れと思うかも知
れぬ。
편안히 재워달라고 생각할지도 모른
다.
95
草枕 219 100
主人役に、又半分引き受けてくれ
る。
주인의 역할로 또한 절반은 손님에
게 응대해주며 받아준다.
109
草枕 220 109 どうかな。買うて来て御呉れかな」 어쩔까,사다 줄 수 없을까. 119
草枕 221 110
「御伯父さんは送って呉れでもいい
です」 백부님은 나오시지 않아도 됩니다.
119
草枕 222 121
「西洋画で唐紙をかいてくれって、
云いましたよ。
당지장지문에 서양화를 그려달라는
겁니다.
130
草枕 223 138
こんな洒落に、人を取り扱ってくれ
たかと思うと、何となく気分が晴晴
した。
이처럼 시원시원하게 사람을 대해주
는가 싶어서 어쩐지 기분이 상쾌했
다.
148
草枕 224 146
和尚は茶箪笥から茶器を取り出し
て、茶を注いでくれる。
주지는 찬장에서 다기를 꺼내서 차
를 따른다.
156
草枕 225 153
密柑取りに一枚売ってくれと云った
ら、
귤 따는 사람에게 가지 하나만 팔라
고 했더니,
163
草枕 226 153
猟師が鴨をとるんだと教えてくれ
た。 사냥꾼이 오리를 잡는다고 했다.
164
草枕 227 170
まあまあ、目出度凱旋をして帰って
来てくれ。
그러지 말고 무사히 개선해서 돌아
와다오.
181
窓際のトットちゃん 228 12
これから行く小学校で、トットちゃ
んのことを、あずかってくれなかっ
たら・・・
혹시라도 지금 가는 학교에서조차
이 애를 받아주지 않으면・・・
14
窓際のトットちゃん 229 38
たいがいの洋服は、ママが手製で
作ってくれるのだけれど、今日の
は、買ったものだった。
토토의 옷은 대부분 엄마가 손수 만
들어 주는데,오늘 입은 옷은 산 것
이다.
30
201
窓際のトットちゃん 230 40
こんな長い時間、自分の話を聞いて
くれてた人は、いなかったんだも
の。
이렇게 긴 시간 동안 자기 얘기를
들어준 사람은 없었기 때문이다.
31
窓際のトットちゃん 231 40 一生懸命、聞いてくれたんだもの。 열심히 들어 주었던 것이다. 31
窓際のトットちゃん 232 40
つまり、たっぷり四時間、先生は、
トットちゃんの話を聞いてくれたこ
とになるのだった。
결국 꼬박 네 시간 동안이나 교장선
생님은 토토의 얘기를 들어준 셈이
었다.
32
窓際のトットちゃん 233 40
トットちゃんの話を、こんなにちゃ
んと聞いてくれた大人は、いなかっ
た。
토토의 얘기를 그토록 열심히 들어
준 어른은 정말이지 여지껏 없었다.
32
窓際のトットちゃん 234 42 校長先生が教えてくれた。 교장선생님이 가르쳐 주었다. 33
窓際のトットちゃん 235 64
ママが、今朝、大急行で作ってくれ
たお弁当は、大丈夫かな？）と少し
心配になった。
엄마가 오늘 아침에는 도시락을 급
하게 싸 주었는데,괜찮을까?하고
49
窓際のトットちゃん 236 74 教えてくれた。 얘기를 해 주었다. 55
窓際のトットちゃん 237 82
先生が旅をした外国の話をしてくれ
た。
선생님이 여행했던 외국 얘기를 해
주었다.
89
窓際のトットちゃん 238 92
入道雲が、時々、強い日射しを、さ
えぎってくれた。
지나가던 소나기구름이 때때로 강한
햇볕을 가려주었다・・・
95
窓際のトットちゃん 239 94
最初にテレビの話を教えてくれたの
は、この泰明ちゃんだった。
최초로 텔레비전 얘기를 해 준 사람
이 바로 야스아키였다.
96
窓際のトットちゃん 240 124 「そうか！わかってくれたかい？」 그래,이제 잘 알겠지! 151
窓際のトットちゃん 241 124
家族で楽しく、今日の運動会のこと
を話してくれたらいい、と思ってた
かも知れない。
가족끼리 오손도손 오늘 있은 운동
회에 대한 얘기를 나눴으면 좋겠다
고 생각했는지도 모르겠다.
151
窓際のトットちゃん 242 124
「その喜びを覚えてくれるとい
い」。 그 기쁨을 기억해주면 좋겠다고
152
窓際のトットちゃん 243 128 話をしてくれたのだった。 이야기를 해 주었는데, 182
窓際のトットちゃん 244 138 もう次から次へと、教えてくれた。 차례차례 가르쳐 주었다. 194
窓際のトットちゃん 245 138
畠に必要なことを、実際に、やって
見せてくれながら説明した。
밭을 일구는 데에 필요한 일을 실제
로 해 보이면서 설명했다.
195
202
窓際のトットちゃん 246 138 安心させてくれたりもした。 안심시키기도 했다. 195
窓際のトットちゃん 247 138
いろんなことを、面白く話してくれ
た。
여러 가지 이야기를 재미나게 해 주
었다.
195
窓際のトットちゃん 248 138
学校の畠に、少しまいといてくれる
事もあった。
비료를 아이들이 땀흘려 만든 학교
밭에 뿌려주기도 했다.
195
窓際のトットちゃん 249 142
トットちゃんの話を、四時間も聞い
てくれたように、校長先生は、事件
を起こした、どの生徒の話も、聞い
てくれた。
토토의 이야기를 네 시간 동안이나
들어주었던 교장선생님은 말썽을 일
으킨 다른 아이들의 이야기도 끝까
지 다 들어주었다.
206
窓際のトットちゃん 250 144
自信をつけてくれたのは、事実だっ
た。
자신감을 심어준 건 틀림없는 사실
이었다.
206
窓際のトットちゃん 251 144
トモエにいる間じゅう、小林先生
は、いい続けてくれたのだった。
토토가 도모에 학원을 다니는 동안
줄곧 들려주었다.
207
窓際のトットちゃん 252 146
最初に「キツネ」という英語を教え
てくれたのも、泰ちゃんだった。
여우라는 영어를 가르쳐 준 것도 타
이였다.
208
窓際のトットちゃん 253 150 むかえてくれた。 아이들을 맞이했다. 219
窓際のトットちゃん 254 160 まず、英語で文章を読んでくれた。 먼저 영어로 문장을 읽어 주었다. 234
窓際のトットちゃん 255 160
宮崎君は、みんなと違うものを、ト
モエに、運んできてくれた。
지금 미야자키는 도모에 학원에 색
다른 그 무엇을 선사해 주고 있었
다.
234
窓際のトットちゃん 256 160
いろんな本を学校に持って来ては、
お昼休みに読んでくれた。
미야자키는 날마다 그림책을 가져와
점심 시간이면 친구들에게 열심히
읽어주었다.
235
窓際のトットちゃん 257 164
別れるとき、本を渡してくれた時
の、曲がった指のこと。
헤어지면서 책을 건네던 굽은 손가
락・・・
245
窓際のトットちゃん 258 164
やさしく、静かに教えてくれたとき
の、あの声と、少し笑った顔と。
상냥하고 조용히 일러주던 때의 그
목소리와 살짝 웃음띤 얼굴・・・
245
窓際のトットちゃん 259 164
教えてくれたのも泰明ちゃんだっ
た。
가르쳐 준 것도 다름아닌 야스아키
였다・・・
245
窓際のトットちゃん 260 188
みんなの作ってくれた道を行ったの
では、 결국 뒤따라 갔다간
262
窓際のトットちゃん 261 194
困って助けの要る子の必要とするも
のを、すぐわかってくれた。
어려움에 처해 도움이 필요한 아이
의 상황을 금세 파악할줄 알았다.
268
203
窓際のトットちゃん 262 194 すぐ助けてくれて、 금방 꺼내주고, 268
窓際のトットちゃん 263 198
一度も、持ってきてくれたことがな
いからだった。
여태까지 한번도 갖다 준 적이 없었
기 때문이었다.
270
窓際のトットちゃん 264 200
良ちゃんが、トモエに残してくれ
た、すばらしい贈り物だった。
료 아저씨가 도모에 학원에 남겨놓
고 간 멋진 선물이었다.
272
日本語の小説における「てくれる」の用例
小説名 番号 ページ 原文 韓国語訳 訳例ページ
ダンス 1 36 もう、お帰りくださって結構です」 돌아가셔도 좋습니다. 28
窓際のトットちゃん 2 32
校長先生が、トットちゃんを気に
入ってくださるかどうかが問題なの
よ、
교장선생님이 널 마음에 들어할지
어떨지 그게 걱정이란다
26
窓際のトットちゃん 3 62 いってくださったから、 당부했기 때문에 48
窓際のトットちゃん 4 178
「ちょっと行って来てくだされば、
いいのに・・・」
그래도 잠깐 갔다 오면 좋을 텐
데・・・
255
日本語の小説における「もらう」の用例
204
小説名 番号 ページ 原文 韓国語訳 訳例ページ
東京タワー 1 16 性病をもらったりを繰り返し、 성병에 걸리거나를 되풀이하여 15
東京タワー 3 41
タコを入れる樽をもらって、蛇でも
雷魚でも放り込んで飼っていた。
문어 넣는 통을 얻어다 뱀이든 가물
치든 집어넣고 길렀다.
35
東京タワー 6 61
漬物は食べ終わる前くらいにもらい
んしゃい。
장아찌는 밥을 어지간히 다 먹었을
때쯤에 먹어야지.
52
東京タワー 9 70
買ったものを見せるという約束で二
千円を貰い、
무엇을 샀는지 꼭 보여준다는 약속을
하고 2천 엔을 타냈고 62
東京タワー 11 79 これは完全に「もらった」と思い、
이건 완전히 따 놓은 당상이라고 생
각하며,
66
東京タワー 12 86
水飴がもう一本貰えるというのに手
があげられなかった。
정답을 맞히면 엿을 또 하나씩 나눠
주는데도 손을 들지 못했다.
72
東京タワー 14 153
月々仕送りを貰いながら、今まで以
上の負担をかけることになる。
2만 엔씩 다달이 돈을 부쳐야 하니
엄니에게는 지금까지보다 더 큰 부
담을 끼치게 될 터였다.
126
東京タワー 17 241 「じゃあ、ひとつ貰おうか」 그럼,하나 사볼까? 198
東京タワー 18 244
残りの半分をまたオカンに貰って十
五万円を用意した。
나머지 반은 다시 엄니에게 손을 벌
려 15만 엔을 준비했다.
200
東京タワー 21 312
暮らすのが精一杯の低賃金しか貰え
ない人が月々の年金なんか納められ
るか。
하루하루 살아가기도 바쁜 저임금
노동자가 다달이 연금을 어떻게 꼬
박꼬박 낼 수 있단 말인가.
256
ダンスダンスダンス 23 209
いつもよりはほんの少しは複雑な役
をもらっていた。
아주 약간은 복잡한 성격의 역을 맡
고 있었다.
171
草枕 26 24 「はい、貰ってきよ。 예,갖다 드리죠. 29
草枕 28 165 私にお金を貰いに来たのです」 저한테 돈을 얻으러 온 거랍니다. 177
205
窓際のトットちゃん 30 10
「この切符、もらっちゃいけな
い？」 이 전철표,나 가지면 안 돼요? 12
日本語の小説における「てもらう」の用例
小説名 番号 ページ 原文 韓国語訳 訳例ページ
東京タワー 1 39 先生から手渡してもらった。 한 사람씩 선생님에게 직접 받았다. 34
東京タワー 2 50
前野君のお父さんに買って貰ったそ
の時計だけは、
마에노 군의 아버지에게서 받은 그
시계만은
43
東京タワー 3 87
返してもらったテスト用紙には○が
したあったけど、
다시 받아든 시험지에는 동그라미가
쳐져 있기는 했지만,이미 이 무렵에
는 아부지가 '화가'가 아니라는 건
뻔히 알고 있었다.
72
東京タワー 4 207
病院で事故の診断書を出してもらっ
た時、 병원에서 사고 진단서를 받았을때,
170
東京タワー 5 244
火野葦平さんに呼んでもらったのか
もしれない。
히노 아시헤이 씨의 부름을 받았는
지도 모른다.
200
東京タワー 6 258
町の医者に診察してもらったところ
すぐに九州大学の大学病院を紹介さ
れた。
동네 의사에게 진찰을 받으러 갔더
니 즉각 규슈 대학병원으로 소개장
을 써주었다.
212
東京タワー 7 267
まるで恵んでもらっているかのよう
に、
마치 큰 선물이라도 받은 것처럼 깊
숙이 고개를 숙이곤 했다.
219
東京タワー 8 280 また貸してもらえる自信がない。
다시 대출을 받으러 갈 자신은 없었
다.
230
東京タワー 9 286
ボクに面倒を見てもらうということ
で素直に状況してくるとは考えにく
かった。
전적으로 내 도움을 받아야 하는 터
에 순순히 도쿄행을 결심할 것 같지
않았다.
234
206
東京タワー 10 297
九大病院から紹介状を用意しても
らったオカンは表参道にある甲状腺
専門の病院に通院することになっ
た。
규슈 대학에서 소개장을 받아온 엄
니는 오모테산도의 갑상선 전문병원
에서 통원치료를 받게 되었다.
243
東京タワー 11 324 その先生に診てもらってはどうかと
그 선생에게 진찰을 받아보는게 어
떠냐면서
265
東京タワー 12 357
「大きい病院で、一回ちゃんと調べ
てもろうてした方がいいて言いよ
る。
큰 병원에서 정식으로 검사를 받는
게 좋겠다느만.
291
東京タワー 13 358
以前、腰痛になった時にもオカンに
言われて診てもらったことがある。
예전에 허리 통증이 있을 때도 엄니
의 말에 따라 진찰을 받아 본 적이
있었다.
292
東京タワー 14 362
ちゃんと病院へ行って、一回精密検
査してもらいなさい。
벼원에 가서 제대로 정밀검사를 받
어 봐.
295
東京タワー 15 362 ちゃんと診てもらわんといけんよ」 꼭 진찰을 받아야 해. 295
東京タワー 16 367
長女のノブエおばさんにオカンは本
当にかわいがってもらっていたのだ
けど、
엄니는 큰 언니인 노부에 이모에게
도 큰 사랑을 받았지만,
299
東京タワー 17 374
おトンに買ってもらった、透明の石
が付いた指輪だった。
그 옛날 아부지에게서 받은 투명한
돌이 달린 반지였다.
306
東京タワー 18 397
抗がん剤治療をしてもらうことにし
よ」 일단 항암제 치료를 받아보자.
323
東京タワー 19 397
相談して、処方してもらえるように
してくるけん。
내가 가서 상담을 해가지고 처방을
받아올게요.
323
東京タワー 20 418
ボクはその日から簡易ベッドを入れ
てもらい、
나는 그날부터 간이침대를 받아다
매일 밤마다
323
東京タワー 21 418 ベッドを入れてもろうたんよ。 침대를 하나 더 받아왓어. 340
ダンスダンスダンス 22 52
地元のミニコミ誌を接触してリスト
からこぼれている店を五つばかり推
薦してもらう。
그 지방의 미니콤 잡지와 접촉하여
리스트에서 빠진 음식점을 대여섯
곳 추천을 받아 돌아보고 선택한다.
47
ダンスダンスダンス 23 240
どうして他人に食い物屋のことまで
いちいち教えてもらわなくちゃなら
ないんだ。
어째서 타인에게 음식점 지시까지
일일이 받지 않으면 안 되는 거야?
193
ダンスダンスダンス 24 240
どうしてメニューの選び方まで教え
てもらわなくちゃならないんだ？
어째서 메뉴의 선택법까지 가르침을
받지 않으면 안 되는 거야?
193
ダンスダンスダンス 25 284
マナー教室ではとても良い点は貰え
なかっただろうが、
매너 교실에선 도저히 좋은 점수는
받지 못했겠지만,
227
207
草枕 26 145 そうでも、賞めて置いてもらおう。 그래도 칭찬은 받아두겠소. 155
窓際のトットちゃん 27 56 納得のいくまで、教えてもらう。 이해가 될 때까지 가르침을 받는다. 44
窓際のトットちゃん 28 82 先生たちにも手伝ってもらって、 선생님들의 도움을 받아 88
日本語の小説における「ていただく」の用例
小説名 番号 ページ 原文 韓国語訳 訳例ページ
ダンスダンスダンス 1 69
その理由をうかがわせて頂きたいの
ですが」
그 이유를 말씀해 주셨으면 합니다
만.
61
ダンスダンスダンス 2 334
まあ出来れば署の方においでいただ
きたいということなんです」
되도록이면 서까지 함께 가주셨으면
하는 것입니다.
266
草枕 3 57
「ほほほほ。父は道具を人に見て頂
くのが大好きなんですから・・・」
호호호.우리 아버진 골동품을 구경
시키는 걸 무엇보다도 좋아하니까
요.
63
草枕 4 100
「なあに、見て頂いたんじゃないで
すが、鏡が池で写生している所を和
尚さんに見付ったのです」
아뇨,보여드린 것이 아니고, 110
窓際のトットちゃん 5 22
こうやって、やめていただきたい、
とお願いはいたしません！！
제가 이렇게 학교를 그만둬 달라고
부탁드리지도 않죠!
19
窓際のトットちゃん 6 30
あなたは、まだ、この学校に入れて
いただいてないんだから。
넌 아직 이 학교에 다니지 않으니
까.
25
窓際のトットちゃん 7 50
校長先生から教えていただいた、自
分の教室である。
교장선생님이 일러주신 전철 교실의
문을 열려고 했을때,
40
208
窓際のトットちゃん 8 56 自分の席に先生に来ていただいて、 자기 자리로 선생님을 불러 44
窓際のトットちゃん 9 126
すっかり、綺麗に洗っていただいた
のも、 말끔하게 씻겨준 곳도
182
窓際のトットちゃん 10 188
トットちゃんは、いま、家まで連れ
て帰って来ていただいたところだっ
た。
토토를 집까지 데려다 준 것이었다. 263
209
添付資料２：韓国語の小説における授受表現と翻訳例
韓国語の小説における「주다」の用例
小説名 番号 ページ 原文 日本語訳
訳例ペー
ジ
『달콤한 나의 도시』 1 67
자기 동생에게 한 번만 더 기회를
주면 안 되겠느냐고는 ,부탁인지 협
박인지 모를 작태를 일삼곤 했다.
自分の弟にあと一度だけチャンス
を与えてくれないかと、依頼なの
か脅迫なのかわからない要求をし
てきたのだった。
66
『달콤한 나의 도시』 2 97 “시어머니가 돈 주는 거야?”
「姑さんが、お金を出してくれる
の？」
98
『달콤한 나의 도시』 3 124 “무한정 주거든요. 食べ放題ですからね。 127
『달콤한 나의 도시』 4 138
똑 부러지게 면박을 준 사람은 장선
배였다.
突き放すように言ったのは、チャ
ン先輩だった。
142
『달콤한 나의 도시』 5 142
나는 왼손에 든 쇼핑백손잡이에 힘
을 주었다.
私は、紙袋を持つ左手に力を込め
た。
146
197
『달콤한 나의 도시』 6 142
무엇보다 그의 자유분방한 패션 스
타일에 서서히 변화를 주어가고 싶
었다.
何より、彼の奔放なファッション
センスに、そろそろ変化をつけて
見たかった。
146
『달콤한 나의 도시』 7 166
옆집 여자가 답답하다는 듯 퉁을 주
었다.
隣家の女性が、じれったそうにい
い返した。
173
『달콤한 나의 도시』 8 201
운명은 인간에게 감당할 만큼의 시
련만을 준다는 얘기를 어디선가 주
워들었다.
運命は、人間に耐えられる範囲の
試練しか与えないという話を、ど
こかで耳にしたことがある。
208
『달콤한 나의 도시』 9 217
나는 꾸역꾸역 내게 주어진 일들을
했다.
私は黙々と、与えられた仕事をこ
なした。
226
『달콤한 나의 도시』 10 244 사실만이 약간의 안도감을 주었다. 救いといえば救いだった。 253
『달콤한 나의 도시』 11 296
꽃샘바람이 매서우니 단단히 입고
출근하라고 겁을 주는 기싱캐스트의
좁은 이마를 멀뚱히 응시했고,
春先の冷たい風に備え、しっかり
着込んで出勤するよう促す気象
キャスターの狭いおでこを観察
し、
301
『달콤한 나의 도시』 12 308 우울하다고 언질을 준 적도 없는데,
憂鬱だとぼやいたわけでもないの
に、
314
『달콤한 나의 도시』 13 362
엄마에게 또 한 번 상처를 주고 싶
지 않았다.
再び母を傷つけるのは避けたかっ
た。
368
198
『달콤한 나의 도시』 14 374 나한테 시간을 좀 줄래요?
私に少し、時間をいただけません
か？
381
『달콤한 나의 도시』 15 422
그런 걸로 상처 주거나 하는 놈들
있으면 오빠한테 끌고 와.
ひどいことを言ってくるような奴
がいたら、兄さんのところまで
引っ張ってこい。
429
『달콤한 나의 도시』 16 430 참,이거 줄게. そうだ、これあげる。 437
도가니 17 25
나이가 들면 아무래도 지위가 주는
아우라가　사람의 피부 속에 스며들
게 마련이다.
年を取るとどうしてもその地位が
醸し出すオーラが現れるものだ。
22
도가니 18 37
그러나 이 학교가 주는 어떤 분위기,
혹은 어떤 냄새, 혹은 어떤 고요가
그로 하여금 입을 열 수 없게 만들었
다.
この学校の雰囲気、匂い、静けさ
にはどこかそのような質問をさせ
ないものがあった。
33
도가니 19 41
곱슬머리에 두툼한 눈두덩과 쥐처럼
반짝이는 눈동자가 몹시 불쾌한 인상
을 주는 자여서 그의 이름을 기억하
고 있었던 것이다.
太い眉とネズミのように輝く目が
実に不愉快な印象を与えるので、
その名前が記憶に残っていた。
36
도가니 20 58
일단 거기서는 그 공포를 이용해 빠
져나가는 수 밖에 없을 것 같아서 그
는 눈빛에 더욱 힘을 주며 거칠게 내
뱉었다.
インホはさらに視線に力を込め、
荒々しく言い放った。
37
도가니 21 99
서유진은 아이들에게 주려고 준비한
빵과 우유를 내밀었다.
ユジンは子どもたちにあげよう
と、来る途中に買ってきたパンと
牛乳を広げた。
90
199
도가니 22 107 말 다하고 나면 이거 다 줄께.
みんな話したら、またあげるから
ね。
97
도가니 23 107
저는 가지 않으려고 했지만 과자를
준다고 했어요.
私は行きたくなかったけど、お菓
子をくれると言われました。
98
도가니 24 107
그러고는 저를 데리로 교장실로 들어
가 과자를 주고는 제가 과자를 먹는
사이에 쏘는 앞 탁자에 저를 누이고
제 체육복 바지를 무릎까지 내렸어
요.
校長先生は私を連れて校長室に入
り、お菓子をくれました。
98
도가니 25 115
행정실로 데리고 가서 천원씩 주고
바지를 벗겼어요.
行政室に連れていき、千ウォンく
れてからズボンを脱がせました。
105
도가니 26 116
너희 집까지 갈 차비도 주지 않았다
고 말했어요.
家に帰る旅費もあげないと言いま
した。
106
도가니 27 121 천원씩 주었어요. 千ウォンずつくれました・・・ 111
도가니 28 128
그리고 어떻게든 발끈하고 있다는 인
상을 주지 않으려고 낮은 목소리로
말했다.
それでも自分が腹を立てていると
いう印象を与えないように抑えた
声で言った。
118
도가니 29 135
성추행하고 성폭행 부분은 우리가 녹
화해놓은 동영상을 주면 되는데 폭행
문제는 우리가 좀 미리 알아야 브리
핑이라도 하지.
「セクハラと性的暴行の部分はわ
たしたちが撮った動画を渡せばい
いけど、
124
200
도가니 30 136
여기는 약한 사람들을 괴롭히고 때리
는 사람들을 벌주기 위해 사람들이
모인 곳이야.
ここには弱い人たちをいじめたり
殴ったりする人たちに罰を与えよ
うという人たちが集まっている。
126
도가니 31 141
신이 기괴하거나 비뜰어지 것으로로
부터 연약학 인간을 보호하기 위해
준 제일 감감
か弱い自分を保護するために人間
に与えた、最初の感覚だった。
130
도가니 32 149
신고가 접수되었다는 통보를 하고도
경찰츠게서 조치를 취하지 않고 말미
를 주었들 때 회유를 하든 합의를 하
든 하다못해 깡패라도 동원해서 협박
을 한 후 어디론가 쫓아 없애버리든
사안을 마무리했어야 했다.
警察は何の措置も取らず、時間的
余裕を与えたのに、ふたりは何も
しなかった。
139
도가니 33 149
그토록 힌트를 주었건만 이제 그로서
도 더 손을 쓸 수가 없었다.
こうなっては警視としても手の打
ちようがなかった。
139
도가니 34 153
두 형제의 귀에다 대고 주의를 주었
다.
ふたりの耳元に注意を与えた。 143
도가니 35 156 이상한 씨디를 주었습니다.
ある日わたしを呼び出してDVDを手
渡しながら、コピーして来いと言
うのでした。
146
도가니 36 163 한 사람에게 금 십톤씩 준다.
そうすれば一人当たり金を十トン
ずつやる。
152
도가니 37 163 어떻게 십 톤을 준단 말이야?
この世にある金をすべてかき集め
てもひとりに十トンやるなんてあ
りえない。
152
201
도가니 38 185
정에 굶주린 아이들에게 손길 한번
더 주려고 한 것이 성추행이고,
情に飢えた子どもたちに手を差し
伸べるのがセクハラで、
174
도가니 39 192 준비해온 과자를 유리에게 주었다.
ユリに買ってきたお菓子をあげ
た。
181
도가니 40 206
제가 과자 사먹을 돈도 가끔 주고 그
랬지요.
おそらくお菓子代ぐらいはときど
き与えていたかもしれません。
194
도가니 41 216
미성년자 학생들에게 충격을 주지 않
기 위해 공소장으로 대신합니다.
未成年者の生徒にショックを与え
ないために起訴状をもって代えさ
せていただきます」
205
도가니 42 223
하늘도 저들에게 벌을 주려고 작정한
것 같습니다.
どうやら神もあの人たちに罰を与
えようとしているみたいですね」
212
도가니 43 263
그러나 판결에 영향을 줄 것은 각오
하라고 하더라구.
だけど判決に影響を与えるのは覚
悟しなきゃと言ってた」
252
도가니 44 270
그러나 이들이 학생들에게 상처를 준
점은 인정하지만
被告人たちが生徒に傷を与えた点
は認めるが、
259
아랑은 왜 45 12
아랑으 유모에게 마는 금품을 주어서
어텋기 해서든지 아랑에게 가까히 해
돌라고 꼬시였다.
阿娘の乳母にお金を握らせて、何
とか娘に近づけるようにしてくれ
へんかともちかけたんや。
18
202
아랑은 왜 46 28
유모는 통인이 돈을 주고 꼬드기자
아랑을 내아(内衙) 밖으로 유인해 범
인에개 넘긴다.
その乳母は、通引に金をもらって
そそのかされると、
35
아랑은 왜 47 66
조일전쟁중에는 서얼에게도 일정 분
랴의 쌀을 바치면 과거 응시자격을
주었으나,이는 텅 빈 국고를 채우기
위한 단기적인 조치였을 뿐이다
一定量の米を納めれば庶子にも科
挙の受験資格を与えたことがあっ
たが、
76
아랑은 왜 48 69 먹을 것과 입을 것을 주고 食べるものや着るものを提供し、 80
아랑은 왜 49 70
『사냥개 기르는 법』을 소설 속의
그에게 주기로 하자
『猟犬の飼育法』を小説の中の彼
に与えることにしよう。
81
아랑은 왜 50 165
지금까지 주어진 정보만 가지고도 그
의 수사가 결코 평탄하지는 않을 것
같다.
これまで与えられてきた情報を見
ただけでも、
180
아랑은 왜 51 180
아전들이란 족속은 본시 양반의 것이
라면 눈도 주지 않습니다.
郡ｙ役人というのは、両班のもの
には目もくれないものです。
195
아랑은 왜 52 180 겁을 좀 주었지요. ちょっと怖がらせやったのです。 196
아랑은 왜 53 201 별 정보를 주지 않으면서 말이다. 何の情報も与えないで。 219
203
아랑은 왜 54 245
지금까지 주어진 정보로 보아 함께
동거하는 박이 살인자로는 가장 유려
해 보인다.
これまでに与えられた情報から判
断すれば、
267
아랑은 왜 55 286
적의 먹이로 주는 것보다야 더 나은
일이지.
子どもを敵の餌食にするよりはま
しだ。
312
우리들의 일그러진 영웅 56 13
내가 아랫도리에 힘을 주며 깐깐하게
묻자 그가 피식 웃었다.
私が下腹に力を入れてしつこく聞
くと、彼はニヤッと笑った。
15
우리들의 일그러진 영웅 57 13
그래서 당연히 존경과 복종을 바쳐야
한다는 그런 느낌을 주는 것이었다.
したがって当然尊敬と服従を捧げ
ねばならないといったような感じ
を与えるものだった。
16
우리들의 일그러진 영웅 58 15
그 학교는 과목별로 우등상을 주었
다.
そのときすでにその学校では科目
別に優等賞をくれていた。
19
우리들의 일그러진 영웅 59 16
그 덕분에 나는 또한 특별히 내세운
다는 느낌을 아이들에게 주지 않고도
군청에서 군수 다음가는 자리에 있는
애 아버지와,
そのため特にひけらかすという感
じを子供たちに与えず、
19
우리들의 일그러진 영웅 60 17 그 질서의 강력함이 주는 위압감이,
急に自分を抑えつけてくる強力な
秩序が与える威圧感が、
21
우리들의 일그러진 영웅 61 19
내 의사결정에 영향 줄 수 있는 이가
그렇게 나와 더욱 혼란이 가중됐을
것이다.
学校の先生の次に私の意志決定に
影響を与えうる人がそのように言
うのだから混乱はいっそう加重さ
れた。
23
204
우리들의 일그러진 영웅 62 29
나는 틈을 주지 않고 대뜸 그렇게
물었다.
私は隙を与えずにすぐにそう聞い
た。
35
우리들의 일그러진 영웅 63 31
그가 라이터를 석대에게 준 것이 아
니라 빼앗긴 것이라는 부분만은 명백
히 하게 했다.
少なくとも彼がそのライターをソ
クテにやったのではなく奪わ れた
のだという部分だけははっきりと
させた。
37
우리들의 일그러진 영웅 64 38
어느 누구에게도 눈길 한번 주는 법
이 없었다.
何の先入観もないということを見
せようとするかのようにだれにも
視線一つ与えなかった。
46
우리들의 일그러진 영웅 65 45
자기 졸병들과 나하고 같이 걸리면
여럿 앞에서는 일단 똑같은 벌을 주
었다.
私と一緒に引っかかるとみんなの
前では一応まったく同じように罰
を与えた。
56
우리들의 일그러진 영웅 66 60
기회를 주었건만 오히려 내 자신의
자질구레한 잘못들만 가득 적혀 있던
시험지들이
せっかくソクテを思う存分告発す
る機会を与えたのに、
73
우리들의 일그러진 영웅 67 66 석대에게 준 핀잔이 그 한 예였다.
ソクテに与えた当てこすりがその
一例だった。
82
우리들의 일그러진 영웅 68 66 아이들에게 적지않은 영향을 주었다.
担任の先生のそのような態度は、
子供たちに少なからぬ影響を与え
た。
82
우리들의 일그러진 영웅 69 69
석대에게 거의 생각할 틈을 주지 않
고 다음 단계로 들어 갔다.
ソクテにほとんど考える隙を与え
ずに次の段階に入っていった。
85
205
우리들의 일그러진 영웅 70 76
막상 기회가 주어지니 그렇지도 않았
다.
実際機会が与えられてみるとそう
でもなかった。
94
우리들의 일그러진 영웅 71 79
아직도 석대의 질서가 주던 중압에서
깨어나지 못한 아들들은 또 너무 뒤
처져 미적거렸다.
一方まだソクテの秩序が与えた重
圧から覚め切れない子供たちは、
97
우리들의 일그러진 영웅 72 85
그는 전처럼 거의 모든 것을 내게 줄
수 있어야 했다.
彼は前のようにほとんどすべての
ものを私に与えてくれなければな
らなかった。
105
韓国語の小説における「어/아 주다」の用例
小説名 番号 ページ 韓国語原文 日本語翻訳文
訳例ペー
ジ
『달콤한 나의 도시』 1 9
주스를 한 모금 마시면서 까짓것 쿨
하게 행복을 빌어주는 거다.
カクテルジュースを味わいなが
ら、できるだけクールに幸せを祈
るのだ。
7
206
『달콤한 나의 도시』 2 10
디데이를 알려준 것은 휴대폰의 기
념일 알림 서비스였다.
それを思い出させてくれたのは、
携帯の記念日お知らせサービス
だ。
8
『달콤한 나의 도시』 3 10
너라면 진심으로 축하해주리라 믿는
다.
お前なら、心から祝福してくれ
るって信じてるよ。
8
『달콤한 나의 도시』 4 12
“어,우리 은수씨 기분 나빴어?에
이,용서해줘.”
「ああウンスさん、気を悪くした
のかい？まあ、ゆるしてくれよ。
11
『달콤한 나의 도시』 5 13 와라!서른 살,맞서 싸워주마.
さあ、かかってきなさい、三十
歳！受けて立とうじやないの
11
『달콤한 나의 도시』 6 13 편집을 대행해주는 곳인데, 編集代行がおもな業務だが、 11
『달콤한 나의 도시』 7 16
내가 당장 자살하겠다고 난리법석을
떨었을때 내 옆에 있어준 건 유희와
재인이었다.
今すぐ死んでやると騒ぎ立てたと
き、ずっとついていてくれたの
は、ユヒとジェインだった。
15
『달콤한 나의 도시』 8 25
그가 내 앞의 빈 잔에 맑은 술을 가
득 부어주었다.
彼が、私の杯に、澄んだ酒をなみ
なみと注いでくれた。
25
『달콤한 나의 도시』 9 27
의자와 화장실을 걱정해주는 남자는
처음이었다.
イスやトイレの心配をしてくれる
男なんて、初めてだった。
27
207
『달콤한 나의 도시』 10 28 나는 대답 대신 빙긋 웃어주었다. 私は、答える代りに微笑んだ。 27
『달콤한 나의 도시』 11 31
오늘 밤 하늘에서 내려 보내준 살아
있는 천사일지도 모른다는 생각이
머리를 스쳤다.
今夜、天が送り届けくれた天使な
のかもしれない。
31
『달콤한 나의 도시』 12 33 팬티를 선물해주거나
パンツをプレゼントしてくれた
り、
33
『달콤한 나의 도시』 13 33 “같이 가요.데려다줄게.”
「一緒に出ましょう。送ってあげ
るから」
33
『달콤한 나의 도시』 14 36 택시의 뒷문을 열어주면서
タクシーの後ろのドアを開けてく
れながら、
36
『달콤한 나의 도시』 15 36 같이 흔들어줘야 되나? こっちからも、振り返すべき？ 36
『달콤한 나의 도시』 16 36
저쪽에서 굳이 먼저 인사하지 않는
경우에,거기 맞춰주자는 것이 나의
원칙이었다.
向こうから挨拶してこないなら、
それにあわせようというのが私の
基本姿勢だ。
37
『달콤한 나의 도시』 17 37
말간 콩나물국이라도 한 대접 끓여
주었을 텐데.
さっぱりした豆もやしスープでも
作ってくれるだろうに。
37
208
『달콤한 나의 도시』 18 44
그러다 다른 물고기나 산호초와 문
득 눈이 마주치면,생긋 한번 웃어주
고는 이내 제 길을 가는 거다.
そのうち、ほかの魚や珊瑚礁と目
が合ったら、にっこり微笑んで、
わが道を行く。
45
『달콤한 나의 도시』 19 44
삶이 어디 호락호락 내가 원하는 방
향으로 굴러가주던가.
人生がそう簡単に、私の望む方向
へ転がってくれるわけもない。
45
『달콤한 나의 도시』 20 53
도로사정을 일러주는 내비게이션 시
스템처럼,
道路状況を知らせてくれるナビシ
ステムのように、
51
『달콤한 나의 도시』 21 53
누군가 대신 정해서 딱딱 가르쳐준
다면 얼마나 좋을까？
誰かが代わりに決めて、てきぱき
指示を出してくれたらどんなにい
いだろう。
51
『달콤한 나의 도시』 22 53
사소하고도 예민한 문제의 정답부터
제발 알려주면 좋겠다.
小さくてもデリケートな問題の正
解から、教えてもらえないものだ
ろうか。
51
『달콤한 나의 도시』 23 55
야속하게도 중간중간 고개 한번 끄
득여주지 않는다.
意地の悪いことに、合間合間に頷
くことすらしない。
54
『달콤한 나의 도시』 24 57
직원들 앞에서는 ‘님’자를 붙여줘
도 될 텐데
社員の前では少しくらい気を遣っ
てもよさそうなのに、
56
『달콤한 나의 도시』 25 64
어디 단체로 가르쳐주는 학원이라도
있는 모양인지
どこかでまとめて指南している教
室でもあるのか、
63
209
『달콤한 나의 도시』 26 67
직속 팀장이 자기 동생을 소개해주
겠다고 제안해왔다.
直属の上司が、自分の弟を紹介し
たいと言ってきた。
66
『달콤한 나의 도시』 27 70
은수야.나 할 말 있어…비밀 지켜줄
수 있지?
―ねえ、ウンス。話があるんだけ
ど・・・。秘密にしといてくれる
よね？
70
『달콤한 나의 도시』 28 71
승낙이든 거절이든 이번에는 반드시
답장을 해주는 것이 인간의 도리일
터였다.
イエスにせよノにせよ、今回こそ
きちんと返事をするのが、人とし
ての礼儀だろう。
71
『달콤한 나의 도시』 29 73 너라면 그렇게 말해줄 줄 알았어.
ウンスなら、そう言ってくれると
思ったよ。
73
『달콤한 나의 도시』 30 73
유희가‘인생에 대한 용기!!’를 전
염시켜주어서일까?
ユヒが「人生に対する勇気！！」
を分けてくれたからだろうか。
74
『달콤한 나의 도시』 31 74
안이사 와이프의 헬스클럽 동료가
소개해주는 남자 김영수는 휴대폰의
통화연결음을 따로 설정해두지 않았
다.
アン理事の奥さんのスポーツクラ
ブの仲間が紹介してくれた男性、
キム・ヨンスは、携帯電話のコー
ル音として、何のメロディーも設
定していなかった。
74
『달콤한 나의 도시』 32 75
어차피 회사 간부 사모님의 친구가
소개해주는 남자와 만나면서 ‘맞
선’이 아니라고 주장하는 편이 더
가증스러울지도 모른다.
会社幹部の奥さんの友人が紹介し
てくれた男性と会うというのに、
見合いじゃないと言い張る方が、
間違っていたのかもしれない。
75
『달콤한 나의 도시』 33 80
김영수로부터 최소한 저녁을 사주고
싶어 할 정도의 점수는 얻고 있다는
확신이 왔다.
私はキム・ヨンスから、少なくと
も夕食を奢る気になるくらいの点
数は稼げたらしい。
81
210
『달콤한 나의 도시』 34 81
반색을 하며 데려다주겠다는 남자를
어떻게 매몰차게 거절할 수 있겠는
가.
顔をほころばせて「送りましょ
う」と言ってきた男の申し出を、
冷たく拒むことなどできなかっ
た。
82
『달콤한 나의 도시』 35 91
그가 손을 뻗어 내 뺨에 묻은 티끌
을 다정히 떼어내주었다.
彼は手を伸ばして、私の頬につい
たカスを取ってくれた。
92
『달콤한 나의 도시』 36 93
하지만 확대해주겠다는 사진관 측의
호의를 아버지가 딱 잘라 거절했다.
だが、サービスで拡大してくれる
という写真館側の厚意を、父は
きっぱり断った。
95
『달콤한 나의 도시』 37 98
약속 장소까지 태워다준 애처로운
사연의 주인공으로 둔갑되어 있었
다.
次の待ち合わせ場所まで送ってく
れた、哀愁漂うヒーローにすり替
わっていた。
99
『달콤한 나의 도시』 38 102
곁에 남아 위로주를 사준 건 ‘그냥
친구’유준이었다.
私に寄り添い、酒を奢って慰めて
くれたのは、「ただの友達」であ
るユジュンだった。
104
『달콤한 나의 도시』 39 105
하기야,안달복달하는 이에게는 결코
웃어주지않으면서,무심한 인간에게
는 한없이 말랑말랑한 속살을 드러
내곤 하는 것이 돈의 속성이다.
もっとも、躍起になって集めよう
とする人間には、けっして微笑ん
でくれないくせに、無頓着な人間
には、信じがたいほど滑らかな肌
をさらけ出すのが、お金というも
のなのだ。
107
『달콤한 나의 도시』 40 107
‘자기야,나를 위해 제발 좀 변해줘
라’고 애원하지 않을 수 없을 것이
다.
「ねえ、頼むから私のために、
ちょっとは変わってみせてよ」と
懇願せずにはいられないだろう。
109
『달콤한 나의 도시』 41 107
이를테면 사무실의 황부장 같은 인
간이 저런 소리를 지껄였다면 속으
로라도 냅다 쏘아붙여주었을 것이
다.
たとえばファン部長のような人間
が、こんなセリフを吐いたとした
ら、声に出さずとも叫んでいたは
ずだ。
110
211
『달콤한 나의 도시』 42 111 비밀하나 말해줄까? 秘密をひとつ、教えてやろうか？ 115
『달콤한 나의 도시』 43 113
부드럽고 포근포근하게 가까운 사람
들을 감싸준다.
ふんわりと柔らかに、身近な人間
を包み込んでくれる。
117
『달콤한 나의 도시』 44 114
여유로운 시간과 젊음이 있을 때는
경제력이 받쳐주지 않고,경제력이
생겼을 때는 여유로운 시간과 젊음
을 돌이킬 수 없다.
時間的な余裕と若さがある時には
経済力が追い付かず、経済力がつ
いた時には時間的余裕と若さを取
り戻せない。
118
『달콤한 나의 도시』 45 119
입술 부르튼 아르바이트생이 바코드
를 찍어주는 24시간 편의점,
唇の荒れたバイトの人が、バー
コードをチェックするコンビニ、
122
『달콤한 나의 도시』 46 123
상대에게 가진 호감이 적어도 참치
회를 사줄 수 있을 만큼은 된다는
것.
相手に対する好感が、少なくとも
マグロの刺身を奢るレベルには達
しているということ。
126
『달콤한 나의 도시』 47 124
그가 재빠르게 행동 요령을 숙지시
켜주었다.
彼は手短に要領を教えてくれた。 127
『달콤한 나의 도시』 48 124
내가 술을 따라주려 하자,그는 꽤
완강한 포즈로 거부 의사를 밝혔다.
私がお酒を注ごうとするや、彼は
頑として受け付けなかった。
128
『달콤한 나의 도시』 49 125
잔이 빈는 족족 김영수가 다시 채워
주었다.
キム・ヨンスはこまめに酌をして
くれた。
129
212
『달콤한 나의 도시』 50 133
하루 종일 도우미 노릇을 해주기로
했단 말이야.”
丸一日、手伝いに行くことになっ
てるから」
133
『달콤한 나의 도시』 51 132
“집도 먼데 여기까지 와준 거얘
요”
「私の大親友なの。家も遠いの
に、わざわざ来てくれたんだよ」
136
『달콤한 나의 도시』 52 133
앙상하게 솟은 그녀의 빗장뼈에 손
바닥을 얹고 가만히 토닥여주었다.
骨ばった彼女の肩を慰めるように
トントンと叩いた。
137
『달콤한 나의 도시』 53 138
내 앞의 단무지 그릇을 밀어주었지
만,그녀는 그 뒤부터 단무지 쪽에
젓가락도 대지 않았다.
私のたくあん皿を少し近づけてあ
げたのに、彼女はその後、たくあ
んには見向きもしなくなった。
142
『달콤한 나의 도시』 54 141
여름방학엔 버스를 세 번 갈아타고
그들의 숙소까지 찾아간 경험이 있
다는 얘기를 해주려다가 그만두었
다.
夏休みにはバスを三回も乗り継い
で彼らの宿泊先まで押し掛けたと
いう話をしようとして、思い留
まった。
145
『달콤한 나의 도시』 55 142
태오 입장에서도 이 정도쯤은 기꺼
이 맞추어주어야 하지 않겠는가.
テオのほうからも、この程度は歩
み寄ってくれるべきではないだろ
うか。
147
『달콤한 나의 도시』 56 143
“다음엔 더 예쁜 걸로 만들어줄게
요.”
「この次は、もっとかわいいのを
つくってあげますから」
147
『달콤한 나의 도시』 57 146
불쑥불쑥 들이닥치는 생의 불가사의
에 대해 의연하게 찡긋 윙크해줄 수
있을까?
忘れた頃に不意打ちしてくる不可
解な出来事に対して、余裕のウィ
ンクを投げ返せるようになるのだ
ろう。
150
213
『달콤한 나의 도시』 58 150
이 한 몸,아무 곳에서 취직시켜주기
만 한다면 대한민국에서 최고로 건
실하고 바지런한 직장인이 되어 은
혜를 갚겠다고 다짐햇었다.
この身ひとつ、どこでもいいから
就職させてくれるなら、大韓民国
でもっとも真面目で勤勉な会社員
となって恩返ししようと心に誓っ
た。
155
『달콤한 나의 도시』 59 153
“자기가 사준 옷을 입고 있으니 늘
함께 있는 것 같잖아.”
「ウンスさんに買ってもらった服
をきていると、いつも一緒にいる
気分になれるんです」
159
『달콤한 나의 도시』 60 154 “오늘 저녁에는 스테이크 사줘” 「今夜はステーキ奢ってくれよ」 159
『달콤한 나의 도시』 61 154
“이번 생일에는 아르마니 넥타이
사줘”
「今年の誕生日には、アルマーニ
のネクタイをよろしく」
159
『달콤한 나의 도시』 62 157
나를 선택해준 유일한-중소 규모의
출판사는 일이 많고 월급이 짠 곳이
었다.
私を選んでくれた唯一の―中小規
模の出版社は、仕事の量が多く給
料の少ないところだった。
162
『달콤한 나의 도시』 63 157
나는 그저 충고해주고 싶은 것뿐이
다.
私はただ、彼に忠告したいだけ
だ。
163
『달콤한 나의 도시』 64 158
이 아이를 달래주어야겠다는 생각이
든 것은 거의 동시였다.
この子を慰めてあげなくちゃと
思ったのは、ほとんど同時だっ
た。
164
『달콤한 나의 도시』 65 161
20대 중반 이후 그녀의 번잡한 연애
사를 대변해준다고 하겠다.
二十代半ば以降のユヒの恋愛遍歴
がいかにめまぐるしかったかを物
語っている。
167
214
『달콤한 나의 도시』 66 171
‘내가 너를 행복하게 해주지 못할
것 같아서’로 요약된다.
「俺では、おまえを幸せにできな
いから」と相場が決まっている。
168
『달콤한 나의 도시』 67 171
원래 어려운 일이 생겼을 때 옆에
잇어주는 것이야말로 애인의 존재
가치가 아니던가.
困った状況に陥ったとき、そばに
いてもらえる点にこそ、恋人の真
の存在価値はあるのだから。
177
『달콤한 나의 도시』 68 173
샤워할 때 한 번 씩 타일 바닥에 뜨
거운 물을 쫙 뿌려주는 걸로 욕실
청소를 끝냈고,
シャワーを浴びるたびに、タイル
の床にお湯をかけることで浴室の
掃除を済ませ、
179
『달콤한 나의 도시』 69 173 “내가 집에서 맛있게 구워줄게.”
「僕が、うまく焼いてあげますか
ら」
179
『달콤한 나의 도시』 70 174 같이 울어주고 싶었다. 一緒に泣いてあげたくなった。 181
『달콤한 나의 도시』 71 175
인사를 시켜주지 않을 도리가 없었
다.
紹介しないわけにもいかない。 181
『달콤한 나의 도시』 72 179
핵심을 콕 집어줄 수는 없는 노릇이
었다.
核心を突くわけにはいかなかっ
た。
186
『달콤한 나의 도시』 73 180
그들은 언제나 나를 외롭지 않게 만
들어줄 나만의 사람,
彼らはいつでも、自分を孤独から
救い出してくれる自分だけの人、
187
215
『달콤한 나의 도시』 74 180 내가 여기 있음을 알아봐주고 ここに自分がいることを意識し、 187
『달콤한 나의 도시』 75 180
나지막히 내 이름을 불러줄 사람을
갈구한다.
愛情たっぷりに自分の名前を呼ん
でくれる人を渇望している。
187
『달콤한 나의 도시』 76 184
그럼 영양사가 항상 딱딱 메뉴를 짜
줄 거 아니에요?
そうしたら、栄養士さんが毎日、
献立を考えてくれるじゃないです
か。
189
『달콤한 나의 도시』 77 184
골라주는 거 먹으면 되게 편할 텐
데.”
決められたメニューを食べるだけ
なら、ずいぶん楽だろうに」
190
『달콤한 나의 도시』 78 187
내가 원하는 ＤＶＤ 타이틀도 구해
주겠대요.
僕が前から観たかったＤＶＤも、
入荷してくれるそうです。
192
『달콤한 나의 도시』 79 188
마냥 북돋워줄 수가 없는 건,내 인
생의 시계추를 다시 칠 년 전으로
되돌리고 싶지 않기 때문일까?
背中を押すのがためらわれるの
は、自分の人生の時間軸を、七年
前まで戻すのがいやだからだろう
か。
194
『달콤한 나의 도시』 80 194
그리고 생리 첫날,냉랭하게 식은 내
아랫배에 손을 집어넣어 찜질해줄
수 있는 유일한 사람이다.
そして、初潮を迎えた日、冷え
きった私の下腹に手を差し入れて
温めてくれた唯一の人だった。
200
『달콤한 나의 도시』 81 196
혹시나 무슨 쇼킹한 반전이 일어나
주길 기대했나 봐.
エキサイティングなどんでん返し
を、どこかで期待していたみた
い」
202
216
『달콤한 나의 도시』 82 198 “담배 사다줄까?” 「タバコ、買ってこようか？」 204
『달콤한 나의 도시』 83 207
태오가 얼른 냅킨으로 닦아주었지만
나는 손을 내저으며 자리에서 일어
섰다.
テオがすかさずナプキンで拭いて
くれたけれど、私はその手を払い
のけて立ち上がった。
214
『달콤한 나의 도시』 84 207 나를 일으켜 이마의 피를 닦아주고,
私を立ち上がらせて額の血を拭い
取り、
214
『달콤한 나의 도시』 85 207
용길의 등을 두드려주었을 뿐만 아
니라,
ヨンガリの背中をさすってあげた
だけでなく、
214
『달콤한 나의 도시』 86 207
유희의 화를 달래준 것은 모두 태오
의 역할이었다.
ユヒの怒りまで鎮めたのは 214
『달콤한 나의 도시』 87 208
어느새 다가온 태오가 내 등을 가만
가만 어루만져주었다.
いつの間にかやってきていたテオ
が、私の背を静かにさすってくれ
た。
216
『달콤한 나의 도시』 88 208
이런 순간,옆에 있어주는 타인의 존
재는 나를 안심시키는 동시에 고통
스러우리만치 부끄럽게 만든다.
こんな瞬間、そばにいてくれる他
人の存在は、私を限りなく安心さ
せてくれると同時に、痛いほど羞
恥心を呼び覚ます。
216
『달콤한 나의 도시』 89 209
차갑게 곱은 손가락을 태오가 꾹꾹
주물러주었다.
私の冷たくてこわばった指先を、
力を込めてマッサージしてくれ
た。
216
217
『달콤한 나의 도시』 90 210
나에 관한 소문을 비밀스레 전해주
던 그녀의 좁은 이마가 눈앞에 아른
거렸다.
私の噂が出回っていることをこっ
そり教えてくれた、チャン先輩の
狭い額が目の前をちらついた。
218
『달콤한 나의 도시』 91 211 내가 대려다줄게. 僕が送っていってあげますから」 219
『달콤한 나의 도시』 92 212
어린 딸에게 못 이기는 척 져주었
다.
お腹を押さえて転がっている娘の
姿に騙されたふりをしてくれた。
220
『달콤한 나의 도시』 93 215
비극의 여주인공에게 용기를 북돋워
주려는 건지 아니면 약 올리려는 건
지 의도를 가늠하기 어려웠다.
悲劇のヒロインを勇気づけるつも
りなのか、それとも嫌がらせのつ
もりなのか、
223
『달콤한 나의 도시』 94 219
물만두라도 주문해주려 했지만 유준
은 굳이 자장면이면 충분하다고 우
겼다.
水餃子くらい追加で注文しようと
したけれど、ユジュンはジャー
ジャー麺だけで充分だと言って聞
かなかった。
228
『달콤한 나의 도시』 95 221 엉기는 부분을 네가 좀 지적해줘.
おかしなところがあったら、指摘
してくれよ」
230
『달콤한 나의 도시』 96 222 진심으로 그의 행운을 빌어주었다. 心から、彼の幸運を願った。 231
『달콤한 나의 도시』 97 223
그 소식을 나에게 전해줄 이는 아무
도 없는 것이다.
そのことを私に知らせてくれる人
は誰もいないのだ。
232
218
『달콤한 나의 도시』 98 223
부모님과 친구들을 소개시켜주고 싶
어 하던 태오의 진심을 왜 부담스러
운 것으로만 여겼을까.
両親や友達を紹介したがっていた
テオの気持ちを、どうして負担に
しか思えなかったんだろう。
232
『달콤한 나의 도시』 99 224
한 상 떡 벌어지게 차려주는 거 아
니었어?
テーブルが割れるほど手料理で、
もてなしてくれるんじゃなかった
の？」
234
『달콤한 나의 도시』 100 225 지들이 대신 키워줄 것도 아니면서.
聞いた本人が、代わりに育ててく
れるわけでもないのに」
235
『달콤한 나의 도시』 101 231
애를 대려왔다가 데려다주라고 내가
몇 번이나 말한 줄 알아?
子供を連れてきて一日遊んで、送
り帰すようにしてくれって何度頼
んだことか。
241
『달콤한 나의 도시』 102 231
애한테 미안해서 맘 편하게 해주고
싶다나.
せめて子どもには、伸び伸びと過
ごさせてあげたいとかなんとか。
241
『달콤한 나의 도시』 103 232 일러주고 싶은 것을 꾹 참았다.
教えたくなるのをぐっとこらえ
た。
242
『달콤한 나의 도시』 104 245
딸내미를 학원에 데려다주고 와야
하니 한 시간 뒤에 보자고 했다.
娘を塾まで送っていかなければい
けないから、一時間後なら会える
と言った。
254
『달콤한 나의 도시』 105 246
몰래 귀띰해주는 사람 한 명 없었다
니,
こっそり知らせてくれる人ひと
り、いなかったなんて。
255
219
『달콤한 나의 도시』 106 247
안이사가 편집장이라는 직함는 달아
주겠지?
アン理事なら、編集長という肩書
きくらいは与えてくれるだろう。
257
『달콤한 나의 도시』 107 250
누가 나를 건드려주기만을 기다리고
있었나 보다.
誰かが私の神経を逆なでしてくれ
る瞬間を、今か今かと待ち構えて
いたらしい。
260
『달콤한 나의 도시』 108 260 너니까 특별히 말해주는 거야.
ウンスだから、特別に教えてあげ
るんだけどさ」
271
『달콤한 나의 도시』 109 268
은수씨가 친구해주면 고마울 것 같
아요.
ウンスさんが付き合ってくださる
と、うれしいんですが」
273
『달콤한 나의 도시』 110 270 일부러 와서 축하해주기도 하는데.
まったく関係のない人だって、ご
馳走目当てに祝いに来たりするん
ですから」
276
『달콤한 나의 도시』 111 277
매일 가는 회사 어쩌다 하루쯤 쉬어
주는 것도 예의야.
毎日行ってる会社、たまには一日
くらい休んであげるのも礼儀だ
よ。」
283
『달콤한 나의 도시』 112 277 야,빨리 내려줘. 「ちょっと、早く降ろしてよ。 283
『달콤한 나의 도시』 113 281 오늘만 같이 있어주면 안 될까?
今日だけ、一緒にいてもらえない
かな。
287
220
『달콤한 나의 도시』 114 281 친절하게 약도를 그려주었다. 親切に道順まで書いてくれた。 287
『달콤한 나의 도시』 115 282 프라이버시를 보호해주었다.
駐車場に入る車のプライバシーを
守ってくれた。
288
『달콤한 나의 도시』 116 285
나는 그녀들의 어깨를 토닥여줄 수
도 있고,
私は彼女たちの肩を優しく叩くこ
ともできれば、
292
『달콤한 나의 도시』 117 285 함께 눈물을 흘려줄 수도 있었다. 一緒に涙することもできる。 292
『달콤한 나의 도시』 118 292
나를 위해 이 정도의 작은 선물은
해줄 수 있었다.
自分へのささやかなプレゼントと
して、これくらいは奮発できた。
299
『달콤한 나의 도시』 119 298
예전의 나였다면 곧바로 혀를 차주
었을 것이다.
以前の私が、そんな人を見かけた
ら、即座に舌打ちしたことだろ
う。
303
『달콤한 나의 도시』 120 298 코멘트를 날려주었을 것이다. コメントしたはずだ。 303
『달콤한 나의 도시』 121 301 같이 마셔주면 안 돼요? 一緒に飲んでもらえません？ 306
221
『달콤한 나의 도시』 122 303
집주인의 은밀한 취향을 나타내주는
물건이라고는 전혀 없다.
家の主の隠れた趣味をほのめかし
ているものなど、なにもなかっ
た。
308
『달콤한 나의 도시』 123 305
엄마만은 옆에 있어줄 거라고 생각
했어요.
お母さんだけはそばにいてくれる
と信じてたんです。
310
『달콤한 나의 도시』 124 305
내 앞에 슬그머니 밀어줄 때까지 내
가 울고 있다는 사실을 깨닫지 못했
다.
ティッシュの箱を押しやってくれ
るまで、自分が泣いていることに
すら気付かずにいた。
310
『달콤한 나의 도시』 125 305
김영수가 티슈를 뽑아 손에 쥐어주
고,
キム・ヨンスはティッシュを抜き
取って私の手に握らせ
310
『달콤한 나의 도시』 126 305 등을 가만가만 쓸어주었다. 優しく背中をさすってくれた。 310
『달콤한 나의 도시』 127 308 조용히 배려해주는 태도가 고맙다.
さりげなく気を配ってくれるのが
ありがたい。
314
『달콤한 나의 도시』 128 311
왜 내게 인사시켜주지 않았는지 못
내 의아한 점들을 꼬치꼬치 따지고
들었을 것이다.
どうして私と引き合せてくれな
かったのか、疑わしいことは容赦
なく問い詰めていただろう。
316
『달콤한 나의 도시』 129 317
앞으로의 나날들을 축복해주고 오면
되는 게 아닐까?
これからの日々を祝福してあげれ
ばいいのではないだろうか。
323
222
『달콤한 나의 도시』 130 319 맛있는 거 사주고 싶어.
おいしいもの、奢ってあげたいん
です。
326
『달콤한 나의 도시』 131 345
편히 통화하도록 자리를 피해주는
것 같았다.
気兼ねなく話せるよう、ひとりに
してくれたようだ。
354
『달콤한 나의 도시』 132 347
왼쪽으로 가라,오른쪽으로 가라 지
정해준다는 게 말예요.
左に行け、右に行けって指図して
いるみたいじゃないですか。
357
『달콤한 나의 도시』 133 348
이 사람은 결국 목적지를 찾아내어
나를 데려다줄 것 같다.
そのうち目的地を探し当て、私を
連れていってくれるだろう
357
『달콤한 나의 도시』 134 348
김영수가 내 어깨를 툭툭 털어주었
다.
彼は私の肩の埃を払ってくれた。 357
『달콤한 나의 도시』 135 348 엄마는 순순히 문을 열어주었다.
母は素直に、ドアを開けてくれ
た。
357
『달콤한 나의 도시』 136 350
여기까지 따라와준 것은 보통 일이
아니었다.
ここまで付き合ってくれるなど、
なかなかできないことだ。
360
『달콤한 나의 도시』 137 357
손에 들고 있던 가디건을 그의 어깨
에 살그머니 덮어주었다.
手に持っていたカーディガンを、
彼の肩にふわりと掛けた。
363
223
『달콤한 나의 도시』 138 358
맡아서 진행해줄 수 없겠느냐는 요
청이었다.
作成を引き受けてもらえないかと
いうことだった。
364
『달콤한 나의 도시』 139 362
집을 나서는 나를 위해 엄마가 현관
앞에서 배웅해주었다.
ソウルに帰る私のために、母は玄
関まで出てきてくれた。
368
『달콤한 나의 도시』 140 368
상대방에게 최소한의 자신감을 가지
고 있음을 드러내준다.
相手に対し、なにがしかの自信が
あることを示している。
375
『달콤한 나의 도시』 141 372
김영수의 천진한 질문에 웨이터가
웃으며 설명해주었다.
キム・ヨンスの天真爛漫な質問
に、ウェイターは笑顔で説明して
くれた。
380
『달콤한 나의 도시』 142 373
지가 알아서 조심조심 한 바퀴 돌고
또 제자리로 데려다주기까지 하다
니.
また元の場所まで連れて帰ってく
れるなんて。
380
『달콤한 나의 도시』 143 375
말하기 어려웠을 텐데 먼저 해줘서
고마워요.
いい出しづらかったデショウニ、
言ってくれてありがとう。
383
『달콤한 나의 도시』 144 376 내 담당자 소개해줄까? 私の担当者、紹介しようか。 384
『달콤한 나의 도시』 145 379
테이블 아래로 발등을 밟아줄까 하
다가 참았다.
テーブルの下で足を踏みつけてや
りたいのを、ぐっとこらえた。
387
224
『달콤한 나의 도시』 146 402
그가 알려준 자신의 생일은 9월9일
이었다.
彼が教えてくれた誕生日は、九月
九日だぅた。
409
『달콤한 나의 도시』 147 402
그 열세 자리의 숫자가 김영수의 피
와 뼈의 행방에 대해 단서를 제공해
줄 수 있을까.
其の十三桁の数字が、キム・ヨン
スの血と肉と骨の行方について、
ヒントを与えてくれるのだろう
か。
409
『달콤한 나의 도시』 148 403
우선 당사자가 살아 돌아와야 옷이
든 상품권이든 사줄 것이 아니겠는
가.
まず、当事者が生きて帰ってこな
いことには、服も商品券も買って
あげられないでしょう。
410
『달콤한 나의 도시』 149 403 내가 알아다줄게. 私が調べてあげるから。 410
『달콤한 나의 도시』 150 403
나는 안이사가 알아다 준 김영수의
주민등록번호를 한참이나 들여다보
았다.
アン理事が突き止めてくれたキ
ム・ヨンスの住民登録番号を、か
なりのあいだ見つめていた。
410
『달콤한 나의 도시』 151 404
재인에게 김영수의 주민등록번호를
알려주며 슬며시 고민을 토로했다.
ジェインにキム・ヨンスの住民登
録番号を教えながら、何気なく悩
みを打ち明けた。
411
『달콤한 나의 도시』 152 425 여기 인테리어 맡아 해준 사람인데,
このインテリアを請け負ってくれ
たんだが、
432
『달콤한 나의 도시』 153 426
안이사가 입금해준 돈으로 자동차를
샀다.
アン理事が振り込んでくれたお金
で、車を購入した。
433
225
『달콤한 나의 도시』 154 427 동감의 미소를 보내주었을 것이다.
同感の笑みで応えてくれたはず
だ。
434
『달콤한 나의 도시』 155 430 그를 향해 활짝 웃어주었다. 私はにっこり笑ってみせた。 438
『달콤한 나의 도시』 156 441
어느 쪽으로 가야 할지 아무도 가르
쳐주지 않는다.
誰も教えてはくれない。 450
도가니 157 10
그것 또한 아내가 힘써주지 않았다면
어림없는 일이긴 했다.
それも妻のおかげで実現した。 8
도가니 158 12
나는 선생님이 처음 부임해서 그 소
설을 소개해주었을 때 꼭 오늘이 올
줄 알았어요.
先生が初めて赴任してきて個の小
説を紹介してくれたときから、
9
도가니 159 18
수소문 끝에 메일과 문자메씨지가 오
간 뒤 아 아파트도 그녀가 주선해 주
었다.
このアパートも彼女が探してくれ
た。
15
도가니 160 19
그녀의 소식을 전해준 동기는 그렇
게 말끝을흐렸다.
ユジンの話をしてくれた友人は、
言葉の尻を濁していた。
16
도가니 161 20
그 마지막 말투 때문에 그는`나 불행
하지 않아`하는 그녀의 뉘앙스를 믿
어주는 것이 지금 이 재회에서 그가
지켜야 할 예의 라는 것을 느꼈다.
ニュアンスを今はそのまま信じて
あげるのが、この再会の場での礼
儀だとインホは思った。
17
226
도가니 162 30
혹시나 해서 준비해온 이 작은 퍼포
먼스가 아이들과 자신 사이의 거리를
성큼 좁혀 주는 것 같았다.
どうやら子どもたちとの距離を縮
めてくれたようだ。
27
도가니 163 ？30
왠지 아이들과 잘 지낼 수 있을 것
같은자신감이 차오르면서 아침부터
달려들었던 온갖 불길함을 조금 덜어
주었다.
胸に迫っていた不吉な予感が多少
払拭された。
27
도가니 164 31
그는 소년의 얼굴 위로 흐르는 눈물
을 닦아주었다.
インホが頬に流れる涙を拭いてや
ると、
27
도가니 165 36
그는 혹시나 하고 옆자리의 박선생에
게 그 아이가 자신에게 수화로 하려
던 말을 통역해줄 수 있는지 물어보
려 했던 것이다.
となりのパク先生に通訳を頼んで
話を聞こうとした。
32
도가니 166 53
말해주렴,나는 정말 연두를 돕고 싶
어.
教えてほしい。ぼくは本当にヨン
ドゥを助けたい。
47
도가니 167 ？58
여태까지 그가 이곳에 와서 받은 모
욕을 다 갚아주듯 실컷 두 들겨 팰
수도 있었다.
そうしてこれまでの鬱憤を一気に
晴らしたかった。
51
도가니 168 60
연두가 가르쳐준 번호를 외우기 위해
그는 말을 할 수도,다른 생각을 할
수도 없었고 심지어 숨을 크게 쉬지
도 못했다.60
教えてもらった番号を忘れまい
と、インホは話すことも考えるこ
とも、そして息をすることもまと
もにできなかった。
53
도가니 169 60
그 영특한 아이가 자신을 믿어주었다
는 것이,제자가 선생을 믿는 당연한
일이 그는 이렇게 기쁠 줄 몰랐다.
そんな子が自分を信じてくれたと
思うとうれしかった。
53
227
도가니 170 60
겨유  연두를  기숙사로 데려다준 그
는 숨이 턱에 차도록 복도를 달려 교
무실로 들어갔고, 엎어지듯 펜을 들
어 그 번호를 책상 위의 종이 한 귀
퉁이에 적었다.
ようやくヨンドゥを寮にまで連れ
て帰り、すぐに教務室に駆け戻っ
たインホは、
53
도가니 171 67
정간사,내일 아침 일찍 우리 간사들,
자문위원들 되는대로 다 소집해줘.
明日の朝早く幹事たちや諮問委員
たちをできるだけ大勢召集して
ちょうだい。
60
도가니 172 67
그리고 자기는 지금부터 자애학원에
대해서 할 수 있는 모든 조사를 해
줘.
今後慈愛学院のことを可能な限り
調べて。
60
도가니 173 68
어쨌든 그녀는 이 무진에서 그에게
가장 가까운 지인이었고 이곳에 도착
한지 아직 일주일도 되지 않은 그에
게 김치와 밑반찬 같은 것을 챙겨주
곤 했다.
ここに来てまだ一週間のインホ
に、キムチやらおかずやらをよく
持ってきてくれた。
60
도가니 174 68
김치 더 가져다줄까, 하는 그런 억약
이 아니었다.
キムチ持って行ってあげようか」
という「姉貴」のトーンではな
かった。
61
도가니 175 78
다만 독재시절 시위대를 잡아오면 무
진경찰서가 꼭 차고 그러면 가끔 자
애학원기숙사 한 층을 고스란히 경찰
에 빌려주기도 했다는 거야.
寮の下の階をそっくり警察に貸し
たとこともあったそうだ。
70
도가니 176 ？79
이런 법이 더이 있습니까? 내가 뭘
잘못했는지 알려주어야지요.
私がどんな悪いことをしたのか教
えてください。
71
도가니 177 81
그러면서 제 귀에 들리는 이 중얼거
림이 정말 들리고 있는 건지 누가 증
명해줄까, 하는 생각을 했다.
この自分のつぶやきすら本当に聞
こえているのかどうか、疑いたく
なった。
73
228
도가니 178 90
몸도 가누지 못하는 그를 데려다주고
그가 고집을 부리는 바람에 하는 수
없이 그의 집, 지저분한 식탁에 앉아
소주 반병을 더 마시느라 거의 새벽
에야 눈을 붙였던 것이다.
ろくに自分の身体も支えられない
インホを家にまで連れていったは
いいが、
82
도가니 179 93
그럼 우리가 자애원에 이야기해서 피
해학생을 데려다주면, 그러면 진술서
를 받으시겠어요?
なら、われわれが慈愛院に話して
被害者の生徒を連れ出せば、
85
도가니 180 96
그녀는 오빠에게 전화를 걸어 직원을
한 명 보내줄 것을 부탁했다.
ユジンは兄に電話をしてスタッフ
をひとり送ってくれるように頼ん
だ。
88
도가니 181 99
어떤 일이 있다 해도, 자신의 두 딸
바다와 하늘이의 이름을 걸고 이 아
이들을 지켜주자고.
自分のふたりの娘、パダとハヌル
のためにも、この子たちを守って
あげよう。
91
도가니 182 102
가끔씩 꿀꺽러리며 침 넘기는 소리만
이 그녀가 딸에게 의식을 집중하고
있음을 알려주었다.
母親としてすべての意識を娘に注
いでいることを物語っていた。
93
도가니 183 104
곰인형을 안고 연구가 린치를 당하고
있는 세탁을 까지 그를 안내해주었던
아이.
熊のぬいぐるみを抱きながら、ヨ
ンドゥがリンチを受けている洗濯
室まで案内してくれた。
95
도가니 184 107
지지난주에 무슨 일이 있었는지 말해
줄 수 있어요?
「先々週何があったのか話してく
れますか？」
97
도가니 185 111
초등학교 삼학년 때의 일을 기억나는
대로 이야기해주겠어요?
小学校三年生のときのことを覚え
ていたら、話してくれませんか」
102
229
도가니 186 112
저희는 우리와 놀아주려는 줄 알고
좋아했지요.
私たちは一緒に遊んでくれるのか
と思って喜びました。
102
도가니 187 112
선생님은 울지 말라고 하시면서 내일
과자를 사줄 테니까 오늘은 선생님이
하라는 대로 하라고 하셨어요.
先生は泣くなといいながら明日お
菓子を買ってあげるから今日は先
生の言うとおりにしなさいと言い
ました。
103
도가니 188 117
선생님들, 제가 친엄마는 아니지만
하루만이라도 따뜻하게 보듬어 재워
주고 따뜻한 밥이라도 지어먹여서 보
내고 싶어요.
一日だけでも温かく抱いてあげた
いし、
108
도가니 189 117
제가 모자라서 해줄 수 있는 게 그것
밖에 없으니까요.
わたしにはそれぐらいしかできま
せんけど・・・
108
도가니 190 121
새삼 어제 진술을 마친 유리를 꼭 안
아주지 못한 자신이 후회스러웠다.
昨日陳述を終えたユリをしっかり
と抱きしめてあげられなかったこ
とを改めて悔む。
111
도가니 191 121
연두 어머니가 그 아이를 품고 하루
를 재워준다고 한 것이 그는 정말 고
마웠다.
ヨンドゥの母親はユリを一晩抱い
て寝かせると言っていた。
111
도가니 192 123 나랑 새미랑 뭐 사줄꺼야?
わたしやセミに何を買ってくれ
る？
11
도가니 193 124
저희는 정식으로 자애학원 이사장을
해임하고 이사진을 관선이사로 교체
하며 당사자들을 징계해줄 것을 요청
합니다.
それに当事者たちの懲戒処分を要
求します。
11
230
도가니 194 129
그녀는 그의 등을 바라보며 저 돌린
등을 갈겨줄 수만 있다면 폭력이 언
제나꼭 나쁜 것만은 아닐 거라고 생
각했다.
もし彼を殴ったとしても、決して
許されない行為にはならないだろ
うと勝手に思った。
119
도가니 195 130 연두를 신고하게 해준 그 지도교사.
ヨンドゥの告発に協力してくれた
というあの生活指導教師さ、
120
도가니 196 133
레이스가 늘어진 침대도 사주지 못할
지 몰라.
レースの入ったベットで寝かせて
あげることも、
123
도가니 197 133
여자들인 너희가 더 씩씩하게 거리를
걸어다니게 해주겠다고.
女のあなたたちがもっと明るく街
を歩ける国にするってこと、
123
도가니 198 135
그러고는 문든 서유진을 지켜주고 싶
다는 생각을 했다.
ふとユジンを守ってあげたいとも
思った。
124
도가니 199 135
민수는 짜장면을 사준다는 말에 순순
히 그를 따라나섰다.
ミンスはジャージャー麺をおごっ
てあげるという言葉につられて、
おとなしくついてきた。
125
도가니 200 136
그리고 주머니에서 손수건을 꺼네 민
수의 입가에 묻은 짜장면 자국을 닦
아주었다.
ミンスの口元についたジャー
ジャー麺のあとを拭いてやった。
125
도가니 201 136
그가 입가를 닦아주는 동안 민수는
아기처럼 가만히 있었다.
口元を拭いているあいだ、ミンス
は幼い子どものようにじっとして
いた。
126
231
도가니 202 139
집에 가서 컴퓨터게임을 더 하게 해
주겠다고 해서 저하고 동생이 따라
갔어요.
コンピューターゲームをやらない
かと言ってぼくと弟を自分の家に
連れて行きました。
128
도가니 203 140
조금 있다가 라면을 끊여먹고 학교로
데려다준다고 했어요.
自分が学校まで連れて行ってあげ
るとぼくに言いました。
129
도가니 204 142
혹시 깨어 있으면 여기로 좀 와주지
않으래?
もし起きてたら、ここまで来てく
れない？
131
도가니 205 143
너 전에 길 잃고 나한테 전화했을 때
니 집에 가서 하는 수 없이 술 더 마
셔준 거 기억나지?
仕方なくあんたのとこに行って一
緒に飲んであげたでしょ。
132
도가니 206 143
원수 갚아주고 싶지만 수업이 있으니
오늘은 그냥 옆에 있어줄께.
借りを返したいけど、今日は授業
があるから。
132
도가니 207 143
원수 갚아주고 싶지만 수업이 있으니
오늘은 그냥 옆에 있어줄께.
このままとなりにいてあげるか
ら、
132
도가니 208 143
그는 재킷을 벗어 그녀의 어깨에 걸
쳐주었다.
自分のジャケットを脱いでかけて
やる。
133
도가니 209 143
그리고 서유진의 어깨에 걸쳐 있는
자신의 재킷의 깃을 세워 목덜리로
불어오는 바람을 막아준 뒤 대답했
다.
それからユジンの肩に掛けたジャ
ケットの襟を風が入らぬように立
ててあげてから答えた。
133
232
도가니 210 146 당신이 늘 믿어주니 나는 괜찮아.
おまえがいつも信じてくれるか
ら、おれは大丈夫だ。
136
도가니 211 148
정의는, 깊은 땅속에 묻혀 있는 부드
러운 흙이 깊은 쟁기질에 얼굴을 내
밀듯 솟아나서 세상은 그래도 살 만
하다는 오래된 전설을 확신기켜주는
듯했다.
昔からの伝説が蘇った。 138
도가니 212 150 장경사, 박변에게 전화해줘.
チャン警視、パク・ピョンに電話
してくれ、
140
도가니 213 153
모든 것은 정의로운 경찰과 검찰이
밝혀줄 것이다.
すべては警察と検察が明らかにし
てくれるはずだ。
143
도가니 214 156 그에게 가져다주어야 했습니다.
わたしはその後も校長の言いつけ
どおりにせざるをえませんでし
た。
146
도가니 215 161
이사장과 이사진을 해임하고 관선이
사를 파견해줄 것을 요구한다고 합니
다.
理事長と理事陣を解任して官選理
事を派遣することを要求したとい
います。
151
도가니 216 166
강인호는 얼핏 웃음이 나와서 일단
그 돈을 받아들고 싸인을 해주었다.
サインをした。 156
도가니 217 168
당신 거기 취직시켜준 내 친구가 나
한테 전화해서 그래,
あなたをそこに就職させてくれた
友人が電話してきたの。
158
233
도가니 218 168
어깨를 끌어 당겨 오래 안아주었을
것이다.
近くにいたら、ぐっと抱きしめて
あげたかった。
158
도가니 219 185
아이들 머리 한번 더 쓰다듬어주려고
한 것이 성폭행이라면 저호 에 아우
에게 벌을 주십시오.
子どもたちの頭を一度なでてあげ
ようとしたことが性的暴行だとい
うのなら
175
도가니 220 192
유리의 손을 잡아 차에서 내려주며
말했다.
ユリのしゃぶっているほうの手を
つかんで車から降ろした。
181
도가니 221 192
선생님이 끝나고 맛있는거 사줄게,
응?
終われば先生がおいしいもの買っ
てあげる。
181
도가니 222 192 유리를 가만히 안아주었다.
インホは座ったままじっとユリを
抱いてやる。
192
도가니 223 193
이 점 증인들에게 잘 통역해주기 바
람니다.
手話通訳士はこの点を証人たちに
しっかり伝えてください」
182
도가니 224 202
예,  나중에 성폭력상담소장이 말해
주더군요.
はい、あとで性暴力相談所長から
聞きました」
191
도가니 225 203 유리의 얼굴을 닦아주었다.
カン・インホはズボンのポケット
からハンカチを取り出しユリの顔
を拭いてやった。
192
234
도가니 226 205
강인호는 유리의 양손을 연두와 민수
에게 쥐여주고 천천히 법정을 걸어나
왔다.
インホはユリの両手をヨンドゥと
ミンスに握らせてから、ゆっくり
法廷の外に歩いていく。
193
도가니 227 206
제가 현관 같은 데서 만나면머리도
쓰다듬고 귀여워해주었는데요.
玄関などで会うと頭をなでてやっ
たりしてはいましたが」
195
도가니 228 207
이 아이들은 제가 사랑하고 늘 아껴
주던 아이들이었습니다.
この子たちは私がいつも可愛がっ
ていていた子どもたちです。
195
도가니 229 209 아무도 막아주지 않잖아요.
だれもそれを止めてくれないんで
す。
198
도가니 230 210
교사가 이렇게 그녀를 안아주었을 것
도 생각했다.
ユリに近づいた教師も最初はこの
ように彼女をやさしく抱いてあげ
たに違いない。
198
도가니 231 210
그리고 그 빛은 그의 존재를 존엄하
게 비추어주는 것 같았다.
彼の存在を厳かに浮き上がらせて
くれるような光だった。
199
도가니 232 219
연두양에게 조성모의 노래를 틀어주
고 정말 들을 수 있는지 알아보는 일
말입니다.
ヨンドゥさんにチョ・ソンモの歌
を聞かせて、本当に聞こえるかど
うかをたしかめるのです。
208
도가니 233 221
연두의 손을 잡고 그 곁에 함께 있
어주고 싶다는 충동을 느꼈다.
ヨンドゥの手をつかみ、一緒にい
てやりたい。
209
235
도가니 234 224 매운탕도 한번 안 사줬어.
メウンタンも食べに行っていな
かった。
213
도가니 235 225
민수는 합의를 해주면 혐의 자체가
없어져.
ミンスは示談さえ成立すれば容疑
自体がなくなってしまう。
214
도가니 236 225
그러면 절대로 합의해주지 않을 연두
부모님만 남게 되고 저들의 죄는 연
두의 성추행
絶対に示談する気のないヨンドゥ
の両親だけが残ってしまい、
214
도가니 237 226 약속대로 매운탕 사줄께.
約束どおりメウンタンおごってあ
げるから。
215
도가니 238 229 강인호가 얼른 담뱃불을 붙여주었다. すかさずインホが火をつけると、 217
도가니 239 230
대학공부까지 시켜주고 또 유리 아버
지 약값으로 큰 돈을 내놓겠다고 합
디다.
望むならユリも大学まで行かせて
やるし、
218
도가니 240 232
유리 할머니마저 합의서 써주면 끝이
야.
ユリのおばあさんまで示談書にサ
インしたら終わりでしょ」
221
도가니 241 233
그리고 그 진저리를 동반한 분노가
스스로를 곱씹는 치욕에서 그를 구해
주었다.
その強い嫌悪感を伴った憤りは、
自らを恥辱から救い出す原動力と
なった。
222
236
도가니 242 233 네 부모가 합의서를 써주었단다.
「おまえの両親が示談書にサイン
をした。
222
도가니 243 234
옆집에 사는 작은아버지가 그들을 돌
봐준다고 들었다.
だから隣に住む叔父さんが両親の
面倒を見てくれていると聞いてい
る。
222
도가니 244 239 그래서 서류에 싸인을 해주었다.
それで深く考えることなく加入書
類にサインをしたのだった。
228
도가니 245 240 학교에서는 휴직처리를 해주었다.
学校では彼を休職扱いにしてくれ
たらしい。
228
도가니 246 243
이상하게도 차 안의 고요가 그를 오
히려 차분하게 만들어 주었다.
不思議にも車内の静けさが彼を幾
分落ち着かせてくれた。
231
도가니 247 247
서유진에게 세상을 다르게 보는 법을
가르쳐주었다.
一連の事態はユジンにこの世を見
る違った視角を与えた。
235
도가니 248 251
서유진에게 슬며시 쪽지를 전해주었
다.
しばらくして誰かがソ・ユジンに
そっとメモ書きを渡した。
239
도가니 249 254 전부터 말해주고 싶은 게 있었어요.
「以前から言いたいことがあった
んです。
242
237
도가니 250 255 서로서로를 눈감아주고 있어요.
たがいにその嘘を見逃し合ってい
ます。
243
도가니 251 255 한번만 눈감아 주면 다들 행복한데,
一度だけ目をつぶってくれれば、
みんなが幸せになれるのに、
243
도가니 252 260 근무하던 성생이 소식을 전해주었다.
学校でともに勤務していた先生か
ら噂を聞いた。
248
도가니 253 265
검사는 부모가 합의서를 써주면 자동
으로 기소 자체가 취소되는
検事は両親が示談書を書いてくれ
れば、自動的に起訴自体が取り消
されるような法律を作った人間で
はないし、
253
도가니 254 266
그렇다고 저 아이들을 다시 개들에게
던져줄수는 없잖아.
このままあの子たちをふたたび犬
どもの前に放り出すわけにはいか
ないじゃない。
255
도가니 255 268
강인호가 이불을 덮어주자 유리가 아
직도 눈물이 고인 눈으로 부끄러운
듯 샐쭉 웃었다.
インホが布団をかけてあげると、
ユリはまだ涙のたまった目で恥ず
かしそうに笑っている。
257
도가니 256 279 강선생 좀 와줘야겠어.
カン先生、ちょっと来てちょうだ
い。
268
도가니 257 281
우리 가족에게도 결국은 옳은 길임을
진작 말해주지 못한 것이 안타까워.
前もって君に話せなかったこと
が、とてももどかしくてつらかっ
た。
270
238
도가니 258 281
육촌오빠에게는 미안하다는 말 꼭 전
해줘.
その親戚のひとにはすまないと伝
えてほしい。
270
도가니 259 282
새미를 데리고 서울로 가서 조금만
기다려줘.
セミをつれてソウルに戻り、もう
少し待っていてくれないか。
270
도가니 260 282 무진은 내게 그걸 가르쳐주었어.
霧津はぼくにそれを教えてくれた
んだ。
270
도가니 261 282
나는 당신이 나의 마지막 자존심을
지켜줄 것을 믿어.
君はぼくの最後のプライドを見
守ってくれると信じている。
270
도가니 262 282 그러니 당신도 날 믿어주길. だから君もぼくを信じてほしい。 271
도가니 263 288 우리를 달래주고 가셨어.
かえってわたしたちを励ましてく
れた。
277
도가니 264 289
일반 중학교에 특수학급을 허가해주
었어.
一般中学校にも特殊学級の設置を
許可してくれたわ。
278
도가니 265 290 독지가들이 집을 하나 얻어주었어. 家を一軒見つけてくれた。 278
239
아랑은 왜 266 10
억울한 울음을 전해듣고 원한을 갚아
줄 것을 약속한다
怨みをを晴らしてやることを約束
する。
16
아랑은 왜 267 10
아랑의 시체를 찾아내어 후히 장사지
내주자 그후로는 아무런 사고도 없었
다고 한다.
娘の屍を探し出して手厚く葬って
やったところ、
16
아랑은 왜 268 15
유모는 극형에 처하여 직이고 윤부사
딸으 원한을 풀어주었다
乳母を極刑に処して娘の怨みを晴
らしてやった。
21
아랑은 왜 269 15
아랑으 죽은 혼을 모시고 매년 지사
를 지내여 그 죽은 혼을 위로해주고
있다
いまでも毎年祭りをして、死んだ
娘の魂を慰めていますのや。
21
아랑은 왜 270 16
이 틈이야말로 이야기가 어떻게 만들
어졌는가를 짐작할 수 있게 해주는
중요한 단서다.
この〈すき間〉こそ、その物語が
どんなふうに作られたかを推測さ
せる重要な手がかりだ。
23
아랑은 왜 271 35 선생들은 말해주었다 教師たちが言った。 42
아랑은 왜 272 36 친절하게 대답해주었다
それでも、やさしく答えてやっ
た。
43
아랑은 왜 273 38
그것이 조선 명종조의 일이었노라고
알려주고 있다
それは朝鮮王朝明宗代のことで
あったと告げている。
45
240
아랑은 왜 274 39 사람들이 믿어주었을 것이다 人々が納得したことであろう。 46
아랑은 왜 275 40
전임 부사 윤관이 파임하고 떠난 이
후 새로 부임한 정여균은 전 임지인
경기 안성에서 여역(癘疫)을 얻어온
탓에 부임 직후 사망하였도,후임 부
사 박이립 역시 환영연에서 과음한
탓에 급사하였는바,이를 의관으로 하
여금 검시토록한 연후에 후히 장사지
내 주었다
しかる後に手厚く葬った。 48
아랑은 왜 276 44
그 이유는 최근의 연구들이 아랑형
전선들의 역사가 상당히 오래되었음
을 속속 밝혀주고 있는데다가,소설로
구성하기에도 적합해 보이기 때문이
다
相当古いものであることが、明ら
かになってきていることに加え、
52
아랑은 왜 277 50
그에게 조용이 어떤 인물인가를 알게
해주어야만 했기에
彼に趙潤がどんな人物か理解させ
るために、
58
아랑은 왜 278 50
적절한 에피소드 하나를 만들어주었
다
エピソードを一つ作ってやった。 58
아랑은 왜 279 51
무려 열한 명의 노비를 불려준 셈이
니까 말이다
奴？を十一人も増やしてくれたわ
けだから。
59
아랑은 왜 280 57
임꺽정이라는 인물이 과연 어떤 시대
에 태어나게 될지를 암시해 주고 있
다.
林巨正という人物がいったいどん
な時代に生れることになるのかを
読者たちに示している。
65
아랑은 왜 281 58
작가가 하느님처럼 머리 꼭대기에 앉
아 마음속까지 들여다보고 있는 존재
인지 아니면 별볼일 없이 주인공 옆
에서 엿보는 놈인지를 정해주어야 한
다
主人公のよこから盗み見している
ような存在にするかを決めなけれ
ばならないのだ。
66
241
아랑은 왜 282 68
감사가 의원을 보내 약물을 가지고
와서 치료해주기를 청하였는데,
薬物を持参して治療を施すよう求
めてきた。
78
아랑은 왜 283 69
어떤 인물은 중요한 역할을 맡겨줘도
별로 고마운 줄을 모른다
ある人物は重要な役割を与えて
やったのに、あまりありがたく
思ってくれない。
80
아랑은 왜 284 69
무례한 친척처럼 이래라저래라 하면
서 좀체 나가주질 않는다
厚かましい親戚のように、ああし
ろこうしろと言いながら、なかな
か帰ってくれない。
80
아랑은 왜 285 69
재미난 일들을 만들어주어도 별로 흥
이 나지 않는다는 듯 못마땅한 얼굴
을 하고 버틴다
おもしろそうなことを用意して
やっても、
80
아랑은 왜 286 70
내가 개을 사랑한다는 걸 안 미국의
친구가 선물로 보내준 것인데…
私が犬好きだということを知った
アメリカの友人が贈ってくれたも
のだが、
81
아랑은 왜 287 72
자신을 추천해준 유력자에게 인사를
하거나 자신이 부임할 고장 출신자를
만나 그곳에 대한 이야기를 미리 들
었다
自分を推薦してくれた有力者の処
に挨拶に行ったり、
83
아랑은 왜 288 79
관노가 겁간을 한 뒤에 죽였다고 은
밀히,마치 자기가 그 현장에 있었다
는 듯이 일러주는 이도 있었고,그게
아니라 겁간을 하려는데 아랑이 완강
히 저항하자 죽인 후에 범했다고 말
하는 이도 있었겠지
自分がその現場にいたかのよう
に、耳打ちをする者もあれば、
90
아랑은 왜 289 84 나는 새로 갖다준 커피를 홀짝였다
私は新しく運ばれてきたコーヒー
をすすった。
96
242
아랑은 왜 290 85
어떻게 알았느냐고는 묻지 말아주었
으면 좋겠다
どうしてわかったかは聞かないで
ほしい。
97
아랑은 왜 291 88 이들은 소송 기술을 가르쳐주거나
彼らは訴訟のテクニックを教えて
やったり、
99
아랑은 왜 292 88 소장을 대신 작성해주기도 했고, 訴状を代行して作成したりする。 99
아랑은 왜 293 91
구렁이의 위협에서 자신들을 구해준
나그네를 위해 거대한 범종에 머리를
부딪쳐 죽은 까치떼의 이야기는 교훈
적이지만,그러나 끔찍하다
大蛇の脅威から救ってくれた旅人
のために、
102
아랑은 왜 294 92
혹시 저 큰북 속에는 머리에 칼이 꽂
힌 처녀가 두 눈을 부릅뜨고 누군가
자신의 원한한을 풀어주기만을 기다
리고 있는 것은 아닐까?
だれかが自分の恨みを晴らしてく
れるのを待っているかもしれな
い。
103
아랑은 왜 295 94
신관은 곧 시체의 목에서 칼을 뽑고
묘지를 구하여 그 시체를 매장해주고
통인은 참수형에 처했다
墓地を求めて埋葬し、 105
아랑은 왜 296 98
미안하지만 네 성격과 과거를 내 소
설 속의 ’박’이라는 인물에게 좀
빌려줘야겠어
小説のパクという人物にちょっと
貸してもらうよ。
110
아랑은 왜 297 99 그녀가 그의 어휘를 교정해주었다 彼女が彼の言葉を訂正した。 111
243
아랑은 왜 298 99
그가 가면 그녀는 흰 커트보를 씌우
고 머리를 감겨주었다
彼女は彼に白いクロスをかぶせて
頭を洗った。
111
아랑은 왜 299 99
”선생님”이 머리를 다 다듬어주고
나면 다시 데려가 머리를 감겼다
「せんせい」がカットを終える
と、またシャンプー台に案内して
頭を洗う。
111
아랑은 왜 300 99
그녀가 물온도를 맞춘 후,적절한 세
기로 그의 머리 여기저기를 따뜻하게
졋셔주고는 부드러운 거품이 나는 샴
푸를 골고루 바른 후,손톱이 아닌 손
끝으로 두개골 여기저기를 마사지할
때, 그는 가끔 눈을 떠 그녀의 얼굴
을 바라보곤 했다
髪全体を温かく濡らし、柔らかな
粟の立つシャンプーをまんべんな
くつけてから、
111
아랑은 왜 301 100
머리를 다 감기고 나면 그녀는 조심
스럽게 머리를 들어올려 잘 마른 수
건으로 탁탁 두들겨 물기를 뺀 후,머
릿결이 상하지 않도록 섬세하게 머리
카락 덩어리를 만져준다
髪を傷めないよう細心の注意を
払って髪の束を整える。
112
아랑은 왜 302 100
그러면 그녀가 그를 단골 미용사의
자리로 안내해준다.
彼女は彼を馴染みの美容師のとこ
ろへ案内して引き渡す。
112
아랑은 왜 303 101
주인이 내 앞으로 숟가락과 젓가락,
물김치,물수건을 가져다주었을 때,그
가 영두에게 물었다.
店主が自分の前にサジと箸、水キ
ムチ、おしぼりを持ってきた時、
彼はヨンジュに聞いた。
113
아랑은 왜 304 101 내 머리를 감겨주는 여자와 自分の頭を洗ってくれた女と 114
아랑은 왜 305 101
지금의 내 헤어스타일을 만들어준 여
자와 둘러앉아 삼겹살이라니,소주라
니.그는 웃었다.그랬다.
今のヘアスタイルを作ってくれた
女。
114
244
아랑은 왜 306 102
그녀는 샤워꼭지에서 분출하는 물로
머리 곳곳을 적신 후,샴푸를 발라주
었다.
湯で頭をまんべんなく濡らして
シャンプーをつけた。
115
아랑은 왜 307 111
그가 고개를 끄득여주자 영주의 얼굴
이 밝아졌다.
彼がうなずくと、ヨンジュの顔が
明るくなった。
123
아랑은 왜 308 112
그는 텔레비전의 볼륨을 낮추고 커튼
도 한 겹을 더 쳐서 거실을 충분히
어둡게 만들어주었다.
カーテンをもう一枚引いて部屋を
暗くしてやった。
124
아랑은 왜 309 117 그래도 그는 문을 열어주었다. それでも彼はドアを開けた。 129
아랑은 왜 310 117
영주는 모든 것을 포기한 사람처럼
트렁크 위에 앉아 있다가 그가 문을
열어주자 귀신이라도 본 사람처럼 몸
을 뒤로 젖혔다.
彼がドアを開けると、幽霊でも見
たように身を引いた。
129
아랑은 왜 311 117
그는 문만 열어주고는 다시 침대로
돌아가 몸을 파묻었다.
ドアだけ開けて、彼はまたベッド
にもどった。
129
아랑은 왜 312 119 ”후,정말 뭐 좀 차려줄래요?”
「ふう・・・。本当に何か作って
くれるの？」
131
아랑은 왜 313 120
할머니는 괜찮냐는 말 한마디 없이
묵묵히 흰쌀죽 한 그릇을 끓여 간장
한 종지와 함께 차려주었다.
黙って白粥を作り、醤油のビンを
添えて出してくれた。
132
245
아랑은 왜 314 120
따뜻한 야채죽도 끓여주었는데 얼마
쯤은 머물 수 있는 거 아닌가요?
温かい野菜粥を作ってあげたんだ
から、何日か泊めてくれたってい
いじゃない。
133
아랑은 왜 315 121
여기까지 놓고 보면,영주는 무슨 이
유에서인지 박을 찾아와 아픈 그를
간호해주고 내친김에 그 집에 눌어앉
는다.
病気の彼を看病し、そのまま彼の
家に居座る。
133
아랑은 왜 316 124 ”좀 와주지 않을래요?”
「頼む、ちょっと来てくれない
か」
137
아랑은 왜 317 125 그래도 그는 문을 열어주었다. それでも彼はドアを開けた。 138
아랑은 왜 318 126
”안 되겠어요. 뭐 좀 먹었어요? 죽
이라도 끓여줄까요?”
お粥でも作りましょうか」 139
아랑은 왜 319 126
”다 쓸데없는 소리예요,죽긴 왜 죽
어요? 잠깐만 기다려요.죽이라도 끓
여줄게요.”
お粥でも作りますから」 139
아랑은 왜 320 127
할머니는 괜찮냐는 말 한마디 없이
묵묵히 흰쌀죽 한 그릇을 끓여 간장
한 종지와 함께 차려주었다.
醤油のビンを添えて出してくれ
た。
140
아랑은 왜 321 128
”돈은 받지 않을 테니까 여기서 좀
살아주지 않을래요?”
しばらくここで暮らさないか？」 141
246
아랑은 왜 322 128 ”가끔 이렇게 말동무나 돼주고
時々、こんな風に話し相手になっ
たり、
141
아랑은 왜 323 128 아프면 약이나 좀 사다주면 돼요.”
病気の時は薬でも買ってきてくれ
ればいい」
141
아랑은 왜 324 137
곳곳의 지방관들이 가는 곳마다 환대
를 베풀어주니 이동중의 피로만 감수
한다면 힘들 게 없었다.
行く先々でその地の地方官が歓待
の宴を設けてくれるので、移動の
疲れさえ甘受すれば、
150
아랑은 왜 325 140
심지어 왕조차도 팔도를 시찰하러 떠
나는 어사에게 여비 대신에 포목을
안겨주는 시대였다.
国王でさえ、全国の視察に発つ御
史に、旅費として麻布や木綿布を
持たせてやった時代だ。
152
아랑은 왜 326 140
그러니 우리의 김억균이 참외 하나
먹고 천을 잘라줄 수는 없는 노르 아
닌가.
だからといって、われらが億均が
マクワ瓜一つの代価として、布を
切って与えるわけにもいかないで
はないか。
152
아랑은 왜 327 142
그러나 임금이 어사에게 의관까지 붙
여주었다는 기록은 본 기억이 없다.
しかし、国王が御史に医官まで付
けてやったという記録は目にした
ことがない。
155
아랑은 왜 328 143
객관이라 해봐야 평소에는 여염집 사
랑방이다가 관아에 중요한 손님들이
오면 비워주는 곳에 지나지 않았다.
官？に重要な客が来ると明け渡す
といったものにすぎなかった。
156
아랑은 왜 329 160
”알았네. 가보게. 그리고 그 문서들
은 내가 기거하는 사랑채로 가져다주
게.”
文書は私の宿所の方に届けてく
れ」
173
247
아랑은 왜 330 160 ”여기 이것들을 좀 살펴봐주게.” これからちょっとみてくれ」 174
아랑은 왜 331 170
 밖에 여전히 수많은 눈과 귀가 있음
을 억균에게 알려주려는 의도도 있었
을 것이다.
外にはあいかわらず数多くの目や
耳があることを億均に示すという
意図もあっただろう。
185
아랑은 왜 332 171
어사는 관기가 올려주는 생선살을 혀
를 내밀어 받아먹으며 억균을 지그시
쏘아본다.
御史は官妓がさし出した魚の身を 185
아랑은 왜 333 172
억균의 의도는 어사의 책무를 상기시
켜주자는 정도였겠지만 조윤은 그렇
게 받아들이지 않았다.
億均の意図としては、御史の責務
を想起させようという程度のもの
であったのだろうが、
186
아랑은 왜 334 174
귀신이 일러주는 말에 따라 범인을
색출하여
幽霊の言葉によって犯人を捜し出
し、
189
아랑은 왜 335 174  그를 죽여 원한을 갚아준 후,
厳罰に処して彼女の恨みを晴ら
し、
189
아랑은 왜 336 174
아랑의 시신은 따로 후히 장사지내주
었다는 자.
その死体を手厚く葬ってやったと
いう男。
189
아랑은 왜 337 183
그래도 그놈을 그렇게 족쳤기에 아랑
의 시신이나마 찾아 후히 장사를 치
러줄 수 있었던 것이고 민심을 잡을
수 있었던 것이오.
亡骸を手厚く葬って民心を収拾す
ることもできたのです。
199
248
아랑은 왜 338 188
살아 있는 내내 자신이 살아 있다는
것을 지겹도록 확인시켜주는 것들이
다.
うんざりするほど確認させてくれ
るもの、
205
아랑은 왜 339 189
하긴 피까지 뽑아줄 정도라면 어지간
히 친하지 않고서는 안 되었을 것이
다.
血をくれるくらいだから、よほど
親しいということなのだろうが、
206
아랑은 왜 340 189 누군가 그렇게 말해주었으면 좋겠다.
だれかが、そうさ、できるとも、
と言ってくれたらいいのに。
206
아랑은 왜 341 195
그는 그녀의 머리를 감싼 수건으로
귓구멍의 물기를 닦고 가볍게 머리를
털어주었다.
彼は、彼女の頭を包んだタオルで
耳の穴の水気を拭き取り、濡れた
髪をパタパタと叩いてやった。
212
아랑은 왜 342 195
그 순간만큼은 서로 이를 잡아주는
원숭이들처럼 다정했다.
この瞬間だけは、互いにシラミを
捕っている二匹の猿のように、
212
아랑은 왜 343 196
그저 이렇게라도 해명 비슷한 걸 해
준다는 사실이 좋았다.
こんな形であれ、言い訳みたいな
ことを言ってくれるということが
うれしかった。
214
아랑은 왜 344 197
그리고 거기에 노인 후에 이불을 덥
어 주었다.
そして布団を掛けてやった。 215
아랑은 왜 345 198
그 명단에 술 사러 간 네 남자친구도
있더라는 얘기를 해준 거야.
死亡者の名前の中に、お酒を買い
に行ったその子の彼氏の名前が
あったっていうのよ。
217
249
아랑은 왜 346 206
청색 도포와 작은 갓은 잡혀온 자들
의 신분을 말해주고 있었다.
青い道？と小さな冠は、捕えられ
てきた者たちの身分を表してい
た。
225
아랑은 왜 347 208
호장의 말대로라면 곧 풀어줄 것이니
괘념치 말게.
戸長の言うとおりなら、すぐに釈
放してやるから心配するな」
228
아랑은 왜 348 223
본시 해유문서란 전임 수령이 재정에
관한 물목을 적어 후임 수령에게 인
계서로 작성해주면 후힘 수령은 마땅
히 이를 조사하여 방백에게 보고하도
록 되어 있는게 아닌가.
前任者が財政に関する物品目録を
作成して後任者に引き渡し、
242
아랑은 왜 349 233
그럼 우리가 손을 써 네놈을 살려주
리라.
そうすればわれわれが手を回して
助けてやる、
254
아랑은 왜 350 234 그리고 원한을 풀어준 자. その恨みを晴らしてやった男。 254
아랑은 왜 351 256 내가 강아지야? 얼러주면 꼬리치고 いい子いい子して、 276
아랑은 왜 352 260 그는 문을 열어주었다. 彼はドアを開けてやった。 284
아랑은 왜 353 265
그녀의 아버지는 문을 열어주자마자
그의 멱살부터 잡았다.
ドアを開けるや否や彼の胸倉を掴
んだ。
290
250
아랑은 왜 354 271
그래서 그의 삶이 버거울까봐 누군가
보내준 선물인지도 몰랐다.
もしかすると彼らは、だれかが寄
越した贈り物なのかもしれない。
296
아랑은 왜 355 272
비장한 자막을 깔아줄 수도 있을 것
이다.
悲壮感漂うエンドロールをを付け
ることもできるだろう。
297
아랑은 왜 356 284
영주의 후예들이 그의 머리를 감겨주
고 사각사각 머리를 잘라냈다.
彼の頭を洗い、髪の毛をカットし
てくれた。
311
아랑은 왜 357 285
행운을 가져다준다는 여우발들은 사
람들의 등에서 대롱거리면서 도시의
곳곳을 활보하고 있었다.
幸運をもたらすというキツネの足
は、
311
우리들의 일그러진 영웅 358 10
그런 내 첫인상을 더욱 굳혀 준 것은
교무실이었다.
加えて、そんな私の第一印象を
いっそう確かなものにしたのが職
員室である。
12
우리들의 일그러진 영웅 359 11
내가 가진 자랑거리는 반아이들에게
일러주어,
最小限私の自慢の種はクラスの子
供たちに教えてやり、
13
우리들의 일그러진 영웅 360 11
내 이익을 지켜주는 데 적지 않은 몫
을 하던 내 은근한 자랑거리였다.
先生のみならず子供たちとの関係
でも私の利益を守ってくれるのに
少なからぬ役を果たした。
13
우리들의 일그러진 영웅 361 14
이이들도 그런 걸 참아 주지 않는 까
닭이었다.
他の子供たちの側もそんなことを
我慢はしなかったからだ。
17
251
우리들의 일그러진 영웅 362 15
그런 채신머리 없는 짓거리를 막아
주었다.
まだ私を強く支配しているある種
の拒否感が、かろうじてそのよう
な恥ずかしいふるまいを防いでく
れた。
18
우리들의 일그러진 영웅 363 15
그에게 억지로 끌려갔다는 느낌을 깨
끗이 씻어 주었을 뿐만 아니라
彼はわずかの間に私が彼のもとに
無理やり引っ張られていったとい
う思いをきれいに洗い流してくれ
たのみならず、
18
우리들의 일그러진 영웅 364 15
내가 담임선생님에게 품었던 야속함
까지도 풀어 주었다.
私が担任の先生の薄情さに抱いて
いた恨みまでも晴らしてくれた。
18
우리들의 일그러진 영웅 365 15 먼저 그렇게 물어 주어
まずはこのように尋ねてから彼は
私に
18
우리들의 일그러진 영웅 366 15
서울의 학교를 자랑할 수 있게 해주
었고,
ソウルの学校の自慢をさせてくれ
た。
19
우리들의 일그러진 영웅 367 15
그렇게 물어 줌으로써 내가 4학년 때
국어과목에서 우등상을 탄것이며,
彼がそう聞いてくれたお陰で私
は、
19
우리들의 일그러진 영웅 368 15
경북궁에서 열린 어린이 미술대회에
서 특선한 걸 자연스럽게 자랑할 수
있도록 해주었다.
景福宮で開かれた子供美術大会で
特選に入ったことを自然に自慢す
ることができた。
19
우리들의 일그러진 영웅 369 16
우리 집안의 살림살이도 물어 주었
다.
私の父の職業と我が家の暮らしの
向きまで聞いてくれた。
19
252
우리들의 일그러진 영웅 370 17
달걀을 가져온 아이에게 빙긋 웃어준
게 전부였다.
せいぜい卵を持ってきた子供にニ
コッと笑ってやったのがすべて
だった。
20
우리들의 일그러진 영웅 371 17
손바닥을 몇 차례 호되게 때려 줌 으
로써 내게는 월권이라고만 생각되는
석대의 처리를
罰を受けている子供の掌を何回か
強くたたき、
21
우리들의 일그러진 영웅 372 20
내가 느긋이 다음 해를 준비하도록
기다려 주지 않았다.
私が次の年に備えるのをのんびり
と待ってはくれないだろう。
24
우리들의 일그러진 영웅 373 20 물 떠다 주고 와서 밥 먹어.
オム・ソクテが飲む水を汲んでき
てから、飯を食え」
24
우리들의 일그러진 영웅 374 20 물 한 컵 갖다 주란 말이야.
級長がのどを詰まらせないように
水を一杯持っていってやれって
言ってるんだ。
24
우리들의 일그러진 영웅 375 21 담임선생님께 물어보고 떠 주지.
「よし、それじゃあ、先生に聞い
てから汲んでやる。
25
우리들의 일그러진 영웅 376 22 놀이에 나를 끼워 주지 않는 것도,
子供たちが理由もなしに敵意を見
せて私を遊びに入れてくれないと
きも、
27
우리들의 일그러진 영웅 377 22
진땀을 뺴고 있을 때 나타나 말려 주
는 것도 석대였고
脂汗を流しているとき、現れて止
めてくれるのもソクテだったし、
27
253
우리들의 일그러진 영웅 378 23
그 뒤의 길고 힘든 싸움을 내가 견뎌
낼 수 있게 해준 힘이 되었다.
その後の長くてつらい闘いを耐え
抜く力になった。
27
우리들의 일그러진 영웅 379 26
실습감독은 우리의 실습지에 가장 많
은 수확을 안겨 주었으며,
彼に任された実習監督はわれわれ
の収穫地に一番たくさんの収穫を
もたらしたし、
31
우리들의 일그러진 영웅 380 26
경기에서 우리 반에 우승을 안겨 주
었고,
前クラス対抗競技でわがクラスに
優勝をもたらした。
31
우리들의 일그러진 영웅 381 28 것,좀 빌려줘.
「それ、ちょっと貸せよ」だっ
た。
33
우리들의 일그러진 영웅 382 29 빌려줬어. 貸してやった。 35
우리들의 일그러진 영웅 383 30 빌려준 거라며? 貸してやったんだろう。 36
우리들의 일그러진 영웅 384 30 빌려줬음 돌려받으면 되잖아?
貸してやったなら返してもらえば
いいじゃないか」
36
우리들의 일그러진 영웅 385 30
그럼 그게 어디 빌려준 거야?뺏긴 거
지.
「へえっ。じゃあ、貸してやって
んじゃないじゃないか。奪われた
んだろ」
36
254
우리들의 일그러진 영웅 386 31
석대를 손짓해 부르더니 무언가를 작
은 소리로 알려주었다.
ソクテを手招きして呼ぶと、何か
を小声で告げた。
38
우리들의 일그러진 영웅 387 33
급사 아이가 와서 석대에게 알려줬다
는 중요한 말을 덧붙일 수 없었다 .
そのために、給仕の子がやってき
てソクテに知らせてやったという
重要な話を付け足すことができな
かった。
40
우리들의 일그러진 영웅 388 33
꼭 그말을 일러주었다는 증거도 없었
지만.
もっとも、給仕の子がソクテにそ
のことを言いつけたという証拠が
必ずしもあったわけではない。
40
우리들의 일그러진 영웅 389 33
이번에는 제법 신경써 주는 척 목소
리를 부드럽게 해 물었다.
それを見た先生は今度はかなり気
を遣ったふう装い、優しい声で尋
ねた。
40
우리들의 일그러진 영웅 390 35
내가 선생님께 말씀드린 걸 급사가
석대에게 알려주었습니다.
「私が先生にお話ししたことを、
給仕がソクテに言いつけたんで
す。
42
우리들의 일그러진 영웅 391 37
모든 일은 이 선생님이 책임지고 여
러분을 지켜주겠다.
すべてこの先生が責任を持ってみ
んなを守ってやる」
45
우리들의 일그러진 영웅 392 38
무언가를 잠시 생각하더니 아이들을
얽고 있는 마지막 굴레를 풀어주었
다.
何かしばらく考えた後、子供たち
を縛り付けていた？を解き放して
やった。
46
우리들의 일그러진 영웅 393 38
급우의 잘못을 알고도 숨겨 주는 사
람은 잘못한 그 사람보다 더 나쁠 수
도 있다.
給友の間違いを知っていて隠す者
は、間違いを犯したその者より悪
いかもしれない」
46
255
우리들의 일그러진 영웅 394 40
네 편이 되어 주지 않는다고 반 아이
들 모두와 싸우려 하거나-
お前の味方になってくれないから
といってクラスの子供たちみんな
と闘おうとしたり・・・
49
우리들의 일그러진 영웅 395 42
비겁한 다수에 의해 짓밟힌 내 진실
이 무슨 모진 한처럼 나를 버텨 나가
게 해준 것이었다.
何かの恨のようなものとなって私
を持ちながらえさせてくれたの
だった。
51
우리들의 일그러진 영웅 396 43
내가 애써 다가가면 마지못해 놀아주
는 아이들이 있었고
しかたなく遊んでくれる子供たち
もいたし、
53
우리들의 일그러진 영웅 397 43
우리 집까지 따라와 준 것도 그럭저
럭 대여섯은 되었다.
我が家までついて来てくれたこと
も、かれこれ五、六回はあった。
53
우리들의 일그러진 영웅 398 46
다른 아이들에게는 그 전날 가만히
알려주어 나만 갑자기 당하는 꼴이
되는 위생 검사나,
他の子供たちには前の日にそっと
教えてやり、私だけが不意打ちさ
れる衛生検査とか、
57
우리들의 일그러진 영웅 399 47
무슨 한처럼 나를 지탱시켜 주던 미
움도 차차 무디어져 갔다.
何か恨のように私を支えていた憎
しみも鈍っていった。
58
우리들의 일그러진 영웅 400 48
그가 검사를 해주는 청소는 아무렇게
나 해치우곤 하던 나였다.
彼が検査をする掃除は適当にやっ
ていた私だった。
60
우리들의 일그러진 영웅 401 49
석대 편이 몇 명을 접어 주지만 그래
도 언제나 석대 편이 우세한 그런 축
구시합이었다.
ソクテの側に何人かのハンディを
置いても、いつも彼の側が勝つよ
うな、そんなサッカー試合だっ
た。
60
256
우리들의 일그러진 영웅 402 49
몰고 있던 공을 자기편으로 차주고
선선히 앞장을 섰다.
ソクテはちょうど追っていたボー
ルを味方に蹴やってさっさと先頭
を切って歩きはじめた。
60
우리들의 일그러진 영웅 403 49
기분이 좋아진 그가 부드럽게 대해
주면 내 쪽에서도 적당히 그의 호감
을 살 수 있는 맞장구를 쳐
機嫌をよくした彼がやさしく対応
してくれたなら、私のほうも彼の
気に入るような相槌を打ち、
60
우리들의 일그러진 영웅 404 50
이 창틀 청소는 합격시켜 줄 수 없
어.
とにかくこの窓掃除は合格させる
わけにはいかない。
61
우리들의 일그러진 영웅 405 51
네가 돌아오면 눈물이라도 흘리며 괴
로워해 주마.
おまえが帰ってきたら涙でも流し
てつらそうにしてやろう。
64
우리들의 일그러진 영웅 406 52
나를 그 외롭고 고단한 싸움에서 풀
어 준 것이었다.
私をその孤独でつらい闘いから解
き放してくれたわけだった。
65
우리들의 일그러진 영웅 407 52
주먹싸움의 서열을 바로잡아준 것이
었다.
喧嘩の序列を正してくれたこと
だった。
65
우리들의 일그러진 영웅 408
53
그가 마련해 준 공정한 링에서 싸움
을 벌였고,
彼が準備してくれた公正なリング
の上で闘いを繰り広げ、
66
우리들의 일그러진 영웅 409
53
그동안 맺힌 앙심은 내 주먹을 한층
맵게 해주어
その間に積もった怨念でいっそう
威力を増した私の拳は
66
257
우리들의 일그러진 영웅 410 53
번번이 통쾌한 승리를 내게 안겨 주
었다.
闘うたびに痛快な勝利を私にもた
らしてくれた。
66
우리들의 일그러진 영웅 411 53
한 학기의 외로움과 쓰라림을 씻어
줄 만한 반전이었다.
一学期にわたる孤独と苦しみを一
度に洗い流してくれるほどの反転
だった。
66
우리들의 일그러진 영웅 412 53 그런 나를 따뜻이 반겨 주었다.
担任の先生も戻ってきた遊蕩児を
迎える父のように私を温かく喜ん
で迎えてくれた。
66
우리들의 일그러진 영웅 413 54
약간의 이자를 보태준 것에 지나지
않았다.
若干の利子を補ってくれている程
度に過ぎなかった。
67
우리들의 일그러진 영웅 414 54
내가 맘이 내켜 맛난 것이나 귀한 학
용품을 갖다 줘도 그는 받으려 하지
않았고,
気は向いておいしいものとか珍し
い学用品を持ってきてやっても
67
우리들의 일그러진 영웅 415 58 너는 미술을 대신 그려주니까
おまえは美術を代わってやってる
から目を盗んで二枚描けばいいが
71
우리들의 일그러진 영웅 416 58 묻는 대로 숨김없이 대답해 주었다.
私の尋ねるがままに隠し立てをせ
ずに答えてくれた。
71
우리들의 일그러진 영웅 417 58
아직 엄석대가 그걸 네게 말해 주지
않았어?
だけど・・・まだソクテがそれを
おまえに話してなかったのか。
72
258
우리들의 일그러진 영웅 418 59 말해 줘도 괜찮겠지.
「もう、話したってかまわないだ
ろう。
72
우리들의 일그러진 영웅 419 59 그림득ㄹ 대신 그려주고 있으니까
おまえもソクテの絵を代わりに描
いてやっているんだから。
72
우리들의 일그러진 영웅 420 59 시험 대신 쳐 주는 셈이잖아
美術の実技試験を代わりに受けて
いるようなもんだろう。
72
우리들의 일그러진 영웅 421 60
증거가 돼 줄 수 있는것은 그들이었
으나,
動かすことのできない証拠になっ
てくれるのは彼らだったが、
73
우리들의 일그러진 영웅 422 60
담임선생에게 밝혀 주리라는 보장 또
한 그리 많아 보이지는 않았다.
担任の先生に打ち明けてくれるよ
うな保証もまたさほど多いように
は見えなかった。
73
우리들의 일그러진 영웅 423 60
담임선생이 묻자 빌려주었을 뿐이라
며 시치미를 뗀던
「貸しただけだ」としらを切った
ビョンジョの顔が頭の中にはっき
りと浮かび、
73
우리들의 일그러진 영웅 424 60
아이들의 발목을 잡아주는 게 내게
유리할 수도 있었다.
引き続き他の子供たちの足首をつ
かんでくれるのが私には有利だと
もいえた。
74
우리들의 일그러진 영웅 425 63 거들어 줄게 있어
おまえはここに残れ。手伝っても
らいたいことがある」
76
259
우리들의 일그러진 영웅 426 63
나를 이런저런 심부름에서 빼낸 준
것이 이상의 뜻이 있는 것 같았다.
私にはそれが雑多な用事から外し
てくれたこと以上の意味があるよ
うに思えた。
76
우리들의 일그러진 영웅 427 66
우리 학급의 움직이는 기존 질서는
인색하게나마 인정을 해 주었다.
わがクラスを動かしている既存秩
序は渋々ながら認めてやった。
82
우리들의 일그러진 영웅 428 66 그거 좀 빌려줘. それちょっと貸せよ」 83
우리들의 일그러진 영웅 429 67
담임선생님은 대뜸 우리들의 성적부
터 불러준 뒤에 차갑게 말했다.
担任の先生は、すぐに私たちの成
績を読み上げると、冷たい声で
言った。
83
우리들의 일그러진 영웅 430 68
아이들도 그때처럼 입을 모아 그를
뒷받침해 준다면 어떻게 될까 하는
것이었다.
子供たちもあの時のように口を合
わせて彼を支えてやったとしたら
どうなるのだろうというものだっ
た。
84
우리들의 일그러진 영웅 431 69
모두 번갈아 가며 석대의 대리 시험
을 쳐준 우리 반의 우등생들이었다.
みんな代わるがわるソクテの代理
試験を受けてやったわがクラスの
優等生たちだった。
86
우리들의 일그러진 영웅 432 70
바로 대답하기만 하면 용서해 줄수
있다고 하는것 같았다.
おまえたちは本当のことさえ言え
ば許してやると言っているよう
だった。
87
우리들의 일그러진 영웅 433 71
시험지를 바꿔 준 것 자체는 용서할
수도 있었다.
ソクテの強圧に耐えきれず、試験
用紙をすり替えたこと自体は赦す
ことができた。
88
260
우리들의 일그러진 영웅 434 72 모두 얘기해 주기 바란다. あるがままに全部話してほしい」 89
우리들의 일그러진 영웅 435 72
석대의 딴 잘못들을 알려주지 않는다
면
君たちがソクテのそのほかの過ち
を教えてくれないのなら、
89
우리들의 일그러진 영웅 436 73
돈 백 환을 받고 분단장을 시켜준 일
이며
金100ファンをもらい班長をさせて
やったことや、
90
우리들의 일그러진 영웅 437 75
언제나 남이 찾아 주기만을 기다리게
된다.
だれかが取り戻してくれることだ
けを待つようになる」
93
우리들의 일그러진 영웅 438 78
우리 반을 위압하게 만들어 준 것은
바로 그들이었다.
ソクテの見えない手足になって彼
の不正の秩序がわがクラスを仮借
なきまでに威圧するようにしたの
はまさに彼だった。
96
우리들의 일그러진 영웅 439 79
그 아침까지도 석대가 보장해 주는
특전에 만족해 있던 나 자신을 내세
울 수는 더욱 없고,
その朝までソクテが保証してくれ
る特典に満足していた私自身を推
すわけにももちろんいかず…
96
우리들의 일그러진 영웅 440 81
그보다는 경험의 교훈이 자정 능력을
길러준 덕분이 아닌가 한다.
それよりも経験から得た教訓が自
浄能力を育ててくれたお陰ではな
いかと思う。
99
우리들의 일그러진 영웅 441 84
내가 나온 일류대학과 거기서 닦은
지식을 써 주는 곳이 아직은 더러 남
아 있었다.
それでも私が一流大学で磨いた知
識を使ってくれるところがまだす
こしは残っていた。
104
261
우리들의 일그러진 영웅 442 85
국민학교 동창들도 심심찮게 그런 내
단정을 뒷받침해 주었다.
国民学校のときの同窓生たちも、
並々ならぬ関心でそんな私の断定
を後押ししてくれた。
104
우리들의 일그러진 영웅 443 85
그래서 내가 자유와 합리의 기억을
포기하기만 하면 다시 그의 곁에 불
어 않혀 주어야 했다.
そして私が自由と合理の記憶を放
棄しさえすれば、再び彼のそばに
呼び寄せて座らせてくれなければ
ならなかった。
104
韓国語の小説における「드리다」の用例
小説名 番号 ページ 原文 日本語訳 訳例ページ
『달콤한 나의 도시』 1 이거 괜한 말씀을 드렸군요.
余計なことを言ってしまいました
ね。
405
도가니 3 91
서간사님 좀 앉으세요. 거
기・・・・・・뭐 차라도 한잔 드릴
까요?
そこに・・・お茶でも一杯入れま
しょうか？」
83
262
도가니 4 111
삼학년 겨울방학이 지난 다음 담임선
생님께 말씀을 드렸어요.
三年生の冬休みが終わったとき
に、担任の先生に話しました。
102
도가니 5 122 아아, 제가 말씀을 안 드렸던가요?
ああ、わたし、言いませんでし
たっけ。
112
도가니 6 125
설명을 드리자면, 아이들이 방과후에
저녁을 먹고 학교 쪽으로 오는
데・・・・・
一応説明しますと、子どもたちが
放課後に夕飯を終えて、
115
도가니 7 174
이 편지 드리고 나면 부끄러워서 내
일 뵐 수 있을까요.
この手紙を渡したら、明日恥ずか
しくて会えなくなるかもしれませ
ん。
164
도가니 8 229
담임선생님으로서 정말 드릴 말이 없
습니다.
担任として申し上げる言葉もあり
ません。
217
도가니 9 230
그러니까 그거야 할머니 원하시는 대
로 드려야죠.
それはおばあさんのお望みどおり
だというんです。
219
263
韓国語の小説における「어/아 드리다」の用例
小説名 番号 ページ 原文 日本語訳 訳例ページ
『달콤한 나의 도시』 1 어머니를 많이 이해해드려요
お母さんのこと、わかってあげて
くださいね」
353
도가니 2 25
지난달에도 제가 잘 처리해드리지 않
았습니까?
先月もちゃんと処理して差し上げ
たんじゃありませんか。
21
도가니 3 61
"아이만 맡겨놓고 해드리는 것이 없
어서 죄송해요.
子どもを預けっぱなしで何の役に
も立てず申し訳ありません。
54
도가니 4 61
재작년에 애아빠가 성할 때만 해도
돼지를 두 마리
잡아서 선생님들 잡숫게 해드렸는데,
豚を二頭持って行って召し上がっ
ていただいたんですが、
54
도가니 5 66
저희가 도울 수 있는 일이라면 도와
드릴게요.
「私たちに出来ることがあったら
お力になります。
59
도가니 6 67
저희가 도울 수 있는 일은 도와드릴
테니 평안히
말씀하세요.
「私たちもご協力できることは最
大限するつもりですので、楽な気
持でお話ください」
59
264
도가니 7 122
잠깐 집에 데리고 가신다고 해서 어
제 제가 인도해드렸는데요.
しばらく家に連れて帰りたいと言
われたので、わたしが連れて行き
ました」
112
도가니 8 150 봐드리는 겁니다.
これでもわたしは逮捕に気を遣っ
たんですよ。
140
도가니 9 174 카네이션 달아드리러요.
先生の胸にカーネーションをつけ
に。
164
도가니 10 252 태워드려? 「乗りますか」 240
도가니 11 263
하늘이 링거 맞는데 의사한테 부탁해
서 어머니도 링거를 놔드렸어.
お願いして母にも打ってもらっ
た。
251
우리들의 일그러진 영웅 12 32 이거 아버지께 돌려드려.
さあ、これ、お父さんにお返しし
ろ」
38
265
韓国語の小説における「주시다」の用例
小説名 番号 ページ 原文 日本語訳 訳例ページ
『달콤한 나의 도시』 1 56
백만 원을 주시면서 이백만 원짜리
컬리티로 만들라고 하는 건 애초부
터 말이 안 되는 거죠.
百万ウォンだけ与えておいて、二
百万ウォンレベルのクオリティで
作れというのは、最初から筋が通
らないんじゃないでしょうか。
54
『달콤한 나의 도시』 2 281 예약을 주셨어야죠.
予約をしていただければよかった
のですが。
287
도가니 3 50
"그건 그렇습니다만,우선 아이를 수
업에 참석하게 하고 이따가 방과후에
주의를 주셔도・・・・・・"
「それはそうですが、まずは子ど
もを授業に出させて、放課後に注
意すれば・・・」
44
도가니 4 123
우리가 간절히 원하면 주님은 모두
주신다.
切に願えば神はすべてを叶えてく
ださる」
113
도가니 5 185
아이들 머리 한번 더 쓰다듬어주려고
한 것이 성폭행이라면 저호 에 아우
에게 벌을 주십시오.
どうかわたしたち兄弟に罰を与え
てください。
174
도가니 6 230
그래 얼마나 주실 거유, 하고 내가
물었지.
「で、いくらくれるんですかって
訊いたんですよ。
218
266
아랑은 왜 7 119 ”돈 좀 주세요” 「お金、ちょうだい」 131
아랑은 왜 8 127 ”돈 좀 주세요” 「お金ください」 139
아랑은 왜 9 215 며칠만 시간을 주십시오. 数日間だけ時間をください」 235
우리들의 일그러진 영웅 10 30
삼촌이 아버지께 선물로 주신 거거
든.
あのライターは日本にいるいとこ
がお父さんにお土産にくださった
ものだろ・・・」
36
韓国語の小説における「어/아 주시다」の用例
267
小説名 番号 ページ 原文 日本語訳 訳例ページ
『달콤한 나의 도시』 1 379
어려운 자리니까 음식 무조건 빨리
넣어주세요,
気疲れする場なので、料理は早め
早めに出してください。
386
『달콤한 나의 도시』 2 97
요즘 집값이 너무 올라서 일단 전세
로 얻어주신다고.”
ここのとこ、住宅価額が跳ね上
がってるから、とりあえず、賃貸
で借りてくれるってさ」
98
『달콤한 나의 도시』 3 289
개인 사정으로 인해 사직코자 하오
니 재가하여주십시오.
一身上の都合により退職いたした
く、ここにお願い申し上げます。
296
도가니 4 24
"예, 그럼 잘 처리해주십시오. 그렇
찮아도 저희가 요즘 감사니 뭐니 골
치 아픈 일이 많아서요."
「ええ、じゃうまく処理してくだ
さい。
22
도가니 5 41 한번 봐주시면 어떻까 하고.
できたら一度見回ってもらえれ
ば・・・」37
37
도가니 6 49
교무부장이 가르쳐주었다는 말을 강
조하기도 했다.
教務部長の名前を持ち出したのも
そのためだった。
44
도가니 7 49
"저기, 저희 아이가 결석을 했는데,
여기 있다고・・・・・・
교무부장 선생님께서 가르쳐주시
에・・・・・・"
教務部長がそうおっしゃっていた
ので・・・」　　44
44
268
도가니 8 61
저희는 하늘이 무너져갖고 있는데 어
찌나 나라하고 학교에서 잘해주시는
지.
国と学校はうちの子の面倒をみて
くれました。54
54
도가니 9 61
돈 한푼도 안 받고 애들 그렇게 맡아
주시고 가르쳐주시고,
一銭のお金も取らずに、子どもを
預かり勉強させてくれたんです。
54
54
도가니 10 61
돈 한푼도 안 받고 애들 그렇게 맡아
주시고 가르쳐주시고,
一銭のお金も取らずに、子どもを
預かり勉強させてくれたんです。
54
54
도가니 11 67 문을 좀 닫아주시겠어요?
「ドアを閉めていただけますか」
59
59
도가니 12 80 제게 말을 해주셔야 할 거 아닙니까? 「話してください。72 72
도가니 13 96
죄송한데・・・・・・휴대폰 좀 빌려
주세요.
「悪いけど・・・携帯を貸してく
れます？」87
87
도가니 14 109
통역사님, 이제 준비되셨으면 연두에
게 물어주세요.
手話通訳士さん。準備ができた
ら、ヨンドゥに訊いてください。
99
99
도가니 15 112 선생님이 저를 예뻐해주시는 줄 알았으니까요.
先生がわたしを可愛がってくれて
いると思ったからです。102
102
269
도가니 16 117
그 사람들 꼭 처벌받게  해주시고
다니는 이런 일이 없도
록・・・・・・
あの人たち、必ず罰を与えて二度
とこんなことが起きないようにし
てください。108
108
도가니 17 117
선생님들이 이런 일이 다시는 일어나
지 않도록 그들이 꼭 벌을 받게 해주
십시오.
こんなことが二度とないようにあ
の人たちを懲らしめてやってくだ
さい。108
108
도가니 18 152
그리고 저 이 장아무개에도 십의 십
일조라도 생각해주십쇼.
そしてこのわたしにも十一租だっ
てことをお忘れなく」142
142
도가니 19 155 그를 처벌해주십시오.
どうかあの男を処罰してくださ
い」
145
도가니 20 156
저와 저희 아이들을 위해 그들의 행
위를 처벌해주시고
自分や自分の子どもたちのために
も、ぜひ彼らを処罰してくださ
い。
146
도가니 21 156
우리 학원이 가엾은 아이들의 진정한
배움터가 되도록 해주시기 바랍니다.
そしてわが学院が、かわいそうな
子どもたちの本当の学びの場にな
るようにしていただきたいと思い
ます。
146
도가니 22 156
가여운 친구의 원혼을 위해 수사해
주시기 바랍니다.
哀れな友だちの恨みを晴らすため
に、ぜひ捜査をしてください。
146
도가니 23 166
이거 돈 세어보시고 거기 싸인 좀 해
주세요.
このお金を数えてみて、そこにサ
インしてください。
156
270
도가니 24 170 성냥불도 켜주셨죠.
マッチの火をつけてくれました
ね。
160
도가니 25 170
저는 선생님께서 얼마나 우리를 위햇
잘해주실지 믿어요.
わたしは、先生がどんなにわたし
たちのためにがんばってくださっ
ているのかよく知っています。
161
도가니 26 174 선생님이 유리 업어주셨잖아요.
先生がおんぶしてあげたじゃない
ですか。
164
도가니 27 174 그러니까 비밀을 지켜주세요. だから秘密を守ってくださいね。 164
도가니 28 174 우리에게 와주셔서 감사해요.
先生、この学校に来てくれて本当
にありがとう。
164
도가니 29 174
선생님 저 구해주셔서 정말 감사해
요.
先生はわたしを助けてくれまし
た。
164
도가니 30 174 우리 아빠 빨리 낫게 해주시고, 나쁜 사람들 벌받게 해주시고
うちの父さんが早く治りますよう
に、
164
도가니 31 174 나쁜 사람들 벌받게 해주시고
そして悪い人たちが罰をうけます
ように、
164
271
도가니 32 187
그리고 성폭행 사실을 처음 고발한
송하섭 교사에 대한 해고를 철회하도
록 해주십시오.
ソン・ハソプ教師に対する解雇を
撤回するようにしてください」
177
도가니 33 189 저희 믿고 돌아가주세요.
わたしどもを信じてお帰りくださ
い。
178
도가니 34 193
증인들이 몹시 예민해 있다는 것을
참작하셔서 정숙을 유지해주시기 바
랍니다.
証人たちはとても敏感になってい
るので、静粛にしていただくよう
にお願いします。
182
도가니 35 193 여러분들을 질문에 유념해주시고,
みなさんには質問にしかたには注
意を払っていただきたい。
182
도가니 36 203
대답하시기 힘들더라도 진실을 위해
증언해주시기 바랍니다.
答えにくくても真実のために証言
してくださるようお願いします。
191
도가니 37 204 방청석 모두 퇴장해주십시오. 傍聴人は前任退場してください」 193
도가니 38 204
연두에게 유리를 잘 좀 데리고 있으
라고 전해주세요.
カン先生、ヨンドゥにユリを頼む
と伝えてください。
193
도가니 39 207 저 남자아이를 좀 진정시켜주세요.
その男の子を少し落ち着かせてく
ださい」
196
272
도가니 40 216 그 증언을 듣도록 해주세요.
代わりにヨンドゥさんに証言して
もらいたいのですが、
205
도가니 41 219
잠시만 기다려주시면 바로 시작하겠
습니다.
しばらく待っていただければと思
います。
208
도가니 42 220 음악이 들리면 손을 들어주세요.
音楽が聞こえたら手を挙げてくだ
さい。
209
도가니 43 221
조성모의노래가 들리면 손을 들어주
세요.
チョ・ソンモの歌が聞こえたら、
手を挙げてください」
209
도가니 44 221 한번만 더 하겠다고 통역해주세요. もう一度だけ伝えてください」 210
도가니 45 229
그 사람들 지금 재판을 받고 있는데
혹여 합의서라는 것에 싸인을 해주시
면 사건은 없는 것이 되어버립니다.
もし彼らの示談書にサインをされ
たら、事件はないものになってし
まいます。
218
도가니 46 240 증인, 그만 내려가주세요. 「証人は下りてください。 229
도가니 47 244
이준범 선생께서 어릴때부터 수야딸
삼아 키워주셨기 때문에
イ・ジュンボム先生に幼いときか
ら養女として育てられたため、
232
273
도가니 48 252 도와주세요, 제발 도와주세요.
「助けてください、どうか助けて
ください」
240
도가니 49 266 그 이유가 되어주셨어.
自分がどうすれば尊く誇らしい存
在でいられるかという信念も与え
てくれた。
254
도가니 50 279 모두 모여주세요. 全員集まってください。 267
도가니 51 279 도와주세요. 手伝ってください。 267
도가니 52 286
국무총리를 뜨거운 박수로 맞아주시
기 바랍니다.
国務総理を熱烈な拍手でお迎えく
ださい」
274
도가니 53 287 하늘도 시위를 막아주시는군.
天もデモを阻止しようというの
か。
276
도가니 54 288
아침 급하게 떠났다고 말해주시더라
구.
あんたが急いで出て行ったと教え
てくれたわ。
277
도가니 55 290 이 아이들의 후원자가 되어주셨어.
みんなこの子どもたちの後援者に
なってくれたわ。
278
274
아랑은 왜 56 14
사또께서는 소녀으 원정을 들으시고
소녀으 원통한사정을 풀어주십시요
この恨みを晴らしてくださいま
せ」
20
아랑은 왜 57 65 다음 장을 봐주세요 次のページを見てください」 75
아랑은 왜 58 70
선생님,몇월 며칠까지 번역원고를 보
내 주시면 정말 감사하겠습니다
先生、何月何日までに翻訳原稿を
贈っていただければありがたいの
ですが。
81
아랑은 왜 59 93
저를 죽인 통인은 지금도 이고을에
통인으로 있느니,그놈을 처참하고 저
의 시체를 고목에서 끄집어낸 뒤에
제 목에서 칼을 뽑아내고 몸을 바로
하여 매장해주시면 원을 풀고 저승길
을 떠날 수가 있겠습니다
身体を真っ直ぐにし、埋葬してい
ただけたら、
105
아랑은 왜 60 114
”배고파요.뭐 맛있는 거 좀 해주세
요”
「お腹空いたわ。何かおいしいも
の作って」
127
아랑은 왜 61 239 믿어주십시오,어사또. 信じてください。 260
아랑은 왜 62 241 죽여주십시오. 「私めを殺してください。 263
아랑은 왜 63 242 제게도 벌을 내려주십시오. 私にも罰を与えてください。 264
275
아랑은 왜 64 262 좀 자세히 말씀해주시죠.
「もうちょっと詳しく話してくれ
ませんか」
285
아랑은 왜 65 265 그 여자 드러오거든 연락해주시고,
彼女が戻ってきたら連絡くださ
い。
289
아랑은 왜 66 276
송장이 되도록 뱃속에 넣어 둘 테니
부디 답을 해주시오.
どうか答えてください」 301
韓国語の小説における「달라」の用例
小説名 番号 ページ 原文 日本語訳 訳例ページ
우리들의 일그러진 영웅 1 28 달라는 말을 대신했다. 「くれ」という言葉に代えた。 33
276
우리들의 일그러진 영웅 2 30 석대가 달라는데. ソクテがくれというのに」 36
우리들의 일그러진 영웅 3 54
그는 내게서 무엇을 빼앗기는커녕 달
라는 법조차 없었다.
彼は私から何かを奪うということ
はもちろん、くれと言うこともな
かった。
67
韓国語の小説における「어/아 달라」の用例
小説名 番号 ページ 原文 日本語訳 訳例ページ
『달콤한 나의 도시』 1 220
재인에게 보내는 러브레터를 대신
전해달라던 고등학교 선배오빠,
ジェインへのラブレターを渡して
ほしいと言ってきた高校時代の先
輩、
229
277
『달콤한 나의 도시』 2 220
카드 값 이백만 원만 꿔달라던 옛
남친 고릴라
カードの引き落とし代金二百万
ウォンを貸してくれと言ってきた
元カレのゴリラ・・・・
229
『달콤한 나의 도시』 3 416
용서해달라는 말,안 할게요.정말 미
안해요.
許してくれとは言いません。 425
도가니 4 43 지켜달라고 말하고 싶었다. どうかどうか守ってください、と 38
도가니 5 49
어디까지나 아직은 상황을 잘 모르니
섣불리 이렇게 끼여드는 것을 양해해
달라는 듯 그는 될 수 있는 대로 어
눌하게 말했다.
ここまで入り込んだのは、状況が
よくわからないためだということ
を印象づけようと、インホはわざ
とたどたどしく話した。
44
도가니 6 53
도와달라고 먼저 말하면 그때 해도
늦지 않아.
言われてから助けても遅くな
い。」
47
도가니 7 62
저보고 전활를 좀 해달라고 하더군
요.
電話で、母さんに連絡してくれと
言いました。
55
도가니 8 64
아빠 수술 앞둔 거 뻔히 알면서 한번
와달라고 했다면 보통 일이 아닌
것 같은 게 왜지 맘이 불안하
고・・・・・・
父さんの手術がすぐ目前なのに、
それを知りながら来てくれという
以上、きっと困ったことが起きた
に違いない。
57
도가니 9 90
아무 택시나 타고 와서 아파트단지
앞에서 돈을 빌려달라고 하면 될 일
이지싶었던 것이다.
そこから電話で金を貸してくれと
言っても済むことなのにと思っ
た。
83
278
도가니 10 94
우리 경찰이 그렇게 수사권 독립시켜
달라고 해도 안해주잖아.
われわれの警察があれほど捜査権
の独立を保障してくれといっても
してくれない。
85
도가니 11 94
우리 경찰이 그렇게 수사권 독립시켜
달라고 해도 안해주잖아.
われわれの警察があれほど捜査権
の独立を保障してくれといっても
してくれない。
85
도가니 12 107
그래서  연두에게 제것도 사다달라고
부탁하고 현곤에 앉아 있었지요.
それでヨンドゥに自分のものも
買ってくれと頼んで玄関にすわっ
ていました。
98
도가니 13 109
그 정황을 연두의 입장에서 다시 한
번 진술해달라고 말이지요.
その時の状況をヨンドゥさんの立
場からもう一度陳述してくれない
かって」
99
도가니 14 125
생각만 해도 골치 아프고 구질구질
하니까 그만 나가달라는 표정이었
다.
もう帰ってくれと言うかのごと
く、教育長はソ・ユジンをまじま
じと見た。
115
도가니 15 134
우리 문제를 조사하겠다고 자료를 더
보내달라고 하네・・・・・・
この問題を調査するから資料を
送ってくれということでし
た・・・」
123
도가니 16 150
도와달라고 소리쳐도 여기 아무도 들
을 사람이 없으니, 가시죠!
助けてくれと叫んだところで、 140
도가니 17 150 어서 와달라고 해, 응 早く来てくれと、うん？ 140
279
도가니 18 174
부끄러워서 그만 내려달라고 하고 싶
었는데,
恥ずかしくてすぐに下ろしてって
言いたかったんだけど、
164
도가니 19 174 목사님 모두 행복하게 해달라구요.
みなさんが幸せでいられますよう
に、
164
도가니 20 205 정리가 나가달라고 소리치고 있었다.
廷吏が出て行けと大声を上げてい
る。
193
도가니 21 225
어떻게 그 아이들 부모에게 돈을 가
지고 합의서 써달라는 말을 하러 갈
수 있지?
両親に金で示談書を書かせようと
しているのか。
214
도가니 22 229 고소장에 싸인을 해달라로 하던,
告訴状に名前を書いてくれと言わ
れたときほど、生きているのが怖
くなったことはありませんよ」
218
도가니 23 239
선배가 자신이 재직하는 사립학교에
잠시 몸담아달라는 부탁을 했다.
先輩が自分のいる学校にしばらく
教員として来てくれないかとイン
ホに頼んできた。
228
도가니 24 260
그러니 다음 휴가 때 제발 자신의 부
모님을 만나달라고 말이다.
だから次の休暇のときには必ず自
分の両親に会ってくれと手紙は結
んであった。
248
아랑은 왜 25 12
어텋기 해서든지 아랑에게 가까히 해
돌라고 꼬시였다.
何とか娘に近づけるようにしてく
れへんかともちかけたんや。
18
280
우리들의 일그러진 영웅 26 46 누구 일을 누구더러 해달라는 거야?
誰のことを誰に向かってやってく
れと言ってるんだ。
57
韓国語の小説における「받다」の用例
小説名 番号 ページ 原文 日本語訳 訳例ページ
『달콤한 나의 도시』 1 36
이른 아침,남자의 배웅을 받으며 올
라탄 여자승객에 대해
朝方、男に見送られて乗り込んで
きた女性客のことを、
36
『달콤한 나의 도시』 2 39
혹시 눈썰미좋은 누군가로부터 목격
담을 제보 받았는지도 모른 다.
もしかして、目ざとい何者かか
ら、目撃情報がはいったのかもし
れない。
40
『달콤한 나의 도시』 3 64
느닷없이 개인적인 호출을 받는 경
우라면,일반적으로 두 가지 가능성
을 내포하고 있을 것이다.
何の前触れもなく勤務時間外に呼
び出されたとしたら、一般的には
二つの可能性が考えられる。
63
281
『달콤한 나의 도시』 4 73
곧 재즈댄스와 연기 레슨도 받을 거
라고 했다.
じきにジャズダンスと演技のレッ
スンが始まるのだという。
73
『달콤한 나의 도시』 5 92
내 전화를 받은 엄마는 땅이 꺼져라
안도의 한숨을 내쉬었다.
私の電話に出た母は、ほっと安堵
のため息をついた。
93
『달콤한 나의 도시』 6 97
“근데 왜 부모 도움 받는 걸 당연
하게 생각하지?
「なのにどうして、へっちゃらな
顔して親の援助を受けられるわけ?
98
『달콤한 나의 도시』 7 107
유준이 의미심장한 미소를 띠우며
편히 전화 받으라는 손짓을 했다.
意味ありげな笑みを浮かべたユ
ジュンが、気にせず電話しろとい
うジェスチャーを送ってきた。
110
『달콤한 나의 도시』 8 131
대형 거울로 둘러싸인 방에서 메이
크업을 받고 있었다.
大型ミラーに囲まれた部屋でメイ
クをしてもらっていた。
134
『달콤한 나의 도시』 9 141
태오의 전화를 받고서야 사무실 책
상 위의 탁상달력을 들여다보았다.
テオの電話を受けてようやく、会
社の机にある卓上カレンダーにま
じまじと見入った。
146
『달콤한 나의 도시』 10 157
돈을 받는 회사에 다녀보니 돈을 내
고 다녔던 학교가 얼마나 편안한 곳
이었는지 깨달았다는 고전적인 체험
고백은 그만 두기로 하자.
お金を受け取る立場で会社勤めを
してみると、お金を払って通った
学校がどれほど気楽なところだっ
たか身に沁みて分かったとかいう
使い古された体験談は、よしてお
くことにしよう。
162
『달콤한 나의 도시』 11 175
피부 관리실에 누워 스페셜 스킨케
어를 받아도 모자랄 판에 얼굴이 띵
띵 붓도록 통곡하고 있다니.
スペシャルスキンケアを受けてい
たって間に合わないくらいなの
に、顔がぱんぱんに腫れるほど号
泣しているなんて。
181
282
『달콤한 나의 도시』 12 186
안이사에게 스카우트 제의라도 받았
다면 이 터무니없는 오해가 조금이
라도 덜 억울하련만,
アン理事から引き抜きの話でもさ
れていたのなら、この根も葉もな
い噂だって少しは許せたかもしれ
ない。
191
『달콤한 나의 도시』 13 189
공인을 받겠다고,사회적 승인의 최
초 단계를 통과하겠다고,스스로에게
다짐하는 것이다.
公認の仲になるために、社会的承
認の最初のステップをパスしよう
と、みずから心を決めた証なの
だ。
194
『달콤한 나의 도시』 14 191 엄마는 전화를 받지 않았다. 母は、電話に出なかった。 196
『달콤한 나의 도시』 15 199
재인은 나나 유희에게는 농담으로라
도 부케를 받겠느냐고 묻지 않았다.
ジェインは私やユヒに、ブーケを
受け取る気はあるかと冗談にも聞
いてこなかった。
206
『달콤한 나의 도시』 16 202
물론 내가 부케를 받고 싶었다는 뜻
은,절대로 아니다.
もちろん、私がブーケを受け取り
たかったわけでは、けっしてな
い。
206
『달콤한 나의 도시』 17 202 태오는 공손히 두 손으로 받았다.
テオはうやうやしく両手で受け
た。
209
『달콤한 나의 도시』 18 202
소개 받은 건 아닐 테고 둘이 어떻
게 사귀게 된 거예요?
誰かの紹介でもないでしょうし、
ふたりはどんなふうに出会ったん
ですか？」
209
『달콤한 나의 도시』 19 203
회사를 그만두고 뮤지컬 수업을 받
고 있다는 것도,
会社を辞めてミュージカルのレッ
スンを受けていることも、
210
283
『달콤한 나의 도시』 20 204
유령과 조우했을 때 받게 되는 고약
한 느낌에 대하여 더듬더듬 기억할
수 있을 따름이다.
亡霊と遭遇したとき生じる不快感
が、とぎれとぎれに記憶されてい
くだけだ。
210
『달콤한 나의 도시』 21 203 야,오늘 술발 좀 받는데. ちょっと、今日はすごい飲むね。 212
『달콤한 나의 도시』 22 210
아침부터 웬 남자가 전화 받아서는
친구라고 하는 게 말이 돼?
朝っぱらから、怪しい男が電話に
出て友だちを名乗るなんて。
218
『달콤한 나의 도시』 23 210 남의 전화를 자기가 왜 받아?
どうして勝手に人の電話に出るわ
け？
218
『달콤한 나의 도시』 24 212
전화 받은 남자의 정체에 대해서는
한마디도 추궁하지 않았다.
電話を受けた男の正体については
一言も追及してこなかった。
221
『달콤한 나의 도시』 25 214
오늘따라 전화를 안 받는 사람들이
많았고,
今日に限って電話に出ない人が多
く、
222
『달콤한 나의 도시』 26 214
k건설로부터 전화를 한 통 받았습니
다.
K会社から、電話が来ました。 222
『달콤한 나의 도시』 27 218
몇 번인가 전화가 걸려왔지만 일부
러 받지 않았다.
何度か電話がかかってきたけれ
ど、わざと出なかった。
226
284
『달콤한 나의 도시』 28 218
내가 전화를 받지 않자 엄마는 문자
메세지를 보내왔다.
私が電話に出ないでいたら、母は
メールを送ってきた。
226
『달콤한 나의 도시』 29 218
유준의 갑작스런 방문을 받은 것은,
태오가 사라진 지 사흘이 지난 뒤였
다.
ユジュンが突然訪ねてきたのは、
テオが去って三日後のことだっ
た。
227
『달콤한 나의 도시』 30 220
크고 작은 오만가지 부탁들을 받았
다.
大小さまざまな頼みごとをされて
きた。
229
『달콤한 나의 도시』 31 220
남에게 부탁 받는 일을,내가 얼마나
겁내 하는지 아는 사람은 많지 않
다.
人から何か頼まれることを私がど
れだけ恐れているか、知る人は少
ない。
229
『달콤한 나의 도시』 32 228
시부모의 예고 없는 방문을 받은 난
감한 시츄에이션 뒤에도 시간은 끊
임없이 이어진다.
舅と姑の予告なしの訪問を受けて
困惑するシーンの後にも、時間は
ずるずると続いていく。
238
『달콤한 나의 도시』 33 229
이 시간에 시부모 접대하면 특근수
당 받는 거야?
こんな時間に舅夫婦の接待をした
ら、特別勤務手当でも貰えるわ
け？」
239
『달콤한 나의 도시』 34 240
이해하라는 충고 또한 고맙게 받겠
다.
わかってあげなさいという忠告
も、ありがたく受け止めよう。
249
『달콤한 나의 도시』 35 244
황부장과 이민정이 나와 같은 처분
을 받았다는 사실이
ファン部長とイミンジョンもま
た、私と同じ処分を受けたという
ニュースだけが、
253
285
『달콤한 나의 도시』 36 250
빈정대는 말투 때문에 충격을 받은
것 같다.
高飛車に突っかかってくる私の態
度にショックを受けたようだ。
260
『달콤한 나의 도시』 37 251 엄마는 고통을 받고 있을까? 母は苦痛を感じているだろうか。 261
『달콤한 나의 도시』 38 254
월급 받는 대로 다 쓰지 말고 정기적
금 먼저 들어.  254
給料が出たら全部使ったりしない
で、定期預金にしときなさいよ。
264
『달콤한 나의 도시』 39 255 손가락질 받아도 싸겠지.
どんな非難を浴びても足りないく
らい。
265
『달콤한 나의 도시』 40 256 제 전화 받고 많이 놀라셨죠?
私からの電話、驚かれたでしょ
う？」
267
『달콤한 나의 도시』 41 275
보컬 레슨을 받으러 가는라 만나지
못했다는 이야기를 전했다.
ボーカルのレッスンがあって会え
なかったという。
281
『달콤한 나의 도시』 42 278
전화를 받은 직원이 누구인진 잘 모
르지만,얼이 빠져 대꾸도 못하고 있
을 모습이 눈에 선했다.
あはは、電話を受けたのが誰かは
知らないけれど、
285
『달콤한 나의 도시』 43 286
월 하더라도 상처는 받지 않았으면
좋겠어.
どっちにしろ、傷つかないでほし
いんだけど。
292
286
『달콤한 나의 도시』 44 288
첫 몽정의 추억을 질문 받은 것처럼
당황하는 기색이 역격하다.
最初の夢精の思い出について質問
されたかのように、困惑している
のがひしひしと伝わってきた。
295
『달콤한 나의 도시』 45 290 실업급여 받아야 하잖아.
失業保険、受け取りたいのだろ
う？」
297
『달콤한 나의 도시』 46 291
코미디 취급을 받는 건,어쩐지 싫
다.
アン理事の夢が、みんなのお笑い
種になるのは、なぜか不愉快だっ
た。
298
『달콤한 나의 도시』 47 316
상대방이 씹고 있던 껌까지 입으로
받아 씹을 수 있었다.
相手の噛んだガムまで、口移しで
噛むことができた。
322
『달콤한 나의 도시』 48 323 김영수는 한참 만에 전화를 받았다.
キム・ヨンスは、ずいぶん経って
から電話に出た。
330
『달콤한 나의 도시』 49 331
질문을 받고서야 비몽사몽간에 시계
를 확인했다.
今日のうちに面接に来られるかと
聞かれた私は、寝ぼけ眼で時計を
見た。
339
『달콤한 나의 도시』 50 366
당장 프로포즈를 받겠다는 것은 아
니다.
今すぐ、プロポーズされたいわけ
ではない。
372
『달콤한 나의 도시』 51 368
나는 다음날 걸려온 영수의 전화를
연거푸 받지 않았다.
私は翌日になってかかってきたキ
ム・ヨンスからの電話に、いっさ
い出なかった。
375
287
『달콤한 나의 도시』 52 474
이것은,동서고금을 통틀어 남자의
청혼을 받은 여자의 대사가 아니던
가.
これは、古今東西を通じて、男か
らプロポーズされた女のセリフで
はなかったどろうか。
381
『달콤한 나의 도시』 53 374
청혼을 받은 그 남자는 대답을 뒤로
미루었다.
ポロポーズされた男は、回答を保
留にした。
382
『달콤한 나의 도시』 54 390 양실장의 전화를 받고서 깨날 때, ヤン室長の電話で目を覚まし、 395
『달콤한 나의 도시』 55 402 아니야,상품권으로 받아야 되나? いや、商品券でもいいかな。 409
『달콤한 나의 도시』 56 426
급하게 도로 연수를 몇 번 받기는
했어도,
急いで何回か、路上研修を受けた
ものの、
434
『달콤한 나의 도시』 57 426
처음 차를 받아 집까지 몰고 오는
길은 당연히 미숙했다.
初めてその車を運転して家まで
帰ってきたときは、さすがに手間
取った。
434
『달콤한 나의 도시』 58 427
박수 받을 만한 일이 못 되여서가
아니다.
褒められた行動ではないからだろ
うか。
435
『달콤한 나의 도시』 59 436
그녀 역시 갑작스런 연락을 받고 부
랴부랴 달려왔다고 했다.
彼女もまた、いきなり連絡を受け
て、わけもわからず駆けつけたの
だという。
444
288
도가니 60 10
그는 기간제교사로 임시발령을 받아
무진으로 가는 길이었다
カン・インホは期限付き教師とし
ての発令を受け、霧津に向かう途
中だった。
8
도가니 61 11
어쨌든 열심히 해서 정식교사 발령을
받아요.
一生懸命やって正教師になって
よ。
9
도가니 62 26
예정된 월급을 꼬박꼬박 받아서 사는
계획적이고 소시민적인 기쁨을 누리
자는 결심이었다.
月々決められた給料をもらって計
画的に小市民的な喜びを満喫しな
がら生きて行こうという決心だ。
22
도가니 63 54 너는 월급을 받기 위해 왔을 뿐이야. お金を稼ぎに来たにすぎない。 48
도가니 64 54
월급 받으면서 좋은 일 한다는 건 좋
은 일이지.
給料ももらえて、善いこともでき
ればそれに越したことはない。
48
도가니 65 54
서른네 해를 살고도, 그렇게 수없이
패배하고도 아직 그걸 모른다면
너 역시 지적장애 3급 판정을 받을
거야.
三十四年間生きながらあれほど失
敗を重ねてきて、それがまだわか
らぬようなら、本当に救いようが
ない。
48
도가니 66 58
여태까지 그가 이곳에 와서 받은 모
욕을
そうしてこれまでの鬱憤を一気に
晴らしたかった。
51
도가니 67 58
그는 오늘 하루종일 닦달을 받고 방
음 고문을 당한 아이에게 소리치고
있는 자신이 문득 싫어졌다.
今日一日中引きずりまわされ、拷
問まで受けた子供に大声を張り上
げている自分が愚かしく思えた。
52
289
도가니 68 61
돈 한푼도 안 받고 애들 그렇게 맡아
주시고 가르쳐주시고,
一銭のお金も取らずに、 55
도가니 69 63
연두에게 어머니가 오실 수 없다는
걸 어떻게 전하고 싶어 마음이 좋지
않던 강인호는 수위의 전화를 받고는
잠시 책상 위를 손가락으로 톡톡 두
드리며 생각에 잠겼다.
母さんが来られないということを
どうやってヨンドゥに伝えようか
と心配してところだったが、今度
は違うことで頭を悩ませなければ
ならなかった。
56
도가니 70 93
그러니까 연두를 불러내서 저희와 함
께 진술서를 받으면 되잖아요.
だから、ヨンドゥを呼びだして私
たちと一緒に陳述をとればいい
じゃないですか。
84
도가니 71 117
선생님들이 이런 일이 다시는 일어나
지 않도록 그들이 꼭 벌을 받게 해주
십시오.
こんなことが二度とないようにあ
の人たちを懲らしめてやってくだ
さい。
108
도가니 72 155
그래서 어쩌면 제가 남편에게 버림을
받더라도 저는 그 짐승 같은 행정실
장을 세상에 고발하고 싶습니다.
捨てられたとしても、あのような
獣のような
145
도가니 73 157
정말 괜찮은 사람이라는 평을 받는
목사였다.
欠点のない優秀な牧師だった。 147
도가니 74 160
저는 그분의 기도를 받고 자랐으니까
요.
私自身、幼いときからあの方の祈
りを聞きながら育ちました。
150
도가니 75 161
물론 저도 그중의 한 사람입니다만
저희들 돈 받은 거?
わたしもその中のひとりですが、
当然お金はもらっています。
151
290
도가니 76 161
한번 갈 때마다 차비조로 십만원인가
받았습니다.
一度行くたびに車代として数万
ウォン程度です。
151
도가니 77 164
하나님 믿고 구원 받으면 참 좋을 텐
데・・・・・・
神様を信じて救わればいいんだけ
ど　・・・」
154
도가니 78 167 복도로 걸어나와 전화를 받았다.
廊下に出た。電話に出ると妻は自
分が掛けてきたくせにしばらく沈
黙していた。
157
도가니 79 172
아주 잘한다고 칭찬을 받았는
데・・・・・・
歌もとても上手だと褒められてい
ました。
162
도가니 80 174
그래서 벌을 받고 다시는 안그러겠다
고 정말 반성하는 걸 보고 싶어요.
罰をうけるのが見たいです。二度
とそういうことはしなと、本当に
反省する姿が見たいです。
164
도가니 81 185 그것이 죄라면 벌을 받겠습니다.
いい教育をするという思いが罪に
なるならば、わたしは罰を受けま
す。
174
도가니 82
아이들 칠십명은 당장 어디서 교육을
받을 것 이며,
どこで教育をうけるんですか。 178
도가니 83 191
죄를 지은 사람이 벌을 받는 그날까
지,
罪を犯した人間たちが当然の罰を
受ける日まで、
180
291
도가니 84 191
인간 대접 한번 받지 못한 채 노예처
럼 살아가는 모든 장애인들을
人間以下の扱いをされてきた障害
者のために、
181
도가니 85 194
세상에 태어나 이런 지적을 받아본일
이 있었는가 싶은 표정이었고
この世に生れていままでこんな指
摘を受けたことがあっただろう
か、という不満気な表情もあり、
183
도가니 86 211
암 선고를 받고 병에 걸리고 직업을
잃고
つまり自分がガン宣告を受けて職
を失い、
200
도가니 87 229
그 사람들 지금 재판을 받고 있는데
혹여 합의서라는 것에 싸인을 해주시
면 사건은 없는 것이 되어버립니다.
彼らは今公判中です。 218
도가니 88 232 그런 짓 한 놈들 한테 돈 받고
自分の子どもたちにあんなひどい
ことをした奴らからでもお金をも
らえるっていうの？
221
도가니 89 248
여간사와 남간사가 전화을 받아 해명
을 시도했지만
電話対応の女性幹事と男性幹事が
釈明をしようとするが、電話の目
的はどうやら釈明を聞くことでは
ないようだった。
236
도가니 90 260 마지막이 될 편지를 받았다.
そんなある日彼はおそらく最後と
なる手紙をもらった。
248
도가니 91 264
이 정도는 보너스는 받을 자격이 있
다는 생각을 했겠지.
いまそのくらいのボーナスをもら
う資格はあるはずだと考えたんで
しょうね。
252
292
도가니 92 270
판사는 이 사건이 얼론의 주목을 받
고 있다는 사실을 충분히 의식
判事はこの事件がマスコミの注目
を浴びていることを意識してか、
258
도가니 93 282
오늘밤 아이들이 수업을 받는 천막을
철거하로 온대.
今晩、子どもたちが授業を受けて
いる点とを撤去しに来るらしい。
270
도가니 94 290 심리치료도 받고 있고. 心理治療も受けている。 278
아랑은 왜 95 22 인터넷의 도움을 받을 수도 있다
インターネットの助けを借りるこ
とも出来る。
30
아랑은 왜 96 29
자신들을 괴롭히는 사또늘 어서 축출
하려는 토착향반 세력의 사주를 받았
다든가 하는 동기들이 있을수 있다
土着の両班勢力にけしかけられた
というような動機があるのかもし
れない。
36
아랑은 왜 97 38
명종(재위 1545～1567)은 다른 왕들
에 비하면 스포트라이트를 못 받은
축에 낀다
他の王たちの比べるとスポットラ
イトを浴びない部類に属する。
46
아랑은 왜 98 38
그는 친어머니인 문정왕후의 수렴청
정을 받아야만 했다
文定王后の指図を受けねばならな
かった。
46
아랑은 왜 99 39
신임 부사 이상사(李上司)가 그를 잡
아 축국하던 중 모두 자복을 받았다
追求したところ、すべてを自白し
た。
49
293
아랑은 왜 100 72
수령들은 통상 부임하라는 명을 받고
도 한동안을 한양에서 이런저런 일로
지체하였다
府使たちは通常、赴任の命を受け
ても、しばらくはあれこれの用事
のために漢陽に留まっていた。
83
아랑은 왜 101 75
어쨌든 어사 일행은 밀양부 입구 오
리정(五里停)에서 마중나온 부사 이
상사의 융숭한 환대를 받았다
丁重なもてなしを受けた。 86
아랑은 왜 102 83
위세척을 받아야 했고 그것 때문에
목숨은 건졌다고들 했다
胃を洗浄されて命拾いしたという
ことだったが、
95
아랑은 왜 103 83
많이 봐줘야 이십대 초반인 그 여자
는 모욕을 받은 것처럼 얼굴이 붉어
져 카페를 나가버렸다
二十代前半ぐらいのその女は、侮
辱されたかのように、顔を赤らめ
てカフェを出て行った。
97
아랑은 왜 104 94
그뒤로 그는 명관이라는 칭송을 받게
되었고,그 고을 청사의 요괴도 없어
지게 되었다고 한다
彼は明官と称えられるようにな
り、
105
아랑은 왜 105 105
그후 사랑은 시험을 받고 그 시험을
이겨내면 사랑은 더욱 단단해진다는
대중적 서사 패턴의 반대편에 <포르
노그래픽 어페어>가 있다.
その後、愛は験され、その試練に
打ち克てば、愛は一層頑固なもの
になる、
117
아랑은 왜 106 122
영주는 머뭇거렸다.염색약을 잔뜩 바
르다가 전화를 받으러 온 그녀는
染色液を塗っている最中に呼ばれ
て電話に出た彼女は、
135
아랑은 왜 107 122
느긋하게 전화를 받을 형편이 아니었
다.
のんびりと話をしている場合では
なかった。
135
294
아랑은 왜 108 128
돈은 받지 않을 테니까 여기서 좀 살
아주지 않을래요?
「金はいらないから、 141
아랑은 왜 109 131
어쩌면 이 『정옥낭자전』의 저자가
자신도 모르게 서양의 번역(혹은 번
안) 추리소설을 영향을 받았을지고
모른다.
推理小説の影響を受けていたのか
もしれない。
142
아랑은 왜 110 135
”허,한여름에 웬 놈의 먼지가……
헌데 자복은 받았소?”
ところで、自白はとったのか？ 147
아랑은 왜 111 135
”자복을 받았기에 시체나마 찾았던
것이지요.”
自白をとりましたゆえ、死体を捜
し出すことができたのでございま
す。
147
아랑은 왜 112 135
”자복을 받은 후 옥에 가두어놓았더
니 밤새 앓았는지 아니면 장독이 퍼
졌는지 그만 죽어버렸습니.다…….”
自白をとった後、獄に監禁してお
きましたところ、
148
아랑은 왜 113 140
떠나기 전의 박만정은 임금으로부터
갈약（구급약） 다섯 종류를 받고
出発に際し、朴万鼎は国王から救
急薬五種を下賜され、
153
아랑은 왜 114 140
호조로부터는 목면 네 필, 쌀과 콩
닷 말씩, 암치(배를 갈라 말린 민어
암놈), 굴비 세 두름을 받았다.
ニベの塩漬け、いしもちの干物三
束を賜ったという。
153
아랑은 왜 115 143
조윤은 기생의 부축을 받으며 방으로
들어가고 남은 이상사와 관속들도 각
자 자신의 처소로 흩어진다.
趙潤は妓生の支えられて部屋へ入
り、
156
295
아랑은 왜 116 171
그런데 어사의 힐난에 상처를 받은
종팔품의
ところが、御史の詰問に窮した従
八品の億均が
186
아랑은 왜 117 176
억균은 술 한 잔을 받아 마시자마자
본론으로 치고 들어갔다.
億均は一献受けて飲み干すと、す
ぐに本論に入った。
191
아랑은 왜 118 208 임금의 명을 받아 왔으니까. 王命を受けてやって来たからだ。 227
아랑은 왜 119 212
지난 성종조만 해도 밀양 부삭 수문
을 여닫는 때를 놓쳐서 제방을 허물
어뜨린 바람에 크게 문책을 받은 바
있거든.
堤防が決壊してしまったため、密
陽府使が重大な問責を受けたこと
があるのに、だ」
231
아랑은 왜 120 223
조윤이 눈짓으로 억균이 손에 들고
있는 해유문서를 가리키자 사령들이
그것을 받아다 어사에게 건네주었다.
兵卒が億均の手から解由文書を受
取って御史に手渡した。
242
아랑은 왜 121 234
그럼 저기 앉아 있는 호장을 매질한
다면 자복을 받아낼수 있겠습니까?
戸長を？打ちでもすれば自白を得
ることができるでしょうか？
255
아랑은 왜 122 236
그러다가 다시 어사의 재촉을 받자
답하여 말했다.
御史に催促されて、こう言った。 257
아랑은 왜 123 247
작가인 우리가 독자들에게 취조를 받
고 있는 상황도 아닌데 그렇게까지
할 필요도 없거니와 그것이 작품의
분위기와 어울리지 않을 수도 있다.
作家であるわれわれは、読者の取
り調べを受けているわけではない
のだから、そこまでする必要はな
いし、
269
296
아랑은 왜 124 265
그에게 있어서 그녀는 애견센터에서
신용카드로 대금을 지불하고 받아온
푸들과 마찬가지였던 것이다.
クレジットカードでペットショッ
プから買ってきたプードルと同じ
だった。
289
아랑은 왜 125 266
사흘 밤을 눈도 못 붙이고 조사를 받
아야 했다.
寝ることも許されず取り調べを受
けねばならなかった。
291
우리들의 일그러진 영웅 126 17
석대는 고맙다는 말 한마디 없이 그
것들을 받았다.
ところで、ソクテはというと「あ
りがとう」の一言もなしにそれを
受取った。
20
우리들의 일그러진 영웅 127 20 빈정거리듯 내 말을 받았다.   ? 皮肉っぽく私の言葉を受けた。 24
우리들의 일그러진 영웅 128 30
내가 빈정거리고 있다는 것 조차 느
끼지 못하고 곧이곧대로 내 말을 받
았다.
私があてこすっていることすら気
付かず言葉とおりに私の言葉を受
け止めた。
36
우리들의 일그러진 영웅 129 36
쉬는 시간인데도 교실 안은 연구수업
이라도 받고 있는 듯 조용했다.
子供たちがざわめき跳ねまわる休
み時間なのに、教室の中はまるで
研究授業でも受けているかのよう
に静かだった。
44
우리들의 일그러진 영웅 130 39
나는 떠리는 손으로 그걸 받아 하나
씩 들춰보았다.
私は震える手でそれを受取ると一
枚一枚取り出してみた。
47
우리들의 일그러진 영웅 131 41
나는 반 아이들 모두의 지지를 받고
있는 석대를 지지할 수밖에 없다.
私はクラスの子供たちすべてに支
持されているソクテを支持するし
かない。
49
297
우리들의 일그러진 영웅 132 43 딴 반 아이들에 끼어 괄시를 받거나
よそのクラスの子供たちに加わっ
て冷たい扱いをされたり、
54
우리들의 일그러진 영웅 133 45
나는 바로 그러한 규범들의 가장 엄
격한 적용을 받았다.
私はまさにそのような規範の一番
厳格な適用を受けたのである。
55
우리들의 일그러진 영웅 134 45
단추 하나만 떨어져도 복장 위반자로
벌을 받아야 했다.
ボタン一つ落ちていても服装違反
者として罰を受けなければならな
かった。
56
우리들의 일그러진 영웅 135 48 각자가 청소해야 할 몫을 받았다.
実習地に至るまで各自掃除を割り
当てられた。
59
우리들의 일그러진 영웅 136 48
실은 그 얼마 전 까지만 해도 석대의
검사를 받아야 하는 게 까닭 없이 고
까워
実はついこの前まではソクテの検
査を受けるのがわけもなくうとま
しく、
60
우리들의 일그러진 영웅 137 50
마치 나는 엄격한 검사를 받아야 하
는 별종이라는 투의 말이었다.
まるで私だけは特別厳しい検査を
受けねばならない別種の人間だと
でもいうような言い方だった。
61
우리들의 일그러진 영웅 138 53
내가 석대에게 사면 받은 게 알려지
자 아이들도 더 나를 피하려 들지 않
았다.
私がソクテから許しを受けたとい
うことを知ると、
66
우리들의 일그러진 영웅 139 54
내가 맘이 내켜 맛난 것이나 귀한 학
용품을 갖다 줘도 그는 받으려 하지
않았고,
珍しい学用品を持ってきてやって
も受け取ろうとはせず、
67
298
우리들의 일그러진 영웅 140 54
어쩌다 받게 되면 받드시 그 몇 배로
돌려주었다.
たまに受け取ることはあっても必
ずその何倍も返してくれた。
67
우리들의 일그러진 영웅 141 58 엄석대의 점수를 받는 거지.
「オム・ソクテの点数を取って
やっているってわけさ。
71
우리들의 일그러진 영웅 142 58
시험에서 엄석대가 받는 점수는 어
때?
オム・ソクテの点数はどうなん
だ」
71
우리들의 일그러진 영웅 143 60
어린이 자치화와 다수결의 지배를 받
던 서울에서보다 더 많은 자유를 누
렸고
ある面で私は子供自治会と多数決
の支配を受けていたソウルでより
も、
74
우리들의 일그러진 영웅 144 69
그 담임선생님이 받은 유능하다는 평
판은
その先生が有能だという評判は、 85
우리들의 일그러진 영웅 145 69
우리 또래의 평범한 소년 하나가 볼
품없는 벌을 받고 있을 뿐이었다.
われわれと同輩の平凡な少年ひと
りがぶざまに罰を受けているだけ
だった。
86
우리들의 일그러진 영웅 146 70 놀이에서 따돌림 받기 싫어,
「遊びのときに仲間外れにされる
のが嫌で」
87
우리들의 일그러진 영웅 147 73
돈 백 환을 받고 분단장을 시켜준 일
이며
金100ファンをもらい班長をさせて
やったことや、
90
299
우리들의 일그러진 영웅 148 74
그에게서 받은 피해도 모두 간접적인
것이어 내게는 증거가 없읐으며
最初の一学期、彼から受けた被害
もすべて間接的なもので私には証
拠がなかったし、
91
우리들의 일그러진 영웅 149 74
하나는 간절히 석대의 총애를 받기
원했으나 이런저런 까닭으로 끝내는
실패한 부류였고
ひとつはソクテの寵愛を受けるの
を切望していながらもあれやこれ
やの理由でついには失敗してし
まった部類で、
92
우리들의 일그러진 영웅 150 78
석대가 받을 비난에서 자류로울 수
있는 아이는 아무도 없었다.
ソクテが受けた非難から自由な子
供はひとりもいなかった。
96
우리들의 일그러진 영웅 151 87
그사이 수갑을 받은 석대는 두 손으
로 피 묻은 입가를 씻으면 비척비척
끌려가고 있었다.
その間に手錠をされたソクテは、
両手で血のついた口元を拭きなが
らよろよろと引き立てられてい
た。
106
韓国語の小説における「받으시다」の用例
小説名 番号 ページ 原文 日本語訳 訳例ページ
300
『달콤한 나의 도시』 1 152
새해 복 많이 받으시라는 덕담을 서
로 건네고,
明けましておめでとうと挨拶をか
わし、
150
도가니 2 92
연두 아버지가 다시 수술 날짜를 받
으셨다니까요.
ヨンドゥの父さんの手術日が決
まったんです。
84
도가니 3 94
그럼 우리가 자애원에 이야기해서
피해학생을 데려다주면, 그러면 진
술서를 받으시겠어요?
陳述をとるということですね」 85
도가니 4 160
두 형제를 고발하는 위치에 서면 오
해를 받으시게 되어 있는 것입니다.
あのふたりを告発したとしたら、
誤解される余地があるのです。
150
아랑은 왜 5 50 대본 받으셨죠? 「台本、受け取られましたか？」 58
아랑은 왜 6 65 자,받으시고 잘 읽어보세요
じゃ、これを読んでみてくださ
い」
75
301
添付資料３：日本語の時代別小説における授受表現
明治20年から大正11年（1887～1922）の小説における「やる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
坊ちゃん 夏目漱石 1 10
おれ一人にくれて、兄にはやらないのかと清に
聞くことがある。
坊ちゃん 夏目漱石 2 19 道中をしたら茶代をやるものだと聞いていた。
坊ちゃん 夏目漱石 3 19
茶代をやらないと粗末に取り扱われえると聞い
ていた。
坊ちゃん 夏目漱石 4 19
こんな、狭くて暗い部屋へ押し込めるのも茶代
をやらないせいだろう。
坊ちゃん 夏目漱石 5 19
みんなやったってこれからは月給をもらうんだ
からかまわない。
238
坊ちゃん 夏目漱石 6 19
田舎者はしみったれだから五円もやれば驚いて
目を回すに決まっている。
坊ちゃん 夏目漱石 7 20
宿屋へ五円やったから財布の中には九円なにが
ししかない。
坊ちゃん 夏目漱石 8 20 茶代なんかやらなければよかった。
坊ちゃん 夏目漱石 9 24 宿屋に茶代を五円やった。
坊ちゃん 夏目漱石 10 60 これをやるから取っておけ。
坊ちゃん 夏目漱石 11 79
こんな長くて、わかりにくい手紙は五円やるか
ら読んでくれと頼まれても断るのだが、
坊ちゃん 夏目漱石 12 80
宿屋へ茶代を五円やるのはいいが、あとで困
りゃしないか、
ひょっとこ 芥川龍之介 13 22
手紙はやはり、馴染みの女のところへやったの
である。
239
明治20年から大正11年（1887～1922）の小説における「てやる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
坊ちゃん 夏目漱石 1 7
ある日夕方折戸の蔭に隠れて、とうとう勘太郎
を捕まえてやった。
坊ちゃん 夏目漱石 2 7
痛かったから勘太郎を垣根へ押しつけておい
て、あしがらをかけて向こうへ倒してやった。
坊ちゃん 夏目漱石 3 8
あんまり腹がたったから、手にあった飛車を眉
間へたたきつけてやった。
坊ちゃん 夏目漱石 4 10
今となっては十倍にして返してやりたくても返
せない。
坊ちゃん 夏目漱石 5 11
おれも何だかうちが持てるような気がして、う
ん置いてやると返事だけはしておいた。
坊ちゃん 夏目漱石 6 14
資本などはどうでもいいから、これを学資にし
て勉強してやろう。
240
坊ちゃん 夏目漱石 7 16
あまり気の毒だから「行くことは行くがじき帰
る。来年の夏休みにはきっと帰る」と慰めて
やった。
坊ちゃん 夏目漱石 8 16
「何をみやげに買ってきてやろう、何がほし
い」と聞いてみたら
坊ちゃん 夏目漱石 9 18
東京いい所でございましょうと言ったからあた
りまえだと答えてやった。
坊ちゃん 夏目漱石 10 22
おれはこの時からこの坊主に山嵐というあだな
をつけてやった。
坊ちゃん 夏目漱石 11 23
帰ったってしかたがないから、少し町を散歩し
てやろうと思って、むやみに足の向く方をある
き散らした。
坊ちゃん 夏目漱石 12 24
昼飯を食ってからさっそく清に手紙を書いて
やった。
坊ちゃん 夏目漱石 13 24
難船して死にゃしないかなどの思っちゃ困るか
ら、奮発して長いのをかいてやった。
坊ちゃん 夏目漱石 14 24
今日学校へ行ってみんなにあだ名をつけてやっ
た。
坊ちゃん 夏目漱石 15 24
いまにいろいろなことを書いてやる。さような
ら」
241
坊ちゃん 夏目漱石 16 25 僕がいい下宿を周旋してやるから移りたまえ。
坊ちゃん 夏目漱石 17 26
しかしこんな田舎者に弱身を見せると癖になる
と思ったから、なるべく大きな声をして、少し
巻き舌で講釈してやった。
坊ちゃん 夏目漱石 18 26
早すぎるなら、ゆっくり言ってやるが、おれは
江戸っ子だから君らの言葉は使えない、
坊ちゃん 夏目漱石 19 26
わからなければ、わかるまで待ってるがいいと
答えてやった。
坊ちゃん 夏目漱石 20 27
しかたがないから、なんだかわからない、この
次教えてやると急いで引きあげたら、生徒がわ
あとはやした。
坊ちゃん 夏目漱石 21 27
うんと言ったが、うんだけでは気がすまなかっ
たから、この学校の生徒はわからずやだなと
言ってやった。
坊ちゃん 夏目漱石 22 32
あんまり腹が立ったから、そんな生意気なやつ
は教えないと言ってすたすた帰ってきてやっ
た。
坊ちゃん 夏目漱石 23 32
ほかの所は何を見ても東京の足元にも及ばない
が温泉だけは立派なものだ。せっかく来たもの
だから毎日はいってやろうという気で、晩飯前
に運動かたがた出掛ける。
坊ちゃん 夏目漱石 24 34
いやだけれども、これが四十円のうちへこもっ
ているならしかたがない。我慢して勤めてやろ
う。
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坊ちゃん 夏目漱石 25 36
下宿の建築が粗末なんだ、掛け合うなら下宿へ
掛け合えとへこましてやった。
坊ちゃん 夏目漱石 26 38
「バッタを知らないのか、知らなけりゃ見せて
やろう」と言ったが、あいにくはき出してし
まって一匹もいない。
坊ちゃん 夏目漱石 27 38
あべこべにやりこめてやったら「なもしと菜飯
とは違うぞな、もし」と言った。
坊ちゃん 夏目漱石 28 39
上品も下品も区別ができないのは気の毒なもの
だ」と言って六人をおっぱなしてやった。
坊ちゃん 夏目漱石 29 40
わざわざ越後まで買いに行って食わしてやって
も、食わせるだけの価値は十分ある。
坊ちゃん 夏目漱石 30 42
こうなれば隠れているやつを引きずりだして，
あやまらせてやるまではひかないぞと、心をき
めて
坊ちゃん 夏目漱石 31 42
おれが戸をあけて中にいるやつをひっつらまえ
てやろうと、いらってると
坊ちゃん 夏目漱石 32 43
面でも洗って議論に来いと言ってやったが、だ
れも面を洗いに行かない。
坊ちゃん 夏目漱石 33 49 よっぽどなぐりつけてやろうかと思った。
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坊ちゃん 夏目漱石 34 52
おれは皿のような目を野だの頭の上へまともに
浴びせかけてやった。
坊ちゃん 夏目漱石 35 53
「どうせけんのんです。こうなりゃけんのんは
覚悟です」と言ってやった。
坊ちゃん 夏目漱石 36 57
向こうの言い条がもっともなら、明日にでも辞
職してやる。
坊ちゃん 夏目漱石 37 58
あした行って一銭五厘帰してしまえば借りも貸
しもない。そうしておいて喧嘩をしてやろう。
坊ちゃん 夏目漱石 38 61
赤シャツの依頼がなければ、ここで山嵐の卑劣
をあばいて大喧嘩してやるんだが、
坊ちゃん 夏目漱石 39 61
「うん、そんなら言ってやろう。君は乱暴であ
の下宿でもてあまされているんだ。
坊ちゃん 夏目漱石 40 62 出ろと言うんだろう。君出てやれ」
坊ちゃん 夏目漱石 41 62
立ち上がりながら、部屋中ひととおり見まわし
てやった。
坊ちゃん 夏目漱石 42 63
やっぱり目をグりつかせて、山嵐をにらみつけ
てやった。
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坊ちゃん 夏目漱石 43 66
おれは、じれったくなったから、いちばん大い
に弁じてやろうと思って、半分尻をあげかけた
ら、
坊ちゃん 夏目漱石 44 81
もしあの学校に長くでもいる様子なら、東京か
ら呼び寄せてやろう。
坊ちゃん 夏目漱石 45 81
一か月ばかり東京へでも遊びにやってやりたい
気がしたやさきだから、
坊ちゃん 夏目漱石 46 84
こんな時に一口でも先方の心を慰めてやるの
は、江戸っ子義務だと思ってる。
坊ちゃん 夏目漱石 47 86
こんなことを清に書いてやったらさだめて驚く
ことだろう。
坊ちゃん 夏目漱石 48 89
野芹川の土手でもお目にかかりましたねとくら
わしてやったら、いいえ僕はあってへは行かな
い、湯にはいって、すぐ帰ったと答えた。
坊ちゃん 夏目漱石 49 89
東京から清を呼び寄せて喜ばしてやろうと思っ
たくらいな玄関だ。
坊ちゃん 夏目漱石 50 94
上げてやるったって、だれが上がってやるもん
か」
坊ちゃん 夏目漱石 51 94
上げてやるったって、だれが上がってやるもん
か」
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坊ちゃん 夏目漱石 52 94
「上げてやるって言うから、断ろうと思うんで
す」
坊ちゃん 夏目漱石 53 95
赤シャツさんが月給をあげてやろうとお言いた
ら、ありがとうと受けておおきなさいや」
坊ちゃん 夏目漱石 54 95 月給を上げてやろうというから、
坊ちゃん 夏目漱石 55 96
「さっき僕の月給をあげてやるというお話でし
たが、
坊ちゃん 夏目漱石 56 99
君に出てやれとはなしたのだが、あとから聞い
てみると、
坊ちゃん 夏目漱石 57 100 君はよっぽど強情張りだと答えてやった。
坊ちゃん 夏目漱石 58 101
できることなら、おれが代わりに行ってやりた
いような気がし出した。
坊ちゃん 夏目漱石 59 101
大いに演説でもしてその行を盛んにしてやりた
いと思うのだが、
坊ちゃん 夏目漱石 60 101
一番赤シャツの荒肝をひしいでやろうと考えつ
いたから、
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坊ちゃん 夏目漱石 61 102
赤シャツも一緒に免職させてやると大いにい
ばった。
坊ちゃん 夏目漱石 62 102
なぜ留任の運動をしてやらなかったかと聞いて
みたら、
坊ちゃん 夏目漱石 63 103
赤シャツと野だをなぐってやらないかとおもし
ろ半分に勧めてみたら、
坊ちゃん 夏目漱石 64 103 じゃ演説をして古賀君を大いにほめてやれ、
坊ちゃん 夏目漱石 65 112
いきなり拳骨で、野だの頭をぽかりとくらわし
てやった。
坊ちゃん 夏目漱石 66 114 教えてやったって、とうてい直りっこない。
坊ちゃん 夏目漱石 67 114
だから刑罰として何か返報をしてやらなくって
は義理がわるい。
坊ちゃん 夏目漱石 68 116 清の身の上を案じていてやりさえすれば、
坊ちゃん 夏目漱石 69 117 毎日少しずつくってやろう。
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坊ちゃん 夏目漱石 70 119 そうことがきまれば、おれも加勢してやる。
坊ちゃん 夏目漱石 71 123
田舎者のくせにと、いきなり、そばにいた師範
生の頭を張りつけてやった。
坊ちゃん 夏目漱石 72 126
よけいなことを言わずに絵筆でもなめていろと
言ってやった。
坊ちゃん 夏目漱石 73 126
貴様の世話になるもんかとどなりつけてやった
ら、
坊ちゃん 夏目漱石 74 131 「なお悪いや。だれが両立してやるもんか」
坊ちゃん 夏目漱石 75 136
ニ階から飛び下りて、思うさまぶちのめしてや
ろうと思ったが、やっとのことでしんぼうし
た。
坊ちゃん 夏目漱石 76 137
人家のない、杉並木でつらまえてやろうと、見
え隠れについて来た。
坊ちゃん 夏目漱石 77 139
「もうたくさんか、沢山でなけりゃ、まだ殴っ
てやる」
草枕 夏目漱石 78 49
この海老と蕨の色を一寸ターナーに見せてやり
たい。
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草枕 夏目漱石 79 57
「年寄りだから、褒めてやれば、嬉しがります
よ」ｐ５７
草枕 夏目漱石 80 59
あれが来るたびに長良の話をして聞かせてやり
ました。
草枕 夏目漱石 81 88
呼びかけて、うつつの裡から救ってやろうかと
思った。Ｐ８８
草枕 夏目漱石 82 110 「隠居さん。吉田まで送って御やり」ｐ１１０
草枕 夏目漱石 83 110 送ってやろうと思うております」ｐ１１０
草枕 夏目漱石 84 122
私が居れば中途から帰してやったんです
が・・・」ｐ１２２
草枕 夏目漱石 85 126 一つ抛り込んでやる。
草枕 夏目漱石 86 131 余は燐寸を借してやる。
ひょっとこ 芥川龍之介 87 22 その通り書いてやった。
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芋粥 芥川龍之介 88 82
「もう、堪忍してやりなされ。犬も打たれれ
ば、痛いでのう」と声をかけた。
手巾 芥川龍之介 89 110
大学病院に入院したので、先生もついでなが
ら、一二度見舞いに行ってやったことがある。
明治20年から大正11年（1887～1922）の小説における「あげる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
坊ちゃん 夏目漱石 1 79
せっかくあげるのに自分で書かなくちゃ、坊
ちゃんにはすまないと思って
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坊ちゃん 夏目漱石 2 80
お小遣いがなくて困るかも知れないから、為替
で十円あげる。
草枕 夏目漱石 3 99 御茶を上げようと思って、ｐ９９
草枕 夏目漱石 4 121 御礼に何を上げましょう」ｐ１２１
草枕 夏目漱石 5 153 幾つでも上げましょ、ｐ１５３
煙草と悪魔 芥川龍之介 6 124 あたったら、これをみんなあげます。
煙草と悪魔 芥川龍之介 7 124 それとも、波羅葦僧て利の絵をあげますか。
煙草と悪魔 芥川龍之介 8 125 これをみんな、あなたにあげますから。
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明治20年から大正11年（1887～1922）の小説における「てあげる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
坊ちゃん 夏目漱石 1 10
清はさっそく竹の棒を捜してきて、取ってあげ
ますと言った。
坊ちゃん 夏目漱石 2 10
すると清はすましたものでお兄様はお父様が
買っておあげなさるからかまいませんと言う。
坊ちゃん 夏目漱石 3 10
それじゃお出しなさい、取り換えてきてあげま
すからと、
草枕 夏目漱石 4 19 今火を焚いて乾かして上げましょ」ｐ１９
草枕 夏目漱石 5 19 「へえ、只今焚いて上げます。Ｐ１９
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草枕 夏目漱石 6 24 「何か買物があるなら頼まれて上げよ」ｐ２４
草枕 夏目漱石 7 58 「御望みなら、出して上げましょう」ｐ５８
草枕 夏目漱石 8 120
わざわざ、見せて上げたんじゃありませんか」ｐ１２
０
草枕 夏目漱石 9 149 「門まで送ってあげよう。Ｐ１４９
草枕 夏目漱石 10 172 「書いてあげましょう」ｐ１７２
明治20年から大正11年（1887～1922）の小説における「さしあげる」用例
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小説名 作者 番号 ページ 原文
坊ちゃん 夏目漱石 1 107
うらなり君がおれの前へ来て、一つ頂戴いたし
ましょうと袴のひだを正して申し込まれたか
ら、おれも窮屈にズボンのままかしこまって、
一盃差し上げた。
煙草と悪魔 芥川龍之介 2 125
では、私も奮発して、何でもあなたの仰有るも
のを、差し上げましょう。
煙草と悪魔 芥川龍之介 3 125 これでよろしければ、今でも差し上げます。
明治20年から大正11年（1887～1922）の小説における「くれる」用例
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小説名 作者 番号 ページ 原文
坊ちゃん 夏目漱石 1 10
清がものをくれる時には必ずおやじも兄もいな
い時に限る。
坊ちゃん 夏目漱石 2 10
おれ一人にくれて、兄にはやらないのかと清に
聞くことがある。
坊ちゃん 夏目漱石 3 12 ただおやじが小遣いをくれないには閉口した。
坊ちゃん 夏目漱石 4 38
急に，いわれもなく、性の知れない不安を呉れ
ること。
野呂松人形 芥川龍之介 5 73 僕に招待状をくれた人の名である。
煙草と悪魔 芥川龍之介 6 125 何でもくれますか、その牛でも。
煙管 芥川龍之介 7 138
その煙管を惜しげもなく、他人にくれてやることに
よって、
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煙管 芥川龍之介 8 140
銀の煙管をくれてやるのに、未練のあるべきはず
はない。
煙管 芥川龍之介 9 143 「うん、煙管か。煙管なら、手前にくれてやらあ」
明治20年から大正11年（1887～1922）の小説における「てくれる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
坊ちゃん 夏目漱石 1 8
おやじはちっともおれをかわいがってくれな
かった。
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坊ちゃん 夏目漱石 2 9
この婆さんがどういう因縁か、おれを非常にか
わいがってくれた。
坊ちゃん 夏目漱石 3 9 このおれをむやみに珍重してくれた。
坊ちゃん 夏目漱石 4 9
かえってこの清のようにちやほやしてくれるの
を不審に考えた。
坊ちゃん 夏目漱石 5 9
いい気性なら清以外のものも、もう少しよくし
てくれるだろうと思った。
坊ちゃん 夏目漱石 6 9
おりおりは自分の小遣いで金鍔や紅梅焼を買っ
てくれる。
坊ちゃん 夏目漱石 7 10
いつの間にか寝ている枕元へ蕎麦湯を持ってき
てくれる。
坊ちゃん 夏目漱石 8 10 時には鍋焼饂飩さえ買ってくれた。
坊ちゃん 夏目漱石 9 10 金を3円ばかり貸してくれたことさえある。
坊ちゃん 夏目漱石 10 10 お使いなさいと言ってくれた。
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坊ちゃん 夏目漱石 11 12 清はなんと言ってもほめてくれる。
坊ちゃん 夏目漱石 12 12
どうせ兄のやっかいにはなる気はない。世話を
してくれるにしたところで、喧嘩をするから、
向こうでもなんとか言い出すにきまっている。
坊ちゃん 夏目漱石 13 14
兄はそれから、50円出して、これをついでに清
に渡してくれと言ったから、異議なく引き受け
た。
坊ちゃん 夏目漱石 14 15
おれが行くたびに、おりさえすれば、なにくれ
ともてなしてくれた。
坊ちゃん 夏目漱石 15 16
来る途中小間物屋で買ってきた歯磨と楊子と手
拭をズックの鞄に入れてくれた。
坊ちゃん 夏目漱石 16 20
まあ精を出して勉強してくれと言って、うやう
やしく大きな印のおさった、辞令を渡した。
坊ちゃん 夏目漱石 17 22
あの人はうらなりの唐茄子ばかり食べるから、
蒼くふくれるんですと教えてくれた。
坊ちゃん 夏目漱石 18 23 明後日から課業を始めてくれと言った。
坊ちゃん 夏目漱石 19 25
こんなにいろいろ世話をしてくれるところを見
ると、わるい男でもなさそうだ。
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坊ちゃん 夏目漱石 20 28
実はゆうべ茶を買ってくれと頼んでおいたのだ
が、こんな苦い濃い茶はいやだ。
坊ちゃん 夏目漱石 21 28
今度からはもっと苦くないのを買ってくれと
言ったら、かしこまりましたとまた一杯しぼっ
て飲んだ。
坊ちゃん 夏目漱石 22 38
「イナゴでもバッタでも、なんでおれの床の中
へ入れたんだ。おれがいつ、バッタを入れてく
れと頼んだ」
坊ちゃん 夏目漱石 23 49
広い所だ。鰹の一匹ぐらい義理にだって、か
かってくれるだろうと、どぼんと錘の糸をほう
り込んでいいかげんに指の先であやつってい
た。
坊ちゃん 夏目漱石 24 52
「君が来たんで生徒も大いに喜んでいるから、
奮発してやってくれたまえ」と今度は釣にはま
るで縁故もないことを言い出した。
坊ちゃん 夏目漱石 25 53
ここが我慢だと思って、しんぼうしてくれたま
え。けっして君のためにならないようなことは
しないから」
坊ちゃん 夏目漱石 26 55
ここで失敗しちゃ僕らも君を詠んだかいがな
い、どうか気をつけてくれたまえ」
坊ちゃん 夏目漱石 27 55
親切に下宿の世話なんかしてくれても、めった
にゆだんのできないのがありますから・・・。
坊ちゃん 夏目漱石 28 57
実はこれこれだ、じゃまだから辞職してくれと
言や、よさそうなもんだ。
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坊ちゃん 夏目漱石 29 59
君昨日帰りがけに船の中で話したことは、秘密
にしてくれたまえ。
坊ちゃん 夏目漱石 30 59
君がもしここで乱暴を働いてくれると、僕は非
常に迷惑する。
坊ちゃん 夏目漱石 31 59
すると赤シャツはそれじゃ昨日のことは君の参
考だけにとめて、口外してくれるなと汗をかい
て依頼に及ぶから、
坊ちゃん 夏目漱石 32 61 「氷水の代は受け取るから、下宿は出てくれ」
坊ちゃん 夏目漱石 33 69
おれの言おうと思うところをおれの代わりに山
嵐がすっかり言ってくれたようなものだ。
坊ちゃん 夏目漱石 34 72
あの人を訪ねて聞いたら、よさそうな下宿を教
えてくれるかもしれない。
坊ちゃん 夏目漱石 35 73
たしかな人があるなら貸してもいいから周旋し
てくれと頼んだことがある。
坊ちゃん 夏目漱石 36 73 親切に連れて行ってくれた。
坊ちゃん 夏目漱石 37 79 ドウゾしまいまで読んでくれ。という冒頭で
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坊ちゃん 夏目漱石 38 79
こんな長くて、わかりにくい手紙は五円やるか
ら読んでくれと頼まれても断るのだが、
坊ちゃん 夏目漱石 39 80
この次にはせめてこの手紙の半分ぐらいの長さ
のを書いてくれ。
坊ちゃん 夏目漱石 40 82
それではおじゃまをいたしましょうとようやく
おれの言うことを聞いてくれた。
坊ちゃん 夏目漱石 41 84
ところがあいにくうらなり君のほうでは、うま
い具合にこっちの調子に乗ってくれない。
坊ちゃん 夏目漱石 42 85
おれによそながら注意をしてくれるかと思う
と、
坊ちゃん 夏目漱石 43 89 僕のうちまで来てくれと言うから、
坊ちゃん 夏目漱石 44 89
「君が来てくれてから、前任者の時代よりも成
績がよくあがって、
坊ちゃん 夏目漱石 45 93
どうぞ毎月いただくものを、今少しふやしてお
くれんかてて、あなた」
坊ちゃん 夏目漱石 46 93
校長さんがちょっと来てくれと古賀さんにお言
いよるけれ、
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坊ちゃん 夏目漱石 47 94 「卑怯でもあんた、月給を挙げておくれたら、
坊ちゃん 夏目漱石 48 98
その代わりが古賀君よりも多少低給で来てくれ
る。
坊ちゃん 夏目漱石 49 99
君が乱暴して困るから、どうか出るように話し
てくれと頼んだから、まじめに受けて、
坊ちゃん 夏目漱石 50 102 えらいとほめてくれた。
坊ちゃん 夏目漱石 51 104
先生があれは海屋といって有名な書家のかいた
ものだと教えてくれた。
坊ちゃん 夏目漱石 52 109
「さあ、諸君、いかさま師を引っ張ってきた。
さあ飲ましてくれたまえ。
坊ちゃん 夏目漱石 53 109 酔わしてくれたまえ
坊ちゃん 夏目漱石 54 110 自分のために送別会を開いてくれたのは、
坊ちゃん 夏目漱石 55 110 自分の転任を惜しんでくれるんじゃない。
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坊ちゃん 夏目漱石 56 115
今度はもっと詳しく書いてくれとの注文だか
ら、
坊ちゃん 夏目漱石 57 119 そうしたら、加勢してくれたまえ」
坊ちゃん 夏目漱石 58 124 山嵐はだいぶ皿が出ているぜと教えてくれた。
坊ちゃん 夏目漱石 59 128
僕らを誘い出して喧嘩のなかへ、巻き込んだの
は策だぜと教えてくれた。
坊ちゃん 夏目漱石 60 130
まことに気の毒だけれども、事情やむをえんか
ら処決してくれと言われたとのことだ。
坊ちゃん 夏目漱石 61 132 少し学校の事情も察してくれなくちゃ困る。
坊ちゃん 夏目漱石 62 133
もし赤シャツがここへ一度来てくれなければ、
山嵐は、生涯天誅を加えることはできないので
ある。
坊ちゃん 夏目漱石 63 137 出られるようにしておいてくれと頼んできた。
坊ちゃん 夏目漱石 64 138 尻もちをついて、助けてくれと言った。
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草枕 夏目漱石 65 19
「そこをもう少し燃し付けてくれれば、あたりながら
乾かすよ。Ｐ１９
草枕 夏目漱石 66 31 普段使っている部屋で我慢してくれと云った。Ｐ３１
草枕 夏目漱石 67 62 御願だから、もう少し湯か石鹸をつけてくれ」ｐ６２
草枕 夏目漱石 68 66 「おい、もう一遍石鹸をつけてくれないか。Ｐ６６
草枕 夏目漱石 69 84 出てくれない様な気がする。Ｐ８４
草枕 夏目漱石 70 88 穏やかに寝かして呉れと思うかも知れぬ。Ｐ８８
草枕 夏目漱石 71 100 主人役に、又半分引き受けてくれる。Ｐ１００
草枕 夏目漱石 72 109 どうかな。買うて来て御呉れかな」ｐ１０９
草枕 夏目漱石 73 110 「御伯父さんは送って呉れでもいいです」ｐ１１０
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草枕 夏目漱石 74 121
「西洋画で唐紙をかいてくれって、云いましたよ。Ｐ
１２１
草枕 夏目漱石 75 138
こんな洒落に、人を取り扱ってくれたかと思うと、何
となく気分が晴晴した。Ｐ１３８
草枕 夏目漱石 76 146
和尚は茶箪笥から茶器を取り出して、茶を注いでく
れる。Ｐ１４６
草枕 夏目漱石 77 153 密柑取りに一枚売ってくれと云ったら、ｐ１５３
草枕 夏目漱石 78 153 猟師が鴨をとるんだと教えてくれた。Ｐ１５３
草枕 夏目漱石 79 170
まあまあ、目出度凱旋をして帰って来てくれ。Ｐ１７
０
明治20年から大正11年（1887～1922）の小説における「てくださる」用例
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小説名 作者 番号 ページ 原文
坊ちゃん 夏目漱石 1 11
どうか置いてくださいと何べんもくり返して頼
んだ。
坊ちゃん 夏目漱石 2 65
善後策について腹蔵のないことを参考のためにお
述べください。」
坊ちゃん 夏目漱石 3 90 あれを忘れずにいてくださればいいのです」
坊ちゃん 夏目漱石 4 90
そこで君が今のように出精してくだされば、学
校のほうでも、ちゃんと見ているんだから、
坊ちゃん 夏目漱石 5 106
諸先生がたが小生のためにこの盛大なる送別会
をお開きくださったのは、まことに感銘のいたりにた
えぬしだいで、
坊ちゃん 夏目漱石 6 132 私の言うほうも少しは察してください。
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坊ちゃん 夏目漱石 7 132 うちでもう一ぺん考え直してみてください」
坊ちゃん 夏目漱石 8 140
あら坊ちゃん、よくまあ、早く帰って来てくだ
さったと涙をぽたぽたと落とした。
坊ちゃん 夏目漱石 9 141
清が死んだら、坊ちゃんのお寺へ埋めてくださ
い。
草枕 夏目漱石 10 56 「ええ、見せてください」ｐ５６
草枕 夏目漱石 11 108 「この肌合と、この眼を見て下さい」ｐ１０８
草枕 夏目漱石 12 115 「ホホホそれじゃ読んで下さい」ｐ１１５
草枕 夏目漱石 13 123 奇麗な画にかいて下さい」ｐ１２３
草枕 夏目漱石 14 172 「先生私の画をかいて下さいな」ｐ１７２
草枕 夏目漱石 15 172
もっと私の気象の出る様に、丁寧にかいてくだ
さい」ｐ１７２
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明治20年から大正11年（1887～1922）の小説における「もらう」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
坊ちゃん 夏目漱石 1 6
親類のものからナイフをもらってきれいなきれ
いな刃を日にかざして、友達に見せていたら、
坊ちゃん 夏目漱石 2 10 靴足袋ももらった、
坊ちゃん 夏目漱石 3 10 鉛筆ももらった。
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坊ちゃん 夏目漱石 4 10 帳面ももらった。
坊ちゃん 夏目漱石 5 10
兄とはむろん仲が良くないけれど、兄に隠して
清から菓子や色鉛筆をもらいたくはない。
坊ちゃん 夏目漱石 6 12 清には菓子をもらう、時々ほめられる。
坊ちゃん 夏目漱石 7 13
婆さんは何にも知らないから年さえとれば兄の
家がもらえると信じている。
坊ちゃん 夏目漱石 8 13
例に似ぬ淡白な処置が気に入ったから、礼を
言ってもらっておいた。
坊ちゃん 夏目漱石 9 13
奥様をおもらいになるまでは仕方がないから、
甥のやっかいになりましょうと、
坊ちゃん 夏目漱石 10 13
それにしても早くうちを持ての、妻をもらえ
の、来て世話をするのと言う。
坊ちゃん 夏目漱石 11 13
なんの600円ぐらいもらわんでも困りはせんと
思ったが、
坊ちゃん 夏目漱石 12 14
なにも縁だと思って規則書をもらってすぐ入学
の手続きをしてしまった。
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坊ちゃん 夏目漱石 13 19
みんなやったってこれからは月給をもらうんだ
からかまわない。
坊ちゃん 夏目漱石 14 59
月給をもらったり、騒動を起こしたりしちゃ学
校のほうでも困るでしょうと言った。
坊ちゃん 夏目漱石 15 74
どこのだれさんは二十歳でお嫁をおもらいた
の、
坊ちゃん 夏目漱石 16 74
それじゃぼくも、二十四でお嫁をおもらいるけ
れ、
坊ちゃん 夏目漱石 17 74
「本当の本当のって僕あ、嫁がもらいたくって
しかたがないんだ」
坊ちゃん 夏目漱石 18 77
破約になればもらうかもしれんが、今のところ
は遠山家とただ交際をしているばかりじゃ、
坊ちゃん 夏目漱石 19 80 先だって坊ちゃんからもらった五十円を、
草枕 夏目漱石 20 24
娘に霊厳寺のお札を一枚もらってきて御呉れなさ
い」ｐ２４
草枕 夏目漱石 21 24 「はい、貰ってきよ。Ｐ２４
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草枕 夏目漱石 22 69 文をもらってさ」ｐ６９
草枕 夏目漱石 23 165 私にお金を貰いに来たのです」ｐ１６５
草枕 夏目漱石 24 169
「短刀なんぞ貰うと、一寸戦争に出て見たくなりゃし
ないか」ｐ１６９
芋粥 三島由紀夫 25 85
始終、いじめられている犬は、たまに肉をも
らっても容易によりつかない。
運 芥川龍之介 26 163 今朝もらった綾と絹のことを思い出したので、
葬儀記 芥川龍之介 27 195
和辻さんに貰った「朝日」を吸いながら、炉の
ふちへ足をかけて、
明治20年から大正11年（1887～1922）の小説における「てもらう」用例
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小説名 作者 番号 ページ 原文
坊ちゃん 夏目漱石 1 20
まず大体のことをのみ込んでおいてもらおうと
言って、
坊ちゃん 夏目漱石 2 57
そんな裏表のあるやつから、氷水でもおごって
もらっちゃ、おれの顔にかかわる。
坊ちゃん 夏目漱石 3 61
あすこの亭主が来て君に出てもらいたいと言う
から、その訳を聞いたら亭主の言うのはもっと
もだ
坊ちゃん 夏目漱石 4 71
出てもらいたいんだか、いてもらいたいんだか
わかりゃしない。
坊ちゃん 夏目漱石 5 78
おれのような単純なものには白とか黒とかかた
づけてもらわないと、どっちへ味方をしていい
かわからない。
坊ちゃん 夏目漱石 6 82
実はどうかして、そばへかけてもらいたかった
くらいに気の毒でたまらない。
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坊ちゃん 夏目漱石 7 91
どうか今からそのつもりで覚悟をしてやっても
らいたいですね」
坊ちゃん 夏目漱石 8 91
君にもっと重大な責任を持ってもらうかもしれ
ないという意味なんです」
坊ちゃん 夏目漱石 9 100
やっぱりおごってもらうほうがいいようだか
ら、
坊ちゃん 夏目漱石 10 110
こんな送別会なら、開いてもらわない方がよっ
ぽどましだ。
坊ちゃん 夏目漱石 11 126
何がおかしいんだ。貴様たちにこしらえても
らった顔じゃあるまいし。
坊ちゃん 夏目漱石 12 132 代わりのあるまでどうかやってもらいたい。
草枕 夏目漱石 13 72 「御免、一つ剃って貰おうか」ｐ７２
草枕 夏目漱石 14 145 そうでも、賞めて置いてもらおう。Ｐ１４５
草枕 夏目漱石 15 171
頼んでも、もがいても、引いていて貰う訳には行か
ぬ。Ｐ１７１
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ひょっとこ 芥川龍之介 16 19
医者を呼んで、やっと正気にかえしてもらうま
で、かれこれ三十分ばかり手間取った。
仙人 芥川龍之介 17 34
彼は、その時、老人に書いてもらった、四句の
語を出して示すのである。
鼻 芥川龍之介 18 47 鼻を持ち上げていてもらうことにした。
運 芥川龍之介 19 156 「だって、授けてもらえばわかるじゃないか。
明治20年から大正11年（1887～1922）の小説における「いただく」用例
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小説名 作者 番号 ページ 原文
坊ちゃん 夏目漱石 1 73
巾着切りのうわまえをはねなければ三度の御膳
がいただけないと、事がきまればこうして、生
きてるのも考え物だ。
坊ちゃん 夏目漱石 2 79
坊ちゃんの手紙をいただいてから、すぐ返事を
書こうと思ったが、あいにく風邪を引いて一週
間ばかり寝ていたものだから、
坊ちゃん 夏目漱石 3 93
どうぞ毎月いただくものを、今少しふやしてお
くれんかてて、あなた」
坊ちゃん 夏目漱石 4 94 おとなしくいただいておくほうが得ぞなもし」
坊ちゃん 夏目漱石 5 107
野だ公はうやうやしく校長の前へ出て盃をいた
だいてる。
煙草と悪魔 芥川龍之介 6 125
その代り、私が勝ったら、その花の咲く草を頂
きます。
煙管 芥川龍之介 7 144
「いえ、ありがとうございますが、手前はも
う、以前に頂いておりまする」
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明治20年から大正11年（1887～1922）の小説における「ていただく」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
坊ちゃん 夏目漱石 1 89
どうか学校でも信頼しているのだから、そのつ
もりで勉強していただきたい」
坊ちゃん 夏目漱石 2 91
追っては君にももっと働いていただかなくては
ならんようになるかもしれないから、
草枕 夏目漱石 3 57
「ほほほほ。父は道具を人に見て頂くのが大好き
なんですから・・・」ｐ５７
草枕 夏目漱石 4 100
「なあに、見て頂いたんじゃないですが、鏡が池で
写生している所を和尚さんに見付ったのです」ｐ１０
０
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ひょっとこ 芥川龍之介 5 22
おやじの代から使っていた番頭が、若旦那に手
紙を一本書いていただきたいと言う。
孤独地獄 芥川龍之介 6 60
自分のようなものでも相談相手になれるなら是
非させていただきたい―そういう口吻を漏らし
てみたが、
運 芥川龍之介 7 167
「へええ、そうかね。私なら、二つ返事で、授
けていただくがね」
大正12年～昭和20年（1923～1945）の小説における「やる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
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痴人の愛 谷崎潤一郎 1 88 種を蒔いたり、水をやったりしましたけれど、
美しい村 堀辰雄 2 22
爺やのいじくっている植木の一つへ目をやりな
がら。
美しい村 堀辰雄 3 54
私の空いている方の手を自分の肩の上へやりな
がら、
風立ちぬ 堀辰雄 4 79 お前をすこし先にやりながら、
風立ちぬ 堀辰雄 5 87 私はやって彼女の方へ目をやりながら
風立ちぬ 堀辰雄 6 93 空虚な目をやっていた。
風立ちぬ 堀辰雄 7 105 一度山の方へ目をやったが、
風立ちぬ 堀辰雄 8 113 裏の雑木林の方へ目をやって見ると、
風立ちぬ 堀辰雄 9 156 灌木の根もとへ目をやると、
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大正12年～昭和20年（1923～1945）の小説における「てやる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
痴人の愛 谷崎潤一郎 1 9
ですから最初の私の計画は、とにかくこの児を
引き取って世話をしてやろう。
痴人の愛 谷崎潤一郎 2 9 大いに教育してやって
痴人の愛 谷崎潤一郎 3 13 彼女を下から押し上げてやって、
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痴人の愛 谷崎潤一郎 4 20
僕が月謝を出してやるから、習いに行ったらい
いじゃないか
痴人の愛 谷崎潤一郎 5 20 立派な女に仕立ててやりたいと思うんだけれど
痴人の愛 谷崎潤一郎 6 28 などを知らせてやりましたけれど、
痴人の愛 谷崎潤一郎 7 28
知らせる必要が起った場合には知らせてやろう
と
痴人の愛 谷崎潤一郎 8 30 じゃ仕方ない、炊いてやろうか。
痴人の愛 谷崎潤一郎 9 33 絆創膏を貼ってやるから此方へおいで」
痴人の愛 谷崎潤一郎 10 33 そして絆創膏を貼ってやり、
痴人の愛 谷崎潤一郎 11 33 手拭きを裂いて繃帯をしてやる間も
痴人の愛 谷崎潤一郎 12 33 毎日繃帯を取り替えてやる度に、
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痴人の愛 谷崎潤一郎 13 33
自分自身のつもりでは寧ろ彼女を育ててや
り、、
痴人の愛 谷崎潤一郎 14 33 立派な婦人に仕込んでやるのが楽しみなので
痴人の愛 谷崎潤一郎 15 34
そのモスリンは先達のお盆に買ってやったの
で、
痴人の愛 谷崎潤一郎 16 39 その代り何か着物を買ってやるから。
痴人の愛 谷崎潤一郎 17 41 腹這いにさせて浮かしてやったり、
痴人の愛 谷崎潤一郎 18 41 その脚を持って足掻き方を教えてやったり、
痴人の愛 谷崎潤一郎 19 41
わざと突然手をつッ放して苦い潮水を飲まして
やったり
痴人の愛 谷崎潤一郎 20 45 ボタンを嵌めてやる折に、
痴人の愛 谷崎潤一郎 21 46 その肩を押し込んでやるのが常でした。
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痴人の愛 谷崎潤一郎 22 47
手だの足だの背中だのをゴムのスポンジで洗っ
てやる習慣がついたことです。
痴人の愛 谷崎潤一郎 23 47 洗ってやるからこの盥の中へお這入り
痴人の愛 谷崎潤一郎 24 47 ずっと冬中洗ってやるようになったのです。
痴人の愛 谷崎潤一郎 25 49 私が腕を洗ってやったら
痴人の愛 谷崎潤一郎 26 55 どんなものでも買ってやるよ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 27 61 彼女を十分に教育してやり、
痴人の愛 谷崎潤一郎 28 76 わざと譲治さんを困らしてやろうと思って、
痴人の愛 谷崎潤一郎 29 76 できないふりをしてやったの
痴人の愛 谷崎潤一郎 30 79 折角だから欺されてやるよ。
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痴人の愛 谷崎潤一郎 31 79 わざとその手に乗ってやります。
痴人の愛 谷崎潤一郎 32 79 却って女を欺してやっているのだと
痴人の愛 谷崎潤一郎 33 80 欺された体を装ってやる。
痴人の愛 谷崎潤一郎 34 80
そうして彼女のよろこぶ顔を見てやったほう
が、
痴人の愛 谷崎潤一郎 35 80 却って大いに焚きつけてやりました。
痴人の愛 谷崎潤一郎 36 80
彼女の自身をいよいよ強くするように仕向けて
やりました。
痴人の愛 谷崎潤一郎 37 81
成るべく彼女を勝たせるようにしてやったの
で、
痴人の愛 谷崎潤一郎 38 81 一番復讐戦をしてやるからな
痴人の愛 谷崎潤一郎 39 81 今度こそほんとうに勝ってやるから！
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痴人の愛 谷崎潤一郎 40 81
私は殊更下手な手を打って相変わらず負けてや
ります。
痴人の愛 谷崎潤一郎 41 82 私がナオミの機嫌を取ってやっている。
痴人の愛 谷崎潤一郎 42 82 又トランプで取ってやろうかな
痴人の愛 谷崎潤一郎 43 87
それを助けてやりたいと云うんで倶楽部を拵え
たんですって。
痴人の愛 谷崎潤一郎 44 90 云う人を助けてやらないじゃ気の毒だわ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 45 92 そしたら奴等を取っ掴まえて習ってやるのよ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 46 98 ナオミは帯の間から扇子を出して渡してやって
痴人の愛 谷崎潤一郎 47 110
浜さんでもまアちゃんでも誘って行って、踊っ
てやるから
痴人の愛 谷崎潤一郎 48 115
僕が掃除をしてやるから、お前は庭に出ておい
で」
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痴人の愛 谷崎潤一郎 49 118 のんびりと成長させてやること、
痴人の愛 谷崎潤一郎 50 119 私が御飯を炊いてやり、
痴人の愛 谷崎潤一郎 51 119 おかずを拵えてやることもある。
痴人の愛 谷崎潤一郎 52 119
この上ダンスの衣裳を買ってやったりしたら
にっちもさ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 53 122 田舎に云ってやればいいのに
痴人の愛 谷崎潤一郎 54 124 私は最初に彼女の頬を拭いてやり、
痴人の愛 谷崎潤一郎 55 124 眼窩の周りを拭うてやると、
痴人の愛 谷崎潤一郎 56 124
まだいくらか濡れている眼玉の上を撫でてや
り、
痴人の愛 谷崎潤一郎 57 125 着物でも買っておやり
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痴人の愛 谷崎潤一郎 58 125
私が云ってやったよりも百円余計為替が封入し
てあったのです。
痴人の愛 谷崎潤一郎 59 138 注意しておやりよ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 60 146
あれじゃ困るから注意してやるって云っていた
わ
痴人の愛 谷崎潤一郎 61 152
だからあたし、わざと猿々ッて云ってやったん
ですよ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 62 153 大いに自慢してやりたいことです。
痴人の愛 谷崎潤一郎 63 156 まあそう云わずに踊ってやんなよ
痴人の愛 谷崎潤一郎 64 156 「踊ってやんな」どは何と云う云い草だ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 65 160 同情してやらないじゃ可哀そうよ
痴人の愛 谷崎潤一郎 66 165 私がこの女を抱いてやるとき、
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痴人の愛 谷崎潤一郎 67 170 寝そうになったら擽ってやるのよ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 68 177 降参させてやろうか
痴人の愛 谷崎潤一郎 69 180
毎晩々々お湯へ入れてシャボンで洗ってやった
のだ
痴人の愛 谷崎潤一郎 70 188
十五の歳から養ってやった己の恩義には感謝し
ている。
痴人の愛 谷崎潤一郎 71 197
私は彼女の腕だの背中だのを暫く掻いてやりま
した。
痴人の愛 谷崎潤一郎 72 197 着物を着換えさせてやる間、
痴人の愛 谷崎潤一郎 73 203 今でも洗ってやりたいんだけれど
痴人の愛 谷崎潤一郎 74 203 彼女の体を洗ってやるようになりました。
痴人の愛 谷崎潤一郎 75 223 とにかく現場を突き止めてやりたい。
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痴人の愛 谷崎潤一郎 76 223
あとで彼等がどんなしらじらしい出まかせを云
うか試してやりたい。
痴人の愛 谷崎潤一郎 77 223 トッチメてやりたいと思ったので
痴人の愛 谷崎潤一郎 78 225 もう可愛がってやらないわよ
痴人の愛 谷崎潤一郎 79 225 払ってやっているんじゃないか
痴人の愛 谷崎潤一郎 80 249 十五の歳に僕が引き取ってやったんですよ
痴人の愛 谷崎潤一郎 81 255 着物の包みを取って来てやり、
痴人の愛 谷崎潤一郎 82 259 私が自分で育ててやり、
痴人の愛 谷崎潤一郎 83 259 自分でこれほどの女にしてやり、
痴人の愛 谷崎潤一郎 84 264 仕方がないから我慢してやっているんだけれど
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痴人の愛 谷崎潤一郎 85 267 ナオミのために特にピアノを一台買ってやる。
痴人の愛 谷崎潤一郎 86 268 それは国もとへそう云ってやり、
痴人の愛 谷崎潤一郎 87 268 私は女中の世話も頼んでやったのでしたが、
痴人の愛 谷崎潤一郎 88 268 何をするか見ていてやれ
痴人の愛 谷崎潤一郎 89 269 僕は当分そんな物は買ってやらんよ
痴人の愛 谷崎潤一郎 90 270
立派な奥さんらしく向上させてやりたいんだ
よ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 91 275 荷物はみんな渡してやるから！
痴人の愛 谷崎潤一郎 92 280 体を洗ってやったこと。
痴人の愛 谷崎潤一郎 93 280 それは私が彼女を風呂へ入れてやって、
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痴人の愛 谷崎潤一郎 94 280 体を洗ってやっていた頃
痴人の愛 谷崎潤一郎 95 284 「・・・・・・荷物はみんな渡してやるから」
痴人の愛 谷崎潤一郎 96 284 とそう云ってやったのに
痴人の愛 谷崎潤一郎 97 286 己は迎いに行ってやろう。
痴人の愛 谷崎潤一郎 98 288 僕がそう云ってやったんですよ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 99 306 泊めるどころか洋服を着せてやったり、
痴人の愛 谷崎潤一郎 100 306
腕環や頸飾りを着けてやったりしているんだか
ら、
痴人の愛 谷崎潤一郎 101 317
そして善良な方面へ導いておやりになるように
と、
痴人の愛 谷崎潤一郎 102 329 己の方から浅草の家へ届けてやるから
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痴人の愛 谷崎潤一郎 103 341 気の毒だと思って憐れんでやるから、
痴人の愛 谷崎潤一郎 104 342 滅茶苦茶にしてやるわよ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 105 354 あたし尚更からかってやりたくなるんだわ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 106 357 この壁を打ち壊してやりたいもんだ
痴人の愛 谷崎潤一郎 107 361 安全剃刀を貸してやるから、
痴人の愛 谷崎潤一郎 108 362 それを金盥へ取ってやったり、
痴人の愛 谷崎潤一郎 109 362 いろいろ支度をしてやっている間に、
痴人の愛 谷崎潤一郎 110 365 毎日湯に入れて流してやったのだ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 111 367 相手になんかしてやるもんか
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美しい村 堀辰雄 112 43 何か持って行ってやったりしますと、
風立ちぬ 堀辰雄 113 87
どうしても言わないね、じゃ僕が言ってやろう
か？
風立ちぬ 堀辰雄 114 92 ついでに君の体も診ておいてやるんだったな
風立ちぬ 堀辰雄 115 108 私はそっと彼女の髪に接吻をしてやる。
風立ちぬ 堀辰雄 116 119 それを彼女の口に持って行ってやった。
風立ちぬ 堀辰雄 117 120 渦を巻いている髪を掻き上げてやりながら、
風立ちぬ 堀辰雄 118 123 知らん顔をしていてやるわ
風立ちぬ 堀辰雄 119 133
私は何か気軽い調子で返事をしてやりたいと思
いながら、
風立ちぬ 堀辰雄 120 139
おれは現在のお前の事なんぞちってとも考えて
やりはしないのだ。
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風立ちぬ 堀辰雄 121 144 じゃ、明りを消してやろうか？
大正12年～昭和20年（1923～1945）の小説における「あげる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
痴人の愛 谷崎潤一郎 1 55 僕の月給をみんなお前にあげてもいいが
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大正12年～昭和20年（1923～1945）の小説における「てあげる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
痴人の愛 谷崎潤一郎 1 17 家の前まで送って上げよう
痴人の愛 谷崎潤一郎 2 19 あるなら僕が習わせてあげてもいいけれど
痴人の愛 谷崎潤一郎 3 22
そのあい間に一と通りの教育はさせてあげます
が
痴人の愛 谷崎潤一郎 4 29 僕の布団と一枚取換えてあげようか
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痴人の愛 谷崎潤一郎 5 30 今朝は僕がおまんまを炊いてあげようか
痴人の愛 谷崎潤一郎 6 38
来年は何処か変ったところへゆっくり連れて
行って上げるから。
痴人の愛 谷崎潤一郎 7 39 洋服を拵えて上げよう
痴人の愛 谷崎潤一郎 8 52 僕は一生お前を可愛がって上げるよ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 9 52 お前の望みは何でもきっと聴いてあげるから、
痴人の愛 谷崎潤一郎 10 54 『奥さん』と呼んであげようか？
痴人の愛 谷崎潤一郎 11 55 もう直ぐピアノも買って上げるから。
痴人の愛 谷崎潤一郎 12 57 ああ拵えて上げるとも。
痴人の愛 谷崎潤一郎 13 62
お前が偉くなってくれればまだまだ僕はいろい
ろ物を買って上げるよ
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痴人の愛 谷崎潤一郎 14 72 荷物は明日にでも送り届けて上げるから。
痴人の愛 谷崎潤一郎 15 73 それなら堪忍して上げるから。
痴人の愛 谷崎潤一郎 16 81 一つ捻ってあげるから入らッしゃいよ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 17 111 あたし譲治さんと踊って上げるわ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 18 121 あの金で買ってあげるよ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 19 127 でなけりゃあたし踊って上げないわ
痴人の愛 谷崎潤一郎 20 143 後であたなと踊ってあげるから
痴人の愛 谷崎潤一郎 21 151 一匹分けて上げようと思うの。
痴人の愛 谷崎潤一郎 22 153 踊ってあげるからいらっしゃい
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痴人の愛 谷崎潤一郎 23 154 踊ってあげよう
痴人の愛 谷崎潤一郎 24 156
今度のフォックス・トロットに河合さんと踊っ
て上げたら？
痴人の愛 谷崎潤一郎 25 175 迫害されたいんならして上げようか
痴人の愛 谷崎潤一郎 26 251 ナオミさんを捨てないで上げて下さい。
痴人の愛 谷崎潤一郎 27 348 一つ接吻して上げるわ
痴人の愛 谷崎潤一郎 28 351 その代りキッスして上げるわ
痴人の愛 谷崎潤一郎 29 351 譲治さんだから特別にして上げるんだわ
痴人の愛 谷崎潤一郎 30 354 いいことを教えて上げるわ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 31 354 大人しくしていればして上げるわ、
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痴人の愛 谷崎潤一郎 32 369 人間扱いにして上げる、
美しい村 堀辰雄 33 54 僕が持っていて上げよう
風立ちぬ 堀辰雄 34 120 今注射を頼んで来て上げるわ
大正12年～昭和20年（1923～1945）の小説における「さしあげる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
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痴人の愛 谷崎潤一郎 1 96
アイスクリームでも差し上げようかと申すので
すけれど、
大正12年～昭和20年（1923～1945）の小説における「くれる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
痴人の愛 谷崎潤一郎 1 26
別れるときにその花束をいつも私にくれるので
した。
美しい村 堀辰雄 2 43
くれるというものなら貰っといたらいいじゃね
えか
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美しい村 堀辰雄 136 43
先にはうちでもちょいちょい何かくれてやりま
したもので、
大正12年～昭和20年（1923～1945）の小説における「てくれる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
痴人の愛 谷崎潤一郎 1 8 万事を切り盛りしていてくれたので
痴人の愛 谷崎潤一郎 2 10 彼女は女中の役もしてくれ、
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痴人の愛 谷崎潤一郎 3 10 小鳥の代わりにもなってくれよう。
痴人の愛 谷崎潤一郎 4 11 だれでも喜んで世話をしてくれたでしょう。
痴人の愛 谷崎潤一郎 5 13 ときどき御馳走をしてくれるから、
痴人の愛 谷崎潤一郎 6 18 彼女が料理を運んで来てくれたので、
痴人の愛 谷崎潤一郎 7 18 マッチを擦ってくれました。
痴人の愛 谷崎潤一郎 8 20 じゃ、ほんとうにやらしてくれる？
痴人の愛 谷崎潤一郎 9 21 一遍お前の身内の人に会わしてくれろう
痴人の愛 谷崎潤一郎 10 21 いいのよ、会ってくれないでも。
痴人の愛 谷崎潤一郎 11 23
誰かが彼女を引き取って成人させてくれさえす
れば
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痴人の愛 谷崎潤一郎 12 36 おッ母さんが縫ってくれたの
痴人の愛 谷崎潤一郎 13 43 私に与えてくれたのでした。
痴人の愛 谷崎潤一郎 14 51
じゃナオミちゃんも僕の奥さんになってもいい
気で来てくれたんだね
痴人の愛 谷崎潤一郎 15 52 よく分かっていてくれた。
痴人の愛 谷崎潤一郎 16 52
こんなにまで僕の理想にかなった女になってく
れようとは思わなかった。
痴人の愛 谷崎潤一郎 17 52
ほんとに僕はお前のために生きているんだと
思っておくれ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 18 52
お前ももっと学問をして立派な人になっておく
れ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 19 53
母は前から私の性格を理解しており、信用して
いてくれたので、
痴人の愛 谷崎潤一郎 20 54
いつまで立ってもあたしのことを『ナオミちゃ
ん』と呼んでくれる？
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痴人の愛 谷崎潤一郎 21 55 「いいわ、そんなにしてくれないでも。
痴人の愛 谷崎潤一郎 22 57 あったらあたしに拵えてくれる？
痴人の愛 谷崎潤一郎 23 62
お前が偉くなってくれればまだまだ僕はいろい
ろ物を買って上げるよ
痴人の愛 谷崎潤一郎 24 66
西洋人がナオミをそんなにひいきにしてくれ
る。
痴人の愛 谷崎潤一郎 25 66 賢い児だと云ってくれるのが、
痴人の愛 谷崎潤一郎 26 71 もう今日限りにこの家を出て行ってくれ！
痴人の愛 谷崎潤一郎 27 71 今直ぐ此処を出て行ってくれ！
痴人の愛 谷崎潤一郎 28 72 今夜浅草へ帰っておくれ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 29 86
是非あたしにも這入ってくれッて云いに来たの
よ
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痴人の愛 谷崎潤一郎 30 98 扇子を持ってたら貸してくれないか、
痴人の愛 谷崎潤一郎 31 103 杉崎女史が傍から引き取ってくれました。
痴人の愛 谷崎潤一郎 32 115 ナオミは家事向きの用をしてくれ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 33 120 此方を向いておくれ
痴人の愛 谷崎潤一郎 34 122 送ってくれる？
痴人の愛 谷崎潤一郎 35 122 それあ送ってくれるとも
痴人の愛 谷崎潤一郎 36 127 珍しくも私の服を出して来てくれ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 37 127
埃を払ったり火熨斗をかけたりしてくれまし
た。
痴人の愛 谷崎潤一郎 38 153 己の宝物を見てくれ
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痴人の愛 谷崎潤一郎 39 191 少し行動を慎しんでおくれ
痴人の愛 谷崎潤一郎 40 197 そこにある寝間着を取ってくれない？
痴人の愛 谷崎潤一郎 41 197 そうしてあたしに着せてくれない？
痴人の愛 谷崎潤一郎 42 199
ただ私が信じてくれ、愛してくれれば沢山だと
か、
痴人の愛 谷崎潤一郎 43 199
ただ私が信じてくれ、愛してくれれば沢山だと
か、
痴人の愛 谷崎潤一郎 44 203 この頃あたしをお湯に入れてくれないのね、
痴人の愛 谷崎潤一郎 45 203
あの時分にはあたしの体を始終洗ってくれた
じゃないの
痴人の愛 谷崎潤一郎 46 206 ナオミがそれを云いだしてくれたのは、
痴人の愛 谷崎潤一郎 47 232 私に話してくれませんか。
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痴人の愛 谷崎潤一郎 48 238 どうか僕を赦すと云ってくれませんか、
痴人の愛 谷崎潤一郎 49 241 遊びにきてくれと言われたんで
痴人の愛 谷崎潤一郎 50 244
そして是非とも熊谷と切れてくれろうと云った
んです。
痴人の愛 谷崎潤一郎 51 244 もう少し時間を待ってくれろうと
痴人の愛 谷崎潤一郎 52 248 浜田君、君が正直に云ってくれたので、
痴人の愛 谷崎潤一郎 53 250 進んで彼女を譲ってくれと云い出すつもりだ
痴人の愛 谷崎潤一郎 54 250
ナオミが熊谷とほんとうに手を切ってくれれば
よし、
痴人の愛 谷崎潤一郎 55 257 浜田がそう云ってくれたので、
痴人の愛 谷崎潤一郎 56 257
悪かったらば悪かったと、そう云ってくれさえ
すればいいんだ
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痴人の愛 谷崎潤一郎 57 258 悪かたことさえ認めてくれれば、
痴人の愛 谷崎潤一郎 58 258 それを誓ってくれたらいいんだ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 59 260 そう云ってくれましたけれど
痴人の愛 谷崎潤一郎 60 261 そうならそうと云っておくれ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 61 262 それを察してくれないじゃ困るよ
痴人の愛 谷崎潤一郎 62 262 お前が心から打ち解けてくれ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 63 262 己を愛してくれたらいいんだ
痴人の愛 谷崎潤一郎 64 262
でもそうするにはあなたの方で信じてくれなけ
りゃあ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 65 265 承知してくれさえすりゃあいいことなんだが、
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痴人の愛 谷崎潤一郎 66 265 お前、子供を生んでくれないか、
痴人の愛 谷崎潤一郎 67 265 母親になってくれないか？
痴人の愛 谷崎潤一郎 68 265 願いだから僕の頼みを聴いてくれない？
痴人の愛 谷崎潤一郎 69 266 子供を生まないようにしてくれ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 70 266
いつまでも若々しく、娘のようにしていてく
れ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 71 268 拵えてくれないか？
痴人の愛 谷崎潤一郎 72 270
あたしに着物の一枚ぐらい拵えてくれてもいい
と思うわ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 73 280 もう一度私の所へ帰って来てくれたら、
痴人の愛 谷崎潤一郎 74 284 誰か荷物を取って来てくれろ
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痴人の愛 谷崎潤一郎 75 284 どうでも勝手にしてくれと云う態度だった
痴人の愛 谷崎潤一郎 76 286 一生のお願いだから帰っておくれ
痴人の愛 谷崎潤一郎 77 289
昼間だったら会社の方へ電話をかけてくれるこ
と。
痴人の愛 谷崎潤一郎 78 289 すぐ置いてくれること。
痴人の愛 谷崎潤一郎 79 290 ハッキリ分かってくれればいい。
痴人の愛 谷崎潤一郎 80 291 明日にも帰ってくれますように
痴人の愛 谷崎潤一郎 81 292 あの男なら己の味方になってくれよう。
痴人の愛 谷崎潤一郎 82 292 直きに報告を齎してくれよう。
痴人の愛 谷崎潤一郎 83 292 己の苦しみを察してくれ、
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痴人の愛 谷崎潤一郎 84 292
己を救ってくれる者はあの男より外にないん
だ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 85 298 一度帰って来てくれるように。
痴人の愛 谷崎潤一郎 86 298 一遍だけ僕に会ってくれるように。
痴人の愛 谷崎潤一郎 87 299 今度は浜田の来てくれるのが、
痴人の愛 谷崎潤一郎 88 300 他人が自分のために奔走してくれ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 89 300 或る報道を齎してくれるのを、
痴人の愛 谷崎潤一郎 90 301
こんなに早く来てくれようとは思わなかった
が、
痴人の愛 谷崎潤一郎 91 302 ナオミに会ってくれたんですか？
痴人の愛 谷崎潤一郎 92 303
コッソリ訪ねて来てくれるんならよかったんだ
が、
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痴人の愛 谷崎潤一郎 93 309
心の底から私の為めを思ってくれる言葉の節々
は、
痴人の愛 谷崎潤一郎 94 315 出てくれろと云う訳に行かず、
痴人の愛 谷崎潤一郎 95 319 名はお祖母さんが附けてくれだんで、
痴人の愛 谷崎潤一郎 96 322 母が快く聴いてくれる度毎に、
痴人の愛 谷崎潤一郎 97 322 なんか私を玲瓏たるものに浄化してくれ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 98 322
洗い清めてくれたことは云うまでもありませ
ん。
痴人の愛 谷崎潤一郎 99 324 財産を管理していてくれた叔父夫婦に頼み、
痴人の愛 谷崎潤一郎 100 324 深くも取って上げてくれないので、
痴人の愛 谷崎潤一郎 101 327 其の鍵を置いて行っておくれ
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痴人の愛 谷崎潤一郎 102 329 使い者を寄越しておくれ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 103 339 お茶を一杯飲ましてくれない？
痴人の愛 谷崎潤一郎 104 342 そんな面倒な策略を弄してくれないでも、
痴人の愛 谷崎潤一郎 105 344 じゃあ承知してくれたのね？
痴人の愛 谷崎潤一郎 106 347 見たければ見せてくれるのかい？
痴人の愛 谷崎潤一郎 107 350 誘惑するなら早くしてくれ
痴人の愛 谷崎潤一郎 108 350 しかし彼女は一向取り上げてくれないで、
痴人の愛 谷崎潤一郎 109 351 決して静めてはくれません。
痴人の愛 谷崎潤一郎 110 352
息を吹っかけてくれた時につい二三寸傍まで
寄って来た唇であるとか、
312
痴人の愛 谷崎潤一郎 111 354 友達のキッスでもしておくれよ
痴人の愛 谷崎潤一郎 112 361 あたしの顔を剃ってくれない？
痴人の愛 谷崎潤一郎 113 362 剃ってくれるのはいいけれど、
痴人の愛 谷崎潤一郎 114 363 剃ってくれなけりゃ
痴人の愛 谷崎潤一郎 115 363 そう云わないで剃らしておくれよ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 116 367 もうからかうのは好い加減にしてくれ！
痴人の愛 谷崎潤一郎 117 367 なんとか云ってくれ！
痴人の愛 谷崎潤一郎 118 367 否なら己を殺してくれ！
痴人の愛 谷崎潤一郎 119 367 じゃあ己を馬にしてくれ、
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痴人の愛 谷崎潤一郎 120 367 いつかのように己の背中へ乗っかってくれ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 121 369 何でも好きにさせてくれるわね。
痴人の愛 谷崎潤一郎 122 369 ときどきダンスに行かしてくれる？
痴人の愛 谷崎潤一郎 123 369
一時はとても帰って来てはくれないかと思って
たよ
痴人の愛 谷崎潤一郎 124 371 別にして置いてくれなけりゃ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 125 371 半分別にして置いてくれる？
痴人の愛 谷崎潤一郎 126 373 実際仕事は友達がやってくれているので、
痴人の愛 谷崎潤一郎 127 191
ナオミが素直に前非を悔いて詫まってさえくれ
るなら、私はそれ以上彼女を責めたくはありま
せんし、
痴人の愛 谷崎潤一郎 128 301 彼女を連れて来てでもくれたんじゃないかな
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美しい村 堀辰雄 129 10
少し僕は考えごとがあるんだから黙っていてく
れないかなあ、
美しい村 堀辰雄 130 16
私にさまざまな思いでを語ってくれるだろう
し、
美しい村 堀辰雄 131 30 通草だのをも私に教えてくれたのだった。
美しい村 堀辰雄 132 31 在る場所を私に教えてくれたりした。
美しい村 堀辰雄 133 31 私のために持って来てくれた。
美しい村 堀辰雄 134 40
その花々が私にさっきの香りを返してくれたの
だった。
美しい村 堀辰雄 135 43
いろんな花を採って来てくれたりしましたって
けが。
美しい村 堀辰雄 136 45 私に何んにも知らせてくれなかった。
美しい村 堀辰雄 137 59 彼女のそばを立ち去ってくれればいいにと、
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風立ちぬ 堀辰雄 138 82
自然が自分のために極めて置いてくれたものを
今こそ、
風立ちぬ 堀辰雄 139 92
節子の容態をかなり細かに私に説明してくれ
た。
風立ちぬ 堀辰雄 140 98
それから私達は看護婦の運んで来てくれた食事
に向かい合った。
風立ちぬ 堀辰雄 141 112
あんなことを院長が言ってくれなければよかっ
たんだに・・・
風立ちぬ 堀辰雄 142 118
私はこういう山の孤独がどんなに私達の幸福を
育んでいてくれるかと云うことを、
風立ちぬ 堀辰雄 143 121 病人が犠牲にしていてくれたものが、
風立ちぬ 堀辰雄 144 121
この上なく幸福にさせてくれるものだと私達が
信じているもの、
風立ちぬ 堀辰雄 145 126
娘はその死苦のうちに最後まで自分を誠実に介
抱してくれたことを男に感謝しながら、
風立ちぬ 堀辰雄 146 137
形を与えることに努力している私を助けていて
くれることか！
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風立ちぬ 堀辰雄 147 143
お前もそれをおれと一しょに考えてくれない
か？
風立ちぬ 堀辰雄 148 152 引き上げて行ってくれた。
風立ちぬ 堀辰雄 149 161
このままもう少しそっとして置いてくれたら好
かりそうなものを
風立ちぬ 堀辰雄 150 164 私から取除けてくれるな。
風立ちぬ 堀辰雄 151 166 けれども私に助力はしておくれ、
風立ちぬ 堀辰雄 152 166
屡々遠くのものが私に助力をしてくれるよう
に、
風立ちぬ 堀辰雄 153 167
おれを生かして置いてくれているのかも知れな
いのだ・・・
風立ちぬ 堀辰雄 154 168 おれを愛していてくれたのだろうか？
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大正12年～昭和20年（1923～1945）の小説における「てくださる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
痴人の愛 谷崎潤一郎 1 22 どうか私に身柄を預けては下さるまいか。
痴人の愛 谷崎潤一郎 2 77 どうか笑わないで聞いてください。
痴人の愛 谷崎潤一郎 3 101 ようこそお越し下さいました。
痴人の愛 谷崎潤一郎 4 135 退場して下さいって云われるんだって。
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痴人の愛 谷崎潤一郎 5 145 踊って下さいッて云ったんだって。
痴人の愛 谷崎潤一郎 6 157 踊って下さるって云うんだから、
痴人の愛 谷崎潤一郎 7 221 構わずに仰っしゃってください。
痴人の愛 谷崎潤一郎 8 223 帰ってきたことは何卒黙っていてください。
痴人の愛 谷崎潤一郎 9 244 きっと承知してくださるだろうって
痴人の愛 谷崎潤一郎 10 248 僕を赦して下さるんですか
痴人の愛 谷崎潤一郎 11 248 そう云って下されば僕も安心するんです
痴人の愛 谷崎潤一郎 12 251 ナオミさんを捨てないで上げて下さい。
痴人の愛 谷崎潤一郎 13 251 そこのところを上手におやりになって下さい。
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痴人の愛 谷崎潤一郎 14 251 これから後も君だけは遊びに来て下さい。
痴人の愛 谷崎潤一郎 15 288
誰かあなた方が来て下されば話が分かると思っ
たもんですから
痴人の愛 谷崎潤一郎 16 296 君が調べて下さる方がいろいろ。。。
痴人の愛 谷崎潤一郎 17 296
熊谷に会って下されば大概の様子は分るだろう
と思うんですが。。。。。。。
痴人の愛 谷崎潤一郎 18 297 今日のうちにでも結果を知らして下さると、
痴人の愛 谷崎潤一郎 19 298
僕は君が来て下さるまで、じっと内で待ってい
ますよ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 20 299
無理にも当人を連れて来て下さると尚いいんで
すが、
痴人の愛 谷崎潤一郎 21 309 それではちょっと待ってください
痴人の愛 谷崎潤一郎 22 313 一つ祝杯を挙げてください。
320
痴人の愛 谷崎潤一郎 23 313 何と云うんだか教えて下さいよ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 24 313
云うには堪えないことなんだから堪忍して下さ
い。
痴人の愛 谷崎潤一郎 25 314 じゃあその由来を聞かして下さい
痴人の愛 谷崎潤一郎 26 314 構わないから云って下さい！
美しい村 堀辰雄 27 11
僕を不幸だとばかりお考えなさらないで下さ
い。
美しい村 堀辰雄 28 12
あなたの別荘のお庭をぶらつくことをお許し下
さい。
美しい村 堀辰雄 29 12 もう少し書かせて下さい。
風立ちぬ 堀辰雄 30 79 お父様がなかなか私を離して下さらないわ
風立ちぬ 堀辰雄 31 118 だが、あなたも冬迄一緒にいてくださるのか？
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風立ちぬ 堀辰雄 32 129 若しあなたが私の側にいて下さらなかったら、
大正12年～昭和20年（1923～1945）の小説における「もらう」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
痴人の愛 谷崎潤一郎 1 8 私は当時月給百五十円を貰っている。
痴人の愛 谷崎潤一郎 2 8 百五十円の月給を貰っていたのですから
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痴人の愛 谷崎潤一郎 3 11
気に入ったらば妻に貰うと云う方法が一番い
い。
痴人の愛 谷崎潤一郎 4 39
私のふところにはこの半期に貰ったボーナスが
大部分乗っていましたから
痴人の愛 谷崎潤一郎 5 53 云うつもりならその児を嫁に貰うもいいが、
痴人の愛 谷崎潤一郎 6 124 ナオミは私から二百円貰って
痴人の愛 谷崎潤一郎 7 206 会社の方は十日間の休暇を貰い、
痴人の愛 谷崎潤一郎 8 238 ナオミさんから貰ったんです。
痴人の愛 谷崎潤一郎 9 239 君はナオミから鍵を貰って、
痴人の愛 谷崎潤一郎 10 244 ナオミさんを貰わなければ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 11 358 外に奥さんをお貰いなさいよ、
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美しい村 堀辰雄 12 43
くれるというものなら貰っといたらいいじゃね
えか
風立ちぬ 堀辰雄 13 79 どうしたってお前を貰いに行くから、
風立ちぬ 堀辰雄 14 138 しぼり立ての山羊の乳を貰って、
大正12年～昭和20年（1923～1945）の小説における「てもらう」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
324
痴人の愛 谷崎潤一郎 1 18 女の飲むような甘いコクテルを拵えて貰って
痴人の愛 谷崎潤一郎 2 22 台所や拭き掃除の用事ぐらいはして貰って、
痴人の愛 谷崎潤一郎 3 29
夜具布団なら田舎の家から送って貰える便宜が
あるので、
痴人の愛 谷崎潤一郎 4 34 自分の家で仕立てて貰って着ていたのです。
痴人の愛 谷崎潤一郎 5 36 誰に縫って貰ったの？
痴人の愛 谷崎潤一郎 6 116 此方も達て居て貰いたくはなかたのです。
痴人の愛 谷崎潤一郎 7 118 待って貰えばいいわよ
痴人の愛 谷崎潤一郎 8 121 国へそう云って、金を送って貰うからいいよ
痴人の愛 谷崎潤一郎 9 124 今拭いて貰うその前に、
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痴人の愛 谷崎潤一郎 10 160 親切な手でさすって貰ってでもいるような、
痴人の愛 谷崎潤一郎 11 172 ああ、消して貰いてえ、
痴人の愛 谷崎潤一郎 12 177 今夜はみんな公平にして貰いたいなア
痴人の愛 谷崎潤一郎 13 200
十五の歳から育てて貰った恩を忘れたことはな
い
痴人の愛 谷崎潤一郎 14 206 それを此方へ譲って貰えるそうだから
痴人の愛 谷崎潤一郎 15 213 大概にして帰って貰うのよ
痴人の愛 谷崎潤一郎 16 217 若しくは許嫁と云う風に取って貰いたいので、
痴人の愛 谷崎潤一郎 17 232 前に居た人に立ち退いて貰い、
痴人の愛 谷崎潤一郎 18 267 英語の方もハリソン嬢に出向かいて貰って
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痴人の愛 谷崎潤一郎 19 289 直ぐ大森へ電報を打って貰いたいこと。
痴人の愛 谷崎潤一郎 20 290 厳しい干渉を加えて貰う。
痴人の愛 谷崎潤一郎 21 292 電話をかけて来て貰うか？
痴人の愛 谷崎潤一郎 22 292 来て貰うには及ばないんだ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 23 292
その暇があったら熊谷の方を探って貰うほうが
いいんだ。
痴人の愛 谷崎潤一郎 24 302 僕は第一にそれを聞かして貰いたいんだ
痴人の愛 谷崎潤一郎 25 307 着物を拵えて貰うなんて、
痴人の愛 谷崎潤一郎 26 319 折角あなたに拾い上げて貰いながら、
痴人の愛 谷崎潤一郎 27 320 私は浜田に京浜電車を附き合って貰って、
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痴人の愛 谷崎潤一郎 28 335
この心持は何に譬えたら読者に了解して貰える
か、
痴人の愛 谷崎潤一郎 29 355 譲治さん、今夜は泊めて貰うわよ
痴人の愛 谷崎潤一郎 30 363 実は剃らして貰いたい癖に！
風立ちぬ 堀辰雄 31 92 一度節子の病状を診て貰うことにした。
風立ちぬ 堀辰雄 32 92
郊外にある節子の家までその院長に来て貰っ
て、
風立ちぬ 堀辰雄 33 92
正確な彼女の病態を聞かしておいて貰いたかっ
たのだった。
風立ちぬ 堀辰雄 34 124
今度の奴はお前にもたんと助力して貰わなけれ
ばならないのだよ
風立ちぬ 堀辰雄 35 124
頭から足のさきまで幸福になっていて貰いたい
んだ。
風立ちぬ 堀辰雄 36 153 それらの異様な足跡を一々教えて貰っていた。
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大正12年～昭和20年（1923～1945）の小説における「ていただく」用例
小説名 作者 番号 ページ 原　　　　文
痴人の愛 谷崎潤一郎 1 22 そうして戴ければ誠に当人も仕合わせでして、
痴人の愛 谷崎潤一郎 2 157 踊って頂いたらいいじゃないの
痴人の愛 谷崎潤一郎 3 289 どうか僕の所へ知らして戴きたいんですが、
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痴人の愛 谷崎潤一郎 4 296 それを調べて戴く訳には行かないでしょうか。
痴人の愛 谷崎潤一郎 5 297
大森の方へ来て戴くことは出来ないでしょう
か？
痴人の愛 谷崎潤一郎 6 298 そう云って戴きたいんですがね
痴人の愛 谷崎潤一郎 7 299 若し出来るなら伝えて戴きたいんですがね。
昭和21年以降（1946～）の小説における「やる」用例
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作品名 作者 番号 ページ 原文
旅人の木 辻仁成 1 104
踊るヤスダの姿は″天国の楽園″で植物達に水
をやる男とは別人のようだった。
セカンドバージン 大石静 2 32
猫に餌をやったり、トイレの始末をするくらい
なら私にもできる。
セカンドバージン 大石静 3 162
るいは空になったレタスの餌の皿を新しくし、
水も取りかえて、一杯の餌をやった。
昭和21年以降（1946～）の小説における「てやる」用例
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作品名 作者 番号 ページ 原文
セカンドバージン 大石静 1 41 「いいじゃないか、よしよししてやれよ」
セカンドバージン 大石静 2 114
病院の意見箱に文句を書いて入れてやろうかと
思ったが、その元気も結局でなかった。
セカンドバージン 大石静 3 120
「そらあの時は、秋夫に華を持たせてやったん
やがな」
セカンドバージン 大石静 4 129
こんな日には自分をいたわってやる必要があ
る。
セカンドバージン 大石静 5 140 お腹突き出して聞いてやんなよ。
セカンドバージン 大石静 6 144 「私が代わりにぶん殴ってやるね」
セカンドバージン 大石静 7 164
大事にしているものを失う哀しみを、あの女に
も与えてやろう。
セカンドバージン 大石静 8 165
レタスが空腹を訴えるように万里江の足元にま
とわりついて来たので、蹴り飛ばしてやった。
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セカンドバージン 大石静 9 166 追い打ちをかけるように聞いてやった。
セカンドバージン 大石静 10 175
俺は君がまだ知らないといけないと思って、教
えてやっただけだ」
セカンドバージン 大石静 11 178
そしたら俺は生まれて初めてお前を信じてやる
よ。
セカンドバージン 大石静 12 187
「鈴木行はもう誰も味方がいないんだから、る
いちゃんが愛してやんなきゃさ」
セカンドバージン 大石静 13 187 「出所して来たらＴバックで迎えてやんな」
セカンドバージン 大石静 14 197
長崎で新しい事業を興すなら、出資してやって
もよか」
セカンドバージン 大石静 15 198
行が跪いて詫びるなら許してやってもいいか
な。
別れの十二か月 梅田みか 16 26 「これ、貸してやろうか」
別れの十二か月 梅田みか 17 56
ここから飛び降りて死んでやる、と言われるよ
りましたが、
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別れの十二か月 梅田みか 18 82
怒る気力もないらしい彼女を自由にしてやる
と、何も言わずにトイレを使った。
別れの十二か月 梅田みか 19 142
和也は先月、亜季実に誕生日プレゼントも買っ
てやらないまま出発してしまったことを思い出
した。
別れの十二か月 梅田みか 20 180
透明の小さな宝物を返してやると、女は泣きは
らした目のままで顔中に喜びを表した。
別れの十二か月 梅田みか 21 200
危ないから拾って注意してやろうとした途端、
君が先にそれを拾った。」
五体不満足 乙武洋匡 22 19
普通教育を受けさせてやりたいという願いに変
わっていった。
五体不満足 乙武洋匡 23 30
「今だけかわいがってやることは、いくらでも
できる
五体不満足 乙武洋匡 24 31
何をしてやることが本当に必要なのかを考えて
いくのが、私の役目なのだ」と
五体不満足 乙武洋匡 25 112 「俺が応援演説してやるよ」
五体不満足 乙武洋匡 26 163
何かひとつ、誰にも負けないものをつくってや
りたいという思いから、
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昭和21年以降（1946～）の小説における「あげる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
セカンドバージ
ン
大石静 1 169
ご褒美の時にしかあげないレタスの大好
きな猫缶を与えた。
セカンドバージ
ン
大石静 2 258
行クンの遺品の中にあったの。もういら
ないからあげる」
別れの十二か月 梅田みか 3 56
「だからあれから、もう一年も猶予をあ
げたじゃない。
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五体不満足 乙武洋匡 4 61 私たちふたりで千羽鶴をあげるの」
五体不満足 乙武洋匡 5 129
しかし、好きな男の子にあげる、いわゆ
る「本命チョコ」ではなかった。
五体不満足 乙武洋匡 6 218
その日の給食で出たゼリーのボクの分
を、彼にあげてしまった。
昭和21年以降（1946～）の小説における「てあげる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
336
旅人の木 辻仁成 1 86
そういう時、私は彼のお母さんになってあげる
の。
旅人の木 辻仁成 2 86
だから私は苦しかったけど、彼をそっとしてお
いてあげたの。
旅人の木 辻仁成 3 98 頭をなでてあげたんだけどね、
旅人の木 辻仁成 4 113 そばにいてあげるよ。
旅人の木 辻仁成 5 113 そばにいてあげたいの。
セカンドバージン 大石静 6 13
だから逆立ちをしてお手伝いしてあげた方が妊
娠しやすいの」
セカンドバージン 大石静 7 43
「半額にしなさい。そしたら三十枚買ってあげ
る。
セカンドバージン 大石静 8 100
「これ持って。持ってくれたら、行クンのお話
も聞いてあげるから」
セカンドバージン 大石静 9 173 二本か三本つないであげる。
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セカンドバージン 大石静 10 173 私も見ててあげるから」
セカンドバージン 大石静 11 174
「あのふたりに勝手なことはさせない。絶対に
引き離してあげる」
セカンドバージン 大石静 12 189
「中村るいさんに伝言があったら、伝えてあげ
るわよ」
セカンドバージン 大石静 13 190 私がついて行ってあげるからと言われ、
セカンドバージン 大石静 14 191
ドアを開けてくれたら、全部説明してあげるわ
よ」
セカンドバージン 大石静 15 192 だから私もふたりに罰を与えてあげたのよ。
セカンドバージン 大石静 16 212
無農薬野菜とトリのささみを煮てあげたら、一
週間でよくなったんだ。
セカンドバージン 大石静 17 216
彼の人生は彼のものですから…傍にいて応援し
てあげたい。
セカンドバージン 大石静 18 221
「ママが追い払ってあげるから、マリちゃんは
ここにいなさい」
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別れの十二か月 梅田みか 19 130 「新しい、もっと素敵なのを買ってあげる。」
五体不満足 乙武洋匡 20 12
「子供に本を読んであげないということは、子
供の脳の前頭葉を切り取る手術をしているのと
同じことだ」
五体不満足 乙武洋匡 21 25
あれもしてあげよう、これもしてあげようと
なってしまいがちだが、
五体不満足 乙武洋匡 22 25 みんなが手伝ってあげるということは、
五体不満足 乙武洋匡 23 26
どうしてもひとりでできないことは、みんなで
手伝ってあげてね」というものだった。
五体不満足 乙武洋匡 24 27 「やってあげるよ」
五体不満足 乙武洋匡 25 38 一緒に遊んであげよう」という
五体不満足 乙武洋匡 26 91 得意な子が教えてあげていた。
五体不満足 乙武洋匡 27 91 できる子が教えてあげていた。
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五体不満足 乙武洋匡 28 91 車椅子を押してあげればいい。
五体不満足 乙武洋匡 29 91
隣の子が代わりにノートを取ってあげればい
い。
五体不満足 乙武洋匡 30 93
「乙武くんに持って来てあげたの」と答えたそ
うだ。
五体不満足 乙武洋匡 31 122
彼は、相談に乗ってあげるでも、何かをしてあ
げるでもなかった。
五体不満足 乙武洋匡 32 122 「この人のことをわかってあげたい。
五体不満足 乙武洋匡 33 198
両親や友達などが「やってあげる」ではなく
「あたりまえのこと」として、
五体不満足 乙武洋匡 34 258
「障害者は、社会が守ってあげなければならな
い弱者である」
五体不満足 乙武洋匡 35 263
こちらも隠さず正直に答えてあげれば、彼に
とっては手や足がないことなどは、
340
昭和21年以降（1946～）の小説における「くれる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
旅人の木 辻仁成 1 42
母方の北海道の伯母が、二人におこづかいをく
れることになった。
セカンドバージン 大石静 2 187 愛子は新品の下着をくれた。
セカンドバージン 大石静 3 249
るいはロンドンの秋夫に電話し、まだ文庫に
なっていない何作かを新海社にくれるよう頼ん
だ。
セカンドバージン 大石静 4 254
ここに並んでいる作家達が新作をくれたら、新
海社は立ち直れる。
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別れの十二か月 梅田みか 5 64 「じゃあ俺は何か違うのくれ」
別れの十二か月 梅田みか 6 141
「嘘ばかり。ロケ先から一度も電話をくれない
人が何言ってるの。」
五体不満足 乙武洋匡 7 130
ほとんどの女の子が「好きな男の子とオトちゃ
ん」といった具合でチョコレートをくれた。
五体不満足 乙武洋匡 8 132
その後のボクの恋愛に大きな勇気をくれたのは
紛れもなく彼女だ。
昭和21年以降（1946～）の小説における「てくれる」用例
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小説名 作者 番号 ページ 原文
旅人の木 辻仁成 1 7 母はよく兄のことを話してくれた。
旅人の木 辻仁成 2 7
母はしょうがないと言わんばかりの複雑な微笑
みを浮かべて話してくれた。
旅人の木 辻仁成 3 19 「まあ、似てなくても来てくれてよかったよ。
旅人の木 辻仁成 4 19 君が払ってくれるんなら、それでいいんだ。
旅人の木 辻仁成 5 21
「問題は起こさないでくれよ。…とじまり、火
の用心、忘れずに」
旅人の木 辻仁成 6 33
誰が、幼かった頃の僕にそう教えてくれたのか
はもう覚えていないが、
旅人の木 辻仁成 7 35
彼女が好意的に応対してくれるものか？全てが
自分に都合よく、トントンと運ぶとは思えな
かった。
旅人の木 辻仁成 8 50
兄が三年間もの間働いていた″天国の楽園″と
いう名の植物園芸店のことを教えてくれた。
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旅人の木 辻仁成 9 51 昼食に誘ってくれたのだ。
旅人の木 辻仁成 10 54
決められた時間に決められた量の水を、植物に
ちゃんとやってくれれば、合格なんだ。
旅人の木 辻仁成 11 68
身体がこちこちに強張った僕を救出するような
形で、彼が腕をひっぱりあげてくれたからかも
しれない。
旅人の木 辻仁成 12 98 その先は教えてくれなかった。
旅人の木 辻仁成 13 109
彼女はバスタオルで僕の頭を拭いてくれ、僕は
コーヒーを胃に流し込んだ。
旅人の木 辻仁成 14 110
言葉にすることのできない心の中を、彼女はど
こまで汲み取ってくれているのだろう。
旅人の木 辻仁成 15 113 「どうして電話してくれないの？
旅人の木 辻仁成 16 114
私には、あの時のあなたがいてくれるから平気
です。
旅人の木 辻仁成 17 114
最後には、きっと私を選んでくれると信じてい
ます。
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旅人の木 辻仁成 18 123 仕方ない、という風に僕につきあってくれた。
旅人の木 辻仁成 19 123
ユウジ君が話してくれたのによると、彼のお兄
さん、小学校の頃に、たった一人で北海道まで
行ったらしい。
旅人の木 辻仁成 20 129
兄の亡霊は消えてくれたが、いっしょに、僕の
残されていた気力も消されてしまっていたから
である。
旅人の木 辻仁成 21 131
風邪は時々強く吹いて、新聞紙やビニール袋を
宙に舞わせ、世界が静止していないことを、そ
れとなく僕に知らせてくれた。
旅人の木 辻仁成 22 146
あんな真剣な目でくどいてくれた人は、今まで
一人もいなかったわ。
旅人の木 辻仁成 23 152
シノダヒサミが案内してくれたレストランは、
カウンターしかなく、
旅人の木 辻仁成 24 166
僕の存在を認めてくれる人なら、誰でもよかっ
た。
旅人の木 辻仁成 25 166 僕の名前を呼んでくれて、
旅人の木 辻仁成 26 166
会話をしてくれるなら、相手がロボットでもか
まわなかった。
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旅人の木 辻仁成 27 179
しかも、その痛みを与えてくれたのは兄であ
り、
セカンドバージン 大石静 28 10
子供ができたら、実家の母も手伝いに来てくれ
るだろう。
セカンドバージン 大石静 29 10
行も子供が出来たら官舎を出ることを考えてく
れるだろう。
セカンドバージン 大石静 30 13
その夜、行はそれなりに心を込めて万里江を抱
いてくれた。
セカンドバージン 大石静 31 14
真っ先に「新作を新海社のために書き下ろす」
という宣言を文壇に向かってしてくれたから
だ。
セカンドバージン 大石静 32 21
「新海社は僕に本を出さないかって誘ってくれ
てるんだよ。」
セカンドバージン 大石静 33 32
「好きにしていいよ」と、ある日突然許してく
れた。
セカンドバージン 大石静 34 32 行は結局私のお願いは聞いてくれるんだ。
セカンドバージン 大石静 35 33
これ以上言うとご機嫌をそこねて、排卵日にし
てくれなくなるかもしれない。
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セカンドバージン 大石静 36 33
行は万里江の願いを叶えてくれたが、その行為
には何の情熱も感じられない。
セカンドバージン 大石静 37 34 一緒にスーパーに買い物にも行ってくれるし、
セカンドバージン 大石静 38 34
子作りさえ積極的にやってくれたら最高の夫な
のに、
セカンドバージン 大石静 39 35
「私、話し相手がいないんで、今度相談に乗っ
てくれません？」
セカンドバージン 大石静 40 41
向井は幼い亮をよく知っている。父親代わりに
なって、よく動物園や遊園地に亮を連れていっ
てくれたものだ。
セカンドバージン 大石静 41 45 「出てきてくれてありがとう」
セカンドバージン 大石静 42 47
私のようなオバサンに興味を持ってくれて、本
当にうれしかった。
セカンドバージン 大石静 43 57 もしその気があったら、電話してくれ」
セカンドバージン 大石静 44 57 「よく来てくれた。
347
セカンドバージン 大石静 45 68
「平気だよ、亮だって、いろいろしてくれるし
…」
セカンドバージン 大石静 46 71 「行クンは何で病院に行ってくれないの？」
セカンドバージン 大石静 47 73 私の相談に乗ってくれるって言ったでしょ。
セカンドバージン 大石静 48 73 力になってくれるって言ったでしょ」
セカンドバージン 大石静 49 78
どうしたら主人は私との間に子供を作る気に
なってくれるのか、中村さんから聞いて下さ
い。
セカンドバージン 大石静 50 82
今朝、出勤してゆく時も口をきいてくれなかっ
たけれど、今夜もまだご機嫌が悪いだろうか。
セカンドバージン 大石静 51 84
「だったら教えてくれればいいじゃない。バカ
な私にもわかるように」
セカンドバージン 大石静 52 86 教えてくれないなら死ね。
セカンドバージン 大石静 53 87 これで行はしばらく私の傍にいてくれる。
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セカンドバージン 大石静 54 100
「これ持って。持ってくれたら、行クンのお話
も聞いてあげるから」
セカンドバージン 大石静 55 112 心から喜んでくれた。
セカンドバージン 大石静 56 114 診察してくれた医者は愛想の悪い女医だった。
セカンドバージン 大石静 57 116
行はしゃがみ込んだ万里江の背中を、やさしく
さすってくれた。
セカンドバージン 大石静 58 124
母が来てから行は、母と万里江に会社のことを
説明してくれるようになった。
セカンドバージン 大石静 59 125
万里江だけだと面倒くさがるのに、母がいると
行は丁寧に説明してくれる。
セカンドバージン 大石静 60 131
今日も泣かないでくれてありがとう、とレタス
に語りかけながら。
セカンドバージン 大石静 61 132 「忙しいのに、来てくれてありがとう」
セカンドバージン 大石静 62 136
羽田から新海社まで秋夫がタクシーで送ってく
れた。
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セカンドバージン 大石静 63 137
いずれこの部屋に呼び戻すから、少しだけ辛抱
してくれ」
セカンドバージン 大石静 64 143 夜はマッサージまでしてくれた。
セカンドバージン 大石静 65 145
るいちゃんは、あたしにやさしくしてくれたん
だよ。
セカンドバージン 大石静 66 145 ここで暮らしてもいいって言ってくれたんだ。
セカンドバージン 大石静 67 147
「傍にいて、僕だけの編集者になってくれませ
んか？」
セカンドバージン 大石静 68 160
十七歳も年上の私を、こんな風に求めてくれる
なんて…
セカンドバージン 大石静 69 161 「信じてくれないの？」
セカンドバージン 大石静 70 165 餌をやらなければ死んでくれるだろう。
セカンドバージン 大石静 71 178
誰よりもるいのことを理解してくれていると
思っていたのに、
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セカンドバージン 大石静 72 182 これ以上、何も言わずに見過ごしてくれ』
セカンドバージン 大石静 73 182 見逃してくれって
セカンドバージン 大石静 74 185
だから神様が逮捕させて、あなたから主人を引
き離してくれたんだと思うんです」
セカンドバージン 大石静 75 186
自分を思いやってくれる愛子の声が、ひとり
ぼっちのるいの胸にしみ渡った。
セカンドバージン 大石静 76 189
こんな俺、もう要らないだろ、離婚してくれ
よ」
セカンドバージン 大石静 77 189 「離婚してくれ」
セカンドバージン 大石静 78 190 愛子は庭の植物に水をやってくれている。
セカンドバージン 大石静 79 191
ドアを開けてくれたら、全部説明してあげるわ
よ」
セカンドバージン 大石静 80 194
たとえあなたが離婚に同意してくれなくても、
私は彼を愛することをやめません。
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セカンドバージン 大石静 81 204 掃除や洗濯は黙っていてもしてくれる。
セカンドバージン 大石静 82 218
あなたは私とこれからも生きて行こうと思って
くれてるのね。
セカンドバージン 大石静 83 221 だから万里江の手伝いはしてくれない。
セカンドバージン 大石静 84 225
ホテルで盛大に行われた新海社の上場記念パー
ティーには、ロンドンに行った秋夫も駈けつけ
て祝福してくれた。
セカンドバージン 大石静 85 227
二年前のつながりを監督が大切に思っていてく
れたからだ。
セカンドバージン 大石静 86 236
ペットショップのオーナーは、それなりの興味
を示してくれ、
セカンドバージン 大石静 87 236 試作品を店頭に置いてくれた。
セカンドバージン 大石静 88 243
行は裁判で有罪の判決を受けていたので、どれ
だけの人が来てくれるかわからなかったが、万
里江は東京でやることを主張した。
セカンドバージン 大石静 89 244
三沢そうめんの社員を相当数紛れ込ませてくれ
たようだが、
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セカンドバージン 大石静 90 244
金融庁時代の人やテレビ関係の人が思ったより
大勢来てくれて、華やかな葬儀になった。
セカンドバージン 大石静 91 244
この先の時代が必ず証明してくれてあろうと、
私は信じております。
セカンドバージン 大石静 92 245 いい時に行クンは死んでくれてものだ。
セカンドバージン 大石静 93 245
るいは万里江の姿を見ると、案外素直に家の中
に入れてくれた。
セカンドバージン 大石静 94 248
るいの人生を豊かなものにしてくれていると思
う。
セカンドバージン 大石静 95 248
会社設立時に便宜をはかってくれたこともあ
り、新海社はタイハンに恩義を感じて取引高を
大きくしていたのである。
セカンドバージン 大石静 96 249
ここで出版界の力を削がないでくれと、頭を下
げ、翌朝、社員を集めて訓示した。
セカンドバージン 大石静 97 249 考えて見ると返事をしてくれた。
セカンドバージン 大石静 98 251 またメディアは取り上げてくれるだろう。
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セカンドバージン 大石静 99 253 やっぱり秋月は助けてくれた。
セカンドバージン 大石静 100 256
ついてはインタビューに応じてくれないかと言
う。
セカンドバージン 大石静 101 259
チャイナキャピタルはモンディアーレ証券が東
証一部に上場した時の利益を見込んで出資して
くれました。
セカンドバージン 大石静 102 262 あれなんかすぐに寝てくれるえ、
別れの十二か月 梅田みか 103 8
いつも私の好き勝手に過ごさせてくれたこのバ
スタブに浸かるのもこれで最後だ。
別れの十二か月 梅田みか 104 30
そして、かすかだが握り返してくれるのを感じ
る。
別れの十二か月 梅田みか 105 33
今すぐそばに来て、抱きしめてくれないなら、
どんな心を込めた言葉をいらない。
別れの十二か月 梅田みか 106 34 追いかけてくれないのが嬉しかった。
別れの十二か月 梅田みか 107 41
お袋が禁煙中だから目の前では吸わないでくれ
と言う。
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別れの十二か月 梅田みか 108 58 もう少し俺の立場も理解してくれよ」
別れの十二か月 梅田みか 109 59
「わかった。帰るから、とりあえず風呂にだけ
入らせてくれ。
別れの十二か月 梅田みか 110 74
「あなたが誘い出してくれなかったら、三百六
十五分の一のチャンスを逃すところだった
わ。」
別れの十二か月 梅田みか 111 90 ビーチタオルはビーチで貸してくれる。
別れの十二か月 梅田みか 112 110
ユミは、チアキがもっと、冷たい声をしていて
くれたらよかったと思う。
別れの十二か月 梅田みか 113 130
「今日から十日間、あんたが毎日来てくれたら
つきあってもいいよ。」
別れの十二か月 梅田みか 114 132
いつでも自分たちのために場所を空けておいて
はくれない。
別れの十二か月 梅田みか 115 134
「あんたがほんとに来てくれたから、帰ってカ
レンダーにしるしをつけるね。」
別れの十二か月 梅田みか 116 146 「昼飯を食わしてくれ」
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別れの十二か月 梅田みか 117 146 「着いたらビールでも飲んでくれ。」
別れの十二か月 梅田みか 118 146
しかし今日は七時間のフライトの間中眠ってい
たせいでそう簡単に睡魔は訪れてくれない。
別れの十二か月 梅田みか 119 151 「置いといてくれ。今夜、亜季実と寄るよ。」
別れの十二か月 梅田みか 120 153
「六時と言ったのを六時半にしてくれと言った
のは君だ。
別れの十二か月 梅田みか 121 156 「いつも、ほめてくれたわ。」
別れの十二か月 梅田みか 122 165
健二は運転席に乗る前に、助手席のドアを開け
てくれる。
別れの十二か月 梅田みか 123 171
悲鳴もあげずにつかみとられた心の半分をうず
めてくれるなら、どんな男でもかまわなかっ
た。
別れの十二か月 梅田みか 124 171
信じられないくらいのスピードで、人は自分を
忘れてくれる。
別れの十二か月 梅田みか 125 189
私の前でも吐いてばかりいて口をきいてくれな
くなった。
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別れの十二か月 梅田みか 126 189
私のことを愛しているって言ったくせに助けて
もくれない。」
別れの十二か月 梅田みか 127 198
彼がそう言ってくれると、私はいくらか救われ
る。
別れの十二か月 梅田みか 128 201 彼はちゃんと私を見ていてくれた。
五体不満足 乙武洋匡 129 10 いつでもボクを連れて歩いてくれた。
五体不満足 乙武洋匡 130 11
両親は言葉を話せる人間となったボクを心から
祝福してくれた。
五体不満足 乙武洋匡 131 12 暇さえあればボクに本を読んでくれていた。
五体不満足 乙武洋匡 132 13
ボクと友だちをつないでくれたのは、ないはず
の「手足」。
五体不満足 乙武洋匡 133 14 心配してくれていた。
五体不満足 乙武洋匡 134 21
寛大な回答を寄せてくれたらしいのだが、それ
に「待った」がかかったのだ。
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五体不満足 乙武洋匡 135 23 その条件付き許可を心から喜んでくれた。
五体不満足 乙武洋匡 136 24
そのなかでも、とくに悩んだのは、1年生から4
年生までを受け持ってくれた恩師・高木先生だ
ろう。
五体不満足 乙武洋匡 137 24
「私が受け持ちます」と名乗り出てくれたそう
だ。
五体不満足 乙武洋匡 138 26
「待っていれば、だれかがしてくれる」という
甘えた気持ちが育ってしまうに違いない。
五体不満足 乙武洋匡 139 27 ボクの席まで持っていってくれるのだが、
五体不満足 乙武洋匡 140 27 手伝ってくれる子はいなかった。
五体不満足 乙武洋匡 141 28
先生は常にボクがみんなと同様の学校生活を送
れるよう配慮してくれていた。
五体不満足 乙武洋匡 142 32 心配してくれていた。
五体不満足 乙武洋匡 143 33
みんながあたりまえのこととして受け止めてく
れた。
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五体不満足 乙武洋匡 144 36 クラスの友達が考え出してくれたのだ。
五体不満足 乙武洋匡 145 37
他の遊びをする時にも、さまざまなルールを考
えてくれた。
五体不満足 乙武洋匡 146 38
こうしたルールを考え出してくれたわけではな
い。
五体不満足 乙武洋匡 147 42 誉めてくれた。
五体不満足 乙武洋匡 148 43 ミヤちゃんもよく付き合ってくれた。
五体不満足 乙武洋匡 149 44
そして、3日間考えた末、クラスにこんな提案
をしてくれた。
五体不満足 乙武洋匡 150 45
言ってみれば、先生の考えてくれた「オトちゃ
んルール」だ。
五体不満足 乙武洋匡 151 45
それも6年生のお兄さんたちが一緒に走ってく
れたのだ。
五体不満足 乙武洋匡 152 46
走り終わるとまたボクのところに戻ってきて隊
列を組んでくれた。
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五体不満足 乙武洋匡 153 46 前後左右を6年生で固めてくれたのだ。
五体不満足 乙武洋匡 154 46 ヒョイとボクを抱えてくれたりした。
五体不満足 乙武洋匡 155 46 みんながボクを理解してくれるようになり、
五体不満足 乙武洋匡 156 49 言ってくれていた。
五体不満足 乙武洋匡 157 50 天は、味方にしてくれなかった。
五体不満足 乙武洋匡 158 50
通常の遠足では母が付き添いとして来てくれて
いたが、
五体不満足 乙武洋匡 159 50
体力のある父が会社を休んでついてきてくれる
ことになっていた。
五体不満足 乙武洋匡 160 51 教頭先生も加勢にきてくれていた。
五体不満足 乙武洋匡 161 52 頑張ってくれた。
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五体不満足 乙武洋匡 162 58
それを察知した看護婦さんが、声を掛けてくれ
る。
五体不満足 乙武洋匡 163 60
「オトちゃんのお見舞いに行きたい」と言って
くれる友達もいたが、それは叶わなかった。
五体不満足 乙武洋匡 164 60
ボクの元気のない様子に気付いた看護婦さん
が、声を掛けてくれた。
五体不満足 乙武洋匡 165 61
その看護婦さんは、終始、にこやかに話を聞い
てくれていた。
五体不満足 乙武洋匡 166 61
そして、ボクの話が終ると、やさしく肩に手を
掛けてくれた。
五体不満足 乙武洋匡 167 63
「いざとなったら、私が背負って歩きますか
ら」と言ってくれた先生です。
五体不満足 乙武洋匡 168 63 ボクらの感覚をよく理解してくれる先生で、
五体不満足 乙武洋匡 169 64
ボクを引き継いで受け持ってくれることとなっ
たのだ。
五体不満足 乙武洋匡 170 64
先生は、自分の机から機会のようなものを取り
出し、床の上に置いてボクに見せてくれた。
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五体不満足 乙武洋匡 171 66 「頑張ってくれよ、社長」そう言うと、
五体不満足 乙武洋匡 172 66 先生は、封筒を手渡してくれた。
五体不満足 乙武洋匡 173 67
「先生が、こんなスゴイことを任せてくれた。
早く上手になって、先生の役に立てるようにな
らなくちゃ」
五体不満足 乙武洋匡 174 68
遠い将来のことまでも考慮に入れた教育をして
くれたという点では高木先生と同じだ。
五体不満足 乙武洋匡 175 70
先生はボクを徒競走に参加させてもいいので
は、と考えてくれていたのだ。
五体不満足 乙武洋匡 176 71
しかし、岡先生はそのような意見に対して、毅
然とした態度で立ち向かってくれた。
五体不満足 乙武洋匡 177 71
5年生になってからボクの世話は、ほとんど彼
がしてくれていた。
五体不満足 乙武洋匡 178 74
彼なら家も近所だったし、一緒に走ってくれれ
ば何かと心強かった。
五体不満足 乙武洋匡 179 75 彼は、あたりまえのように立っていてくれた。
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五体不満足 乙武洋匡 180 81
彼女は少し時間をかけて、その言葉を理解して
くれたようだった。
五体不満足 乙武洋匡 181 83
何度か手招きをしてくれたが、最後まで「イヤ
イヤ」をしていた。
五体不満足 乙武洋匡 182 83
先生も、ボクの恐怖心は十分に理解してくれて
いたが、どうしてもボクをプールにいれようと
した。
五体不満足 乙武洋匡 183 86 さっそく、岡先生が買ってきてくれた。
五体不満足 乙武洋匡 184 86 「いいか、マサヒロ。そっち持っててくれ」
五体不満足 乙武洋匡 185 92
「オトちゃんの相手は、ボクたちがします」と
言ってくれた。
五体不満足 乙武洋匡 186 92
せっかく子供たちの方から言い出してきてくれ
たことだからと、
五体不満足 乙武洋匡 187 92 任せてくれることとなった。
五体不満足 乙武洋匡 188 93
高木先生が出張で不在の時、隣のクラスの先生
が代わりに体育の授業をしてくれた。
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五体不満足 乙武洋匡 189 93
「ヒロがいてくれたおかげで、困ってる子がい
たら自然に助け合いのできる、優しいクラス
に、すばらしいクラスになったんだ」
五体不満足 乙武洋匡 190 101 「乙武入部」を認めてくれたのかもしれない。
五体不満足 乙武洋匡 191 102 なかなか言うことを聞いてくれない。
五体不満足 乙武洋匡 192 103
ちっともボールが言うことを聞いてくれない
し、
五体不満足 乙武洋匡 193 104
先生は、この課題がうまくできるようになれば
試合に使ってくれるつもりなんだ。
五体不満足 乙武洋匡 194 106
彼が相手のマークを振り切って、ボクのパスの
届く範囲まで来てくれる。
五体不満足 乙武洋匡 195 106
それにもかかわらず出場機会を与えてくれた監
督にはもちろん、チームメイトに心から感謝し
たい。
五体不満足 乙武洋匡 196 106
「ボクたちで面倒を見るから」と説得してくれ
たのは彼らなのだ。
五体不満足 乙武洋匡 197 106 必ず声を掛けてくれた。
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五体不満足 乙武洋匡 198 107 一生懸命ボクを応援してくれた。
五体不満足 乙武洋匡 199 107
試合会場までの送り迎えをしてくれる後輩もい
た。
五体不満足 乙武洋匡 200 107 ムチャクチャな願いを聞き入れてくれ、
五体不満足 乙武洋匡 201 110 「それなのに遊びにきてくれたの？
五体不満足 乙武洋匡 202 110 アイツがボクの気持ちを察してくれたんだよ。
五体不満足 乙武洋匡 203 112 非常にかわいがってくれていた。
五体不満足 乙武洋匡 204 112
この2年間のボクの仕事ぶりなどを話してくれ
た。
五体不満足 乙武洋匡 205 112 その場を盛り上げてくれるよう頼んだ。
五体不満足 乙武洋匡 206 113
混雑する三が日を避ける配慮をしてくれたの
だ。
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五体不満足 乙武洋匡 207 114 OKは出してくれたものの、
五体不満足 乙武洋匡 208 114
どこの酒屋さんも閉店間際の時間帯に来てくれ
との返事。
五体不満足 乙武洋匡 209 117
しかし、最後は、ボクらに自由に決めさせてく
れた。
五体不満足 乙武洋匡 210 118
周囲から最も心配してくれたのは、この点だっ
た。
五体不満足 乙武洋匡 211 124
その休憩中の相棒にボクを選んでくれたのだろ
う。
五体不満足 乙武洋匡 212 125 卒業後、ヤッちゃんが訪ねてきてくれた。
五体不満足 乙武洋匡 213 127
「オトタケ―、これ、1年の女の子がオマエに
渡してくれってさ」
五体不満足 乙武洋匡 214 129
彼女はたしかに「車椅子に乗っている」ボクを
見て好きになってくれたのだ。
五体不満足 乙武洋匡 215 131
彼女はボクから何かを感じ取ってくれたのだろ
う。
366
五体不満足 乙武洋匡 216 132
彼女が振り向いてくれるチャンスは、大幅に
アップするだろう。
五体不満足 乙武洋匡 217 132
制服の第２ボタン、まだ持ってくれているのか
な。
五体不満足 乙武洋匡 218 138
「もう契約しちゃったんだから、ウかってくれ
ないと困るよ」
五体不満足 乙武洋匡 219 139 そこで、母が見にいってくれることになった。
五体不満足 乙武洋匡 220 141
ボクら新入生の入学を、上級生たちは熱烈に歓
迎してくれた。
五体不満足 乙武洋匡 221 143
ボクの様子を、監督・コーチはすぐに察してく
れた。
五体不満足 乙武洋匡 222 145
そんなコーチ陣が、戦術面、精神面でしっかり
指導してくれたおかげで、
五体不満足 乙武洋匡 223 150 一緒にいい映画を作ろう」と言ってくれた。
五体不満足 乙武洋匡 224 151 それでもボクを推してくれた。
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五体不満足 乙武洋匡 225 159
この先生は、日頃からボクを気に留めてくれて
いて、
五体不満足 乙武洋匡 226 159
読んで気に入った本を貸してくれたりしてい
た。
五体不満足 乙武洋匡 227 160 先生もボクに気付いてくれたようだ。
五体不満足 乙武洋匡 228 163 高木先生が教えてくれた将棋。
五体不満足 乙武洋匡 229 167
そんな時、ある友人がこんなことを言ってくれ
た。
五体不満足 乙武洋匡 230 169
パンフレットでも持ってきてくれるかな、など
と考えていたが、
五体不満足 乙武洋匡 231 171
当然受け入れてくれないだろうとなかば諦めな
がらも、
五体不満足 乙武洋匡 232 171 最初に応対してくれた部長クラスの方は、
五体不満足 乙武洋匡 233 182 家では誰も信じてくれなかった。
368
五体不満足 乙武洋匡 234 182
結局は母が見ていってくれたので、「合格発
表」なるものを体験するのは初めてだった。
五体不満足 乙武洋匡 235 188 今度こそ叶えてくれそうな強豪チームだ。
五体不満足 乙武洋匡 236 191
まるで、自分が選ばれたかのように喜んでくれ
た。
五体不満足 乙武洋匡 237 198 自然に手助けをしてくれる。
五体不満足 乙武洋匡 238 201
ボクが、アイセックで企業を回っていた際に担
当してくれたのが彼だった。
五体不満足 乙武洋匡 239 202
しかし、横内さんは、そんなボクらを嫌がるこ
となく、さまざまな話をしてくれた。
五体不満足 乙武洋匡 240 202 事務所や印刷工場の現場なども案内してくれ、
五体不満足 乙武洋匡 241 203
新宿区は「全面的に協力する」という約束をし
てくれ、
五体不満足 乙武洋匡 242 203
早稲田大学は、大隈講堂前の広場を貸してくれ
るという。
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五体不満足 乙武洋匡 243 212
何かゾクゾクするような感覚をおぼえてくれれ
ば、この街はきっとよくなる。
五体不満足 乙武洋匡 244 217
ボクは、てっきりボクのことを招いてくれた教
授を呼んでいるのっだと思って、
五体不満足 乙武洋匡 245 219
しかし、そんな時に支えとなってくれるのが、
初めて講演をした時の出来事だ。
五体不満足 乙武洋匡 246 220
君の言葉で、率直に語ってくれたらよいと思
う。
五体不満足 乙武洋匡 247 221
付き添いで来ていた親までもが、真剣に耳を傾
けてくれていた。
五体不満足 乙武洋匡 248 221
今日集まってくれた子どもたちの心のなかに
入って、
五体不満足 乙武洋匡 249 223
趣旨のことをいってくれようとしたのだと思
う。
五体不満足 乙武洋匡 250 223
これは、きっと先月の環境学習講座を聞きにき
てくれた子に違いない、そう思った。
五体不満足 乙武洋匡 251 225 「ここまでの流れ、理解してくれたかな」
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五体不満足 乙武洋匡 252 227
ＳＰＩという会社が、事務局というたいへんな
仕事を担当してくれた。
五体不満足 乙武洋匡 253 229
旅は、いつの時代も、夢や感動を与えてくれ
る。
五体不満足 乙武洋匡 254 229 新たな出会いも与えてくれる。
五体不満足 乙武洋匡 255 231
会場をひとつにしてくれた素晴らしいコンサー
トだった。
五体不満足 乙武洋匡 256 243
彼女はボクの視線と、止まらない震えによって
意図を理解してくれた。
五体不満足 乙武洋匡 257 244
代わりに買ってくれ」と伝えることは不可能
だ。
五体不満足 乙武洋匡 258 244
彼女はプルタブを引きぬき、ボクに渡してくれ
た。
五体不満足 乙武洋匡 259 246 それから、彼の仕事の話をしてくれた。
五体不満足 乙武洋匡 260 246 オッサンも、心配してくれた。
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五体不満足 乙武洋匡 261 247
高田馬場の怖いオジサンも、きっとボクのこと
を「かわいそう」と感じて、親切にしてくれた
のだろう。
五体不満足 乙武洋匡 262 251 一生懸命押してくれる。
五体不満足 乙武洋匡 263 251
ほとんど溶けている大通りまで押してくれる
と、
五体不満足 乙武洋匡 264 251 息を弾ませながら聞いてくれた。
五体不満足 乙武洋匡 265 253 遊びに来てくれる友人のほとんどが
五体不満足 乙武洋匡 266 253 「ステキな家だね」と誉めてくれる。
五体不満足 乙武洋匡 267 253
父親がいつまでもカッコつけてくれるのは、う
れしいことだ。
五体不満足 乙武洋匡 268 253 『洋匡』という名前を付けてくれたのも父だ。
五体不満足 乙武洋匡 269 254
この時ばかりは、辞典などで画数の善し悪しを
調べてくれた。
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五体不満足 乙武洋匡 270 254
やはり小学校時代に付き添いとして廊下にずっ
と待機してくれていたことを欠かすわけにはい
かない。
五体不満足 乙武洋匡 271 254
すべてを私に任せてくれていたので、非常にや
りやすかった」と話している。
五体不満足 乙武洋匡 272 257 その態度で教示してくれた両親。
五体不満足 乙武洋匡 273 257
そして、今まで育ててくれて、本当にありがと
う。
五体不満足 乙武洋匡 274 262 「オトクン、オトクン」となついてくれ、
五体不満足 乙武洋匡 275 262 うれしいことを言ってくれる。
五体不満足 乙武洋匡 276 262 心の壁を取り払ってくれたのだ。
五体不満足 乙武洋匡 277 263 なかのよい遊び友達になってくれた。
五体不満足 乙武洋匡 278 263
その疑問が解消されれば、わけ隔てなく接して
くれる。
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五体不満足 乙武洋匡 279 266
子どもたちが他人を認めることのできる心を
持ってくれれば、こうしたいじめの大半は解決
するだろう。
昭和21年以降（1946～）の小説における「くださる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
旅人の木 辻仁成 1 114
あの、この間別れ際にあずかったもの、どうし
たらいいかしら。連絡ください。
旅人の木 辻仁成 2 115 一度、電話をください。
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セカンドバージン 大石静 3 98 「もう少し時間を下さい。
五体不満足 乙武洋匡 4 217 「サインを下さい」と手帳を広げ始めた。
昭和21年以降（1946～）の小説における「てくださる」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
旅人の木 辻仁成 1 114
こんな電話を掛けてしまったことゆるしてくだ
さい。
375
旅人の木 辻仁成 2 117 メッセージを残しといてください。
セカンドバージン 大石静 3 7
「しゃべって下されば、ライターが文章を起こ
します。
セカンドバージン 大石静 4 24
お忙しいと思いますので、無理はなさらないで
下さい」
セカンドバージン 大石静 5 24
顰蹙はお金を出してでも買えって教えて下さっ
たのは、中村さんですから」
セカンドバージン 大石静 6 25 「僕にプレゼントさせて下さい」
セカンドバージン 大石静 7 74
「新海社の専務さんだよ。僕の本を出して下
さった」
セカンドバージン 大石静 8 74
主人がなぜ不妊治療に積極的になれないのか聞
いて下さい。
セカンドバージン 大石静 9 78 お願い、中村さん、助けてください。
セカンドバージン 大石静 10 78
主人に私のどこがいけないのか聞いてくださ
い。
376
セカンドバージン 大石静 11 80 だからるいさんも諦めないで下さい。
セカンドバージン 大石静 12 81
「時間はかかるかもしれませんが、僕を信じて
ください。
セカンドバージン 大石静 13 81 諦めないで下さい
セカンドバージン 大石静 14 82 僕を信じて下さい。
セカンドバージン 大石静 15 95 何でもおっしゃって下さいね。
セカンドバージン 大石静 16 101
今は万里江の心が落ち着くようにしてやって下
さい。
セカンドバージン 大石静 17 101 打からその携帯は以てやって下さい」
セカンドバージン 大石静 18 107
よろしくお願いしますね。盛り上げておいて下
さいよ」
セカンドバージン 大石静 19 108 「話を聞いて下さい。
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セカンドバージン 大石静 20 119 これをお持ち下さいませ。
セカンドバージン 大石静 21 127
「私の首を切ったということで、秀月先生のお
怒りを鎮めて下さい」
セカンドバージン 大石静 22 128
「立ったら降格してください。役員は退きま
す」
セカンドバージン 大石静 23 132
「忙しいなんて…今の私を誘って下さる方なん
かいませんから」
セカンドバージン 大石静 24 147 「あちらでも小説お書き下さいますよね。
セカンドバージン 大石静 25 148 急ぎませんので、考えておいて下さい」
セカンドバージン 大石静 26 150 「無理はしないで下さい」
セカンドバージン 大石静 27 159 「それ以上は言わないで下さい。
セカンドバージン 大石静 28 159 あなたも元気でやって下さいね」
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セカンドバージン 大石静 29 222 「もしいるなら、話をさせてください」
セカンドバージン 大石静 30 222 「お願いです、いるなら話をさせて下さい」
セカンドバージン 大石静 31 238
「じゃ、決めました。中村さんにお骨持って
帰って来てもらって下さい。」
セカンドバージン 大石静 32 239
「お葬式は私が出しますので、お骨は渡してく
ださい」
セカンドバージン 大石静 33 244 鈴木行を信じてやってください。
セカンドバージン 大石静 34 246 これから先も責任もって供養して下さい」
セカンドバージン 大石静 35 247 ネットでも買えますから試してみて下さい」
セカンドバージン 大石静 36 249 それぞれの持ち場で全力を尽くして下さい」
セカンドバージン 大石静 37 250
「文章刃ライターが起こしますので、お話しし
てくださればそれで結構です。
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セカンドバージン 大石静 38 251 お気持ち変わりましたら、お電話下さい」
セカンドバージン 大石静 39 253
「どうぞ新しいテーマでお書き下さい。私は諦
めません」
セカンドバージン 大石静 40 259
突然、るいさんの元を去ったことを、許して下
さい。
セカンドバージン 大石静 41 261 どうか元気で、僕の分まで生きて下さい。
セカンドバージン 大石静 42 261
るいさんにしか出来ない生き方で、新しい時代
を闊歩してください。
別れの十二か月 梅田みか 43 9
その幸福を与えてくださったのが神ならば、私
は今すぐ天上まで昇っていって感謝のキスを何
度もしたいと思った。
別れの十二か月 梅田みか 44 34 「左に、寄せて下さい。
別れの十二か月 梅田みか 45 64 「じゃあ私もそれにして下さい」
別れの十二か月 梅田みか 46 98 「入ってください」
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五体不満足 乙武洋匡 47 19
「とにかく、いらしてみてください」とのこ
と。
五体不満足 乙武洋匡 48 49 「心配せずに乙武を連れていってください」
五体不満足 乙武洋匡 49 59
「あとは私どもで面倒を見ますから、どうぞお
引き取りください」
五体不満足 乙武洋匡 50 93
他の保護者の方々は、ボクのことを温かく見
守ってくださっていたのだろう。
五体不満足 乙武洋匡 51 113 「静かにしてください。
五体不満足 乙武洋匡 52 113 まっすぐに並んでください」
五体不満足 乙武洋匡 53 128 センパイも頑張ってください。
五体不満足 乙武洋匡 54 142 「アメフト部に入れてください」
五体不満足 乙武洋匡 55 169 「少々、お待ちください」と言って、
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五体不満足 乙武洋匡 56 170
「入れて下さい」と頼むことすらできない予備
校もあったし、
五体不満足 乙武洋匡 57 230 対談相手のボクを相手にお話しくださった、
五体不満足 乙武洋匡 58 258
車椅子の方は付き添いの方と一緒にご利用くだ
さい―
昭和21年以降（1946～）の小説における「もらう」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
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別れの十二か月 梅田みか 6 70
僕が時たま思いだしたように仕事をもらってい
た雑誌が十周年を記念して開いたかなり盛大な
パーティーだった。
別れの十二か月 梅田みか 7 74 返事をもらうまで一呼吸もかからなかった。
五体不満足 乙武洋匡 10 20
担当していた先生方からは、お誉めの言葉まで
もらったそうだ。
五体不満足 乙武洋匡 11 22
両親の熱意とボクの地力で「入学許可」をもら
うことができた。
五体不満足 乙武洋匡 12 77
普通の漢字テストでは、「店内をカイソウす
る」という問題が出た場合、「改装」と書けば
点数がもらえる。
五体不満足 乙武洋匡 17 180
数人の友達から「○○大学受かったよ」と歓喜
の電話をもらう。
五体不満足 乙武洋匡 18 183
すでに、他大学でいくつかの合格をもらってい
る人にとっては、ドシャ降りのなかを朝早くか
ら来るほどではなかっただろう。
五体不満足 乙武洋匡 20 224 勝又さんから電話をもらってからだった。
五体不満足 乙武洋匡 21 229
また、後援名義をもらうために、霞が関や永田
町へも通った。
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昭和21年以降（1946～）の小説における「てもらう」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
旅人の木 辻仁成 1 8
僕が母にせがんで何度も聞かせてもらった兄
の、もっとも長く、そして興味深い家事件は、
彼が小学校五年生の秋に起こした二週間に及ぶ
ものであった。
旅人の木 辻仁成 2 19
後は正直なところ、早く出ていってもらいたい
がね。
旅人の木 辻仁成 3 51
僕は彼女から教えてもらった、兄が働いていた
という植物園芸店″天国の楽園″を訪ねた。
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旅人の木 辻仁成 4 59
君の兄さんもこれが好きでさ、仲良くなった係
りの人に無理矢理頼んで、デパートが閉店した
直後によくタダでのせてもらってたんだ。
旅人の木 辻仁成 5 83
「ええ、いい店があるからって、ユウジさんに
つれてきてもらってから、ちょくちょく…」
旅人の木 辻仁成 6 91
ちょっとそこからどいてもらえないかな、と偉
そうにいったので、
旅人の木 辻仁成 7 96
覚えている限りでいいですから、特に印象に
残っているようなやつを、教えてもらえません
か」
旅人の木 辻仁成 8 99
母にねだって聞かせてもらった幼少の頃の兄の
話は、ヤスだの語る現在の兄の話と共鳴する。
セカンドバージン 大石静 9 19 出版をなめてもらっては困る。
セカンドバージン 大石静 10 37
自分一人で羽ばたいたと思ってもらっては困
る。
セカンドバージン 大石静 11 38
テレビにも出してもらっているのに、会社の方
がこの程度だとホントに焦ります」
セカンドバージン 大石静 12 61 「見てもらおう、面白そうじゃない」
385
セカンドバージン 大石静 13 62 「じゃ私だけでも見てもらう」
セカンドバージン 大石静 14 71 「お隣さんに行クン説得してもらおう」
セカンドバージン 大石静 15 88
「傷、縫った方がいいかもしれないから、一応
見てもらおうよ」
セカンドバージン 大石静 16 89 彼に思ってもらうために。
セカンドバージン 大石静 17 113
明日、産婦人科で妊娠しているかどうか診ても
らおうと思っていたのに、今出血するって、こ
れは一体なあに？
セカンドバージン 大石静 18 130 行さんに傍にいてもらいたい…
セカンドバージン 大石静 19 130 あなたに抱きしめてもらいたい…
セカンドバージン 大石静 20 137
「いろいろ考えたが、しばらく総務に行っても
らおうと思う」
セカンドバージン 大石静 21 143
お茶を出しながらマッサージの極意を教えても
らっているそうだ。
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セカンドバージン 大石静 22 206 検察に身柄を拘束してもらったんだって。
セカンドバージン 大石静 23 221 試食ネットワークも作ってもらっている。
セカンドバージン 大石静 24 221
近所のオバサン達に手伝ってもらって作るつも
りだ。
セカンドバージン 大石静 25 233
盲目なのに手相を見るという奇妙な占い師に、
行と結ばれた翌日、二人で見てもらったのだ。
セカンドバージン 大石静 26 238 「少し考えさせてもらえませんか？」
セカンドバージン 大石静 27 243
行と結婚する時、嫁入り道具のひとつとして
作ってもらった和服の喪服を着て、万里江は喪
主挨拶に立った。
セカンドバージン 大石静 28 243
今朝も朝からホテルの美容室で喪服の着付けを
してもらったが、全身鏡にうつしてみると、本
当に私は哀しい未亡人という気分になり、涙さ
え出そうになった。
セカンドバージン 大石静 29 244
私もあの世の夫から、万里江も頑張ってるね、
と言ってもらえるように、新しい仕事に邁進し
たいと思っております。
セカンドバージン 大石静 30 246
責任なんか果たしてもらってないけどなぁ、と
万里江は思った。
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セカンドバージン 大石静 31 246
「責任を果たしてもらっていないと、あなたが
思われるなら、あなたこそ彼への責任を果たし
たらどうですか。
セカンドバージン 大石静 32 251 私もビジネスに使わせてもらおっと」
セカンドバージン 大石静 33 256
私のインタビューを中村社長にしてもらえるな
ら、やってもいいわ」
セカンドバージン 大石静 34 262 あなたに守ってもらった命だから。
別れの十二か月 梅田みか 35 10 私はあの人に教えてもらった。
別れの十二か月 梅田みか 36 38
やっぱり父親のベンツでもいいから乗せてきて
もらえばよかった。
別れの十二か月 梅田みか 37 74 もしつきあってもらえたら有難いです。」
別れの十二か月 梅田みか 38 93
「本を、貸してもらえませんか。もちろん、読
み終わってからでいいんですが」
別れの十二か月 梅田みか 39 136
中学の入学祝いに父親にせがんで買ってもらっ
たニコンで、まだ二、三度しか使っていない。
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別れの十二か月 梅田みか 40 165
宅配ピザの店に寄ってぺパロニとマッシュルー
ムのピザを焼いてもらって、車の中で食事をす
ることにした。
五体不満足 乙武洋匡 41 10 近所の人にボクの存在を知ってもらおうと、
五体不満足 乙武洋匡 42 19
何校か当ってみたが、試験すら受けさせてもら
うことができなかった。
五体不満足 乙武洋匡 43 19
もしかしたら受け入れてもらえるのではと、期
待に胸をふくらませてダイヤルを回す。
五体不満足 乙武洋匡 44 21
どうすれば認めてもらえるのか、といった行動
にすばやく移るのだった。
五体不満足 乙武洋匡 45 40
身の回りのことをみんなにやってもらっておい
て、「困ってない」とは不届き者だが、
五体不満足 乙武洋匡 46 43
ボクは運動神経のよいミヤちゃんに相手を頼ん
で練習してもらっていたのだ。
五体不満足 乙武洋匡 47 43 「じゃあ、先生に見てもらおうか」
五体不満足 乙武洋匡 48 48 今回の遠足は欠席の旨を先生に伝えてもらう。
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五体不満足 乙武洋匡 49 55
病院に行き、レントゲンを撮ってもらったが、
案の定、骨が肉を突き破ろうとしているとい
う。
五体不満足 乙武洋匡 50 55
特別に普段着のままでうけさせてもらうことに
なった。
五体不満足 乙武洋匡 51 60
少し時間をかければ、学校と同じようにボクに
慣れてもらい、友達になる自信はあったが、
五体不満足 乙武洋匡 52 61
「先生、ボクはみんなにノートを回して、寄せ
書きを書いてもらっています」
五体不満足 乙武洋匡 53 61 病院で食べてもらおうと思って」
五体不満足 乙武洋匡 54 63
「こういった特別な配慮を要する子どもを受け
持ってもらうには、君はまだ若すぎる」
五体不満足 乙武洋匡 55 65
「人にやってもらう」という行為を繰り返さな
ければならない乙武本人は、このことをどのよ
うに受け止めるだろうか。
五体不満足 乙武洋匡 56 74
「せっかく、徒競走に出してもらえることに
なったのだから、みんなの前で無様な走りをす
ることはできない」と
五体不満足 乙武洋匡 57 98
中学校側からもとくに反対はなく、すんなりと
受け入れてもらうことができた。
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五体不満足 乙武洋匡 58 129 分かってもらえれば恋愛にだって発展する。
五体不満足 乙武洋匡 59 137
こうした観点からチェックしてもらえれば分か
ると思うが、
五体不満足 乙武洋匡 60 144
新入生のポジションを決めるコーチ会議に特別
に参加させてもらったり、
五体不満足 乙武洋匡 61 160
こうして、その先生にも納得してもらい、今ま
でどおり部活に参加できることとなった。
五体不満足 乙武洋匡 62 172
エレベーターに乗る際に、そう声をかけても
らった。
五体不満足 乙武洋匡 63 195
ここまで話して興味を持ってもらえると、今度
はお金の話に移る。
五体不満足 乙武洋匡 64 199
政治家や官僚の立場から「福祉は大事だ」と叫
んでもらうことは、もちろん大切なことだ。
五体不満足 乙武洋匡 65 200
せっかく与えてもらった障害を生かしきれてい
ない。
五体不満足 乙武洋匡 66 206
俺たちが場を作って、そこに行政に加わっても
らう、
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五体不満足 乙武洋匡 67 210
この早稲田という街を誇りに思ってもらえるよ
う、
五体不満足 乙武洋匡 68 210
ボクらの取り組んでいる課題に問題意識を持っ
てもらえるようなイベントを開催する地域教育
部会。
五体不満足 乙武洋匡 69 213
他のメンバーに、いくつかの修正を入れても
らって完成したのが、以下の文である。
五体不満足 乙武洋匡 70 225
「君にも実行委員として、このシンポジウムに
参加してもらえるかな」
五体不満足 乙武洋匡 71 225 「やっぱり一緒にやらせてもらいます」
五体不満足 乙武洋匡 72 226
「君に、今回のシンポジウムの実行委員長に
なってもらいたいんだ」
五体不満足 乙武洋匡 73 228
実行委員長というチャンスを与えてもらったこ
とに感謝しなければならないだろう。
五体不満足 乙武洋匡 74 235
みんなに頼んで予定に組み込んでもらっていた
のだ。
五体不満足 乙武洋匡 75 243
何にも彼女のお金で買ってもらうつもりはな
かったのだ。
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五体不満足 乙武洋匡 76 258
障害者は本当に社会から守ってもらわなければ
ならない弱者なのだろうか。
昭和21年以降（1946～）の小説における「いただく」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
セカンドバージン 大石静 1 104 新海社に新作をいただけないでしょうか。
セカンドバージン 大石静 2 195
鈴木は、もう手紙はいただきたくないと言って
ます
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昭和21年以降（1946～）の小説における「いただく」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
旅人の木 辻仁成 1 143
来週は、だめになった社会党について、各方面
の皆様に集まって頂きます。
セカンドバージン 大石静 2 18 お力をお貸しいただけないでしょうか？」
セカンドバージン 大石静 3 25
「今日のお食事は、新海社で持たせていただき
ます。お礼を申しあげるべきなのは、我が社の
方ですので」
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セカンドバージン 大石静 4 25
「ほしいものはありますけど…鈴木さんにプレ
ゼントしていただけるようなものじゃありませ
ん」
セカンドバージン 大石静 5 103
「秋夫先生、新海社にも新作をお書きいただき
たいですね」
セカンドバージン 大石静 6 118
「ところで先生、文庫の帯の文案ですが、ご覧
いただけましたでしょうか？」
セカンドバージン 大石静 7 119 「でも、一度お目通しいただきませんと」
セカンドバージン 大石静 8 123 「お帰りまで、外で待たせていただきます」
セカンドバージン 大石静 9 159
秋夫先生には心から感謝しております。本当に
やさしくしていただいて」
セカンドバージン 大石静 10 168
「なるべく早く帰りますので、それまで預かっ
ておいていただけませんか」
セカンドバージン 大石静 11 195
東京拘置所にもいらしていただきたくないとい
うことです」
セカンドバージン 大石静 12 238
「あの…出来るだけ早く結論をお出しいただけ
ませんでしょうか、
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セカンドバージン 大石静 13 244
「本日はお忙しい中、夫鈴木行のためにご会葬
いただきまして、誠にありがとうございます。
セカンドバージン 大石静 14 251
「必ずやってよかったと思っていただけるよう
な本にします。
セカンドバージン 大石静 15 252 「お書きいただきたい企画がございます」
セカンドバージン 大石静 16 252
「先生にお書きいただきたいのは、老いをテー
マにした小説です」
別れの十二か月 梅田みか 17 98 「有難うございます。心配していただいて。」
五体不満足 乙武洋匡 18 92
「うちの子と乙武くんをペアにしていただい
て、本当にありがとうございました。
五体不満足 乙武洋匡 19 153
もし、興味のある方にはぜひ見ていただきた
い。
五体不満足 乙武洋匡 20 214
ぜひ私たちと共に考えていただきたく、お願い
申し上げる次第です。
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添付資料４：韓国語の時代別小説における授受表現
1945年以前の小説における「주다」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
무정 이광수 1 14 친히 숟가락을 들어 형식을 준다.
무정 이광수 2 20 공책에다 연필을 받쳐 형식을 준다.
무정 이광수 3 20 두 손으로 선형에게 주고 다시 순애의 공책을 당기어
무정 이광수 4 37
제사 때나 명절에 고기나 떡이 생겨도 제게는 먹지 못할 것
을 조금 주고
무정 이광수 5 38 새서방이 주더랍데다그려.
무정 이광수 6 44 떡을 한 그릇 담아내다 줍데다.
무정 이광수 7 52 장가를 들지 못한 맏아들에게 주려 하는 마음이었다.
무정 이광수 8 65 맛나는 밥도 주려니,덮고 잘 이불도 주려니,
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무정 이광수 9 81
장차 자라서 사회에 크게 이익을 줄 만한 자를 특별히 더
사랑하고 가르침이 무엇이 잘못이랴.
무정 이광수 10 81
점수도 특별히 많이 주고 질문하는 것도 특별이 잘 가르쳐
준다.
무정 이광수 11 87 퇴학 청원서를 내어 형식을 주며 자기도 형식의 곁으로
무정 이광수 12 112 팔 원은 주인 노파에게 밥값으로 주고
무정 이광수 13 115
학생들에게 돈도 주지 말고 사오 년 동안 매 삭 이십 원씩
만 저금을 하였더면
무정 이광수 14 115 나는 정성껏 넉넉지도 못한 것을 저희에게 주건마는
무정 이광수 15 116
이달 부터라도 지금까지 주어 오던 학생에게 일체로 돈 주
기를 거절할까 보다.
무정 이광수 16 159
가슴속에 가득 찬 정과 사랑을 생각하던 자에게 주어 보지
못하고 마는고.
무정 이광수 17 169
그래서 우선은 밤마다 시를 지어 혹은 우편으로 혹은 직접
으로 월향에게 주었다.
무정 이광수 18 190
이것은 내 집에 와서 돈을 주고 밥을 사 먹는 손님의 밥이
라 하지 아니하고
무정 이광수 19 191 형식에게 과실도 사다 주고 떡도 사다 주었다.
무정 이광수 20 192 나와 같은 사람에게 누가 벼슬을 주나요?
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무정 이광수 21 193 내게야 누구 벼슬을 주나요?
무정 이광수 22 215 노파에게 눈을 주었다.
무정 이광수 23 216 이것을 주면서
무정 이광수 24 216 편지를 우선에게 주며 얼른 형식의 얼굴을 본다.
무정 이광수 25 216
우선에게 이 편지를 주면서도 얼른 형식의 낯빛을 엿봄이
라.
무정 이광수 26 225 종이를 내어 영채에게 주었다.
무정 이광수 27 226 월화가 이 몸에게 이 지환을 준 뜻은 썩어진
무정 이광수 28 257 즐거움을 주는 자가 있음을 생각하였다.
무정 이광수 29 257 그 어린 기생이 주는 듯한 즐거움은 처음 본다 하였다.
무정 이광수 30 259 자기에게 편지 한장을 주었고
무정 이광수 31 270 형식에게 무한한 기쁨을 주었다.
무정 이광수 32 293
여러 교사들 중에 학생들에게 영향을 많이 주기로는 남들도
형식이라고
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무정 이광수 33 293 자유을 주는 것이 옳다고 주장하며
무정 이광수 34 297 교장이나 주면 하리라 한다.
무정 이광수 35 299 신용을 주지 아니하게 되었다.
무정 이광수 36 301 사람에게는 별로 감동을 주는 바가 없었다.
무정 이광수 37 308
자기의 손으로 심고 자기가 날 마다 물을 주고 벌레를 잡아
가며 기른 것이다.
삼대 염상섭 38 10 기대면 줄 것은 있구
삼대 염상섭 39 13 불쾌한 듯이 피잔을 주었다
삼대 염상섭 40 16 시선을 덕기에게 준다
삼대 염상섭 41 34 자기에게 모욕이나 준 것 같아 못마땅했던 것이다.
삼대 염상섭 42 40 모친은 핀잔을 주다가
삼대 염상섭 43 40 핀잔을 주고 덕기는 담배를 들고
삼대 염상섭 44 42 모친은 피잔을 주었다 .
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삼대 염상섭 45 44 핀잔을 주려다가 모친 앞이라 참아버렸다
삼대 염상섭 46 46 딴판인 인상을 주는 것이었다
삼대 염상섭 47 51 덕기는 핀잔을 주었다
삼대 염상섭 48 52 밥값 한 달치를 주기는 어려웠다.
삼대 염상섭 49 58 그럼 됐네.이리 주게.
삼대 염상섭 50 69 귀여운 인상을 주었다.
삼대 염상섭 51 73 그렇게 모욕을 주어야 하겠나?
삼대 염상섭 52 87 핀잔을 주려니까
삼대 염상섭 53 98 경애에게 주어 보냈던
삼대 염상섭 54 113 핀잔을 주다가
삼대 염상섭 55 115 대려다주마고 한다
삼대 염상섭 56 117 지어다주마고　서둘렀다
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삼대 염상섭 57 119 약삭빨리 준다
삼대 염상섭 58 127 노잣냥 주어 내려보내는 것이었다
삼대 염상섭 59 127 돈 주고 양반을 사!
삼대 염상섭 60 162 불쾌히 피잔을 주었다
삼대 염상섭 61 166 얼마간 주어서 시골로
삼대 염상섭 62 177 생활에 안식을 주려고
삼대 염상섭 63 183 한 장만 포티를 주지
삼대 염상섭 64 183 눈살을 찌푸리며 상훈이에게 눈을 준다
삼대 염상섭 65 185 약속대로 돈을 주는 게 아니냐 ?
삼대 염상섭 66 185 준다는 돈 싫다는데 호령아야?
삼대 염상섭 67 207 이 방이 주는 인상이나 과거의 연상이
삼대 염상섭 68 213 간단한 사과 편지를 주어서
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삼대 염상섭 69 231 외투를 준 것은 고마우나
삼대 염상섭 70 238 적이 주는 군량을 먹고는 못 싸우란 법이 있나
삼대 염상섭 71 241 어제 새 왜투를 주는 바람에
삼대 염상섭 72 244 병화에게 내던지듯이 준다
삼대 염상섭 73 244—245 형편 피면 다시 갖다주리다
삼대 염상섭 74 245 일부로 핀잔 주듯이 맛대가리 없이
삼대 염상섭 75 246 만약 상훈이가 준 그 외투를 입고
삼대 염상섭 76 249 그 외투를 갖다가 주슈.술은 얼마든지 내가 낼 테니
삼대 염상섭 77 252 아무려면 약 갖다줄 틈이 없을라구 ?
삼대 염상섭 78 252 약부터 갖다줍시다
삼대 염상섭 79 252 병화는 약부터 갖다주자고
삼대 염상섭 80 254 난 약을 갖다주어야 해요
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삼대 염상섭 81 258 어서 가요. 데려다주게
삼대 염상섭 82 258 집까지 데려다준 것이었다
삼대 염상섭 83 254 어딘지 가르쳐만 주면
삼대 염상섭 84 256 주는 대로 잡혀먹게!
삼대 염상섭 85 256 김군 줄 게 또 있으면
삼대 염상섭 86 256 바깥애를 대신 주겠네
삼대 염상섭 87 256 삐쭉하고 핀둥이를 준다
삼대 염상섭 88 265 외투를 벗어서 바깥애를 주지!
삼대 염상섭 89 266 구세군에게 쌀을 주어서
삼대 염상섭 90 268 병화는 핀잔을 주다가
삼대 염상섭 91 269 애아버지 .구경 안 했어요! 하고 핀잔을 준다
삼대 염상섭 92 275 얌전히 봉해서 다시 준다
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삼대 염상섭 93 275 아범을 갖다주고 좀 물어봐다 주시려?
삼대 염상섭 94 281 온 사람 같은 인상을 주었던 것이다
삼대 염상섭 95 284 돈 천은 고사하고 돈 백 주어보슈
삼대 염상섭 96 284 총독부 사무관 하나 준다 해보구려
삼대 염상섭 97 288 경애는   핀잔을 주고 물러선다
삼대 염상섭 98 310 주면 못 입을 게 아니지만
삼대 염상섭 99 315 귀찮다는 듯이 핀잔을 주면서도
삼대 염상섭 100 317 술값이야 주지. 어쨌든 그렇게 해주우
삼대 염상섭 101 321 마지못해 핀잔 주는 소리를
삼대 염상섭 102 321 원삼이에게 책을 주러 갔다
삼대 염상섭 103 323 지금 갖다준 그 책이나 잘 읽어보우
삼대 염상섭 104 324 월급을 제꺽제꺽 주는 주인 영감
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삼대 염상섭 105 331 합환주를 해서 병화에게 주며 눈웃을 쳐보인다
삼대 염상섭 106 344 상훈이 생가에는 경애를 데려다주고
삼대 염상섭 107 346 도리어 핀잔을 줄 뿐이다
탁류 채만식 108 14 담배 있거들랑 한개 주게
탁류 채만식 109 14 단박에는 안 줄 것이지만
탁류 채만식 110 14 한 개를 꺼내준다.
탁류 채만식 111 39 밥을 담아다 주었을 것이다
탁류 채만식 112 44 집엣전화거든 날 주어
탁류 채만식 113 53 태수의 것까지 아이를 주어 배달을 하라고
탁류 채만식 114 53 그의 하숙집으로 갖다 주라고 이르니까
탁류 채만식 115 58 이런 때 척 밀수나 한 그릇 타다가 주군 하면 오죽 좋아?
탁류 채만식 116 63 월급두 변변히 못 주어서 늘 옹색하게 하니깐
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탁류 채만식 117 77 내일은 정말 사다 주마
탁류 채만식 118 77 내일은 꼭 사다 주마.꼭
탁류 채만식 119 77 거짓뿌렁 않구 꼭 사다주어.꼭
탁류 채만식 120 78 월급은 사십 원 아니라 사백 원을 준다기루서니
탁류 채만식 121 89 공부를 하라고 여유를 주었다
탁류 채만식 122 98 왜 남이 맘먹구 주는 돈을 마다구 해?
탁류 채만식 123 97 아랫방 자리끼 숭늉 내다 주러 갔어요
탁류 채만식 124 100 빠나나랑 사다 주어 응?
탁류 채만식 125 100 월사금은 그믐께 주구,나위선 오십 전만 주우?
탁류 채만식 126 100 녀석아,좀 늦게 줘두 괜찬아
탁류 채만식 127 102 돈 삼십 원을 주었다
탁류 채만식 128 131 몇십 원 꺼낸 뒤에 태수를 주려고 했던 것이지만
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탁류 채만식 129 140 무엇 밀수나 좀 타다 주까?
탁류 채만식 130 168 게다가 가방을 들어다 주기는 더욱 좋았던 것이다.
탁류 채만식 131 170 차곡차곡 챙겨다 주곤 했다.
탁류 채만식 132 170
명님이를 기생집의 수양녀고 주려고 하는 것을 알고 나서부
터다
탁류 채만식 133 181 타박을 주다
탁류 채만식 134 190 정주사는 어떻게 해서 누가 준 관주라는것은 상관 않고
탁류 채만식 135 194 가령 돈 있는 사람을 물색해내서 첩으로 준다든지.
탁류 채만식 136 194
교양이 압제를 주니 동물적으로 솔직하지 못하고 인간답게
교활하다
탁류 채만식 137 196
그러니 그때 가서는 마음 턱 놓고 딸을 줄 수가 있는 것이
었었다.
탁류 채만식 138 216 설마한들 백만금을 준다기루서니
탁류 채만식 139 219 고것 오래잖아 콩밥 먹을 놈 주긴 아깝다.
탁류 채만식 140 235 차리리 태수를 끕끕수를 주고 싶어서 하는 말이요
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탁류 채만식 141 260 승재는 주는 과실을 받아 가진채
탁류 채만식 142 272
남의 계집애 자식을 몇 푼이나 주구서 사다갈랑은 디리 등
골을 뽑아 먹을 텐구?
탁류 채만식 143 272 대체 몇 푼이나 주구서 사오기루 했던가?
1945年以前の小説における「어/아 주다」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
무정 이광수 1 14 제 인격을 신용하여 주는 것이 한껏 기쁘고
무정 이광수 2 16 선형에게 영어를 가르쳐 줍소나 하고 내가 청하였다.
무정 이광수 3 27 학교를 맡아 주기를 간청하였다.
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무정 이광수 4 31 불쌍한 나를 구원하여 주던 복 있는 집 딸이
무정 이광수 5 36 외가에를 간들 누가 알뜰살뜰하게 하여 주리오.
무정 이광수 6 37 더러워도 빨아 주는 사람이 없어서 제 손으로 빨아서
무정 이광수 7 44 저는 울면서 호-하고 불어 주었습니다.
무정 이광수 8 58 깊이 자기를 동정하여 주지 아니할 줄을 앎아라.
무정 이광수 9 61 자기를 안아 주려니 하였다.
무정 이광수 10 63 영채를 위로하여 주었다.
무정 이광수 11 63 간절하게 위로하여 주었다.
무정 이광수 12 64
자주 뵈옵게 하여 주고 또 얼마 동안 밥도 먹여 주려니 하
였다.
무정 이광수 13 64 한 달에 한 번씩밖에 면회를 아니 시켜 주는 것이니
무정 이광수 14 64 친절하게 자기를 거두어 주니
무정 이광수 15 66 머리도 쓸어 주며
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무정 이광수 16 손도 만져 줌을 보고 하도
무정 이광수 17 67
다정하게 위로하여 주건마는 그 위로를 받는 것도 잠시의
일이요.
무정 이광수 18 69 그러면 네 뜻대로 주선아여 주마.
무정 이광수 19 69 주선하여 주마 하던
무정 이광수 20 69 형식이가 이 말을 믿어 주랴.
무정 이광수 21 76 형식에게 안아 주고
무정 이광수 22 76 건져 주기를 청한 것이라.
무정 이광수 23 77
세상 풍파에 부대끼고 부대끼다가 저를 사랑하여 주어야
할 내가 서울에 있음을 알고
무정 이광수 24 81
점수도 특별히 많이 주고 질문하는 것도 특별이 잘 가르쳐
준다.
무정 이광수 25 85
자기의 할 일을 가로맡아 하여 주는 것을 다행으로 여길뿐
더러
무정 이광수 26 85
“노형이 아니면 이 일을 할 수가 없소.”하여 주기만 하
면 그는 물불을 가리지 아니하고
무정 이광수 27 111
월급을 저축할 생각은 없이 제가 쓰고 남은 돈은 가난한
학생에게 나눠 주고 말았다.
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무정 이광수 28 112 십 원은 학생들에게 갈라 주고
무정 이광수 29 112
형식은 성큼 뛰어 인력거를 피하여 주고 우뚝 서서 먼지를
일으키며
무정 이광수 30 114
허리가 아프도록 고생을 하니 누가 위로하여 주는 이가 있
을까…
무정 이광수 31 115
더구나 학생들에게 돈을 대어 준 것은 참 부질없는 일이었
었다.
무정 이광수 32 131
희경 군.무슨 일이 있으니 누가 학감이 뒤를 따라갔는지
좀 알려 주게.
무정 이광수 33 131 미안하나 내게 그 집을 좀 가르쳐 주게.
무정 이광수 34 159 이형식은 나를 건져 줄 것 같지도 아니하고…
무정 이광수 35 159
지나간 칠 년 동안에 노래와 춤으로 수만 원 돈을 벌어 주
어 논밭도 사고 큰 집도 사고 비단옷도 입게 되었으니
무정 이광수 36 183
배명식이가 떠밀치고 악을 부리는 영채의 팔을 잡아 주던
양과 영채가 이를 빠드득 하고 갈던 양을 생각하고 노파는
또 한 번 웃었다.
무정 이광수 37 184 그동안 영채를 공연히 먹여 주고
무정 이광수 38 184 입혀 준 것이 한이라고도 하였다.
무정 이광수 39 185 영채를 꼭 안아 주자.하였다.
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무정 이광수 40 186
이년의 할멈쟁이를 아싹아싹 깨물고 씹어 주고 싶구나 하
였다.
무정 이광수 41 217 제 소원대로 하여 주는 것이 좋으리라 하여
무정 이광수 42 218 넉넉히 사 주고
무정 이광수 43 220 몸을 팔아 준 사람이 가지고
무정 이광수 44 224 장지에 가나다를 써 주었다.
무정 이광수 45 232 정절을 깨트려 주려 하다가 열녀인 줄을 안 뒤에는
무정 이광수 46 238 담요 끝으로 노파의 배를 가려 주었다.
무정 이광수 47 255 "호"하고 불어 주고 싶다 하면서
무정 이광수 48 265 담배불 붙여 주던 생각을 하고
무정 이광수 49 274
담뱃불을 붙여 줄 때보다 형식이가 더 정답게 보인다 하였
다.
무정 이광수 50 285 자기가 깔고 앉았던 담요로 그 소년을 덮어 주었다.
무정 이광수 51 290
어린 학생들의 코도 씻어 주고 구두끈과 옷고름도 매어 주
었다.
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무정 이광수 52 292 학생들을 더 가르쳐 줄까.
무정 이광수 53 292
그네의 정신을 깨우쳐 줄까 하여 자기가 아는 바 모든 것
을 말하고
무정 이광수 54 292
무슨 일을 할 때에 자기가 시켜 준 어느 방법을 쓰는 것을
보면
무정 이광수 55 292 자기가 가진 바를 온통 떨어 주었다.
무정 이광수 56 293 이유의 하나는 이 학생에게 알려 주려는 욕심이였다.
무정 이광수 57 293
학생들에게 좋지 못한 소설을 읽어 주어 학생들의 마음을
어지럽게 하느니 하고 비방도 한다.
무정 이광수 58 309 어린 학생들을 가려 주는 것같이 생각하였다.
삼대 염상섭 59 8 내 좋은 데 안내를 해줄게
삼대 염상섭 60 10 앗! 그래두 한 달치는 해주어야 떠나보낼 텔세.
삼대 염상섭 61 10 있는 놈의 집 같으면 그대로 먹어주겠지만
삼대 염상섭 62 14 고분고분하게 굴어주었으면 좋았다
삼대 염상섭 63 16 장단을 맞추어주기도
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삼대 염상섭 64 25 그 술잔은 내게 돌려보내주어야지!
삼대 염상섭 65 32 아이를 좀 안아주면
삼대 염상섭 66 34 그럼 좀 있어서 차려주어야지
삼대 염상섭 67 47 한푼이나 대어주었니?
삼대 염상섭 68 63 어려운 중에라도 뒤를 대주었다
삼대 염상섭 69 67 놀러 오면 인사시켜주마고
삼대 염상섭 70 70 귀띰을 해주거나
삼대 염상섭 71 70 잠자코 있어주었으면 좋을 것을
삼대 염상섭 72 73 공부나 시켜주게그려
삼대 염상섭 73 73 그렇게 시켜주게그려.
삼대 염상섭 74 83 그렇다 하고 민적을 안 해주면
삼대 염상섭 75 84 그만큼이라도 생각해주는 것이
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삼대 염상섭 76 85 아버지가 차려준 것일까 ?
삼대 염상섭 77 87 아버지가 사주신 집이로군
삼대 염상섭 78 92 소작인에게 탕감해주어
삼대 염상섭 79 101 대거리가 되어주었지만
삼대 염상섭 80 105 들러주지를 않았다
삼대 염상섭 81 106 반가이 맞아준다
삼대 염상섭 82 107 미안 하지만 기다려주.
삼대 염상섭 83 108 결혼식까지 치러주면
삼대 염상섭 84 111 위로를 해주었다
삼대 염상섭 85 112 다른 데로 구해주든지
삼대 염상섭 86 113 풀어주려는듯이
삼대 염상섭 87 114 눈치를 짐작해준 것도
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삼대 염상섭 88 114 마음을 눅여주는 것이었다
삼대 염상섭 89 115 목도리 뒤를 추겨주었다
삼대 염상섭 90 115 목도리쯤 치켜주었기로
삼대 염상섭 91 121 부친이 빌려주었던
삼대 염상섭 92 122 유산만 남겨주었던들
삼대 염상섭 93 124 장사를 지내줄까
삼대 염상섭 94 136 너를 남겨 줄줄 아니 !
삼대 염상섭 95 139 뒷머리를 땋아주고 이었기 때문에
삼대 염상섭 96 141 웃으면 대거리를 해준다
삼대 염상섭 97 141 머리를 땋아주느라고
삼대 염상섭 98 141 맞장단을 쳐주어야 좋을 것인데
삼대 염상섭 99 141 일일이 빗겨주어야 할까요
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삼대 염상섭 100 146 이렇게 변명을 해주었다
삼대 염상섭 101 151 그래도 옆에 있어주기를 바라는 눈치였다
삼대 염상섭 102 154 조의관에게 대어준 사람이
삼대 염상섭 103 155 학비만 내어줄 뿐이요
삼대 염상섭 104 156 비위를 맞추어주고
삼대 염상섭 105 160 밑천을 대어주어서
삼대 염상섭 106 162 거스르지 않고 잘 어루만져주어야 하겠다는
삼대 염상섭 107 165 속을 태워주느라고
삼대 염상섭 108 165 수원집이 가르쳐주는 대로
삼대 염상섭 109 167 날돈으로 대준 게 없으니
삼대 염상섭 110 173 청요리를 시켜 오라고 쪽지를 적어준다
삼대 염상섭 111 174 나가서 문을 열어주었다
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삼대 염상섭 112 177 하나님이 기도를 면제하여준 것같이!
삼대 염상섭 113 181 덕기를 만나 보게 해주고
삼대 염상섭 114 182 나와서 알선을 해주어야 할 것인데
삼대 염상섭 115 186 인사 한마디만 내던져주었다
삼대 염상섭 116 188 흠씬 놀려주고도 싶었으나
삼대 염상섭 117 189 나는 지금 자네와 결혼이라도 시켜줄 판인데
삼대 염상섭 118 190 그럼 부디 잘 주선만 해주십쇼
삼대 염상섭 119 190 주부가 길을 터주는 대로
삼대 염상섭 120 193 골을 올려주니 눈에 불이 나는 것이다
삼대 염상섭 121 195 하나를 받아서 붙여주는 불에 붙였다
삼대 염상섭 122 201 대꾸를 해주었으나 결코 반갑지 않은 손이었다
삼대 염상섭 123 210 술집 주모가 대어준 모던 걸 하나를 데리고
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삼대 염상섭 124 211 실컷 듣기 싫은 소리도 해준 뒤에
삼대 염상섭 125 212 어쨌든 그렇게 준비를 해주게
삼대 염상섭 126 216 이왕이면 죽어주었으면 좋겠다고
삼대 염상섭 127 221 분은 돋아주려고 밉둥을 부리는 것이다
삼대 염상섭 128 223 정거장에 나가주는 것을 잘못했다고
삼대 염상섭 129 226 지낸 이야기를 할 겸 답장을 해주려고 생각했다
삼대 염상섭 130 229 이 사회가 가르쳐주고 보여주는
삼대 염상섭 131 230 그 사람의 속을 태워주려고
삼대 염상섭 132 231 무척 찧고 까불어줄 말이 많거만
삼대 염상섭 133 231 변명을 하다가 놀려주고 싶은 생각이 나서
삼대 염상섭 134 232 대꾸만 해주었다
삼대 염상섭 135 239 제 손으로 벌어라도 먹게 만들어주고 싶지만
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삼대 염상섭 136 247 경애는 술을 가져다가 따라주고
삼대 염상섭 137 248 일전에 그 키스를 해준 데 있지만
삼대 염상섭 138 250 병화는 도리어 똥겨주었다
삼대 염상섭 139 256 아까 바깥애를 내주었는데?
삼대 염상섭 140 258 아이년이 열어주는 문 안으로 들어서서
삼대 염상섭 141 261 경애 집을 가르쳐주고
삼대 염상섭 142 262 얼만 줄 알면 찾아주려우?
삼대 염상섭 143 262 그렇게까지 빈말이라도 해주는지
삼대 염상섭 144 263 그렇게 해주는 것은 어렸을 때부터의
삼대 염상섭 145 264 실컷 애를 태워주고 시달려보다가
삼대 염상섭 146 265 사내 하인에게 집어 준다
삼대 염상섭 147 265 잠간 기다려주어요
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삼대 염상섭 148 266 고맙소. 시켜준답니까?
삼대 염상섭 149 266 주는 쌀을 얻어주고
삼대 염상섭 150 272 머리를 짚어보며 얼러주다가 병화를 돌려다보고
삼대 염상섭 151 272 돈 1원을 내주고 반찬을 좀 해달라고 이른다
삼대 염상섭 152 273 외투 찾아준 대신에
삼대 염상섭 153 275 애아버지 노릇을 다시 시켜주마고 해보구려?
삼대 염상섭 154 275 정말 혼을 내주고 말걸!
삼대 염상섭 155 276 총독부 속으로 소개를 해주마는
삼대 염상섭 156 278 받아먹이고 붙들어줄 게무어 있나
삼대 염상섭 157 283 취미로인지 부모가 지어준 이름을
삼대 염상섭 158 286 어쨌든 자주 오게 해주
삼대 염상섭 159 290 두 사람을 맞붙여주는
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삼대 염상섭 160 294 모친이 어서 가주었으면 좋았다
삼대 염상섭 161 300 길을 열어주도록
삼대 염상섭 162 302 마음의 준비를 시켜주지 못하고
삼대 염상섭 163 302 흙 한 줌 북돋아주고
삼대 염상섭 164 303 말하면 공부를 시켜주마는
삼대 염상섭 165 305
술을 사준다거든 처자식 굶겨놓고 술 먹겠느냐고 대전을 달
라지
삼대 염상섭 166 309 그래 아범이 일러줍니까 ?
삼대 염상섭 167 310 이따 찾아줄게 술이나 먹으로 가잔 말야
삼대 염상섭 168 310 외투구 편지구 찾아준단 밖에
삼대 염상섭 169 310
외투를 정말 벗어주려는 듯이 서두른다. 벗어주면 당장 아
쉽다는 생각도 잠깐 까먹었던 것이다
삼대 염상섭 170 311 말하자면 그 외투 입어주는 품삯으로
삼대 염상섭 171  술사준다는 게 아닌가
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삼대 염상섭 172 312 술 사달라고 조르는 놈은 보았어도 술 사주마고 시비하는
삼대 염상섭 173 312 나가다가 막걸리 한잔 먹여줌세그려
삼대 염상섭 174 314 걱정이면 내가 가르쳐주리다
삼대 염상섭 175 316 고맙게 굴어준 대접으로도
삼대 염상섭 176 저 아는 대로는 일러준 것이다
삼대 염상섭 177 316 내게 기별 좀 못해줄까?
삼대 염상섭 178 317 술값이야 주지. 어쨌든 그렇게 해주우
삼대 염상섭 179 329 튼튼한 사람하나만 대어달라니까 대어줄 따름이라고 한다
삼대 염상섭 180 331 술은 수모가 먹어주어야 할 건데
삼대 염상섭 181 331 경애는 가르쳐주고 싶었으나
삼대 염상섭 182 332 안 알려주면 어쩌잔 말요?
삼대 염상섭 183 333 그럼 그렇다고 말을 해주어야지
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삼대 염상섭 184 334 인젠 그만큼 해주었으면
삼대 염상섭 185 335 피혁이에게 끌어 대어주느라고
삼대 염상섭 186 335 상훈이를 어떻게 해줄까?
삼대 염상섭 187 336 경애는 알은체해주고
삼대 염상섭 188 337 병화가 가르쳐주던
삼대 염상섭 189 345 노해서 떨어져주었으면 좋을 판이다
삼대 염상섭 190 346 못된 길을 터주어서는 안 되겠다는
삼대 염상섭 191 346 요새는 키스도 안 해주고
삼대 염상섭 192 347 들어오시라 해주게
삼대 염상섭 193 351 계집 붙여주고 줄줄 쫗아다니는
삼대 염상섭 194 352 앙갚음으로 데리고 가서 시달려도 주고
탁류 채만식 195 13 싸움을 말려주고 싶어도
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탁류 채만식 196 15 두루마기 고름 뜯어진 것을 제 손으로 찍어매준다.
탁류 채만식 197 15 정주사가 서 있는 앞을 지나면서 일부러 외면을 해준다.
탁류 채만식 198 27 봉지쌀 한 납대기를 되어 주느라고 꾸부리고 있다가
탁류 채만식 199 28
탑삭부리 한참봉은 방금 되어 준 쌀값 받은 돈을 가게 방문
턱안에 있는 나무궤짝 구멍으로 딸그랑 집어넣고
탁류 채만식 200 28 우리집 묵은 셈이나 좀 해주고 되셨수?
탁류 채만식 201 29 알면서도 짐짓 속아주는 것이다
탁류 채만식 202 38 얼굴이나 그런 흠을 많이 가려주는 것이 그의 입과 턱이다
탁류 채만식 203 40 아예 집으로 보내주기라도 할 도리를 생각하겠지만
탁류 채만식 204 41 요새 새로 온 놈으로 골라주면서
탁류 채만식 205 44 저편에서는 상냥하게 되물어준다
탁류 채만식 206 46 대금두 치러줄 겝니다.
탁류 채만식 207 48
나서서 일을 모피해주어야 할 초봉이는 모른 체하고 외면을
하고 있다.
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탁류 채만식 208 49 아니거던 아니라구 진작 말해주어야지
탁류 채만식 209 49 부아를 돋구어주었다면
탁류 채만식 210 49 물어뜯고 해주었을 것이다.
탁류 채만식 211 51 고개를 쳐들고 활활 해부딪쳐주려고까지 별렀었다
탁류 채만식 212 67 제호한테 진실로 웃음을 빚어주는 한 송이의 꽃인 것이다
탁류 채만식 213 71 신랑금을 골라 중매를 서주려니 싶어 느긋이 좋아한다
탁류 채만식 214 73 몇백 원이고 몇천 원이고 척 내주면서
탁류 채만식 215 86 숭늉 한 그릇 해다 주믄 좋잖으냐?
탁류 채만식 216 86 그럼 내가 메센저 노릇을 해주지
탁류 채만식 217 88 의사면허장을 얻도록 해주려고
탁류 채만식 218 89 그만큼 일을 해주어야하는 때문이다
탁류 채만식 219 90 그는 약도 지어서 주고
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탁류 채만식 220 90 다니면서 치료도 해준다
탁류 채만식 221 91
병을 낫게 해주어 성한 사람이 되게 하는것을 재미있어 한
다
탁류 채만식 222 91 숭늉을 문턱안으로 들여놓아 준다.
탁류 채만식 223 95 그러나 버젓하게 또 꼼짝 못하게 해주었으니까
탁류 채만식 224 99 빠나나랑 미깡이랑 사주어?
탁류 채만식 225 110 태수한테 기별을 해주려는 것이다.
탁류 채만식 226 111 아이가 와서 전화가 왔다고 알려준다.
탁류 채만식 227 112 그렇게 해주게
탁류 채만식 228 114 심부름을 가끔 해주기는 해도
탁류 채만식 229 116 아무 의심도 없이 돈을 내주고
탁류 채만식 230 117 태수가 십오 원씩 보내주는 것으로 연명을 해가고 있다.
탁류 채만식 231 118 작년 봄에 이 군산지점으로 전근을 시켜주었다.
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탁류 채만식 232 122 병정을 서주면서부터다
탁류 채만식 233 126
만 원을 빼 준대도 지금 이야기한 대로 행할 배짱은 아니
다.
탁류 채만식 234 128
그는 태수가 만일 말을 들어 돈을 만 원이고 둘러 빼만 주
면태수가 어떻게 되거나 말거나
탁류 채만식 235 133 행화의 치마폭에다가 떨어뜨려 준다.
탁류 채만식 236 139 머리를 안아올려 무릎을 베게 해준다
탁류 채만식 237 142
밥상머리에 앉아 반주도 권해주고하는 짓이 수월찮이 밉지
않게 굴었다.
탁류 채만식 238 142
아내더러 도미를 사다가 찜을 해주라고까지 하게끔 되었던
것이다.
탁류 채만식 239 146 고서방이 장가만 가구싶다면야 내 중매 한 서주리?
탁류 채만식 240 149 미더워하면 소중히 여겨주는줄은 잘 알고 있었다.
탁류 채만식 241 149
태수는 늘 아주머니 아주머니 하면서 곧잘 보비위을 해주고
싹싹히 굴어
탁류 채만식 242 152 김씨가 말끔 제 돈을 들여서 해주되
탁류 채만식 243 152 심부름을 해주는 체하기를 잊지 않았다.
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탁류 채만식 244 153 그놈을 다시 태수한데 모종을 해주었다.
탁류 채만식 245 156 혼사를 치러줄 염량까지 했고
탁류 채만식 246 162 명님이는 집을 가리켜주는라고 같이 왔던 것이다.
탁류 채만식 247 168 이내 가방을 제 손에다가 들려준다.
탁류 채만식 248 168 빨래해주려 가시구요
탁류 채만식 249 169 명님이 좋아하는 청국만두 사주까?
탁류 채만식 250 169 시켜 보내주까?
탁류 채만식 251 169 명님이네 집을 찾아가서 수술을 해주고
탁류 채만식 252 169 심을 갈아주곤 했는데
탁류 채만식 253 169 중국 우동집에 부탁해서 만두를 세 그릇 시켜 보내주었다.
탁류 채만식 254 170 승재는 병원에서 많은 사람들 치료해주었고
탁류 채만식 255 170 명님이의 설하선염을 수술해주던 때,
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탁류 채만식 256 175
약 한 봉지를 써주지를 않구 침 한 대 놓아달라구 애걸복걸
을 해두 그냥 말었다니.
탁류 채만식 257 181 등이라도 다독다독 해주고 싶었다.
탁류 채만식 258 183
그 사람이 내달아 말려주던 일이 생각나서 혼자 얼굴이 붉
으려고 했다.
탁류 채만식 259 188 곧 기별을 해주마고 대답은 해두었다.
탁류 채만식 260 189 장사 밑천을 대준다는 데서 완전히 미화되어버렸다
탁류 채만식 261 190 아마 돈 천 원은 둘러주겠지
탁류 채만식 262 200 새 주인한테 가게를 아주 넘겨주고
탁류 채만식 263 201 아버지가 못 가게 막지 못하도록 가로맡아주어야 한다고
탁류 채만식 264 203 이렇게 콧구멍이 뻐언하도록 몰아세워주고 싶기도 했다.
탁류 채만식 265 205 빙초산은 위선 그 계집애 낯바닥에다 끼얹어주구.
탁류 채만식 266 213 전부 자네가 대줄 요량을 하고 있단다고 하고
탁류 채만식 267 214 짓궂게 놀려주고 있다.
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탁류 채만식 268 214 나 공부 좀 시켜주어야 해?
탁류 채만식 269 214 약한 전문 하나만 마쳐주믄 그만이야
탁류 채만식 270 216 말참견을 해서 속을 상해줄 테니까
탁류 채만식 271 217 돈을 몇천 원 대주어서
탁류 채만식 272 220 사람들 혼내주었다는 이야기를 하고 있으되
탁류 채만식 273 222 자아, 내가 끼워주어요
탁류 채만식 274 222 반지를 끼워준다
탁류 채만식 275 222 김씨는 반지를 끼워주고 나니
탁류 채만식 276 225 사람을 때려주는 것처럼
탁류 채만식 277 226 그리구 일껀 아르켜줘두 ……아우유! 흘개 빠진
탁류 채만식 278 231
이쁘게 생긴 얼굴을 무얼로다가 들이 으깨주고 싶은 충동도
일어났다.
탁류 채만식 279 238 간호부가 준비된 주사를 손에 들려줄 때에야
307
탁류 채만식 280 239 승재는 초점을 다시 조절해준다.
탁류 채만식 281 241 처음 다던 길로 펌프질이나 해주고
탁류 채만식 282
주사나 꾹꾹 찔러주고 했을뿐 현미경 같은것은 보여주지도
않았는데
탁류 채만식 283 241 여러가지로 자상 분명하게 설명을 해준다.
탁류 채만식 284 242
그러니 그것은 맨 마지막 날 보아서 무슨 변법이라두 구처
해줄 텐즉 우선 그리 알고 있거라.
탁류 채만식 285 244 맞일 해주는 것이거니 싶었다.
탁류 채만식 286 245 어디루 가는지 집만 아르켜주믄 내가 인제 찾아갈게.
탁류 채만식 287 245 그대로 잘 가리켜주라는 부탁을 얼러서 당부한다.
탁류 채만식 288 253 내가 사주는거니,먹어야 하는 법야!
탁류 채만식 289 254 매몰스럽게 쏘아준 것이 미안했던지.
탁류 채만식 290 256 내 꼬옥 한 가지만 이야기해주께,응?
탁류 채만식 291 260 계봉이는 과실을 한 쪽 집어주는 길에
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탁류 채만식 292 260
인제 그 사람이 돈을 수천 원 장사 밑천으로 아버지한테 대
준다고 하는데
탁류 채만식 293 262 지성스런 마음으로 치료를 해주는 것도 바도 그것일 것이고
탁류 채만식 294 263 딸 나서 자라믄 장사 밑천 얻자구 아무한테나 내주겠구려
탁류 채만식 295 276 아사가 오도 줄을 매주고
탁류 채만식 296
이렇게 모두 손질해주고 싶은 생각이 간절했으나 차마 못
하고 돌아서면서
탁류 채만식 297 282 결혼식장의 번화와 폐를 한가지로 끼쳐준 대신
탁류 채만식 298 282 그대로 쳐준 것이다
탁류 채만식 299 287 조금 더 이야기를 해주었으면 좋겠는데,
탁류 채만식 300 291
이튿날부터 손에 흙을 묻혀가면서 추어주고 가꾸어주고 했
었다.
탁류 채만식 301 291 손질을 해주곤 하는 참이다.
탁류 채만식 302 292
동료들이며 술친구들은 결혼이 태수를 버려주었다고 탄식했
다.
탁류 채만식 303 292 술을 사주지 않아서 한 가지 더 미움거리가 생겼다.
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탁류 채만식 304 297 전에 듣잔즉 몇천 원을 대주겠다고 했다면서
탁류 채만식 305 297 내가 그 일에 말참견을 않는다고 대주자던 돈을
탁류 채만식 306 297 안 대줄 이치도 없는 것.
탁류 채만식 307 297 장사 밑천을 얼마간 대주마고 했던 것이나
탁류 채만식 308 298
정주사의 장사 밑천도 태수가 대어준 것이 탄로가 날 것이
고
탁류 채만식 309 299
이 녀석을 오늘은 좀 위협이라도 슬그머니 해주리라고 벼르
면서
1945年以前の小説における「드리다」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
310
무정 이광수 1 256 새빨간 왜증댕기를 드렸다.
삼대 염상섭 2 95 낫게 해달라고 기도를 드린 뒤부터
삼대 염상섭 3 244 그 왜투 벗어서 이 양반 드리게
삼대 염상섭 4 259 네! 갖다드렸어요
탁류 채만식 5 168 ……인 주세요,제가 들어다 디리께
1945年以前の小説における「어/아 드리다」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
무정 이광수 1 19 제가 에이,비,시,디를 써 드릴것이니
311
무정 이광수 4 225 네.내일 아침에 써 드리지요.
삼대 염상섭 5 97 보내드릴 게 있어 그래요
삼대 염상섭 6 141 너 좀 주물러드려라
삼대 염상섭 7 143 주의를 해드려야지
삼대 염상섭 8 180 경국지색을 보여드릴 테니
삼대 염상섭 9 266 총독부 관리를 소개해드릴까 하고
삼대 염상섭 10 267 색시 노릇 해드리리다그려
삼대 염상섭 11 269 기회 있으면 뵈어드리지요
삼대 염상섭 12 311 내가 대신 업어다드릴까요 ?
삼대 염상섭 13 316 매삭　보내는 돈을 보내드리고
삼대 염상섭 14 322 만나 뵈옵건 일러드리기만
탁류 채만식 15 32 그리찮어두 흡씬 해드릴려던 참이랍니다
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탁류 채만식 16 33 신랑을 하나 골라서 중매를 서드려야겠어요
탁류 채만식 17 45 네에 보내디리겠습니다
탁류 채만식 18 46 시방 곧은 못 보내드리겠는데요?
탁류 채만식 19 46 그러면 글러루 보내드리겠습니다.
탁류 채만식 20 52 보내드릴까요?
탁류 채만식 21 52 네에 시방 곧 보내드릭께요
탁류 채만식 22 250 아무튼지 인제 청첩두 보내드리겠지만
1945年以前の小説における「주시다」用例
313
小説名 作者 番号 ページ 原文
무정 이광수 1 19 공책과 연필을 주십시오.
무정 이광수 2 188 칼을 주시오!
무정 이광수 4 265 이리 주시오.
삼대 염상섭 5 185 고시마키라도 사다주시죠!
삼대 염상섭 10 282 건너방으로 들여다주세요
1945年以前の小説における「어/아 주시다」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
314
무정 이광수 1 15 무엇을 좀 알도록 가르쳐주시오.
무정 이광수 2 16 허락을 하여 주셨소.
무정 이광수 3 24 나같이 은혜 모르는 놈을 찾아 주시니 고맙소이다.
무정 이광수 4 36 서로 떠난 후에 지내던 말을 하여 주십시오.
무정 이광수 5 36
머리도 빗겨 주시고 먹을 것도 주시건마는 그 맏오라버니
댁이 사나워서
무정 이광수 6 78 저를 사랑하여 주십시오.
무정 이광수 7 164 형식씨,나를 건져 주시오.나는 지금 위급하외다.
무정 이광수 8 200 형식씨,제 손을 잡아 주셔요,네.
무정 이광수 9 224 저 언문 써 주셔요.
무정 이광수 10 278 아무리 하여서라도 영채를 찾아 주시오.
무정 이광수 11 293 또 더해 주셔요.
무정 이광수 12 306 그 얼굴이나 보고 소리나 듣게 해 주시지요.
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삼대 염상섭 13 95 돕게 하여주시옵소서
삼대 염상섭 14 99 돌아 보아주시오
삼대 염상섭 15 100 변함없이 보호해주시기를
삼대 염상섭 16 102 하나를 골라봐주세요
삼대 염상섭 17 109 주선해주실 수 없을지요?
삼대 염상섭 18 201 저는 길러내주신 은혜를 잊지 않습니다
삼대 염상섭 19 219 그 아이 민적부터 넣어주시고
삼대 염상섭 20 232 선생님이 어떻게 거들어주십쇼그려
삼대 염상섭 21 244 저더러 입으라고 내주셨는데요?
삼대 염상섭 22 256 얼마나 대어주셨다고 그런 소리를 하슈?
삼대 염상섭 23 258 아이나 성해지고 하건 다시 들러주세요
삼대 염상섭 24 259 무얼 적어주시던뎁쇼
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삼대 염상섭 25 273 아까 좋은 것 하나 보여주신댔지!
삼대 염상섭 26 273 그 좋은 것 좀 보여주시구려?
삼대 염상섭 27 274 잊지 않고 보내주신
삼대 염상섭 28 274 이따라도 들러주세요
삼대 염상섭 29 274 시원스런 말씀을 곧 해주셔야
삼대 염상섭 30 274 사정을 좀 생각해주셔요
삼대 염상섭 31 316 그럽죠.댁만 알려주시면
삼대 염상섭 32 345 반했다는 색시 좀 보여주시구려?
탁류 채만식 33 33 제발 좀 그래 주십시오
탁류 채만식 34 34 가합한 자리나 하나 골라주시오
탁류 채만식 35 45 한 가지 골라주시지요
탁류 채만식 36 45 그 향수 한 병만 지금 곧 좀 보내주시까요
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탁류 채만식 37 46 이렇게 해주시지요?
탁류 채만식 38 46 좀 보내주세요?
탁류 채만식 39 126 돈을 가져왔으니 용서해주시오
탁류 채만식 40 146 거 참 한자리 마땅한 데 좀 알아봐 주시우
탁류 채만식 41 161 어서 손 좀 데주세유
탁류 채만식 42 163 제발 좀 살려주세요
탁류 채만식 43 250 구경이나 와주세요.
1945年以前の小説における「달라」用例
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小説名 作者 番号 ページ 原文
무정 이광수 1 36 또 무엇을 달라러 왔나.
삼대 염상섭 2 226 자주 보는 사람도 공연히 달라는 것 없이
삼대 염상섭 3 305
술을 사준다거든 처자식 굶겨놓고 술 먹겠느냐고 대전을 달
라지
삼대 염상섭 4 319 댁을 알아다달라는
탁류 채만식 5 27
정작 쌀 외상을 더 달라고 하리라는 다부진 배짱은 못 먹
었기 때문에
탁류 채만식 6 46 윤희는 이번에도 제호의 전화거든 저를 달라고 따라온다.
1945年以前の小説における「어/아 달라」用例
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小説名 作者 番号 ページ 原文
무정 이광수 2 35 내 자손에게 그렇게 하여 달라는 뜻이 아니며,
무정 이광수 3 35 이렇게 하여 달라 함이 아닐까.
무정 이광수 5 120
예수를 죽여 달라 한 간악한 유대인도 그리 미워할 것은
아니로다 하였다.
1945年以前の小説における「받다」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
무정 이광수 1 10 어떤 사람인데 개인교수를 받어?
무정 이광수 2 13 지위와 재산의 압박을 받는 듯해,
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무정 이광수 3 26 그의 교육을 받은 학생이 이삼십명이나 되게 되었고,
무정 이광수 4 27 특별히 박 진사의 사랑을 받았다.
무정 이광수 5 29 오 년 징역의 선고를 받고 평양 감옥에 들어갔다.
무정 이광수 7 34 자기는 특별히 하늘의 복과 은혜를 받는 사람이요,
무정 이광수 8 34
영채는 특별히 하늘의 앙화와 형별을 받는 사람으로 알렷
다.
무정 이광수 9 36 그 어머니의 본을 받아 아이들까지도 저를 업신여기고,
무정 이광수 10 39
여러 남자의 청구도 많이 받았건마는 아직 한번도 몸을 허
한 적이 없음은,
무정 이광수 11 41
옛사름의 본을 받아 송죽 같은 정절을 지켰으면 하는 희망
이 있음이라.
무정 이광수 12 51 남의 천대를 받더니,
무정 이광수 13 57 고등한 교육을 받은 사람인 듯하다.
무정 이광수 14 57 아무리 하여도 고등한 교육을 받았구나 하였다.
무정 이광수 15 57
혹 내가 남의 도움을 받아 이만큼이라도 출세를 하게 된 모
양으로
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무정 이광수 16 57 그도 누구의 도움을 받아 편안히 지내면서
무정 이광수 17 61 아이놈들에게 고생 받던 생각과
무정 이광수 18 67
다정하게 위로하여 주건마는 그 위로를 받는 것도 잠시의
일이요.
무정 이광수 19 68 옛날 처녀의 본을 받아 내 몸을 팔아
무정 이광수 21 72
따님이 그만 세상의 유혹을 받아 부랑항 남자들의 노리갯감
이 되었는가.
무정 이광수 22 77
어려서 가정의 교훈을 많이 받았으니 반드시 여자의 아름다
운 점을 구비하였으리라.
무정 이광수 23 80 충고도 받았다.
무정 이광수 24 81 특별한 사랑을 받는 자 중에 하나이요.
무정 이광수 25 82
학생의 미움과 비웃음을 받건마는 무슨 일을 하는 데 해하
여는
무정 이광수 26 84 항상 김종렬의 절제를 받는다.
무정 이광수 27 85 김종렬에게 권리의 침해를 받으면서도
무정 이광수 28 96 책망을 받고 나와 분김에 쓴 것인듯
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무정 이광수 29 96
혹독한 책망을 받은 어린 학생들은 당장은 김히 대답을 못
하되
무정 이광수 30 96 책망을 받은 때에는 일동이 한곳에 모여 앉아
무정 이광수 31 98 학감의 절제를 달게 받는 사람만 남게 되어
무정 이광수 32 98 교내의 배척을 받아 오던
무정 이광수 36 119
학생들의 배척을 받는 배 학감이나 또는 내나 다 같은 가람
이 아니며,
무정 이광수 37 124
그는 예수교의 가정에 자라남으로 벌써 천국의 세례는 받았
다.
무정 이광수 38 124 그러나 아직도 인생이라는 불세례를 받지 못하였다.
무정 이광수 39 124
벌써 인생의 세례를 받아 십칠팔 세가 된 금일에는 벌써 참
말 인생인 한 여자가 되었을 것이라.
무정 이광수 40 125
선형 같은 자도 인생이란 불세례를 받아 그 속에 있는 ‘사
람’이 깨인 뒤에야 비로서 참사람이 될 것이라.
무정 이광수 41 125 그 역시 아직 인생의 불세례를 받지 못한 사람이라.
무정 이광수 42 129
봄철 따뜻한 기운을 받아 굳센 힘으로 그가 갇혀 있던 솔씨
껍데기를 깨트리고
무정 이광수 44 135
짐승 같은 남자에게 갖은 희롱을 다 받은 영채는 세상에 믿
을 만하고 의지할 만한 남자는 형식밖에 없다 하였다.
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무정 이광수 45 136
세상 사람의 비웃음과 조롱을 받게 됨을 보고 어린 마음에
도 한번 놀랐다.
무정 이광수 46 150
교육이 으뜸이니 아들이나 딸이나 반드시 새로운 교육을 받
아야 한다 함이라.
무정 이광수 47 150
두 사람이 기생 된 뒤에 첫 번 사람다운 대접을 받는다 하
였다.
무정 이광수 48 152
여러분의 웅장한 조상에게 받은 정신을 흘러가는 대동강에
부쳤는가.
무정 이광수 49 156 영채는 월화에게 큰 감화를 받았었다.
무정 이광수 51 164
노파에게 그러한 멸시를 받고는 다시 물어볼 용기도 아니
나서 그만 대문 밖에 나섰다.
무정 이광수 53 167
영채가 방금 어떤 남자에게 위급한 위협을 받는 양이 눈에
보이는 듯하였다.
무정 이광수 54 172
형식은 윗사람에게서 허락을 받는 모양으로 극히 공손히 하
였다.
무정 이광수 55 179 상관없는 책망을 받을 이유야 무엇이랴하였다.
무정 이광수 56 181 그떄에는 내가 오늘 받은 수모를 네게 갚으리라 하였다.
무정 이광수 59 192
형식은 노파에게서 제가 하던 말을 도로 들으면서도 큰 위
로를 받았다.
무정 이광수 60 205 ‘개인 중심의 지나식 교육을 받은 자’요,
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무정 이광수 61 205 형식 자기는 ‘사회 중심의 희랍식 교육을 받은 자’라.
무정 이광수 62 205
우선은 한문의 교육을 받은 자요,형식은 영문이나 독문의
교육을 받은 자라.
무정 이광수 64 220 여자의 본을 받아
무정 이광수 65 237
노파도 자기와 같이 십오륙 년간 교육을 받았으면 자기와
같이 되라라 하였다.
무정 이광수 67 253 어떤 사나이의 희롱을 받지나 아니하였는가 하였다.
무정 이광수 68 254
인도함을 받아 들어간 방은 영채의 방과 크게 틀림이 없었
다.
무정 이광수 70 263
여러 사람에게 정성스럽게 권함을 받으며 밥상을 대하혀 본
적이 없었다.
무정 이광수 71 263 정성스럽게 권함을 받은 적은 없었다.
무정 이광수 72 276
그는 사회의 핍박은커녕 도리어 사회의 칭찬과 존경을 받을
것이라.
무정 이광수 74 290 형식도 어떤 친구에게 충고를 받은 일도 있었고
무정 이광수 75 291  희경도 동창들 사이에 좋지 못한 조롱을 받은 일도 있으며
무정 이광수 76 293
학생들이 형식에게서 받은 감화와 얻은 지식과 쾌락도 적지
아니하였다.
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무정 이광수 77 304 가르치던 자들에게 모욕을 받은 것 같아서 참 분하였다.
무정 이광수 78 309
지금 학교에서 극렬한 자격을 받았으므로 형식은 마치 열병
환자와 같이 되었다.
삼대 염상섭 79 16 어쩐지 덕기에게서 받은 인상은
삼대 염상섭 80 39 부친이 교회의 신임도 받고
삼대 염상섭 81 39
아들에게 만이라도 숭배를 받았던들 얼마나 자기는 행복했
을까?
삼대 염상섭 82 70 병화들의 감화를 받아서
삼대 염상섭 83 96 위문을 받기에
삼대 염상섭 84 96 인사를 받는
삼대 염상섭 86 98 호의에 대한 인사를 받자고
삼대 염상섭 87 98 치사를 받을수록
삼대 염상섭 88 100 뜻을 받겠다고
삼대 염상섭 92 122 은혜를 받을 기회는 커녕
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삼대 염상섭 93 128 재산 상속을 받을 권리도 있지만
삼대 염상섭 94 144 이제 제사 받은 마님의　친구라는
삼대 염상섭 97 171 절도 안 받으려 했다
삼대 염상섭 99 189 그런 푸대접을 받고 자네 낯이 깎이지 않나
삼대 염상섭 102 197 이런 데 와서 대접 받으랴마는 생전 첨 당하는
삼대 염상섭 103 197 이런 하대를 받고 놀림감이 되는구나
삼대 염상섭 104 202 기구망측지상이라고 놀림을 받았다든지
삼대 염상섭 105 204 수원집의 간병을 받고 편안히 누워 있겠으나
삼대 염상섭 106 205 부친의 병 위문을 받기에
삼대 염상섭 109 227 까닭없는 동정을 받고 안 받는 것은
삼대 염상섭 110 227 어째든 받는 사람으로서 소위 인복이 있는 사람이다
삼대 염상섭 111 227 인복을 받을 만치 마음씨가 좋은 깨끗한 사람들이다
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삼대 염상섭 112 233 병화에게 오해를 받지 않겠기 때문이었다
삼대 염상섭 119 278 들어간 사람의 뒤를 받아서
삼대 염상섭 121 315 자식들도 그 감화를 받을 것이니
탁류 채만식 130 44 초봉이는 괜한 일에 화풀이를 받기가 억울하나.
탁류 채만식 132 46 윤희한테 또 시달림을 받기가 싫어서
탁류 채만식 142 94
자선이나 동정 같은 것은 받는 사람의 프라이드를 뺏는 경
우두 있는 법이어든
탁류 채만식 144 98 정주사가 한마니 걱정을 하는것을 유씨는 받아서
탁류 채만식 146 106 시세를 받느라고
탁류 채만식 149 128 어디 지휘 받았나?
탁류 채만식 150 132 암시를 받다
탁류 채만식 153 165 생판 남과도 진배없는 친척에게 거둠을 받아 자라났으니
탁류 채만식 156 194 그놈한테 압제를 받기 때문이다.
328
탁류 채만식 158 228 그렇듯 격동을 받아 놀라다가
탁류 채만식 159 237 다시 주사에서 암시를 받아,
탁류 채만식 163 266 치료를 받고 난 태수는 그 길로
탁류 채만식 164 268 완전히 해방을 받은 것이다.
탁류 채만식 166 282 그의 친구가 미리 서신으로 부탁을 받고서
탁류 채만식 167 283 그것때문에 결혼식이 무슨 구애를 받을것은 아니요.
탁류 채만식 168 288 과거에게 간섭을 받을 필요는 없는 것이다.
1945年以前の小説における「받으시다」用例
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小説名 作者 番号 ページ 原文
무정 이광수 1 17 참 은혜 많이 받으셨삽네다
삼대 염상섭 2 57 제사를 받으시겠다고
1945年以後の小説における「주다」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
『달콤한 나의 도시』 정이현 1 33 “같이 가요.데려다줄게.”
『달콤한 나의 도시』 정이현 2 81
반색을 하며 데려다주겠다는 남자를 어떻게 매몰차게 거절
할 수 있겠는가.
『달콤한 나의 도시』 정이현 3 98
약속 장소까지 태워다준 애처로운 사연의 주인공으로 둔갑
되어 있었다.
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『달콤한 나의 도시』 정이현 4 67
자기 동생에게 한 번만 더 기회를 주면 안 되겠느냐고는 ,
부탁인지 협박인지 모를 작태를 일삼곤 했다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 5 97 “시어머니가 돈 주는 거야?”
『달콤한 나의 도시』 정이현 6 124 “무한정 주거든요.
『달콤한 나의 도시』 정이현 7 138 똑 부러지게 면박을 준 사람은 장선배였다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 8 142 나는 왼손에 든 쇼핑백손잡이에 힘을 주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 9 142
무엇보다 그의 자유분방한 패션 스타일에 서서히 변화를
주어가고 싶었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 10 166 옆집 여자가 답답하다는 듯 퉁을 주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 11 198 “담배 사다줄까?”
『달콤한 나의 도시』 정이현 12 201
운명은 인간에게 감당할 만큼의 시련만을 준다는 얘기를
어디선가 주워들었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 13 211 내가 대려다줄게.
『달콤한 나의 도시』 정이현 14 217 나는 꾸역꾸역 내게 주어진 일들을 했다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 15 231
애를 대려왔다가 데려다주라고 내가 몇 번이나 말한 줄 알
아?
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『달콤한 나의 도시』 정이현 16 244 사실만이 약간의 안도감을 주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 17 245
딸내미를 학원에 데려다주고 와야 하니 한 시간 뒤에 보자
고 했다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 18 296
꽃샘바람이 매서우니 단단히 입고 출근하라고 겁을 주는
기싱캐스트의 좁은 이마를 멀뚱히 응시했고,
『달콤한 나의 도시』 정이현 19 308 우울하다고 언질을 준 적도 없는데,
『달콤한 나의 도시』 정이현 20 348
이 사람은 결국 목적지를 찾아내어 나를 데려다줄 것 같
다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 21 362 엄마에게 또 한 번 상처를 주고 싶지 않았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 22 373
지가 알아서 조심조심 한 바퀴 돌고 또 제자리로 데려다주
기까지 하다니.
『달콤한 나의 도시』 정이현 23 374 나한테 시간을 좀 줄래요?
『달콤한 나의 도시』 정이현 24 403 내가 알아다줄게.
『달콤한 나의 도시』 정이현 25 403
나는 안이사가 알아다 준 김영수의 주민등록번호를 한참이
나 들여다보았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 26 422
그런 걸로 상처 주거나 하는 놈들 있으면 오빠한테 끌고
와.  422
『달콤한 나의 도시』 정이현 27 430 참,이거 줄게.
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도가니 공지영 28 25
나이가 들면 아무래도 지위가 주는 아우라가　사람의 피부
속에 스며들게 마련이다.
도가니 공지영 29 37
그러나 이 학교가 주는 어떤 분위기, 혹은 어떤 냄새, 혹은
어떤 고요가 그로 하여금 입을 열 수 없게 만들었다.
도가니 공지영 30 41
곱슬머리에 두툼한 눈두덩과 쥐처럼 반짝이는 눈동자가 몹
시 불쾌한 인상을 주는 자여서 그의 이름을 기억하고 있었
던 것이다.
도가니 공지영 31 58
일단 거기서는 그 공포를 이용해 빠져나가는 수 밖에 없을
것 같아서 그는 눈빛에 더욱 힘을 주며 거칠게 내뱉었다.
도가니 공지영 32 60
겨유  연두를  기숙사로 데려다준 그는 숨이 턱에 차도록
복도를 달려 교무실로 들어갔고, 엎어지듯 펜을 들어 그 번
호를 책상 위의 종이 한 귀퉁이에 적었다.
도가니 공지영 33 68 김치 더 가져다줄까, 하는 그런 억약이 아니었다.
도가니 공지영 34 90
몸도 가누지 못하는 그를 데려다주고 그가 고집을 부리는
바람에 하는 수 없이 그의 집, 지저분한 식탁에 앉아 소주
반병을 더 마시느라 거의 새벽에야 눈을 붙였던 것이다.
도가니 공지영 35 93
그럼 우리가 자애원에 이야기해서 피해학생을 데려다주면,
그러면 진술서를 받으시겠어요?
도가니 공지영 36 99 서유진은 아이들에게 주려고 준비한 빵과 우유를 내밀었다.
도가니 공지영 37 107 말 다하고 나면 이거 다 줄께.
도가니 공지영 38 107 저는 가지 않으려고 했지만 과자를 준다고 했어요.
도가니 공지영 39 107
그러고는 저를 데리로 교장실로 들어가 과자를 주고는 제가
과자를 먹는 사이에 쏘는 앞 탁자에 저를 누이고 제 체육복
바지를 무릎까지 내렸어요.
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도가니 공지영 40 115 행정실로 데리고 가서 천원씩 주고 바지를 벗겼어요.
도가니 공지영 41 116 너희 집까지 갈 차비도 주지 않았다고 말했어요.
도가니 공지영 42 121 천원씩 주었어요.
도가니 공지영 43 128
그리고 어떻게든 발끈하고 있다는 인상을 주지 않으려고 낮
은 목소리로 말했다.
도가니 공지영 44 135
성추행하고 성폭행 부분은 우리가 녹화해놓은 동영상을 주
면 되는데 폭행문제는 우리가 좀 미리 알아야 브리핑이라도
하지.
도가니 공지영 45 136
여기는 약한 사람들을 괴롭히고 때리는 사람들을 벌주기 위
해 사람들이 모인 곳이야.
도가니 공지영 46 140 조금 있다가 라면을 끊여먹고 학교로 데려다준다고 했어요.
도가니 공지영 47 141
신이 기괴하거나 비뜰어지 것으로로부터 연약학 인간을 보
호하기 위해 준 제일 감감
도가니 공지영 48 149
신고가 접수되었다는 통보를 하고도 경찰츠게서 조치를 취
하지 않고 말미를 주었들 때 회유를 하든 합의를 하든 하다
못해 깡패라도 동원해서 협박을 한 후 어디론가 쫓아 없애
버리든 사안을 마무리했어야 했다.
도가니 공지영 49 149
그토록 힌트를 주었건만 이제 그로서도 더 손을 쓸 수가 없
었다.
도가니 공지영 50 153 두 형제의 귀에다 대고 주의를 주었다.
도가니 공지영 51 156 이상한 씨디를 주었습니다.
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도가니 공지영 52 156 그에게 가져다주어야 했습니다.
도가니 공지영 53 163 한 사람에게 금 십톤씩 준다.
도가니 공지영 54 163 어떻게 십 톤을 준단 말이야?
도가니 공지영 55 185
정에 굶주린 아이들에게 손길 한번 더 주려고 한 것이 성추
행이고,
도가니 공지영 56 192 준비해온 과자를 유리에게 주었다.
도가니 공지영 57 206 제가 과자 사먹을 돈도 가끔 주고 그랬지요.
도가니 공지영 58 216
미성년자 학생들에게 충격을 주지 않기 위해 공소장으로 대
신합니다.
도가니 공지영 59 223 하늘도 저들에게 벌을 주려고 작정한 것 같습니다.
도가니 공지영 60 263 그러나 판결에 영향을 줄 것은 각오하라고 하더라구.
도가니 공지영 61 270 그러나 이들이 학생들에게 상처를 준 점은 인정하지만
우리들의 일그러진 영웅 이문열 62 20 물 떠다 주고 와서 밥 먹어.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 63 20 물 한 컵 갖다 주란 말이야.
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우리들의 일그러진 영웅 이문열 64 13
내가 아랫도리에 힘을 주며 깐깐하게 묻자 그가 피식 웃었
다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 65 13
그래서 당연히 존경과 복종을 바쳐야 한다는 그런 느낌을
주는 것이었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 66 15 그 학교는 과목별로 우등상을 주었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 67 16
그 덕분에 나는 또한 특별히 내세운다는 느낌을 아이들에게
주지 않고도 군청에서 군수 다음가는 자리에 있는 애 아버
지와,
우리들의 일그러진 영웅 이문열 68 17 그 질서의 강력함이 주는 위압감이,
우리들의 일그러진 영웅 이문열 69 19
내 의사결정에 영향 줄 수 있는 이가 그렇게 나와 더욱 혼
란이 가중됐을 것이다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 70 29 나는 틈을 주지 않고 대뜸 그렇게  물었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 71 31
그가 라이터를 석대에게 준 것이 아니라 빼앗긴 것이라는
부분만은 명백히 하게 했다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 72 38 어느 누구에게도 눈길 한번 주는 법이 없었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 73 45
자기 졸병들과 나하고 같이 걸리면 여럿 앞에서는 일단 똑
같은 벌을 주었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 74 54
내가 맘이 내켜 맛난 것이나 귀한 학용품을 갖다 줘도 그는
받으려 하지 않았고,
우리들의 일그러진 영웅 이문열 75 60
기회를 주었건만 오히려 내 자신의 자질구레한 잘못들만 가
득 적혀 있던 시험지들이
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우리들의 일그러진 영웅 이문열 76 66 석대에게 준 핀잔이 그 한 예였다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 77 66 아이들에게 적지않은 영향을 주었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 78 69
석대에게 거의 생각할 틈을 주지 않고 다음 단계로 들어 갔
다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 79 76 막상 기회가 주어지니 그렇지도 않았다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 80 79
아직도 석대의 질서가 주던 중압에서 깨어나지 못한 아들들
은 또 너무 뒤처져 미적거렸다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 81 85 그는 전처럼 거의 모든 것을 내게 줄 수 있어야 했다.
1945年以後の小説における「어/아 주다」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
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『달콤한 나의 도시』 정이현 1 9
주스를 한 모금 마시면서 까짓것 쿨하게 행복을 빌어주는
거다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 2 10 디데이를 알려준 것은 휴대폰의 기념일 알림 서비스였다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 3 10 너라면 진심으로 축하해주리라 믿는다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 4 12 “어,우리 은수씨 기분 나빴어?에이,용서해줘.”
『달콤한 나의 도시』 정이현 5 13 와라!서른 살,맞서 싸워주마.
『달콤한 나의 도시』 정이현 6 13 편집을 대행해주는 곳인데,
『달콤한 나의 도시』 정이현 7 16
내가 당장 자살하겠다고 난리법석을 떨었을때 내 옆에 있
어준 건 유희와 재인이었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 8 25 그가 내 앞의 빈 잔에 맑은 술을 가득 부어주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 9 27 의자와 화장실을 걱정해주는 남자는 처음이었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 10 28 나는 대답 대신 빙긋 웃어주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 11 31
오늘 밤 하늘에서 내려 보내준 살아 있는 천사일지도 모른
다는 생각이 머리를 스쳤다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 12 33 팬티를 선물해주거나
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『달콤한 나의 도시』 정이현 13 36 택시의 뒷문을 열어주면서
『달콤한 나의 도시』 정이현 14 36 같이 흔들어줘야 되나?
『달콤한 나의 도시』 정이현 15 36
저쪽에서 굳이 먼저 인사하지 않는 경우에,거기 맞춰주자
는 것이 나의 원칙이었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 16 37 말간 콩나물국이라도 한 대접 끓여주었을 텐데.
『달콤한 나의 도시』 정이현 17 44
그러다 다른 물고기나 산호초와 문득 눈이 마주치면,생긋
한번 웃어주고는 이내 제 길을 가는 거다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 18 44 삶이 어디 호락호락 내가 원하는 방향으로 굴러가주던가.
『달콤한 나의 도시』 정이현 19 53 도로사정을 일러주는 내비게이션 시스템처럼,
『달콤한 나의 도시』 정이현 20 553 누군가 대신 정해서 딱딱 가르쳐준다면 얼마나 좋을까？
『달콤한 나의 도시』 정이현 21 553
사소하고도 예민한 문제의 정답부터 제발 알려주면 좋겠
다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 22 55 야속하게도 중간중간 고개 한번 끄득여주지 않는다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 23 57 직원들 앞에서는 ‘님’자를 붙여줘도 될 텐데
『달콤한 나의 도시』 정이현 24 64 어디 단체로 가르쳐주는 학원이라도 있는 모양인지
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『달콤한 나의 도시』 정이현 25 67 직속 팀장이 자기 동생을 소개해주겠다고 제안해왔다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 26 70 은수야.나 할 말 있어…비밀 지켜줄 수 있지?
『달콤한 나의 도시』 정이현 27 71
승낙이든 거절이든 이번에는 반드시 답장을 해주는 것이
인간의 도리일 터였다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 28 73 너라면 그렇게 말해줄 줄 알았어.
『달콤한 나의 도시』 정이현 29 73 유희가‘인생에 대한 용기!!’를 전염시켜주어서일까?
『달콤한 나의 도시』 정이현 30 74
안이사 와이프의 헬스클럽 동료가 소개해주는 남자 김영수
는 휴대폰의 통화연결음을 따로 설정해두지 않았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 31 75
어차피 회사 간부 사모님의 친구가 소개해주는 남자와 만
나면서 ‘맞선’이 아니라고 주장하는 편이 더 가증스러울
지도 모른다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 32 80
김영수로부터 최소한 저녁을 사주고 싶어 할 정도의 점수
는 얻고 있다는 확신이 왔다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 33 91
그가 손을 뻗어 내 뺨에 묻은 티끌을 다정히 떼어내주었
다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 34 93
하지만 확대해주겠다는 사진관 측의 호의를 아버지가 딱
잘라 거절했다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 35 102 곁에 남아 위로주를 사준 건 ‘그냥 친구’유준이었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 36 105
하기야,안달복달하는 이에게는 결코 웃어주지않으면서,무
심한 인간에게는 한없이 말랑말랑한 속살을 드러내곤 하는
것이 돈의 속성이다.
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『달콤한 나의 도시』 정이현 37 107
‘자기야,나를 위해 제발 좀 변해줘라’고 애원하지 않을
수 없을 것이다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 38 107
이를테면 사무실의 황부장 같은 인간이 저런 소리를 지껄
였다면 속으로라도 냅다 쏘아붙여주었을 것이다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 39 111 비밀하나 말해줄까?
『달콤한 나의 도시』 정이현 40 113 부드럽고 포근포근하게 가까운 사람들을 감싸준다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 41 114
여유로운 시간과 젊음이 있을 때는 경제력이 받쳐주지 않
고,경제력이 생겼을 때는 여유로운 시간과 젊음을 돌이킬
수 없다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 42 119
입술 부르튼 아르바이트생이 바코드를 찍어주는 24시간 편
의점,
『달콤한 나의 도시』 정이현 43 123
상대에게 가진 호감이 적어도 참치회를 사줄 수 있을 만큼
은 된다는 것.
『달콤한 나의 도시』 정이현 44 124 그가 재빠르게 행동 요령을 숙지시켜주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 45 124
내가 술을 따라주려 하자,그는 꽤 완강한 포즈로 거부 의
사를 밝혔다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 46 125 잔이 빈는 족족 김영수가 다시 채워주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 47 133 하루 종일 도우미 노릇을 해주기로 했단 말이야.”
『달콤한 나의 도시』 정이현 48 132 “집도 먼데 여기까지 와준 거얘요”
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『달콤한 나의 도시』 정이현 49 133
앙상하게 솟은 그녀의 빗장뼈에 손바닥을 얹고 가만히 토
닥여주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 50 138
내 앞의 단무지 그릇을 밀어주었지만,그녀는 그 뒤부터 단
무지 쪽에 젓가락도 대지 않았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 51 141
여름방학엔 버스를 세 번 갈아타고 그들의 숙소까지 찾아
간 경험이 있다는 얘기를 해주려다가 그만두었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 52 142
태오 입장에서도 이 정도쯤은 기꺼이 맞추어주어야 하지
않겠는가.
『달콤한 나의 도시』 정이현 53 143 “다음엔 더 예쁜 걸로 만들어줄게요.”
『달콤한 나의 도시』 정이현 54 146
불쑥불쑥 들이닥치는 생의 불가사의에 대해 의연하게 찡긋
윙크해줄 수 있을까?
『달콤한 나의 도시』 정이현 55 150
이 한 몸,아무 곳에서 취직시켜주기만 한다면 대한민국에
서 최고로 건실하고 바지런한 직장인이 되어 은혜를 갚겠
다고 다짐햇었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 56 153
“자기가 사준 옷을 입고 있으니 늘 함께 있는 것 같잖
아.”
『달콤한 나의 도시』 정이현 57 154 “오늘 저녁에는 스테이크 사줘”
『달콤한 나의 도시』 정이현 58 154 “이번 생일에는 아르마니 넥타이 사줘”
『달콤한 나의 도시』 정이현 59 157
나를 선택해준 유일한-중소 규모의 출판사는 일이 많고 월
급이 짠 곳이었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 60 157 나는 그저 충고해주고 싶은 것뿐이다.
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『달콤한 나의 도시』 정이현 61 158
이 아이를 달래주어야겠다는 생각이 든 것은 거의 동시였
다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 62 161
20대 중반 이후 그녀의 번잡한 연애사를 대변해준다고 하
겠다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 63 162
‘내가 너를 행복하게 해주지 못할 것 같아서’로 요약된
다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 64 171
원래 어려운 일이 생겼을 때 옆에 잇어주는 것이야말로 애
인의 존재 가치가 아니던가.
『달콤한 나의 도시』 정이현 65 173
샤워할 때 한 번 씩 타일 바닥에 뜨거운 물을 쫙 뿌려주는
걸로 욕실 청소를 끝냈고,
『달콤한 나의 도시』 정이현 66 173 “내가 집에서 맛있게 구워줄게.”
『달콤한 나의 도시』 정이현 67 180 내가 여기 있음을 알아봐주고
『달콤한 나의 도시』 정이현 68 181 같이 울어주고 싶었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 69 175 인사를 시켜주지 않을 도리가 없었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 70 179 핵심을 콕 집어줄 수는 없는 노릇이었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 71 180 그들은 언제나 나를 외롭지 않게 만들어줄 나만의 사람,
『달콤한 나의 도시』 정이현 72 180 나지막히 내 이름을 불러줄 사람을 갈구한다.
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『달콤한 나의 도시』 정이현 73 180 그럼 영양사가 항상 딱딱 메뉴를 짜줄 거 아니에요?
『달콤한 나의 도시』 정이현 74 184 골라주는 거 먹으면 되게 편할 텐데.”
『달콤한 나의 도시』 정이현 75 187 내가 원하는 ＤＶＤ 타이틀도 구해주겠대요.
『달콤한 나의 도시』 정이현 76 188
마냥 북돋워줄 수가 없는 건,내 인생의 시계추를 다시 칠
년 전으로 되돌리고 싶지 않기 때문일까?
『달콤한 나의 도시』 정이현 77 194
그리고 생리 첫날,냉랭하게 식은 내 아랫배에 손을 집어넣
어 찜질해줄 수 있는 유일한 사람이다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 78 196 혹시나 무슨 쇼킹한 반전이 일어나주길 기대했나 봐.
『달콤한 나의 도시』 정이현 79 207
태오가 얼른 냅킨으로 닦아주었지만 나는 손을 내저으며
자리에서 일어섰다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 80 207 나를 일으켜 이마의 피를 닦아주고,
『달콤한 나의 도시』 정이현 81 207 용길의 등을 두드려주었을 뿐만 아니라,
『달콤한 나의 도시』 정이현 82 207 유희의 화를 달래준 것은 모두 태오의 역할이었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 83 208 어느새 다가온 태오가 내 등을 가만가만 어루만져주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 84 208
이런 순간,옆에 있어주는 타인의 존재는 나를 안심시키는
동시에 고통스러우리만치 부끄럽게 만든다.
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『달콤한 나의 도시』 정이현 85 209 차갑게 곱은 손가락을 태오가 꾹꾹 주물러주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 86 210
나에 관한 소문을 비밀스레 전해주던 그녀의 좁은 이마가
눈앞에 아른거렸다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 87 212 어린 딸에게 못 이기는 척 져주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 88 215
비극의 여주인공에게 용기를 북돋워주려는 건지 아니면 약
올리려는 건지 의도를 가늠하기 어려웠다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 89 219
물만두라도 주문해주려 했지만 유준은 굳이 자장면이면 충
분하다고 우겼다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 90 221 엉기는 부분을 네가 좀 지적해줘.
『달콤한 나의 도시』 정이현 91 222 진심으로 그의 행운을 빌어주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 92 223 그 소식을 나에게 전해줄 이는 아무도 없는 것이다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 93 223
부모님과 친구들을 소개시켜주고 싶어 하던 태오의 진심을
왜 부담스러운 것으로만 여겼을까.
『달콤한 나의 도시』 정이현 94 224 한 상 떡 벌어지게 차려주는 거 아니었어?
『달콤한 나의 도시』 정이현 95 225 지들이 대신 키워줄 것도 아니면서.
『달콤한 나의 도시』 정이현 96 231 애한테 미안해서 맘 편하게 해주고 싶다나.
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『달콤한 나의 도시』 정이현 97 232 일러주고 싶은 것을 꾹 참았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 98 246 몰래 귀띰해주는 사람 한 명 없었다니,
『달콤한 나의 도시』 정이현 99 247 안이사가 편집장이라는 직함는 달아주겠지?
『달콤한 나의 도시』 정이현 100 250 누가 나를 건드려주기만을 기다리고 있었나 보다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 101 260 너니까 특별히 말해주는 거야.
『달콤한 나의 도시』 정이현 102 268 은수씨가 친구해주면 고마울 것 같아요.
『달콤한 나의 도시』 정이현 103 270 일부러 와서 축하해주기도 하는데.
『달콤한 나의 도시』 정이현 104 277 매일 가는 회사 어쩌다 하루쯤 쉬어주는 것도 예의야.
『달콤한 나의 도시』 정이현 105 277 야,빨리 내려줘.
『달콤한 나의 도시』 정이현 106 281 오늘만 같이 있어주면 안 될까?
『달콤한 나의 도시』 정이현 107 281 친절하게 약도를 그려주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 108 282 프라이버시를 보호해주었다.
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『달콤한 나의 도시』 정이현 109 285 나는 그녀들의 어깨를 토닥여줄 수도 있고,
『달콤한 나의 도시』 정이현 110 285 함께 눈물을 흘려줄 수도 있었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 111 292 나를 위해 이 정도의 작은 선물은 해줄 수 있었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 112 298 예전의 나였다면 곧바로 혀를 차주었을 것이다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 113 298 코멘트를 날려주었을 것이다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 114 301 같이 마셔주면 안 돼요?
『달콤한 나의 도시』 정이현 115 303
집주인의 은밀한 취향을 나타내주는 물건이라고는 전혀 없
다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 116 305 엄마만은 옆에 있어줄 거라고 생각했어요.
『달콤한 나의 도시』 정이현 117 305
내 앞에 슬그머니 밀어줄 때까지 내가 울고 있다는 사실을
깨닫지 못했다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 118 305 김영수가 티슈를 뽑아 손에 쥐어주고,
『달콤한 나의 도시』 정이현 119 305 등을 가만가만 쓸어주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 120 308 조용히 배려해주는 태도가 고맙다.
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『달콤한 나의 도시』 정이현 121 311
왜 내게 인사시켜주지 않았는지 못내 의아한 점들을 꼬치
꼬치 따지고 들었을 것이다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 122 317 앞으로의 나날들을 축복해주고 오면 되는 게 아닐까?
『달콤한 나의 도시』 정이현 123 319 맛있는 거 사주고 싶어.
『달콤한 나의 도시』 정이현 124 345 편히 통화하도록 자리를 피해주는 것 같았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 125 347 왼쪽으로 가라,오른쪽으로 가라 지정해준다는 게 말예요.
『달콤한 나의 도시』 정이현 126 348 김영수가 내 어깨를 툭툭 털어주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 127 348 엄마는 순순히 문을 열어주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 128 350 여기까지 따라와준 것은 보통 일이 아니었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 129 357
손에 들고 있던 가디건을 그의 어깨에 살그머니 덮어주었
다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 130 358 맡아서 진행해줄 수 없겠느냐는 요청이었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 131 362 집을 나서는 나를 위해 엄마가 현관 앞에서 배웅해주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 132 368 상대방에게 최소한의 자신감을 가지고 있음을 드러내준다.
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『달콤한 나의 도시』 정이현 133 372 김영수의 천진한 질문에 웨이터가 웃으며 설명해주었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 134 375 말하기 어려웠을 텐데 먼저 해줘서 고마워요.
『달콤한 나의 도시』 정이현 135 376 내 담당자 소개해줄까?
『달콤한 나의 도시』 정이현 136 379 테이블 아래로 발등을 밟아줄까 하다가 참았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 137 402 그가 알려준 자신의 생일은 9월9일이었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 138 402
그 열세 자리의 숫자가 김영수의 피와 뼈의 행방에 대해
단서를 제공해줄 수 있을까.
『달콤한 나의 도시』 정이현 139 403
우선 당사자가 살아 돌아와야 옷이든 상품권이든 사줄 것
이 아니겠는가.
『달콤한 나의 도시』 정이현 140 404
재인에게 김영수의 주민등록번호를 알려주며 슬며시 고민
을 토로했다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 141 425 여기 인테리어 맡아 해준 사람인데,
『달콤한 나의 도시』 정이현 142 426 안이사가 입금해준 돈으로 자동차를 샀다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 143 427 동감의 미소를 보내주었을 것이다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 144 430 그를 향해 활짝 웃어주었다.
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『달콤한 나의 도시』 정이현 145 441 어느 쪽으로 가야 할지 아무도 가르쳐주지 않는다.
도가니 공지영 146 10
그것 또한 아내가 힘써주지 않았다면 어림없는 일이긴 했
다.
도가니 공지영 147 12
나는 선생님이 처음 부임해서 그 소설을 소개해주었을 때
꼭 오늘이 올 줄 알았어요. 12
도가니 공지영 148 18
수소문 끝에 메일과 문자메씨지가 오간 뒤 아 아파트도 그
녀가 주선해 주었다.
도가니 공지영 149 19 그녀의 소식을 전해준 동기는 그렇게 말끝을흐렸다.
도가니 공지영 150 20
그 마지막 말투 때문에 그는`나 불행하지 않아`하는 그녀의
뉘앙스를 믿어주는 것이 지금 이 재회에서 그가 지켜야 할
예의 라는 것을 느꼈다.
도가니 공지영 151 30
혹시나 해서 준비해온 이 작은 퍼포먼스가 아이들과 자신
사이의 거리를 성큼 좁혀 주는 것 같았다.
도가니 공지영 152 30
왠지 아이들과 잘 지낼 수 있을 것 같은자신감이 차오르면
서 아침부터 달려들었던 온갖 불길함을 조금 덜어주었다.
도가니 공지영 153 31 그는 소년의 얼굴 위로 흐르는 눈물을 닦아주었다.
도가니 공지영 154 36
그는 혹시나 하고 옆자리의 박선생에게 그 아이가 자신에게
수화로 하려던 말을 통역해줄 수 있는지 물어보려 했던 것
이다.
도가니 공지영 155 53 말해주렴,나는 정말 연두를 돕고 싶어.
도가니 공지영 156 58
여태까지 그가 이곳에 와서 받은 모욕을 다 갚아주듯 실컷
두 들겨 팰 수도 있었다.
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도가니 공지영 157 60
연두가 가르쳐준 번호를 외우기 위해 그는 말을 할 수도,다
른 생각을 할 수도 없었고 심지어 숨을 크게 쉬지도 못했
다.60
도가니 공지영 158 60
그 영특한 아이가 자신을 믿어주었다는 것이,제자가 선생을
믿는 당연한 일이 그는 이렇게 기쁠 줄 몰랐다.
도가니 공지영 159 67
정간사,내일 아침 일찍 우리 간사들,자문위원들 되는대로
다 소집해줘.
도가니 공지영 160 67
그리고 자기는 지금부터 자애학원에 대해서 할 수 있는 모
든 조사를 해줘.
도가니 공지영 161 68
어쨌든 그녀는 이 무진에서 그에게 가장 가까운 지인이었고
이곳에 도착한지 아직 일주일도 되지 않은 그에게 김치와
밑반찬 같은 것을 챙겨주곤 했다.
도가니 공지영 162 78
다만 독재시절 시위대를 잡아오면 무진경찰서가 꼭 차고 그
러면 가끔 자애학원기숙사 한 층을 고스란히 경찰에 빌려주
기도 했다는 거야.
도가니 공지영 163 ？79
이런 법이 더이 있습니까? 내가 뭘 잘못했는지 알려주어야
지요.
도가니 공지영 164 81
그러면서 제 귀에 들리는 이 중얼거림이 정말 들리고 있는
건지 누가 증명해줄까, 하는 생각을 했다.
도가니 공지영 165 96
그녀는 오빠에게 전화를 걸어 직원을 한 명 보내줄 것을 부
탁했다.
도가니 공지영 166 99
어떤 일이 있다 해도, 자신의 두 딸 바다와 하늘이의 이름
을 걸고 이 아이들을 지켜주자고.
도가니 공지영 167 102
가끔씩 꿀꺽러리며 침 넘기는 소리만이 그녀가 딸에게 의식
을 집중하고 있음을 알려주었다.
도가니 공지영 168 104
곰인형을 안고 연구가 린치를 당하고 있는 세탁을 까지 그
를 안내해주었던 아이.
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도가니 공지영 169 107 지지난주에 무슨 일이 있었는지 말해줄 수 있어요?
도가니 공지영 170 111
초등학교 삼학년 때의 일을 기억나는 대로 이야기해주겠어
요?
도가니 공지영 171 112 저희는 우리와 놀아주려는 줄 알고 좋아했지요.
도가니 공지영 172 112
선생님은 울지 말라고 하시면서 내일 과자를 사줄 테니까
오늘은 선생님이 하라는 대로 하라고 하셨어요.
도가니 공지영 173 117
선생님들, 제가 친엄마는 아니지만 하루만이라도 따뜻하게
보듬어 재워주고 따뜻한 밥이라도 지어먹여서 보내고 싶어
요.
도가니 공지영 174 117 제가 모자라서 해줄 수 있는 게 그것밖에 없으니까요.
도가니 공지영 175 121
새삼 어제 진술을 마친 유리를 꼭 안아주지 못한 자신이 후
회스러웠다.
도가니 공지영 176 121
연두 어머니가 그 아이를 품고 하루를 재워준다고 한 것이
그는 정말 고마웠다.
도가니 공지영 177 123 나랑 새미랑 뭐 사줄꺼야?
도가니 공지영 178 124
저희는 정식으로 자애학원 이사장을 해임하고 이사진을 관
선이사로 교체하며 당사자들을 징계해줄 것을 요청합니다.
도가니 공지영 179 129
그녀는 그의 등을 바라보며 저 돌린 등을 갈겨줄 수만 있다
면 폭력이 언제나꼭 나쁜 것만은 아닐 거라고 생각했다.
도가니 공지영 180 130 연두를 신고하게 해준 그 지도교사.
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도가니 공지영 181 133 레이스가 늘어진 침대도 사주지 못할지 몰라.
도가니 공지영 182 133
여자들인 너희가 더 씩씩하게 거리를 걸어다니게 해주겠다
고.
도가니 공지영 183 135 그러고는 문든 서유진을 지켜주고 싶다는 생각을 했다.
도가니 공지영 184 135 민수는 짜장면을 사준다는 말에 순순히 그를 따라나섰다.
도가니 공지영 185 136
그리고 주머니에서 손수건을 꺼네 민수의 입가에 묻은 짜장
면 자국을 닦아주었다.
도가니 공지영 186 136
그가 입가를 닦아주는 동안 민수는 아기처럼 가만히 있었
다.
도가니 공지영 187 139
집에 가서 컴퓨터게임을 더 하게 해주겠다고 해서 저하고
동생이 따라 갔어요.
도가니 공지영 188 142 혹시 깨어 있으면 여기로 좀 와주지 않으래?
도가니 공지영 189 143
너 전에 길 잃고 나한테 전화했을 때 니 집에 가서 하는 수
없이 술 더 마셔준 거 기억나지?
도가니 공지영 190 143
원수 갚아주고 싶지만 수업이 있으니 오늘은 그냥 옆에 있
어줄께.
도가니 공지영 191 143
원수 갚아주고 싶지만 수업이 있으니 오늘은 그냥 옆에 있
어줄께.
도가니 공지영 192 143 그는 재킷을 벗어 그녀의 어깨에 걸쳐주었다.
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도가니 공지영 193 143
그리고 서유진의 어깨에 걸쳐 있는 자신의 재킷의 깃을 세
워 목덜리로 불어오는 바람을 막아준 뒤 대답했다.
도가니 공지영 194 146 당신이 늘 믿어주니 나는 괜찮아.
도가니 공지영 195 148
정의는, 깊은 땅속에 묻혀 있는 부드러운 흙이 깊은 쟁기질
에 얼굴을 내밀듯 솟아나서 세상은 그래도 살 만하다는 오
래된 전설을 확신기켜주는 듯했다.
도가니 공지영 196 150 장경사, 박변에게 전화해줘.
도가니 공지영 197 153 모든 것은 정의로운 경찰과 검찰이 밝혀줄 것이다.
도가니 공지영 198 161
이사장과 이사진을 해임하고 관선이사를 파견해줄 것을 요
구한다고 합니다.
도가니 공지영 199 166
강인호는 얼핏 웃음이 나와서 일단 그 돈을 받아들고 싸인
을 해주었다.
도가니 공지영 200 168 당신 거기 취직시켜준 내 친구가 나한테 전화해서 그래,
도가니 공지영 201 168 어깨를 끌어 당겨 오래 안아주었을 것이다.
도가니 공지영 202 185
아이들 머리 한번 더 쓰다듬어주려고 한 것이 성폭행이라면
저호 에 아우에게 벌을 주십시오.
도가니 공지영 203 192 유리의 손을 잡아 차에서 내려주며 말했다.
도가니 공지영 204 192 선생님이 끝나고 맛있는거 사줄게, 응?
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도가니 공지영 205 192 유리를 가만히 안아주었다.
도가니 공지영 206 193 이 점 증인들에게 잘 통역해주기 바람니다.
도가니 공지영 207 202 예,  나중에 성폭력상담소장이 말해주더군요.
도가니 공지영 208 203 유리의 얼굴을 닦아주었다.
도가니 공지영 209 205
강인호는 유리의 양손을 연두와 민수에게 쥐여주고 천천히
법정을 걸어나왔다.
도가니 공지영 210 206
제가 현관 같은 데서 만나면머리도 쓰다듬고 귀여워해주었
는데요.
도가니 공지영 211 207 이 아이들은 제가 사랑하고 늘 아껴주던 아이들이었습니다.
도가니 공지영 212 209 아무도 막아주지 않잖아요.
도가니 공지영 213 210 교사가 이렇게 그녀를 안아주었을 것도 생각했다.
도가니 공지영 214 210
그리고 그 빛은 그의 존재를 존엄하게 비추어주는 것 같았
다.
도가니 공지영 215 219
연두양에게 조성모의 노래를 틀어주고 정말 들을 수 있는지
알아보는 일 말입니다.
도가니 공지영 216 221
연두의 손을 잡고 그 곁에 함께 있어주고 싶다는 충동을
느꼈다.
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도가니 공지영 217 224 매운탕도 한번 안 사줬어.
도가니 공지영 218 225 민수는 합의를 해주면 혐의 자체가 없어져.
도가니 공지영 219 225
그러면 절대로 합의해주지 않을 연두 부모님만 남게 되고
저들의 죄는 연두의 성추행
도가니 공지영 220 226 약속대로 매운탕 사줄께.
도가니 공지영 221 229 강인호가 얼른 담뱃불을 붙여주었다.
도가니 공지영 222 230
대학공부까지 시켜주고 또 유리 아버지 약값으로 큰 돈을
내놓겠다고 합디다.
도가니 공지영 223 232 유리 할머니마저 합의서 써주면 끝이야.
도가니 공지영 224 233
그리고 그 진저리를 동반한 분노가 스스로를 곱씹는 치욕에
서 그를 구해주었다.
도가니 공지영 225 233 네 부모가 합의서를 써주었단다.
도가니 공지영 226 234 옆집에 사는 작은아버지가 그들을 돌봐준다고 들었다.
도가니 공지영 227 239 그래서 서류에 싸인을 해주었다.
도가니 공지영 228 240 학교에서는 휴직처리를 해주었다.
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도가니 공지영 229 243
이상하게도 차 안의 고요가 그를 오히려 차분하게 만들어
주었다.
도가니 공지영 230 247 서유진에게 세상을 다르게 보는 법을 가르쳐주었다.
도가니 공지영 231 251 서유진에게 슬며시 쪽지를 전해주었다.
도가니 공지영 232 254 전부터 말해주고 싶은 게 있었어요.
도가니 공지영 233 255 서로서로를 눈감아주고 있어요.
도가니 공지영 234 255 한번만 눈감아 주면 다들 행복한데,
도가니 공지영 235 260 근무하던 성생이 소식을 전해주었다.
도가니 공지영 236 265
검사는 부모가 합의서를 써주면 자동으로 기소 자체가 취소
되는
도가니 공지영 237 266 그렇다고 저 아이들을 다시 개들에게 던져줄수는 없잖아.
도가니 공지영 238 268
강인호가 이불을 덮어주자 유리가 아직도 눈물이 고인 눈으
로 부끄러운 듯 샐쭉 웃었다.
도가니 공지영 239 279 강선생 좀 와줘야겠어.
도가니 공지영 240 281
우리 가족에게도 결국은 옳은 길임을 진작 말해주지 못한
것이 안타까워.
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도가니 공지영 241 281 육촌오빠에게는 미안하다는 말 꼭 전해줘.
도가니 공지영 242 282 새미를 데리고 서울로 가서 조금만 기다려줘.
도가니 공지영 243 282 무진은 내게 그걸 가르쳐주었어.
도가니 공지영 244 282 나는 당신이 나의 마지막 자존심을 지켜줄 것을 믿어.
도가니 공지영 245 282 그러니 당신도 날 믿어주길.
도가니 공지영 246 288 우리를 달래주고 가셨어.
도가니 공지영 247 289 일반 중학교에 특수학급을 허가해주었어.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 248 10 그런 내 첫인상을 더욱 굳혀 준 것은 교무실이었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 249 11 내가 가진 자랑거리는 반아이들에게 일러주어,
우리들의 일그러진 영웅 이문열 250 11
내 이익을 지켜주는 데 적지 않은 몫을 하던 내 은근한 자
랑거리였다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 251 14 이이들도 그런 걸 참아 주지 않는 까닭이었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 252 15 그런 채신머리 없는 짓거리를 막아 주었다.
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우리들의 일그러진 영웅 이문열 253 15
그에게 억지로 끌려갔다는 느낌을 깨끗이 씻어 주었을 뿐만
아니라
우리들의 일그러진 영웅 이문열 254 15 내가 담임선생님에게 품었던 야속함까지도 풀어 주었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 255 15 먼저 그렇게 물어 주어
우리들의 일그러진 영웅 이문열 256 15 서울의 학교를 자랑할 수 있게 해주었고,
우리들의 일그러진 영웅 이문열 257 15
그렇게 물어 줌으로써 내가 4학년 때 국어과목에서 우등상
을 탄것이며,
우리들의 일그러진 영웅 이문열 258 15
경북궁에서 열린 어린이 미술대회에서 특선한 걸 자연스럽
게 자랑할 수 있도록 해주었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 259 16 우리 집안의 살림살이도 물어 주었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 260 17 달걀을 가져온 아이에게 빙긋 웃어준 게 전부였다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 261 17
손바닥을 몇 차례 호되게 때려 줌 으로써 내게는 월권이라
고만 생각되는 석대의 처리를
우리들의 일그러진 영웅 이문열 262 20 내가 느긋이 다음 해를 준비하도록 기다려 주지 않았다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 263 21 담임선생님께 물어보고 떠 주지.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 264 22 놀이에 나를 끼워 주지 않는 것도,
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우리들의 일그러진 영웅 이문열 265 22 진땀을 뺴고 있을 때 나타나 말려 주는 것도 석대였고
우리들의 일그러진 영웅 이문열 266 23
그 뒤의 길고 힘든 싸움을 내가 견뎌낼 수 있게 해준 힘이
되었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 267 26
실습감독은 우리의 실습지에 가장 많은 수확을 안겨 주었으
며,
우리들의 일그러진 영웅 이문열 268 26 경기에서 우리 반에 우승을 안겨 주었고,
우리들의 일그러진 영웅 이문열 269 28 것,좀 빌려줘.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 270 29 빌려줬어.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 271 30 빌려준 거라며?
우리들의 일그러진 영웅 이문열 272 30 빌려줬음 돌려받으면 되잖아?
우리들의 일그러진 영웅 이문열 273 30 그럼 그게 어디 빌려준 거야?뺏긴 거지.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 274 31 석대를 손짓해 부르더니 무언가를 작은 소리로 알려주었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 275 33
급사 아이가 와서 석대에게 알려줬다는 중요한 말을 덧붙일
수 없었다 .
우리들의 일그러진 영웅 이문열 276 33 꼭 그말을 일러주었다는 증거도 없었지만.
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우리들의 일그러진 영웅 이문열 277 33
이번에는 제법 신경써 주는 척 목소리를 부드럽게 해 물었
다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 278 35
내가 선생님께 말씀드린 걸 급사가 석대에게 알려주었습니
다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 279 37 모든 일은 이 선생님이 책임지고 여러분을 지켜주겠다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 280 38
무언가를 잠시 생각하더니 아이들을 얽고 있는 마지막 굴레
를 풀어주었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 281 38
급우의 잘못을 알고도 숨겨 주는 사람은 잘못한 그 사람보
다 더 나쁠 수도 있다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 282 40
네 편이 되어 주지 않는다고 반 아이들 모두와 싸우려 하거
나-
우리들의 일그러진 영웅 이문열 283 42
비겁한 다수에 의해 짓밟힌 내 진실이 무슨 모진 한처럼 나
를 버텨 나가게 해준 것이었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 284 43 내가 애써 다가가면 마지못해 놀아주는 아이들이 있었고
우리들의 일그러진 영웅 이문열 285 43 우리 집까지 따라와 준 것도 그럭저럭 대여섯은 되었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 286 46
다른 아이들에게는 그 전날 가만히 알려주어 나만 갑자기
당하는 꼴이 되는 위생 검사나,
우리들의 일그러진 영웅 이문열 287 47
무슨 한처럼 나를 지탱시켜 주던 미움도 차차 무디어져 갔
다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 288 48
그가 검사를 해주는 청소는 아무렇게나 해치우곤 하던 나였
다.
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우리들의 일그러진 영웅 이문열 289 49
석대 편이 몇 명을 접어 주지만 그래도 언제나 석대 편이
우세한 그런 축구시합이었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 290 49 몰고 있던 공을 자기편으로 차주고 선선히 앞장을 섰다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 291 49
기분이 좋아진 그가 부드럽게 대해 주면 내 쪽에서도 적당
히 그의 호감을 살 수 있는 맞장구를 쳐
우리들의 일그러진 영웅 이문열 292 50 이 창틀 청소는 합격시켜 줄 수 없어.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 293 51 네가 돌아오면 눈물이라도 흘리며 괴로워해 주마.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 294 52 나를 그 외롭고 고단한 싸움에서 풀어 준 것이었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 295 52 주먹싸움의 서열을 바로잡아준 것이었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 296
53
그가 마련해 준 공정한 링에서 싸움을 벌였고,
우리들의 일그러진 영웅 이문열 297
53
그동안 맺힌 앙심은 내 주먹을 한층 맵게 해주어
우리들의 일그러진 영웅 이문열 298 53 번번이 통쾌한 승리를 내게 안겨 주었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 299 53 한 학기의 외로움과 쓰라림을 씻어 줄 만한 반전이었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 300 53 그런 나를 따뜻이 반겨 주었다.
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우리들의 일그러진 영웅 이문열 301 54 약간의 이자를 보태준 것에 지나지 않았다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 302 58 너는 미술을 대신 그려주니까
우리들의 일그러진 영웅 이문열 303 58 묻는 대로 숨김없이 대답해 주었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 304 58 아직 엄석대가 그걸 네게 말해 주지 않았어?
우리들의 일그러진 영웅 이문열 305 59 말해 줘도 괜찮겠지.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 306 59 그림득ㄹ 대신 그려주고 있으니까
우리들의 일그러진 영웅 이문열 307 59 시험 대신 쳐 주는 셈이잖아
우리들의 일그러진 영웅 이문열 308 60 증거가 돼 줄 수 있는것은 그들이었으나,
우리들의 일그러진 영웅 이문열 309 60
담임선생에게 밝혀 주리라는 보장 또한 그리 많아 보이지는
않았다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 310 60 담임선생이 묻자 빌려주었을 뿐이라며 시치미를 뗀던
우리들의 일그러진 영웅 이문열 311 60 아이들의 발목을 잡아주는 게 내게 유리할 수도 있었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 312 63 거들어 줄게 있어
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우리들의 일그러진 영웅 이문열 313 63
나를 이런저런 심부름에서 빼낸 준 것이 이상의 뜻이 있는
것 같았다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 314 66
우리 학급의 움직이는 기존 질서는 인색하게나마 인정을 해
주었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 315 66 그거 좀 빌려줘.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 316 67
담임선생님은 대뜸 우리들의 성적부터 불러준 뒤에 차갑게
말했다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 317 68
아이들도 그때처럼 입을 모아 그를 뒷받침해 준다면 어떻게
될까 하는 것이었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 318 69
모두 번갈아 가며 석대의 대리 시험을 쳐준 우리 반의 우등
생들이었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 319 70 바로 대답하기만 하면 용서해 줄수 있다고 하는것 같았다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 320 71 시험지를 바꿔 준 것 자체는 용서할 수도 있었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 321 72 모두 얘기해 주기 바란다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 322 72 석대의 딴 잘못들을 알려주지 않는다면
우리들의 일그러진 영웅 이문열 323 73 돈 백 환을 받고 분단장을 시켜준 일이며
우리들의 일그러진 영웅 이문열 324 75 언제나 남이 찾아 주기만을 기다리게 된다.
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우리들의 일그러진 영웅 이문열 325 78 우리 반을 위압하게 만들어 준 것은 바로 그들이었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 326 79
그 아침까지도 석대가 보장해 주는 특전에 만족해 있던 나
자신을 내세울 수는 더욱 없고,
우리들의 일그러진 영웅 이문열 327 81
그보다는 경험의 교훈이 자정 능력을 길러준 덕분이 아닌가
한다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 328 84
내가 나온 일류대학과 거기서 닦은 지식을 써 주는 곳이 아
직은 더러 남아 있었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 329 85
국민학교 동창들도 심심찮게 그런 내 단정을 뒷받침해 주었
다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 330 85
그래서 내가 자유와 합리의 기억을 포기하기만 하면 다시
그의 곁에 불러 앉혀 주어야 했다.
1945年以後の小説における「드리다」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
365
『달콤한 나의 도시』 정이현 1 398 이거 괜한 말씀을 드렸군요.
도가니 공지영 2 43 누군가를 향해 기도를 드리고 싶어졌다.
도가니 공지영 3 91
서간사님 좀 앉으세요. 거기・・・・・・뭐 차라도 한잔 드
릴까요?
도가니 공지영 4 111
삼학년 겨울방학이 지난 다음 담임선생님께 말씀을 드렸어
요.
도가니 공지영 5 122 아아, 제가 말씀을 안 드렸던가요?
도가니 공지영 6 125
설명을 드리자면, 아이들이 방과후에 저녁을 먹고 학교 쪽
으로 오는데・・・・・
도가니 공지영 7 174 이 편지 드리고 나면 부끄러워서 내일 뵐 수 있을까요.
도가니 공지영 8 229 담임선생님으로서 정말 드릴 말이 없습니다.
도가니 공지영 9 230 그러니까 그거야 할머니 원하시는 대로 드려야죠.
1945年以後の小説における「어/아 드리다」用例
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小説名 作者 番号 ページ 原文
『달콤한 나의 도시』 정이현 1 344 어머니를 많이 이해해드려요
도가니 공지영 2 25 지난달에도 제가 잘 처리해드리지 않았습니까?
도가니 공지영 3 61 "아이만 맡겨놓고 해드리는 것이 없어서 죄송해요.
도가니 공지영 4 61
재작년에 애아빠가 성할 때만 해도 돼지를 두 마리
잡아서 선생님들 잡숫게 해드렸는데,
도가니 공지영 5 66 저희가 도울 수 있는 일이라면 도와 드릴게요.
도가니 공지영 6 67
저희가 도울 수 있는 일은 도와드릴 테니 평안히
말씀하세요.
도가니 공지영 7 122
잠깐 집에 데리고 가신다고 해서 어제 제가 인도해드렸는데
요.
도가니 공지영 8 150 봐드리는 겁니다.
도가니 공지영 9 174 카네이션 달아드리러요.
367
도가니 공지영 10 252 태워드려?
도가니 공지영 11 263
하늘이 링거 맞는데 의사한테 부탁해서 어머니도 링거를 놔
드렸어.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 12 32 이거 아버지께 돌려드려.
1945年以後の小説における「주시다」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
『달콤한 나의 도시』 정이현 1 56
백만 원을 주시면서 이백만 원짜리 컬리티로 만들라고 하
는 건 애초부터 말이 안 되는 거죠.
『달콤한 나의 도시』 정이현 2 281 예약을 주셨어야죠.
도가니 공지영 3 50
"그건 그렇습니다만,우선 아이를 수업에 참석하게 하고 이
따가 방과후에 주의를 주셔도・・・・・・"
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도가니 공지영 4 123 우리가 간절히 원하면 주님은 모두 주신다.
도가니 공지영 5 185
아이들 머리 한번 더 쓰다듬어주려고 한 것이 성폭행이라면
저호 에 아우에게 벌을 주십시오.
도가니 공지영 6 230 그래 얼마나 주실 거유, 하고 내가 물었지.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 7 30 삼촌이 아버지께 선물로 주신 거거든.
1945年以後の小説における「어/아 주시다」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
『달콤한 나의 도시』 정이현 1 379 어려운 자리니까 음식 무조건 빨리 넣어주세요,
『달콤한 나의 도시』 정이현 2 97 요즘 집값이 너무 올라서 일단 전세로 얻어주신다고.”
369
『달콤한 나의 도시』 정이현 3 289 개인 사정으로 인해 사직코자 하오니 재가하여주십시오.
도가니 공지영 4 24
"예, 그럼 잘 처리해주십시오. 그렇찮아도 저희가 요즘 감
사니 뭐니 골치 아픈 일이 많아서요."
도가니 공지영 5 41 한번 봐주시면 어떻까 하고.
도가니 공지영 6 49 교무부장이 가르쳐주었다는 말을 강조하기도 했다.
도가니 공지영 7 49
"저기, 저희 아이가 결석을 했는데, 여기 있다
고・・・・・・
교무부장 선생님께서 가르쳐주시에・・・・・・"
도가니 공지영 8 61
저희는 하늘이 무너져갖고 있는데 어찌나 나라하고 학교에
서 잘해주시는지.
도가니 공지영 9 61 돈 한푼도 안 받고 애들 그렇게 맡아주시고 가르쳐주시고,
도가니 공지영 10 61 돈 한푼도 안 받고 애들 그렇게 맡아주시고 가르쳐주시고,
도가니 공지영 11 67 문을 좀 닫아주시겠어요?
도가니 공지영 12 80 제게 말을 해주셔야 할 거 아닙니까?
도가니 공지영 13 96 죄송한데・・・・・・휴대폰 좀 빌려주세요.
도가니 공지영 14 109 통역사님, 이제 준비되셨으면 연두에게 물어주세요.
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도가니 공지영 15 112 선생님이 저를 예뻐해주시는 줄 알았으니까요.
도가니 공지영 16 117
그 사람들 꼭 처벌받게  해주시고 다니는 이런 일이 없도
록・・・・・・
도가니 공지영 17 117
선생님들이 이런 일이 다시는 일어나지 않도록 그들이 꼭
벌을 받게 해주십시오.
도가니 공지영 18 152 그리고 저 이 장아무개에도 십의 십일조라도 생각해주십쇼.
도가니 공지영 19 155 그를 처벌해주십시오.
도가니 공지영 20 156 저와 저희 아이들을 위해 그들의 행위를 처벌해주시고
도가니 공지영 21 156
우리 학원이 가엾은 아이들의 진정한 배움터가 되도록 해주
시기 바랍니다.
도가니 공지영 22 156 가여운 친구의 원혼을 위해 수사해 주시기 바랍니다.
도가니 공지영 23 166 이거 돈 세어보시고 거기 싸인 좀 해주세요.
도가니 공지영 24 170 성냥불도 켜주셨죠.
도가니 공지영 25 170 저는 선생님께서 얼마나 우리를 위햇 잘해주실지 믿어요.
도가니 공지영 26 174 선생님이 유리 업어주셨잖아요.
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도가니 공지영 27 174 그러니까 비밀을 지켜주세요.
도가니 공지영 28 174 우리에게 와주셔서 감사해요.
도가니 공지영 29 174 선생님 저 구해주셔서 정말 감사해요.
도가니 공지영 30 174
우리 아빠 빨리 낫게 해주시고, 나쁜 사람들 벌받게 해주시
고
도가니 공지영 31 174 나쁜 사람들 벌받게 해주시고
도가니 공지영 32 187
그리고 성폭행 사실을 처음 고발한 송하섭 교사에 대한 해
고를 철회하도록 해주십시오.
도가니 공지영 33 189 저희 믿고 돌아가주세요.
도가니 공지영 34 193
증인들이 몹시 예민해 있다는 것을 참작하셔서 정숙을 유지
해주시기 바랍니다.
도가니 공지영 35 193 여러분들을 질문에 유념해주시고,
도가니 공지영 36 203
대답하시기 힘들더라도 진실을 위해 증언해주시기 바랍니
다.
도가니 공지영 37 204 방청석 모두 퇴장해주십시오.
도가니 공지영 38 204 연두에게 유리를 잘 좀 데리고 있으라고 전해주세요.
372
도가니 공지영 39 207 저 남자아이를 좀 진정시켜주세요.
도가니 공지영 40 216 그 증언을 듣도록 해주세요.
도가니 공지영 41 219 잠시만 기다려주시면 바로 시작하겠습니다.
도가니 공지영 42 220 음악이 들리면 손을 들어주세요.
도가니 공지영 43 221 조성모의노래가 들리면 손을 들어주세요.
도가니 공지영 44 221 한번만 더 하겠다고 통역해주세요.
도가니 공지영 45 229
그 사람들 지금 재판을 받고 있는데 혹여 합의서라는 것에
싸인을 해주시면 사건은 없는 것이 되어버립니다.
도가니 공지영 46 240 증인, 그만 내려가주세요.
도가니 공지영 47 244
이준범 선생께서 어릴때부터 수야딸 삼아 키워주셨기 때문
에
도가니 공지영 48 252 도와주세요, 제발 도와주세요.
도가니 공지영 49 266 그 이유가 되어주셨어.
도가니 공지영 50 279 모두 모여주세요.
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도가니 공지영 51 279 도와주세요.
도가니 공지영 52 286 국무총리를 뜨거운 박수로 맞아주시기 바랍니다.
도가니 공지영 53 287 하늘도 시위를 막아주시는군.
도가니 공지영 54 288 아침 급하게 떠났다고 말해주시더라구.
도가니 공지영 55 290 이 아이들의 후원자가 되어주셨어.
1945年以後の小説における「달라」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
우리들의 일그러진 영웅 이문열 1 28 달라는 말을 대신했다.
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우리들의 일그러진 영웅 이문열 2 30 석대가 달라는데.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 3 54 그는 내게서 무엇을 빼앗기는커녕 달라는 법조차 없었다.
1945年以後の小説における「어/아 달라」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
『달콤한 나의 도시』 정이현 1 220
재인에게 보내는 러브레터를 대신 전해달라던 고등학교 선
배오빠,
『달콤한 나의 도시』 정이현 2 220 카드 값 이백만 원만 꿔달라던 옛 남친 고릴라
『달콤한 나의 도시』 정이현 3 416 용서해달라는 말,안 할게요.정말 미안해요.
도가니 공지영 4 43 지켜달라고 말하고 싶었다.
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도가니 공지영 5 49
어디까지나 아직은 상황을 잘 모르니 섣불리 이렇게 끼여드
는 것을 양해해달라는 듯 그는 될 수 있는 대로 어눌하게
말했다.
도가니 공지영 6 53 도와달라고 먼저 말하면 그때 해도 늦지 않아.
도가니 공지영 7 62 저보고 전활를 좀 해달라고 하더군요.
도가니 공지영 8 64
아빠 수술 앞둔 거 뻔히 알면서 한번 와달라고 했다면 보통
일이 아닌
것 같은 게 왜지 맘이 불안하고・・・・・・
도가니 공지영 9 90
아무 택시나 타고 와서 아파트단지 앞에서 돈을 빌려달라고
하면 될 일이지싶었던 것이다.
도가니 공지영 10 94
우리 경찰이 그렇게 수사권 독립시켜달라고 해도 안해주잖
아.
도가니 공지영 11 94
우리 경찰이 그렇게 수사권 독립시켜달라고 해도 안해주잖
아.
도가니 공지영 12 107
그래서  연두에게 제것도 사다달라고 부탁하고 현곤에 앉아
있었지요.
도가니 공지영 13 109
그 정황을 연두의 입장에서 다시 한번 진술해달라고 말이지
요.
도가니 공지영 14 125
생각만 해도 골치 아프고 구질구질하니까 그만 나가달라는
표정이었다.
도가니 공지영 15 134
우리 문제를 조사하겠다고 자료를 더 보내달라고 하
네・・・・・・
도가니 공지영 16 150
도와달라고 소리쳐도 여기 아무도 들을 사람이 없으니, 가
시죠!
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도가니 공지영 17 150 어서 와달라고 해, 응
도가니 공지영 18 174 부끄러워서 그만 내려달라고 하고 싶었는데,
도가니 공지영 19 174 목사님 모두 행복하게 해달라구요.
도가니 공지영 20 205 정리가 나가달라고 소리치고 있었다.
도가니 공지영 21 225
어떻게 그 아이들 부모에게 돈을 가지고 합의서 써달라는
말을 하러 갈수 있지?
도가니 공지영 22 229 고소장에 싸인을 해달라로 하던,
도가니 공지영 23 239
선배가 자신이 재직하는 사립학교에 잠시 몸담아달라는 부
탁을 했다.
도가니 공지영 24 260
그러니 다음 휴가 때 제발 자신의 부모님을 만나달라고 말
이다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 25 46 누구 일을 누구더러 해달라는 거야?
1945年以後の小説における「받다」用例
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小説名 作者 番号 ページ 原文
『달콤한 나의 도시』 정이현 1 36 이른 아침,남자의 배웅을 받으며 올라탄 여자승객에 대해
『달콤한 나의 도시』 정이현 2 39
혹시 눈썰미좋은 누군가로부터 목격담을 제보 받았는지도
모른 다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 3 64
느닷없이 개인적인 호출을 받는 경우라면,일반적으로 두
가지 가능성을 내포하고 있을 것이다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 4 73 곧 재즈댄스와 연기 레슨도 받을 거라고 했다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 5 92
내 전화를 받은 엄마는 땅이 꺼져라 안도의 한숨을 내쉬었
다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 6 97 “근데 왜 부모 도움 받는 걸 당연하게 생각하지?
『달콤한 나의 도시』 정이현 7 107
유준이 의미심장한 미소를 띠우며 편히 전화 받으라는 손
짓을 했다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 8 131 대형 거울로 둘러싸인 방에서 메이크업을 받고 있었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 9 141
태오의 전화를 받고서야 사무실 책상 위의 탁상달력을 들
여다보았다.
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『달콤한 나의 도시』 정이현 10 157
돈을 받는 회사에 다녀보니 돈을 내고 다녔던 학교가 얼마
나 편안한 곳이었는지 깨달았다는 고전적인 체험 고백은
그만 두기로 하자.
『달콤한 나의 도시』 정이현 11 175
피부 관리실에 누워 스페셜 스킨케어를 받아도 모자랄 판
에 얼굴이 띵띵 붓도록 통곡하고 있다니.
『달콤한 나의 도시』 정이현 12 186
안이사에게 스카우트 제의라도 받았다면 이 터무니없는 오
해가 조금이라도 덜 억울하련만,
『달콤한 나의 도시』 정이현 13 189
공인을 받겠다고,사회적 승인의 최초 단계를 통과하겠다
고,스스로에게 다짐하는 것이다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 14 191 엄마는 전화를 받지 않았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 15 199
재인은 나나 유희에게는 농담으로라도 부케를 받겠느냐고
묻지 않았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 16 199 물론 내가 부케를 받고 싶었다는 뜻은,절대로 아니다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 17 202 태오는 공손히 두 손으로 받았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 18 202 소개 받은 건 아닐 테고 둘이 어떻게 사귀게 된 거예요?
『달콤한 나의 도시』 정이현 19 203 회사를 그만두고 뮤지컬 수업을 받고 있다는 것도,
『달콤한 나의 도시』 정이현 20 204
유령과 조우했을 때 받게 되는 고약한 느낌에 대하여 더듬
더듬 기억할 수 있을 따름이다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 21 203 야,오늘 술발 좀 받는데.
379
『달콤한 나의 도시』 정이현 22 210
아침부터 웬 남자가 전화 받아서는 친구라고 하는 게 말이
돼?
『달콤한 나의 도시』 정이현 23 210 남의 전화를 자기가 왜 받아?
『달콤한 나의 도시』 정이현 24 212
전화 받은 남자의 정체에 대해서는 한마디도 추궁하지 않
았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 25 212 오늘따라 전화를 안 받는 사람들이 많았고,
『달콤한 나의 도시』 정이현 26 214 k건설로부터 전화를 한 통 받았습니다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 27 218 몇 번인가 전화가 걸려왔지만 일부러 받지 않았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 28 218 내가 전화를 받지 않자 엄마는 문자메세지를 보내왔다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 29 218
유준의 갑작스런 방문을 받은 것은,태오가 사라진 지 사흘
이 지난 뒤였다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 30 220 크고 작은 오만가지 부탁들을 받았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 31 220
남에게 부탁 받는 일을,내가 얼마나 겁내 하는지 아는 사
람은 많지 않다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 32 228
시부모의 예고 없는 방문을 받은 난감한 시츄에이션 뒤에
도 시간은 끊임없이 이어진다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 33 229 이 시간에 시부모 접대하면 특근수당 받는 거야?
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『달콤한 나의 도시』 정이현 34 240 이해하라는 충고 또한 고맙게 받겠다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 35 244 황부장과 이민정이 나와 같은 처분을 받았다는 사실이
『달콤한 나의 도시』 정이현 36 250 빈정대는 말투 때문에 충격을 받은 것 같다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 37 251 엄마는 고통을 받고 있을까?
『달콤한 나의 도시』 정이현 38 254 월급 받는 대로 다 쓰지 말고 정기적금 먼저 들어.
『달콤한 나의 도시』 정이현 39 255 손가락질 받아도 싸겠지.
『달콤한 나의 도시』 정이현 40 256 제 전화 받고 많이 놀라셨죠?
『달콤한 나의 도시』 정이현 41 275
보컬 레슨을 받으러 가는라 만나지 못했다는 이야기를 전
했다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 42 278
전화를 받은 직원이 누구인진 잘 모르지만,얼이 빠져 대꾸
도 못하고 있을 모습이 눈에 선했다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 43 286 월 하더라도 상처는 받지 않았으면 좋겠어.
『달콤한 나의 도시』 정이현 44 288
첫 몽정의 추억을 질문 받은 것처럼 당황하는 기색이 역격
하다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 45 290 실업급여 받아야 하잖아.
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『달콤한 나의 도시』 정이현 46 291 코미디 취급을 받는 건,어쩐지 싫다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 47 316 상대방이 씹고 있던 껌까지 입으로 받아 씹을 수 있었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 48 323 김영수는 한참 만에 전화를 받았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 49 331 질문을 받고서야 비몽사몽간에 시계를 확인했다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 50 366 당장 프로포즈를 받겠다는 것은 아니다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 51 368 나는 다음날 걸려온 영수의 전화를 연거푸 받지 않았다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 52 474
이것은,동서고금을 통틀어 남자의 청혼을 받은 여자의 대
사가 아니던가.
『달콤한 나의 도시』 정이현 53 374 청혼을 받은 그 남자는 대답을 뒤로 미루었다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 54 390 양실장의 전화를 받고서 깨날 때,
『달콤한 나의 도시』 정이현 55 402 아니야,상품권으로 받아야 되나?
『달콤한 나의 도시』 정이현 56 426 급하게 도로 연수를 몇 번 받기는 했어도,
『달콤한 나의 도시』 정이현 57 426 처음 차를 받아 집까지 몰고 오는 길은 당연히 미숙했다.
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『달콤한 나의 도시』 정이현 58 427 박수 받을 만한 일이 못 되여서가 아니다.
『달콤한 나의 도시』 정이현 59 436
그녀 역시 갑작스런 연락을 받고 부랴부랴 달려왔다고 했
다.    436
도가니 공지영 60 10
그는 기간제교사로 임시발령을 받아 무진으로 가는 길이었
다
도가니 공지영 61 11 어쨌든 열심히 해서 정식교사 발령을 받아요.
도가니 공지영 62 26
예정된 월급을 꼬박꼬박 받아서 사는 계획적이고 소시민적
인 기쁨을 누리자는 결심이었다.
도가니 공지영 63 54 너는 월급을 받기 위해 왔을 뿐이야.
도가니 공지영 64 54 월급 받으면서 좋은 일 한다는 건 좋은 일이지.
도가니 공지영 65 54
서른네 해를 살고도, 그렇게 수없이 패배하고도 아직 그걸
모른다면
너 역시 지적장애 3급 판정을 받을 거야.
도가니 공지영 66 58 여태까지 그가 이곳에 와서 받은 모욕을
도가니 공지영 67 58
그는 오늘 하루종일 닦달을 받고 방음 고문을 당한 아이에
게 소리치고 있는 자신이 문득 싫어졌다.
도가니 공지영 68 61 돈 한푼도 안 받고 애들 그렇게 맡아주시고 가르쳐주시고,
도가니 공지영 69 63
연두에게 어머니가 오실 수 없다는 걸 어떻게 전하고 싶어
마음이 좋지 않던 강인호는 수위의 전화를 받고는 잠시 책
상 위를 손가락으로 톡톡 두드리며 생각에 잠겼다.
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도가니 공지영 70 93
그러니까 연두를 불러내서 저희와 함께 진술서를 받으면 되
잖아요.
도가니 공지영 71 117
선생님들이 이런 일이 다시는 일어나지 않도록 그들이 꼭
벌을 받게 해주십시오.
도가니 공지영 72 155
그래서 어쩌면 제가 남편에게 버림을 받더라도 저는 그 짐
승 같은 행정실장을 세상에 고발하고 싶습니다.
도가니 공지영 73 157 정말 괜찮은 사람이라는 평을 받는 목사였다.
도가니 공지영 74 160 저는 그분의 기도를 받고 자랐으니까요.
도가니 공지영 75 161 물론 저도 그중의 한 사람입니다만 저희들 돈 받은 거?
도가니 공지영 76 161 한번 갈 때마다 차비조로 십만원인가 받았습니다.
도가니 공지영 77 164 하나님 믿고 구원 받으면 참 좋을 텐데・・・・・・
도가니 공지영 78 167 복도로 걸어나와 전화를 받았다.
도가니 공지영 79 172 아주 잘한다고 칭찬을 받았는데・・・・・・
도가니 공지영 80 174
그래서 벌을 받고 다시는 안그러겠다고 정말 반성하는 걸
보고 싶어요.
도가니 공지영 81 185 그것이 죄라면 벌을 받겠습니다.
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도가니 공지영 82 아이들 칠십명은 당장 어디서 교육을 받을 것 이며,
도가니 공지영 83 191 죄를 지은 사람이 벌을 받는 그날까지,
도가니 공지영 84 191
인간 대접 한번 받지 못한 채 노예처럼 살아가는 모든 장애
인들을
도가니 공지영 85 194
세상에 태어나 이런 지적을 받아본일이 있었는가 싶은 표정
이었고
도가니 공지영 86 211 암 선고를 받고 병에 걸리고 직업을 잃고
도가니 공지영 87 229
그 사람들 지금 재판을 받고 있는데 혹여 합의서라는 것에
싸인을 해주시면 사건은 없는 것이 되어버립니다.
도가니 공지영 88 232 그런 짓 한 놈들 한테 돈 받고
도가니 공지영 89 248 여간사와 남간사가 전화을 받아 해명을 시도했지만
도가니 공지영 90 260 마지막이 될 편지를 받았다.
도가니 공지영 91 264 이 정도는 보너스는 받을 자격이 있다는 생각을 했겠지.
도가니 공지영 92 270
판사는 이 사건이 얼론의 주목을 받고 있다는 사실을 충분
히 의식
도가니 공지영 93 282 오늘밤 아이들이 수업을 받는 천막을 철거하로 온대.
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도가니 공지영 94 290 심리치료도 받고 있고.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 95 17 석대는 고맙다는 말 한마디 없이 그것들을 받았다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 96 20 빈정거리듯 내 말을 받았다.   ?
우리들의 일그러진 영웅 이문열 97 30
내가 빈정거리고 있다는 것 조차 느끼지 못하고 곧이곧대로
내 말을 받았다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 98 36
쉬는 시간인데도 교실 안은 연구수업이라도 받고 있는 듯
조용했다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 99 39 나는 떠리는 손으로 그걸 받아 하나씩 들춰보았다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 100 41
나는 반 아이들 모두의 지지를 받고 있는 석대를 지지할 수
밖에 없다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 101 43 딴 반 아이들에 끼어 괄시를 받거나
우리들의 일그러진 영웅 이문열 102 45 나는 바로 그러한 규범들의 가장 엄격한 적용을 받았다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 103 45 단추 하나만 떨어져도 복장 위반자로 벌을 받아야 했다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 104 48 각자가 청소해야 할 몫을 받았다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 105 48
실은 그 얼마 전 까지만 해도 석대의 검사를 받아야 하는
게 까닭 없이 고까워
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우리들의 일그러진 영웅 이문열 106 50
마치 나는 엄격한 검사를 받아야 하는 별종이라는 투의 말
이었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 107 53
내가 석대에게 사면 받은 게 알려지자 아이들도 더 나를 피
하려 들지 않았다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 108 54
내가 맘이 내켜 맛난 것이나 귀한 학용품을 갖다 줘도 그는
받으려 하지 않았고,
우리들의 일그러진 영웅 이문열 109 54 어쩌다 받게 되면 받드시 그 몇 배로 돌려주었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 110 58 엄석대의 점수를 받는 거지.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 111 58 시험에서 엄석대가 받는 점수는 어때?
우리들의 일그러진 영웅 이문열 112 60
어린이 자치화와 다수결의 지배를 받던 서울에서보다 더 많
은 자유를 누렸고
우리들의 일그러진 영웅 이문열 113 69 그 담임선생님이 받은 유능하다는 평판은
우리들의 일그러진 영웅 이문열 114 69
우리 또래의 평범한 소년 하나가 볼품없는 벌을 받고 있을
뿐이었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 115 70 놀이에서 따돌림 받기 싫어,
우리들의 일그러진 영웅 이문열 116 73 돈 백 환을 받고 분단장을 시켜준 일이며
우리들의 일그러진 영웅 이문열 117 74
그에게서 받은 피해도 모두 간접적인 것이어 내게는 증거가
없읐으며
387
우리들의 일그러진 영웅 이문열 118 74
하나는 간절히 석대의 총애를 받기 원했으나 이런저런 까닭
으로 끝내는 실패한 부류였고
우리들의 일그러진 영웅 이문열 119 78
석대가 받을 비난에서 자류로울 수 있는 아이는 아무도 없
었다.
우리들의 일그러진 영웅 이문열 120 87
그사이 수갑을 받은 석대는 두 손으로 피 묻은 입가를 씻으
면 비척비척 끌려가고 있었다.
1945年以後の小説における「받으시다」用例
小説名 作者 番号 ページ 原文
달콤한 나의 도시 정이현 1 152 새해 복 많이 받으시라는 덕담을 서로 건네고,
도가니 공지영 2 92 연두 아버지가 다시 수술 날짜를 받으셨다니까요.
도가니 공지영 3 94
그럼 우리가 자애원에 이야기해서 피해학생을 데려다주면,
그러면 진술서를 받으시겠어요?
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도가니 공지영 4 160
두 형제를 고발하는 위치에 서면 오해를 받으시게 되어 있
는 것입니다.
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